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本 卷に收 めた る は 一 九 一 五 年 (大正 四华) より 1 

九 二 五 年 (同 十四 年) 先生の 世 を 去らる  迄、 十 

年間の 說敎の 中より 選んだ ものである。 その 

大部分 は 福音 新報に 揭 げられ たもので、 各 文の 

末尾に 附 したる^ 月 は 紙上に 發 表せられ たる 

時 を 示した ものである。 


『イエス、 ガリ ラャ の 海 邊を步 みて、 ぺ テ 口 と 云ふシ モ ンと、 その 兄弟 ァ ンデレ と 二人に て 海に 邾 うて 

る を 見たり。 彼ら は 漁 者な り。 之に 言 ひける は 我に 從へ、 我 汝らを 人 を 漁る ものと 爲 さん。 彼ら やがて 

網 を棄て 、イエス に從 ふ。 此 より 進みけ るに、 又 外の 兄弟 二人、 卽ちゼ ベ ダイの 子 ヤコ ブと 其の 兄弟 ョ 

、ネ、 父ゼべ ダイと 偕に 舟に て辆を 補へ る を 見て、 之 を 召び しに、 彼ら も顿て 舟と 父と を 置きて イエス 

に；^ へり Jj  (馬 太傳 四の 一 八— ニー：) 

馬 可^^ 三韋 十三 節 以下 を见 ると、 耶穌は 特に 懇 なる 祈り をせられ た 後に、 トニの 弟子 を 立てられ 

た。 共れ は， 可の 爲 めであった かと 云 ふと、 ^一  は 『己と 偕に 置く』 ことであった。 次に は 『敎 を宜 

よさ こと 

ベ 43-.^ る^め に 遣 はす』 さ であった。 其の 次に は 『病 を醫 し、 鬼を逐 出す』 など 善事 を 天下に 行 は 

せる こあった。 此 Q 三の 目的 を 以て 彼ら を 招かれた ので ある。 

か  り いれ！ 1 と 

^=.^0 様子 は 如何にも 切迫した 。耶穌 は 其の 宛 も牧ふ ものな き 羊の 如き を 歎ぜられて、 收瘦人 を 多 

く S ^"はさ れんこと を 祈るべき を敎 へられた。 傳道者 は 牧羊者の 如き ものである。 牧ふ ものな き 羊 を 

憐む やうな 態度で 遣らねば ならぬ。 

然し 馬 太 傳第四 章に は耶穌 は傳道 者.^ 漁夫に 比 へ られ た。 最初の 弟子に は 漁夫が 多 か つた。 ャ コ ブ 

も、 アンデレ も、 ベ テロ も、 ヨハネ も 皆な 漁夫であった。 漁夫が 好い か、 牧羊者が 好い か。 何らが 必 


要 力 其れ は 時と 場合と によって 大分 違 ふ。 羊 を 牧ひ養 ひ 守る も 無論 必要で ある。 然し それよりも 

ラも" なる は 漁夫で ある。 魚 を 捕へ て 来る ことで ある。 我が 日本 基督 敎舍 今日の 有様から 考 へて 兌 L 

ば 牧羊，.^ よりも 漁夫が 先き だ。 日本 は俾 道の 眞 最中で ある。 宛ら 交戰 観の やうな ものである。 故に 

... ^んで 取る 傳道を 先き にせねば ならぬ。 取った 後から 失うて はならぬ から 牧會も 大切で あるが、 一 

f  si めねば ならぬ の は 漁夫の S である。 曰 本 基 Iff ら かと 云 ふと 守る こと に 力 を 入 

れ 過ぎて 居る。 其の 說敎の 仕方で も、 其の 經營 の 仕方で も、 專 門で、 漁夫 Q 職分 ある さ を 忘 

れ、 之を鬧 却して 居る。 牧羊者の 務に餘 念 もない。 然し 共の 方が 十分 出来て 居る ので はなく、 一  暦 

ぉ密 にやらねば ならぬ が、 それにしても、 もっと 工合の 惡 いのは 漁業で ある。 我らのう ちに 大きな 

說敎^^ 演 說.！ ^が 出るべき 害 だ。 我らの 敎會は 牧羊者と 云 ふ 方に 凝り固まって 居る かも 知.. r.。 

處は ガリ ラャの 湖畔、 今一 一隻の 舟が 岸邊 にある。 一 はべ テロと アンデレ、 他 は ヨハネと ヤコ ブの 

所有で ある。 路加 傅 第五 章に は異 つた 記事が ある。 彼ら は 終夜 網 を 下した が瘦 物な く、 失議ま 

し、 網 を 洗って、 舟 を 砂の 上に 曳き 上げる 間際であった。 我ら は此 所に 集會 して 居る が、 年 來の惡 

ま 苦陶、 其れ ほどの 斐 なく、 がっかりして 網 を 洗 ひ、 今日は 止し だ、 と：  一. t つて る やうな 心 持が 

ある 力 も 知れぬ。 御 同様 漁夫 ども 集って 然ぅ云 ふ 心 持で、 何う かせんなら ぬと 云 ふ 時で あるか も 

知れぬ。 

馬 I の f 兒れば 面白い ，0 が ある。 ヤコ ブと ヨネ 《は 網 を i るって M た。 之れ が 注意すべき とこ 


ろで あろ、 修 fi^.^: は 網 を 補 ふの だ。 昨夜の 仕事 づ かれで 失望した と！： ムふ 人が あれば、 其の 人々 と 共 

に M-i;? 相憐 み、 祈ったり 話したり して、 一緒に 袖ひガ をせ ねばならぬ。 或は 我らの 網が 何う しても 

役に立た す、 此の上 補 ひやう もな い^に、 老い 朽ち、 ^だしき は. M つて 了った ものである かも 知 

れぬ。 n: ルれは 全く 更に 新調せ ねばならぬ。 何う も往 かぬ から 全く 新しい 網ば かりにしょう。 是れは 

誰の 心に も 浮ぶ ことで ある。 路傍 演說を やらう、 訪問 をしょう、 救世軍 的に 突 §ぃ、 して 见 よう。 地. e{ 

網で は往 かぬ から、 トロ オル 網に しょう。 そして 之 を使闹 する 爲 めに 諸方から 非難 を 受ける こと さ 

へ ある。 近 現狀 打破と 云 ふ 聲を厘 聞く。 ま 分 は 之に ^ig を 有し、 之を黉 助したい と m 心って 居る、 

また 自身に ついても 然 うしたい と m 心って 居る、 我ら は 日々 に 新しくなる べきで あるから。 けれども 

又 一方に は 仕組 を #： へる。 時世の 風潮に つれて、 新しい 福音 を說 く。 信仰まで も變へ る。 隨分 酷い 

こと をす る もの も ある。 だしき は 無敎會 主義、 精祌界 の^ 無黨 になる。 然ぅ云 ふ 仲 問に は 這 入り 

たくない。 我 國には ビリィ • サン ディが 役に立つ か 問題で ある。 大いに 赞成 する 所 も あるが、 して 

新しい 網が 我々 の 傅 迸に 適 常なる か 問題で ある。 新調の. N 網、 ト n オル、 色々 へねば ならぬ もの 

が ある、 此の 修養 會は 必要と あらば、 斯う 云 ふ 問題まで も 研究したら 好い と 思 ふ。 祈り 深く、 考へ 

深く 網の 新調に は 議論 を戰 はせ、 傳逬 事業 を 十分に やれる やうに せねば ならぬ。 けれど 只 だ 新しい 

網、 道具 立 色々 な 御大 名 道 其、 無暗に 此の 腰の物の 持の み ひねくって、 不必要な 段に 凝って はな 

らぬ。 能 翁 维を 選ばす だ • 社 會が惡 い、 憲法が 惡ぃ、 何が惡 いと 難^ば かりつ ける の は、 の 病 


氣 かも 知れぬ。 

然し 叉 新规薛 直しで なく、 ガリ ラャの 漁夫の やうに 網の 補 ひが 必要で はなから うか、 必要 あれば 

新調 も辭 せぬ が、 第一の 耍點は 網 を 補 ふこと である。 我らの 網 は 何う か。 大き いのも、 小さい の 

も、 糸の 細 いのも、 今日は 各自が 使用して 居る 網 を持參 したので ある。 漁夫が 共進會 などに 其の 漁 

A; を 陳列す る やうな もの だ。 そして 比較 研究 をな し、 補 ふべき を 補 ふので ある。 今度 こそ 瘦物を 十 

分せ しめる やうに 考へ ねばならぬ。 

順序 書 を 見る と 祌學の 問題、 基督 敎 思想の ことが 研究 せられる 害で ある。 是 れは傳 道の 脊骨、 

注、 礎と も あるべき ものである。 其の 神擧は 何う であるか。 數年 前に は 色々 極端な 思想が 蔓延って 

墮^ した もの も ある。 然し 我らの 敎會は 之に 侵害 さる、 ことが 少 かった。 今日は 何う かと 云 ふに 神 

, さの 方に は氣が 緩んで 居る。 福音の 根本た るべき 神擧の 研究に 穴の 明いた ところが あり はせ ぬ 力 

或 人 は祌擧 なしに 說敎 して 居る。 根本 思想が^ もない 有様で 遣って 居る かも 知れぬ。 此の方 面に 網 

を點檢 する 必要が ある。 

次に 敎會は 事務的に 流れ、 社會 的に なって は 注かぬ。 曾て 組合 敎會 は會 社員の 如く、 日本 基贤敎 

會は小 攀敎員 の 如しと 評して 或る人 々 の 感觸を 害した £ も あ つた。 番頭 風になる は 非難す ベ きとで 

あるが、 然し もっと 眞 面目な 心 持で 事務的の 側に も大に 整頓すべき ものが 多い。 敎 きに は 道 德の權 

が あるか。 自分が 頻りに 說 きたいと 思って 居る こと は 此の 點 である。 敎 今-は 道德的 制裁 を 今より 


も嚴^ にし、 惡 ぃ習惯 >^-廢 め、 新しい 满威を 興さねば ならぬ。 朝 では 敎.^ ：: に 加 はる 條件 として 一- 

人 か 二人の 信者 を 起さねば ならぬ さう だ。  其れ も 好い。 生 蠻が首 探 をす る やうに、 日本：^. ;#敎 會も. 

惡^ の 首 探 をな し、 首を切った^ 骨が 飾って ない と 巾が 利かぬ やうに ありたい。 今の やうな 敎會で 

は 網 は 打てぬ。 打っても 役に立たぬ。 

說敎 のこと についても 諸君 は 不足 を 感じて 居られる であらう。 時として は 無能 贫弱 を 歎ぜられる. 

かも 知れぬ。 な 同じ 苦勞 をして 居る ので ある。 此の 邊の補 ひもせ ねばならぬ。 叉 祈りの 柳 ひだ。 

此の 修養が 大切 だ。 傅 道 者の 中に 共に 祈る と 云 ふ 精神が 盛で あるか。 茫漠 として 目的な しに 祈る に 

あらす、 某^^&心の思想、 其の 光榮、 其の 車 葉の 爲 めに 祈る ことが 欠けて 居る かも 知れぬ。 今日の 

敎 に、 一^ 拔 けて 居る の は 祈りの 研究で ある。 祈禱 其の もの を 研究せ ねばならぬ。 此の 集 <|c は 全 

部 祈り 舍に なるやう にしたい。 只 だ學究 的な、 擧校 じみた ところで なく、 徹頭徹尾 祈り 會 にした 

い、 目的 を 定め、 或る 標的 を 目 かけて 熱心に 祈る。 目的、 仕事、 問題、 同病 相憐 むこと に 於て、 一 

つと なり、 主の 名に 於て 祈る。 また 必す與 へられる こと を 信じて 祈る。 『汝ら 悪しき 者ながら 善き 

物 を その子 俳に 與 ふる を 知る。 まして 天に 在す 汝らの 父 は 求む る 者に 聖靈 を與へ ざらん や』。 此の、 

架 ®" を 受ける 方面の S. 做、 修養が 缺 けて 居るならば、 傳道者 は 破れた 網 を 操って 大海に 舟 を 遣る や 

うな ものである。 

今日は 丁度 好い 機會 だ。 互に 耶穌 のこと に 思 を 潜め、 主が 其の 十二 弟子 を 選びて 『己と 偕に 5151』： 


力 しめられた やうに、 餘念 なく、 他事な く、 只管に 此の 數日問 基督と 共に 居り、 其の 十字架の 意味 

に 心 を 潜め、 ik- に 生命 を與 へられ、 力 を 賜るべき 上よりの ものの 來 るまで、 昔の 弟子た ちの 如く 都 

に-? H つて S: つて rtw たい。 "： 儿れ なくば 曳く 綱の 切れた 網の やうな ものである。 我ら は 怠り 易く、 また 

碟志 弱行で ある。 それで 各 其の 網の 破れ を 補 ひ、 新しい 元氣を 以て 沖に 出で 網 を 下して 漁りたい も 

ので ある。 

(一九 一 五 年 H 月) 


總 ベて 宗敎と 云 ふ ものに は、 何 所 か悲觀 的、 i5 〈世 的なる ところ ある を 免 かれぬ。 此 は宗敎 のみで 

無 い。 凡そ 道徳の こと や、 其 他總 ベて 人生 を眞 面目に 考へ ると どうしても 現在の ことにつ いて、 a 

っ悲觀 し、 H づ 時に 嫌氣を 催し、 之に ついて 嗟嘆 慷慨し、 又愤慨 に堪へ ぬ ことの あるべき 苦で 

ある。 ョハぇ や バウ 口 も、 ァゥ ガス チン や パスカル も、 カント ゃルゥ チルも $1 一種の！； 世 家で あ 

つた。 ショウ ペン ハウェル や ハルト マ ンは云 ふ も 愚か、 コム トゃ 一一 イチ ェ の 如き も、 §：： 現在の こと 

を悲觀 した 麼世 的の 思想 を 有った 人 ¥ であった。 彼らの 多く はた^ 絕望 的に 悲觀 する ので 無く、 大 

いなる 希望 を 以て 現在の 3;- しい、 低い 有様から 解脫 して 志す ところに 達したい と 云 ふ考が 盛んで あ 

つた。 

世 を； ゆい ひ、 身の上 を 哀しむ にも 種々 ある。 淺ぃ 深いが ある。 或は 僅かの 損耗に 縊首 する 者 も あれ 

ば、 人に兑 られ るの が愧 かしい とて 全く 喪心 落瞻 する 蒙 も ある。 此の 如く 悲しんだり 憂 ひたりす る 

にも 類が 隨分異 つて る。 最も 深き 精神 上の こと ゃ靈 的の 問題 を 如何し ようかと 云 ふので ある。 

法然 上人の 傅を讀 むと、 彼が 自分の 精神 狀態 について どれ 程 苦心して 力 を 用 ひた か、 * に 驚く 可き 

ものが ある。 彼の 初めの.^ を 肥 後 阿亂梨 皇圓と 云った。 皇圓は 年久しく 平和 を兑 出す ことが 出来な 


いので 折灼 人身 を享 けながら、 依然として 生死の §1 を 流 is 迴 する は 造憾の 限りで ある、 何とか 

長命の 報 ひ を 佛 1$ び 世に出 づ るの 機 會に遇 ひて、 究竟の 救 ひ を 得ん と 思 ひ、 命 長き は 蛇に 過ぎ 

おろち 

たる もの 無ければ、 願く は 大蛇の 身を享 けん ものと 念じて、 遠 江阈笠 原. lii 櫻の 池 を 領主から 巾し 受 

け、 放ち 文 を 取り、 臨終の 時 水 を 乞 ひ、 掌に 之 を 得て 氣息絕 えた。 時の 人 は 彼が EK. して 蛇と なり、 

池の 底に 樓め りと 信じた と 云 ふ。 其の 通りに は 受け取れ ぬが、 彼の 45 は 斯く考 へたに 相違ない。 法 

然は 後に 至り 彼の 池に 臨み、 先師の 志 を 偶み、 懇に 之が 爲に 後世 を 吊うた。 一寸 可笑しな 話 だが、 

精祌 上の 救 を 求む る こと まことに 切なる ものが ある。 思 ひやる だに 憐れで ある。 世の中に は 現在の 

狀 態から 救 はれたい とて 苦心 努力す る 者が 少 くない。 人物の 偉い なれば 偉い なる^、 此の 願 ひ は 

切で ある。 基督 敎の 如き は 他の 宗敎、 殊に 他の 佛敎 などと 異り。 罪惡を 最も 明かに 深刻に、 痛切に 

感する だけ 救 を 求む る狀 態が 印度の 連中と は 大分 異 つて 居る。 

罪悪と は 如何なる もので あるか。 淺 薄に 考 へる と 道德の 法則に 外れ、 禮儀廉 恥の 道に せく ことで 

あって、 宗敎 的の 意味 は 無い。 然し 基督 敎に 於て 罪と 云 ふとき は、 神との 關 係が 其の 最も 根本的の 

要素で ある。 罪と は 祌に對 する 我々 の靈 魂の 狀態、 志の 趨向、 人格 全部の 態度であって、 祌に叛 き、 

神の愛 を.^ 一視す る ことで ある。 罪 を 意識す と は 神の 實在を 認め、 其の 嚴 なる 横 威の 前に 立ち、 良、 や 

の 刺激に よりて 資 任を感 する 精祌狀 態で あ る 。 

罪 は 一 一つの 點 から 之 を觀 察する ことが 出來 る。 j は 品性の 方面から 見た所で ある。 罪 を 犯せば 口 叫 


れ の方而 から 兑た 所で ある。 罪 を 犯せば 性が 崩れる。 全く 人格の 成って 居らぬ ものに なり 了る 

此れ は： t^::!: 正^の 法則に 常て 嵌めて 自己の^ 態 を！： 斷 する ことで ある。 他の 一 つ は 人生の 目的から 

考 ふるので ある。 罪の 爲に 此の 生命の 趣意 を 取り 失 ひ、 人生の 目的 を 遂げす 了 ひになる。 丁度 弓 を 

射て 共の 矢が 外れて 的に 《おらない 様な 譯で、 全く 失敗に 了る。 此れ は^ 即ち 人生 究極の EZ 的、 總べ 

て 努力のお $5 點、 ^^大：^滿なる幸福をせ^^する现想に胎：して失敗を認めたのでぁる。 此ら の？：，^ 咏を 

深く 考へ ると-: だ 然して 居られなくなる。 

或 ひ は 此の 問 题を重 く 感ぜす、 善い 加減 にして置く もの も ある。 これ は 其の 人に 罪の無い 爲か、 

將た 罪の 少ぃ爲 かと 云 ふに、 決して 然ぅ ではない。 一 體罪 を澤山 持って 居る もの は 其の 感覺の 鈍る. 

ことがある。 却って 世 11 から は 有 德の士 と 云 はる A 人に して、 自己の i 非に 責められ、 憂 ひに 沈む も 

の も ある。 ii 女す るに 罪の 感覺の 强弱淺 深 は 各自の 主 觀的狀 態に 出る。 高尙 なる 品性 を 具へ、 性格の 

勝れた る 祌を拜 む 人なら ば 自己の 罪を感 する ことが 愈 深い。 故に 罪惡の 感覺の 淺深を 以て、 wi; の 有 

無 を！： 斷 する こと は出來 ぬ。 人格の、 王 觀的狀 態で、 其の 感覺が 或は 生じ、 或 ひ はお 伏して 居る。 之 

を s;^ 識 せぬ ときには 却って 油斷が 出来ぬ。 或は 最も 墮落を 極めて 居る のか も 知れぬ。 

罪に つきて 二 個の 問題が 起る。 若し 儒者が 道德 を修 むる 如きに 止まらば、 此の 問題 茶 だ？ 純で あ 

るか も 知れぬ。 然し 罪の 意識 は 良心が 祌を 奉戴 するとき の狀 態で ある。 一！ 1: 込み 人って 居る。 即ち. 

罪の 赦と 罪に 打ち勝つ ことが 兩 つながら 必要になる。 罪 を 犯せば 神と いふ 人格と.' を 犯す ものと- 


の關 係が 破壊せられ るので ある。 この 點 から 兒れ ば、 如何しても 此 所に 赦 罪と- K ふこと が 無ければ 

ならぬ。 ^の宗敎にも罪を^1-1識したる場合には必す生する問題でぁる。 日本で も 共の 通りで ある。 

たビ 之に 粗雜 なると 精^なる と、 深いと 淺 いとの 異ひ あるの みで、 罪 は 如何にして 赦 さる., かと 云. 

ふ 問題が 多少 起って 來る。 乂 起らざる を 得ぬ。 神の 前に 罪の 赦 さる X を 要する のみなら す、 我が 胸. 

リ に 一 5- り、 お. f 虐を 極め、 已が 欲する ところ を 行 はしめ す、 欲せざる ところ を 行 はしむ る 罪悪に は 如 

何に して 打ち勝つ ことが 出來 るかと 云 ふ 問題が 起る。 此の 二つが 罪に ついて 起る 問題で ある。 

一 體 揮を赦 さるる と； K ふこと は 有り得べき ことで あるか。 眞 面目に 考 へて 兑 ると 容：： ^に然 りと 答： 

レこ とだ 之 を 自效界 に 見る も、 良心の 事實に 見る も 容易に 出来る ことで ない。 自分で 自分 を 

す も 難 力し い。 罪 を 犯した 後に 心持ちの 惡 いのは 自ら 赦 さぬ 證據 である。 眞 面目なる 人の 自ら を. 

赦す は屮々 難 かしい。 祌 鬼して 罪 を赦す さあり や。 我々 は 神の 前に 責任 を 解かれ、 大手 を 振って 歩， 

くこと が出來 るか。 是は大 いなる 問題で ある。 

耶 穌の敎 へられし 祈り を 見る に 『我らが 人の 罪 を赦す 如く』 と ある。 祌 のこと は 人の 上から 推レ 

て：？ i  ノの ID- 常が 付く。 强 いて 人^の ことから 引き離して 神の こと を考 へる の は 間違 ひで ある。 人 は 同 

士の關 係を兑 ると、 小說 などに 親が 子を赦 したり、 夫 や 妻が 他の I 方の 罪を赦 すのに ついても 淚の 

出る 様 な^がある。 成る ほど 先刻 云った 通り 罪 を赦す こと は 難 かしい に 相違ない。 然し 人生 日 5. おの 

出来事に ついて 考 へて 兑 ると、 人間同士 互に 罪を赦 すと 言 ふ 事實は 確に ある。 人間同士 罪 を 赦す如 


く、 神に 於ても 我らの 罪を赦 さるるならば 之れ に 越して 喜ばしい こと はない。 

人 問 11: 士罪 を赦 すの は 如何なる 次第に. S るか。 又 如何なる 意味で あるか。 路加 俾十 七草、 三 節に 

『门儿n.^^^汝に罪を犯さば之を諫めょ、 彼 もし 悔いな ば赦 せ』 と ある。 基 齊敎は 御 人 好し に、 如何なる 

log しき ことがあっても、 义惡 しき こと をした のち 先方の 心事が 如何なる もので あっても 構 はぬ と 云 

ふので はない。 

神に ついても 共の 通りで ある。 出 埃 及 記 第三 十叫窣 六、 七 節を兑 ると 『H ホバ 即ち 彼の 前 を 過ぎ. 

て宣 ベた ま はく、 エホバ、 H ホ バ憐惻 あり、 恩惠 あり、 怒る ことの 遞く 恩惠と 3 妈赏 の大 いなる 神、 

恩ま^ を 千代まで も 施し 惡と 過と 罪と を赦す 者、 又 罰すべき をば 必す赦 す ヌー をせ す、 父の 罪 を 子に 報 

いて 三 叫 代に 及ぼす ¥9』 と ある。 又 詩篇 九十 九の 八に は 『我らの祌ェ ホバょ汝は彼らの爲しし^？！-に 

報いた まへ ども また 赦免 を與 へた まふ 神に てまし ませり』 と ある。 必赏 必罰 少しも 假^せられ ぬ。 

然も を 赦すを 好ませら ると 云 ふ、 其 所で 赦 罪が 難 かしい 問題と なる。 

罪 は 如何にして 赦 さるる か。 基督 敎の神 は 御 人 好し の 様に 罪悪 をた ぐは濟 さない。 主義 を 尊ぶ。 

人 問の 關 係に 於ても 惡事 をた 兌す ぐし にし 得な い 場合が ある。 祌の 前に 罪 を赦 さるる と は 如何な. 

る ことであって、 又 如何なる 順序 を 踏む もので あるか。 世に は 漫然 神 は 愛な りと へて 赦 さるる こ 

と を 安 請 合に する 傾が ある。 罪を赦 すに は 人間同士 にても、 相當な 順序 を 踏まなくて はならぬ。 祌 

と 人との^ 係に は 断る こと は 無き か。 然か考 ふること は 出来ぬ。 また 尙 一 つの 問题は 我々 の 心のう 


ちの 軟 を くる ことで ある。 人の 心に^ 伏し 居て 時々 爆發 して をな す 罪 を 如何にして 征服する 

を 得べき か。 一口に 云へば 如何して 神の 子に なれる かと 云 ふこと である。 神の 子と して 之 を 敬 ひ. 

て、 少しも 疑 はす、 親み を 篤く して 神と 事 を 共に する。 又 神の 方から 信任 を 以て 迎 へられる。 M: えが. 

神の 子た るので ある。 孝 は 百行の 本、 祌の 子と して 孝 を 行ひ義 しき こと を爲 す。 立派なる 人格 を 成.. 

就す る。 是が ii^ を赦 され、 又 罪に 勝つ と 云 ふこと である。 

如何に すれば 神の 子と はなり 得る か。 是には 結局 神の 助け を 求めなければ ならぬ。 人の 生命に も， 

次^が ある。 自然 的 生命、 或は 動物 的 生命が ある。 s< 人の 心理 舉は人 をスビ i トと 1" と^ 1 の 三部 

より 成る とした。 魂 は 社 會、 文明、 藝術、 政治、 經濟 などの 方面に 於け る 能力 を 指す。 5g トは祌 4 

人 問との 關係を 司り、 信仰 ゃ靈的 向上な どと 云 ふ 方面に 關係 する 神々 しきもの である。 人：' 日の 我々 

スビ リヅト ヮ ウル 

は とぼと を I つに する 方が 便利 かも 知れぬ が、 人に は #： 通の 文明 ゃ藝 術の 方面が あると 共に、 

また 其れより 深い ものが ある。 

共 所で 我々 は 自然 的、 動物 的 又は^の 方の 生命 を どうして 維持して 行き、 又 盛んなら しめつ. T あ" 

るかと 云 ふに、 $： 祌の御 庇， 暖に. E るので ある。 或は 神の 力 を 借りて 五穀 も 1^ 就し、 或は 足が 疲れる- 

と截 氣、 即ち 神の 力 を 引き込んで 其れ を 利用す る。 斯 くの 如く 我々 の 動物 的 又は 術 的の 生命 は 上 

よりの 刺激 を 受け、 すべての 方面に 於て 祌の 援助 を 受け、 其の 庇護 を 蒙る ので ある。 何時も 云 ふ 事. 

だが、 文明の 歩 は 祌のカ を 用 ふることの 上手なる に 在り。 之 を 用 ふるさの 下手なる が^ 蠻人 であ 


る。 人の 力 だけで こつ- (\ やって 行く アイヌに は、 クル ップ會 社 ゃァァ ムスト 口 ング龠 社です る樣 

な 仕 I は出來 ない。 如何しても 是れに は 自然界と 聯絡 を 着けて 神の 力 を藉ら ねばならぬ 斯く 低き よ 

り 高き に 至る まで、 人の 生命 祌の 庇護 を 蒙らざる はない。 耶穌 は^の 百合、 穴 L の. -』 の 祌の惠 みに 育 

っを^^し、 ？ 沈して 彼らに 勝れる 人 問の 無暗に 亡ぶべき 道理な しと 說 いて、 信仰心 を 刺激され た。 

現在 世界の 生命に 就て 旣に然 らば、 靈 魂の 問题、 即ち 如何に すれば 祌の 子た るに 至れる か、 如何 

に すれば 順序 正しき 道に 於て 罪赦 さるべき か、 如何に すれば 罪に 勝つ ことが 出來 るか。 是ら 問題の 

解決 は 如何。 ^蠻 人の 如く 手 一 つで 內職 見た 様な 風に やって 行く ので あるか。 將た祌 と 聯絡 融通し 

て 此の 目的 を 遂げん とすべき であるか。 上より 力 を 引 来る か。 祌の 力に 賴 るべき か。 人の カ單 獨 で 

やって 行かねば ならぬ か。 此れが 宗敎の 問題と なる。 ジ エイ ムス は 宗敎的 經驗を 研究して 人の 心の 

中に，；" II き 我と 低き 我と が て 居る が 之 を 解決す るに は 高き 我と 尙 高き ものとの 述絡を 取る にある 

と 云った。 吾が 衷な るより 高き 要素と 聯繋 せる、 ：史に 高き もの ある を 認めて 之と 緣を 引く のが 端緒 

である。 之 を捉 へて 進めば 解 が^く 精神 問題 は 神と 自分との 關 係から 往 かねば、 其の 解決 は出來 

ぬ。 ジ H ムス は 基督 敎の 端緒 だけに 手 を 着けた ので ある。 たビ 福音の 門前 を 往来して 居る。 そこで 

今 中す 如く 人 の 罪 を 如何に 處 分す ベ きか の 問題 は 宗敎的 に 解決す る の 外ない 神と 我との 關係を 明か 

にして 其 力 を 受けねば ならぬ 議論 は 其 所へ 來 るが 順序で ある。 

浙 くて 基：^ 敎は 信仰に. S りて 救 はる、 4 と- K ふ。 之 を 前提と して (此 處に說 すべき こと あれ ど 今 


は 略す) 着敎の 根本的な、 最も 大切なる 所に 進みたい。 即ち 着 G 死 I 々の 救 はる ま 

る 關係を 持て 居る かと 云 ふこと である。 

耶穌の 死なれた I を觀 ると、 普通の 出來 事で は 無い。 或る 目的 を 以て 態々 死なれた ので ある。 

共の 死 を 以て 遂げん とせられた 或き 的が あった。 識 めて I したので はない。 乃 木の 死 を 以て、 

或る 目的 Q 爲 にした と說く 者が 1。 斯く考 ふる は 却って 彼に 管つ ける I； になる と， は f 

ので あるが、 I 派の 人た ち は 之で 彼 を 偉い と 思 ふらしい。 けれど 薄 疑 はしい。 傘に 其の S を 

深く 推し 極む ると 着の 死 は 確かに 一つの 目的 f つての 上の 孝あった。 其の 目的と は 自身 も 云 

f た々、 人 を 救 はん S である。 又 親しく 耶穌に 接して 居た もの も： fti むる に 至った ので 

ある。 然 らば 着の 死と、 g 救との Is 何。 着の 死 は、 世 S 何なる II したので あ 


基督 傳の 政治 

今 n は議ノ t 曰曜 曰と 云 ふので、 國 のこと、 政治の こと、 就中 只今 ii 會 中なる 議.^ ：: のために 祌の前 

に 祈る ので ある。 其のう ちに は 懺悔せ ねばならぬ こと や、 感謝すべき こと も ある。 乂將來 のために 

祌の祝 幅 を 求めねば ならぬ こと も ある。 今朝 は 其れに ra: める こと を^したい。 

昨 口 はくりす ます を 祝った ので ある。 せ、 れ について 自ら 聯想 せられる こと は 只今^ん だ 『テ ベリ 

ォ* カイ ザル 在位の 十五 年 ボン テオ • ピラト は ユダヤの 方 伯と なり』 云々 の 一句で ある。 口 マ 帝 岡が 

s^^xべ き枝俩を以て天下を統 一 したる 結 sir 制度 文物 は歐羅 巴に も、 亞細亜にも：^0^弗利加にも盛ん 

に 興る に 至った。 先づ 世界が 統一され た 形で ある。 日本で 云へば 群雄 割據、 封 S! の 制度 行 はれて 居 

つたの が、 維新の 時に 於て 統一 せられた のと 似て 居る。 かくて 交通 は 便利と なり、 學問藝 術の 及 

されて 行った 有様の 目覺 ましい 時、 耶穌は 生れ、 其の 傅 道が 始まった ので ある。 此れ は 偶然で は 無 

い。 敎が行 はれ、 其の 精神が 行き I 且 るに ついては、 餘程 政治 上の 關係 があった ので ある。 口 マ 

の 如き 偉大なる 樓 力が 現 はれた と 云 ふこと、 其の 組織の 天才に よって 前代 未 問の 洪 業の 遂げられた 

ことな ど は、 艰； ST 敎の行 はるる と大關 係が あった。 所謂 『時 は充 ちた』。 此 所に 於て 斯の 敎が赏 傅せ 

られ たので ある。 旣に 此の 事資に 於て 國の 政治と 某赞敎 との 關 係が 明. S に 解る。 カイ ザルの 政治 や 

樣 力が 共」 督敎 の爲に 良き 準備と なった さは 喜ばしい 事實 である。 此れ は 政治に 對 して 我々 の顿 もし 
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く感 する 一 つで ある。 

然し 耶穌の 誕生 せらる ると 間も無く 如何な 事が 勃發 つた か。 へ ロ、デ 其の^ を 間き 傅へ て： osg し 

た、 騷ぎ した。 ユダヤ 入の 王た るべき もの は 何 所に 生るべき かと 頻り k 探索す る になった。 若 

しへ 口 デに祌 を 恐れ、 li: 義を尊 lis;: する 考が あったならば、 馬太傳 にある 如き、， スで 新たに 生 た 王 

あやめ  ■ 

たるべき 方 を 殺害ようと は爲 なかった であらう。 へ 口、 デの考 へ 方 を 以てすれば、 政 力 は^ 博の 如 

く、 株式の 取引の 様に 見えた であらう。 ほ 家の 雲 行が 悪く、 不利な ことが 起る 時には、 如何な 悪辣 

なる-小 段で も m ひて、 豫防線 を 張らう とする。 東方の 博士の 報吿 は、 相場の 至 与 Am 信が 來た樣 な も 

のであった らしい。 =N: の 政治に 對 する 態度に 責任が 無い。 些 との 信仰 もない。 i 右し あったならば ヂ、 

に對 つて 「ラを 引く こと は出來 ない 苦で ある。 へ ロデ 一流の 政治 は、 寶截 家の 競爭の 如き ものに 外な 

らぬ。 た^ 遣れる ところまで やっつけて 兑 ようと 云 ふ 態度で、 天道 を 眼中に 置かぬ。 それで あるか 

ら結 ill あ 上 K ふこと を 遣った ので ある。 若し 眞に Y 泊 首 者の 書 を^べ、 信仰から 觀 察したなら 5H、 よ 

も 斯る事 は 有り得なかった であらう。 然るに 樓 力の 上り下り ばかり 考 へて 居る が爲 こ、 博士 をべ ッ 

レ へ ムに 造り、 ニ歲 以下の 嬰 兒を慘 殺す るに 至った。 人の 生命 や 人格の 惯做は 少しもない。 自家の 

便利 を 岡る ために は 何にも 顿 若しない。 鹿 を 追 ふ もの 山 を ざるが 如くで ある。 

叉 この 時 エルサレムに.^；: 議が かれた。 ま (例 故資 に？ しい 人々 の 寄 合 ひであった。 尊 門 家、 ノぷ 

の 集合で ある。 彼ら は 如何に 相談した か。 如何 云 ふ 風に 案 を 立てた か。 これ は 馬 太 傅 第二 ijti. に fl い 


で ある。 彼らの 遣り方 を ると あきれて 物が 一一 一一：： へぬ。 信仰， 深いと ころ や、 親切な 考へは 少しもな 

い。 の に は 委：： ： 會も if かれたら う。 首 を 鳩め て議 した こと も あらう。 其の 結 E;^ を 纏めて 奏 問し 

た。 比： れ 切りで 事 が^んで 了った。 妙な わけで ある。 若し 先祖 以來の 仰 や！：：；^ の 希 から、 親切 

に舰 察して 來 るなら ば、 王 は 之 を n 分の 不利と して、 防がう と：：； や t る だら うが、 彼ら は 斩に與 るべ 

き： 上 者の 誕生と iS かば、 寧ろ 喜ぶべき i^fi: ではない か。 然るにせ：： の 結 は謂査 倒れと なり、 悪玉の 便 

利と なった に 過ぎぬ。 先づ 傀儡師の 人形と なった 狀 である。 此れが 耶穌 誕生 常時の 議. $：； の 有様で あ 

つた。 斯う 云 ふこと は 今の 世の中に つ いても 考 へて见 ねばならぬ さ だら う。 

英！： に マァク *ル ゥサァ フ才ド と 云 ふ 文舉に 名の 聞え た 人が ある 。數 ： 牛 前讀ん だ 其 の 著書 を 今 思 ひ 

すので あるが、 彼 は 或る 新聞の ために 議き 記者と して 見聞 記 を 書く のが 役目であった。 彼が 云 ふ 

に、 議 の接窒 を兑 ると、 議會 では 大の 出る 如き 爭ひ をして 居ながら、 其 所へ 來 ると 今までの よ 風 

大雨 何 所へ やら 消えて 了って、 it 笑 額 を rnj- せて 居る。 丁度 嬰兒が 風車 を 見せられて 泣く の を 忽ち 4- 

めた 樣な ものである。 其の！^々 落々 かくの 如き は、 眞に立 な 事 だと 思 ふ 人 も ある だら う。 成 稗 あ 

る方而 から 云 へば 然ぅ 云っても {且 しいので ある。 或る 縣下 では 政治 上の 關 系が 傅 や =1 にまで 影 f: して 

困る と 巡 问 傅 道 者 は 息して 居た。 だから！^々 落々 は 無ければ 往 かぬ。 然し ルゥ サァ フォド は、 や 右 

し議 ni; が眞 面目に 阈 事を議 して 居るならば、 今まで 火花 を 散らす 程に 議論 をして 居ながら、 ぼぐ 狐 

つきの 癒えた 様な， 蘭 をす る 害 は あるまい、 此れ は 道化で はなから うかと 云 ふ 所より、 斯んな 馬^ら 
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しい IS?- ひの 記事 を 書く の はつ まらない から 魔め にした と 書いて ある。 實に 其れ も然 うだと 思 ふ。 ェ 

ルサ レムの 議會は どれ 程の 责任を 以て 遣った か、 叉 遣る と 云 ふ考を 以て 居 たかを 思 ひ來れ ば、 3 興に 

情無くなる。 此れ は 二 千年 前く りすます の 時分の 話で あるが、 今年の く， りすます に 於て は 如何な も 

ので あるか。 深切に 考 へたい。 

それから 耶穌 在世中に、 洗 禮のョ ハネが 矢張り 政治 上の さや、 社 會風敎 のこと から 王の 忌諱に 觸 

れて、 牢に投 れられ た。 其關 係から アラビア 邊の某 王 は戰を 起して へ 。デ • アンチ パス を 討た うと 

した。 いろ/ \- に鏈れ 合って、 血 を 流す 戰爭を 生じた。 又耶穌 はへ PM^を彼の狐めと云はれた。 と 

かく 世の中、 殊に 政治 界には 狐が 多い かも 知れぬ。 斯る こと を 思へば、 共 集 K 傅に 於け る 政治 上の こ 

と は 悲觀的 方面ば かりで、 暗 黑に充 ち，/ \ て 居る。 マ 帝國が S 督敎の 傅 播に貢 獻 したと 云 ふこと 

の 外 は、 惡ぃ 話ば かりで 鼻 持ち もなら ぬ 有様で ある。 基督の 傳を讀 むと 先づへ デの悪 計、 ヱルサ 

レムの 會議を 始めと して、 傅 道中の 出來 ごとに も 好まし からぬ ことが 多い。 之 を 思へば 如何しても 

ム" に は氣を 許して 放って置 けない ことがある。 眞 面目なる 人 は 心配して 神に 祈り、 らも 大いに 

f.^ 力す ると ころ 有る ベ き^で ある。 

之 に關聯 して 考 ふべ き 幾多の 問題 は あるが 其 に說き 及ぶ ベ き 時 問が 無 い。 然し 言 ひ 落す まじき は 

耶穌の 2!^ 後の 有様で ある。 明治 十 年 前後の ことであった。 東京 日日 新聞の 社 說に、 ボン テオ • ビラ 

トの事 をム i じて、 政治家と して は ピラトの 執った 手 か當然 であって、 誰れ でも 此れより 外に は 出 


られ ない と 害いた ことがある。 或る 政： m 家の f:^ 德 思想 は然ぅ かも 知れぬ。 然し ピラト は 行政 in であ 

るば かりで なく 乂 裁判 である。 人が 騷 ぐから、 己が 身分に 關 はるから と 云って、 法 を = ^げる こと 

は、 行政. {：：： としても 爲て はならぬ ことで ある- 心して 裁判官と して 之 を爲す ことが 出来ぬ。 ピラト 

夂耶穌 の 鹿 分に 手 十：： 招り、 如何と かして、 此の 難關を 切りぬ けたいと S 心って おる とき、 や 5 に 心 付い 

たは、 耶穌は ガリ ラャ 人で あるから、 へ 。ギの 上京中なる を 幸 ひ、 問題 を 引き出して 此の 難题 

を 他に 轉嫁 しょうと 云 ふ 一 ，ポ 、であった。 彼 は 宛 がら 歳の 暮に拾 ひもの をした 乞食の 様な 感じ を懷ぃ 

たか も 知れぬ。 其 所で 先づへ n ヂに立 合 ひ を 求めた。 一方へ 。ヂは 平常 は 床の 問の 55! もの 同様な 王 

-ぽ が、 飛ぶ 烏 を も 落す 總督に K みられた ので あるから、 頓る 恐悦に 人った ので ある。 乂彼 はかって 

ョ ハネ の敎を 好んで 聽 問した。 然し 道樂に 過ぎぬ。 役人が 仉樂 部なん かに^って、 釋 宗^の^ を聽 

くのと 異る ところ はない。 有名なる 耶穌を 見たい 位の 考 であった らう。 法廷に 於け る 耶穌の 成 厳と 

ピラト 及へ a  )ァ の 態度との 問に は、 著しい 相逮が ある。 彼ら は耶 穌と對 面して 性怩 たる ものが あつ 

たらう。 總赞と 王の 懸け 引き、 私心 私慾、 大切な 場合に 臨んでも 精神的に はなら す、 ^だ不 i 一妙 面目 

なる 態度 嘔吐 を-催すべく、 せ：： の^ 隨 なる 心事 ii 一 魔 鏡に かけて 之 を 見る が 如くで ある。 世の 政ュ" 力 二 

千 半 前の くりす ます 以後の 様な ことであって は大變 である。 然 うでない 様に しなければ ならぬ。 ジ 

して か il? の 火事で はない。 1^1„.のみでは無ぃ。 我々 が，： a ら國 家の ために 恐 ii して 謝罪せ ねばならぬ 

こと も少 からぬ であらう。 實際 我々 の 問に も f< か はしい こと、 殘 念な 事が 多い ので ある。 
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然し ユダヤの 議會 にも アリマ タヤの ヨセフ や、 一- -コ デモの 如き 人士 もあった。 彼等 は與綠 叢屮の 

化 ー點、 地の 臨 r 泥中の 蓮であった。 に 見る 如く、 彼ら も 初めから 偉く はなかった。 々耶穌 

の S3 寵に 化せられて、 終に は. E 晝名乘 り を 揚げて カー ぱい 遣り出す やうに なった。 如何しても 斯る 

分子がなくて はならぬ。 

くりす ますより 十字架までの 政治 上の 關係を 調ぶ るの は 好き 題目で あると 思 ふ。 之に 就ても つと 

#り§ ぶく、 もっと 3^ しく 當 時の 事情 を 調ぶ るなら ば、 今日の ことに 思 ひ當る 節々 力 多くあって， 益 

する 所も少 からぬ であらう。  - 


s とたか いとうへ  とこし へ 

『至高く 至上なる 永遠に 住める もの、 逢 者と なづ くる もの 斯く云 ひ 給 ふ。 我 はたかき 所、 潔き 所に 

すみ、 叉心碎 けて へりくだる ものと ともに すみ、 謙る ものの 靈を活 し、 碎 けたる ものの 心を活 す』 

c;;lt^ 五)。 此 所に は 先 づ祌の 至高、 至上、 永遠に して、 潔き こと を 云って、 其の 大 なること を 高調 

し、 次に、 然も 祌は 『心碎 けて 謙りた る ものと 共に 住』 ませら るると 云 ふ事實 を舉げ て祌の 不思議 

なる 恩寵 を頌め へて 居る。 此の こと は 詩篇に も 謳って ある。 『N ホバ は 高く 在し ませ ども SS.. きもの 

を 顧みた まふ。 され ど 亦 おごれる もの を 遠き より 知り 給へ り』 (^fi; 一二) 。『エホバ は 心の 痛み 哀し める 

く. $<ゴ ほ 

ものに ちかく 在して、 たまし ひの 悔 ，515 れ たる もの を 救 ひ 給 ふ』 (1  一 i 一  ■)。 祌は 『傷める 蓆 を 折る こと 

なく、 ほの 晴き 燈大を 消す ことなく、 虞理を 以て 道 を 示さん』。 至高、 至上に して、 最も 潔き 祌が簿 

ちて な 

志 弱行の 人 を斯く 待遇 さるる と 云 ふ は、 實に 不思議なる 事實 である。 然か のみなら す、 心碎 けて 謙 

れる ものと 共に 住 ふと 云 ふに 至りて は 更に 驚かざる を 得ぬ。 『我汝 の 指の 業なる 天 を觀、 汝の 設けた 

よ G ひと  みこ 、ろ 

まへ る 月と 曰 や： と を 見る に， 世人 は 如何なる もの なれば これ を聖 念に とめ 給 ふや、 人の子 は 如何なる 

もの なれば 之 を 顧み 給 ふや』 (遽 A)。 宗敎は 神と 人との 交通、 契合、 一 致 を 意味す。 某丄^ 敎の 如く 


深き、 廣き、 靈 にして 最も 倫理的なる 意味に 於て 祌を 解し、 人の 罪 を 認め、 其の 汚れ を感す K こと 

深刻なる 宗敎に 於て は、 此の 祌と 人との 契合 一致 は 益 不思議なる 事實 である。 然し 斯 くの 如く 不思 

議 なると ころに、 其の 力が 存す るので ある。  * 

某 • ^者の 最多 數は 曾て、 祌 無く、 望 無き ものであった。 甚だしき は 似 もっかぬ もの を祌 とお 〈めて 

居た。 然るに 今 は 救 ひ 出されて 『偶像 をす て、 祌に歸 して、 活ける 眞祌に 事』 ふるもの となった の 

iiy どころ 

である。 得 者の 特徴 は 『祌に 向へ る 信仰』 を 懐き、 之 を據點 として 世界み 觀、 人生に 處 する こと 

である。 、活ける 獨の 眞祌、 天 に 在ます 父の 實在を 認めて、 之に 信頓 する が 基 傅 敎の根 本義で ある。 

『それ 我ら は 彼に 頼て 生き、 また 動き、 また 有る さ を 得るな り』 (ff の 膽)。 我々 は 自己の 力で 生れ 

す、 獨 立して 生存せ す、 恰も 魚の 水に 棲み、 rtLi? の 大氣に 翔る が 如く、 己より 外の、 己より 以上の、 

或る ものに 依って 生活す。 た ビ肉體 の 生命 然ぅ である のみなら す、 『我ら は汝 の 光に よりて 光 を 見 

はたら 

ん』 と ある 如く、 理性の； 51 川、 良心の 戴覺の 如き、 其の 本に 溯れば、 皆 神の 光に 依って 光 を 見る の 

である。 『人の 靈， は エホバ の燈 火に して 人の 心の奥 を 親 ふ』 (f 一一 一一 一、」 〇)。 道念の 刺激 を 感じ、 倫理 上の 

さばき 

責任 を覺 え、 義務の 念 を 動かさる X に當 りて は、 自ら 神の 前に 立ちて 其の 赛判を 受け、 其の 命令に 

接する が 如き 相 (無 きこと 能 はす。 ^すると ころ 道德 生活 は 祌の實 在 を根據 とし、 之 を 其の 條件 とな 

せる ものなる を 疑 はぬ。 又飜 つて 霞 性の 如何にして 生じた る ゃを考 へ、 天文、 地理、 萬 物の 間に 理 

義 政お 然として、 思想 的 秩序の 存 する を 認め、 宗敎 心の 動く に從 ひ、 自己の 弱き こと、 小な ろ こと、 


汚れた る ことな ど を ひ 廻らす とき は、 如何う しても 祌の實 在す る， ) と を 認めねば ならぬ， 

祌の { ほ 在 疑 ふべ から ざろ こと 斯 くの 如くで ある、 、其の 性質 は 如何。 スピ ノウ ザ やへ H ゲルの 様 

に考 へる もの も あり、 ュ -ー テリアンの 信仰 も ある。 如何 云 ふ 風に 神 を 見る が 正しく あるか。 此れが 

千 十：： の問题 である。 耶 85 とサ マ リャ 婦 人との 問答 も 即ち 其の 解決 を與 へんと 試みた ものである。 『耶 

穌：： ： ひける は 婦 よ 我 を 信ぜよ。 唯に 此の 山の みに 非す、 亦 H ルサ レムの みに も 非す して、 汝ら父 を 

拜 すべき 時來 らん。 汝 らの拜 する もの を 汝らは 知らす、 我らの 拜 する もの を 我ら は 知る。 そ は 救 は 

ユダヤ人 よけ 出づ るが 故な り。  祌は靈 な れば拜 す る もの も 亦 鍵と 眞を もて 之を拜 すべき- 

也』 <Jif ほ fsl)。 サ マリヤ 人の 神 を 知れる は ユダヤ人の 之 を 知れる に 如かす。 ユダヤ人の 祌を 知れる 

は 者の 之 を 知れる に 如かす 。『黄に 汝 らに吿 げん、 婦 の 生みた る ものの 中い まだ バ プ テス マの ョ 

ハネ よ" 大 なる もの は 起ら ざり き。 然れど 天 國の最 と 小き もの も 彼より は大 なる 也』 (f; ^、さ 一)、 と あ 

る 如く、  ^^？将者がョ ハネょ"大なる所以のものは、 要するに 神と 其の 救 ひとに 腿す る考の 相違より 

來 ると 云 ふ， 】 とが 出來 るで あらう。 

平お 种を 如何 云 ふ 風に 考 へて 居る か。 或は 生命 保險 や、 火災 保 險に加 人した 様な 心持ちで 祌を信 

すろ もの も ある だら う。 或は 察の 保護 を 仰ぐ 樣な考 で、 道德ゃ 風俗の 番人 同様に 信仰して 居る も 

の も ある だら う。 た、 ^ 苦しき ときの 祌頓 みだけ に 止まる もの も冇る だら う。 或は 眞に S 赞の 旨を會 

得し、 其の 祌の流 を 汲み、 靈と眞 と を 以て 祌を 信す る もの も あるで あらう。 等しく 祌 を：！！^ すると- 


云 ふので あるが、 實 際に は 其の 問に 非常なる 徑 庭が ある。 であるから 祌は 如何なる ものである 力 も 

云 ふ 問题が 甚だ 大切に な つ て 來る。 

基督 者 は 祈る ときに、 『天に 在す 我らの 父』 と 呼ぶ。 天に 在す と は、 神が 地上の 小さな、 不完全 極 

まる 物事と は 雲泥の 懸隔で、 同日の 論で 無く、 智慧、 能力、 正義、 仁愛 等總 ベて 絶大 至高、 とても 世.. 

に 類な きもので あると 云 ふ 意味 を 示した 言で ある。 此の 點を 深く 考 へざる 爲に、 祈りな ども 淺簿に 

なり 易い。 神 有りと 口に は 云 ひながら、 事 實上無 神 者と 差別な きに 至る。 其 所で 前に 引いた ィザャ 

書に、 『節. _4 く、  ？ i?.^ なる 永遠に 住める もの、 聖者』 云々 と あるの だ。 祌 の德廣 大無遷 にして、 其の 

悠久 無限なる を懷 ひ、 其の 正義 を 好し、 汚れ を 厭 は せらる るに 對 して は、 戰慄 して 殆んど 身 を 措く 

に 所な きを 感じ、 萬 物 を 創^し、 之 を 主宰 せらる る を 仰ぎて は、 甚だ 心 强く覺 ゆる ことが 出来る。 

『我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ。 我が 助け は 何 所より 來る や。 我が 助け は 天地 を 造り 給へ る H ホバ より 

來る』 と 詩人の 云った の も此所 だら う。 

來子ゃ 程 子の 詩文に 現 はれた 感想 を讀 んで毘 ると、 彼らが 性 理の擧 に 心 を 潜め、 道念 を 1； きて、 

思想 を 練った 結 菜、 『天地 有形の 外』 に 逍遙し、 旣に 絶大 至高の 或る ものに 觸れ て、 lis の 平和 を與 

へられ、 『富貴に も淫 せす、 貧賤に も樂 む』 ことが、 何分 か出来た 様に 見える。 禪定に 入りて、 思 ひ 

を 凝らす 佛者 も、 言 說の相 を 離れた る 不可思議の 何物に か 接 到して、 歡真 極り 無き を感 する に 至る. 

も、 確かなる isH 貧ら しく 思 はる。 况ん ゃ基醤 者の 餘流を 汲みて 『至高く、 至上なる 永遠に； 1^ める も 


の、 iii 古』、 人格 的の 祌を 認め 得た る ものに 於て を や。 

宿命 說の 見地から 所謂 IK を 認めて、 I 種 の 淋しき 安心 を 5^ る もの^ あり、 スピ ノウ ザの 様に 知力. 

上の 愛 を 以て 祌を拜 む 様な 心持ちに なり、 Ei^ 餘念 なき 狀 態に 進む もの も ある。 祌の掭 輝： に 感じ、 其 

の 淫に禍 ひし、 普に 幅 ひせら る ^ の 公明に 敬服す る もの も ある。 或 ひは蔡 約の 人た ちの 如く、 1： 民 

の歷史 に 於て、 自己の 身の上に 於て、 明かに 祌の救 ひ を經驗 し、 其の 恩寵 を 味 ひ 知りて、 t 篇 など- 

つま 

に 詠 ぜられ たる 如き 信仰の？，^ 度に 進み、 ホセ ャの說 きし 如く 『人 に^ゅる i^』 を 以て 引き寄せ 給 ふ 

て ふ 祌を慕 ふに 至る もの も ある。 此 はまた 『心碎 けて へりくだる ものと ともに 住む』 と ありて、 國 

の 亂れ、 世の 成 行に 心 を 痛め、 力 も 根 も 極り たりと 感じて、 只管 志 を 天 に倾 け、 我慢 も 挫け、 剛情. 

も 折れ、 素直なる 信仰 狀 態とな り、 且つ 長れ、 且つ 慕 ひて、 た^ 神の 恩寵に 頼り 紘 らんと 欲する の 

ちから くら 

外 他事な きに 至った 心持ちで ある。 ヤコ ブの 如き は、 ぺ 二 エルに 於て 夜の 明くるまで 角力べ し、 終 

に 己が 髀の樞 竹 挫 離る るに 及び 、『汝 我 を 祝せ すん ば 去らし めす』 とて、 之に 取り 紘 りて 放た す、 終 

に 名まで イスラ H ルと 改められた 程 其の 精神に 一 大 革新 を 來 たす ことが 出來 た。 彼は斯 くの 如くし 

て 祌の面 (ぺ 一一 エル) に接觸 する こと を 得た ので ある。 これ 實に祌 が 『心碎 けて へりくだる ものと 

ともに 住み、 謙る ものの 靈を 活かし、 碎 けたる ものの 心 を 活か』 された 事實 である。 ィザャ #： の 


味 も、 國 のこと などから、 ヤコ ブの 經驗と 同様な 心持ちに なった 意味で あらう と 思 はれる。 

然し 共  1 脊 者の 信仰に 就て 之を考 へて 見る と、 其 所に 一段の 進歩が あって、 罪悪 を感 する 分子が 主 

と.. h; り、 人の 心 を 打ち 碎き、 之 をして 自己の 貧弱なる を 感じて、 謙據 なる 態度と ならしめ、 路加 傳 

第 十五 章の 蕩兒が 家に 歸 りしと き、 『父よ 我れ 天に 逆 ひ、 汝の 前に 罪 を 獲たり。 最早 子と 云 はるる に 

依 4, 一す、 僕の 一 人と も 見られん こと を』 と 云った 様な 心持ち を 生ぜし む。 稅 吏が 胸 を 打って 『祌ょ 

罪人なる 我を^み 給へ』 と 嘆き 求めた 様になる。 此れが 『心碎 けて へ りく だる』 と 云ふ冇 様で あ 

一  からだ 

る。 バウ 口 は羅馬 #! 第 七 章に 之を說 いた。 『喧 我れ 困苦の 人なる かな、 此の 死の £ おより 我 を 救 はんも 

の は誰ぞ や』 と 哀聲を 放てる 下より、 神の 救 ひの 恩寵 を 仰ぎ、 『これ 我が 主抓穌 基督なる が 故に 神に 

感謝す』 と 云 ふこと が出來 た。 正しく 『謙る ものの 靈を 活かし、 碎 けたる ものの 心 を 活か』 された 

一！： に相逮 ない。  ，ら 

なら- 

^^者 は 罪と 戰 ひて、 速り に 敗れ、 己が 心に 薨れる 肉 慾の 猖獗 なる に 辟： „vw し、 れ たるせ の 習 

や 拗けた る 性癖な ど、 恣に 胸のう ちに 往来し、 之 を 無 遠. 慰に み拉 きて、 粉 微鹿」 と 云 ふ 無殘 なる 

.4 能 ：1 こあった の を自， f し、 祌の 前に も 身 を 匿くべき ところ を 知ら ざ •  るが 如くに 感じ、 た、.^ 恐れ 人つ 

て、 祌ょ 我らの 罪 を赦し 給へ と 嘆き 訴 ふるのみ である。 神の 至聖 至大なる を 思った だけで も、 人た 

る もの Inl: ほ 念、 gf: ら ねばなら ぬの は 勿論で ある。 儒者で も、 囘々 敎徒 でも、 况ん ゃ豫言 者ィザ 

ャ (5^|£| 乪 の 如き は 勿論、 神の 麥-德 と 其の 烕嚴 とに 對 して、 恭謙の 念 敬虔の 精 祌に充 たされ ざ 


る を". - ない。 然し茶-^^"者の心碎けて へりくだ ると 云 ふ 心持ちに なると、 之と は 一段 is け 離れた とこ 

ろが ある。 即ち バウ n や、 ルゥ テル 其の 他 世々 の 基 # 者 は 罪を感 する ことが 深い。 北 ハれが 茶 #敎 の 

特徴で あろ。 各自の を覺 り、 其の 應 迫に 苦み、 神の 赦しを 求め、 罪人の 首なる 我、 祌の 恩寵に よ 

りて 辦 くの 如く 救 はるる こと を 得たり と 感涙に 咽び、 多く 赦 された る もの 多く 愛すと あろが 如く、 

み あし うる ほ  - L,  ]  • ： 

彼の 卵 ある i &、 邪穌の もとに 來り、 淚を 以て 御门 ルを霑 し、 髮の毛 を 以て 之 を 拭 ひたる 如くなる ガ" 

即ち 茶 权：： 者で ある。 人 は 罪に 陷 つたから、 所謂 を 取り、 仁 を 成す の 一事に 於て、 神と 一致す る， > 

と は 山 E 來ぬ。 天使なら ばい ざ 知らす。 人 に は 及び難い ことで ある。 然し 祌は 人の 罪 を 如何に 御 覽- 

ぜら ろろ か。 罪 は 祌の御 心に 如何なる 打， と 苦痛と を與 ふる か。 神の 見ら るる 如くに 罪 を 見、 其の 

感ぜら るる 如く 之 を 感じ、 其の 罪人に 對 する 遣 Si 痛惜の 切なる に 恐縮し、 罪人 を 愛し 慕 はるる 其 同 

情に 泣く に 至りて は、 基 脊者は 罪に 對 する 態度に 於て 神と 一致す るので ある。 茶 傅の 十字架の 前に 

於て 罪 を 悔い、 其の 救 ひ を 求む る もの は、 旣に 罪と 云 ふ 恐ろしき 問題に 就いて、 祌と契 八" する こと 

が 出來、 罪人の 首なる 我ん 救 はるる こと を 得たり と 云 ふ 恩寵に 感激して、 歡真 溢る る 心 を 以て 祌の 

御 胡 を 仰ぎ見る に 至る。 實に 『至高く 至上なる 永遠に 住める もの、 iil 者と 名く ろ もの^く 云 ひ 給 

ふ。 我 はたかき 所、 潔き 所に すみ、 又 心" 称け てへ" くだる ものと ともに すみ、 謙る ものの， を 活か 

し、 碎 けたる ものの 心 を 活かす』 ので ある。 

戎？ £ ヨハネ は バウ 口と 異ふ。 彼はバ ン ヤン ゃルゥ テルの 如くに、 を感す ると ころから 甚齊の 恩 


寵 を經驗 した もので はない。 共の 道に 入った 次第 は バウ の 救 はれた ると 非常に 相違して 居る。 然 

し ヨハネ ま-!:: を 熟 請す るなら ば、 彼が 漸くに して 罪の 痛切なる 感覺に 達し、 救 ひの 恩寵に 泣く に 至つ. 

た 一 人で ある こと を 疑 はぬ であらう。 iZ に 入る の 順序と 其の 徑路と に 相違 はありと も、 遞 かれ 早 か 

れ、 バウ 口の 如き 救 ひの 實驗に 達して、 十字架の 下に 感淚に 咽ぶ に 至る が、 基# 者の 正则狀 態で あ 

た 5 し， 4 

る。 常 初 くの 如くして； W の 愛 を 認め、 其のと もに 住 は せらる る を 味 ひ 知る のみで 無い。 基 者 は 

は ，ン. C- 

信^生活の 起點に 於ても、 其の 經過、 其の 途中に 於ても、 其の 終りに 至る まで、 心 称け て 謙る もの. 

でなければ ならぬ。 世々 の 聖者 ル.； ：然 り。 基督 者 は 常に 悔い改めて 居る。 其の 安心 平和 は g 悔の淚 に 

伴 はれて、 引き締り たる、 甚だ 謙遍 なる 心持ちと 片時 も 離る る もので ない。 離 るるならば 板の 無き 

剪り 花 同様で、 德て 蒸んで 了 ふ。 

今 日 我ら の^に、 祌の 恩寵ぶ かく 現在し 給 ふと 云 ふ 意識 甚だ 鮮 かなら す、 雨 者の 距離 少なから 

ざる 如き 心地 ある は、 蓋し 信仰生活に 碎 けたる、 謙れる 態度の 乏しき 結果で ある。 


基督に 於 ±- る 新生 命 

I 

.4 こ しま 

『是 故に 我 之 を 一一 一一 n ひ 主に 在りて 爾 曹を戒 む。 爾曹 今より §ハ 邦人の 如く、 其 心の 邪曲なる に 任せて 

行 ふべ からす。 彼等 心昏き 者な り。 叉 知る 所 無き により、 頑 なる に 因りて 神の 生命に 遠 かれり。 

彼等 は 恥 を 知らす。 好みて 凡ての 汚 を 行 はん 爲に己 を 放蕩に 付せ り。 然ど 雨曹は 此の 如く 行 はん 爲 

に 基督 を學 ベる に 非す。 爾曹 彼に 聞き、 彼の 敎を 受けて、 耶穌に 在る 眞理を 知りし ならん。 雨曹夙 

に へる 舊き人 即ち 人 を 惑す 愁の 爲に壞 らる& もの を脫 ぎ、 叉 爾曹の 心の靈 を 新に し、 祌に： & りて、 

眞理 の義と 潔に て 造れる 新人 を 衣るべし』 (= け fii の)。 

パゥ は 前の 華に 於て、 信仰 上 極めて 緊耍 なる、 神秘的の 事柄 を說 いた。 言 ふ 所、 王と して 敎现に 

涉 つて 居る。 今 讀んだ 文に 至って 筆路 ー轉、 此 所に 實際 生活の 方面 を說き 出した ので ある。 『此故 

に』 が 即ち 共れ だ。 蓋し 基督 敎は 眞理に 基け る實際 生活の 調節、 經營を 高調し、 ：！：：^仰と赏行との 一 

致すべき を說 くので ある。 

『主に ありて 汝 らを戒 む』。 此は 注意すべき 言で ある。 我汝 らを戒 むとの み 云 はす、 主に ありて と 

云った ところに 味 ひが ある。 彼 は 決して、 己一 個の 意見 を 立つ るので 無い。 きんで 主の 聖 を 承 

t^: ほに 於け る 新生 命  二 九 


基 s に 於け る 新生 命  三 〇 

け、 共の 命 を 奉じて、 主と 共に 敎 へんと 欲する が 其の 本懷 である。 人に 對 ひて 敎を宣 ぶる もの は 常 

に斯く ありたい ので ある。 叉 其の 敎を聽 くもの の 心 懸も矢 張 『主に ありて』 と 云 ふところに 基づか 

ねばならぬ。 說く にも、 聽く にも 『主に ありて』 と 云ふ氣 風が 敎會に 行き 百 一るならば、 禮拜の 模様 

も必 す. ー變 すべく、 輕々 しく 說 かす、 又輕々 しく 聽 かぬ やうになる であらう。 我々 は 主と 共に 說 

き、 、王と 共に 聽く べしと 云 ふこと を 記憶したい ものである。 

十八 節から 一 一十 四 節までの 大意 を約說 すれば 恁ぅ である。 基督 を 信じて 神の 恩 化に 沐浴す る 人 

は、 ^りて 新なる 生命に 入る ので ある。 舊きは 洗 ひ 去られ、 新なる 鍵 的 能力 を 振作し、 新 天 新地が 

展開し 來る。 凡そ 耶穌の 福音 を 受け、 其の 眞理 を會 得し、 其の 精神の 流れ を 汲む もの は、 義 と潔齋 

と を 兼備せ る眞の 新人と なる Hi が出來 る。 此の 精神 を 日々 新に し、 益 共の： Jiii 境に 進む が 信者で あ 

る。 人の眞 面目 其 所に 發揮 せらる、 ので ある。 此れ は 異邦人と 全く 相違す る點 である。 

此 所に 『異邦人』 と ある は、 祌を 知らざる、 信仰な きもの を總稱 した 意味で ある。 斯 くの 如き 人 

と、 基督に 於て 新に なれる ものと を、 比較す ると、 其の に 殆んど 互に 其の 種類 を 異にすと も：：： ルゅ 

る 相違が ある。 バウ 口 は 其の 相違 を 指摘して 辛辣 を 極めて 居る。 曰く 『汝ら 今より 異邦人の 如く 其 

よ こしま 

の 心の 邪曲なる に 任せて 行 ふべ からす。 彼ら 心昏 きものな り。 叉 知る ところ 無き により、 . ゆ-なる に 

よりて、 祌の 生命に 遠 かれり。 彼ら は 恥 を 知らす。 好みて 總 ての 汚れ を 行 はん 爲に己 を 放蕩に 付せ 

り』。 當時 バウ 口の 眼に 映 じたる 非 基督 者の 社會 は、 斯 くも 見えた ので あらう。 餘 り批： 評が 殘|§ に 


過ぐ る やうな 心地 もす るが、 〔は 際に 於て 少しも 不都合な 言で は 無かった らうと 認められる。 然し 大 

^に 於て 此の 酷評 今の 世に も 適切で ある。 たピ 昔語りと 聞き流す べきで 無い。 現代の ことにして 

も、 は 當は餘 り 多く 違って 居らぬ かも 知れぬ。 『心の 邪曲なる に 任せて』 と あるの が、 或 ひ は譯文 

が 不十分で あらう と氣遣 はれる。 其の 意味 は 寧ろ 志 定まらす、 人生の 目標 も 無く、 たビ淺 薄なる と 

ころに のみ 拘泥し、 宛 も 時の もの 商寶の 如き 態度に て 世 を 渡り、 徹底した 志 を 有せす、 眞面 na に 世 

しっかり  ^^ましひ 

に 立つ と 云 ふ意氣 組みが チ. - 固して 居らぬ。 斯様な 精祌狀 態で は靈 的の こと、 祌 のこと、 靈 のこと な 

どに 關 して、 其の 『心昏 く』 なり 勝ちで、 羅馬書 一 の廿ー に 『その 愚なる 心 は 暗く なれり』 と ある 

如き 狀態 に陷 るが 自然の 順序で ある。 

而 して 精神 上の ことに 就き、 所謂 『知る ところ 無し』 とい ふ 有様と なって はならぬ。 知る ところ 

なしと 云 ふ は、 知って 知らぬ 額す る義 である。 寧ろ 『祌を 其の 知識に 留 むる こと をせ す』 と 言 は^ 

ー歷 適切に 解釋 せらる、 であらう。 例 すれば 途上 相識の 人 を見懸 くる 場合に、 北ハの 誰なる や を 見知 

り 居る にも 拘ら す、 足 を 止め、 聲を 懸けて 之に 食釋 もせす、 知らぬ 額して 素通りす る やうな 狀 であ 

にんちね が ひ  一 

る。 露實 我が 子で あると 承知しながら 知らぬ 振して 日 を 送り、 遂に 認知 願な どの 訴訟まで も 惹起す 

無情 漢も 世に は ある。 人の 祌に對 する も 之と 稍 同じく、 見ぬ振り 知らぬ 振りして、 . 正 式に 之 を 認知 

しない。 其の儘に 捨て置く ものが 多い。 人生に 處し、 此の世界の 事物に 觸れ、 退いて 己が 心の底 を 

ぶつ 

. いて 兑 ると、 如何しても 宗敎 問題に 打つ からざる を 得ぬ。 何となく 神が 存在す る 様に 感 する。 萬 

某 © に 於け る 新 命  三 一 
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. 事 不思議で ならぬ。 不安の 念 も 起る。 或る 一種の 威嚴に 尺す る 如き 心地 もす る。 ，可*^しか心を：§. 

の もとに 引かれる。 宗敎 心が 胸 深き ところに 勃然として 振起し 來る。 然るに も拘ら す、 銜 くの 如く 

扩角 起り 來れる 一 念 を 徹底せ しむる こと をせ す、 甚だ 輕 薄なる 態度 を 取り * 宛 も 途上 見懸 くる 知り 

人に 額 を 背けて 素通りす る 如き 擧動 を敢 てす。 總 ベて が輕 薄な 遣り口で ある。 そこで 祌 のこと、 ぬ ^ 

のこと に は 益 々暗くなる。 遂に は 解ら す 了 ひになる。 宗敎に は 全くの e: 外漢 になって 了 ふ。 

故に パゥ ti は 進んで、 斯 くの 如き 徒輩 遂に 『.ま なる により 神の 生命に 遠ざかれり』 と斷首 した。 

『「iy と は 原文 皮膚に 脾概の 生す ると 同じ 意味で ある 『1、 なる によりて』 と 云 ふ は、 心が^ 视 だら 

けになる によりて と 云 ふに 同じ。 宗敎 のこと に 就いて 靈が 全く 無感覺 になって 了 ふ。 鍵に 脏膽が 生 

る。 斯る 次第で あるから 神の 生命に 遠ざかり 行く 外 は 無い。 本書 第二 章 十二 節に も、 『其の 時 汝ら基 

-. 皙 なく、  なく、 また 世に ありて 神な きものな りき』 と ある。 所謂 『顽 なる もの』 は 遂に 比の 嘆か 

はしき 狀 態に 陷ら ねばならぬ。 

人の 生命 を兑 るに 或は 動物 的に 至極 達者で ありても、 精神的に は 死滅 同様な ものが 少く 無い、 rp- 

さながら 

の 生命と 相 連り、 其の 光に 觸れ ざる もの は 宛然 草 や 木が 日の 光 や 吹く 風 を も 受けす して 生長の 出來 

難き と 同じ ことで ある。 祌の 生命と 脈絡 を 通す るなら ば、 精神的の 活動が 旺盛と なり、 祌の 聖旨、 

卯ち 其の 天地の 經綸、 人類 敎 養の 御計畫 などに 同情 同感 を 催し、 微力ながら も 之に 參加 する こと を 

. 心 懸け、 奉公の 誡を盡 さんと 欲する に 至る。 人の 偉大 此 所に 在る。 斯く ありて こそ 生命の も發 


揮 せらるべき であらう。 人生の 面 e: 即ち 此 所に 存す。 終極の 志 定まらす、 理想の 分子に 乏しく、 

髙 遠なる 希-! IH を 懐かす、 、rlKi に 胼胝が へて 神 を 信す るの 心 も 起らぬ。 た^ 眼に 見、 耳に 聞く あた 

りに のみ 停滞して、 共れ より 以上 は 馬 耳 風、 高 妙なる 理想に 感激す る こと 少く、 祌の 威嚴を 畏れ 

す、 其の 恩寵 を 夢にも 有り難く 思 ひ 得ぬ。 低級なる 欲望に のみ 嗾 かされて、 粉々 たる 俗悪 # 持ちの 

ならぬ 狀態 にまで 陷 らんと す。 精神的の 上から 云へば、 之 を 草木に 比ぶ ると 全く 日の目 兒す の狀態 

で活々 とした 色 もな く、 枯凋 哀れむべき 姿で ある。 神の 生命に 與ら す、 其の 悅ぶ ところ を辨 へす、 

其の 歡 すべき 經綸ゃ 計 畫に參 する ことが 出来ぬ。 銀行の 隣に 住む 貧民の 如く、 其の 富と 全く 

無關 係で ある。 

斯くて 自暴自棄に 流る。 所謂 『彼ら は 恥 を 知らす、 好みて 總 ベての 汚れ を 行 ふ』 に 至る。 恥 を 知 

ら すと は 忌み 憚る ところな きの 意で、 自暴自棄に なること である。 『行 ふ』 と は、 之 を 事と し、 生 

わ ひ 

業と し、 審ら 之に 愛き 身を窶 し、 之に 拘泥して 止ざる の 意味で ある。 バウ n の 言實に 鋭鋒 刺す が 如 

くに 感ぜら る。 『己 を 放蕩に 付せ り』。 此も羅 馬蚩暴 一章 二十 四 節 及 二十 八 節に 身の 毛も彌 立つ 様に 

說れて ある。 曰く 『是 故に 神 は 彼ら を 其の 心の 愁を 縱肆 にす るに 任せて 互に 其の 身 を 辱む る 汚穢に 

とむ  このま  よこしま  す  たす 

付せ り』。 『彼ら 心に 祌を存 る こと を 願 ざれば、 神 も 彼らが 邪 僻なる 心を懷 きて 行 まじき こと を 行に 

住せ 給へ り』。 

此 所で バウ：！ は 語を更 めて、 其の 愛する 信徒の 身の上に 說き 及ぼした ので ある。 『され ど 汝らは 
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断く の 如く 行 はん 爲に 基督 を學 ベる にあら す。 汝ら 彼に 聞き 彼の 敎を 受けて 耶^に 在る 眞理を 知り 

しならん』。 信仰な きもの は 前に 說 いた 樣な狀 態で あるが、 『然れ ど汝ら は』 で、 立場が 根本的に 違 

つて 居る。 其の 懸隔 宵壞 のみで 無い と、 意氣 軒昂、 如何にも 腰 强く踏 張った 工合、 バウ 口の 心 持が 

に. 5- つて 見ら るる 如き 心地す。 抑 も 基督 敎は 基督 を擧 ぶに ある。 信仰の 對象は 制度で ない、 敎說 

で. HCV 倫理で ない。 實に 基督 自身で ある。 基督 を學ぶ もの は 神の 子た るの を彷 おすべき 害で、 

無論 身 を 放蕩に 委して 顧みざる 不信者の 如くで なかるべき は 勿論で ある。 『斯 くの 如く 行 はんため に 

基督 を擧べ るに あらす』。 『彼に 聽き、 彼の 敎を 受け』 て 居る から、 信仰な きものと 異ら ねばなら 

ぬ。 『彼に 聽き』 は 基督に 於て 聽 くと 云 ふ 意味で ある。 基督の 心 を 以て 其の 心と なす。 其の 傍に 侍 

して 離る る ことが 無い。 主に 弟子入りして 共の 不斷の 敎育を 受け、 造詣 も 次第に 深くな りつつ あ 

る。 常に 其の 指導と 感化との 下に ありて 生活す。 其の 前に 往き、 其の後に 從ふ。 魚の 水中に 棲み、 

鳥の 空中に 翅 るが 如く、 或は 叉 胎兒の 母胎に 生ける が 如き 關 係に 於て、 常に 基督と 偕に 在る。 之 を 

學んで 倦ます、 日々 深く 信仰生活の 進歩 せんこと を 期す。 斯 くの 如く 影の 形と 相 離れざる 如き^ 柄 

となりて、 主の 萧、 陶を 受けて、 精神 上の 進歩 を圖 り、 其の 造詣の 益 深 からん こと を 期す るが 基督 者 

の 本領で ある。  . 

二 


此れが 『基^ を舉 ぶ』 と 云ふ學 問の 要領で ある。 言ひ換れば、 『耶^-にぁる3^理』 と は 何で ある 

か。 道と 云 ひ、 眞理と 云 ふ、 總 ベて 自己の 頭から 考へ 出し、 理性の 判斷を 以て 學究 した もので は 無 

まこと  .5 のち 

い。 『我 は 道な り、 眞理 なり、 生命な り』 と 云 はれた 基督 を 離れて、 萬 1^ の 道 を 知る こと は出來 

ぬ。 他の 方法 を 以て 道の 本質に 達し、 天地の 眞相を 明らかにする 由 は 無い。 如何しても 耶 の もと 

に來 り、 之に 接し、 之 を本據 とせぬ 以上、 道 は 明かに ならぬ。 耶穌が 我らの 爲に何 を敎 へ、 何 を爲し 

たかと 云 ふこと を 知り、 其の 人格 及び 事業の 如何なる もので あつたか を會 得し、 就中 十字架の 奥深 

き 意味に 心 を 潜めて、 深く 思 ひ を 回らし、 其の 神々 しき 救 ひの 權成を 認め、 共の 力 を經驗 した 眼 

で、 祌 のこと、 人の こと を觀 察する に 至らば、 始めて 道の 眞 相が 解る ので ある。 斯くて 祌も人 も、 

世 も道德 も、 總 ベて 見紛ふ ばかりに 全然 新しき 意味の ものと なる。 人情 は 何 所で も 同じく、 何時で 

も 一 つで、 愛と 云へば 二種な かるべき 害で ある。 然し 聖書に は 愛の 道舊 し然れ ども 基督に ありての 

見地から すれば、 新しくなる、 即ち 舊 くして 新しき 命令 だと 云って ある。 萬 事 此の 寸法で 往く。 

基督の 人格と 其の 事業から 照り 輝く ところの 光に 翳して 之 を 見れば、 舊き眞 理も斯 くの 如く 新し 

くな り、 物事^ 從 前と 異 つた 色彩 を帶 び、 新なる 趣味 を發 輝して、 全く 別物の 觀を" ェす るに 至る。 

同じ 玉で も 暗中に 置く のと、 光の 中に 持ち出す のと、 其の 問に 雲泥の 相違が ある。 基督に 於け る眞 

あだか も 

理は宛 然斯く の 如くで ある。 W に 舊きは 去りて^ しくなる。 

さき  ぶる きひと 

斯くて 基^ を舉 び、 彼に 於け る 道を會 得する に 至らば、 『汝ら 夙に 習、 る舊人 即ち 人 を 惑 はす 慾の 
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9-ぶ 

爲に 壤らる もの を脫』 ぐ ことが du. 來る。 此 所に 『壞ら るる』 と ある は、 壞れ 行く の義 で. 現こ壞 I, 

つつ ある、 壞れ 行く 最中と 云 ふ 意味で ある。 神の 生命に 遠ざからば、 人の 靈性 は愁の &t こ、 見 

る ノ\ 蒌微し 行きて、 終に 滅亡せ ざる を 得ぬ。 人の 人た る 萬 面目 次第に 銷 磨し 去る。 火の せ 1C た a 

燭が 刻々 に 亡くなりつつ あると 等しく、 誠に 心細き 話で ある。 其 故に 壞れ 行く 舊き人 を斷然 脫ぎ棄 

てて 新たなる ものと ならねば ならぬ。 

かたど  きょき 

『また 汝らの 心の 鍵 を 新に し、 神に 象りて、 翼 理の義 とま 潔に て 造れる 新き 人 を 着るべし』 こ 一 

三、 四) 志 を 立てて 此の 點に發 奮 努力せ ねばならぬ。 『汝ら の 心の 靈を 新に す』 と あるが 、『鍵』 と は 

心の 鍵 的 要素 を 云 ふので ある。 神の こと、 共の 他總 ベて 靈 的の 事柄に つきて、 作用す ると ころの 能 

力 を 云 ふ。 人の 心に は 目に 見、 耳に 聽く ところの 事物 を 分別したり、 判斷 したりす る 力 を 有する の 

みで 無く、 叉祌に 接し、 之を拜 し、 之 を 悅ぴ、 永遠の 事柄に 就きて 活動す る 要素が ある。 此の 霞 的 

の 部分が 茶 だしく 衰弱して、 氣息奄 々たる 狀態 であるから、 之 を 盛り返し、 、び 活氣附 け、 共 3 威 

力 を 板 ひ 作して 心 を 支配すべき 新なる 主義 を 扶植せ ねばならぬ。 靈的 革命 此 所に 生す。 生命が 新た 

に展 ii して、 別天地 を 開拓す るに 至る。 人心の 改革 は靈 魂から 手 を 着けて 往く のが 順序で ある。 掄 

廓から 中心へ ではない。 中心から 輪廓に 達す。 其 所に 非常な 相違が ある。 萬 Mif.l の 生れ 更るを 先 

きにせぬ と、 大病人に 即功 紙 を 貼り付け たやうな もので、 とても 仕様が無い。 外形の 組織 や S 度の 

みで は、 改革が 徹底せ ぬ。 天下の こと 總 ベて 此の 點に 深く 注意すべき である。 感化 事業で も、 共の 


他の 社.^ 改 ft{ の 案件で も、 ^心の 鐘 を 新に する を 以て、 其の 根本的 手懸 りと 爲す ばなる まい。 

『神に る』 此は祌 の 御 姿に 肖る ことで ある。 我々 は 何 を 以て 理想と する か。 人 を 相手に する ので 

は、 多 塞が 知れて 居る。 祌を檫 準と し、 其 所に 比較 を 取って 往 くが 必要で ある。 

『汝ら 祌の完 きが 如く 完 かるべし』、 と 云 はれた の も此所 だ。 人に 審判 かるる は餘り 重大で 無い。 

神に， 港 判 かるる が 大事で ある。 祌の 前に 立ちて、 如何なる 批判 を 受けねば ならぬ か。 此れが 大 問題- 

で ある。 

まこと た しき きょ さ  あたらし きひと 

然し 『祌に 象る』 と 云 ふ は。 如何なる ことで あるか。 曰く、 『眞 理の 義と齋 潔に て 造れる 新人 を 衣 

るべ し』 である。 義とは 人 問 相互の 關 係に 就て 云った ので ある。 即ち 五常の 道 だ。 齊 通の 倫理が そ 

れ である。 齋 潔と は 祌に對 する 道德を 指した もので、 畏天 敬祌、 信仰的 態度 を 整 ふるとで ある。 此 

の 兩端を 握らねば、 人の 本領 を 全 ふした ものと は 言 はれぬ。 何程 其の 一 つ を 修養しても、 不具者と 

云 はるる 外 はない。 人に 對 しても、 祌に對 しても、 當然の 道が 有る。 之を兩 ながら 全 ふせねば なら 

ぬ。 其れ を 兼備せ る 人物が 即ち 義と齋 潔と にて 造れる 新人 を 着た ものである。 人の 道 は 天人に 百 『 

り、 有形無形の 徙界を 莨くべき 害の ものである。 何れに も偏廢 せぬ と 云 ふ 用心が 甚だ 阡耍 である。 

然 らば 此の！ K 人兩 端に 百 一れ る 大道 を 全うする に は 如何 致すべき であるか。 其の 答が 義と齋 潔との. 

上に 冠ら せた 『3M 理』 と 云 ふ 語のう ちに 與 へられて 居る。 義を 取り、 仁 を 成し、 靈 的の 德を 修めて 

宗敎の 道に 逹 する 方法 は、 他な し、 たビ 基督に 於て 敎 へられた る 眞理を 得し、 之 を現實 せし むる 
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にある のみ。 基督 者の 道德は 耶穌の 福音に 宣傳 せられ、 明らかにせられ、 樹立せられ たる 眞理 から 

生す る ものである。 、王の 救 ひ を經驗 し、 十字架の 力 を 身に 覺ぇ、 總 ベての 物事に 就き 其の 面目 を！ 

新せ しむべき 眞 理を學 ぶに 始まり、 又 之に 守り 育てられ、 か！ -に 進みて 其の 大成 を 期す るが 基督 者 

の道德 である。 之 を 分てば 人 する も Q 即ち 義、 祌に對 す fQ 即ち 齋 潔で、 共に； 響 的 眞理 を 

tiM せとな す ものである。 基督と 其の 十字架と を 離れて、 此の 天人 兩 全の 道 を 成就 せんと 試む る 

は大 いなる 見込 遠 ひであって、 百年 長. 汀の 淸む を俟 つと 同じく 到底 望むべからざる ことで ある。 

斯くて 新しき 人格 は 成る。 即ち 神の 生命に 與 かり、 之に 象りて、 義に 於ても、 齋 潔に 於ても、 V 

の iK 面目 を體 得せる 人格が 成立す るので ある。 

バウ 口 は 更に 進んで、 此の 新生 命の wt. 的で ある を 高調した。 曰く 『我ら 亦 互に i なれば なり』 

fo 基将者 は、 H.: 耶穌に 於け る 兄弟 圑に 薦 す。 此の 關係を 明か にし、 其 の 精神 を 養 ふが 福音 的の 

眞理 によりて 成立せ る 新人の 特徴で ある。 互に 肢 たる もの で 同じく 兄弟で あるから、 誡實を と， 

し、 寬大恭 • の德を 守り、 抑 損して 言を愼 み、 務めて 怠らす、 平素 人 を 助く るの 资を 作る こと.^ 

、. ^懸け、 決して 社交の 連結 力なる 聖黨を 憂へ しめざる を 期し、 神に 倣 ひ 博く 愛して 惡に報 ゆるに 德 

を 以てする こと を 努力すべき である。 某 # 者 は 『基督の 我ら を 愛し、 我らに 代りて 己 を §ま。 とな. 

し、 犧牲となして祌の前！；^驛香ぁらしめんとて献げ給ひ しが 如くすべし』 3 の )。 叉 曰く 『§ を 窺 

ふべ し』 順で あれ 逆で あれ、 總 ての 境遇に 於て：^ 斷 なく 德を樹 て、 道に 進む の 機 # を 逸せざる 


Kl、 苑も 商う 人の 利に 敏 きが 如くなる べし。 义 曰く 『主の 旨 は 如何にと 識る べし』 c?$) 又 曰く 『靈 に滿 

さるべし』 お。 基督 者 は 熱誡燃 ゆるが 如くなら ねばならぬ。 然れ ども 熱心 動もすれば 順序 を紊 

亂す るの 弊が ある。 故に 臼く 『基督 を畏 るる 心 を 以て 互に 服 ふべ し』 著者 は 進みて 家庭の 道 

德に 論及し、 親子 夫： t、H.- 僕の 關係總 ベて 新なる 人の 體面を 保つべき をカ說 し、 祌を畏 るる 精 祌に基 

き、 家族 ffift:^ の 關係は 同時に 祌と 我との 關係 なろ を 忘却す る ことなく、 何事 も 基督に 於て、 即ち 基 

督の心 を 承け、 廿： ハの 3= に據 り、 叉 之と 共に 爲 さねば ならぬ こと を懇に ii し、 親の 子に 對 する、 夫婦 

の 互に 相 待つ、 皆 基督に 於ての 關係 であるの が 新人の 本領な りと 言って 居る。 

(一 九 一 六 年  一一- H:) 
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哀傷の 光明 

『皮 は 侮られて 人に 棄 てられ、 .%哀 の 人に して".^ 患 を 知れり。 又 面を複 ひて 避く る こと を せらる、 もの 

の 如く 侮られたり。 我ら も 彼 を 尊 まざりき』 (ィ ザャ 五三の 三) - 

然て も!！ み 多き 世で は ある。 歐洲は 今 修羅の = ^なり。 然れ ども、 腸を斷 つに 足るべき 事資 は戰爭 

に 限らぬ。 人 問 到る 所 歎き、 ¥1. き 哀しむ 聲 が^れ 聞 ゆ。 天道 是耶 非耶。 千古の 問 题此虚 にある。 

之に 對 して 何とか 心往 くば かりの 解決 を 得ねば 止み難き 心地す。 {fii>:^の研究に烦悶せる竹£^^^.^< 

夥 "い。 宗 敎に從 事す る ものに 至りて はまた 一 百 ふに 及ばぬ。 之に つきて 提供せられ たる 說明も 種々 

ある。 ジェム ス* ヒントンの 『苦痛の 秘義』 は、 此の 問題に 就きて t: ぬむべき 惯俯 多き ものである。 其 

の 內容を 一 々此處 に 紹介す る 遣 はない が、 たビ 其の 目次 を讀み 上ぐ る だけで も 暗示に 常む で る。 

曰く、 一  苦痛の 問题、 二 苦痛の 鍛鍊、 三 苦痛の 用、 四 苦痛の 特權、 开. 忍耐の.^ 味 物と し 

ての苦^^、 六 人の 喷、 七 苦痛の 祝福、 八 苦痛の 折：： 學、 九 苦痫の 利ハ儉 。バウ。 闩 く 『忠難 は 

忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は X 布 望 を 生じ 希望 は羞 を來ら せざる を 知る』 U【fl3)。 斯 くの 

如く み にも： 方が 種々 ある。 

『長老の 一 人我に HI 一！： ける は 此の. 衣を犛 たる もの は 唯 か 。既何 所より 来りし や。 我 答へ ける は 君よ 汝 

あら 

こに を 知るべし。 彼我に 言 ひける は 彼ら は 犬なる 艱難 を經て 来れり。 曾て 羔の 血に て H 、の 衣を漱 ひぶ 


れを. くな せる ものな り』 (f 一！^ お,)" S 督者は S. 難の 課程 を 踏て、 其の 靈魂を 潔 めら る、 ので ある。 

邪穌も 此の 課程 を 踏まれた。 其れによ りて 德を 全うし、 救の 力 を充實 する こと を 得られた ので あ- 

る。 『彼 子 たれ  ども 受 くると ころの 苦難に よりて 順 ふ  >t  を效 ひ、  旣に 全ければ 凡て 彼に 順 ふ もの き 水 

遠の 救の 原と なれり』 八 苦痛 は 火の バプ テス マで ある。 之に よりて 神の 子と 云 ふ 名 を も 

くるしみ 

賜 はる。 葡約 詩人 此の 意味 を 歌 ふて 曰く 『困苦に 遭 ひたりし は 我に 善き ことな o。 之に よりて 我汝. 

の雜法 を舉び 得たり』 (fi 一一 丸)。 現世の 事に のみ 係 連ら ふ 政 客に も 此の 經験 はありと 兒ゅ。 『我 をして 

:^E1 负郭の S 二 頃 あらしめば、 豈 好く 六 國の相 印を帶 びん や』 と 蘇 秦は言 つた。 軍人の 心 また 之に 

一致す。 『山中 幸 成 g 常に 神に 祈る に、 七難八苦 を 合せて 賜 はり 候へ とぞ。 ある 人 其の 故 を 尋ねけ る 

に、 幸 盛 我が 心ながら 事に 13 ふて 試さ ざれば、 器鱟の 程 を も 知れ ざれば 事に 遭 ふて 心の 程 を も試レ 

たく 存す る 故な り と 答 へ ける』 (§ 言 )0 

人類 は 個々 分立して 居らぬ。 相互の 關係、 輔車相 依る が 如く、 薛破 るれば 齒 塞し、 と 云 ふが 如き 

ものである。 之 を 人類 分身 ー體の 原則と 云 ふ。 例へば 今日 獨逸國 民 は 塗炭の苦しみに 逃うて 居る 

が、 其の 由って 來る ところ を 尋ねれば、 カイゼルの 不心得から 生じた ので ある。 おた^ 獨 逸國： の 

みならん や。 天下 萬 民の 苦痛 を も惹き 起した。 一 人の 罪惡 全世界の 禍を讓 す。 然し 文明の 進歩、 萬， 

民の 祝福 斯 くの 如く 人類 聯立の 關 係に 基いて 居る から、 獨り禍 のみ 此の 现に 漏れ 得る を 期待す ベ， 

きで 無い。 此 所の 道理 を辨 へな ば、 多くの 艱難 は 是非 もな しと 諦 むる ことが 出來 るで あらう。 * 
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然れ ども 耶穌の 傍に 碟殺 せられた 3- 漢 悔悟して CI く、 『我ら は當然 なり。 行し ことの 報い を受 くる. 

なれど此の人は何も}?1!^^-は行さざりしなり』 (ltl?fy)。 彼が 言った 如く、 我ら は當然 なり。 深く 

G: ら をお みなば、 罪 を 負 へ る此 の 身が 斯の 如き 美 はしき 世界に 身 を 置く さ へ ： 具 加に 餘 りて 勿體 なき 

Hi を感 すべきで ある。 此の 見地から すれば 苦痛 も 怪しむ に 足らす。 强 ひて 之 を 問題と なす は 犯罪者 

が 獄中の 苦に 不.！ ^を懷 くに 異ら す。 誠に 不條现 千 萬で ある。 禍は 多く 人の 暗愚より 來る。 其の 最 

も 多く は 罪悪より 生す。 身から 出た 鍩 また 如何と も爲 難し。 自己の 責任と 觀念 すべきの み、 斯く思 

續 けて 安心 を 得べ き 場合 少な か らぬ で あら う。 

よから な こと  しろし »■ 

然れ ども 『此の 人 は 何も 不是事 は爲さ ざり しなり』 で、 耶穌の 十字架の 如き は 如何に。 神の 統治 

す 世界に 斯 くの 如き 事實 ある は 何故 ぞ。 此れ 猶太 人 を 苦しめた 懸案で ある。 價値 ひせざる 苦痛！  I 莨 

に秘義 である。 然れ ども 耶穌の 苦痛 を 見れば、 そのうちに 罪の 聰てふ 要素が 含まって 居る。 苦しみ 

や 歎き も 世の 救、 人の 利益と あらば 滿足 も出來 べし。 身 を 殺して 仁 を 成す 場合に 從容 たるが 志士； i 

人の 心であった。  I 

然 のみなら す耶穌 及び 其の 十字架の 物語り は、 人 を 救 ふの 惱み、 神のう ちに も I 莨 在せ る を 表明 は 

す。 此の 驚く 可き 事實 によりて 見れば、 實 にも 神 は 人と 共に 苦しむ。 又 之が 爲に艱 を 感ぜら る。 自 

さはれ  J  < 

ら 我らの 罪 を 背負 はれ、 其の 聰 ひの 爲に 苦痛 を 受けさ せらる。 遮莫、 神 は 果して 苦痛 を 感ぜら るる 

や。 全能の 祌に斯 る 事の ある 可き や。 オイケンが 『宗敎 の 眞理』 に、 受難の神を說くは思想の^^調 


に 非す 00^ と 見 ゆるが、 此れ は 古へ ァレキ サン， テリ ァ の祌秘 6： 舉者プ 口 テヌス の 所説と 同じ だ 9 

其の 思想に 據れば 『祌は 愛な き ^Ir である。 人祌を 愛すべき も、 神人 を 愛する ベ か.^』 と。 此れ 哲 

5 てな 

S; の 神で あるから のこと だ。 我ら は 愛の 存立し 能 はざる jtw: に祌を 安置し 奉るべき で 無い。 斯 くの 

如き は 吾人の i§ 屈なる 頭腦 より 作り出された 張 籠の 玉座に 過ぎぬ。 之 を 打ち 菜て ねばならぬ。 我ら 

が 愛し 得る、 拜し 得る、 信顿し 得る 祌は 即ち 愛で ある。 愛 は 同情の 切なる もので 必す 喜び を 共に 

し、 憂 を 共に する ものである。 他に 罪 や 苦痛 あらば、 愛 は必す 之と 共に 苦しみ 悶 ゆるの 感受性が あ 

る。 祌は 苦痛に 對 する 感受性に 充てる 愛の 全能力 を 以て 人の 心 を啓發 して 之 を覺醒 せらる。 ブシネ 

ル！！ I く 『祌は 愛な り。 之が ために 永遠の 苦痛 を懷 かる。 1:^, 督の 十字架 は 此の 永遠なる 愛の 苦痛の 物 

語りの 一 页 に 過ぎぬ』 と。 斯くて こそ 神の 榮光赫 突た る を拜む なれ。 之と 比すれば 竹 舉の神 は 太陽 

に穀 せる 蠟燭 にも 劣りた らんと 思 ふ。 

我ら は 耶穌の 苦痛と 其の 頂點 なる 十字架に 於て 祌の 愛の 苦痛 を認 むる ので あるが、 抑 此の 苦痛 は 

如何なる ものである か。 

此世 は： H 、の 故鄉 でない。 安住の 所でなかった。 遙 かに 天 を 1^ やりて 望鄕 の念禁 する 能 は ざり しが 

其の 平生の 苦痛で あつたに 相 遠ない。 人間に 來られ たのが 旣に S: しき 苦痛で ある。 

彼 は 他人の 爲に心 遣 ひ 多 か つた。 『天 を 仰ぎて 歎じ 其の 人に 對 ひて ヱ ツバ タと云 ふ』 (かゆ；？, 1)。 嘆す 

といき  .5 たゴき 

と は實に 長大息 をせられ たの である。 眞に 他の 疾患 を 身に 負 はれた。 
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世の 罪と 接觸 せられた るが 其の 最大 苦痛であった。 『世の 罪 を 負ふ祌 の羔』 、罪 無くして 罪 ある もの- 

の 恥と 苦痛と を负 はれ、 マクラウド • カメルの 主張せ る 如く、 人に 代りて 罪 を 悔い、 乂 之に 代りて. 

懺悔せられ たので ある。  * 

& くて 哀 きの 秘義 全く 明なら すと 雖 深き 滿 足と 感謝と を 以て 首肯 かるる もの ある 心地す。 祌の 愛一 

.S5 ふん ゑん さ 

の 鍛陳と 十字架の 赌 とに、 世の 苦痛と 悲哀と を 照して 觀 察しながら、 尙ほ 且つ； 翁^ 怨^して 常に 平- 

和 なき は、  此れ 1:^, 赞を 菜つ る ものである。 

毀 # 褒貶の に ゲ、 人望に 戀々 とし、 没り に 人の 額 を 恐れ、 ひたすら 其の 態度 を 氣造ふ は、 • 

十字架 を 拒絶す る もので、 即ち 基督 を 禁 つる ものである。 

苦痛 を 賊ひ、 難の 前に 萎 して、 義に 勇む こと 能 はざる もの は、 基督の 十字架 を 拒絶す るので- 

ある。 

世の 罪悪と 戰ひ、 之 を 救 はんが 爲に 努力し、 有 ゆる 艱苦 をも辭 せざる 程の 精神な き は， 正しく 基： 

昏の 十字架 を 拒絶す る ものである。 三た び 基督 を しら， f と 云 ふ ものである。 


耶穌 の傳道 回顧 談 

『天 國 は 人 畑に 善 種 を ft くに 似た リ。 人々 の寢 たる 間に 其の 敵 來リ、 麥の中に^:1^^!;0^^きて去れリ。 苗 

生へ 出で、.！：：； りたる 時、 稗 子 も 現 はれたり。 主人の 僕 来りて 曰け る は、 、王よ 畑に は 善 種 を 蒔か ざり し 

か。 如何にして 稗 子 ある 乎。 僕に 曰け る は、 敵 人 之れ を爲 せり。 僕 主人に 曰け る は、 然 らば 我ら 往 きて 之 

を拔 き^むる は宜 か。 否 恐らく は汝、 し 稗 子 を あつ めんと て 麥をも 共に 拔 くべ し。 收穫 まで；. g ながら 生-お 

おけ。 我れ 收穫 の睥、 先 づ稗子 を拔き 荒め て 焚かん 爲に之 を 束ね、 麥 をば 我が 倉に 收め よと、 刈 人に 首 

i  ノ  n  /^馬 太^ 1 三の ン 

はん』 ぐ 一四 —三 0 」 

今 讀んだ tiH-n;.;II 十に は、 灭國に 就て 耶穌 が說 かれた 種々 の譬が 出て 居る a 馬可傳 §叫 ぉを兑 と、 

玆 にき： いのも ある。 『神の 國は 人種 を 地に 播 くが 如し， ； 初めは 苗つ ぎに 機いで 德の 中に 熟した る穀 

を 結ぶ』 と 云 ふの が 其れ だ。 要するに 此 らは耶 穌の傳 道報吿 である。 ガリ ラャ、 共の 他 諸 地方に 於 

ける 傅 近 成 S を 顧み、 之 を點撿 して 熟々 感ぜら る、 所 あり、 そこで 其の寶 應談を 語り 出 でられた の 

である。 如何 も 折角 道 を 11 いても、 田地の 惡 いのは 仕方がない。 種子 は 上等で も、 碗确 荊棘の 中に 

it かれて は、 その 成長 覺 束ない。 徳が 出、 實を 結ぶ に 至らぬ。 傳道上 こんな 實例 は澤山 ある。 然し 

耶稣の 透：^ 顧談  四 五 
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よろ づ  ち i 

神の 國 のこと は、 決 L て 失望すべき もので ない。 百 様の 種より 微 さしと 云ふ芥 種が、 他の 野菜よ ひ 

は 大きく a 互なる 枝 を 出して 空の 鳥 その 路に梭 む 程に 成る が 如く、 麪 M が 自然と 形を脹 して 來る如 

く、 播 かれた K 國の種 は、 始めは 苗、 次ぎに は穗、 終に は實 と、 ま 派に 成長 を遂 ぐるので ある。 I 莨 

に 祌の國 に は、 餘 程の 力が ある。 着々 發 達する 見込が 付いて 居る。 決して 目前の 小さな 利害^失に 

齷齪して、 意氣 沮喪して はならぬ。 大局から 觀 察する と、 其の 進歩が 目覺 しい。 すん^- \ 伸びつ.^ 

ある。 その 力、 その 現 はす 効 菜、 實に賴 母し いので ある。 時として は、 神の 敎は 隱れ たる 齊に喻 へ 

られ る。 實に 殺風景な、 唯瓜ゃ茄子ばかりの花#^-世界、 單調 無味なる 灿 なりと m 心 ひき や、 世に も 

有難い 珍寶 が、 深く 藏 つて あると 云 ふ 意味で ある。 人が 何 かの 機 會に祌 に 於け る 永遠の 生命 を發見 

稚 5^ して 欣喜 雀 1-、 恰も 價 ある 堀 出物に 我 を 忘る る 如き 悅を 經驗 する £ は、 隨分 ある 話で ある。 此 

の 世界 は 打 見た 處、 誠に 平凡 俗惡、 何の 善美なる もの も 見當ら す、 仇 波ば かり 無暗に 立ち騒ぐ やう 

だが、 共の 靈 的の 趣味 豐 富で、 全世界に も換へ 難き 靈の 開拓、 永生の 發 達が 若々 進行し っ& ある。 

人 は 此處に 报り當 てた 時、 無上の 歡喜を 永久に 我が物と する 事が 出来る" 或は 义、 神の 敎は 善き 眞 

珠を 求めん とする 商人の 如し だと 云 ふ。 我々 現在の 低き 生活に 慊らぬ を 覺ぇ、 自發 的に 信仰の 道に 

志して、 I 段と 高尙 有意義なる 人生 を 送り、 人間の 本領 を 全うした しと、 a つ 願 ひ a つ 修め 行く の 

は、 恰も 商人が 據所 なき 注文 默し 難く、 値 高き 眞珠を 物色し 廻る と 同じで ある。 『若し 一 つ 値 高き 眞 

珠を 見出さば、 其の 所有物 を 盡く赍 りて 之 を 買 ふなり』。 遂に 求道の 志徹 りて、 ：：：；^仰の赐物を受くる 


に 至らば、 何物の 歡喜も 之に 過ぐ る もの 無き を 感じ、 總てを 捨て k も： t の國を 求めて 息まぬ ので あ 

る。 

斯様に、 种の敎 を 信じ、 永生 を植 5! する に 至る 徑路は 色々 である。 

此の 傳道 報吿を 見る と、 邪穌は 只迂濶 に悅に 人ら る、 でもな く、 又 無喑に 失望して 引 込 思案に 陷 

らる k 風 もな く、 實に 其の 傳道は 世の 狀態を 有る が 儘、， 如實 に觀察 洞見して 確かな 見當を 付け、 所 

謂；^ あい もせい も 知り 悉 しての 上で 爲 された と 云 ふさを 示して 餘り ある。 

此の 中で、 今日 一 紐に 考 へて 見 度 いのは、 稗 子の 比喩で ある。 此の 比喻 を讀ん で、 最も 賴母 しく 

感す るの は、 此 世界が 神 御所 有の 畑で あると 云 ふ HJ だ。 『我 父 は 農 父な り』 忠； W な 百姓 は、 畑 を已れ 

の 生命の 如く 大切が る。 丹精して 鍬 を 人れ たり、 肥料 を 施したり、 決して 其の儘に 棄て 置かぬ。 此 

の 世界の 畑、 隨分 iii や 荊が 生ひ繁 り、 石 礫が ごろくして、 も 手 も 着け やうの ない 有様 だ" 廣 

く 見渡して 此の 感 がする 許りでなく、 脚下に 近く、 我心の 畑に 注意して 見ても 亦 t:^! だ覺 束ない 所が 

ある" 石 礫、 茨、 顿と 肥沃の 地面が 見付からぬ。 是が 如何なら うと 思 ふ。 然し 之 も 亦 神の 灿 であ 

る。 神 は 日夜 之 を 耕されつ. ^ある。 戰爭 があって も、 間違った 考が 流行して 居ても、 要するに 此の 

世、 廣く云 ふと 人間 社會、 狭く とれば 人間の 心、 之 は祌の 所有 權に屬 する 所の 灿に 相逮 ない。 故に 

神 は 農夫の 如く、 是が 耕作 肥料 を 忘れ 給 はぬ ので ある。 若し 我々 に 此の 事 さへ 確信し 5£ るなら ば、 

最ぅ氣 丈夫に 感じて 來る" 弱った 足を^み 締めて、 一 骨折らう との、 健氣な 了見に も 成れる。 愉快 
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な 話 だと 思 ふ。 けれど 玆に 念な HJ に は、 折角 種子が、 甘い 具合に 伸び かける と、 共の 後 を 追っ^ 

けて、 稗 子と 云 ふ 邪魔物が 生て 來る。 玉石混淆と 云ふ狀 である。 基督 敎が 傳播 されて 此方 二 千年、 

口 本に 入って： 1： 十ハ 十.^ 辰う 惡ぃ 分子が 引 込んで、 一段 と 善い ものが 益々 旺ん となり、 若々 事 も 

り、 意の 儘に 牧稱も 出来る 害 だと も 思 ひ、 時として は 湍 手で 粟 を摑み 度い 氣持 もす る。 然し 物 は 注 

文通り 行かぬ" 基督教の 膝^に も 波^ 重疊と 申す か、 山 も あり、 谷 も ある。 脫 線した こと も あり、 

迷 ひ 込んだ， t も ある。 『主よ 畑に 善 種を薛 かざりし か。 如何にして 稗 子 あるか』" 實に不 m 心議 であ 

る。 鼓に 於て か 基督 敎のカ 幾程 か。 或は 問題に 成る とも 見られる。 廣 く敎界 のこと 然る のみでな 

く、 狄く之 を 各自の 信仰生活に 徵 しても 前 同様、 { 莨に 稗 子が 出て 來る。 felK に 食へ ぬので ある。 故 

に意氣 地の 無い 連中 は、 早く も 根 負の 態で、 人事 意の 如くなら す、 時 ii なり 時 ゲ§ なり、 離齪 して 何 

になる と 云った 風に、 滅 人り 込んで 苦勞を 回避す るの が 多い。 之 は 嘆か はしい 氣 ft である。 決して 

人生に 貢獻 する 所以 を 見ぬ。 何故： 取つ と、 生活の 甘睡 より 目醒 て、 道の 爲に 種子 を 辟 かう とせぬ で 

あらう。 稗 子 を驅逐 しょうとの 奪發 心が 起らぬ であらう。 

『我； g 往 きて、 之 を拔き 一鬼む るは宜 か』 主 思 ひの 眞 面目な、 忠義 者 は、 當に斯 く 願 ひ 出る 害で あ 

る。 不用 物が 生へ て來 た。 凝と 見て 居れぬ】 IIIT の 開く やうに 遣っつけて 仕舞 ひ 度い。 ^だ齒 痒い 

片端から 處澄を 付け 度て 堪ら ぬと 感 する。 是 が當然 である) 志嘉 すべし.、、 此の 精神 氣概は 必要で あ 

る。 國家 のこと、 家庭の こと、 自分の 魂の Hi に 付ても、 現狀に 甘んじない、 遣 感極まり なく 惑す 


る、 wl- に堪 へぬ、 手 を 拱いて 見て 居れぬ" 如何 か爲 たい。 此の 意 氣込は 大切で ある。 

然し 此の 志 は^すべき だが、 ^い 哉、 其の 探らん とする 方法に なると、 僕の 遣り方 は 如何 も 感服 

出來 ぬ。 寧ろ 暫く 其の儘に して、 注意 深く 見て 居る と、 兩 方の 麥が 大きく 成って 稗 子が 服に 付く や 

うに 成る。 處 分が 爲 易くなる。 共の 時 を 見 計って、 みし/ \ と 片端から 拔き拾 てれば、 is.^ も n いけ 

れば叉 安全で も あるまい か。 此の 機 を 待た すして、 斯く 短兵急に、 不自然に、 遣る と 却って 角を墙 

めて 平 を 殺す やうな 譯で、 善い 麥ま でも 傷 ふこと になら うと 云 ふ ものである。 世の中の こと、 國家 

のこと、 政治の ことにしても、 此逄は 一考 を 要する 所で ある。 P 仇して や、 精神 上の こと、 敎有 上の 

こと、 ®. 魂の 救濟、 1： の 敎を擴 める ことな どに 付いて は、 一層の 注意が 要る。 米！： の 名高い 說敎家 

フィリップス • ブルックスで あつたか 『釘 は 金槌で 一 度に 打ち込む が、 活物で ある 草 や 木になる と 

处ハれ は出來 ぬ』、 と 言った さう だが、 意味 深い 胖： 〔である。 總て 精神 界の事 案、 魂の 敎養 感化に 至りて 

は、 唯， お を 打ち込む やうに は 行かぬ、 矢張り 草木 を植ゑ 込む と 同様、 自然に 待って 行かなければ 不 

可ぬ。 無晤に 押し込めな いので ある" 

成る 程 今の所で は殘 念に 感 する。 『敵 人來 りて 之を爲 せり』。 何時の間にか、 場 塞げな 稗 子を播 いて 

置いた。 如何して 吳れ よう、 實 以て 愤 £ に堪 へぬ ので ある。 基督 敎を 信す る 者 は、 世の 悪事、 不 

義、 邪曲 汚^に 對 して ぼ 嘆き a 悔 むこと 甚 しい。 神の 心 を 以て 之 を 憂へ る。 願く ば 神の 之 を 悪しと 

is し 給 ふ 如く、 我ら 亦 之 を 見 度し との 心、 押へ 切れない ものが ある。 怒 心頭に 發し、 慨然と して 一 
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肌脫 がう とする。 矢 竹に 隼る 此の 心、 之れ なくて は 基督 を 信す る 徒と は 云へ ぬ。 然も あるべき で 

ある。 

然し 其れにしても 早まって はならぬ。 不自然な こと は 出来ぬ。 傳道、 修養に 關 する こと は 勿論、 

其の 他 精祌的 事業の 經營に 於ても、 其の 質に 應 じて、 各霜祌 的に 適 { 且にぼ つ 正しく 行かねば なら 

ぬ。 然もないと、 稗 子 を 引拔く 勢で、 大事な 麥をも 傷 ふ 愚を演 する ことが 起る ので ある。 精神的 方 

-法を 用 ひぬ 故、 M 癖 を 矯正す る 積り で 其 子供の 美點 まで 失く して 仕舞 はせ る 親 も ある。 猪武者の 樣 

こ 遣 ひ! り、 元 も 子 も耗ら さぬ 様に し 度い。  .  . 

下 

然 らば 如何 すれば 宜 L いか。 精神 界の狀 態斯の 如し、 形勢 日日に 非なる が 如く 感ぜられて、 實に 

懸念に 堪 へぬ。 神の 畑の 前途 危ぶまれて ならぬ ではない か。 成程 その 杞憂 は尤 である。 然し 忘れて 

ならぬ は 此の 畑の、 王 人に 勝利 必す 疑な しとの 確信の ある ことで ある。 『牧穫 まで 兩 ながら 長て m はけ。 

我れ 收瘦の 時 先 づ稗子 を拔き 集めて 焚かん 爲に之 を 束ね、 麥 をば 我 八 尸" に牧 めよ と 刈 者に 一一 目 はん』 稗 

子の 猖獗を 極む る も. - 牧穫 どきまで である。 何れ 其の 時が 來る。 勿論 基督 敎は、 大摑 みな 樂觀 を爲 

ぬ。 困難 は 百 も 1^ 知、 事の 眞相は 熟々 凝視め て 居る。 唯 大局から 云って、 勝利 を^る と 云 ふ 確信が 

ある。 兵家の 言 を藉 りて 云 ふと、 不敗の 地に 立って 居る。 必す事 は 成る ので ある。 例へば、 自分の 


..nK^ を 完成し 度い 爲に、 基督 を 信じて、 怠りなく 修養に 心 懸ける が 然し 思 ふやう に 行 力ぬ。 ^子が 

心 田に 生へ て來 る。 前門の 狼 を 追へば、 旣ぅ 後門に 虎が 迫って 居る 形で、 1^ 角 始末が 付かぬ。 前の 

.赏 も 解らぬ と 思 ひ 出す。 然し 收穫 時が あるので ある。 之 は 一人の 事 だが、 世 のこと 凡て 同様で あ 

る。 事 K 文明 は 進歩し つ k あるの か。 人 は 幸 幅に なりつ k あるか。 より 善き 狀 態に 進みつ、 ある 

か。 戰爭 のこと など 思って 見る と、 疑問が 生す る。 事の 成行覺 束な く感 する。 然し 冇 難い ことに 

は、 Jfc ける 基督と 其の 復活の 力と を 信す る 者に は、 一 の 大きな 安心が あるので ある。 耶穌の 傅 近ず 

况を 見る と、 實に失 すべき 事情 や、 悲觀 すべき 材料が 山々 あった。 側の 弟子 すら、 あの-贈 W. 斐な 

いお 様で ある。 此の 實狀を 精し く點撿 して、 その 制斷の 末出來 上った のが、 十三. お f の 倚 道報吿 であ 

る。 叉 今の 稗 子の lin である。 此の 管の 中には、 耶稣の 動かざる 確信が 顯 はれて 居る ではない か。 收 

種 時 は 漸て來 て 物の 極り は 付く。 時節 到來 毫も 疑ない との 確信 を 持つ こと、 是が 彼の 敎 である 事 力 

晴 示されて をる。 

1 體 人間 は 現在 此の世で 完全に なれる もので あらう か。 頻りに 潔め 潔め と へて、 無罪 完全に 成 

れ ると 云 ふ 人と、 否然 うは 行かぬ、 人間が 完成す るの は 墓の 彼方 だと 云 ふ ものと あるが、 何れが 

理 であらう。 アルミ 11 ュ ウスと カル ビンとの 考へ 方の 違 ひは兹 だ。 メソヂ スト は 前者に 腾 する。 日 

-本 i< 上替敎 會は必 すし も兩說 何れに も束經 さる-^ もので ない けれど、 孰 かと 云 ふと 後者の 流 を 汲 t ゾ 

が 多い。 前者 は 鬼 もす ると、 理想 を 低い 處に 下げて、 好い加減で 納まって 仕舞ったり、 左 もな く 
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ば、 途中で、 现 想と 現寳 との 矛盾の 間に 氣を拽 いて 匙を投 する に 至り、 遂に 精神的に は寢 入った た 

態に 陷り 易い。 後者 は 来世に 望 を 懸け 過ぎて、 現在 を 棘 略に し、 油斷し 易い 弊が ある。 共て 一利 一 

-害は 伴 ふ ものである。 然し 其れ は扭て 置き、 人が 基督 を 信じて、 完全 無缺、 汚點 の. 庇-" い 者と 戎るこ 

と は、 現在の 世界に 於て は 事 實上見 當らぬ 様 だ。 古の 聖者、 ョ ハネ、 バウ 0 皆 信仰り S お, 二人って 

行く に從 つて、 益々 切に 自己の 不完全 を 悔い 嘆いて 居る。 殊に バウ a の 如き、 其 信仰の 經驗 熟し 

た晚 年に 至 ひ 罪 を感 する こと 愈々 强く 、『我 は 罪人の 宵な り』 と 云って、 神の 前に、 赦を 求めて ゐ 

る。 罪 を徴悔 すべき 必要 を 感ぜぬ ill 者 は 無い ので ある。 況して 我々 の 如き、 死に 至る まで 罪の 赦を 

訴へ るべき 狀 態に あるので はない か。 然し それにしても、 大抵 極と 云 ふ もの は ある。 解.=^<のき、 

謂收瘦 時が 來る。 大 決定がなくて はならぬ" 我々 此の 確信 だけ は 持って ゐる。 敵を厕 伏せし めすに 

は 止まぬ と 云ふ覺 悟が ある。 其れで あるから、 叉假令 何程 顿拽 する ことがあっても 志 を 抛ったり 好 

レ 加減な 處 で^く も 敵と 妥協す る 様な 弱味 を 出さぬ ので ある。 基督 旣に 『^に^てり 一一 と卬 せら Ic^ 

て をる。 今日 耶穌の 福音と 其の 蘇生と を 信す る 者の 外に 何處に 此の じい 暗の 勢力 を討滅 し^ると 

確信す る ものが 有り得る か。 此の 確信の 下に、 我々 信徒 は 城下の 盟 まで 潜ぎ 付ける 意氣人 ー旺ん であ 

るべき 害 だ。 .if- 日の 新聞に、 英國 下院の ス ノウ デン 氏が、 聯合 軍に して 獨壞を 決定的に 粉碎 し"； ケざ 

る 以上 は 協す るに 如かす と演說 したのに 對し、 ァス キス 氏 は、 ス 氏の 霄 英人を 代表す る ものに 非 

すと し、 英人は 最後の 勝利 を 確信す、 然る 卑屈なる 妥協 心なし と =j 破した る. e を 報じて あった。 戰 


爭 こ艮ら ぬ、 c;^ 後の 定的 勝利 を 信す る 者に、 妥協 心な ど 起らぬ である。 無論 惡戰苦 岡は覺 悟の 

^ 特^ 傅 道と か、 一 s: 間 一 時問傳 道と か、 色々 遣っても、 笊で 水 を； S ふやうな 譯で、 時には： C= 折 

掼の草 臥 儲けと- W 氣 込まざる を^ぬ 場合 を も經驗 する。 然し 此の 困難 はも 刻^ 知で 懸 つて る 仕事、 

『牧 種まで』 の 辛抱 だ。 然し 我々 戰士の 魂 は、 此の 戰闘場 裏にあって 愈々 訓練 を 受け、 膽て 共の 救 

の 完成 を吿 ぐるに 至る ので ある。 斯くて こそ、 人の 世 は 引き締った、 力の 能った、 張の ある もの 

と 成り、 雨國は 近づく ので ある。 

(一九 一六 年 一 二月) 
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耶穌に 見えし のち 

或は ギリシャ 人、 ピリ ボと、 ァ ンデレ を 介して、 『我ら 耶穌に 見えん こと を 願 ふ』 と 首い 出で しゃ 

うに、 的 欲求 默 止し 難く、 自ら 進んで 之に 昆 ゆる もの も ある。 此れ 1^ ゑ渴く 如く 義を慕 ふ も Q で 

も あらう か。 或は ナタナ エルが 『ナザ レ より 善き もの 攀で 出ん や』 と 思 ひ 僻めた るに も拘ら す、 友 

情 厚き ピリ ボの勸 め を 無下に 辭み 難ね、 打ち it れ 立ちて 耶穌 を訪ふ もの も ある。 世に は 二の 類が 

多き ことで あらう。 然し 何れにしても 之が ために、 深き 印： を與 へられ、 痛切なる 刺激 を 感じて 其 

の 精 祌狀態 今までの ま、 にて は 打ち過ぎ 難く、 或 ひ は i 霄 動き 來 つて、 光明 裡に 進む に 至り、 或 ひ 

は 却って 反動 を激發 し、 不信仰の 勢 ひ を 誘 ひ 起されて、 益々 暗黑の 中に 深 人り する に 至る や も 知 

ぬ。 耶穌を 一 たび 昆る とき は、 生く るか 死ぬ るかの 分岐 點に 立た しめられ、 二つに 一 つの 方向に 速 

力 を 早めて 逸まねば ならぬ。 

サ マリヤの 婦 

鬭らす も 井の ほとりに て、 邪穌に 見えた サ マ "ャの II は從來 の經歷 から f^r^ き ほどに 心 も 荒れ ra^ 

て. s: 暴氣 味の 強ね もの、 傍に 寄り付かれぬ 有様であった。 然し 耶穌に 接見し、 其の 訓を受 ナて、 


已が n 叫 格の 卑 きを 感 する こと を t 、儀な くせられ し 結 として、 彼 は 今まで lii: 喊し 居た る (-^ 魂 を 覺醒 

せられ、 其の 潜める 宗敎 意識 忽然 頭 を 搭げ來 つたので ある。 ャィ" の 幼女 蘇生り しとき、 食物 を與. 

へらるべき 必要 を 感じた 如く、  サ マ "ャの 婦の黨 t.. も 覺め來 て は、 心の 精 を 求めす に 居られ 

なんだ。 彼は神の！^を敎ふろ豫曾^^をぃとど慕はしく尊く思ふゃぅになった。 ^穌に 見えた サマリ 

ャの は 眠れる 宗敎 意識 を 復活せ しめられ たので ある。 彼 は 思 ひも 設け ざり し 欲^ 求 を 感じ、 之を滿 

足せし むべ き必耍 に 迫らる る に 至った 0 

ナタ ナェ〃 

彼の ナタ ナェ ル耶穌 の もとに 來 りしと き、 『見よ ほの イスラエル 人なる かな。 此 人に 偽り は 無 

し』 と 一 W はれの たので、 大いに 惟し み、 初毘 参なる に 我が こと を 熟知 せらる べきよう や ある、 かり そ 

めの IT 辭餘り 喜ばしから すと でも 思ったら しく、 如何にして 我 を if られ たる かと 詰る ように 反問し 

た。 耶穌が 『ピリ ボ汝を 呼ば ざり し 前、 余 汝が無 花 果樹の 下に 在る を 見き』 と 答 へられた ので、 ナ 

タナ H ルは 太く 驚き、 『ラビ、 汝は祌 の 子な り、 汝は イスラ ェ ルの 王な り』 と 云って、 之に 心服して 了 

つた。 耶穌 之を聽 きて 曰く、 『我が 斯く霄 ひしに. E りて 汝信 する か。 汝 之よりも 大 いなる もの を 見る 

べし。 まことに、 まことに、 我汝に 4 〔げん、 此のの ち は 天 開け、 神の 使 人の子のう へに 昇り 降りす る 

を視る こと あらん』 と。 ナタナ エル 耶穌に 遇 ひしの ち 其の |g 的 經驗の 造詣い よく 深くな りて、 よ 
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り大 いなる 光 を 仰ぐ こと を 得た ので ある。 基督に 見えて、 しき 路順を 取る もの は、 何れ^ 斯う 云， 

ふこと になる。 

うた  まこと 

虚偽から 出た 眞實  . 

彼 は 極めて 難儀なる 病症であった。 人交り も 出来す。 剩へ 多くの 資產を も 空しく 消費した ので あ- 

る。  其 所で 耶穌 のこと を傳 聞して、 此 所に 一 游 一の 光明 を 認め、 最後の 希望 を 之に ffi- 注して、 迷信 も 

みころ も 

有たら しいが、 密かに 耶穌の 後に 紛れ 入り、 御衣の 端に 手 を觸れ た。 すると 其の {i^ 病 は.^ ち 平癒し- 

た。  彼 は 其の ま.. r 退き 去らん としたで あらう。 人目に 懸ら ぬう ちに、 盗人の 脫け 出る が 如く 片時 も- 

おのの  みみもと 

早く 失せ 行かん としたの であらう。 折から 之 を 棒 と戰慄 かしむ る聲が 耳底に 鳴り^いた e 臼く 『誰 

が  < 水に捫 りし や』。 彼の 女 は 事露顯 せりと 兑て、 恐る く耶穌 のまへ に 平伏し、 事 宵 を 有りのままに 

吿 白した。 耶穌 曰く、 『女よ 汝の 信仰 病 を 癒さし めたり。 平和に して 往 きね。 健康 なれよ』。 彼の 女 を- 

して 北ハの 思の ま、  に 人知れ す來 り、  密かに 療 されて、 窃盗の 如く 遁れ 去らし めた らんに は、 共の 迷. 

信 は 依然として 舊 のま- -、 而 して 基臀 との 關係は 日影 もの.^ 狀態 にて 終り、 共の 祝福 も 肉 體の病 を * 

救 はる \ 程度 のみに 停滞した であらう。 然る を耶 穌 彼の 女 を 呼び止め、 之 をして 見參に 入る を 避 

け 難から しめたので、 主と 親密なる 關係を 結ぶ に 至り、 其の 精祌的 生活に も大 いなる 展^ を：：^ る， 

が 出來、 靈魂を 救 はれし のみ か 迷信 は 無論 脫 却した であらう。 今でも 此の 婦 と- A 卜 歩の 差異 位で、 

一. さ 


見當を _f  、 精祌 的に 批評す ると 途方 もな き 動機に 導かれ、 低い へ を 抱きつ、 共 #教 を 推 萌した- 

り、  共の 橥會に 席したり 或 ひ は 洗禮を さへ 受 くる もの も少く あるまい。 然ぅ云 ふ 人 や も 親しく 

耶穌に 2!.^ え、 其の 感化 を 受けさへ すれば 精神が 漸次 變 化して 来る。 何時しか 正 3 れの 信仰になる であ 

らう。 斯ろ實 例は少 くない。 血 漏の 婦の 信仰 は ^偽から 出た 3 は寳 である。 此も 耶穌に はえた 結果 

に 外ならぬ。 

マグ ダラの マリヤと 其の 新生 命 • 

比つ マリヤ は 嘗て 七つの 鬼に 囚れて 居た。 多分 罪悪に 汚れて 居た ものであった らう。 假 に、 タン. 

テ • ガブリエル • セ テ が畫の 如くで あ つた すれば、 彼女 は 罪の 生活 を繽 けて 居た 一 日、 途中に 耶穌 

を 見て、 已が 身の上の 淺間 しきに 驚き、 且つ 愧ぢ、 且つ 悔み、 猛然 思 ひ 立ちて、 、王の もとに 9^ り往 

き、 § 慰り て、 前と は 全然 異 つた 生活に 移る こと を 得た ので ある。 實 に目覺 しき 變 化であった" 彼 

の 女の 新たなる 生命 は、 耶穌に 見えた と 云 ふ 喜ばしき 33^ 事の 賜で ある。 耶穌に は ゆると は、 否な 

寧ろ 之に 見ら る \ こと は、 何時でも 人の 道念 靈覺を 死せ る 如き 狀 態より 喚び 復す 能力で ある。 花が 

陽春の 光に 綻 ぶる やうで ある。 

君なら で 誰に 往 かんや 

耶稣に 見. 入し のち  T 七 
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ュ ダャ 人の 多數は 己が 卑き 理想に 欺かれて 耶穌の 使命 を 誤解し、 其の 目的 を 有らぬ 方に 附會 し、 

としごろ 

此の 人に 依りて、 年来の 希望 を も 遂げ てん もの をとの 野心に 驅 られ、 雲 露の 如く 我も我もと 其の 周. 

圍に 築って 來た、 之 を < ゆにして 利 を 貪らん と 志した 徒 もあった らう。 之 を 擁して 兵で も擧 げんと li: 

慮り 立った もの ども もあった らう。 斯る 連中が 何 ほど 多く 附き隨 つたと ころで、 耶穌は 主義の 上：？^ 

ら 一 向 之に 取り合 はれぬ。 のみなら す會釋 もな く 彼らの 妄想 を 打破し、 己の 志す ところ 完く 彼ら 

と異 つて 居る こと を 無遠慮に 表明した" 其 所で 咋 日まで も 五月 蠅ぃ ほど 集り 來っ たもの どもが、 八 マ 

さ ぴ 

日 は 一 人 二人と 追々 反き 去って、 耶穌の 身 邊餘程 寂寞し く 見えて 來た。 歳 寒う して、 松柏の 凋む に 

後る.^ を 知る と 謂 ふが、 例の 十二 人 は 如何で あらう か。 其の 心 を 測りた くも あり、 且つ 其の 意志 を 

固め、 其の 信念 を 確かなら しめたし と 思 はれた であらう、 耶穌 彼等に 向 ひ、 『汝 らも また 去らん とす 

るか』 と 問 はれた。 今日 此 頃の 雲 行に 心細くな り、 意氣も 消沈して、 何となく 動搖 する 色 を 見せた. 

弟子 等 も、 此の 恐ろしき 分岐 點を 指し示されて、 將來の 去就 如何と 念 を 推されし とき は、 ^前に 迫. 

れる 問題の 意味と 其の 含蓄と が 頗る 鮮明に なりて、 耶穌其 人に 叛 くべき や 否や を 決する 場合に 到り 

て は、 旣に 何の 遲疑 する 所 あるべき か、 其の 方針 は疾に 確定して、 動かすべからざる 性質の ものと- 

自覺 せざる を 得なかった。 故 を 以てべ テロ 衆意 を 代表して！：：  く、 『汝は 限りなき 生命の 言 を 有す、 汝 

を 去りて 何 所に か往 かん』 と。 彼等 は 耶穌に 見えて より 以來 次第に 深く 其の 恩寵に 沐浴し、 其の 靈 

活のカ を實驗 する こと 稍 や 熟して 来たから、 到底 も 一:^1 木より 幽谷に 1  一る 如き 事 は 出来ぬ。 其 は 思 ひ、 


も 寄らぬ ことであった" ベ テロ 等 は 三年 前 之に 見えし のち、 然く耶 穌 を 實驗し 得た ので ある。 

救 はれた る パ ク P 

バウ 口 《せて サゥ 口と 云 ひし 頃、 ナザレの 耶穌の 道を惡 み、 之 を 信す る：！^ を^ 迫して 有らん限りの 

手段 を 用 ひ、 其の カを盡 して 至らざる ところがなかった) 然し 元來 正直で、 篤舉 で、 實踐； S 行、 常 

に现 想を己 が 身に 驗 現せん こと を 心 懸け、 パリ サイの なかで も 藍の 聞え のあった 程で ある。 決し 

て 自ら 欺く 人ではなかった。 ダ マスコに 到る 途次、 思 ひも 懸けす、 主 耶穌に 謁する こと を 得、 此 

所に！： 然 其の 前日 迫害せ る 基督 を 信す る やうに なり、 從來 克己 修養、 律法の 範圍內 にあり て は、 未 

だ 曾て 夢る こと も 得なら ざり し 平和 を 其の 靈 魂に 與 へられ、 十字架の 救 ひ を經驗 する ことが 出來 

た。 彼 は 飢ゑ渴 く 如く 義を慕 ひ、 羅馬霄 章に 云って ある 如き 鶴 的の 悪戰苦 1； に 悶えて 居った 其 

の 荷 を、 十字架の 下に 脫 却して、 祌の 子た るの 自由に 入る こと を 得た。 背て 『i お 我れ 困苦る 人な 

るかな。 此の 死の 身體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や』 と 叫んだ ものが、 今 は 『是 我らの 主耶穌 基！^:: な 

るが 故に 神に 感謝す』， と斷肯 し 得る やうに なった。 斯くて 己が 救 はれた る實驗 上から 立論して、 基 

督の 十字架の 福 昔を證 明す る を 以て 終生の 任務と する ことにな つた。 羅馬 素： や 加拉太 書に 共の 精； 1： 

が、 燃 ゆるば かりの 讓鋒を 以て寫 し 出されて 居る。 バウ 口 は 商人の 佳き K 珠を兑 出した ろと 同様、 

基督の 救 ひに 歡喜 惟醱 したので ある。 

鄹穌に 見え， しのち 
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. 富める 年少の 司 

司 は 年少 氣鋭、 德を修 むる に 熱中し、 實 際に 於ても 品行 方：.^、 世 稀に 見る 君子 人であった らし 

い。 殊に 彼に 於て 最 とも美 はしき は、 修養の 小成に 安んじ 難く、 > 孜々 汲々 として 倦む こと を 知ら 

す、 常に 何物 か缺 くると ころ ある を自覺 して、 之を充 たす の 道 を 求めて 已 まな. かった ことで ある。 

ちっとち 

耶乐が 之 を 一 して、 其の 人と 爲りを 喜び、 頗る 之 を 愛せられ たの も 道理と 思 はる。 斯る經 藤 を 有 

する 人物が、 志 を 懐きて、 主に 見えた る ことで あるから、 造詣の 深 かるべき は 期して 俟っ ベく、 一 

5^ して バウ。 の 如き 經驗 にまで 继 むこと を 得べき 害であった。 然れ ども^ 圖 らん や 『汝 なほ 一 つ を 

缺く、 行きて 其の 所有 を賫 り、 貧者に 施せ、 然して 來り 十字架 を 取りて 我に 從へ』 と 云 はれた るに 

辟易し、 今 一 歩と 云 ふ 場合に 挫折し、 折角 意氣 込んだ こと も 寵頭蛇 尾、 鬼 苦しき 退却 を爲 し、 『哀し 

み 憂へ て 去りぬ』 と 記された 如き 末路に 陷 つて 了った。 まことに 遗憾千 萬な ことで ある。 i£ にして 

0 こ C 'おし 

秀でざる は 惜しむべし。 秀で &實ら ざる は 更に 遺憾き ことで ある。 天下 此の 官 める 4 年 紳士の 如き 

人が 少 くない。 志 弱行なる は 信仰生活に 取りて 最も 恐るべき 大敵で ある。 だ 美 はしき 品性 を 具 

へて 居る やうに：：^ えても、 精神 上の 病毒 旣に 肺腑に 潜伏せ ろが 爲、 此所ぞ と 云 ふ 場合に 倒る \ に 至 

る。 新くて 耶 穌に兑 えたる ことが 却て 其の 躓きの 媒介と なり、 滅亡の 因と なる ので ある。 . 


【 ユダヤの 總将 なる 彼 は、 法廷に 於て 耶穌を 見、 『未だ 此の 人の 如く 物 云 ひし を II かす』 と 評せられ 

だる 耶穌の 語 を 耳に し、 其の 雄 辯なる 沈 默に打 たれ、 其の 威あって^ からす、 ぉ所の羊にして王^<； 

にも 勝る 態度に 動かされ、 自らの 進退 去就に 惑 ひて は、 堂々 たる 羅馬 の顯宫 も 宛然 自身が 秉 罪被吿 

人の 地位に^ かれた らんが 如く 覺 えて、 斷 乎た る宣吿 を 下し 難く 見えた。 其れ さへ あるに、 * が 夜 

前の 凶夢 云々 なれば、 『此の 義 しき 人に 干るな かれ』 と 忠告した ので、 取つ 置つ (、訨 々思案に 暗れ た。 

斯くて 耶 彼に 向 ひて 『a; 现に 就て 證を なす』 と 云 はれし とき、 ピラト は 『眞现 は 如何なる も のぞ 

や』 と 反問した。 B 现は 何で あるか。 此れ は 千古の 大 問題で ある。 靈 性の 安危 其の 解決に 懸る。 3 む 

面目に 硏究 せねば ならぬ。 然も 問 ひ を 受けし は^ 穌 である。 千載の 一遇、 ピラトが 誠を盡 くし、 熟 

心に 之 を 問 ひさへ したならば、 必す 光明 を與 へられた であらう。 然れ ども 彼の 態度 は餘 りに 懊 的 

であった。 道理に 無顿 着であった。 其の 靈魂は 利害の 問題に 屈 托する のみであった。 彼 は 政： の 

懸 引き、 權カ 地位の 举 奪に 苦心す るの 外、 精祌 上の 問題 を 念頭に 置く £ が出來 ぬのであった。 nnif 

と は何ぞ や』 と 問 ひても、 其の 答 を俟っ MJ さへ せす、 『また 出. で』 て ユダヤ人に 往き、 1$ び權， 峪を. 弄 

んで餘 念な か つたので ある。 世に はテ モテ後 害 三の 七の 『常に 擧べ ども 眞理 を識 るに 至る こと 能 は』 

ざる もの も 多い。 叉 ピラトの やうに 之を學 ぶの 志 無く、 冷然 『眞理 と は何ぞ や』 と 云って 其の^ 1- 

耶稣に 見えし のち  六 1 
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に 無顿 着な る 人 も 少 くない。 『眞理 と は何ぞ や』 と 云 ひつ \ 滅亡 して 了 ふ。 

新く の 如く 或は 耶穌に 謁し、 道 を 悟りて 其の 靈を救 はれた もの も ある。 或 ひは耶 穌に兑 えたが 爲 

に 却って 其 罪 を增す 結果に 陷っ たもの も ある。 サ マリヤの 婦人の 言に t# かれ、 耶穌に 見えて、 之 を 

信す るに 至った サ マ リャ人 は 遂に 彼の 女に 吿げて 云 ふやう、 『今 汝の肯 ひし 事に 因りて 信す るに 非 

我ら 自ら 聞きて、 此は 誠に 世の 救 主と、 知り たれば なり』 と。 主に 見える もの は 皆斯く ありた 

きもので ある。 

( 1 九 一六 キ三 Ho 


復活 日の 說敎 

『、王 赏に 甦り シ モ ンに 現れたり』 と は ェ ルサ レムの 笫 子ら が ェ マ ォに往 ける 一 一人の 笫 子に 吿 げたと 

けんもん 

とろで ある。 二人 は 亦 其の 見聞せ し 事 ども を 語り 出で、、 互に實 驗談を 交換し、 役活の 信仰 益々 熟 

しつ、 あった。 

きま リ 

現代の 人 は 復活に 躜き、 凡そ 奇蹟の 性質 を帶 ぶる 事柄に 對 して 疑 ひ を 挾む は 其の 定例の 様になつ 

て 居る。 然し 基督の 十字架に 對 して は 日本人で も 心 ある もの は 何等の 惡 感情 を 寄す る 様に 見えぬ。 

寧ろ 其の 犧牲獻 身の 壯烈 さに 感激し、 だしき は 之 を 痛快と さへ 叫ぶ かも 知れぬ。 誰も 十字架に 輝 

く 道德の 光に 動かされ、 之に 引き付けら る 、如く 感ぜぬ もの は 無から う。 

つま ゴ 

ユダヤ人 は 決して 然 うでなかった。 彼ら は 十字架に 躓いた。 耶穌の 弟子ら で すら 之が 爲に 喪心 自 

失、 其の 爲す ところ を 知らす、 全く 絶望の 淵に 沈んで 了うた。 復活の 夕 エマオの 村に 往 ける 二人の 

かたりあ 

弟子 は 如何に 嘆き 憂へ て ありた るよ。 『耶穌 云 ひける は汝ら 歩みつ 、ガ； に 哀しみ 談論 ふ >t は何ぞ や。 

をの 一人の タレ ォパと 云へ る 者 答へ ける は汝は H ルサ レムの 旅人に して 獨り 此の頃 有りし こと を 知 

らざ るか 力 答へ ける は 何事 ぞゃ。 之に 曰 ひける は ナザレの 耶穌 のこと なり。 此の 人 は 神と 萬 民の 前 

P  ちから  9- くにん  わた  つけ 

に 於て 行と 言に 大 いなる 能 ある 豫言 者な りしが、 祭司の 長と 有司 等、 彼 を 死罪に 解して 十字架に 釘た 

復活 日の 說敎  六 三 
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bo 我ら イスラエル を 贈 はん 者 は 此の 人な りと 望みたり し。 又 それの みならす 此らの 事の 成しより 

今日は^ 三 H なる に 我らの 中なる 或る 婦 たち 我ら を驚駭 せり。 彼ら 朝 はやく 墓に 往き、 その 屍 を 見： 

すして 來り 天使 あら はれて 彼 は麵れ りと 云 へ る を 見たり と吿 ぐ。 また 我らと 偕に 在りし 者 も 慕に 往 

きたる に婦の 曾 へる 如くに て 且彼を E ざ りき』 ( j  W ほ 一一 一一 I の)。 彼らが 基督に 心醉 し イスラ H ルを救 は 

ん もの は 此の 人な りと 望んだ だけに、 十字架に 依りて 與 へられた る 打 擊を感 する HJ^ だしく、 失 

望 落膽 して 途方に 募れ、 耶 穌筏活 せりとの 報告に 耳 を 傾く るの 氣分 にもな り 難く、 全然 夢に 夢み た 一 

様な 心地であった らしい。 此の 二人の 心の 有 樣は弟 子ら 全體を 代表す る ものと 兒る RJ が 出 來ろ。 然： 

るに 三日 EH になり て 其の 精神 狀態、 俄に 變 化して、 暗黑 より 白晝に 移りた らん 如く、 確信. E の 様 一 

に、 意氣 火の 恢" ゆるば かりにな つたの は 如何なる 次第で あるか。 其の £ル 因に 非常なる ことがあった 

に 相違ない。 如何して 斯 くは變 化した ので あるか。 

彼らが 役活 せし 耶穌 に出會 うたと 云 ふが、 其の 變化 を說 明す るに 最も 相應 はしき！ i^w である。 他 一 

人の 報吿 のみに て は 容易に 信す る を 得 ざり しもの も、 親しく 其の 事實を 見聞して は、 疑 を 挟む に 由： 

なく、 主實に 輕 れ ひとの 確信 此 所に 生じて、 從來に 勝る 態度 を 以て 耶穌に 依り 賴 むこと， - なった の： 

である。  一 

なきがら 

彼ら は耶 の 役活を 如何なる ものと 認めた ので あるか。 其の 遣骸が 墓に 在らすな つたと 云 ふ 意味 

に 於て、 耶穌 は役活 した ものと 信じた ので ある。 役活は 難ら れた 屍に 關 係の ある 幕實 に相逮 ない。 ， 


、弟子ら は 確かに 之 を 其の 様に 考 へたので ある。 馬可俾 などの 記事 は 信 を 措く に 足る もので、 基督の 

生： S を 知らん と 欲する もの は、 其の 材料 を 之に 求む る 外 はない。 獨り e ん活 のさに 至りて 之 を^ 极ひ 

にすべき 道理がない。 事 奇蹟に 涉 るから と 云って 一 概に之 を 排斥し、 ilE&r なる 記錄を 採^して 忌み 

憚る ところ 無き は、 頗る 非科舉 的の 所爲 では あるまい か。 理性 を 重ん f- ると 稱 して、 F!:! 然感 に驅 

ら るる ものと 見られても、 抗 辯の 现. H なから うと 思 はる。 バウ 。など は 耶穌の 役活を 如何に 解して 

居った ので あるか。 フライ デレル 等が パゥ 口の 信じた る 耶穌の 筏活は 精神的の もので、 肉體 には少 

しも 關係を 有する もので 無い と、 王 張す るが 匿；資 か。 バウ n はコリ ント 前書 第 十五 章に、 『架 愈 门に適 ひ 

て、 ぶ W 我らの 罪の 爲に 死にて 葬られ、 第三 日 に^り ゲバに 現れ、 十二の 弟子に 現れ、 五 fz: の 兄弟 

共に ありし とき 之に 現れ、 其の 兄弟のう ち 多く は 今 世に あり』 と 記した。 彼 は 確かに 葬られた か # 

が t マル 三日に つた ものと 信じた やうで ある。 耶穌の 役活は 葬られた る 肉體と 離れ 難き 關係を 有する 

性質の ものであった。 又 第三 日と あるに 由れば、 復活が 藤 史的の 出來 事であって、 §5- に 耶穌の 

然として 生存す と 云 ふ 如き 意味の ものに 非す と解釋 する が穩當 では あるまい か。 

バウ 口 は 云 ふ も 更なり、 耶穌の 弟子た ちが、 師 の遣骸 墓に あらすな つたと 云 ふ 意味に 於て 役活を 

信じた こと は事實 である。 此の 信仰から 甚督敎 が 世に 成立す るに 至 つたこと も 亦 疑な き 事柄で あ 

る。 彼ら は 如何にして 斯 くの 如き 驚くべき 事 一: 莨 を 信す るに 至った ので あるか。 其の 自ら 語る ところ 

に. H れば、 役活 した 耶穌を 親しく 目擊 したから である。 其れ も 傅かに  一 二人 位で はない。 時 を 異に 

復活 曰の 說敎  六 五 
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し 場所 を 異にして 十一 一人 否 五 百 人の 兄弟にまで も 現 はれた ものであると 云 ふ 報告が 虚偽で あるか。 一 

報吿 共の もの は ^偽で はない が、 彼らの 見聞した と 思った ところに 疑 ひ を 挾み、 見ぬ もの を 見た と： 

妄信し、 聞かざる もの を 聞いた と 血迷った ものと 解釋 すべきで あるか。 5;^ して 然り とせば 茶督敎 と： 

其の 歷史が 全く 狂氣の 沙汰から 生み出され、 痴人の 夢 を 其の 根據 とする ものと ならざる を 得ない。 i 

吾人 は斯 る大膽 なる 斷案を 下す の 責任 を 負 ふこと を 厭 はす、 眞 面目なる 常識 ある 耶穌の 弟子ら に對！ 

して 彼ら は 狂 愚の 徒翠に 過ぎぬ、 然ら ざれば 偽り を 構へ て 故意に 世 を 惑 はした ものと 判決す る こと 一 

を敢 てす る ことが 出來 るか。 耶 g 復活せ りとの 報傳 はり 其の 關係 頗る 重大なる！： 題 を 生じた るに 拘 

はら や、 何人も 之 を 葬りた る 墓 を探檢 する に 思 ひ 到らす、 共の 遣 骸の其 所に 在り や 無し や を 確め 

なかつ であらう か。 遺骸が 事實 元の 儘に て 北ハ 所に ありた るに も拘ら す、 尙ほ 復活の 確信 は 猛火の 如 一 

く^^^子らの^？にも其の他にも燃ぇ擴がったのでぁるか、 或は ル ナ ンの說 明せ る 如く マグ ダラの マ リー 

ャが密 に 之を隱 した もので あるか。 或は オスカル • ホルツ マ ンの唱 ふる 如く アリマ タヤの ョセ フ其； 

の 新しく 造りた る 墓 を 死せ る耶 穌に獻 じたる も、 後に 惜しくな りて、 遺骸 を 他所に 運び 移した もの 一 

であるか。 斯 くの 如き 極 類の 說 明が 何程 提供 せられても、 耶穌 復活せ りと 確信せ る 弟子ら の 心理 狀， 

態と 共の 由 米、 及び 北ハの 確信の 結 栗た る 基督 敎を說 明す る こと は 到底 32 釆ぬ ことで ある。  ： 

斯 くの 如く 死せ る 耶穌は 其の 遣骸が 墳墓のう ちに 在らすな つたと いふ 意味に 於て、 然ぅ云 ふ 性 害 

を 以て 復活せられ たので ある。 然れ ども 其の 復活せ る 肉體は 依然として 全く 营 のま、 で 無い。 iS 化 一 


せら たもので あった。 旣に祌 々しき 他界の ものと なった ので ある。 故に 之 を兒れ ども 見えす、 聞 

けど も 問えざる 如き 場 4  口 もあった。 心 っ|| の 眼の 開けて W 分明なる ものに 非 ざれば 之 を 見る こと を 得 

なかった ので ある。 役活 もべ ター ーャの ラザロの 如きの みで は宗敎 上の 價値 ある を 見ぬ。 ^化して 神 

み し (有樣こハ乂>^^してこそ茶督者信仰の根據淵源となることが出1^るのでぁる。 

が くの 如く 役活 せられた るに 由り、 當 時の 弟子 等 は 次ぎの こと を擧 ぶこと が 出 i^、 總 ベて 

基督 者 は 福音 的の 活ける 信仰 を懷 くこと を 得た ので ある。 

1 耶 M は 其の 死後 確かに 生存して 居られる。 

二 役活 せる は 同 I 人格で ある 。十字架に 懸けられ たる ナザレの 耶穌が 復活した ので ある。 イン 

カァネ fi シ ヨン は 一時の 化 現、 假り そめの 出来 泰で 無く、 永久 的の ものである。 役 せる 基督 は 依 

わ 46  ) 

然として 吾人の 兄弟で ある。 

三 耶穌は 死後 役び 此の世界に 立ち 歸 へられた。 我らに 接近して られ る。 

四 彼 は 常に 世に 活動す。 使徒 行傳ー の 一 に 『凡そ 耶穌の 始めて 行へ ると ころ、 敎 へし 所』 と あ 

るが、 此れ は 不幸な 譯し 方で、 寧ろ 『耶穌 の 行 ひ 且敎へ 始めし 所』 と改 むる を適當 とす、 耶 S 生前の 

事業 は 之に 着手 せられた 迄の さで、 今が 其の 韆續 中で、 其の 完成 は將 來を俟 つて^る。 現に^ 督は我 

らの _5 ^に、 又 世界に 於て 其の 救 ひの 事業 を繼續 して^られる。 基督 者 は、 我に 非す 基督 我に 在りて 生 

くるな りと 云 ふ が出來 る。 復活せ る 基督 は 確かに 我らと 共に ある。 ステパ ノが天 を 仰ぎて 人の子 

復活 日の 說敎  六 七 


復活 曰の 說教  ブ/ 

神の 右に 坐す る を： たと ある 如く、 基督 は 常に 之 を 信 やる もの どもの ことに 御 心 を 深く 用 ひられつ 

つ ある。 『此の 故に 汝ら耶 穌 を 見 ざれ ども 之 を 愛し、 今 見す と雖 信じて 喜ぶ、 其の 喜び は 云 ひ 難く 且 

っ榮 あり』 (J -尋  , 

S 督の 復活 は 人の 死後 如何に 就きて 光明 を與 ふ。 其の 筏活は 死後の 生命の 初穗、 其の 豫約、 叉 其の 

I ポ本 である。 基督に 於て 死す る もの は必す 彼の 如く 新たなる、 より 高き 生命に 移る ことが 出來 る。 

天の 使、 i 乂 きの 朝 墓こ詣 でし 女た ちに 告げて 『汝 ら何ぞ 死た る 者の 中に 生た る 者 を 尊ぬ る や、 彼 は 

化に 在らす g| りたり』 (JDJ^)。 

『兄弟よ 汝らの ー§ れ.! は §.1 みなき 他人の 如くなら ざらん こと を 欲 ふが 故に 我ら 旣に 寢れる 者に 就て は 

汝らの 知らざる を 好ます。 我ら 若し 耶穌の 死て il りし 事 を 信 するならば 耶穌に 由れ る 所の 旣に 寢れ 

る 者を祌 彼と 供に 携へ 米らん こと を も 信すべき なり』 (^t ブ？ 一之 【f)。 『我れ 平安 を 汝らに 遣す。 我が 

平安 を汝 らに予 ふ。 我 あた ふる 所 は 世の 予 ふる 所の 如きに 非す、 汝ら 心に 憂 ふる 勿れ、 又 1^ るる 勿 

し』、 ヨハネ @M)"  の. く、 基督の 復活 は、 愛する 者 を 失 ひて 之 を 嘆き 哀む 人々 の 光明 叉 力 

である。 


唯 ffi 督ぁる の み 

約 翰 傅 六 巧 g 穌の に 第って 居った ものが、 段 * 洮 ぼて 行く。 喩 へて ると 戰& ならば 本 

營 が手雜 になった 様に える。 此の^^ 穌 おでに 向って 『商 街 M 亦 去ん と 意 ふや』 と 問 はれた。 當時 

如何に 《おしく 又" f いものが あつたか 椎{ 祭し 得られ K、。 汝ゃも 夫ら うと 思 ふなら ば 去っても 得い、 汝 

やの t-w に すので あるが、 如何す K かと 一一 一一： はれる と、 之に 對 して 第. 六 $ ハ 十八 節 『シ モ ンべ テロ 答 

/けろ は、 キーよ、 我 倚 は 誰 に^ん や 永 生 のーー？：を有る^^け项なり』 とかう 答へ た。 只今 此ぺテ a 

の fi!:r#:? を 硏究 しょうと 思 ふ。 

きに^ 穌を i„ おひ 其 周 園に 第った ユダヤ人が 何故 一 人 桃げ 一 一人 逃げして 遂にち り，^ に 去って 了 

つた か、 北ハ は 太 常のお 敎 心から 起った ので は 無い。 もとく t 似お. は<5.」^ んと し、 t おく は 政治 上の 

野、 し を t ^一げ ようとし たので、 鎮魂の 事、 救の 事に 闊 係が 無かった、 そこで 雲霞の如く 集っても 永 

f  J  か ij.^ きいの ち 

ちに ついては 餘り 心に 感す ると ころ、 青驗 すると ころが 無かった。 今 耶穌は 永 生 の 事、 ® "ス动 

の 事を說 いたので ある、 即ち 期待した 處に いた、 當が 外れた。 そこで 段み 其 h 将の許 を 遠ざかって 

一 了った、 然るに ぺテ a や 其 他 の^子 は 何故 某叔 H の 許 を 去らな.^ つた か、 其 譯を考 へて 113^ ると、 彼等 

は ま.^ ちに 就て ま 験す る處 があった に 相^ない が、 ぺ テ U の m つた 霄 葉を詐 しく 調べる と、 彼, 

唯 1=;^ ほ あるの み  六 九 
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ところ ** だら 

けお 斑、 ^is の敎の 局！？. 味った けれども、 其敎の 中心と いふ 様な もの. V 捕へ て 居な か つ 

た。 それでも^ ほ 心に 深く  f;.fK- ところがあった。 大 照が 分らす、 局部々. に 限られた けれども、 

何 か f  ^ に i^>c 、所^あった。 其の f ぼ. *v 刺激され、 深い iS 求 を, さるる ところがあった。 乃で g 

か.^ て蜀 ゆ. わ、 jf,  it で、 其叔" .*v 去ス t〕 はす、 尙 多く を1, 、度い と 田れ つたので ある。 

沂夾 の：^, 楠^に i$ て Eh ひ あた 所が ある。 タ， の 人が 隼って 成 f- な龠 があって も、 せ、 奥會に 於て 

ひ-う！ -.  ど  か 5.J りなき. 5 のち 

何い ふ^ 辦. -贿 へた か、 1^ の點に 執-力.. V 及ぼした か、 車に よると 永 生 、 纖 魂の 敎ひ、 十字架の， 

晴 や-に： t 线 15 い St ；、  ^卅 一の 人. Jiir は 十： i であった かも.^ れぬ。 ^稣の 周圍に ユダヤ人が 4^ 救维っ 

て. -、 八：. i^^v^ よう レ f;: り、 あはよ くば 政： _ 山上の 野心., げたいと 思った。 然るに 今 共の 敎の眞 

j^IE: に對 して InJ. れげ cnE^:^ れた、 そこで 一 人^げ】 一人^げ て 行った ので ある。 後に 殘っ たもの は 華 

か ijn たきい のち 

か、 稍 永 ^ の點 に^て 得ス 所があって、 其. 面に 於て 咸.. 謝に 堪 へぬ 幕の あった i^- 中が、 の 

ll;!r*v4Kh5i^ な， S や^った ので ぁス。 草： け 初から 我. -の m 心すべき 車., V 敎 へる。 どうも 傅 £ ーは驟 魂の. 

かゲ わたき いのち 

敕ひ， 永 生 に i^K 、精に 3i. 有-に f. むべき である。 t. 女 熟の 人. jV 集める、 うれしがらせる、 共 は 

成？. に し えても t ハ E だ。 十八 なくても 少し 得ス處 があって、 之 を 棄 つるに 忍びない、 もっと 聞か 

か Vj りなき (のち 

して $sr ひたいと たる。 それが^|5{^だ。 ゅ-人.^v隼め^cだけでは何にもならなぃ。 永 生 と は 一 體 fs- 

であります か。 ； i は であ K ヽ i である、 愛で ある。 光ふ義 A 愛 とが 人の 胸 に^れ、 活動して、 

, •  I  か ザ- n たきい のち  あぎ りなき.^ のち 

せ、 の 心に f; き、 人. 5-:^: す、. K を 永 生. V なづける。 信仰の は此永 生 を 明に し 叉 之に 接觸す 


V , , ,  わ *.JD なきい のち 

る こと を や. うする。 我等 をして 此 永 生 に觸れ しむる、 之が 傳道、 之が 信仰の 耍點 である。 ぺテ 

口 や は 旣に某 # の 事 を 聞いて 此の 年頃 共の 御供 をし、 共の 感化 を 蒙り、 其 胸中に 多少 得る 處が あつ 

た。 朱 だ いとい ふまでに は 行かない けれども、 其 經驗上 喜ばしくて 堪らない ものが あった。 新く 

て 世の 人 は 出て 行く が、 爾鲆は 如何 かと 言 はれた 時、 彼等 は 如何して 何 慮に 行き ませう か、.？ 

の を 有る 者は汝 なり と 答へ たので ある。 

今 n 世？ § に 種々 の敎が ある。 道德 の敎、 精神 修養の 工夫 も隨分 ある。 生命の 問題 も ある。 如何に 

すれば 安心 平， W が 5 おられる か、 如何 すれば 德が 修まる か、 如何 すれば 若い者の 道德 が^ 同になる か、 

之に 就て 工夫 研究が 盛で ある。 然しい くら 然 いふ 工夫が あっても、 殘る ところ は 心の {ゃ；^^ だ。 どう 

も 何 か 腹 を 感じて ひだる くなる。 そこで 『あなた を棄 てて 誰に 行かん や』 となる。 今日日 本の 精 

祌界を 115, 渡す と、 i- 々の說 も ある、 新しい 宗敎の 様な もの も 出て くる、 珍ら しい 事.， V- 競うて 唱 へる 

者 も ある。 が 古い 丸藥 に. $ 箔を つけて 寶る 様な の も あるが、 何れ を a ても歸 する 所 人の 心に 

{ や：^ を 殘す者 許で は 無い か。 

欧洲の 戰 に 就て 如何 すれば 移-同に、 水 縛す る 平和が 得られる か、 此頃或 友達が 一 つの 街 物の 車 を 

話して M かせた。 其に 摅 ると 今日の 圃民、 王義 とい ひ、 圃家、 }f 義と いひ、 或 ひ は c: 分の 人 を 保護し 

て 行く とい ふ、 1$. する に此 は、 ff 我 的、 己 を 利す る 事で ある。 ffl. 子の 初を讀 むと、 誰も 彼 も 利 を 欲す 

れば國 が 立ち行 かんとい ふ 事 を ffl 子が 梁の 惠 王に 說 いて 居る 事が 書いて ある。 如何に 平和の 良い 結 
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报を 納めようと 骨析 つても 今の 様に 只 自分の 國民、 亞細 isi、 歐羅 巴、 チュ ー トン、 ラテン、 アン グ 

口 サ クソン、 スラブ、 などと 各. CI 分の 人 稀ゃ圃 民に 泥み、 其 主張 を何處 まで も贯 かう、 望 を 遂げ 

や う 執， 力., vRT らうと、 つまり、 If 我的刦 ro 的 商人？^^ 政治 を 支配す 様に て は 永遠の 平和 は 5：： られな 

い。 、水涛の1^^^は|>ぐするに其叔りの敎が 一 人 一 家.^.支配す^^様に圃を支配し、 國. vll との 問 を 支配す 

^C事にならたければ5:Iられぬのでぁ^C、。  E 《ふにん r 度の 戰举に 於て 永遠の 平和が 如何したら g: られる 

か へば、 闹民キ 義 も、 鬭家、 も、 人 も、 悉く 其臀の 前に ひれふし、 北 (命令 を i ^小 じ、 其 

指^ を受 くス やうに ならねば ならぬ。 那も； i の 雨の^ 德、 祌の阈 の 気風 や 板 合が 世界 一般に 行 はれ 

る楼 になら たければ ならぬ。 然 ならなければ 多くの 人が 血 を 流しても $： 犬 死と なる。 

If 顆の 俯：^ でさへ^ ほ H っ然 り、 ^んゃ i: 魂の 問題に 對 して は 誰が 之を充 たし 5Sk> や、 これ 

か * さりな きいの ち  ど 5 

は 一 K ふまで も 無い、 『翁" 儕 は 誰に かんや 永 生 の曾..^-有る者は雨なり』 我 ゆ. -は 何しても 之 を 以て 

立つ、 之で 無ければ 人 は 救へ ない と考 へざ^. V ん 化ない。 そこで 我々 は 保羅の  一一 一一 r 葉 『我 は福靑 を耻と 

ちから 

せす、 ^^.lilHr は ユダヤ人.. V 始め、 ギリシャ 人す ベて t".^ る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 たれば 也』 とい ふ 

事に 思 ひ 到る。 或は fl 學、 I 的倏 養，、 色々 f 养 咄も澤 山に ある、 叉 深^吸、 靜」 I- 法 等 も あるが、 皆 

すべての 人に 滴す ズ"譯 に 行かぬ、 其 他 奥行の ありさう に昆 える 修養 咄も ある。 然し 何處 にす ベて を 

救 ふ ものが あろ か、 4： 條仲附 である。 どこに 霞 魂の 根本的の 病氣に 手. ♦v 下して、 之 を 救 ふ途が ある 

か、 如何 も 私に はあり さう に 思 はれない。 叉兹に 祌の大 能と あります が、 之 は 人 を 救 ひ、 罪と い. JI 


极木 の 問题を 解決す る 力で ある。 

八， 日 我ら は E;^ して 此救 ひの 力. vt-t、 して t:. ろか。 。ハウ n は此 カを經 11- した。 北.、 故に 彼 は 人の 前に 

立ち て^る 所 無く 敎 をせ： ぶ K*..v# た。 倚 £ー の li ハ訣兹 にある。 祌と 我との 板木 的の 問題 を 解：^ し 

て、 實に^ する までになる。 『其 宵 は肯ひ 維く せ、 榮喩 ふるに もの』 が 無い。 断う いふ 一 つの 仰の 

經驗 がなければ ならぬ。 我：^. -は此 信仰の 經險を もって 世に 傅、 道し なければ ならぬ。 私が n 分の 敎會. 

の旣往 一 年 問の 成 緒に 就て 調べて 毘 ると、 昨年の 協同 傅 道の 力の 偉大な りし を 思 は ざろ を 得ない。 

然し i 右し 之に バウ a の 『此福 は …… 祌の 力』 とい ふ 魂に 應 へる、 各々 の. お ^ 性の 奥 K に ひ、. -く 力が 

十分 ここに 充 ちて 居たならば、 もっと 偉大な 力が あつたで あらう と 思 はれる。 然し バウ。 のい ふ 様 

に 力が 充ち たと 思 ふ もの は 無かった らう。 それに も 佝ら す、 かかる 結 ml- があって、 其：： ira;- は 今 n= も 

^ま殘 つて Qi^ る。 若し 此 度の 協同 傅 道の 稷，- なる 八. 5- てに 所謂 『信す る 人に 充っ る祌の 力』 が i おろな 

らば 如何 の 力が あるか、 實に 偉い もので あらう と m 心 ふ。 

私は此 STi 々協 1:! 傅^の 効力の あ 事 を信ャ る。 若し B 面 目 にやるならば 實に愤 いもの だと 思 

ふ。 邪 床 今や H ルサレ ムに 行て 苦難に 遭 はんとし、 城 中 を 見て 之が 爲に 泣いた と ある。 私共 は 受難 

週 を 送り、 八， 日 は 復活 曰で あるが、 邢穌は 束 京の 械中を 望んで 何と 給 ふか。 IH.^ 後 十 一 章卄 六に 

まちのう ち  I  y  -:■  \  . I  f 

『河の 難、 盗賊の 雑』 ^種々 の 難. げた 中に、 ^裏の 靴と いふの が あ >0。  €wl^ts の鄉 お 何に 

罪. 惡が 城の 中に 行 はれて 居る か、 エルサレム の 城. V 昆て 泣きし 耶穌の 心 を 思 ひ、 此 東京の 都市が 如 

堆茶督 あるの み  七三  [  I 
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何に 神に 逆 ひ、 其 御 3n を 痛め、 冥 不靈、 鎮魂 を 忘れ、 唯 物質 上の 利害に のみ 拘 はって 居る か を 田 ゆ 

ひ、 之が 爲に 泣き、 歎願し、 若し 彼等の 救 はるる 爲 ならば、 如何い ふ 事 も 辛抱す る、 バウ a は 『^ 

骨肉 が 兄弟の 爲 ならん に は、 或は 某. 督 より 離れ、 滅亡に 至る も 亦 我が 願な り』 と 言って 居る が、 

我等 も かかる 精祌を 以て 齋鬪 努力したい。 

『两 ir 安 か：^、 父の 我 を 遣 はしし 如く 我 も 两曹を 遣さん』 是は 復活の 耶穌 のお 語で ある。 此處 にあ- 

る  S:  はさんと いふ 語に 就いて 原 害 を 見れば、  遺 はしつつ ありと 云 ふ 語であって、 まだ 其の 働が 濟ま 

ぬ。 遣 はしつつ あろの だ。 今日の 此の 禮拜 が此 悪なる 迷信に 充 ちて、 而も 如何 すれば 眞の 安心が 

51： られ るかと 悶 へて 居る 此の 都市 を 悲しみ、 其の 有様 を 歎いて 父が 遣 はす 如く、 今 汝まを 遣しつつ 

あると いふ 此 一一 一一 r 獎を某 督の肯 葉と して 明かに 聽 きとり、 謹んで 命 を 奉じ、 手 を 分けて 骨 を 折る。 北ハ 

の 準 f の 祈禱佥 2、 其の 約束の 集り、 傅 道の 打合せの 集會 である 様に したい。 他に 救 無し、 唯基督€^ 

外 永生 を與 ふる 者 はない。  . 

( 1 九 1 六 年 四 CO 
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保 si が^ 林 多 後 害 g; 章 十六 節から 五 章 十 節までに 述べて 居る 所 は、 人 問の 生活が 現在に 局限され 

たもので なく、 永遠に 一旦って 發展 する もので あり、 然も 現在の 狀 態より 更により 善き ものが、 我々 

を 待ち受けて 居る と 云 ふ 意味で ある。 之と 同じ 意味の 一一 一一 I： 葉 は、 哥林多 前書 二 章の 九 節に も毘 える。 

『錄 して 神の 己 を 愛する 者の 爲に備 へ 給 ひし もの は、 目 末 だ 見す、 耳 末 だ 聞かす、 人の 心 末 だ 念 は 

る ものな りと あるが 如し』 と あるが 其れで ある。 叉 約 翰 io^ 1 書 三 章 一 、 一 一節に 『汝ら 見よ 我ら 稱 へ 

られて 神の 子た る こと を 得。 此れ 父の 我らに 賜 ふ 如何ば かりの 愛ぞ。 世 は 父 を 知らす。 之に 因りて 

我ら を も識ら ざるな り。 愛する 者よ、 我ら 今 神の 子たり。 後 如何。 未だ 顯 はれす。 其の 現 はれん 時 

に は、 必す 彼に 街ん KJ を 知る。 蓋 我ら 其の 眞の狀 を 見る ベければ なり』 と， 其の 驗 より 歸納 し、 

力強く、 直： び 勇んで 來 世に 於け る 希望 を 高調して 居る。 、王 耶穌自 らも、 約 翰 傅 十 の 始めに ある 

如く 『汝ら 心に 憂 ふる 勿れ。 神 を 信じ 叉 我 を 信すべし。 我が 父の 家に は 住居 多し』 云々 の 言葉 を 遺. 

された。 

斯 くの 如く 耶 を 信す る 者 は、 唯 現在の 生活に 安んじて、 其の 努力 經營を 此處に 局限せ ぬ。 其の. 

計 養 も、 希望 も、 努力 も 一切 を擧げ て、 現在の 狀 態より 光榮 ある 後の 世界に 移り行く ものと する の. 
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であるが、 世 には來 世の 問題 を 疑問に 附し、 死後の 事 は 頓着の 必要 更に 無しと 思 ふ 者 も くな. 

い。 然し^々 が 此の世 限りの もの か 否か は、 我々 の現實 生活に 容 R 勿なら ぬ 關係を 及ぼす ことで あ 

る。 到底 不問に 附 する 事 を 許さぬ。 例へば 玆に 子供が あって 彼の 存命が 十五 歳まで だと 豫め 定めら. 

れ たと 致したなら、 之 を 知った 親子の 計 戴 は 如何ば かり 制限 を受 くるで あらう か。 旣に 彼の 生活の 

範 阿が！：： 1； 限され た 以上、 親の 計畫 子の 抱負 も 其れ 相應 に縮少 せられ、 好い加減な 處で お茶 を 濁す に 

止まらざる を 得ぬ であらう。 此れが 若しもつ と 成人の GD^ 込 も 立ち 前途 洋々 希望 も 高く 漲る とすれば. 

如何で あらう。 恐らく 親逹ゃ 本人の 計靈 努力 も 擴大し 緊張す るに 相逮 あるまい。 現在と 未來 との 關： 

係 は I 焚に 密接 不離なる ものが あって、 未来に 對 する 觀 念の 極り 方 如何で、 物^^^-が變って來るのでぁ 

る。 我々 は 年 こそ ま 一ね たれ、 考 へて 見る と 此の 成人せ ぬ 子供と！： Z じく、  も すれば 此の 肚 限りで 兑 

極め を 付け、 人 牛； 僅に 五十、 七十 は 古来 稀な りと 云ふ吝 つたれ た 了見で、 世の 事 を 計 誓す る倾 きが 

ある。 それで は 丁年 未滿で 終る と 極め 込んだ 子供と 異る ところがない。 此の 點 だけ を^へ て见て も. 

來 世の 問题を 無頓着に して は濟 まされない ことが 解る。  . 

然 らば 來 世と は 何で あるか。 唯 生命が 存繽 すと 云 ふに 止まり、 『千代の 厳』 の 如く 無意識に 存在す 

るので は、 餘り ^ましくない 事 かも 知れぬ。 例へば 彼の 『和莊 兵衞』 に 出て 来る 人々 の 様に、 壽命. 

が 無暗に ず：； 歳々々 と 核く ので は、 却って 困り 物で あらう。 來 世と は 決して 然る 譯の もので はない 

來^ と は、 活ける 父なる 神に 對 して、 人格 的の 交り を 結び、 之と 深き 愛の 交歡 をな し、 自己 存在 0. 


目的 を 基督に 依りて 確認し、 現在より、 より 美しく、 より 善き 狀 態に 進み 行く こと、 換首 すれば 

『唯獨 の 父なる 眞の 神と、 其の 遣 はし、 耶穌 基督 を認る こと』 に ral りて 捷ち 獲る 永 生 を 全うす 

る 事で ある。  ， 

來世は 何 を极據 として 信ぜら る k か。 答案 は 幾通り も あらう が、 此の 講增 一から 之 を 悉す事 は出來 

ない。 然し 共 二三 を 首って In- よう。 來 世の 信仰 は、 人心に 极 深く 植ゑ 付けられて 中々 取り除け な 

い。 確に 人類 本然の 要求で あるに 相 遠ない ので ある。 之に は隨 分反對 論者 も あれば、 又 親しく 我々 

の Ef^ 聞す る 現象の 中に、 此の 信念 を裹 切らしむ るが 如き ものが ある。 例へば 人の 體が， 一：? 氣に なり、 

衰弱して 徵菌の <!： 食に なって、 土に 歸 する 淺問 敷き 狀態を 眼前に InJ- る ことがある。 然し 我々 は 中々 

其れぎ りになる と は 思 はぬ。 死んだ 者から 手紙 を 受取った 驗 もない、 それでも 强 に 人は來 世の 信 

仰 を 握って 放さぬ。 旣に 此れが 不思議で ある。 迚も 來 世の 信仰 を.、 人の 心から 除き 去る {ej は 出 米ぬ 

であらう。 口で は 色々 言って 見ても、 事實 此の 信仰な くして は、 濟 まぬ 場 八：： が ある" 之に は： 1： か 深 

い 仔細、 北ハの 據り虚 がなくて はならぬ。 利己的な、 物質的な、 少 さな 生活 を 送って aw る 人に は、 來 

世の 考へ なぞ 出て 來 ぬが、 若し 人が 眞 面目に なり、 良心が 覺醒 し、 道 德に眼 を 注け、 人 を 愛し、 友 

情に 燃え、 美しい 切なる 思 胸に 溢る &に 至る 時 は 必す來 世の 觀念、 死後の ii; 題が 湧いて 來 るので あ 

る。 而 して 天の 一方に、 J_ ；方诞 として 何か靈 眼に 映る もの ある を感 する に 至る。 ュ， 'ゴ， -が 『墓場 は 

行詰りの 路地で はない) 堂々 たる 大路で ある。 人生 は 黄昏 時の 風光 を 以て 閉ざ k れる けれど、 黎明 
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5 ち  I 

の 如く 再び 開 かれる ものである。 我 は 自己の 衷 なる もの を 語り 悉 して 居らぬ。 然し 恐らく もっと 語 一 

り 得る 世界が 此の先に あるので あらう。 其の 限りなき 世界 を 慕 ひ 求めて 歇 まぬ 此の 心 こそ、 來世實 一 

在の 何よりの 證據 では あるまい か』 と 言 つて 居る が、 實に然 うで- ^9 る。 墓場 は 人生の 行き詰り では： 

ない。 それ は 行き 拔け である。 街道 筋で ある。  一 

1 體人問 は 死後 其の 靈魂 如何 成り 行く か。 之を擧 問の 側から 專ら 理性に 訴 へて 考 へて 見る と、 人. 

は 死後 签に歸 すると 斷首 は出來 まい。 寧ろ 來世は 有り得る、 必す しも 之 を 否定し 去るべき 理窟の 

ない 位に は考 へられる。 叉 心现擧 者の 多く 唱 へる 所に 依る と、 頭腦は 官能 思想の 原因で なく、 其の i 

條途 機關 たるに 過ぎぬ さう であるが、 若し 然り とすれば、 人の 死亡に 因って、 此の _s 送 機 關が壞 減 

に歸 する 時、 靈的機 關も亦 消滅し 去って 跡 方な しな ど X 斷言 する ことが 出來 るか。 或は 寧ろ 消滅し 一 

去る もので ない と 云 ふ 方面に、 重き を 置いた 考へ 方が 妥當 では あるまい か。 强 ひて 科 擧哲舉 の 側か 

ら、 附 きもせ ね现 窟を附 けて、 人生 は 五十 年、 死んだら お 仕舞 ひで あると、 见 極め を附 くべき 道理 一 

はない。  一 

のみ  一 

然し 注意すべき は、 來 世と は 魂が 永遠に 滅びす して、 1 举に 存在す と 云 ふ 耳で なく 何 か 精神的 方面！ 

に 深い 關係 ありと 云 ふ 事で ある。 靈 的 生命 は-、 必す之 を 保存し、 擴 張ん、 彌が 上に 向上せ しむべき- 

<5_j^ が あり、 意義がなくて はならぬ" 來 世に 就て、 主として 考 ふべき は實に 此の 點 にある。 人 問の； 

努力 は 此の世 限りで 濟む であらう か、 品性 を 磨き、 活動 を惜 ます、 孜々 として 遣って 居る ことが、 


隶の かぎりで、 萬 事 徒 勞に霸 し、 流水に 字 を 書く が 如くならば、 人生 は 夢の 様な ものであるまい 

か。 それで は 如何 も 局が 付かぬ。 生き甲斐 も 無れば、 力 も 入らぬ。 

然し 或る人 は、 斯う 首 ふか も 知れぬ) 自分 は 來世を 信じないで 濟む。 人間 は 死んで 仕舞へば、 荼 

毘 一片の 煙、 それで 終り だ』 けれど 國家は 依然として 存在す るで はない か』 源平 藤 橘 顔 振 は 様々 で、 

世界の 舞裹に 出て 又 引っ込む が、 人類 其の 者 は 永劫に 繽 いて 行く ではない か" 又 在りし 古人の 心盡 

の 結 茶 は、 社會に 跟迹を 留めて 居る ではない か" 其れで 充分 だと。 5^ して 然ぅ であらう か。 國 萬 

々歳で あらう か。 人類 は 永劫に 殘 るか。 頗る 安心の 出来ぬ 話 だ。 何を极 據に國 家の 亡び、 人類の 行 

き 詰る 時が 無い と 云 ふので あるか。 個人の 感化、 事業、 印象な ども， 考 へて a ると 研究 問题 だ" 一 

體 人格と 事業と 何れ を 尊し と 見る か。 勿論 解り 切った 話で ある。 然るに 或る人の 言の 如く， 人格が 

消滅して 事業が 殘 ると 云 ふので は、 勘定が 合 はぬ。 不 釣合、 不滿 足な 話で ある。 加 之 人格 は 其の 全 

部 を 事業に 反映す る 事 は 到底 不可能 だと 言はなくて はならぬ) 此はュ ー ゴ，' が 夙に 嘆 じて 居る 所で 

ある。 彼 は 言 ふ 『より 多く、 より 善く 語り 度かった』 と" ブラウ 一一 ングの 詩に も、 若し 人 W が 五十 

年で お 仕舞で は、 何 か 未完成の ま \ に濟 ますの 外ない ものが あると 歌って ある。 人 折 €： 生れて 來 

ながら、 其の 仕事 を 終へ ざる 中に 空に 歸 するならば、 此の 位な 損失 はない。 ffi に 埋め合せ のっかぬ 

損失で ある。 鶴 肋が 殘 つて 上等の 肉 は 形な しになる 如く、 端 數が殘 つて、 本數が 消えて 仕舞 ふ 如く 

是橾 勘め 儿の合 はぬ 話 はない ので ある。 
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殊に 人 は 傑出して 豪く 成れば なる 程、 他から 现 解され ぬ 部分が 多く 成る。 凡夫で も 尙ぉ互 に 理解 

の Irar かぬ 餘分 を藏 して 居る。 北ハの 眞慣は 見て 貰へ ない ので ある。 如何なる 凡夫と 雌 も、 共の 中に 限 一 

りない^ きもの を 持って 居る。 その 可能性 は、 基督に 依りて 發： られ た。 彼 は 幼 兒の頭 を 撫で； 

、、『神の 國に 入る は斯 くの 如き 者な り』 と 言 はれた 事が ある。 現在 を 以て 幼 Z 几 を！！ g 枝り しょうと し： 

た 弟子 逮は、 始めて 玆に 弱小に 宿る 偉大と 云 ふこと に氣が 付いた" 幼兒は 世に 印象 感化 を殘す こと. 

なく、 共の 儘 濟んで 仕舞 ふと 極める こと は奨大 な逮算 であり、 損失で は あるまい • か。 淺 念な 話で あ 1 

る。 僅に 人格. s: の分數 だけが 他に 認められたり、 能力 を發 揮したり、 活動した りする が、 大部分 は 一 

消えて 跡 だに 無しと 云 ふ 風な 結論に 到着す るので は、 大變な^^^でぁる" 如何 も 人 11 の 志、 品性、 抱" 

ft と 斯う 考 へて 來 ると、 必す 此の儘で 跡 方な しに 成る と は 思へ ない。 强 ひて 此の儘 だと m 心 ふと、 今： 

tn も 明日 も 暗で ある。 無分別に 騷 いで 居る 者 はい ざ 知らす、 眞面 E な 人 は 此の 解決で は滿足 出來： 

ぬ。 世の中が 此の 場 限りと 云 ふなら ば、 人間の 生活 は 徒ら なる 負 擔の速 JB に 過ぎす、 共の 努力 は燒- 

石に 水 を まくが 如く、 骨折 損と 云 ふ 事になる" 斯 くの 如き 解：^ を 抱いて、 人生 を 渡る こと は だ雞： 

慎で ある。  一 

然し 我々 は 以上の 现. E のみに 基いて、 來 世の 存在 を信チ るので はない。 基督 敎は 耶穌に 依りて 人- 

の 惯 値の 莫大なる  こと、  無限なる こと を學 ぶ。 故に 耶 を 信す る 者と 然ら ざる 者と の^に は、 犬 淵 

も 管なら ざる 人に 對 する 判斷の 相違 を 見る ので ある。 基督の 敎 へられた 如く、 如何なる 卑しき 人と 


雖も、 その 中には 神の 子た るの 素 t:: が is つて 居る。 人 $： 堯舜 たり 得べ し e  $： 神の 子で ある。 此の 神 

の 子が 此の世 限りで あらう か、 若し 然 うならば 大變な 話で ある。 然し 左様で は あるまい 。『愛する 者 

よ。 我ら 今 神の 子たり。 後 如何、 未だ 顯れ す。 共の 現 はれん 時には、 必す 彼に $1： ん こと を 知る』 斯 

くて こそ 现に適 ふので ある。 

お A 

若し 鼓に 六 七 歳の 子供が あると する。 人 彼に 向って、 お前 は舉 校へ 行 くんだ ぞ。 然し 畢 校に は玩 

具 もなければ、 お^子 もない。 唯 一 生 叩に 御 本 を讀ん で、 一 時 も 一 一時^も、 凝と して 辛抱す る 

んだ、 北 ハれが 好い 事なん だからと、 吩 付たら 如何で あらう。 彼 は 嫌 だと 拗ねる に逮 ひない。 然し 彼 

が 成人の 曉、 擧校を 卒業した 時に なって、 昔 を 追懐したら 如何な 感が 起る か。 恐らく g 悔と滿 足と 

感謝と が 彼の 心を充 たす であらう。 此の 事 を考へ 度い。 未來は 如何。 今の 處我々 は 子供 15^ 様で、 玩 

ちゃ 

具が 欲しい、 遊んで 居たい、 甘い ものが 欲しい、 用事 は爲 度くない の だ。 『後 如何、 未だ 顯れ す』 若 

し 後の 窜が 未然に 解るならば、 頭 を捣て 嫌々 を 遣る かも 知れぬ。 然し 死後 振り返って IE}- る 時 矢張り 

結構だった と 思 ふに 逮 ひない。 有難 か つたと 感謝す るで あらう。 

來世は 現世の H¥ なる 延長で はない。 來世は 現世より 更に 深き もの、 進んだ ものであって、 宗敎 上の 

信仰、 道徳上の 理想で ある。 現世に 於ての 病勞 苦痛 も、 此の 信仰 だに あらば、 却って 之 を 神の 恩惠 

として 受 くる ことが 出來 る。 

我々 は 何時 迄 も 子供で は 居れぬ。 子供の 積り で 物 を計畫 すると、 飛んだ 間逮 であらう。 其の 爲に 
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我々 は、 前途に 莫大なる ものが 待って 居る 事 を 忘れたり、 油斷 したりす る。 隨 つて 盜 人の 夜 來 るが 

如く、， 可.^ 时訪ひ 給 ふ も 知れぬ 主 耶穌、 永 生の 主 を 見失 ふ 損失 を 被る こと S 々である。 今日の 基督 

お るれ 

敎 徒は餘 りに 暢氣 である。 恩寵 を受 くる ことのみ を 知って、 神に 對 する 厳なる 畏敬がない。 何時 ま 

でも 甘つ たれた 子供の 乳臭が ある。 然し 之で は 不可まい。 人生 はもつ と、 おごそかな ものである。 

然 く吞氣 に、 無考 では 居られない。 

(一 九 一 六 年 五 


生活の 學校 

人 は 未成 n 叫で ありたい。 全く 出 米 上って 了った ので は、 旣ぅ 仕方が無い。 何 所まで も 延びて 行く 

勢 ひが 欲しい。 進歩の 餘地を 持って 居たい ものである" ブラウ 一一 ング が歐洲 古今の 綺を批 刺して、 

古 代の もの は 圓滿に 發達を 遂げて 完全に なって 了った のが 淺念 であるが、 近代の 綺は 之に 反して， 

尙だ 未成 ni なと ころに 共の 長所が あると 論 結した の は、 人生 總 ベての 方面に 適 W すべき 一 つの 大切 

なる 標準で ある。 ルゥ テルが 完全なる 基督 者 は眞の 基督 者で ない と 云った の も， 矢 張此所 だら う。 

人 は 乾 洞び ぬ 様に したい ものである。 學 校の 生徒の みで はない。 老大の 人まで がいつ も學 校に 在る 

と いふ 心持ち を 失 つ て はならぬ 。 

た 世に 所謂 擧校 のみが 人の 修舉 すべき 學校 では 無から う。 日常の 生活が 旣に學 校で ある。 0^ 

の 上に 光 を 放つ 大 政治家 ゃ將 軍の 生活の マ t ならす、 凡庸なる 生活と 雖、 總 べて大 なる 敎 育機關 で、 

共の 開發 訓練の 効果 驚くべき ものが ある。 邪穌の 譬嗡に 畑に 隱れ たる 寶の 話が ある。 人生 は 即ち 此 

れだ。 無味 §1 調と 感ぜら る& 野良仕事 のなかに 精祌 界の寶 物が 潜んで B る。 之 を 掘り出せば 人格の 

趣味 や 程度 を 4= 大し、 靈魂を も 救 ふに 足る もの を發 見す るので ある。 『全世界 を 獲る とも 靈魂を 失 は 

、^ 何の 益す る 所 か あらん』 で、 目に 見 ゆる 地上に は、 此れ程の 寶を 又と 見出す こと は 出来ぬ， 
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殊に 宗敎は 生活の 學 校に 於て 學 ぶべき ものである" 智 的の 研究の.. t では 到底 解らぬ。 生活の 經驗 

に訴 へて， 之 を 味 ひ 知る が 宗教に 達する の 本 街 近で ある 4 月影 は 人る 山の端 も つら かりき、 絶えぬ 

光を兒 るよ しもが な』 と 詠んだ 鴨 長 明 も 火事 地震 大風の 如き 天災 地， 變ゃ、 . 遷都の 如き 世の 出來 か 

ら 感じて 方丈 記 を 作った ではない か。 生 老病 死の 資狀を 兌 聞せ ざり しなら ば， 悉達も 佛とは 成り 得 

なんだ であらう。 邪 の ^子べ テ n は， ガリラヤ湖 上の 漁夫で あつたが， 夢 かとば かりに 夥しき 漁 

獲に 驚かされて、 『我れ は 罪人な り， 主よ、 我れ を 離れ 給へ』 と 叫ぶ に 至った。 舊約 全書に ホセ ャと 

云ふ豫 1 目 者が ある。 彼 は 悪い 妻の 爲に 苦しめられた。 如何にもして 彼女 を 改悛せ しめたい とて， 極 

. 種 苦心 を 極め、 富に 泣く にも 泣かれぬ 様な 苦い 經驗を 積，： t 重ねた ので ある。 其の！ aiE^ として、 彼 は 

It の 愛 を咸ぉ 5 し、 此所に舊約^^書の宗敎に、 新たなる 起原 を 劃す るに 至った。 彼の 祖先の 一人なる 

ゐた、 ま  さすら 

ヤコ ブは、 失敗して 家に も 居堪ら す， 遠く 流離 ひ 行く 途中、 露 宿した 一夜の 經驗 に祌 のこと を 悟り 

^て、 『此れ 祌の 家な り、 我れ 其 を 知らで ありき』 と 云った。 吾人の 身の上に 經驗 すろ 祌の 恩^ は、 

。ハウ P の：： ム つた 如く，  悔 改めに 導く ものなる を 知らで 過す 人が 多い。 斯の 如く 生活 は-: (小 敎を舉 ぶ 

校で ある。 『木 を 樵り， 水 を 汲む もの』 より、 牛 打つ 童の 業に 至る まで、 生活 は 宗教の 良^で あ 

. る" 共の 經驗に 照して， 宗教の 露现を 悟る ことが 出来る" 目下 歐洲 に酣 なる 戰爭の 如き は、 生活 屮 

の si^ も 辛辣 を 極めた 悲慘 なる 經驗 であるが、 之に. S りて 信仰生活に 導かる、 もの &多 きこと は、 隱 

.れ なき 事實 である。 此の程 も エデン ボ ロウの マツ キン トツ シ敎授 は、 『神 學、 生活 及び 戰 (卞』 と题す 


る 一 つの 論文 を 公に した" 戰 sf- の 結 として， 宗教心の 動き 来り， ；！： 學 にまで 其の 餘 波が 及んで • 

校 様の 變 りつ、 ある 件々 を說 いたので ある。 確かに 戰爭 によりて 祌を E 心 ひ， 死後の こと を 念じ， 罪 

を 哀しみて， 祈りに 心を倾 くる ものが 多くな つたに 相逮 ない。 

先日 口 ンド ンの 書店から 逮 した 小冊子、 題して" ズ elllcnll) つ 1- Yo ョ- Ix.ad: (汝ら の 死 者 を 記念せ 

よ) と 云 ふが ある。 即ち 戰 (t- に 於て 親 や 夫に 死なれた もの どもの， 現世に 亡き人た ち を ふ 便りに 

供 せんが 爲に 作られた 害 物で ある。 首め に 死生に 關 する 詩 を 載せ、 次ぎに 死者に つきて 捧 ぐべき 祈 

禱文、 か 幾つか 出て 居る。 なかには 死者の 爲に 祈る 文 も 兌 ゆる。 終りの數：^の餘由は死^^？の名ゃ何か 

を 記入す る 目的で， 其の W 意 る 周到に 出來て 居る。 日本で 云 ふと 念の 入った 過去帳で ある。 浙く 

の 如き はプ 口 テス タント 國に 於て 從來餘 り 見 常らぬ 書物で ある" 共の 出版 を兑 るに 到った と 云 ふ 

は、 確に 死後の 問题 が， 歐洲 人の 心に 繁く 往来して， 之 を 等閑に 附 する こと を 許さぬ 證據 である。 

マ ッ キント ッシの 論文に も 或る 書物 屋の 報告が 載って E る。 ：n く、 『^店の 出版物 は戰爭 の 結^で、 

£來 ^れ 行きが トンと 止り 申 候】 奮に 閉口いた し 居り 候" 然し 一 つの 例外^ 之 ^魂 不滅に 關す 

る 一 冊の みは 中々 好く 資れ 中し 候" 戰 は I 年に 一 ダァ ス 位の 捌け 方な りしが， 戰 ハサ 以來數 百 部 

を赍り 申し 候』 云々。 

且つ 心 ある 人々 のうちに は 罪の 感覺 も， 戰_^ 'のために 餘程 深刻 痛切に なって 來 たやう である。 煙 

草の 吸 鼓から 數千 町歩の 山が 燒け， さし も峯 から 尾まで 眞黑な しき 良材 數を くして 灰燼に な 
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つて 了 ふ。 顯微 鏡に も 入り 難い 黴菌の ために は、 鬼 を も 欺く 壯漢 が、 白 蝶に やられた 大木の 様に 幾 

れる。 今度の 悲慘 なる 戰は 如何して 起った か" 斯る こと を 仕出す と 云 ふ は， 誠に 恐ろしき 次 1$ で、 

人の 心 ほど 淺間 しきもの はない。 邪念 や 野心の 結 5^ 此 所に 到った とすれば， 其の 罪 甚だ 深い。 文明 

の 力 や、 利.：^:: 關 係の 情實 終み 位で はとても 罪惡を 制止す る こと は出來 ない。 科學の 進歩に よりて 之 

を极 絶やしに する こと 思 ひも 火 S らぬ。 人の 性 もと 善、 社 會之を &1  洛 せしめた と 云 ふやうな ル ゥソゥ 

一流の 考へ方 は、 罪悪の 斯 くまでに 執拗く， 根深く ひ 込んで 居る 人生の I 莨 際に は 常て 嵌まらぬ。 

或 ひ は 血 を 河の 如くに 流す 戰に 多くの 人が 殺されなければ， 此罪悪 は 到底 救 はれ 難い もので あるか 

も 測られぬ。 共 所で 歐洲の 基督 者のう ちに は， 罪惡の 恐ろし さを感 する 程度 を $F せる のみなら す， 

某督 〈罪の ことにまで 共の 考 へが 及んで、 成程と 首肯く ものが 多くな つて 來 たと 云 ふ。 戰爭と 云 ふ 

實際 生活が 噴 罪 論の 如き ものにまで • 影響す ると 云 ふ は 與味淺 からぬ 話で ある。 ディ ツキ ンスの 小 

說を 見て 基督- 1、 罪の 眞理を 悟った もの も ある。 況ん ゃ戰爭 の 悲劇 を 親しく 見物す るに 於て おや。 其 

の 感化. ^ 更に 深 かるべき 苦で ある。 曾て 海軍 問題の 世を騷 がせた とき， 之が 爲に 議會は 解散され、 內 

閣は 瓦解し， 多くの人は獄に1|^がれ， 共の 奢 子 は 恥を資 ひ， 或 ひ は 路頭に 迷 ふに 至った) 舆 論ゃ劍 

戟の 力よりも 罪悪の 破壞 力の 方が 豪かった。 苟且の 出來 心， 欲情の 一寸した 機動から、 天下 も i ぱ覆 

る やうな 1^ ぎと なった。 智者の 謀 も， 政治家 多年の 計畫も 忽ち 煙に なって 了った" さても 恐ろしき 

罪惡の 力よ と 感じ たれば， 富士見 町の 講禮に 共れ を 持ち出し たこと ある を 記憶す) 罪惡を 論す る 数 


寒の 誓 を讀 むよりも， 生活の 事寶の 力が 遙に 優って B ると 謂 ふこと が 來る だら う。 

其 所で 『我れ 救 はれん 爲に何 をな すべき か』 と 云 ふ 問題 は， 佩 人に も 阔家 にも 其の 解決 を 迫る の 

である。 一片の 訓示 や， 敎育の 講習. を 以て 之を處 置す る こと は出來 ぬ) 其れ程の 病と 思 はねば こ 

そ， 仁 丹 や 即功， せ なぞ を 川 ふるだら うが， 名醫も を投 ぐる ほどの 大事， 病ひ旣 に.：： sjH に 入った と 

云 ふ 場合に は、 何人も 仁 丹 は 5 貝 ひに 行くまい "『病 ひ 無き 者 は 翳 者 を 要せぬ』 と ある。 然も 病 旣に斯 

くの 如く 重りた る を自覺 せば， どうしても 共の 救 治 策 を 講ぜねば ならぬ。 如何なる 手數を も；^ はす 

して 醫を 求むべき である。 卵 悪 を 救ふ醫 癒の 方法 は 何で あるか。 之 を 何 所に 求むべき であるか。 確 

かに 焦眉の急 である。 

先日 も 或る 集會に 於て 新聞記者 は戰 後の 經 まお 問題 を說 き、 陸軍の 醫官甘 水は戰 後の 民族的 衞生 問題 

を 論じて 居った。 $： 緊要な 事件で ある。 歐洲 の戰爭 は對 岸の 火災 を 見る 如くなる を 許さぬ。 斯 くの 

如く 切迫せ る 問題 を 投げ 與 へつ & ある" 然し 戰 後の 問題と して は、 精祌界 のこと も 除外すべき でな 

い。 人， 年 j 月 の 『インタ ァ ナショナル • リヴヰ ゥ* ォブ • ミッション ス』 に ァ バ ルディンの ケィル ン 

ズ 教授が、 『希望』 と 題して 交戰國 民の 信仰生活 を 根本的に 改革せ ねばならぬ こと を 論じて E る。 筆 

端 火 を 飛ばす の概 きがある。 € ^問す 日本の 精神 界は 如何。 神道 や 佛敎は 如何" 此れら は 共に 論す る 

、に 足らぬ かも 知れぬ が、 基督 敎は 如何。 戰 後の 精神 問題 は 大いに 論すべき である。 外に 向っての み 

ならす， 内に 向 ひて は 特に 切論すべき 事枘 である。  2 九 1 六 年 五 巧) 
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客 を 重んずべ し 

耶穌は 客 を 厚く 待遇す る こと を 重んぜられた 人で ある。 世の 人が 祌の 前にて 藩 判を受 くる 時 も 其- 

ほめ  そ 1* 

の 生前の 善事 を 稱揚ら るる 項目. のうちに、 『蓋なん ぢら 我が 飢し時 われに 食せ、 渴 きしと き 我に 飮 

せ、 旅せし 時 われ を 宿らせ、 裸な りし 時 われに 衣せ、 病し とき 我 を 見舞 ひ、 獄に 在りし とき 我に § 

あしら 

れ はなり』 と 云 ふが ある。 皆 客 を 接待 ふこと に餘程 重き を 置かれた や 5 味で ある。 た 2. 他人に 對 つて 

此の^ を唱 へられた のみで は 無い。 耶穌 自身の 主人ぶ り も、 鄭重 懇切 を 極めた ものであった。 

洗禮者 ヨハネが 耶穌 のこと を 語る を！！ いた 兩人 は、 之 を 慕 ふて、 共の 後に ついて 來た。 主 之 を 顧 

みて 『汝ら 佝 を 求む る や』 と 問 はれた。 答へ て 曰く 『ラビ J|: 所に 宿り 給 ふや』。 曰く 『來 りて：：：^ よ』 

と。 遂に 往 きて 宿り 給 ふ處を 見て 此の 日と もに 住れ り。 時 は晝の sfl- ごろな りき』 (一"； - ハ七ネ i 一 下の )0 主 

客の 應接服 前に 之 を 見る が 如くで ある。 斯くて 迎 へられた る兩 人の 客 を 相手に 如何なる、 王 人ぶ り を 

示された であらう。 其の I 人が 六十 年の のち 筆 を 取りて きを 語り、 『時 は 養の 四時 ごろな りき』 と 余： 

き 添へ たので も、 三人 坐の 賓 主の 關 係が 如何に 美しく、 懇で 興味 溢れた ものであった かが 想像せ" 

ら るるので ある。 

ま た 荒野 の 原、 靑草 の 上で 五 千 人 を饗應 された 主人 ぶ り を 見られよ。 


なら 2= 

『耶穌 衆ての 人 を 組々 にして 靑 草の 上に f.; らしめ よと 命じければ、 或は 百 人 或は 五十人 づ、 列.^: せ. 

.  を か 

り。 ^穌 其の 五の パ ンと 二の 魚 をと り 天 を 仰ぎ 謝して パン を わり 弟子に 與 へて 人々 の 前に 陳し 

む。 又 二の 魚 を 人 毎に 分與 へぬ。 衆人み な 食 ひて 飽き、 その パンと. 3 一の 餘：^ を 拾 ひしに 十二の 擦に 

盈ちたり。 パン を 食 ひたる 男 大凡 五 千 人な りき』. (Itl^lll の)。 其の 自然なる、 高尙 なるや 5 味に 於て 

豪快なる、 i>: かにして 儉 なる、 自. S にして 秩序と 禮 節と を 保てる、 その 靈 的の 趣味に めるな ど、 

お ほぞら  あつじもう け 

甚だ 奥床しく 感ぜられる。 ^<0;空の下、 綠 草の 上の 耶穌 の饗應 を マセソンが 最後の晩餐と 對 照して 基 

督傳の而^！き 一 .ぉ十を作りたるも、 資 に當然 である。 

はらから 

^穌 層べ タ 一一 ャの 三人 同胞の 家に、 客と なられた 様で ある。 或 時の こと、 其の 一 人なる マリヤ は 

A てな し 

『耶穌 の 足下 に^りて 其の 道 を 11 けり。 マルタ 化 給の 多くして 心 いりみだれ、 耶穌に 近より て 曰 

はたらか  もも は 

ひける は、 、王よ、 我が 姉妹 われ を I 人 遣して 勞働 しむる を 何とも 意ざる か。 彼に 命じて 我 を 助けし. 

お ほくの こと  こ 、ろ， つか ひ 

めよ。^ 穌答 へて 曰 ひける は、 マルタよ、 マ ル タょ、 汝多端にょり田^^^^ひて心，カせり。 ダ-；れど価；く 

て 能 ふま じき もの は 一な り。 マリヤ は旣に 良き かた を 選びたり。 此は 彼より 奪るべからざる ものな 

り』GtlMぼlI^iの)。 此れ はべ タ 一一 ャの 家に 於け る 客の 扱 ひ 方に つきて 批評 を 加 へられた もの とも 兑ら 

れる であらう。 マルタと マリヤとの 接待 法に は 確かに 大 いなる 相 遠が ある。 此 所に 注^せね ばなら 

ぬ。 斯る 場合に は 『良き かた』 を 選びた きもので ある。 殊に 其の 『なくて 叶 ふま じき もの は 一 つな 

り』 と 云 はれた ところに 妙味 を感 すべきで ある。 寧ろ 『無くて 能 ふま じき もの は 多から す、 一 つに 
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て も 足れり』 と譯 する を 當と認 むる と 云 ふ說も ある。 然 うする と 益 面白くなる。 耶 は 人の |~ き 

ひとくさ 

を 受けら るる 場合に 餘り 多くの 物 を 必要と せられぬ。 一 種にても事足るべしとせらるる；^吡^^^でぁっ 

た。 共の 生活の 質素 簡易なる ことよ。 之に 對 して 已が 平生の 要求 や 之に 伴 ふ 煩悶の 道ならぬ を^て 

^ら はゴ  . 

裏 恥 力し く 田で かもの も 少な，^ らぬ であらう。 ^穌の 様な 心 1^ けが 何人 にも あ りたき ものである。 

* ね 

『或る パ リ サイの 人^ 穌を 請き て 共に 食 せん 事 を 願 ひければ、 耶穌パ リ サイの 人の 家に 入りて 食に 

就けり、 邑の 中に 1% 行 を爲 せる ありけ るが、 耶 穌がパ リ サイ 人の 家 に^せる を 知り、 蠟 石の 

あ^ら  かしら プ 

奢 を^ 來り、 耶穌の 後に 立ち、 足下に 哭き、 淚 にて 其の 足 をうる ほし、 有の 髮を もて 之 を^ ひ、 か 

つ 其の 足に 口 を 接け、 また 骨 を 之に 抹れ り』 (； ？ニ カハ ^1)。 主人の シモ ン之を a て 心中 不平 を 抱いた。 

い ま 

耶穌之 を t: しめて 曰く、 『此の を 見る か、 我なん ぢの 家に るに、 汝は我 足に 水 を 給へ す、 此の 婦 

ぬら  かしら け  つ 

は淚 にて 我が 足を濡 し、 ^jc- の髮を もて 拭へ り。 汝は 我に 口 を 接け す、 此の Ig は 我 ここに 入りし 時よ 

り、 我 足に 口 を 接け て已 す。 汝は 我が 首に 膏を祙 す、 此の 婦は 我が 足に t^:: 膏 を抹れ り』 と。 見る ベ 

し、 ^穌は 客 待 ひの 無鞞 なる に對 し、 決して 無神經 ではなかった。 其の 邊 の感覺 鈍い 様に は 見え 

ぬ。 他人の 心 盡しを 深く 感じ、 其の 冷遇 を も 心苦しく 思 はるる ことが 强 かった ので ある。 

此れ はた ピ 過ぎし 昔の ことのみ では 無い。 耶穌は 今尙ほ 常に 客と して 人の 心 を 訪問 せらる るので 

ある。 『^よ、 我れ 戶の 外に 立ちて 叩く。 もし 我が 聲を 聞きて 戶を 開く 者 あらば、 我れ 其の 人の 所に 

就らん。 而 して 我 は 其の 人と 偕に 其の 人 は 我と 偕に 食 せん』 (5K^ffg> ホ オル マンニ ントの 『世界の 


光』 の 論ん は、 此の 默示錄 の 記事 を畫 題と した ものである。 無聲 の說敎 頗る 暗示に み、 仰の 驗を 

如^にも好く^^11::|して11^る。 年久しく 銷 された 戶 のうち は 如何に 荒 ー$、 慘憎を 極めて 居る ので あらう 

とら 

か。 刈り もやらぬ 雜草は 繁り蔓 りて 戶ロを 塞ぐ^ である。 世上の 事物に 拘 はれた る 9;" 魂の 冇様 も斯 

ひら 

く ぞと思 ひやら るる。 之 を； かし めんと て旣に 久しく 戶 外にた、 すみ、 懇に、 靜 かに 戶を 叩きて 居ら 

れた とお ぼしく、 其の 祭司の 長に して 王た るの 裝ひ、 氣 高く 拜 せらる る S 督の御 姿 を 仰ぐ もハ なし。 

若し 戶を 開きて 之 を迎 へな ば、 其の 結 ra^ として 基督 は 『其の 人の もとに 就り、 而 して 共お：； 共の 人と と 

たと 

もに、 共の 人 某^と ともに 食 せん』、 で賓 主の 歡喜、 祝福、 比 ふるに 物な き冇樣 であらう。 主耶 穌は斯 

くの 如く 祝福み らして、 絕 えす 人の 心 を 訪れて 居られる。 吾人 之 を 如何に； 遇すが 道で あるか。 

S 督傳を 見る と奋 遇が 少 くない。 井 邊の邂 IS が 因と なって、 大 いなる 倚 道の端 緒 を 開いた も 

ある。 途 L. 若者の 走り 來 るに 遇 はれて、 人生の 分岐 點 にっき 最も 印象 深き 敎訓 を與 へられた こと も 

ある。 此れ も 亦：^ パの I 例で あるが、 『耶穌 エリコに 入りて 過ぎ行く とき、 ザァ カイと-; 4 へる 人 あり、 

っゲ とり  みのた ク 

稅 もの 長に て {:F める 者な り。 ^穌は 如何なる 人なる か 見ん と 欲へ ども 身 まひく ければ 大衆なる に 因 

はしり    と ？*<ら 

て る MJ を 得す。 彼 を 見ん とて 趨 ゆき 桑樹に 昇れり。 耶穌 其の 道 を、 過ん とする 故な り。 耶穌 此に來 

り、 仰ぎて 彼 を RJ- いひけ る はザァ カイよ、 速ぎ 下れ、 我 今日 かなら す 汝の 家に 宿らん。 彼い そぎ 下 

り、 害び て耶 穌を迎 へたり。 衆人 これ を 見て みな 眩き 言 ひける は、 彼は往 きて 罪 ある 人の 容 と爲れ 

,  しひう つた 

り サァ カイ 起ちて、 キ， よ、 我 所有の 半 を 貧者に 施さん。 若し 我誣訟 へて 人より 取た る 所 あらば、 

客 も nsf ん やべ レ  九 一 


客 も 重ん やべ し  九 二 

四 估に して 之 を ffl ふべ し。 耶穌 彼に 曰 ひける は 今日 この 家 救 はるる こと を たり。 蓋. この 人 も アブ 

ラ ハ ム の裔 なれば なり。 それ 人の子 は 喪 ひし 者 を 尋ねて 救 はん 爲に 來れ り』 (#1" ぼ 一一 §)。 

折く の 如く 奇拔 なる 關 係に 於て 耶穌を 其の 家に 迎 へた ザァ カイ は、 『主よ 我が 所有の 半 を 貧者に 施 

さん。 若し ill たへ て 人より 取りた る もの あらば、 四 倍にして 之 を 償 ふべ し』 と 云 ひ 出た。 耶穌に 取 

つて は 此れ程の 饗應は あるまい。 即ち ザァ カイの 志を聽 かれて：： く 『今日 この 家 救 はるる こと を 得 

たり。 蓋 この 人もァ ブラ ハ ムの裔 なれば なり』 と 云 はれた。 失な はれし を 獲た るの 喜悅 察する に餘 

り ある。 吾人 も斯 くの 如く 主を迎 へたく 思 ふ。 『耶穌 出で て レビと 云へ る稅 あの、 稅關に 坐し 居け る 

を 見て、 我に 從 へと CI ひければ、 レビー 切 を 捨てお き、 起ちて 從 へり。 レビ 己の 家に て耶穌 の爲に 

i:1 ^安る it- 設けたり』 (；" 1 お rll)。 マ タイ は大 いなる や； £ 希望と を 以て 其の 志 を 表明し、 葡生 

活に吿 別し、 兼て は 相識れ る ものに 道を傳 ふるの 機 會をも 作る ベ く、 盛んなる 实を 催した ので あ 

る。 斯る 場合に 耶穌の 客た る こと は 最も 似つ か はしく 見える。 如何に 欣然と して 其の に 就いて 1^ 

られ たで あらう か、 容= ^に 想像が 出來 る。  . 

『耶穌 二人のお 子 を 遣 はさんと して、 之に 曰け る は、 京 城に 往け、 さらば 水 を 盛た る； 政を掣 てる 入 

き 3- く ざしき 

に 遇 ふべ し。 之に 從へ。 其の 人る ところの 家の 主人に、 師云ふ 我 弟子と 偕に 逾越を 食すべき 力 t 房 は 

llfk 在る やと 曰へ。 然 すれば 彼陳設 たる 犬なる 樓房を 汝らに 示すべし。 我らの 爲に其 處に備 へよ』 

(ブ？ 1,1s の)。 己が 家の 最も 好き 一室 を 提供して 耶穌 を迎へ た 主人 は 無名氏で ある。 此れ は マ コ 共の 


とかく  .5 み じ 

人であった であらう と 推測す る說も ある。 或は 然 らん。 然し 其れ は 右 も 左、 あはれ お^き 此の 行爲 

をな した 人の： ii 名 氏で あつたと 云 ふが 却って 輿 味 多き 様で ある。 決して 廣 靠の芙 事で 無い。 甚 5$r 

の爲に行ふことは總べ て無名氏の心！^でぁりたぃ。 

きやく ざしき 

此の 時^ が 共の 弟子 をして 云 はしめ た 語のう ちの 『我れ 弟子と 共に 逾越を 食すべき^! s』 は、 

無名氏の 5g 供した 樓 卜： の 成 敷と 其の 意味が 遠 ふ。 ィ デル シャイ ムの 說に據 ると、 ：；叫：！^: (カタ リマ) 

は ュ ダャ 人の 家に て 旅人の 荷物 を 解き 下しな ど す べき 室で、 日本の 農家なら ば {豕 のうちの 土 問の 

様な 所、 玄關の 近くに あり 書生 部屋な どの 様な もの を 指す 語で ある。 故に 耶穌 は、 『我れ お 子と I 緒 

かたすみ 

に逾 越の 祝实を 催したい から、 御 家の 片隅で も如佝 なる 室で も 良き ゆ ゑ、 贷し與 へて よ』 とーム はし 

めた ので ある。 『無くて 叶 ふま じき もの は 多から す、 一 にても 足れり』 と 言 はれた 精神が、 此所 にも 

^いて 居る。 然し^ 穌 にも 一 つの 费澤 はあった。 日本 謂に は 見えぬ が、 改正 英 譯架乘 I に は 『我が 客 

. 房 は 何 所に あり や』 と 言 はれた となって 居る。 『我が』 と 一一 一一：： はれた のに 注意せ よ。 逾：^ の^で あ. るか 

ら、 都の 家々 に は 地方の 客が 多く 來る。 I 窒 に 所謂 相客の 混み合 ふ 恐れが ある。 然 かあつて は 耶穌 

の H 的が 遂げられぬ。 それで 何 所の 部屋で も IT はぬ 故、 我が 一行の にして 戴きたい。 他人- •: 又ら 

すの 一 {; ャ Vic- 拜^ したいと 申し出 でられた ので ある。 其の 思 召で は 若し 靜 かに 祈り も 出來、 心 m むきな 

く：！^ しが 出來 るなら ば、 たと ひ 下 部屋で も 土 問で も、 其の方が美しく^った余2院ゃ^^敷に3^1るの 

ので ある。 <!^,:.殿玉樓もこれが出來ぬならば、 賤が 伏屋に 及ばぬ と 云 はねば ならぬ。 總 ベて 物事 は考 

客 も 望ん f- べし  九 三 


客も重ん^vぺし  》  九 四 

へ 様で 其の 價 値が 定まる。 其の 標準 次第で ある。 

耶穌の 申し 遺 はされ たこと は 此れで あるが、 無名氏の 有志 者 は、 飾り付けから、 設備 萬 端、 行き 

届きた る大 いなる 樓房を 其の 用に 供した と 云 ふ。 此 所に 妙味が あ y^。 すべて 耶穌 のために 爲 さんと 

欲する 場合に は、 彌 やが 上に も 我が 最善 を盡 さねば ならぬ。 たピ 必要に 應 じて、 僅かに 求め を充た 

すだけ に 止めて ま-くべき でない。 下 屋を 求められて、 索： 院を與 へたと 云 ふ 風に せねば ならぬ。 

『人なん ぢに I 里の 公役 を强 ひなば 之と ともに 一 一鬼 ゆ け』 (^ おさ と ある も 同じ 意味に 解 せらる。 

常時の 風で 闽 家の 用と あれば、 クレ えの シ モンが 途中 第り 出されて、 ^穌の 十 ま 架 をれ は せら， e た 

様に、 突然 途往く 人 を も 人夫に 慰り 人る」 ことがあった。 往時 我が 國傳馬 宿 次ぎの 慣例 同様で、 人 

き や 5 か 5 

が 足りねば 徴 發を强 行す る ことが 出來 た。 斯る 場合に I 里の 役 を 割り 當 てられた とき、 跪々 其れ 

をり すけ こ んじ 8-  5  b 

だけ を 負 嬉して 止む やうで は、 誠に 祈 助 根性 其の儘で、 君子の SI- と は 云 はれぬ。 況んゃ 信仰生活 

の眞 面目で は 無い。 心から 喜んで 自. S に負擔 する 第二の I 里の ありて こそ 基督 者た る 甲斐 は あるな 

れ。 舉問 をな すに も 落第せ ぬ だけの 勉强 では 到 偉く は なられぬ。 要求せられ もせす に、 共れ 以と 

ざ 5 け. 5 

の 舉問を 人知れ す 修めて こそ 其の ゅ詣も 非凡なる べき を Slij むこと が出來 るので ある。 信仰生活 も 同 

じ带 法で ある。 梨 書 を 讀み、 祈り を 勤め、 献金 を 心 懸け、 慈善 を 行 ひ、 道を傳 へ、 人の めけ となる 

など、 佝 にても 最初の 一 里 だけで は滿 足すべき で 無い。 第二の 一 里 を心懸 くるが 肝 I 女で ある。 

50 くしき もん  あしなへ 

使徒 行傳 第三 草に ペチ 口と ョ ハ えが 美 門の 傍に て、 一 人の 跛 +ィを 救った 事實が 記載され て 居る。 


独 は 常お ムの 如く 袖 乞 ひ をして 僅かの 施に 有り 附 かんと 思った ので あらう。 然し！ 一人の 弟子 は 之に 應 

たち あゆ 

じ 『ナザレの 耶穌の 名に よりて 起て 行め』 と 云って、 其の 年 來の苦 を 救って 遣った ので ある。 乂 

ちゅうぶ  /  r  ， lakx 

彼の 癱疲^ み (ifli 偽) は 其の 四 人の 友に 界 かれ 来りて、 其の 病 を 癒されん こと を 求めたり しが、 此 

の 方 耶穌は 其の 云 ひ 出で ざる 願 をも應 へて、 『汝 の罪赦 されたり』 と 告げた。 總 ベて 道德、 殊に 基督 

を 客と する 倩 仰 生活 は斯 くの 如く あらねば ならぬ。 吾人の 信仰生活 は 今尙ほ 最初の 一 1 一の 程度が 關 

の 山で あるか も 知れぬ。 甚だしき は 此の I 里 も 怠慢に 流れ 勝ちで なき を 請け合 ひ 難い。 第二の 一里 

を 心 懸けねば ならぬ。 

エマオに 行く 途上 兩 人の 弟子 は、 耶 穌が聖 寄の 眞意を IE きて、 之 を 諭 された ので、 心 も g1 ゆる 如 

くになった。 旣に 彼らの 志す ところに 近づき たれば とて、 耶穌 之と 立ち 別れ、 往き 過ぎん とせられ 

た。 彼ら は 此の儘^れ 難く 思 ひたれば、 切に 之を勸 めて 0： く、 『日 傾きて 暮に 及び たれば 我らと 共に 

止まれ』 と 即ち 終に 入りて 止る。 耶穌は 椎參の 客で 無い。 其れが 主人た らんと 欲する ものが、 誠 怠 

を 以て 切に 之に 請 ひ、 熱心 之 を迎 へねば、 人り て 客と なられぬ ので ある。 然れ ども 禮を盡 し、 道に 

か $ た 

依りて 之を迎 ふるとき は、 賓主 ゆ； 定まり、 談 漸く 熟し、 與次 第に 加 はりて、 歡^ 限りなく、 更の蘭 

くる を も 知らす、 必す 永遠に 達する ものが あるで あらう。 曰く、 『共に 食に 就ける 時、 パン を 取りて 

あきら 

謝して 割き、 枚ら に與 へければ、 二人の ものの 目瞭 かにな りて 彼 を識れ り』。 確かに 斯の 如き ことが 

基督 者の 霾 魂に 责現 せらる- 'であらう。  (1 九 二 ハ年六 5 

客 も？ ん f- べし  九 五 


我ら は 祭司で ある  . 

九 六  . 

我ら は 皆 祭司で ある 

一 

►  一 

『願く ば 我ら を 愛し 其の 血 を 以て 我らの g 兆 を 洗 潔め、 我ら を 王と なし^ 司と なして 其の 父の 巾 ， 

に屬 けしむ る 者に、 光 榮と横 力 世々 窮 なく 有らん こと をァ I  メン 「(^〈"ゆ ーぺ t 一  ゥ r -、 ぐン 

今 巧 三十 一 日 はルゥ テルが 九十 五倾 條を發 表して より 四百 年に 相 常す るので、 敎會同 w§ み-がし. 

- 依る 大 いなる 集會も 開かれる 事に なって 居る。 我々 も 日 水 基督 敎會總 務局现 事會の 決議に 基き 今 3 

を 以て 紀念禮 拜を行 ふこと となった。 如何 か 此の 機 # に 於て 大いに 舉ぶ ところが ある 様に したい。 一 

先づ 『願く ば 我ら を 愛し、 其の 血 を 以て 我らの 罪を冼 潔め』 と あるに 注意し なくて はならぬ。 ル： 

ゥ テルの 极水 的の 經驗は 此の 首に 現 はれて 居る。 元 來宗敎 改革 は 研究の 結果 起った もので は 無 かつ 

た 。肉 分の 靈魂を 救 ひたいと て、 恒、 悶 苦心した のが 原因で 起った ものである。 ルゥ テルが 基 の 

寵を 深く n: っ畔 かに 經驗 し、 之に 依りて 長き 間の 苦痛 解け 去る を 感じた のが 改革の 始めで ある。 即： 

ち 靈琐. の 深く、 痛切なる 實驗が 其の 某 礎と なって 居る ので ある。 其の 頃の 敎會 の敎に 依れば 我と 神 一 

との 問に は 侶が 立って 居り、 其の 仲介 を經 ざれば 救 はれぬ と 謂 ふこと であった が、 ルゥ テル は 一 

. 其の 煩悶の 結 菜 基督 を 信す る もの は 直接に 祌の 前に 出で て、 其の 恩寵に 與る こと を 得べ く、  »| 

侶 を S 、む 必耍 もな く、 某 骨 者は總 ベて 祭司で あると 謂 ふこと を 明白に したので ある。 共れ で 我々 り 


敎ノ t: に は忖仍 とお ふ s:^ の 人 が なくなつ たので ある。 祌の 前に はル  1:!: 等で、 接に 之と 關 係し 

る ものと なった。 此れ は 宗教改革の 大切なる 點 にして、 共の 极 本義と 云 ふこと も屮 Z 來る ので ある。 

次ぎに 『我ら をして 王と なし』 と ある。 此の， は 改譯聖 寄に 『闻 尺と なす』 となって： g る。 共の 

*:^味は^埃及記第十.？=-章を讀むと好く|^解せられる。 即ち 『汝 らもし ぷ： く 我が. K を^き わが 契約 を 

ちろ >>\  まさ  も の 

,w らば 汝ら は、 諸の 民に 愈り て わが 齊 となるべし、 全地 はわが 所有 なれば なり。 汝らは 我に 對 して 

祭司の！： となり、 架き 民と なるべし』 とい ふので ある。 イスラエル 人が 選 まれた のは斯 かる 阔：^ と 

なる ためであった。 此れが 彼らの 理想で あつたので ある。 然し 我々 はもつ と 深い、 徹 した、 (兀全 

な化总味に於て特^の闽：^^：-とせられたのでぁる。 神の 國の 民なる もの はみ な 公 としての ^任 を ft 

ひ、 奉公の 志 を 勵んで 成 M んなる 有様で ある。 基^ 敎は 如何しても^ 人、 王義 では 不： ぬ。 我々 の 

救はれた1:1!的は相寄り相扶けて義ずゾ奉公の志を勵む成^^なる阈民となる爲でぁる0 敎，^ ：： の 性； は 明 

白に 此 所に 現れて 115 る。 我々 は 此の 問に あって 信仰と 献身の 生活 を 送る ことが 出來 るので ある。 

次ぎに 『祭司と 爲し 給へ り』 と ある。 祭司 は祌の 前に 他人 を 代表して 出づる ものであるが、 然し 

他の  一 -.ra に 於て は祌を 代^して 共の 意志 を 人に 傳 ふるもので あろ。 凡そ 共 ts: 者た る もの は 一 人 も 

ら す；^:: されて 祭司と せられた ので ある。 此は專 門に 共の 職を窄 する ものに 限らぬ。 故に 共」 ¥： 者 は 「し 

が 精 祌狀態 ゃ卵惡 のこと を 祈る のみなら す、 更に 一家の こと や 仲 1^ のこと に 至る まで、 n ら 彼らに 

代って^ 悔 もし、 感謝 もし、 救 を も 求めねば ならぬ。 斯くて 神の 助 を 求む るの みならす M 時に 人に 

我ら は 皆 祭 I!E である  九 七 


我ら は 皆 祭司で ある  九 八 

向 ひて 祌を 代表す る 者で ある。 即ち 神の 首を傳 ふる 者で ある。 外務省の 役人が 四方に 使して 君命 を 

辱 かしめ ざると 同様に、 神の 雷 を傳 へねば ならぬ。 共れ と 此れと は 固より 同日の 論で はない が、 幾 

分 似通った ところ も ある 様に 思 はれる。 要するに 我々 は 世間に 對 して は 神の 意志 を 代^す る もので 

ある。 共の 精神 や 品格 ゃ行爲 などが 他と は 一種 異 りて、 之に 近づく 人 をして 自ら 永遠なる Ki ども を 

思 はしむ る 様で なければ ならぬ。 叉 基督 を 信す る は 自ら 一 の 基督と なること である。 基督が 人の 

ために 苦しみつ.. r 盡 された やうに、 基督 者 各自 も 他人の 爲に 奉仕すべき である。 基督 者 は 神の 前に 

出て 自已 のこと、 他人の こと を 祈りて、 感謝したり 懺悔した りする と共に、 神の 3e を 承け て 之 を 人 

に條 ふべき である。 斯 くの 如く 基督 者 は 一 人 も 殘らす 皆 祭司で ある こと を 記憶せ ねばならぬ。 

そな へ さ- *  われ 

f 叉 祭司 は 祭 物を献 ぐべき ものである。 我々 は バウ 口が 『然れ ば 兄ハ Ti^ よ 我祌の 諸の 慈悲 を もて 汝ら 

1 »  ろな へ もの 

に暫む その 身 を 神の 意に 適 ふ 聖き活 る 祭 物と なして 神に 献げ よ』 と 首 ひし 如く 此の 身 を献げ ねばな 

らぬ。 我々 が 献身すべき 事柄 は 多く あるで あらう。 或は 家庭に 於て 其の 日. くの 務め を す ii に 身 

を献 ぐべき もの も あらう。 或 ひ は 病床に 臥して t. 学る 間に 仕 ふべき こと も ある。 叉 主の 名に 於て 

一杯の 冷水 を與 ふる 様な 場合 も あるで あらう。 此ら のこと は $1 我々 のな すべき ことで ある。 我がな 

すべき 献物で ある。 基^に 代り、 其の 思 召 を 身に 體し、 他人に 代りて 献げ物 をな すの が 基督 者の 務 

めで ある。 以前 は 祭司が 此の 役目 を 掌って 居た が、 今 は 特別なる 祭司の 階級が 認められ なくなり、 

基督 者 全體が 祭司と なった ので ある。 此れ ルゥ テルの 力 說高唱 した 大切なる 事柄であった。 我々 は 


深く 此の こと を考 へたい と 思 ふ。 

今 曰の 日本 は $1 に 容：： ^ならざる 時勢に 遭遇して る。 罪 惡 横行せ る 有様 を 兌、 信仰な く 希 なく 

宛然 迷 へ る 羊に 似た る 多くの 人 々 のさ を考 へるならば、 基督 者た る もの は 密かに 祌の 前に 立ち 誠 を 

^して 祈り、 國 民の 罪の 赦しを 得なければ ならぬ 苦で ある。 我々 は 如何 か 此の 時機に 於て ルゥ テル 

の Si 神 を 味 ひ 之に 勵 まされて、 わが 國 民の 精神的 改^の 爲 にもつと 祈り 深くな りたい と m わ ふ。 然し 

共れ のみでな く 我々 は 祌の思 召 を 世に 傳へ、 之 を廣吿 せねば ならぬ。 即ち國民に對し祌を代^^ し 

て 傅 近す る ことで ある、 ル ウテ ルを紀 念す るに 當 つて は 傳道を 大いに 报 起せねば ならぬ。 今日は^ 

だ. K 切なる 時節で、 非常なる 場合で ある。 我々 は 神の 使者と して 其の 使命 を 21^ しつ k あるか。 sl^ 

^<;は祌を代表し、 基^の 仕事 を 受け 繼 いで 往 くべき ものである。 彼に 做 ひて 祭 物 を献げ なければ な 

らぬ。 

『汝ら 共の 身 を 神の 心に 適 ふ 潔き 活ける 献物と せよ 』。 此の 點を 確り 決心したい。 若し 斯 かる ことが 

出來 るなら ばル ウテ ルを適 當に紀 念した ものであると 思 ふ。 然ら すして 只 徒らに 四 Fn^ 前の 出來 

を问 想して 歷史を 物語る のみに 止まらば 軍談 を くと 一 つで 何の 異る ところ もない。 今朝 は 先刻よ 

り 述べた 趣 il:n を 深く E わ ひ、 我々 自身の 地位 を 活かす 様に したい ものである。 

(一九 1 七 iif 一  1 月) 
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近. ぬは惡 い 文舉が 流行る。 先日 も逗子 に^だ 忌ま はしい 蔡 件が 起った が、 斯う 云 ふ 现象を 生み出 

す 文舉が 一般に 流行る ので ある。 我々 はた^ 惡慕 其の もの を責 むる のみなら す、 之 を 生む 所の 思恕 

ゃ文舉 を も 敵と して 戰 はなければ ならぬ。 斯る惡 結果 を^き 出す 信仰 や 文學を 邪道と して 取扱 ふこ 

と は 今 n の 人の： m 風に は 適せぬ かも 知れぬ が、 然し 基督 者は惡 事 を 導き出 だす m 心 想 を も 破る ことに 

力 を 川 ひなければ ならぬ。 今日はもっと破邪の方面にもカを^^ー^す可き時でぁらぅ。 

基将 者の 中を兑 渡せば、 未だ 尙敎 會の屮 にも 多くの 善くない 風俗が 未だ 殘っ てお る。 妻 を 幾 ：11 更 

へても 恥ぢ ない と 云 ふ 様な、 夫 M に 就いて 誤った 考が つて 居る。 今 は 教會の 内外に 行 はれて る 

男女 の 道徳に 就いて、 基督 敎の 根本 W 心 想 を 明かに し- 敎會の もの どもが 氣を 揃へ て戰 はねば なら 

ぬ 時代で ある。 其れで 今晚 此の 話 をす る 方が 善い と考 へたので ある。 

先づ ユダヤ 國 のこと を考 へて： ：^^ ると、 舊約 書に 現 はれた 初めの 時代 は 風俗 も 止しくな く、 多妻 主 

義が行 はれて おった" 蔡約書 は 道徳の 先生が 批評 を 加へ て講釋 する 様な 風 無く、 北ハ のお 様 を 殆んど 

寫^ 的に、 有りの！ S に 記述して 居る が、 C! ら 其の 非 を 悟らし めんと 欲する 一 iSi の 深い m 心 想が^ ぬい 


て比ハ の^に 流れて おる。 更に ァボ タリ ファの 時代になる と イス ラヱル の 中に 一 夫 一 ：JS の 近が 极低深 

く 樹立 せられて、 ^尺のお 俗と なった 形で ある。 ユダヤ M;:^ の (水 庭の 校 SS は如柯 であった かと 云 ふ 

に、 S:;: 約 Si? の 所々 に散兑 する ので あるが、 おも 2f. 解りの する の は ヨセフと マ リャの W 柄 や ザ カリ 

ャと ヱリサ ベ ッ の 〔\ や： g の など を考 へ る ことで ある。 浙る { ネ；^ に耶 iS や ョ ハ ネの 如き 人物の 生れ 出 

づるも 無 it. ならす と 思 はれる。 ガァ、 ヴヰ ー の 『イン ナァ • ライフ • ォブ • クライスト』 (基^の 內 的 生 

に は耶穌 の^ 格と マリヤの 共れ との 關係 を冇 益に 且つ 面. W く 說 いて：： W る。 此らを 譲むならば 其 

の^の 力 に 就いて m 心 ひ 巾ば に 過ぎる ものが あるで あらう。 イスラ H ルに 於け る 夫： の 關係ゃ (永 庭 

牛； 活の校 様 は Ice: に 上げた ものであった。 然し 典 の 様に 進歩して は たけれ ど尙離 船が 行 はれて .3 

つた。 離婚 は 多 義を速 緒 的に 行 ふ 様な 結 mi- になる。 之が ため 馬 拉基神 第二^ 十三 節 『即ち 淚と 

泣きと 歎と を 以て H ホバ の をお ほ：^ しめたり、 …… 彼 は汝が 契約 をな せし si- なる に汝 約に き 

てこれ を つ』 と ある 如き il を斷 つやうな 出來 事が 滅々 イスラエルの 1^ に 起った ので ある。 斯 くの 

如くして 遂に 耶穌の 時代に K.- つた。 

耶 Si は 離^ を 如何に 兌ら れ たか。 共れ は 耶穌と パリ サイ 人の^に ハ仃 はれた 答に よって 解る。 即 

ち！^.? 太俾第 十九，！^ い、 馬 可俾 十 車 等 を 兌る と、 耶^ は 斯う 云 はれて： W る。 モ ー セの体 法に 離婚す る 

こと を 許して あるの は 人の 心が であるから である、 決して 始めから 然 うなので は 無い、 元始に 人 

を造り給ひしものは之を2!^^に造った、 故に 夫婦に なれば ー體 となる、 斯く祌 のん" はせ 給へ る もの 

ほ 教 の 夫 ：！  一 〇 一 
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ま 人 之 を 離す ベから すと 云 ふので ある。 即ち 決して 離婚 はならぬ、 結婚 は 神の 定めで あるから 人 問 

が n 出に 之 を變更 して はならぬ と 云 ふ 趣意で ある。 馬 太 傅に は 『若し 姦淫の 故なら で 其の 妻 を 出 

し、 外の 妻 を 娶る者 は 赛淫を 行 ふなり』 と 但書 同様の ものが 附ぃ V:- 居る。 然し 或る 擧者は 之 を^ 略 

し、 雛娥を 以て 絶體 的に 許すべからざる ものと 見る が耶 穌の考 であると 主張す る。 即ち 馬 可 傅の 如 

くにする のが しいと する 人も少 くない。 鬼に 角 耶穌の 首 を 味へば 夫子 は 合 一 して 離るべからざる 

關係 である。 人^が 自己の 好き 嫌 ひや 氣の 向き 工合で 取り結んだり、 取り毀つべき もので ない。 此 

は覽に まと 人との 關係 である。 人間同士の 相對づ くで は 無い。 其の 間に は 神が 介在 せられて 居る。 

e:k> も 人る も 悉く 神の 意志に 據る べしと 敎へ られ たので ある。 

く雜^ に. E りて 夫婦の 大道 は 新しく 作り直され、 之 を 神の 制定せられ たと きの £^ の 意味に 反さ- 

れ たので ある。  然して 其の 關係は 實に祌 の 制裁 を 加 へらる k 潔い 意味の ものと なった。 其 所で 我々. 

は^ 穌の 意き に從 ひ、 道に 依りて 夫婦の 關係を 明に し、 我等 の^に 之に 適 はぬ 氣風 があるなら ば、 

之 を 取り去り、 又 世 一般に も 及ぼしたい ものである。 

H ぺソ 丄ニ 章の 第五 節に 依れば 夫婦 は 神の 性質に 基いて 居る。 神の 神た る眞 相、 神の 本質に 其、 

の拔， 礎 を m ひいて つ るので ある。 神 は 愛で ある。 又 父で ある。 其れに は 家族 的の 意味が ある。 此れ は- 

基 赞敎の m め 想史、 敎现史 に 於て 見る 如く、 三位 一 體の 論爭に 就いて 見ても 解る。 人 W の 關係は S に 

其の. E 來 すると ころ、 神のう ちに あるので ある。 


また 人 は 社交的の ものである。 耶穌の 言の 如く、 始めに 男女に 造られた ので ある。 男 は 女 を 獲て 

{尤 きものと なり、 女 は 男 を 獲て 完 きものと なる。 人獨 ある は 宜しく 無い。 此れ は 人の 本性で ある。 

日本の 十：： 寄 を 請んで 見る と、 平 田 篤 胤が 滑糟 交りに 之 を 敷衍した 所な ど、 =}r た K 面目 を 欠いで、 寅 

に 持ちの ならぬ 氣風 あるの を 認められる であらう。 然し 古いと 云 ふこと になれば^ 古い 聖榍 のリ 

女の 始めの 物語り を讀 めば、 此れと 彼れ との 相逮の 著しき こと 驚く ばかりで ある。 全^ 男女 兩 性の 

こと、 t 慾の こと は 決して 汚き もので はない、 潔い ものである。 更に 此の 點を 研究す るなら ば^々 

而 白い ことがあ らうと 思 ふ。 兎に角 入 間 は 男女 N に 相補 ふべき ものであって、 只 だ 其の 一方の みで 

は>- うせられぬ。 相俟って 始めて 完璧 をな す ものと 認められて 居る。 斯う 云 ふ 所から 恶^ は 何故 

を 有ち 給はなかった かと 云 ふやうな 督と妻 帶の關 係、 又斯る 察に 對 する 耶穌の 性情 は 如何で あつ 

たかと 云 ふやうな 問題 も 起る ので あるが 其れ は 暫く 措く。 

然し バウ。 は 妻な くして 滿 足して 居った。 或る 敎會 では 宗敎に 尊ら なる 爲 めに は、 ^を 持ない の 

を 可として W る。 して 見れば 一 般に妻 を 有たなければ ならぬ もの か、 若し 男子の み、 女子の みで は 

^つて？ けない とすれ f へ 茶督、 バウ 口、 フランシス、 ベ ルナ ルドの 如き 獨身 おは 如何と 云 ふ な 

考も 起る。 妻 を 有たない 人は必 すし も 厭世家、 禁愁 主義 を 奉す る もので は 無い。 佛敎ゃ 基督 敎のー 

匠 は 別で ある。 獨 身に は 種々 の 事情が あらう。 其の 中には パゥ 口の 如き 人 も ある。 又は 『とても. 

に uly らうべ くも あらぬ 身の、 假の 契り をい かで 結ばん』 と 云 ふ 所から 來る人 も あらう。 全く 斯るこ 

基 g 敎の 夫婦  一 0 一一 一 
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とに 趣味の 無い 人 も あらう。 其 他^き 配偶者 を 得ない こと や 身體が 弱い と 云 ふ 1- 山 も ある。 或は 時 

艱 にして 之 を 許さない 場合 も あらう。 極々 な 事情が ある。 此らの 人々 は 妻を迎 へす とも、 或は 親類 

によって 家- M の 生 5^ を樂 むだり、 或は 好き 友に よって 其の 欠 陷を充 して：；；： くので ある。 3： も 必す夫 

^にならねば ならぬ と 云 ふこと は 無い。 夫婦 暮し は絶對 的に 必要で はない ので ある。 一 人お るの も 

亦 面. G いこと だ。 餘 りに 家 座 生活 を氣 にす るの は 軟文舉 に； M 觸た 弊で ある。 今日は もっと 獨身 生活 

を 鼓吹しても 好い やうに 思 ふ。 H^T 太 十九 車 を れ ば耶， 郝は獨 身 生活 亦 可な りと せられて：^ るの 

である。 提摩太 前 ま SSi: 窜を 見れば 『然れ ども 籠 明かに 云 ふ、 後に 至らば 或 人 li:^ 仰の 近より 離れて 

人 を 惑 はす 靈と s 鬼の 敎に心 を 寄せん。 #を假ひて^^をぃひ、 良心 を 給れ、 娶るさ を 禁じ、 食 を斷 

つ ことを命する^9に？|はる、に2;りてなり』 と ある。 斯 くの 如く 獨身生 も 主義と なれば 好くな 

い。 督敎は 0 健な、 眞 直な 道を敎 へる。 #：： 通の 場合に は 結婚す るが 好い、 なし iT へ くんば 央：； 1^ 

らし を 可とする ので ある。  . 

二 

然 らば；^? 娘の n 的 は 何で あるか。 其れに は 種々 あらう。 一寸と した 同情と か、 一時の m 心 ひ 付き 位 

で 婚 する もの も ある。 或は 一 人 慕し では 淋しい とか、 世 問に 飛び出して 一 旗舉げ るのに 必要で あ 

ると か乂は 或る 舉 生らの する 様に 財產 家と 緣組を 爲すを 目的と すると 云 ふの も ある。 然し斯る^！^ゾか 


ら 配偶 を 求む る は o; 题 にもなら ぬ 話で ある。 乂 は性愁 を^す こと をお として i^J^^ を" ト^ぐ も ある。 ^ 

より 贝女相 引く は n 然の 情であって、 咎 むべき ことで は あるまい。 然し 之が、 王に なり 唯 だ 之に 驅ら 

れて. 配偶 を 求む ると すれば 犬 猫の 類と 化の 異る ところが あらう。 人と して a; に恍 かしき ことで あ 

ろ。 夫^|の3吳のロ的は1^に相全ぅし扣仕へ て、 之に. H つて 祌の國 に 貨獻 せんと 志す にある。 t^-^ ォ 

の考 はぺテ a 前 ^irt^ 三 節に 云る 如くで ある。 曰く 『夫た る 者よ 汝 らも 妻 を 遇 ふこと おき 器の 如 

くし、 i;: に循 ひて 之と 同に： W りこれ を 敬 ふこと 生命の 恩 を嗣ぐ 者の 如くすべし 。八.！ れ汝ら の 祈" b に 

叭礙な からん 爲 なり。』 此の 中に 『汝 らも 妻 を 遇 ふこと；^ き 器の 如くし』 と あるが これは^ を^ 視し 

たので はき-一い C 之 を IC 力り 511 護し 尊敬すべき を說 いたので ある。 バウ 口 も 『體 のうち は；^ も * しと：： ゆ 

る^ は 却って 無るべからざる ものな り』 ori^ri 一 f^) と 云って おる。 ぺ テロ も niiS で、 人^の 體の巾 

は 取 も；！ しと：： ゆる ものが 大切で 贵 重な ものである 如く、 妻を大切にすべきことを^5- へ たので ある。 

义 『现 に循 ひて 之と 同に り』 で、 同樓 する にも 道 现に循 はねば ならぬ。 乂 『生命の 恩 を 嗣ネの 如 

くすべし』 之に Si いて 夫 の 生活が 營 まるべき である。 加 ふるに 夫： S は 自己 以外に：：！ 的 を 有って： W 

ら ねばならぬ。 3 おに {氷 は 城 である。 然し 餘念 なく、 其の うちにの み 立て籠りて、 他の こと は" - ,H.^ 

おせぬ と 云 ふ 様で は 1*」 赞の 精神に 反して^ る。 如何しても 夫： は 己 以外に 志 を 立て、 R 的 を 持って 

大ぃ に 努力す ると ころがなければ ならぬ。 现想 的の 愛 を 標準と して 之に 到達 せん こと を 努力せ ねば 

ならぬ。 

K  Si の 夫 II  一  〇 五 
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配偶 を 選ぶ に は 如何にすべき であらう か。 時間が あれば 言 ふべき？ J は 種々 あるが 唯一 つ を 舉げて 

滿 足せねば なるまい。 愛 は 自己 を 主張す る ものである。 己れ 自ら を 維持し、 贯ぬ くと 云 ふこと が必 

要で ある。 輕々 しく 愛 を 振り 蒔いて はならぬ。 白樂天の詩に爲ニ||^ 一  日恩7 換ニ妾 ぼ 年 身 7 寄 匕 一一 口 II 

痴小 人家 女？ 愼勿ニ 將身輕 許 人と ある。 理想 は 低い が、 輕々 しく 人に 愛を與 ふま じき こと を 謂った 

ものである。 基督 者 は 之よりも 高き 理想に き、 より 深き 意味 を 以て 此の 點を 主張すべき S であ 

る。 愛 は 潔き ものであって 道と 一 致す る HJ を 要する。 例へば 神の愛で も 漫然 總 ベての 人に 注がる も 

ので 無い。 其れ なれば こそ 罪を赦 さるき 必要 も 生す る。 善と悪と を 同一 に 待遇す る ことの 出來 ぬが 

神の愛で ある。 人と 人と に 於ても 同じ ことで ある。 男女の 間にても 愛 は 潔く、 正しき ものである 

ベく、 終始 道に 據 りて 進退せ ねばならぬ。 配偶 を擇 ぶに も 主張 を 要する ので ある。 故に バウ 口 も 

こ 、ろの ま 

『隨 意 に 嫁す る を 許さす 唯 だ 主に ある ものに のみ 適くべし』 と說 いた。 

さて 斯 くの 如く 選擇 して 結合した る 夫婦 は 如何なる もので あるか。 夫婦 は 性 を 異にする ものが、 

形に 於て 叉 精神的に 道德 的に 相 合して 一 になる ことで ある。 男女 は 心に 於ても 魂に 於ても 其の 性 を 

異にして 居る。 斯る ものが 一 つに なりて、 道德 的の 關係を 生す るに 至る。 此れが 夫婦で ある。 神の 

宫 なる 人格の 延長した る ものと も 見る？ J が 出来る。 其の 肉體の 結合 は 精神的 結合の 象徴で あると 深 

き 意味 を 形に 寓し たもの だ。 其の 歸 係の 始には 性慾 も 加 はり、 肉 體の關 係 を 足場と して 起った に 相 

逮 ない。 然し 何時までも 斯る淺 きもので 終るべき でない。 段 々進歩すべき である。 從來 結婚式に 


は、 aws の 上に， 一 "问 砂の 尉と 姥とを 飾る 愤例 であった。 これが夫^の现想を^^して6る様にほ.^ふ" 始 

めの 色 ォ.： 移 ひ、 肉體は 枯木 同様にな り、 種々 な 經驗を 被み、 愛情 を 銀 練して 夫婦の 關係 N 熟し、 基 

赞敎 的なる 愛の 聖域にまで 近づく ことが 出來 る。 高 砂の 尉 ゃ姥と 同様、 高尙 な- S 总 味に 於ての 茶^ X 

連と なり、 始めて 眞の 夫婦の 愛 を 味 ふこと が 出来、 其の 眞味を 理# する ので ある。 夫^！の關係は斯 

くの 如く 進歩し、 深くな り、 高 尙 になるべき ものである。 

バウ n は 夫婦の 關係を S; 督と 敎會と の^ 柄に 擬 へた ( 以弗所 ま § 五章サ 一 一節 以下 卅三節 ま で ) 。敎 

\t:に對する1^」督の愛は第ー 特殊な、 專ー な もので、 第二 自ら を 襪牲に 供し、 第三 兩者 一 體 B 

を 愛する夫 は 己れ を 愛するな りと 云 ひ 得る 程 密接で、 第 四 其の 間に 生命の 聯絡が ありて、 おと 

枝、 首と！； の 如くで ある。 斯 くの 如く 夫婦 は 一 體 である。 

夫婦の 關係は 神に 依ひ顿 み、 世に 勝ち、 克己、 恭敬、 奉仕の 道 を 心 懸け、 犠牲の 生活 を 惜に營 む 

ことで ある。 1 羅 西せ： § 三 章の 十八 節 以下に 示された る 如く 神 を 畏れ、 主に 於て 叉 主に 對 しての 關 

係で あるとの 考 に本づ かねば ならぬ。 斯くの如くならば夫^6の關係は所謂 『恩寵の 手段』 となり、 

互に、 1! 的の 發展 を遂 ぐべき 道と なること が 出来る。 

斯 くの 如く 夫婦の 關係は 全く、 且つ 專 I に 自己 を與 へ、 身體に 於ても、 @M に 於ても (尤 全に 各 ほの 

生命 を 聯絡せ しむる ことで ある。 其れで あるから、 夫， の 關係は I 夫 一 であらねば ならぬ。 タホも 

なければ 前に 述 ベ た 如き 關係を 徹」. ^せ しむる こと は 出來ぬ 。 

^督教 の 夫^  1〇 七 


某： g 教の 夫： ,  ◦ に 

次ぎに 夫： S は 永久の 關係 である。 近顷 『リイ スホォ ルド、 マ アリエ ヂ』 (他 n 力  1.^ 夫 t: ゆ." と 云 ふ. _.Ji が 

ある。 此れ は 今 曰 結婚の 弊で ある。 人の 機嫌 次 t$ で 合せたり、 離れたり する。 八 I： せ もの は 離 もの 

と 云 ふ 機な 態度で、 洽も時 借り 的の 結婚 をす る。 これが 現代の 有様で あるが、 然し：：； I 婚 は本來 永久 

的の ものである。 

其れと 共に 夫： SI は 同等で なければ ならぬ。 然 なくば 『汝の 父と 母と を 敬 ふべ し』 と 云 ふ逬を 〔ZA 庭に 

實行 せしめ、 子女 をして 此の方 針に 從 はしむ る こと は 出 米 難くなる。 夫 M の關系 は！ i, 等の 基 继の上 

に m にかれ ねばならぬ。 然し 21 等と 云 ふこと は 何も彼も 同じと 云 ふ 意味で は 無い。 各自の 仕 isi!- こ 於て 

は 大いに 異る ものが ある。 -に 長所 短所が 逮 つてお る。 夫： g の 役 p は 同一 でない。 加 之 パゥ！ 1 は * 

に對 つて 從 順の 德 を獎勵 したので ある。 從順は 何人に も缺 くべ からざる 德義 であるが、 殊に 妻た る 

ネの美 S である。 從順 を耻の 如くに 思 ひ、 大 なる 損失で あるかの 如くに 感 する は 異敎、 王義の 結^で 

ある。 t_s: 敎の神 は、 三位 一 體 の敎說 から 言へば 自ら 從 順の 道 を體 現せられ て 居る。 子なる： & ま. 父 

なる 神に 造 はされ、 與 へられ、 之に 從ふ のが 本節で ある。 而 して 斯く ある こと は 父なる 神 及び 子な 

る 神の 同等なる に 少しの 差 支 もない。 此の 眞理は 三位 一 體の眞 理に高 調せられ てお る。 權牲 "i- 顺. H 

神の 自ら 行 はる、 道德 である。 決して 人間の 耻辱 でない。 『妻なる 者よ、 夫に 從ふ べし』 と敎 へら 

るる 者の W 懣 すべき 耻^^ ^ではない。  (一九二 ハ年 十一 ど 


くりす ますと 新世界 

世 は 交 戰酣で 修羅の =S ^である。 此の 61 で 了る やうで は、 騰世 者の 考 通りと 謂 はざる を ぬ。 然し 

茶督 者た る もの は、 に 『御！： を 來らせ 給へ』 と 祈る こと を- M めぬ。 クリスマス は 此の 祈りの 保證 

である。 

の 御世 は-太. お 地久 とのみ 歌 ふべき もので ない。 天移り、地變り^£^物を新たにするュ山世でぁる。 

新 天 新地の 政、 水 遠と 歌 ふべき である。 

ナボレ オン は戰 破れ、 雄 となりて、 孤お に 人の 世の S 、むべ からざる こと を 飲，：：^ し、 

の 愛の 威力：：：；^ 久な るに 驚いた と 一： ムふ〕 使徒 約 翰 は：： E じ やうに パト モスの 孤 cl? に e> ^闪の 身と なり、 人 

は？： に 荒み、 世 は 亂れ、 暴虐なる 威力 獨り 横行す る を、 丘慨き 凡愤 りつ、 あった" ぺ テロ は 倒 まに 

M 殺せられ， バウ ni は馘 られ、 其の 骨肉の ヤコ ブは疾 くに 虐政の S§ 刃に 做 死れ たので ある。 之れ より 

さき 染者を 迫 する 火の手 は 次第に 燃え 擴 りて， 其の 勢 日 を 追うて^ 獗 である。 彼. n 身 も旣に 之れ 

が はに 燒け 焦げん として 3 る。 エルナ レムの iS 都の 陷落も 近づきつつ ある" 《3? 暗の 世に は 非す やと 

の なき を 5：! ざる^ 您 となった。 然れ ども 彼 は靈に 感じ、 遙 かに 天の 一 ガを 仰ぎ 兑 しに、 一 つの：. H 座 

設け ありて 其の 位に 坐す る 者 ある を 兌たり。 共の 貌 金剛：，；：、 赤き 瑪琐の 如く， 共の 玉座の 周？ i に綠 
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くりす ますと 世界  一 一 フ 

の 玉の 如き 虹 あり 云々 を 認め 得た。 『我れ 新しき 天と 新しき 地を兑 たり。 先の 天と地 ま旣に „ ^さり、 

われ  まち 

も 亦 有る となし。 我！^き械なる新しきュ ルナ レ ム、 備へ整 ひ 祌の所 を 出て 天より. 降る を 兌る。 共 

の狀は 新婦 其の 新 郞を迎 へん 爲に 修飾た るが 如し。 我れ 犬なる 聲 の」 大 より 出る を 聞け り、 ni く 神の 

幕屋 人の 問に あり、， 祌人 と共に 住み， 人 神の 民と なり， 祌 また 人と 共に 在して 共の 神と 爲り給 ふな 

まの こと 

り。 …… 前 事す でに 過去れば なり。 寶 座に 坐す る 者 我れ に 云 ひける は、 見よ， 我れ 萬 物 を 新に せ 

ん ：：： 我れ は アル。 ハ なり， ，K メガな り、 初な り、 終な り、 渴 くものに は惜 なしに 生命の 水の 、船に て 

飲む こと を 許さん』 (fff^g 一 0 

約 翰 は 世の 有様^だ 非なる；： g 中に ありて， 旣に 『神の 幕屋 人の Si にあり， 神人と 共に 住み， 人 神 

の 民と なり * 祌 また 人と 共に 在して 共の 神と 爲り給 ふ』 を 親しく 視、 身 自ら 之 を實驗 する こと を 得 

たるが 爲に， き城備 整へ ひて 天より 降るべき を 想 見し- 天地 新なる べき を 確信して 慰安 を 得， 歡 

喜に 充 たされて g 歌を揚 ぐる 氣 分と なること を 得た ので ある" 基督の 治世 を俟ち 望む もの は、 何時 

の 世に ありても ヨハネと M じ 様なる 經驗 を懷く  HT か出來 る。 況んゃ 代 を 重ぬ るに 從ひ、 甚 誓の 恩と 

共の りの 能力と を驗 知す る こと ハ# 、深くなる に 於て を や。 くりす ます は 『祌の 幕屋 人の 間に あり』 

と 云 ふ事資 を 祝 ふ 日で あるから， 我ら も 亦 罪惡ー り、 戰亂 物^き 時代に ありて， パト モスの 兌 者と 

同じき 感 #T」 希望と を 懷き、 頻りに 新 天 新地 を 志して， 尙も 邁進す る氣 分を强 むる ことが 出來 る。 

] 、 じ W  *  -  ,  .TK んのひ  あざける るえ， らの 

『まづ^に 此の 事 を 知るべし， 末日 至らば 戲謔 者いで 來 り， 己の 愁に從 ひて 歩み、 主の， 約 し 給 ひ 


し 共の 臨る 何處に 在る や， 祖 の.^ りしより 以來， すべての 物 開 關の始 に變る Hi なしと 云 はん』 

(認 世界 は 基 赞に叛 き 共の 意 旨に 逆行し つ \ ある、. か (U に、 慘 禍に摇 つたので ある。 八， 進行 中なる 

歐洲 の戰& は 諸 岡が 武力 を崇拜 し、 徒らに 權威を 張り， 窗！^ ら富强 をのみ 事と し • 利己の 愁望 に驅ら 

れて忌 み ると ころ 無く、 某螫の§^』曰に逆ひっ -rぁる結ral^^:iるに外ならぬ。 年來 の^ 物の？ S えて Hii-^ 

血^り 出で たる 様な ものである。 病毒の 然 らしむ ると ころと 謂 はねば ならぬ。 闪 Ei^ 覿而と は 此の 

であらう か。 一 ガ から 兑 れば祌 の 審判と も考 へらる。 不養生の 結 架た る こと を 忘れ、 共の^ 勢の 重 

れるを 者に 轉 嫁して 共の 罪 を 鳴らす が 如く、 之 を 口 富と して 其&! 敎を 非難 せんと 擬 する 人た ち も 

ある" 彼ら は 『主の 約束し 給 ひし 共の 臨る 何處に 在る や， 列 祖の寢 りしよ. リ 以來、 すべての 物 rail 

の 始と變 る KJ なしと 云 はん』 。然れ ど 『神の 幕屋 我らの にあり』 て ふくりす ます は 人 をして 『我 

らは 共の 約束に W: て 新しき 天と 新しき 地 を み 待てり， 義 共の 中に 在り』 (IITg と 一： ム はしむ るの 

である" くりす ます は 新 天 新地の 保證 である" 基督 者 は 之に 安堵し *  ef; ま を與 へられて、 神の！； と 

北 ハの義 との 爲に、 諸べ ての 方面に 於て 奮 M する こと を 心 懸けねば ならぬ。 

『二 ダャ 人の 王と て 生れ 給へ る もの は 何處に 在す か』 

？ たらん とする もの 

一 g の 王道 典らねば 世 は 3肌 の 泰平 を 謳歌す る こと は出來 ぬ。 ユダヤ人 は 『來 者』 を俟 つて K た" 

即ち： キ 和の 港の 出現 を 早の 雨と 渴望 したので ある。 豈獨り ユダヤ人の みならん や。 天下 萬 民の 希 

である。 然れば 束 方の 博士 も遙 かに 來 りて 新 王に il 兑を 求めん としたの である。 

くりす i すと 新世界  . 一一 1 


くりす i すと 新^界  1 1 二  " 

然しへ nr デは之 を 問いて 心痛した" 世 の 政治家の 考ゃ， 獨帝 流の 雄 II などで は、 とても 之と 調 一 

和し 難き こと 明かで ある。 此の W は 基督の ュ ^ 世 を歡迎 せぬ ので ある。 基 敎阈 なる 名稱の 下に、 陽 一 

に 之を迎 へて， 陰に 之 を 排斥し つ、 あるので あらう。 へ ロデは 今でも 心痛して 居る。 

然るにても 不思議な る は 宗敎を 標榜す る H ルサ レムの 人民の 心痛で ある。 剩へ 其の 指 t せ 者 を 以 て 

任す る 祭司の 長と： の 擧者も 徒らに 鳩 宵 詮議 立てして， へ a デに 利用 せらる、 を 甘んじ、 民の 彌次： 

爲に乘 りて 得意がつ て lite: た。 世の 宗教家が 眞 面目なる 態度と 熱烈なる 志と を 以て 王を迎 へ t 宵 者 一 

て fi- き 

の相傳 する 盲者で ある こと は， 十：： 今 1:1： 一 轍で あるか も 知れぬ。 其の後 ユダヤの 総督 ピラト は 基督の 一 

すて ふ ど  ' 

卜 字 架の h に 共の 罪標を 『ユダヤ人の： 土』 と 書きつ けた" 彼 は ユダヤ人の 王た らん^の もの も、 ^一 

く 十字架に 死す る 哀れ さよと 首 はぬ ばかりの 處^ を 行った ので ある。 十字架の 弱き は、 八：' も^ 世に 

輕視 せられて 居る。 然し 世界 は 遂に 十字架 上の 耶穌 に從 はねば、 眞の 泰平 を樂 むこと が出來 ぬ。 基 

督の 王道に 非 ざれば 世 は 救 はれぬ ので ある"  一 

宗敎者 は 勿論、 政治家 も 王者 も、 束 方の 博士と ともに、 馬槽に 臥せる： 牛 民の 子なる §^：：^ を； 土 者 一 

として？ 小む る 様にならねば、 人類の 理想 は實 現せられ 難い。  一 


『傍に 立てる 人々 これ ど 聞きて 雷鳴れ リと言 ふ。 或る人 は 天の 使者 かれに 語れるな リと霄 へ り』 

(約 翰傳  一二の 二 九) 

此の 時 は 耶穌の 周 圍に暗 情た る黑 雲が 渦卷き 居て、 危 {€將 さに 其の 身に 及ばん とする 場合で あつ 

た。 所へギリシャ人が.r-w^を求めて來た。 彼ら は 耶穌の 敎へを 喜び、 密かに 志 を 之に 寄せて、 だ 

f$ ぶべき 態度 を 示した ので ある。 ユダヤ は 衆 てても、 次第に， E りて は、 ギリシャ 人が 其の 本國 何れ 

かの 地方に 之 を迎へ ん ともすべき 氣勢を 表 はした。 然るにても 依然 現在の 死地 に^み 5m まるべき 

か、 將た 幸に 開け 來れる 活路に 轉 すべき か。 此れ 耶穌に 於て 頗る 疑 はざる を 得ぬ 場合で ある。 故に 

n く 『人の子 榮を受 くべき 時い たれり。 誡に 實に汝 らに吿 げん 一粒の 麥 もし 地 に^ちて 死なす ば 唯 

1 つに てあらん。 若し 死なば 多くの 實を 結ぶべし。 北ハの 生命 を惜む もの は 之れ を 喪 ひ、 其の 生命 を 

惜 まざる 者 は 之 を：：^ ちて 永生に 至るべし。 人 もし、 我に 事 へんと せば 我に 從ふ べし。 我に ふる 者 

は 我が をる 所に 在らん。 人 もし 我に 事 ふれば 我が 父 は 之を贵 ぶべ し』 と。 然し、 志は然 うであって 

も、 此の 場合 惑 ひ を 起さ^る を 得られなかった。 11  く 『我が 心： # ひ 2： めり』 と 或 ひ は 他に 往 くべき 

方針 を兑 出して は 如何と も はれたら しく：： ゆる。 故に n く 『何 を 曾 はんや、 父よ 此の.^ より 我 を 


救 ひ 給へ と： 一一 n はんか』 然し 迷 ひの 雲 忽ち 消えて、 信仰の 月圓に 輝き渡りて 曰く 『否 此れが 爲に我 こ 

の 時に 至れるな り。 願 はく は 父よ 汝の 名の 榮を顯 せ』 と。 I 貧に 獻身 天の 父の 使命に 從 ie^ し、 ^の 救 

ひの！^ t めに 死 を だも辭 せざる 志 だ 堅固で ある。 至誠 天地 を 動かす， にも 足るべし と 見えた。 

『此のと き 天より 聲 ありて 云 ふ、 われ 其の 榮を 旣に顯 す、 また これ を 興すべし』 と。 此 所が； t と 人 

との 感應 した 妙^で、 宗敎の實質と共に其の本領とを最も完全に其の間に實現して^^-る。 耶 穌は此 

の 天よりの 1： に 接し、 共の 3n: を領 し、 慰藉と 力と を 礎て、 一 百に も维 にも 名狀 すべから ざる 平和 を 其 

の 胸に 溢 へられた ので あらう。 天 來の聲 は 其の 心に 斯 くの 如く 響いた ので ある。 然るに 『傍に 立て 

t;.- 人 これ を 聞きて 雷鳴れ り』 と。 他の もの ども は 曰く 『天の 使者 彼に， 語れるな り』 と。 同一 の聲斯 

くの 如く M (りたる 饗を 感ぜした ので ある。 心の 相逮 より 同じ 聲の饗 きに^ だしき 懸隔 を來 した。 

天地 は 神の 首より 出で た、 人の 世に は 天 來の聲 が 常に 聞 ゆべき である" 折に 觸れ 事に 當 りて、 祌 

の 意志 必す 人に 傅 へられる。 之を聽 取して 其の 皆と 契合す るが、 敬虔の 道 宗敎の 精神で ある。 所謂 

富贵 にも 淫 せす、 貧賤に も 迷 はすと いふ 境涯に 達し 平和の 氣 春の 如く、 豪 男 金剛の 如く、 抱负 山の 

如くなる なること が出來 る。 然し 此の 聲を 其の 意味の 如く 滴當に き 得る もの は 多く 無い。 馬 耳 * 

風の 類が 多い。 大聲孤 耳に 入らす で、 聽 けど も聽 こえす、 見れ ども 見えす 了 ひになる。 人生の 恨事 

之より：^ だしき もの はな い。 

或は 之 を^き て、 た 雷鳴せ りとの み 心得。 電雷は 情け 用捨の 無き もので、 何 所へ 如，^^ ちる か 


解らぬ ものである。 狂人の 所爲と 同じく 見 常が 付き 難い。 晤 夜の 鐵砲 何れへ 脫 線で 行く かも 測ら， T 

ぬ" 險靴 千^で ある。 世の中の 出來 事、 憂き 辛き、 善き も 嬉しき も $： 雷^と zi: じで あろなら ば、 人 

生 ほ ど 氣味惡 きもの は 無から う。 何時 爆 發せ すと も 定ま らぬ 火山の 上に 性む 様な 心地な きを ぬ で 

あらう 0 雲行き^ 降りて 天候の 變り 易き 世の中に、 厘 々鼓膜 も 破れん ばかりの f;: を 問く。 何- ォの 「m 

であるか。 天 に 叫べ ども 答へ す、 地に 訴 ふれ ども 應ぜ す。 £e け も 別 も 無き が 如く： ゆ。 た ^ 雷 

.g- の 世とば かり 解稷 すべく 之 を判斷 す。 此れ無宗敎^^の考へ方でぁる。 神 を 認め 難く m 心 ふ 人 は、 概 

ね斯 くの 如き 解 轉を下 だすで あらう。 『桑原』 を唱 へ て 逃ぐ る 外 爲ん方 も あるまい。 

然し 世界 を 斯く^ ふと 云 ふこと は 人の 心に 滿 足し 難き 所爲 である。 如何しても 然 か解釋 せねば な 

ら ぬと は 同 執すべからざる 様に 感す るが 人情の 自然で ある。 北ハ 所で 雷鳴 を 名 づけて 1.0 りと：： ム ふか 

も 知れぬ。 た^ s=n 夜の 鐡 砲の 類で は 無から う。 何 所 かに 神明と でも 云 ふべき 様な 意味 を 具 ふるもの 

と m 心 ひたき 心地 もせら る \ の である。 支那の 架 賢の 曾に 迅雷 風烈 共の 色を變 すと ありて、 -JEP, はた 

めく 下 に..：：： ら 敬虔 の 念 に 簡は る i と 云 ふの も 然るべき ことで ある。 人生の 消 を 雷鳴と のみ 即き做 

す は 人の 心に 染まぬ ことで、 何となく 無理 を 主張す る 話の やうで ある。 靜 かに 思慮す る 人 は此は 

.gt なりとの み 首 はぬ であらう。 强 ひても 斯く言 ひ 張らん とする 人 は、 人 に 棘く 物 jeili- を 深く も 究め 

す、 徒らに^^、蒲なる判斷を下すのではぁるまぃか。 

北ハれ だから 他の 人た ち は 此れ 『天の 使者 かれに 語れるな り』 と 解 釋 する に 至った ので ある。 使ら 


は天來 こ * ぶして 何だか 意味 ありげ な 首で ある やうに 感じた。 人から 出た もので 無い 力ら 必 1  ん天 

の 使つ 發し たものと 解した ので ある。 其の 判 斷の當 否 は ともあれ、 彼ら は 之 をた^ のま M でな く、 何 

車 か 深き 仔細の ある 首と 聽 いた。 然し 其の 意 を 解せ ね 故、 氣 には懸 るが 雲 を捉む やうであった。 所 

4 さかぐ 外國 人の 首を聽 くと き、 意味 あるべし と は 思 ひ、 且つ 此方に 關 係の 深き ことに 非す やと 氣 

f  P  Ih  かたち  ひとつ こと 

懸 りに ¥ヒ せざる にあら ね ど、 如何に せん、 解釋 する 術 無くて た^ 呆然 襲 者 同様の 妙.^^ なると 一様で 

ある。 天地 は 必す首 が ある やうに 感ぜら る。 ^々の 消息 を傳 へて 居る らしく も ある。 世界 は 決して 

啞ォ でよ. 照 (。 Hi 'へ、 ま應へ もせん する やうに 兌 ゆ。 問 はざる も 何事 か 語りつ \ あるので は 無い か。 

f:4i: か、 敎訓 か、 將た 責め 問 はるので あるか。 如何なる 秘密 を か 語る。 如何なる 3:n を傳 ふるので あ 

るか。 或 ひ は ト^に 訴へ、 或 ひ は Eiii 占に 問 ふ もの も ある。 沈思 暝想、 祌交默 契して、 天機 を 伺 ひ、 

生， 人 S- の秘 こ， 通 ぜんと 試みる。 皆 雷鳴に 接して 之 を 或る 淺 薄なる 人た ちの 如く、 物界の 出来事、 た 

だ S ろしく々 なる 現 $么 とのみ 思案す る こと 能 はす、 確かに 深き 意味 あるべし と 信じ、 何とかして 

之 を 解 稀す るに 至らん と心懸 く。 果は 天道 是耶 非耶と 嘆つ こと も ある。 或 ひ は 我 を 知る もの は 夫れ 

天， とお もしげ なる 一語 を發 する に 至る。 我 何 所より 来り、 何 所に 向って 往 かんとす るかと 研究し 

て 止まぬ。 宗敎の 問題 湧く が 如く 其の 胸 を 襲 ひ 来る。 此れ 求道者の 常の 有様で は 無い か。 深き 心 あ 

らんと 思へ ども 通譯 者の 獲が たきを 如何に せん。 然ては 煩悶 を 免れ 難い。 た、. - 其の 解決に 思 ひ惱ん 

で る。 時として は 一時凌ぎの 姑息 手段 を 取り、 假 りに 解決 を 下して 此れ 天の 使な らんと 斷 する 場. 


ん：： も ある だら う。 天の 使て ふ 一 句に は 如何なる 迷 や、 不備なる 仰 や、 _ ？, S れ る宗敎 想 や、 现義 

に 味く に 遠き-: 心な どが 含まれて： £ る であらう か。 或 ひは彌 陀も觀 一-二：： も、 祌明 も佛陀 も、 天も祌 

山 も 其のう ちに 能り Hi? るで あらう。 斯る 度に 拘り、 共の を 5^ 人す るの みで は、 突竞 の： £ 仰に は 

逹し 得られぬ。 靴 を. 隔て きを 扱く が 如く、 垂れ 炸§ めし 旅 を 隔て &寫露 を 取る やうな もので あ 

る。 『未だ 祌 を：： 儿 しもの 無し』 で、 I 莨に 仕様が無い。 意味 はあり さう だが、 不可解の 外！：. 語で 兑舞を 

云 はれ、 懸合 ひを受 くる 如き もので、 物 足らす 感じ、 心 もと 無く 覺 えて、 は 悶 々の 情に：？ ハ斜き 

に 至らざる を 5：: ぬ。 であるから 天の 使の 首ら しく 感 する ぐら ゐの 地位に 滿 足して は 居られぬ。 如 や 

か V- りなき いのち 1  .  .  f  to 

に すれば、 水 生 を 嗣ぐ ベ きかと 切に M は で ぶむ こと を ぬ  • 

祌の -錄を tm 鳴との み 聽 き、 天の 使の 語れるな りと は 想へ ども、 北ハの 何の なる を 解し ざるに 安 

んじ 嫌く、  ^ほ も ：3 が を 澄まし、 鐘 魂を倾 けて 深く 之 を. $： 得せん と渴 る もの は、 必す耶 穌の如 

く薛に 出り て：： H を^き、 父の 3：： を^して 永遠の 生命 を 味 ひ 知る に 至る。 して； 三十 ニ篇九 節に 

ゆる 馬の 如く 騾馬の 如き 結 raj^ に陷ら ぬで あらう。 in く 『汝ら辨へ無き馬の如く騾馬の.^.-くなる勿 

れ、 おら は づ なの 如き 几 〈を もて ひきとめ すば 近づき 來る こと 無し』 と。 天來の を &m 鳴な どと 

のみ 摊す る聚は 馬 や 騾-: の 如くで、 到底 度し難い ものである。 或る に 馬な どの 脚 を 挫きた る は、 


之 を 人の 場合に 比 ぶれば、 其の 治療^だ 困難なる ™- 由を說 明して 曰く、 彼ら は 馬醫に 信^す る こと 

を 知らす、 北 ハの爲 すが ま.^ に 任す こと 能 はす、 漫 りに 足摄き 跳ぬ 狂 ひて、 れ回 るからで あると。 

誠に 味 ひ 深き 言で ある。 人の 世の 出 _ ^事に 就きても、 た^ 牛馬の 足 挫きた ると 一般、 魂の 们樂に 

服從す ズ> を 知らざる ものが 多い。 此れ バウ 口の 所 死に 至ら しむる 世の 凝 である (If T§*0。 『悔 

なきの 救 を 得しむべき、 悔 改めに おく 神に 循ふ 憂』 のし をら しく、 氣 高く、 尊き と 日 を 同じう して 

, ば？ る こを容 さぬ。 

一 つの 刺 を 其の 肉 體に與 へられた る 耶穌の n.^ 子の 一人 は、 其の 苦痛に 愤 みて、 之 を 免れ 得なん こ 

と を 三次 祈り 求め たれ ど、 其の 願 ひを聽 かれなかった が、 此れ 傲る ことなから しむる 天 の 齊 者の 外 

科 手術で ある こと を现會 し、 『我が 恩寵 汝に 足れり』 と 云 ふ 深き 聖 3曰 を 感得す るに 至った 一) 

耶穌の 十字架に 藤 けらる \ や 之と 同じ やうな 刑に 處 せられた る 兇漢の 一人 『之 を 謖 りて 口け る は. 

汝 もし ならば 已と 我ら を 救へ』 と。 彼 は 苦痛と 死と に 出で 會 ひても {1： ほ 天命 を 覺ら す、 其の 心 

暴れに〔《.^れて、 ：：；^ 獸の 死なん とする も斯 くやと 想像せ しむる 外な き 有様で ある。 然し 他の 一人 は 同 

一 の^ 遇に 於て 之と M (りたる 敎訓を 受け、 臨終の 際に 年來の 夢を醒 し、 敬虔の 念 を 催し 、苦痛の 敲め 

肝に， おじて 曰く、 『汝 おなじく 罪 を 受けながら 神 を 畏れざる か、 我ら は當然 なり、 行し ことの 報い を 

受 くる なれ ど 此の 人 は 何も 善から ぬ こと は 行 ざり しなり』 と。 加 之、 遂に 其の 救 を^むべき 方向 を 

したと： え、 、『斯くて 耶穌に E ける は汝 その 國に來 らんと き 我を慌 ひた まへ』 と。 の 耳に た 


ビ物 B き と こえた る 十字架と 北ハの 苦痛、 乙の 靈^に は祌の 公明なる 宣吿、 慈悲の救ひg^AJも 

，いたので ある。 『祌の 求め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 靈魂 なり。 神よ なん ぢは碎 けたる 悔し 心 を貌 しめた 

まふ まじ』 (ff 巧) 寳に斯 くの 如くであった。 

無論 天來 の 聲は 逆境 に 於ての み 聞 ゆる もので 無い。 順境に 於て も 意味 深 長な る ま を聽 くこと が 

.1、 ま \c 

厘で ある。 路加 傅 十二 掌の 富める 愚か者 は 五、 穀 よく 稔り、 貪 惠充滿 せる 順境に 際して、 た^ 『^魂 

よ 多^ を 過す ほどの 許 多の 物 を 有ち たれば 安心して 食 ひ 飮み樂 めよ と』 一一 一一：： ふことの 外 何物 を も 舉 

ぶこと が E£ 來 なかった。 福 Isn も 彼に 取りて は 馬の 耳に 念怫 である。 斯 くの 如く 天 來の聲 を き 僻め 

益 立、 王 我 的 慾 念の 奴と なり 下って 了 つ たから、 更に 其の 耳底に 響いた 首 は霹鎮  一 ^ 『愚痴なる 者 

こ よ ひ  たまし ひ とら 

よ 今夜なん ぢが靈 魂 摩る.^ こと あるべし、 然ば 汝の備 へし 物 は 誰が ものに なるや』 と^-り^|ぃた。 

之に 驚かされて 覺醒 する に 至ったならば 富める 愚者 も 辛うじて 救 はれた であらう。 此れ ましき； 0 

とで あるが、 亦 束な き 心地 もせら る \ ので ある。 

シ モ ゾ， パ テ 口、 耶 穌の敎 へに 從 ひて 漁獲 夥しく 一 一隻の 舟に 充 ちて 沈まん ばかりの 大成功に 遇 ひし 

とき、 身 は 忽ち 架なる 神に 咫尺せ るを覺 え、 『主よ 我 を 離り たまへ、 我 は 罪人な り』 と 叫んだ。 彼 は 

富める 愚お と 冋 じ 響に 異り た る ー百 を聽 取す る こと を 得た ので ある。 

然るにても 以上 說き來 つた 事實の 最も 著る しき は、 耶穌の 十字架と 之に 依って 北 ハの聽 取せ る祌の 

さ n である。 十字架の 周圍に 於け る もの ども は、 如何なる 纖： に 接した か。 耶穌の 衣 を践： ^きにせし 兵 


卒、 之 を 篤り .i^ かしめ たる ユダヤ人、 强 ひて 十字架 を 負 はされ しク レネの シ モン、 此の 有様に 胸 を 

打ちし 百 夫 長、 失望落膽せし^^子どもを始め、 人々 は 如何なる 聲を 聞いた ので あらう か 0 同一 の 響. 

が M、. 様に 取せられ たに 相逮 ない。 十字架 は 主 耶穌の 耳に 何と 響き、 天の 父の 如何なる 首 を 其の 心 U 

に！！ らした ので あるか、 之 を ことごとく 解釋 する ことが 出 來れば 基督 敎は 悉く 解 it せらる \ の であ 

る。 バウ C1 と雖も 其の 通譯の 任に は 自ら 適應 しからぬ こと を 感ぜざる を 得が たき 節 多 か つたで あら 

うが、 4- 字 架を緣 ひて、 北ハの 鍵^に 觸れ たる 神の 首の 一 つ は、 人の 罪 惡に對 する； 1 の 霧 判の 宣告で 

ある。 主 は 其の 意味 を 造 it なく、 徹底的に 聽 取せられ て、 『父よ 彼ら を赦し 給へ』 と暎き 求められた 

ので ある。 罪に 對 する 神の 聖 なる 愛の 反應 遣る 方な く 耶穌の 靈^に 徹した ので ある。 口く 『事 了 

ぁゴ 

りぬ』。 曰く 『父よ 我が 翳 魂 を汝の 乎に 吓』 く』。 十字架の 上に 於て 共の 絶 に 達した る 基督の 志と 其の 

事業 は、 『神よ 我なん ぢの 3：： を 行 はんとて 来れり』 と ある 一 句に 示された 如くで あるが、. 天に 在る 

其の 父 之 を 嘉納し、 神と 人との 和合 此 所に 成就せ る こと を 認められた。 我ら 人類 『此の 3：= に 適 ひて 

潔 めら る、 此は耶 穌基齊 の 一 次ぉのが肉體を獻しに^^りてなり』 (§ せ I 啯九 id}) 主 基督 は斯 くの 如く 

人の 救 を保證 する 神の 3= を領 せられた ので ある。 北 ハの降 世の 使命 全く 成し遂げられ たる を 意識し、 

凱.歌を舉げて神の御許に^|られたのでぁる。 十字架 は 罪と 其の 救と に 就きて； 1 の；： 取 も 深き 一 百で あ 

る。 之を感 5：： する が 信仰で ある。 不十分ながら これ を： §.譯 する のが 傅 道で ある。 

(一九 一七 年 三：：？)  . 


協同 俾道 太會 の說敎 

^つて ョハ ネと ヤコ ブ 母に 伴 はれて、 耶穌の 許に 至り、 『汝榮 を 得ん とき 一 人 をせ 〈右に 一 人 を 其 a 

左に 坐せ しめよ』 と 願った。 ：H ハの時 耶穌が 『汝ら 願 ふところ を 知らす、 わが^む ところの 杯 を 飲 

み、 わが 受 くる 所の バプ テス マ を 受け 得る や』 と 問 はれた に對 し、 二人の 弟子 は 『能くすべし』 と 

答へ た。 此は 一方より 首へば 愛らしき 精祌 である。 如何なる 難題 を も IS はすして 之に 當り、 少しも 

辭 すると ころ 無しと 云 ふ 心 は 感服に 堪 へぬ。 彼らの 態度 は實 に胃險 的であった。 然し 彼らに は本當 

のこと が 分って 居らぬ。 未だ 精神が 根本的に 確かり して 居らす、 斯く云 ひ 切って ns;::^ まし いさを 行. 

らうと 一： ムふ斌 分に は 成つ て 居た が、 其の 拂 ふべき 犠牲 は.^ れ程 であるか を 知らな か つたので ある。 

此の i$ は 北ハの 後に 彼らの 行 つたこ とを兒 れば 了解 せら る 、 であらう。 協 ！：！： 何 近 の 始めに 於 て 趣 S^SIr 

を發 表したり、 々計畫 したりした とも 今から 思べば 丁度 然ぅ云 ふこと ではなかったら うか。 ョハ 

ネ、 ヤコ ブが 後から 考 へて 其の 行り 方輕々 しかった と 感じ、 だ 恐縮に へす、 愧 かしい m 心 ひ をし 

たで あらう と m 心 はる」 如く、 今日から 協同 傅 近の 當初を 1( み、 ：g 手した 時の 態度、 ：g 分 を 顧みる と 

此れに 似た こと は 無いで あらう か。 どつ じり を 据えて、 根深く 行った か 如何 か。 彼らが 母に 述れ 

られ て耶穌 に來た 如く、 我ら も モット 氏の 投議 に. 5 り、 之に 刺激 せられて、 俄かに W わ ひ 立った かの 
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如く 一 人 は 右に 一 人 は 左に と 云った やうな 形で はなから うか。 此の 點を考 へたい と 思 ふ。 

三年 問の 傅 道に 就いては 無論 當局 者より 報告書が 發 表せられる であらう。 我々 は此 所に 三年 間繼 

續 せる 運動の 報告 を 聞き、 其 模様 を 調^して、 利害得失 は 勿論 其の 善惡に 至る まで 祌の 前に 於て 批 

評せねば ならぬ。 戰举の 後に は、 其實戰 に 於て 得た る 經驗に 依りて V 改革が 始まる のが 常で ある。 

外國 の戰爭 に 於ても 尙ほ攀 ぶと ころが 多い。 ？ 机して 自ら 臨んだ 戰爭に 於て は 無論の ことで ある。 此 

の 集會に 於て は 報吿を 問き、 其の 模様 を 調べて 批評す ると ころが 無ければ ならぬ。 三年 間に 受けし 

恩寵 を 感謝す るの は當然 のこと であるが、 たピ 感謝 會 のみで 終る の は 宜しくない。 如何しても 戰爭 

後に 改革が 始まる 様な ことがなければ ならぬ。 其の 局に 當 りし ものより 様子 4 一 聞き、 質問 をす る や 

うな こと をしたい。 此 所に 集った 人々 は 皆 傅 道に 關 係あった 人々 である。 他人の 事ば かりで 無く、 

自分の こと を も 調^し、 批評し、 善惡 まで も 研究せ ねばならぬ。 

i^: 害の 中に も •  傅 道の 報吿、 檢_4^、 點檢 等稷々 ある こと を 御 記憶 願 ひたい。 斯 かる 記 isl- は 多く あ 

る。 或はべ テ 口が コ ルネ リオに バプテ ス マ を 行った ことに 就いて 報告した こと も 記載され て 居る。 

バウ 口 がガラ テャ ゃコリ ン ト などの 傳 道の 經 過に 就いて 心配した こと や 努力した こと も 害いて あ 

る。 ァテ ン スに 於て 試みた ァ レオ 山の 說敎は 如何なる 成鑌 であった かと 云 ふ 問題 は バウ 口の 胸中に 

少なからぬ 刺激 を與 へた ものら しく 見える。 如何に 彼が ァ テンスの 傳 道を觀 たか。 其の 觀察は 彼の 

後の 條 近に 如何なる 變 化を與 へた か。 斯 る成鑌 調べに は 注意すべき ことが 多く あるで あらう。 又 他 


の n 弟：， T らは： ゆ wmvb- 遂ひ 出す 人 を 見て、 不 1^5- な 奴 だと 耶穌 に饞訴 した こと もあった。 或は サ マリヤの 

a の 人々 が敎 に： 斗を倾 けぬ のを愤 り、 火 を 降し 給へ と 云った 弟子 もあった。 所々に傅$3して^|って 

からの 報吿ゃ 其の 點檢は 後の 人の 參考 になる。 此の 外に 耶穌 s 身の 成綺 調べ も ある。 其れ を： ると 

耶穌の 傅逬は 決して 行き 常り ばったり では 無い。 方針が あった。 W 序が あった" 先づ イスラ エルの 

失 はれた る もの を 救 ふ 方針であった。 此の 點 からする と 或る人々 の 主張す る 村 ナめ 傅 道な ど は 考へも 

ので ある。 又耶 穌の傳 道の 行り 方に は 仕組みが あって、 之 を 着々 資行 せられた。 のみなら す 其の 結 

に 就きても 後から 成績 調べ を 試みられ たので ある。 gi 播 きの 践.： 喩、 芥 麵飽秘 の， 喩が 即ち 其 

のャぽ 物であった。 傅 道 は 姓の 仕事の 如き ものである。 事 を 謀る は 我に あり、 おの 成る は： 大 にあ 

る。 孜々 として 働き 其 結 粟 は祌に 任せる。 種 は 其 間に 成長す ると 謂 はれた。 此逢の 意味 を考 ふれば 

§3:に而^11ぃ。 耶穌は 道の 力 を 信じ、 此の世界は基督の敎を受けて之を育て赏を：^5ばしむるに適<:5な 

ものであると 考 へられた 様に 見える。 或は 又 『手 を 利 牛に 着けて 後 を 顧 る もの は 祌の闽 に 適 はざる も 

のな り』、 『死たる者に其死^<?を葬らせょ』、 『狐 は 穴 あり. S のれ ^ は 奥 あり、 然れど 人の子 は 枕す ると 

ころな し』 と 謂 はれた 5 一一：！ など は 綿密なる 點撿の 結果で ある。 其の 他耶 のこと を へて： =5- れ ば！：： t に 

養き 敎訓 である。 如何 か 我々 は 聖書に 見 ゆる 調 _ ^へ 成績 調べに 則って rtl らも 取認べ をしたい もので 

ある。 之を爲 すに りて は 耶穌の 調べられた 仕方、 御 精神に 基いて 行らねば なるまい と见 ふ。 又耶 

穌は傅 近の W 難 を 感じて US られ た。 第五 街 長老 敎會の 牧師 ジ ヨウ H ットの 著述いた 書物に 『プ 
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9  9  9  まんが 

ラウ イング』 と 云 ふ 了 草が ある。 うな ふこと は 如 i: な 骨折りで あるか を說 き、 馬鳅を 取って 苦勞す 

る ことから、 ギリシャ 人、 ロマ 人、 ユダヤ人 を敎 化する ことが 如： 1： に 困難な りし か を說^ て 激勵し 

て si^ る。 好き m 心 ひ 付きで ある。 我が！； の 傅 道 も 新作の 如き 苦勞が あるに 逮 ひない。 

耶 Mi の 成績 調べに 就き 一 つ 特に 此の 機會に 於て 諸君と ともに 者へ たいこと は、 耶穌が 山に て變貌 

せられし のち、 麓に 下られた ときの 事で ある。 山から 下りられ ると、 麓に て は 非 《：e な-:; を 烦 へる 

もの を携れ て來た 人が あって、 弟子ら に 向 ひ 翳さん こと を 求めて 居た。 然し 彼ら はた^ 騒ぐ のみで 

無能であった。 之を兒 て耶穌 は愤慨 せられた。 其の 成績 調べに は 愤慨禁 する 能 はざる ものが 多く あ 

つたに 相」：^ ない。 せ： ハ 所で 弟子 は 我々 は 何故 救 ふこと が出來 なかった ので あるかと ii: ふた。 之に 對し 

て耶 は懇 なる 答を與 へられた。 此の 會 合に 於て、 我 々今まで 行って 來 たこと を； g みると 麓の 騒ぎ 

の やうな こと はないで あらう か。 無論 余 は 悲観す るので は 無い。 祝 ふこと も 吹 11 する こと も 有って 

居る。 然し 此の 場合 は 何故 能く 出來 なかった かと 考 ふる 方が 緊要で あると E 心 ふ。 此の 機會は 主と し 

て 之が 爲 めに 與 へられた ので ある。 

使徒 行 傳第八 章の 十八 節に シモ ンと云 ふ 男の 事が 記いて ある。 使徒た ちの 手を按 ける に^り 聖靈 

の與 へらる、 を兒 て、 我 も 此カを 受けた しと 1  一一 ：！ つて 金 を 提供した。 此シ モンの 甘と 精神と は 資に卑 

しむべき ものである。 之 を 麓に 於け る * 子た ちが 彼ら を 救 ふこと 能 は ざり し は 何故で あるか、 其の 

秘密 は 如何と 尋ねた 心 持と 比較 すれば 大變 に異 る。 たビ 成功せ ねばならぬ。 求道^^、 受洗 者 を 多く 


出さねば ならぬ と 云って it の. 机り する を兑る やうに 氣 張っても 不可ぬ。 . ^はシ モ 、ゲ の" 亞 流に 過ぎ 

ぬか も 知れぬ。 我々 の 銜發は 如何なる 意味で あるか。 シ モンの 化 〈れと M 様で は 無い か。 1^,.^ 下らな 

ぃ考が 入り 易い ので ある。 我々 は 自分の 魂の 置き所 や 各自の 精 祌狀態 を 自ら 欺かす、 人 を 欺かす、 

敎. vt: を 欺かす、 祌を 欺く と 云 ふ 愚な 考 なく、 正直に 自ら 調べねば ならぬ ことで ある。 束 山莊の 集"^ 

が斯 くの 如く 三年 間の 成績 を 調べ、 他人の 行り しこと や 自分の 行り しこと を顿 み、 北 (の 結^、 漫り 

- 一也 人の 仕泰を 悪し 樣に 評論したり、 天より 火 を 下さん など 云 ふやうな こと G 無き 樣 にしたい もの 

\ ^ある。 之に 反して、 コン リト書 や、 ガ ラテャ 害に 現れて 居る 。ハウ 口の 傳 道の 調べ 方の 如くで あ 

りたい。 t も ましき は 耶穌 と 弟子 との 間に 行 はれた 傳道 の 調#^ を舉 ぶこと である。 

此の 顷感 する 所 ある ものから 默示錄 を 多少 詳しく 研究した。 ァ ジァ の 七敎會 に 宛てた 翰の 內容 

を： るに、 當時 天下の 形勢 は 容易なら す 見えた。 資に 此の 難 i^. の 時代、 大いに 行らなければ ならぬ 

. ^代に 於て 先 づ敎會 の 內容を 調べた ので ある。 其のう ちに は 生き生きして 居る も あり、 死に 湘 せる 

やうな の も あり、 悪しき 場所 を與 へられて 苦戰 する もの あり、 道 i§ 上の 危險に 福った もの も 在る。 

又 境遇 が樂 で 金 を 有 つ た爲め に墮 落し たもの も ある。 耶 穌 は 此の 七つの 燈臺の 間 を 出..^ して K 霧 

を 點撿 せられ、 以て 敎， 5" が 51^ して 能く 大事に 當り 得る や 否や を撿^ せられた ので ある。 我々 は 宛然 

此っ 七つの 敎# と：： E じで ある。 其 目 火焰の 如く、 肺贿 をも贯 き、 表 一 共に 透す ものが、 敎\ ぼの 

を 出，^ して OS られ る。 我々 は 八/ n 化 〈の 點呼を 受けつ、 ある。 如何 か 各々 は 敎會を 代表して、 かに 
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點呼 檢閱を 受けたい ものである。 而 して 何故 見苦しき 成績で 終つ たかを 者へ なければ ならぬ。 若し 

此の 會 合の 間に 於て、 此の 一 事 を 成し 得た らんに は、 演說を 聽 くよりも 何よりも 一 ^ 好き ことで あ 

る。 笫子逹 は 三年 間耶 穌に從 遊し、 三年 後に 耶穌の 點檢を 受けた。 其の 結果が ぺ ンテ コ ステ となつ 

た。 此れが 順序で ある。 我々 の 順序 も 此れで なければ ならぬ。 三年 間の 協同 傅 道は此 所に 至って 初 

めて 其の 歸 着すべき ところに 歸 着した と 云 ふこと が出來 るで あらう。 協同 傅 道 は 偉ら さう に 出 懸け 

た 弟子の 如く、 龍 頭 蛇 尾で 終って は淺 念で ある。 三年の 經過 をして 意味 あらし めんと 欲せば 主耶 S 

の 前に 於て、 祈りの 間に 傅 道の 報吿を 呈出して、 主の 檢閱を 受けねば ならぬ。 默示錄 の 第 第五 

寧に は、 敎勢を 鎖 ざせ る 暗雲の 斷ぇ 間から 忽ち 天の 一方に 光明 を 認め、 天地^物の 創造者 を拜 し、 

つ 人類の 罪を睛 はせられ た祌 の羔、 玉座に 出御 せらる \ を 仰ぎ 兒るさ を たと 云 ふこと が IS いて 

ある。 此 所に 集會 せる 我々 も靈 的の 經驗 其の 高潮に 達して、 默示錄 著者の 云へ るに 似た る 何？^ か を 

得たい が 山々 である。 

此の 協同 傅 近 大會は 三.！^ 間に 經 過した ことが 凡て 生き 出づる やうな 結果 を 庵み 出したい もので あ 

る。 此れが 集. 舍の 目的で ある。 傳 道の 點撿を 受け、 感謝 もし、 微悔 もし、 志 を も 立て、 祌の 祝福 を 

祈り 求めて、 新たなる 展開 を 試みたい ものである。 執行 順序 は 徹頭徹尾 此の 心持ちで 實 行され ねば 

ならぬ ことで あると HE する。 -  (一 九 一七 年 七月.) 


『我ら 此の 齊を瓦 器に 藏 てり』 (§1 お 巧 瓦 器に 齊とは 人生の 大 いる 矛盾 を 意味す。 基^ 者は大 いな 

まのあたり 

る 现 想と 抱 ft と を 以て 世に立って 居る が、 其の 目前 實 現せる 有様 は遙か 其れに は 及ばぬ。 寧ろ 矛盾 

の形狀 である。 パゥ 口な ども 大 いなる 靈魂を 微弱なる 體 軀に藏 めた 人で ありし ものら しく、 容貌 

る揚ら す、 之が 爲に 不利 (.^ を 蒙りし HI もあった に 相違ない。 歷々 人に 疎ん ぜら れ、 事 志と 逮 ふこ 

と少 からす、 とかく 撼 i: 不遇の 身の上であった。 殊に は 理想と 實際 生活と 相伴 はす、 罪 を慨き 共の 

膨； 迫に 苦しめられて、 噫 われ^ 苦の 人なる かなと 嘆 聲を發 つに 至った ので ある。 彼は^«:已の生；^が 

齊を瓦 器に 有つ ものである こと を 意識して、 爲に だしく 苦痛 を 感じた に 相違ない。 然し 此れ は、 

『大に 優れたる 能 は 己より 出づ るに 非す 神の 能なる HJ の 現 はれん ため』 であった (1)。 共の 體驅は 死 

ぬ 可き もので だ 脆弱で あるが、 信仰に 由り て 天来の 能力 之に 活 現し、 耶穌の 生命 共の 衷に顯 t ボで 

はたらき  し ける ，& の 

あった。 人 問 ならざる 驚くべき 動作、 土の 器なる バウ a に 現 はれて 居った。 『夫れ 我ら 生者の 常に 

耶穌 の爲に 死に 付 さる \ は、 耶穌の 生ける ぶ-を 我らが 死ぬべき 肉 體に現 はれし むるな り』 一  > 『外 

なる 人は壞 る.， r とも 內 なる 人 は 日々 に 新な り』 (JJ ハ) で、 之を稷 へる 濫樓を 透して、 光 燦然と して 

^き、 うちなる 木 我、 基督に 於け る 新生 命、 日々 旺盛に して 衝天の 勢 を 示して 居た。 物 H の 勢力に 


挫かれざる 人格が 頭角 を 高く 擡げて 居た。 共れ と 云 ふ も 彼 自身の 能力で は 無く、 共わ^ 耶穌 共のう ち 

にあり て 動作く もの である こと を 明かに したので ある。 

『斯くて 死 は 我らに 動作き 生 は 汝らに 動作くな り』 (モー)。 バウ 口お 自ら 斯 くの 如く 共の 人格に 於て 

驚くべき 威力 を 現 はした のみで はない。 他に 向って 大 いなる 感化 を 及ぼし、 人 を 救 ひて、 之に 能力 

を廣く 分配す る こと を 得た ので ある。 彼 は 何 所へ 往く にも 常に 耶穌の 死 を 身に 负ひ 居て、 宛然 碟柱 

を 背負って 歩いて 居る 様に 兒ぇ、 即ち 死 は實に 彼のう ちに 動作いて 居た ので あるが、 之に 接觸 する 

人 は 云 ふまで もな く、 遠く 其の 風 を傳へ 聞く 者 どもに 至る まで、 靈 的の 感化 を 受け 新なる 生命 を 分 

け與 へられて、 ^天地に 進む やうな 心地す るに 至った。 『生命 は 汝らに 動作くな り』 と あるが 即ち 其 

れ である。 强烈 なる 靈的 電力が パゥ *0 の 破れた る體軀 から 迸り 出て、 四方 を 照し、 周圍の もの を 動 

かした ので ある。 

『錄 して 我 信す るに 因りて 言へ りと ある 如く 我ら も此 く、 の 如き 信仰の 靈 あれば、 信す るに 闪 りて 

霄 ふなり』 (I 一一 一)。 此れ は 詩篇 第 百 十六の 十の 詞を引 ffl^ したので ある 。バウ 口の 信仰生活に 於け る 上の 

如き 實驗は 今创始 つたこと で 無い。 前賢 後聖 ともに 同様の 實驗を 嘗めて、 信仰の 成 力に 身 は 扱 ひ 立 

つて 活氣 横溢した ので ある。 皆 一 齊に之 を證言 して 居る。 『大いに 惱め りと 言 ひ つ つも 尙ほ 信じたり』 

で、 外見 は撼柯 不遇で 餘り 板って 居らぬ 様で も、 內的 生命 旭日の 如く、 信仰の 力 驚くべき ものが 

あった。 正 氣の歌 を 作った 人が 歷 史上の 經驗 に訴 へ、 古の 志士 仁人の 名と 其の 實 例と を 列 舉し來 


チ はう はくす t^.^ こ； £^ りんれつ はん- J そんす  かへ n みて この， i," うく あ リ あ ふいで ふうんの しろき をみ る  てつじん ひすで K とほし てん t>  (しゅくせき にあ a 

り、 取 所， 一 i^sr? 德！： 萬 古な …… 顧 此耿々 在。 仰觀， -浮雲 白？ …… 竹 人日已 遠。 饥： 刑 在， 一 H 昔 1 …… 

十 U 道 1: 二 色 一と：： ム つて 如何にも 力 を 得た るら しく、 頻りに 勇み立 つ 如き 面影が 文字の に^ 如た る 

も-せに 近 if である。 五门 人が 希： 第 十 一 ii^f を讀 みて 感 すると ころも 之と 北ハの 趣き を M じうす る 

もので は あるまい か。 占往 今來 を^き て 信仰の 活ける 力 大河の 決する 如き 勢 を 示す。 何物と 雖も之 

を 抑へ 付く る こと は出來 ぬので ある。 

『我ら は 主 耶穌を ijj らし- "もの 耶穌と 偕に 我ら を も I:- らせ、 亦 我ら をして 汝らと 偕に 立た しむる 

寨を 知れり』 …… 夫れ 我らが 受 くる 片> 刻の 輕き苦 は、 極めて 大 なる^ まりなき ポ： き榮を 我らに 

得しむ るな り』 (針 七)。 『我らが 顧る 所 は 見る 所の 者に 非す、 見えざる 所の 者な り。 そは兑 ゆる 所の 者 

は w 時に して 見えざる 所の 者 は 永遠ければ なり』 我ら 此れ を 知る、 我らが 地に ある 慕 3i もし 壞 

れ なば 神の 賜 ふところの 尾 天に あり、 乎に て 造らざる ところの 屋 なり』 (^ の)。 假令 土の 器で も 信 

仰 生命の K をう ちに 藏 して 居れば 現在に 於て V 自已も 他との 關係 も然く 偉大な ものであるが、 之が 

亦 永久の 世界にまで 及ぶべき こと は 右の 文字のう ちに 明らかで ある。 轤%: 不遇 パゥ& の 如く、 逆境 

に 苦む こと 彼が 如く、 共の 身 瓦碟と ffl 他 を 等しう する 如く：： 几 えても、 共の9.^魂は 永遠の^l总味をoj^、 

へ、  其の 光 榮來世 を ii 一すべく、 體幅は 一 時 的 假設の 幕屋に して 壞れ きもので あるが、 神の 賜 ふと 

.  ,  S. へ てん  みな わ 

ころの ザに て^らざる 屋卞 天に あり。 、水 遠の ものが 此の 水泡の 如き- ム十 年の 身に 於て せられつ 

\ あるので ある。 總 てが 共れ に到逵 する の 段取りで ある。 
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くの 如く 考 へて 来る と 世の中の こと 總て 其の 面目 を 新に し、 淺 蒲なる もの も 奥床しく、 苦き も 

のも廿 く、 賢愚 强弱 悉く 願 倒した る やの 觀を呈 し、 損 をして 得 を 取り、 仆れて 起つ ことが 出來、 肷 

れて 成功す る やうに なり 得る ので ある。 浙 くて は與味 薄き 野 面に も寶が 隱れて 居る。 紙：^ の 店頭 

に 世界 杨 有 の 眞珠を 發兑す る 如 き 事 が 常に 經驗 せらる & であらう。 

然れば 世事 總て霞 的 意味 を寓 す。 牛 走 馬 卒の賤 が 業に も 永遠の 慣値 ある を 見出す であらう。 犬 や 

猫と じ 様に 腹 を 肥やす 爲の 食物 を獵る 所謂 糊口の 營業 を爲す 間に 人格 は 造り上げられつ & ある。 

if 族に 愚者 多く、 意氣 地な き 者の 輩出す る は、 畜類 同様の 食物 を 得る ための 勤 勞を缺 く 結 梁で あ 

る。 日々 の 生活の 土の 器に 靈 魂が 藏 めら れ、 #|{成 せられて 居る ので ある。 ， 蛾 とも 〔ム はる &兒孫 や 

其の 他の 厄介 ものに 齊虐ら る.^ 問に 愛の 光を增 し、 人格の 階級 を 高む る ことが 出來 る。 敎. $: に會計 

の 難題 ある は 厘 忌 はしき ことの 様に 感ぜられ、 見苦しく も 思 はる、 ことで あるが、 共の 實 之が 爲に 

愛 を し 德を趙 つる ことが 出来る。 ス ボル ジ ョ ンは敎 會が已 を 維持す るの 困難 を 免 かる- r 爲に 基本 

金を設 くる こと は た 宜しくな いと 主張した のも此 所で ある。 克已 献金し、 辛うじて 敎\ ぼ を 維持す 

る ^ に 其の 鍵的惯 値の $F 進す る を 見る ので ある。 實に 政治 界は .M 敗して 居る。 基督 者と して 之に 出入 

する は^だ 苦痛で あるが、 御 國を來 らせ給 へ と 祈り 深く 國 事に 奔走す る 人 は ァゥ ダス ティ ヌスの 如 

く 天より 來る祌 の 都市に 志を述 びて 向上す る こと も出來 るので ある。 況んゃ 肉體の 病苦、 處 世の 患 

難に 於て おや。 恩寵の 乎 段と なる。 靈なる寶を土の器に蔵めて居る様な經驗が基1^^<-の^1には^ 


時で も ある。 先日、 木 紙に 揭 げた 山 本 まり子の が 既に 其の 手近き 〔ぼ 例で ある。 信仰 を 以て 逆 を 順 

に受 くると き は 何れの 所に も 通達の 道が 開ける。 登る 路は 十字架に ありと もな ど 悲しむべき、 我が 

御祌に 近づかん との 意氣 込み さへ あれば、 何れも 祝福なら ざる もの は 無い。 故に バウ D は 『總 ベて 

むね  はもら 

の 事 は 神の 5= に 依りて 召れ て 神 を 愛する 者の 爲に 悉く 動作き て (徒 をな す を 我ら は 知れり』 (Mfjtl)、 

と 首った ので ある。 

なぞら 

ブシ ネルの 說 敎に现 在の 生活と 永遠 世界との 關 係を說 き、 之 を^ 遠 鏡の こ とに 擬へ た 一 節が あ 

る 奇想天外より 落ち たかとも 感ぜられて た 面白い。 曰く 望遠鏡 は 共の レ ンズを 通して 天上 を 望め 

ば こそ ffi 他 も 現る & ものであるが、 天上に 眼 を 注け すして 其の 內部 のみ を 何程 兑 廻す とも、 た^ 無 

意味なる 暗き ところ を兑 るに 過ぎす 何の 與味も 無い。 現在の 生活と 永遠 世界との 關係 正しく 斯 くの 

如くで ある。 

(一 九 一 七 年 九月) 
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『之に 緣 りて 我らのお，、 耶穌 基督の 父、 卽ち灭 と 地に ある 諸 族の 彼に. E り て 名 を 得し 者の 父に 跪きて r 

.  す こ 5 か 

願 ふ は、 其の 榮 光の 富に 循ひ、 其の 靈を もて 汝らの 衷の人 を 剛健に して、 乂 基督 をして 信仰に 由り て汝ら 

の 心に らしめ、 义汝ら をして 愛に 根し、 愛 を 基と して 諸の 聖徒と 倂に 測る 可らざる 基督の 愛 を 知り" 

その 濶さ、 長さ 深さ 高さ を識 らしめ、 乂 すべて 神に 滿 てる もの を汝 らに滿 たしめ 給 はんとな り』。 

(以弗 所 書 三の 一 四 11 一  九) 

此は 此の！ =：1 翰に 職って 居る 第二の 祈り 文で ある。 意味 甚だ 深く、  a つ 行き まった ものである こと 

を感 する。 今 其の 耍點を 一 々語る こと は出來 ぬが、 三つ 四つ 今朝の 題目に 當て篏 めて 說 いて 兑 たい 

と 田 ：s"o 

耶穌の 1>n に 『我が 來るは 羊 をして 生 人 叩 を 得、 a っ豐 かなら しめん ためなり』 c^ltf 一) と ある。 

耶 穌は豐 かなる 生命 を與 へんと せらる。 生命 は活々 として 盛んなる もの、 何物に も換へ 難き！^ 値 を 

か if ま  ともしび 

備 へて 居る。 然し 其の 生命で も 屈り て 充分に 發展 せす、 蒸れ 返って 意氣銷 沈、 風前の 燈火 同様、 今 

にも 消えなん とする もの も ある 我々 の 生命 は活々 として、 盛んな、， 徹底した、 深き、 豐 かなもので 

ありたい。 如何にせば 斯 くなる ことが 出來 るで あらう か。 


代に は. n 然 主義、 享樂 主義、 一一 イチ ヱの 主義、 さて はべ ルナ ルド • シャゥ の所說 などと 種 々の 

m 心 &j が ある、 とにかく 今の 儘 では 滿 足しが たく もっと 善き 生活 をしたい と 心^して 居る ので ある。 

何れ 5£ 心 M しても 此で滿 足 だと 細め ふ 人 はない。 現^に 安ん せられぬ 心を懍 いて IS る ものが 多い。 或 

は 又 共の 生命 砂上の 樓閣の 如く、 堅^なら ざる S 礎の 上に 立ち、 雨降り 大水 出で 風 吹きて 其れ を椅 

ふ  た *^ れ  どう  J 

たば 終に は 倒れて 其の 倾. 稷大 いなる 人 も ある。 如何 か 我々 はおの 上に 家屋 を 建てたい ものである。 

如何なる！ K 變 地異に |れ 遇しても 動かざる 堅间 なる 家 を 建てたい。 然て斯 る {豕 を つるに は 如何にす 

れば適 {儿 いので あるか。 此の 祈の 中には 之に つきて 根本的の 事が 記されて 居る。 

先づ 『汝ら の の 人』 と あるのに 目を^け ねばならぬ。 我々 に は 表と褒 とが ある。 人 肥えた るが 

故に 尊から す。 物識の 如く 兑 えても 神より E!^ 者よ と 呼ばね ばれなら ぬ 者 も ある。 形と 心、 おと" i 性 

人格、 即ち 表と 裏と が あるので ある。 然 らば 我が 衷 なる 人、 靈魂は 如何なる 性！：： の もので あるか。 

われら  . i 

祌の 子で ある。 神の 子で あるべく 生れ 出で たもので ある。 然し考へて見れば！^|"人には祌の了らしカ 

らぬ ところが 多い。 現在の 有様 を殘 念に 思 ひ、 愧 かしく m 心って、 安んじ 難く、 確かによ りお： き 我の 

ある こと を 思 ふので ある。 今 は 兎角 詰らぬ ことに 屈 托して 居る が、 眞に 神の 子と して、 裕 つたり し 

た、 安らかな、 健氣 な、 美 はしき 生活 を 送り 得る ものである。 人に は宗敎 心が ある。 之 を 如何に 處 

して IS らる& か。 舉 校の 點數は 良き 所に あって、 卒 第の 後 は 如何なる 人になる かと 今より 紐 母し 

く朋 f.- せらる \ 人 も あらう。 又は 述動 場に あって は チャンピオン として 聞え た 人 も あらう。 タルし 北ハ 
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の 人々 の 靈性は 如何。 天より 與 へられ、 神の 子 たるべく 造られた 靈 魂の 有様 は 如何で あるか。 平 

生 は氣が 付かす とも、 折に 觸れて は 世の中の さ を 取り 止 め も 無き が 如く 感 する こと も あるで あら 

う。 其れの みで 無い。 確かに 我々 に は祌の 前に 罪が ある。 夜更け 人 it りたる 時、 過ぎ 来し方 を 顧み 

て 良心に 1^ しく 感じ、 故鄕の 人に 對し、 又 已が宿 昔の 志に 對 して 相濟 まぬ 様に 感 する であらう。 我 

々は 確かに 罪 を 有って 居る ので ある。 如何 ぞ もっと 善き 人に なりたい と 思 ひ、 正義 人道に 照して、 

人 は 断く あるべき も のぞと 云 ふ 思 ひが 往來 して 打 遣って m はけぬ 様に 思 ふこと も あるで あらう。 斯 

ると きこ そ 我に は 裏と 表と が あり、 眞の 我と 偽りの 我との ある を感 する であらう。 假令 成功して 

も 3 呉の 我が 惯俯を 有たなければ 無益で ある。 其 所に 至る と、 平生 衷 なる 人 を 忘れて 居た もの も 之に 

觸れる やうになる ので ある。 然うして 何とか 處分 せねば ならぬ 問題 を 投げ 與 へらる るので ある。 お 

らば 之 を 如何にせば 好いで あらう か。 

此 1^ こ 其の 道が 示されて 居る。 『神に 滿 てる もの を滿 たし め 給 は ん ことなり 』 と あるか 北ハ かで あ 

十が た 

る。 卽ち 神の 完 きが 如く 完く なり、 祌と事 を 偕に し、 直 「-び を 偕に し、 其の 贵き 愛に 滿 ちた 力 我 力 

^ ^なる 人に 實 現せら る-! ことで ある。 是れは 何人も 斯く あれ かしと 求めねば ならぬ ことで ある。 

然し 其の 祌とは 如何なる もので あらう か。 『天と地 にある 諸 族の 彼に. S つて 名 を し 云々』 と あ 

るが、 即ち 其れで ある。 其の 怠 味 を 極めて 簡 短に 說 へば、 人？？ の 親子、 夫婦、 i、 朋友な どの 關 

係. Hf 悉く 祌に 基く と 云 ふこと である。 世に 親子の 關係 ほど 尊い もの はなから う。 此の 彩、 isB^ に 


遊 ら て、 一 一 一週 前より 下 {$屋 に 居らる \ 人 々は { 承 のこと や 親の ことな ど稷々 K- へ させら る 

一で あらう。 親チの 愛情 や^ 節なる 夫 4^ の關係 ゃ義に le^ 朋友の 問 柄 Si 美しき もの は 無い。 如何 

して 斯く なって 25 るかと 现^ 詰めに すれば 極 々面倒な 手綺 も耍 るで あらう。 然し 我々 の問には斯か 

る^_*::がぁるのでぁる。 ^き 世の 人の 誠 や だの、 五倫- A 常の 道な どを考 へて： 15- ると 北ハ 本. M が あ 

る。 斯る £e 愛の 現る \ は 神の 思 召で ある。 祌が斯 ならしめ 給 ふ 結果で ある。 地上に 行 はるえ A 倫 五 

常 の^は 云 ふ も 更なり、 1K に 於ても^ 所に 於ても、 若し 情愛 や 主義に 於て 美 はしき 關係 などが ある 

ならば、 共れ は 偶然の さで はない。 然ら ざる を 得が たきものが あるから である。 斯く あるべき S 一 g.* 

が あるので ある。 即ち； 太と 地に ある 諸 族に 名を與 へ、 之に^ 彼 あらしむ る祌が 存在 せらる \ の であ 

る。 祌は地 卜： の 父より 優った 善き 父で ある。 もっと^き 朋友で ある。 人 迸 は： 大道の 影で ある。 前ネ 

は 後お より 來 るので ある。 天地に は實に 正しく、 愛に 充 ちた 祌が 居らる-! ので ある。 此の 祌と志 を 

同 くし、 共に 働く のが 宗敎 である。 II；： 仰の 道で ある。 

然し 此 は- K ふ 可く して 行 ひ 難き 事で ある。 之に 抗ふ 勢力 は 横行し、 迷 や！^ ^ 惑の I5i れる 此の世に 於 

て、 如何 すれば 此の 語の 如くなる ことが 出來 やう か。 其れに は 如何しても、 の 愛 を 知らねば 

ならぬ。 

『詣 ベての 架 徒と 偕に 測る 可らざる 基 赞の愛 を 知り、 北 ハの濶 さ^さ 深さ 高さ を識 らしむ』 と あるが 

北ハれ である。 我々 は獨 りで 考へ、 SSH^ 努力す るの みで 神に 滿 てる もの を 我がう ちに 滿ち 足らし むる 
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こと は出來 ぬ。 基 $S の 愛 を 知らねば ならぬ。 基督の 愛！ 實 に廣大 無邊 である。 餘 り廣大 であるから 

已れ 一 人に て 全部 を 明かに すると は出來 ぬ。 宛然^ 人が 手探りで 象 を 知らん と 欲する やうな もので 

ある。 測る 可から ざる 基督の 愛 は 世々 の 聖徒と 共に 相呼應 し、 之と 調子 を 合せて 味 ふべき もので あ 

^  まめ や  . 

る。 聖徒と は 身 を 神に 聖別して 忠 かに 事 へんと 志す ので ある。 全た き 品性 を 具へ た 人と 云 ふせ， 5 味で 

はない。 我ら も 聖徒で ある。 徒と 偕に と は 基督 者た る もの 心 を 協せ て もろとも にと ふ： 味で あ 

る。 其れ だから 無敎會 主義 は 迩 つて 居る。 基督 敎は協 M 主義で ある。 靈 魂の 社 會 主義で ある。 

斯 くの 如く 欺 徒が もろとも 協力 一 致團 結、 呼應 して 知らん と 欲する 所の 基督の 愛 は 抑 も 如何なる 

もので あるか。 罪 を赦 すと ころの 愛で ある。 我々 を 常に 感化して 居らる- r 所の 愛で ある。 迷 ひ 出で 

た 者 を 引き返 へす 所の 愛で ある。 吾々 は實に 火の 中に 投ぜ られて 今にも 燒け 失せん として Gi^ る もの 

が 引き出された 如くに 救 はれた ので ある。 厘 迷 ひに 陷り、 信仰が 亂 調子に なりて、 沈淪の 淵に 全く 

沈まん とした ものが、 督の 恩寵に. 5 りて 深き 睡を覺 まされ、 辛うじて 救 はれた 心地 をす る 如き！^ 

驗を 持って 2i5 る。 斯 くの 如き 經 驗を懷 かる A 人は寶 に 感謝に 堪 へぬ ことで あらう。 然し 共れ ももろ 

くの^ 徒と 相 呼應せ ざれば 徹底的に 經驗す る こと は出來 ぬ。 吾人 は 古今 の 徒と 經驗を 交換 し 、 

相 共に 此の 味 ひ 極り なき 基督の 愛 を 知りたい ものである。 

然し 基督の 測る ベから ざる 愛 を 知らん と 欲せば、 『基！^ をして 信仰に よりて 汝らの 心に 11^5 らしめ』 

云々 と ある 如く、 此の 條件 を充 さねば ならぬ。 基督 を 心に 迎へ 人れ、 其の 奥深き ところに 之 を 請 じ 


て、 奉仕に 誡を識 さねば ならぬ。 ホルマン *ハ ントの 『世界の 光』 の 紡 は、 北ハ の^ 刻が 日本に も 多 

く兑 受けられる。 只 兄る、 左方に は 戶が閉 つて 居る。 內部は 如何なる 狀態 であらう か。 魑魅魍魎の 

すみか  なま ひさ  おど 

梭 所と も风： しく、 然 こそ 薄暗い、 腿い ところで あるで あらう。 戶は 何時 閉 鉗され た Si であるか、 荊 

棘が 近 を 塞いで 居る。 右方に は 基 蝥が戶 を 叩いて 立って 居られる。 Si 督は 常に 我々 の 心の 戶を 叩か 

る k ので ある。 此 所に i ^、まられ た なかには 日曜 擧 校に 出 人した 人 も あらう。 何れ かの 敎"^ e: で 道 を g| 

かれた 人 も あるで あらう。 遊舉の門出に聖|^^*^-與へられたるもぁるでぁらぅ。 は 何事 か 心に 懸り 

て^に 物 E 心 ひに 沈み、 精神 問題に 製 はれて 居る 者 も あるで あらう。 是ル Ms 上 1$：1 が 心の 門 を 叩かれる の 

である。 共れ にも 拘 はらす 門 は 依然として 鎖され て 居る。 中々 かぬ。 

然し 心の 門 を 開かざる うち は、 全く 常晤 である。 基督 を 心の奥に 迎へ 人る \ 外 迸 は 無い。 ^^なる 

人の 覺醒 も、 神の愛 を 知り、 其の 充ち 足れる 德を 身に 資 現せし むる の も、 せ 基 $1 を 心に 招 ：5S せねば 

出來ぬ ことで ある。 基督に 遠ざかりつ \、 其の 測り 知るべからざる 愛 を 知る こと は出來 ぬ。 何う し 

て も 之 を 我が 衷に請 じ、 靈 魂の！：！^ も 奥まりた る 正座に 迎へ、 其の 恩寵に 感激し つ X 之に： り、 誠 怠 

を 1： 说 くして 之に 事 ふる 外 はない。 斯く なさば 『我^け るに 非す、 基督 我に ありて 生けるな り』 で、 

露に Si 督 をして 心の中に 住 はしむ る ことにな り、 始めて 祌の 子た る 心持ちが, かに 實現 する。 

『視ょ 我れ 戶の 外に 立ちて 叩く。 もし 我が 聲を 聞きて 戶を 開く 者 あらば、 我 その 人の 所に 到らん、 而 

して 我 は 其の 人と 偕に、 その は 人我と 偕に 食 せん』 (ま 一一 l^?f§) と あるが 其れで ある。 
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如何にせば 基督 をして 心のう ちに 住ま はしむ る WJ が出來 るか。 即ち 『信仰に よりて』 である。 信 

仰と は 基督 を 尊く、 慕 はしく、 懷 しく 思 ひ、 如何にしても 之と 離れ 難き 心地し、 實に顿 母し く覺ぇ 

て 其の 言 を 受け 人れ、 罪 ある 身の 救 を 全く 之に 委ね、 其の 命ぜら る-! 儘に 從ひ、 心を盡 して 之に 事 

へ んと 欲する ことで ある。 

基督に 對 して は 之 を 外にして 道理に 適った 態度 は 無い。 此の 態度 を 取り得な いと 云 ふ は 無理で あ 

る。 又 決して 出來ぬ ことで ない。 余 は 諸君が 今日 基督の 叩かる る戶を 開き、 之 を迎へ 人れ て、 心の 

うちに &n らしむ るに 至らん こと を 切に 望む ので ある。 

(一 九 一 七 年 九： o 


逆境の 感謝 

たなつ- の  たなつ もの 

詩 第 六 十五 篇には 祌の與 へ 給 ふ 穀物 の 豐 かなる を 感謝す ろ 語が ある 『汝 かく 倫へ をな し て 穀物 を 

た みぞ  5 ね  むらさめ  吐え S ゴ 

彼らに 與へ 給へ り。 なん ぢ. M を 大いに 雷し 畝 をた ひらにし 白雨に てこれ を や はら かにし、 その 萌芽 

みめ ケめ  かんむり  •  したたり 

る. V 祝し、 また 恩惠を もて 年の 冠 10*^ とした まへ り、 汝の途 には膏 した &れ り、 その 恩 滴 は 野の 牧場 

をうる ほし、 小山 はみ な歡ぴ にか こまる。 牧場 はみ な 羊の むれ を 衣、 もろく の 谷 は 穀物に お ほ は 

れ たり、 彼ら iiz よろこびて よば はり また II ふ』 また 同じく 詩 第 百 十六 篇の 十二 節に は 『我 如： 1： にし 

て その 賜へ ろ もろ-^. の 恩惠を >i ホバに 報いん や』 と あり。 共に 神の 恩寵 を 感謝す る 情に 溢れて 居 

るので ある。 我々 は 今朝 新穀の 稿り 豐 かなる を 感謝す る 爲 めに 禮拜を 行 ふので あるが、 如何 か斯の 

如き 35 祌に滿 たされた きもので ある。 

に ひ あへ 

我 日本 國は 祖先 以來祌 を 敬ふ氣 風の 盛んなる 國 である。 古くから 行 はれて 居る 此 新^の 祭の 如き 

も 北 ハの氣 風の 現れの 一 つで ある。 斯 くの 如き は獨り 我が 國に 限らす、 古の 希醱 にも 羅馬 にも あつ 

た。 然し 我が 國 では 上下 擧 りて 五穀 成就し 祌の 賜物の 豐 かなる を 感謝す るの 風が 殊に 盛んで ある。 

今日は 宮中に 於ても 儀式 を 行 はれる ので ある。 基督 敎は國 民の 一 つの 特徴と も 云 ふべき 此の 突風 を 

更に 深き 所まで 徹底せ しめ、 其の 本来の 意義 を 完成す る ものである。 耶穌は 『我れ 律法と _娘言 者 を 
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廢 爲 に來れ りと 意 ふ 勿れ。 我來 りて 之を廢 るに 非す 成就 せんが 爲 なり』 と 云 はれた。 余 は 此の 禮 

拜に 於て 之が資 現せられ たる を 喜ぶ ので あ る。 

米國 にて は 此の 二十 九日が 感謝 日で ある。 大統 51、 ゥ ヰルソ ン氏は 之に 關 して 懇篤なる 敎書 を發し 

た。 今日は 之 At 諸君と 共に 考 へたい。 之を讀 みて、 信仰 篤き 政治家の 精祌を 羨ましく 思 ふので あ 

しほ あ ひ 

る。 我が 國も交 戰國の 一 であるが、 戰爭 中な りとの 感じ は 著しくない。 多くの 人 は 之 を 好き S 湖 時 

として 金儲けに 耽って 居る のみで ある。 然し 戰爭 の爲に 急に 物 憤が 騰贵 したり、 又は 先日の 風水 咨 

の爲 めに、 艱 むで 居る もの も少 くない。 交戰諸 國が闲 難なる 狀態 にある は 云 ふまで もない。 殊に 

最後 に 其 仲 Si 入 り を し た 米國は 大騷ぎ であらう。 大統領 は 此の間に あって 例年の 如く 秋の 感謝 を 行 

ふに 就きて 敎書を 出した ので ある。 感謝 は 目出度き ときの みに あるべき でない。 困難なる 時、 艱み 

のとき にも 亦 あるべき である。 斯る ときには 如何なる 心 持 を 以て 感謝すべき であるか。 一 家の こと 

や 一 國 のこと がた ビ困 るく とば かり 云 ふだけ では 愧 かしき ことで ある。 然し 斯か j<? 場合に は 感謝 

す る 心 持 も 判然 せぬ ことがある かも 知れぬ。 合衆國 の 大統領 は 如何な る 精神 を 以 て 之を爲 す ベ く國 

に 訓示して 居らる \ か。 ゥヰル ソンの 敎書を 見れば、 晴憎 たる 最中に 感謝すべき KI を數へ 舉げて 

ある。 初めに 此暗黑 のうちに も祌が 我らに 與 へたる 祝福が ある。 即ち 心の 平和、 事業の 成功 以上の 

祝福の ある こと を說 いて 居る。 次ぎに 我々 は 今 s 人類に 奉仕す る 機 會を與 へられた は 感謝すべき 

であると 說 いて 居る。 即ち 獨 逸の 暴力に 對し、 文明の 爲に戰 ひ、 自由 を 擁護す ろ 機 八 I：： を與 へられた 


ろ を 感謝して 居る ので ある。 戰爭は 喜ばし からぬ ことで あるが、 然し 其の 動機な ど を 考 ふれば 感謝 

せねば ならぬ こと も 其の 中に 含まれて 居る。 大統 5^ は 义儉約 さへ すれば 使命 を すに 足る だけの 供 

給 を 5：: つ- -ぁ る さも 感：^ す べき ことで あ ると 一； ム つ て 居る。 

此れ はゥ ヰルソ ンが 其の 敎 書に 於て 一： ム つたこと であるが、 斯 くの 如き 精祌を 以て ー阔 のこと 一家 

のこと 乂は 一 身の K1 を考 へて 行かば、 火 や 水の S に受 くる 损 害の 中に も、 戰爭 などの 災害の 屮 にも、 

必す 感謝すべき を 出す であらう。 た^ 五穀の 豐 かなる を 祝 ひて、 鼓腹 维 壊す るの みで は 不可 

ぬ。 舉ぴ^ たる 信仰の 道に 據 りて 物事 を 見るならば、 何 所に も 深い 感謝が あるので ある。 我が 雨中 

に 於て 祝 はる- -新嘗 の 祭が 此の 精神 を 以て 祝 はれ、 其の 意味の 徹底す る 様に したいと 思 ふ。 此 祭に 

は 上に 立 つ 政治家より 下々 の 百姓 町人に 至る まで、 齊 しく 基督 者 風の 感謝 をす る 様になり たきもの 

である。 

ァ ンド リュウ ス 監^の 祈 S 文に 就いては： 11^ 々紹介した こと も あるが、 其のう ちに 感謝に 關 する 一 

節が ある。 之 は 感謝 をな すの 衆に 供すべく 倘條 だけ を擧 げた ものである。 共の 中に 彼が 感謝すべき 

こと \ して 數 へて 居る もの を 見る と 種々 益になる ことが 多い。 即ち 『鳴 呼 我が、 王よ、 、王よ、 我は感 

す、 我が 在る HJ を、 生きて 居る こと を、 合理的 なること を。 我 は 感謝す、 我が 養 はる、 こと を、 

保全 せらろ、 こと を、 支配 せらる \ こと を』 など、 其の 他敎 育、 公民 權、 宗敎、 恩寵、 賜、 .HI 然の 

賜、 身分の 賜、 贈 罪、 更生、 敎訓を 始めと して 祌の 招き を 受けし こと、 ：冉ぴ 招かれし こと、 彌が 上 
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に 重ねぐ の 招き を 受けし こと を も 擧げ、 然 ては聽 きたる 說敎 や、 讀 みたる 書籍、 交へ たる 談話、 

我が 爲に 捧げられ たる 祈り、 善き 模範、 忠吿、 其の 他 驚くべき 程 込み入り たる 細やかなる 齒條に 直り 

て 感謝す る 用意が 周到 緻密で ある。 彼 は 之 を 一 々細かに 考 へて 祈った ので ある。 ゥ ヰルソ ンゃ アン 

ドリ ュ ウス 監督の 爲 せる ことに 鑑みて 我が身の 上 を 思 ふなら ば、 我々 は 如何に 多く 神の 恩 を 等 ぼに 

して 居った かと 云 ふこと に氣が 着く であらう。 斯る 精神 なれば 戰爭の 如き 騷 がしき 場合に も 感謝の 

嵇 を 見出し 得る ので ある。 斯 くの 如く 人生の 萬 事 を 見て 行くならば、 詩人と 共に 『我 如何にして 共 

の 賜へ る もろ/ \- の 恩 {龍を H ホバ に 報いん や』 と 云 ふ 感じ を懷 かざる を 得ぬ であらう。 我々 は 人 

の 耳目 を錄 動せ しむる 如き 大事に は 容：： 勿に 感動 すれ ども、 細なる K1 にまで 徹底して 共の 恩： 龍 を 味 ふ 

ことが 少ぃ。 特殊なる 恩寵に 感じて 感謝 するとと もに、 人事 萬般を 仔細に 考 へて 凡ての 恩寵 を：^ 

なく 感謝す る やうに ならねば ならぬ。 サム エル • ル ゥサァ フォド の 語に、 『ド ラウンド • デッ タァ、 

ッゥ、 ゴッヅ • モルシ イス』 (即ち 神の 偶み に 溺れた る债務 者) とい ふ， 譜が ある。 即ちぶ くくに なつ 

て 溺れ K? 程 恩寵のう ちに 浴して 居る と 云 ふとで ある。 實に味 ひ 深き 語で ある。 然し 斯 くまで かな 

る 恩 .M を 了解す るに はゥ ヰルソ ンゃァ ン ドリ ュ ウスの 如き 氣風を 以てせねば ならぬ。 

浙 くの 如き 大 なる 恩寵に 感じた る 者 は 詩人の 歌 ひし 如く 『われ 救の 盃を 擧げて H ホバ の 名 を 呼び 

まつらむ。 我れ 凡ての 民の 前にて. H ホバに 我が 誓 をつ ぐの はん』 と 云 ふに 至る であらう。 我々 は祌 

の mr3 召に 對 して あ 、も爲 やう、 かう も爲 やうと 思った こと や、 或 ひ は 手 を 着けた ばかりにて 共の 儘 


になって 居る こと も 多く あるで あらう。 其れら のこと を總 ベての： Jl^ の 前に 3^ すべく 心 懸ける こ 至る 

か 此の 場合に 设も適 常なる 態度で ある。 感 恩の 情斯 くの 如くなる に 至らば、 眞に 此の 祭りの 精神 を 

得た ものと 一- ムふ ことが 出來 る。 如何 か斯 る 精祌を 以て 今日の 感謝 禮 拜を行 ひたき ものである。 

(一九 一 七 年 一 1 CO 
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||^活聖.2:の餘香  -  Igs 

復活 聖日の 餘香 

復活 聖日 は 無論 基督の 臨 を 想 ひ、 活 澄々々 とした 希望に 滿 たさる る 機 # であるが、 其れと： n 時 

に 遠き を 追 ひ、 世に 亡き人た ちの 上 を も 想 ひて、 自ら 愛する もの- r 坂 墓に 心 を 向けさせられざる を 

得ない ので ある。 口 シャ邊 りで は 復活 逢 日の 慕參が 年中行事の 一 つで ある。 

耶穌の られた 朝 尙ほ喑 きに、 マグ ダラの マリヤ は 主の 屍 を 葬りし 慕に 詣 でた。 他の 婦達も 同じ 

様に 彼の 新せ お を 訪れた ので ある。 彼ら は哀 の發 開れ たる 様に 見 ゆるので 氣 も狂亂 せんば かりに 感じ 

た。 耶穌 の？！ 必骸に 侮辱 を 加へ しもので もあった か。 如何なる 異變の 起った ので あるか。 彼ら は^だ 

しく 共の 心 を 痛めた ので ある。 此れが 基督 者の 死者に 對 する 趣 致で ある。 屍 は 人格で は 無い。 物件 

と 首 ふこと も出來 る。 人格 扱 ひ は 合理的の 所爲 でない。 然し 敬意 を 表して 丁寧に 之 を 取り 极 はねば 

ならぬ。 葬りた る 後 も マ リャの 慕に 詣で たる 如き 心 懸け はありた きもので ある。 

なきがら 

其れにしても 遣 骸に對 し， 若く は 慕 前に 於て は、 如何なる さ を 行 ふが 當然 であるか。 古今 丧四 風 

俗 や 習惯が 大いに 異 つて 居る。 叉 理窟 一. 片で 杓子定規に 之 を 沙汰す る HJ も愼 むべき ことで ある。 然 

し 約 翰 傅 復活 聖日の 記. 事に 『耶 穌. 彼女に マリヤよ と 云 ふ、 婦か へりみ て 彼に ラボー 一と n: り、 之 を || 

けば 夫子な り。 耶穌 彼女に 曰け る は 我に 捫る こと 勿れ、 我い まだ 我 父に： ら ざれば なり』 と ある 


が、 斯る場合に某将^^：は如何に處ゅぃ-すべきゃを示す j つの 荣 では あるまい か。 マリヤ は懷 しき、 王に 

縱り附 かんば かり、 生前と 1:!: 様の 事に 出 でんと したので も あらう。 『然 はせ ぬ も のぞ、 雨 今 尊ら 

的に 5： 遇されん と を^む。 在世中の^り 八：： ひ は 今の 戴的狀 態に 似八リ はしから す。 でつ-以て、 あ. "に 交る 

べき も のぞ』 と 茶 の 論され た 意味と 解せられ る。 死にし人たちの遗^に對して^^」^^^:の取るべき 

方針 は. E ら此 所に 示されて 居る。 

造 骸は祌 であるが 如くに 丁 東に 取り 极 はるべき である。 を 問ひ訪 る \も相 應は しき ことで あ 

る。 死^^-の こと ビもを想ひ起し、 之をl^^?り出づろも生き遗れるものどもの情"ー^^でぁる。 親しき もの 

共の. f:4 を繼ぎ 之が 實 現に 協力す る こと を 相 契りて、 其の 計畫 を. N つる 如き は、 佛敎^^のと異りたる 

意味の 適當 なる 追善で ある。 遣 族 を 慰め 之に 必要なる 援助 を與 ふる も、 死者に 對 する 道 德 である。 

なか どち 

基^お は、 王に 於て 然 せねば ならぬ。 世 を 去りし 人 を 中心とし、 共の 記憶 を 仲介に し 親戚 故葡 打ち 寄 

りて、 まに 打ち 語ら ひ、 疎からん とする もの も 之 あるが 爲に 親しみ を溫 め、 愛の 關係 に 濃き を 

加ふるに^^：：るが如きは人問の美事でぁる。 然し 以上の 如き 場合に 總て のことの^ 木と なるべき は宗 

お jj そ. S 

敎 である。 故に 簡 短なる、 然も 嚴 にして 思 出で 深き 禮拜を 行 はねば ならぬ。 ？ー1 ふまで も. f (く 禮拜の 

對^ は 神で ある。 吿 ぐる も 祈る も 神に 對 して ある。 相 語る は 生き 造れる もの 同士の ことで ある。 

死？^ の爲に 其の 進歩と 祝福と を 神に 祈り 求む る も 亦相應 しき ことで はない か。 提摩太 後， 一^ ォ 

ネシ ボ 。 に闢 する 記事 は 正しく 死者の 爲の 祈り を 暗示した もので あらう と 解す る 人 も ある。 

復活 as 日の 餘香  Ira 五 


復活 聖日の 餘香  一四 六 

斯 くの 如き は 生き 遣る ものより 死者に 對 して 心得べ く、 叉營 むべき MJ であるが、 死者 は 何 をな し 

つ、 あるか。 彼ら は 世に 在る 人々 と 全く 沒交涉 であるか。 幽明 途を 異にす。 た V 取り- W め もな く、 

宛ら 幽 戴の 腿より 下 を 見せざる が 如く  朧 として 常例 も搔き 消す のみで あらう か。 基 者の：：^ 解 は 

ぼん g, リ  • 

然ぅ 悄然した もので はない。 

復活せられ たる、 王 は ガリ ラャに 於て 其の 弟子と： 冉畲 せんこと を 契られ、 湖上 岸頭から 漁 舟 を訪は 

れ たと 記載して あるが、 所謂 故鄉 忘れ 難く、 馴れし 往時 を懷 しく 思 はれたら しく兑 ゆるで はない 

か。 ラザ rlと{:Eめる人の比M":も何となく此の點に就きて暗示をA^6で居る。 此方より 切に 思 ふ 如く 

彼方よりも 心 を 寄せて Gi^ るなら むと 推測 も出來 る。 死者 は 生者と せん Ki を も 求めて ほる に f;^ ひ 

ない。 彼ら は 基赞に 在りて 朱 だ 完全の 域に 達して 居らぬ ものである、 尙ほ 進歩し つ \ ある。 希 伯來書 

まった 5  まさ 

J9i 十一^の 終りに 『彼ら も 我らと 偕なら ざれば 成 全す る を 能 はざる 爲に、 更に 愈れ る 者 を祌 is め 我 

らに備 へ 給へ り』 と 書いて あるが、 在天の 基督 者 は 或る 目的に 向って 切りに 向上し つ A ある を 疑 は 

ぬ。 ま"き^どもは或ひは五 っの邑或ひは十の邑を《：^;.りっ、ぁる。 有て る 彼ら はより 多く を與 へられ 

つ- - ある。 青に 氣カ 弛み 勝ちなる 現在と 比 ぶれば 活動の 目覺 しきもの あらんと 想像 せられる。 殊に 

彼ら は 茶^の 榮 光の 燦然 輝き 出 でんと する 日 を 待ち 焦れて 居る。 アブ ラハ ムが 主の日 を兑ん こと を 

願 ひし 如く、 在天の 基 臀者も 共の 主の 顯 る- 1 を渴 望して 居る。 搏臨は 彼方に 於いても 深き 希望と 努 

力で ある。 宛も忠 ぼが 君、 王の 蒙 艱を慨 きて 回天の 日 を 望む 如くで ある。 此ら のこと は极據 ある 推測 


で、 辦 も 無き 夢を談 すると 同じ やうな 訪 ではない。 

默示錄 策 五 ii^f 十二、 三^に 闩く 『彼ら 大，？ S に 曰 ひける は 翁に 殺された りし は 横 威、 {s、  sir 

ちがら たうと き 

能力、 〈ゆ 敬、 榮光、 譜 美を受 くべき ものな り。 我 又 天お よび 地、 および 地の 下、 および 海の 上に あ 

- _  , ,  たうと き 

る is- の 凡て 造られた る もの、 叉 其の 中に 在る もの 3： 一 百へ る を 問け り、 曰く、 願く は 譜 美、 尊敬、 榮 

光、 横 力、 齊座にゃする^^と羔とに£|.して世々^なからんことを』 と。 『移り行く 世に 獨り^ ゆる 

主の 十字架』 は 彼方に 於ても 驚異、 讚嘆、 欽仰、 撮 05,^ の 感與袋 も 深き 題目で ある。 

また じく 第 七 章 十七 節に 曰く 『そ は寶虛 の 前に ある 羔 かれら を 養 ひ、 彼ら を 活ける 水の 源に t ゆ 

き、 叉祌 彼らの 淚を 其の 目より 拭 ひ 給 ふ 可ければ なり』 と。 彼ら は斯 くの 如く 十字架に 死にし 、王耶 

穌 共」^ によりて 養 はれて 居る。 其れが 彼らの 生命で ある。 即ち 餐 式に 於て 表 せんと 試む る もの 

が 彼方に 赏 現せられ て、 より 鮮 かに 經驗 せらる- 1 ので ある。 幽明 途を 異にすと 雖も、 此れと：^ と 

は斯 くの 如く^だ 近い。 根本的に 近い。 復活 聖日に 於て 殊に 其の 相 近き を覺 ゆ。 

(一 九 1 八 年 四 H) 


復活 聖 曰の 餘香  IH 七 


基督の 再臨  1 ex 

基督の 再臨 

『われ 汝らに 水：！ げん、 此のの ち 人の子 大 櫂の 右に 鹿し、 灭 の 雲に 乗りて 來る を爾曹 みるべし』 

(マ タイ 傳ニ 六の 六 E) 

此の I 節 は 耶穌が W 臨に 就いて 自ら 語られた ものである、 此 所に 『此のの ち』 と あるの は、 雨 今 

引 JS いてと 云 ふ 意味で ある。 搏 臨 は 或る I 時期に 於て、 唯 I 回 あると 云 ふので は 無い、 重ね， あ 

ると 云 ふ 意味で あらう。 主の 現在 せらる- -Hi が 最も 著しく 顯 はれ、 敵 も 味方 も ii かに 之を認 むる 時 

が ある。 然し 共の 時に 至る までに は 爾今厦 々降臨 せらる &と云 ふ 意味で ある。 『天 の 雲に 乘 りて』 と 

は權 力の 盛んなる 有様 を 示す。 總 てのもの を 支配して 勝ち誇る 有樣を 示す 意味と 解せられ る。 基督 

十字架に 懸けられ てより 約 二 千年、 其の 間に も、 斯 くの 如き 降臨が 幾 回と なくあった。 此の 後 も 亦 

あるに 相逮 ない。 

世の中に は 基督の 在 を 疑 ふ もの さへ ある" 曾て 日本に も基叔 抹殺 論を唱 へた ものが あった。 其 

れ ほどに 至らす とも、 基督 を 有る か 無き かの 如くに 取り扱 ふ ものが ある。 政治 や 外交 を 見ても、 基 

督は餘 り 顧みられて： IS らぬ樣 である。 恰も 主人の 旅行 中、 僕 どもが 委 托せられた る资本 を 運轉せ 

す、 各自 險 手な こと をして、 遊び暮らす 如くで ある。 然し 中には、 H-: 人より 受けた 命令 を 其の ま- -實 


行し つ、 ある もの も ある。 主人の 歸り來 ると き、 斯 くの 如く 其の 忠義 を 認められる 僕 は 實に幸 

である。 

一 體佌の 中の 事 は 如何なる もので あらう か。 一 寸继 みて は 一 寸 退く。  ：！： 時まで 經 つても 結 が 着 

かぬ やうに m わ はれる。 2^ して 碑が 勝つ であらう か、 或は 武田上 杉の 川 中ね に相對 時した 如く、 た C 

陬み合 ひの 態で 終る もので はなから うか" 基- IT 死して 聽ら なかったならば、 或は 斯る 漠然たる 心地 

もす るで あらう が、 死して 復活り 給 ふた 彼 を 信す る 者 は、 神の 御 心の 成就して 善が 必す 勝利 を 卜！： め 

御！： の 地上に 成る さ を 確信して 居る ので ある。 我々 は ヨウ 口 ツバの 戰爭の 如き 慘 ia^ の あり^る 不完 

全なる 世界に ありて、 尙ほ基 1^ の 御 出 まし を俟 つて 居る。 若き ig 人が 新郎 を俟っ 如き 態度と 希 に 

充 ちた 心と を 以 て 北 ハれを 俟ち 望む ものである。 

自今靈 ね/^ 御 出 ましに なると 基督 は 仰せられた。 世の中 は 常に 動搖し 進歩して IS る。 波^ は 決 

して 無^味な もので はない。 其の Si に 基督が 現れて 居られる。 ぺ ンテ コ ステは 云 ふ 迄 も 無く、  H ル 

サ レムの 1^ 城 も 亦 基 傅の 臨まれた ので ある。 斯る出來事の間に基督の盛德ゃ威カが發sgせられ^^ょ。 

而 して 茶 傅に 從ふ國 は 榮ぇ從 はざる 國は荒 廢に歸 し、 恐るべき.；^ 判 其の 間に 行 はれて 居る。 渐 くの 

如くして 世 は 遂に 全く 基督に 從 ふに 至る ので ある 其の 外 叉 敎會の 問に 福 昔 的の 信仰が 高まり、 祌の 

恩寵 著しく 光り^く 機會が ある。 是 も事實 に 於て 基督の！ $ 臨せられ たので は あるまい か。 或 ひは自 

身の 病： S や 死の^ 際に 近づいた とき、 或は 愛する 者の 死に 出 遇 ふたと きな ど、 恶 傅に 接近す ると 云 

^  g の 再臨  1 四 九 


基督の 再臨  一 五 Q 

ふ經 驗を與 へられる。 是も亦 基督の 搏 臨と 見られる であらう、 然し 豐ほ と德 川との 勢力 も 5^h) は關 

ケ 原の 決戰 によりて、 勝敗 を 明かに した 如く、 世の中の HJ も 遂に は惡の 勢力 見事 打ち破られて、 基 

督の 御世の 限りなく 輝き渡る 時節が 來 るに 相違ない。 其の 時 は 基督の 統治 明らかにして、 反 對者は 

全く S 塞せ ざる を 5^ ぬで あらう。 斯 くの 如き ことなくば、 實際 此の世 は 不可解で ある。 如何しても 

今の ま. -未 解诀で 推して 行く こと は 出来ない。 

福 昔 書を讀 みて 偸 快なる は 基督が 再臨 を 語. ら るる や、 他の 事と 判然たる をせ すに 語られた と 

云 ふ 一事で ある。 H ルサ レム 落城な ど k 混同して 語られた 事 も ある。 確かに 汝らの 目の 黑 いうちに 來 

ると 云 はれた かと 忍へば、 我 は 其の 時 を 知らぬ と 言 はれて 居る。 其處に 面白味が あると H 心 ふ。 大局 

から 兑れば S 歲 S は旣 に： 冉 臨せられ つ、 ある。 思 ひも 寄らぬ 俗臭 紛々 たる 問に 基^ は 在す ので ある Q 

我々 は 之 を 見て 迷 ふ。 然し 其の 迷 ふの が 面白い。 人生 は斯 くの 如き ものである。 其のう ちに 興味が 

ある。 淺 山 は 遠くから 臨めば 一 つの 山に 過ぎない が、 實際 登山して 見れば、 两卜. こ 達する までに 

は、 幾多の 小淺 が重疊 して 居る。 一 つの 峰に 達して これが 絕顶、 かと 思って、 其 所 を 登り 詰 むれば 

更に 叉 他の 峰が 錄 えて 居る。 斯 くの 如く 我々 は 多くの 再臨 を經驗 し、 此れが 最後の もので あるかと 

思 ふと まだ 其の上に 峰が 從 ft えて 居る ので 喫驚す る。 遠くから 見れば 一 つに 見 ゆる 再臨 も 旁に 寄って 

^へば 山 又 山 を 過ぎ、 峰 を攀ぢ 、谷 を 越えて 行かねば ならぬ 大 いなる 峰の 如き ものである。 然し 歩 

1 歩 同じ 方向に 進み 行けば 遂に は 絕顶、 にまで 達する ものである。 四 福音書 は 事 R を 混同して， 記して 


居って、 チ ヨット 見る と 困った ことで あると 思 はる- - けれども、 實は 其れが 人生 其の ま、 寫し たも 

ので あると m 心 ふ。 我々 はゴ チヤ. （^になって 居る の を 反って 意味 深く 感じ、 愉快に 思 ふので ある。 

或る人々 は 默示錄 お 一 ー十靠 を 以て 再臨の 光景 を 示す ものであると 云 ふ。 之 を 文字通りに 解す る 者 

も あるが、 行き過ぎて 迷信に 陷 つたので は あるまい か。 基督 は來 られつ k あるに 相逮 ない。 古の 聖 

者の 精神 も 13 つて 現れ 出る であらう。 エリヤ や 洗禮者 ヨハネの 精祌も 共に 現れる。 彼らの 信仰 や 志- 

や 威力な どの 發 せらるべき 時 は 今日 かも 知れぬ。 或 ひ は 敎# 振 ひ 興って 其のう ちに 古の 聖 者の 志 

を 現し、 獻 身 的 努力が 盛んに 興る ので は 無から うか。 第一 の^り は 今日 旣に 迫って 居る。 斯の狀 

您今 後繼 緒して、 共の 收 まりが 卽ち 基督の 來臨 であると 思 ふ。 其の 時の 有様 は 如何で あらう か。 基 

督の 威光 赫々 として 世に 現れる であらう。 即ち 御代 知ろし召す 御稜 威の 蹄き 仰ぐ も贤 しと 云 ふべき 

時で ある。 此れが 最後の 1$ 臨で ある。 

共 土^ は必す 来られる。 其の 時と 今と を 比較 すれば 維新 前 皇室の 威光が 裴微 して あらせられた とき- 

と 維新 後の 天下との  如き 差異で あらう。  天下 は 武家の 手に 歸し、 皇室 は 僅かに 京都の I 隅に 在り 

て、 餘り 人の.： 汪寇 を惹 かなかった ので あるが、 王政 維新と ともに 天の下 率丄の 1^ 王土に 非ざる は. 

無しと 云ふ狀 態に なった。 皇室の 御 威光 は： 冉び 輝き 出で、、 至らぬ 隈も 無い ので ある。 S 督 最後に 

再臨 せら るるとき も斯 くの 如くで あらう と 思 はれる。 今 は 基督の 在す と 云 ふ、 〕 とさ へ も 知らぬ もの 

が ある、 然し 共の 時には 其の 威光 至らぬ 隈も なきに 至る に相逮 ない。 
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斯 くの 如き 時 S を 前途に 望む 我々 は、 大 なる 喜びに 充 される ので ある。 路加 俾第廿 二：： ft も廿八 節- 

に は  『此ら の HJ の 成り 初めん 時には 起きて 汝らの 首 を翹げ よ。 蓋なん ぢ らの喷 ちか けれぶな り』、 

と ある。 我々 は 頭 を 掇 げて 真んで 俟 たねば ならぬ。 然し共れのみ>ではなぃ。『是故に汝ら1^::みて此. 

の 臨まん とする 凡ての 事 を 避れ また 人の：.^ の 前に 立ち 得る やうに 常に 祈れ』 と ある 如く、  §3^^に？1 

直して 守護に 任じ、 曉を俟 つ 頼 光が 四天王の 如き 態度で なければ ならぬ。 基督 は 葡萄の 樹、 我ら は 

其の 枝で ある。 枝 若し 其の 樹 に聯ら ざれば 寶を 給ぶ こと は出來 ぬ。 我ら は 基督より 力 を 受けお る ^ 

に相應 しき 身が ま へ をして 居らねば ならぬ。 また 主人が 旅立つ とき 金錢を 托せられ たる 善き 賴 人の 

如く、 手を络 しう せす して 活動せ ねばならぬ。 

我々 は 前途に 斯 ほどの 大事 を控へ て 居る ので ある。 之を考 へるならば 目 や 乎 を 研り 去りても +3? 

己、 發愤、 節制 を 努め、 诀 して g 惰 放逸に 流れて はならぬ。 現今の S 土督 者は餘 り暢氣 であるか も 知 

れぬ。 もっと 世 離れの し. U 聖者 的の 氣 分がなくて はならぬ。 駕籠で 日本 アルプス を 超えん とする が. 

如き 暢氣な ことで は 不可ぬ。 目を覺 まして 祈る こと を 要す。 今 は 基督の 再臨の 迫って 居る 寺 勢で 

ある。 誠に 顿母 しき 世界で ある。  . 

(一九 一 八^ 六： 《)  . 


まことの 恂改 

『われ 汝の事 を l=t にて 聞 きゐた リ しが、 今 は： H を もて 汝を见 たてまつる。： y を 以て 我み づか、 り 恨み、 堪 

灰の 屮 にて 悔ゅ』 (約 .SISiil  二の 五、 六) 

前き の R 曜日に、 今冋 の 交 戰國双 方の 人 は 路加 傅 第 十 五 章の 蕩兒の 如 く^を 悔いねば ならぬ、 

就 屮.. ^兄の 如き！： あらば.，：^々 しき 大事で あると 言った。 今朝 或る 新聞紙に、 獨 逸！：：^ は尙ほ 未だ 

霧に して， ：！：！ らおみ ると ころがな いと：. ムふ 記事が あった。 然し我々は其の報道の如くでなぃるを？11^| 

む。 確かに 諸！：： は 々深く 省みて 悔 改め、 岡の 方針 も變 りつつ ある やうに；^ 受けられる。 もっと 

. 止しき S き 方に 進まん が爲に 改革 を 起して 居る 闽も ある。 然も あるべき CJ である。 國 {\ 条は悔 改める 

ことが 出來 るので ある。 例 すれば 戰举 のために 禁酒 も K 行され る やうに なった。 軍隊のう ちに も 其、 

の 他の もの k なかに も飮 酒の §1 が 認められて、 法律 を 以て 禁止す るに 至った もの， も ある。 世界 は漸 

次^^ぉき方に向って來たことが認められる。 又 驕奢の 弊ゃ擧 問の 錯誤 ゃ敎 宵の _ ^"など 極々 のこと に 就 

きても、 此の 戰 から 考へ 付いて 其の 弊 を 改め、 正しき 方に 向 ふやう になって 居る。 斯の 如く 國の 

治亂飢 ハ^ や 北ハ成 行から 考 へて、 或 ひ は 民本主義に 移り 飮酒を 止め、 赞澤が |只 素に なり、 擧 問の 清-り 

方が 變 つたり するな ど は 結構な Hi で、 大 に歡迎 すると ころ、 又 其の 永總を 望む ので ある。 然し 斯る 

i ことの 梅改  1 五三 
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種類の 悔 改は國 家の 爲、 其の 將來 を考 へての 悔改 である。 これ 多く は國 民の 利害から 出た 話で ある 

が、 一 身 一 家の ことにしても 飛んだ 目に 遇 ふと か、 叉 は 容易なら ぬ ことに 遭遇して、 静められて、 

悔改 むる に 至る 場合が ある。 結構な ことで は あるが、 斯 くの 如き は 基督 敎の 悔改 でない と 云 ふこと 

を 記憶せ ねばならぬ。 

國 家に 對し、 國 家の 爲 にす る悔改 や、 歷史の 事實に 鑑みて 目の 覺む ると 云 ふやうな こと は、 多く 

は 己の 利益が 其の 動機と なって 居る。 即ち 行末が 案じられる とか、 國が 亡びる とか、 商工業の 前へ； f 

が危 いと か、 己が 誇りと した もの を鸾 はれて しま ふか も 知れない とか 云 ふこと から 悔改 むる ので あ 

る。 此れ も 宜しい。 然し 其れ だけで は 未だ 基督 敎の 悔改 ではない。 一 個人の 上に 就ても Cl: 様な こと 

が ある。 路加 傳第 十五 章の 蕩兒は 如何で あるか、 彼 は 非常なる 苦境に 陷 つたと き 『我 父 Q 所では 食物 

やと ひびと .5  くばく 

あまれる 雇人の 幾多 か 有る に 我 は飢て 死ん とす』 と 云って 居る。 これ 丈け では 矢 張 自分 本位の 悔改 

で、 己の^;;.バ發-を全ふすると云ふ方面ょり善ぃ方に立ち反らんとしたものでぁる。 又 或は 北 ハの行 ひが 

正義に 適 はぬ から、 其の 曲り を 直さねば ならぬ と 云 ふところに 氣が 着いて 悔改 むる もの も ある。 S 

れは 倫现的 方面から 來 る悔改 である。 然し これ も 亦 基督 敎の 悔改 ではない。 

基督 敎の悔 改は將 來災が 及ぶな らんと 恐れ 慄 いて 今までの 遣り方 を變 へる と 云 ふので ない。 共 小 

はほんの 悔い改めの 始 りで、 云 は 其 門戸の 如き ものである。 未だ 堂に は 入らぬ ものである。 然ら 

ば 基督 敎の 悔改は 如何なる もので あるか。 其れ は 人が 眞に神 を 知る ところから 起る 悔改 である。 i^. 


ち 神が 我ら を 如 ：！： に 愛せら る- -か、 如何なる 方針で 敎 育せられ て 居った か、 如何なる 恩 {mH 化き 手^ 

で 救 はる、 ので あるかな ど、 神の 慈愛と 限りなき 思 召と を现會 し、 吾人 は 神の 期待に 對 して 如何な 

る RJ をな し來 つた かとお み、 共の 愛 を 蹂躪した こと を 思 ひ、 W に 恐縮に 堪 へざる に 至る。 此れが 蓝 

^敎 の悔改 である。 た e 條现に 適 はぬ と 云 ふので はない。 生ける 神に 對 して 濟 まぬ ところから 來る 

ので ある。 これが 先刻？： いた、 『われ 汝の事 を 耳に て 聞 きゐたり しが 今 は 目；, どもって 汝を 2^ たてまつ 

る、 是を もて 我み づ から 恨み、 瘦灰の中にて悔ゅ』 と云ふ約ぼの言の^；总味でぁる。 先き に は 神の, a 

と を 耳に のみ 問いて 居た が、 今 は 目の 當り之 を 見 奉る やうに なった と 云 ふ。 我々 は 神の ことに 就い 

て聽き 流しに する ことが 多い。 馬の 耳に 念佛で 幾何 聽 いても 役に立たぬ。 北ハの 知識 は g 聞き や 問き 

喷 りに 過ぎす、 だ 不徹底で 充分 消化され て 居らぬ。 神 を 信す る 信仰 ありと 云っても、 無い と！：^ 様 

な 姿で ある。 た .eBse の 上で 日本三景 を 味 ふと 同 様で ある。 其う 云 ふ 有様 だから 我らに ぼ 〈の 悔改 

無き が 常然 である。 然るに 約 ぼ 記に は 今や 目の 當り 神に 觸れ 面と 面と 合せて 相 ゆるに 至った と霄 

つて ある。 此. ポ： e に は 初めから 其れ程の 意味の 有った 事實 ではない が、 我ら は 共 t 督と 北ハの 十字架と に 

照らされて 神 を るので ある。 斯くて 神の 父た る こと、 神 は 如何に 罪を惡 まれる か、 如何なる 心 を 

以て 之に 對 せらる k か、 惡は 神の愛に 如何程の 重荷 を與 ふるもので あるかな ど 云 ふこと が！： 然と 

解る。 主 耶穌と 其 十字架の 陰に 立ちて 神 を 見 奉る に 及び 始めて 神の 事が 面と 面と を 合せて 相兑 るが 

如く 知らる.. の である。 其の 結 は 如何。 即ち 『是を 以て 我み づ から 恨み、 塵 灰の 中に て悔 ゆ』 と 
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云 ふこと になる。 此 1^ に 『恨み』 と ある は 騰ひ恶 み 忌み嫌 ふの 義 である。 己が 姿の 罪惡に 染みて W 

きを 感じ、 之 を 腿 ふに 至る Hi である。 斯 くの 如く 神 を 明かに 知る によって、 我が身の i§ を 麼ひ、 1! 

灰の なかに て悔改 むる が、 即ち 基督 敎の悔 改めで ある。 如何 も の悔 改は此 所まで 徹底し ない。 

『我が 父のと ころに は 食物 あまれる 雇人の 許 多 かおるに 我 は 飢えて 死 ん とす、 起ちて 我 父に 往か 

ん』 と 云 ふ 位の ものである。 蕩兒も 始めは 『父よ、 われ は： 大に對 し、 また 汝の 前に 罪 を 犯したり、 

今より 汝の 子と 稱 へらる，^ に相應 しからす、 雇人の 一人の 如く 爲し 給へ』 と 云 ふところまで は 進ん 

で 居らかった であらう。 我ら も 多く は 丁度 共の 位のと ころで ある。 然れど 約 ぼ の 如く、 神 を 知り 之 

を 畏れる 心 持に な^ば 则ち斯 く 云 ふこと も 出来る やうになる。 然 かなる のが 露の 悔改 である。 

戰-& の 結 Ei- で 禁酒 令 を 布いたり、 規則 や 法律が 變 つたり、 {R 僚 式の 模様が 變 つたり した ことに 就 

て は 新 問 紙な どで 稷 々 議 論が あらう。 然し 基督 敎の 人 々までが 其れ 切り の 程， M に滿 足して はなら 

ぬ。 國 のこと も 又 一個人の こと も 其れ だけで は濟 まぬ。 まだ 眞物 ではない。 我々 のうちに 悔改 むる 

ことがあっても、 今 申した やうな ことば かりなら ば、 其の 効 ra^ の 三日坊主で 終る の は常然 である、 

§ り 2:1- 我らの 悔改 がう まく 行かな いのは、 圃 のために する 悔改の 類で、 禁酒 令の 如き ものに 過ぎない 

からで ある。 せめて は敎會 のうちに だけで も 徹底せ る 悔改の 起る やうに したい ものである。 

眞 正の 悔改の 効 2^ は實に 測るべからざる ものである。 之に 就て 第 十八 世紀に 於け る 英國の 社會戕 

態の こと を考 へて！ たい。 其の 頃の 英國 のこと は 現 時の 我が 國に 取りて 参考に なるとが 頗る 多い。 


北ハ の^ 分 風^が^ してお たと きゥ ェ ス レイ 等が 出て 來て、 其の 仲？？ とともに 的：：：： ^仰の，； 仅 M ハを 

i; へた。 彼ら はた 一片の 赤心 を 以て 神に はえた 紡 s^、  a らの狀 態に 愛想が？ I き、 之 を 腿 ひ：；. 0 みて 

祌に對 する 露 心 めた 悔改 が出來 たのであった" 決して 舉に 政治的の 意味 を 持った もの や、 災を恐 

れた^ E;^ では 無かった。 神と、 S く 之 を 仰す る さに^い た悔改 であった。 K に 惡に對 する 极本的 

の 反抗が 心の奥底から： いたので ある" 斯て 彼らの 活動に 出り、 英！： おは 一 止なる 悔改に 漸く 近づ 

くに 至った ので ある。 レツ キイ は 愛 阖の 人で、 E わ 想の 變 t 一、 風俗 德の 沿革 や. に 精：^ し 其れら の 事 

に就て著書もぁり、然かも茶-督^^ではなぃが、^十八世紀の歴史を論じて 『ゥェ ス レイ 及び 共の 仲 

が、 ほハ 正の 悔改を i? へた 傳道 は、 ピットが 政權を 左右して 英！： の 權威を 叫 方に り、 勢 を？； il しう し 

たころ の 海陸に 於け る 北ハの 大勝よりも さらに 重大なる 影 響 を英國 尺の 心に 及ぼして る』 と 云つ 

た。 また 口く 『丁度 北 ハ時佛 闽 革命が 起った。 無論 之に 就きても 是非 曲い はや 利 を 研究せ ね ら 

ぬ。 然し 共の 一面に はたし かに 危險 なる 恐るべき 思想、 所謂 危險 m 心 想 もあった。 其れが英！：にも^^ 

染 して 如何なる 災を醒 すに 至らう かと： g だ 氣遣は しく 思 はれた。 而 して 北 ハの尝 索 を は 事に 防止め て 

もと 

立派に 立憲政治 を 築き上げた 原因 は より 他に も あるが、 其の 大 なる 一 つ はゥェ ス レ，' 及 其の 徒の 

偉 迸であった』 と。 此れ は本當 である。 北ハの 通りで あると 思 ふ。 

經濟 ゃ敎育 ゃ攀 術の 方面から 考へ、 此れで は 不可ぬ と 心 付き、 猛然發^^して第！：主^^を打破し、 

本常の：^^主々義 (此の 語 を 忌む 向 も ある やう だが) の 行 はれん 爲に 努力す る さに 於て は 我ら も 協力 
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せねば ならぬ。 決して 獨り 自ら 高う して 我 不關焉 ではならぬ。 相 共に 手を携 へて カを盡 くすべき で 

ある。 然し 其れの みで 濟ん ではならぬ。 悔改が 根本的で なければ ならぬ。 第 十八 世紀の 英國に 起つ 

た 悔改と リバイバル とが 今日 も 亦 必要な ので ある。 これが 無くて はならぬ。 今日は 種々 議論 も あ 

り、 計靈も 立てられつ \ あるが、 世界に 於て 特殊の 使命 を 負 はされ、 之 を {in 覺 して 居る ー督者 は、 

此の 時代に 際し、 も 深き ところに 目 を 清け て 進むべき である。 『人なん ぢらに 一 里の 公役 を强 なば 

之 と^に 一 一里 行け』。 我ら は 世 問 並の 一 里で は濟 まされぬ。 第； 一の 哩が ある。 此れ ぞ 即ち 約 kn 記に 見 

ゆる 梅改 である。 今 は 之を大 に獎勵 すべき 時で ある。 如何 か 罪に 對 する 深き 感じが 起り、 塵 灰のう 

ちに t.: りて 悔 ゆる 极本 的の 且つ 徹底せ る 基督 敎 風の 悔改、 バウ。 ゃルゥ テル ゃゥェ ス レイな どの 經 

驗 した 悔改が 我ら の^に 起る やうに したい。 其れ は 確かに 全國に 波及して 行く に逮 ひない。 統計表 

や 數字ゃ 打算 を 以て 說き 廻る も 好い。 然し もし 神の 前に 於て 心の奥底から 微悔 の淚を 流す に 至ら 

ば、 其の 力 は 驚く ばかり 偉大な もので あらう。 政治 や 法律の 力 以上で ある。 我ら は 基督 者と して 现 

今の 時勢に 貢獻し 得る Hi を 感謝す る。 『われ 汝の事 を 耳に て 聞 きゐたり しが 今 は 目 を もて 汝を： ：：^::^ ま 

つる。 是を 以て 我み づ から 恨み、 塵 灰の 中に て悔 ゆ』、 『我 は 天に 對し、 また 汝の 前に 罪 を 犯した 

り』。 此の 极本 的の 仰が 盛んに 起り、 之 を廣く 天 下に 傳道 する やうに したい。 『我 は 福音 を 恥と せ 

す。 此福脊 は ユダヤ人 を 始め、 ギリシャ 人す ベて 信す る 者 を 救 はんとの 神の 能力 たれば なり』。 斯の 

如き 极本 的なる 悔改の 外に 人 を 救 ひ 國を救 ふべき 力 はない ので ある。 2 九 一八 年 二 1 巧) 


祈りの 標本 

『天に 在ます 我 俯の 父よ、 願く は 聖名を 寸崇 めさせ 給 へ 、 gf-^ を 臨ら せ 給へ。 架 旨の； 大に 成る ごとく 地に 

も 成せ 給へ。 我 の R 用の 糧を 今日 も與 へた まへ、 我 倚に 負債 ある 者 を 我 儕が ゆるす 如く、 我^の ^2; 債 

uv ろみ 

を も 免 し^へ。 我 を 試 探に 遇せず 惡 より！^ ひ 出し 給へ、 國と 權と榮 とは窮 りなく 爾の^ なれば なリ。 

ァ. - メン』 (路加 傳 1 一の 二) 

祈 は ii み宣 りの 約り たる 詞 なり。 人の 口 § 、よ . ^發 する 一一 一一 n にして これ く 高尙な る は 無 からん。 

祈 は 之 を 行 ふ 人の 设も大 いなる 光榮 なり。 父なる 神 旣に在 さば 之に 祈 をな すが 向然 にして、 人の 歩 

むべき 近なる べし。 

之を舉 ばんと 欲する 人 は 前に 揭 げたる 祈 禱 文の 內容を 研究す るに 如かす。 此れ は耶穌 共の 弟子に 

敎 へられし 所に して 主の 祈と 稱す。 即ち 祈の 標本な り。  . 

天に 在ます 

みすが た 

祌は 地上の 卑俗 平凡なる ものと 異 りて 之 を 仰げば 彌々 高く、 實に 勝れて 贵き聖 姿に ぞ ある。 之 を 

兌 上げ ま つ り て 肅然心 を も容を も改む る に 至る。 即ち 天 に 在ます と 云 ふ 所以な り。 

吾ら の 父 

祈りの 標本  1 五 九 
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祌 の至聖 至 愛に して、 吾ら の 父、 天下 萬 民す ベて 同胞 兄弟た る 吾ら の もろ 仍に 事へ 奉るべき 父な 

る こと を m わ ひ、 如何にも おはしく、 報 もしく 感じて、 諧歎歸 依、 措く 所 を 知らす、 幸 仕の 志い と 

切な 態庞を # ^ふる を 意味す、 祌に對 ひて 斯く 聽ぇヒ るが 旣に齋 み愼き 精神の 溢れ iLig る 良き 1^ りな 

り，^; i ふ 可し。 

聖名を 崇めさせ たまへ 

祌の 聖德此 くの 如く 宏大 無邊 なる が ゆ ゑに、 (1) 心を盡 して 極力 之 を 愛し、 之に 信顿 し、 之に！! 

き 事 へん もの をと 志し、 (2) 周 圍の人 はもと よ. 0 天下 齊 く然爲 さん こと を 希 ひ、 (3) 祌の架 恵. 泥り 

なく、 人の 之 を 認識す る こと ^ だ淺 く、 罪の ために 其の 感覺も 太く 飩 れ、 赏行も 不徹底 なれば、 聖 

名 をせ： A めんた めの 努力 は 片時 も 之 を 弛む る さ 能 はす、 刻々 新たに して 口 々進歩せ すん ば あらす。 微 

力 之に 耐 へす、 ヒ よりの 佑 を 獲、 努めて 怠らす、 大いに 徹底す る 所 あらん こと を 期す。 約め て：；： へ 

ば iP:;: も 人 もよ しく、 より 深く 神 を禮拜 する を^る に 至らし めた ま へ と 祈るな り。 

/  み くに きた  , 

聖圃を 臨ら せ 給へ 

i^J^.^ の 道 は 要するに 祌は 父、 人類 は 其の 子たり て ふ 意義 を 表お》 し、 一家 國藥の 狀態を 成す に 至る 

を 意味す。 また 之 を 闽に擬 ふること を^べし。 神 は 主な り。 吾人 は 其の Hii 民な り。 君 en 體、 天 

意 人道 を實现 し、 一人の 心より 延いては 社 # 全般に 至る まで、 忠厚 祌に從 ひ、 慈 m- みて 共の 聖 in を 

5 る は 

まじ、 愛の 聯絡 秩序^ しく 調 ひ、 奉仕の 關 係四臉 一：：： 體 の相俟 つが 如くに なりて、 祌の王 近 本 的に 


行はる/^が、 卯ち 慕 • ^の 迸、 人生の 1 ^しき：！ 趣、 ^界 終極の 大目 的な り。 芥 ti の 成長す る 如く パン 

称の 膨股 ろ、 が 如く 發违 し、 ^^の 親政 萬 民に 遍 ねく、 共の 身に も 心に も赏 くに 至る を 以て 祌國の 

本 とす。 架 W を 臨ら せた まへ と 祈る は、 現在 6：  i ^赏 として、 また 世界の 趨勢と して、 i:^.^^ の 架， M 

ひでり 

萬 ま.^ を歡 呼し 共の 永遠 無窃 なろ を 祝 謝し、 臨の 時節 を 俟っ宛 かも 暑の 雨に 於る 如く、 延ぃ 

て 福音の 一 曰 も I:;- く 世界に #： 及 せんこと を 熱 ひ；. ^し、 眼前の 世し ばく 修羅の巷な るかの 如く 兑 ゆる 

こ ひねが は 

にも 拘ら す、 此の.：；^ 昔の 抱负、 .1^ 幾く は氛 天上 帝、 父なる 祌の 佑助に 依りて、 宵 現す るに 至らん こ 

と を 祈るな り。 

蛮 3!： の 天に 成る 如く、 地に も 成らせ 給へ 

上に 記せる 如くに 祈りて、 祌を瞻 仰げ 北ハ の聖德 に 志を倾 倒し、 世界に 於る その 經 綸を欣 戴し、 北ハ 

のき-現 を 待ち望み、 先づ祌 の國と 共の 義と を覚 むる の 念轉た 切なり。 此に 於て^ in の 成らん こと を 

祈る は、 かにても 世界 大 なる 此の 鴻 II に與 りて、 奉仕の 誡を竭 すの 光 榮を辱 ふせんと 欲し、 あは 

れ 微力 を も 之に. 獻 げん もの をとの 意思、 夜な むと きな く、 祌ょ 吾人の _s 志 弱行なる を 偶み 抉け 

て、 之が ため 何 ごと をか爲 さしめ たまへ。 如何なる 勞苦を も 決して 回避せ ざるべし。 た、 ヒ 命ぜら る 

、を 待つ のみと 聽 え 上るな り。 

吾ら の 日 川の 糙を 今日 も與へ 給へ 

介 は斯の 如き s.) 味の ものな り。 而 t て 人生 は祌の S と其義 とに^ 仕す る を 得べき 機會 なり。 た 
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重き を 負 はしめ、 難局に 當 らしめ て、 人 を 抉け ざる は、 天の 父の 心に 非す。 之が ために 必！ §>ズ なる 

もの は 必らす 之 を 供給した まふ。 小より 大に 及び、 形より 鍵に 進む る 順序に 依りて、 先づ 奉仕 勤務 

の 期^、 吾人が 身 を 保ち、 天 壽を全 ふす るに 必要なる 糧は、 缺な y 之 を 供給した まふな り。 生；^ に 

つきて はすべ て祌の 攝理と 保護と に 委任し、 心 を 安んじて 可な り。 決して 思ひ累 ふべ からす。 

吾ら  の 

他人の 上 を も 思 ひ 遣り、 ともに 祌の 扶助 を 受け、 相携 へて、 祌の國 の 共同作業に 從審 せんと 心懸 

く。 決して 自己中心 主義に 依る まじき ことなり。 

日用の 糧 

に 耽る Hi なく、 質素 節儉、 單純 生活 を營 みて、 聖國に 奉仕し、 祌の 子に して 共の Hi:!^ たる 人 

格を遂 ぐる さ を だに 5^ なば、 名聞 や、 地位の 如き は 其の 强て ($ 'ふ 所に 非す。 謙！！ に、 a っ靜 かに 活 

動す るが、 凡そ 基督 者た る も の 、 志たら すん ば あるべ からす。 

今日 も與へ たま へ 

今日 もと. 一-一：： ふ に、 各自の 過ぎ 來し方 を 顧みて、 祌の惠 深き 保護 を 記憶し、 感謝の念 湧 くが 如く 

起り、 將來 をも實 に顿 もしと 思 ふ 意 自ら 表れ 居る を認 むべ し。 

断の 如く 日 川の 糧 にっきて 祈る とき は、 衣食住を求むるさの意義も道理も明白にな^^て、 牛： の 

如くなら す、 irw 的の 人類ら しく 砍食 起臥す る こと を 得べ し。 斯くて 單 なる 動物の 食物 も、 (IW 界の化 


的 作 川に て 人 ii の ものと なりなん。 人類に 相應 しき 品 の 食物 は、 斯く 祈らざる 人の-お S 味 ひ 

ざる 所なる べし。 

吾ら に 罪 を 犯す もの を 我らの 赦 すごと く、 我らの 罪を赦 した ま へ 

以上 說き來 りし 如く、 第 一、 祌を瞻 仰げ、 退きて^！：身を省れば、 一?:: 人の 罪悪 その^ 狀を矚 し來 

り、 祌ょ我 罪人 を 偶み たまへ と 哀訴せ ざる をお す。 第二、 聖名を 無視し、 之 を褻濟 し、 聖德を 蔑 如 

し、 「しが 心の 邪： るに より 見れ ども 見えす、 聽 けど も聽 えす、 祌 有れ ども きが 如き 冇様 にて 年 

月 を ねたる 罪、 茶 だしく、 世を擧 りて ijl 其 淵に 沈淪 せる を 認て恐 1^ 身 を 措く に 所な きを 覺ぇ すん 

ば あらす。 第三、 祌 B の 經營は 人間 最大の 目的に あらす や。 之に 與 りて こそ 人 は 生き 斐も あるな 

れ。 然る をた ビ自 ら營み .CI ら利 する ことにの み 汲々 とし、 全然 地上の 生活に 都され、 奴樂 名利 桢勢 

に 磐 がれ、 徒らに 飮 食の 問題に のみ 狂奔す るの 外餘 念な く、 祌と聖 國とを 忘れ ra^ てた る 恥し さよ。 

神の 欺 ir を 親視 し、 却し、 之に 逮 背し、 之に 逆行し 之 を 蹂躪せ る TOT 惡の 怖し さよ。 今： 架 an を 成 

せた まへ と は 祈り 難き 心地な きを 得す。 況んゃ 天に 成る 如く 地に もな ど > -、 極めて 高. g なる 理想 を 

標榜 せんこと は、 吾人の 企て 及ぶべからざる 所な り。 到底 人， W 並の 爲を さへ 期： する ほどの 勇氣 

も 有らざる べし。 加 ふるに 日 W の糧を 常に 賜 はり、 補給 少しも ら ざると ころな く、 保 謹の 迸 至れ 

り盡 せりと 謂 ふべ し。 祌 H の經 營に從 事す るの 刺衝、 激織、 機 #、 便 〈几、 能力 を裕 かに 與 へられた 

さながら 

るに も拘ら す、 天 物 を浪费 し、 尸位素餐、 宛然 ra^ を 結ばざる 葡萄 樹ゃ無 花 ra^ 樹の 穴」 しく 土地 を 塞ぐ 
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ぶく., H りし を 慚ぢ、 寶に 不忠に して 無益なる 僕な りしとの fl^ 覺を抹 粒す る こと 能 はざる なり。 此に 

至りて よ^ <fn4^ 慮み はせ すと も、 人 は 殺さす とも、 或 ひ はまた 世に 善人 君子と 稱赞 せらる、 ほどな り 

とも、 ts. 人 か 罪 を 犯さ V らん や。 如何なる 人 も 神の 前に 我 は 罪人.^ りと 自白せ ざる を 得べ からす。 

或 ひ は 云 ふ、 祌は 愛なる が ゆ ゑに 如何なる 罪 を も 之 を 咎め 給 ふま じ。 之 あれば とて 人 を 焚て、 之 

を 1 剖す るが 如き ことな からん。 常に 人の 罪を赦 した まふ。 今更 之 を fi ひ 求むべき 必要 有る ベから す 

と。 然れ ども 此は祌 の 愛 を 誤解した る 者 方な り。 せん 人を悅 び、 其の 義に滿 足す る は、 祌の 愛な り。 

然 らば 如何で 共の 反對 なる惡 に對 して 快から す 思し 召さ、. -るを 得ん や。 不義に 無頓着なる もの は、 

，こも..." せかなる べし。 善と 義と を悅ぶ もの は、 必， f 惡と 不義と に 其の 心 を 痛め、 之 を 1^ ひまた 之 

を- 1= 〔るに 至らざる を 得す。 義を行 ふ ものに 對 して、 『善 a つ 忠なる 僕なる かな、 爾の 主の 歡樂に 人れ 

よ』 と肯は -、 不義なる ものに 對 して、 『汝惡 を 行 ふ ものよ、 我 を 離れ 去れ』 と吿 ぐべ く 期 _ ^せらる 

、が や "然 なるべし。 神 は 愛な り。 然れ ども 其の 愛は淸 し。 惡を 不問の ま、 に 措く こと 能 はざる な 

り。 故に 祌は愛 なれば こそ、 罪 ある もの は、 其のみ 赦 しを瘦 ざれば、 片時 も 心 を 安ん する を^ざる 

y> 然れズ こそ 古よ：^ 己が 罪 を 深く 認 むる とき は、 たと ひ 人の 知らざる ことなり とも、 身 を 措く 

昕 を？^ らす、 i..-:^ はれん ために 何を爲 すべき やと 叫び 求めて、 共の 赦を 祈ら すん ば 有らざる なり。 

我らが 他人の 罪 を赦す 如く 

然 e ど 如 rs^ で 罪の 赦る、 を 知らん。 罪 を 天に 進れば 祈る ところ 無し。 覿面、 罪悪の 應報は 之 


を 如何と もす ベから す。 遮莫れ 世の 親子 夫！^ 朋友の に 罪を赦 すの 事 實 あり。 人 の^、 慈愛の 誠 

らろ 

其のう ちに 形 はる。 只 小 說の與 味！： S 此 所に 存 する のみなら す、 實社 合：： も 罪の 赦の行 はる 、により 

て、 北ハ の^ ig^ だ 曰 S 騰る を認 むべ し。 人 旣に然 り。 獨り祌 に此事 無らん や。 慈愛 深き 親に 有り得 

る 所、 祌に 於て はより 完全に 其 背 現せら る、 を 期待すべき なり。 『汝 ら惡 きものながら』 親に して 

此 m あり、 况ん ゃ祌に 於て を や、 と 一一 n はれた る 耶穌の 論 輝 • は確資 なるべし。 故に 我らに-卯 を 犯す も 

の を 我らの 赦す 如くと あるな り。 

然 らば 人. と 人との Si に は 罪 如何にして 赦 さる、 や。 其.^ 赞 m く、 『t 右し 兄お 汝に罪 を 犯さば.、 之を諫 

めよ。 彼 若し 悔いな ば赦 せと。 此れ 罪を赦 すの 道な り。 誠實 痛切に 悔て之 を 謝 ぶれば、 罪も赦 さる 

べし。 祌の人 を 赦 さる、 亦 之と 同じき 條 件に 據 るの 外 あるべ からす。 然れ ども 赦 i 兆に 必要なる 悔改 

は 底 的の ものなら すん ば 有る ベから す。 露に 新たなる 生命の 出發點 にして、 將來の 保！ ^とも 做 

され 5 むべき 性 の ものなる を 要す 人口 相^の 關係 にて は、 悔改の 保 證は到 全き を&」 み 難し。 祌な 

らぬ こと 故、 心意の 底まで 洞察す る さ 能 はす。 將來の 成 行を豫 知して 萬 一 の 誤りな からん と 欲する 

も へからす。 故によ き稷 にして 赦 すが 通例な り。 三日 坊、 王に 欺かろ、 こと も あらん。 故に 赦 すと 

て も、 一;^ 其の 表而 のみ にて 心の底まで 達する に K 土ら す、 形式 ゃ辭 令に 過ぎざる もの る 多し。 露の 赦 

罪 は 容易に 之 を 投く ベから す。 また 輙く之 を くる こと 能 はす。 露 個の 赦罪は 祌© なり。 『祌 にあら 

で 誰か 能く 罪 を赦 さんや』。 赦罪 は祌の 横な り。 人 の 赦罪は 共 の^だ 微 なろ 悌 にて、 辛うじて 之 
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を 模倣せ る effi に 馬す。 祌は 品性の 機微 を 透視 せらる。 千年 猶 一日の ごとし。 三日坊主 は 三日 坊 、干- 

の 有りの ま、  に 評定 せらるべし。  我 何 處に往 きて 神の 聖霞を 離れん や。 我. 何 處に往 きて 祌の 御前 を 

逃れん や。 天に 登る とも 神 彼處に 在す。 幽界に 床 を設 くると も、 視ょ祌 は 彼處に 在す。 曙. の を藉 

りて 海の 極に 住む とも、 神の 御手 我 を 導く。 暗き も 物 を隱蔽 すに 足らす。 夜 も晝の 如く 輝く。 祌は 

誡を 心のう ちにまで 期待み、 吾が 隱れ たる 所に 智慧 を 知らし め 給 ふ。 斯ては 如何に 悔い 嘆く とも 其 

の 甲斐な からん を 恐る。 萬 行の 血涙に 咽べ る痛悔 も、 其の 心 術、 其 動機、 其の 志 其の 執着 力 其の 耐 

久カ 等に 於て 破 跪と、 汚 點とを 以て 充 たされた りと 覺 しく、 以て 罪を赦 さるべく も あらす。 吾人の 悔 

改は神 を 尊み、 罪の 責任 をお、 措し、 其の 結娱 たる 苦痛 を 味 ふの 態度 を 整へ す。 新たなる 生命の 起 

點、 將來 の保證 として 其慣値 見る に 足る ものな し。 如何に 悔 改めな ば、 罪を赦 さる、 を 得べき や。 

主の祈り は此 問に 對 して 答へ を與 へざる なり、 主 基督の 十字架 を 仰ぎ、 其 苦痛の 意義 を覺 り.、 其 

態度と 志と に 感激し、 是れ 正しく 己が 受 くべ くして 然 かも 味 ひ 能 はざる 苦痛なる を識 り、 其の 志 は 

すで  つか 

己に 有るべく して 未だ 有る こと を 得ざる ものなる を i 力め、 現在の 我 を 否定し、 之に 愛想 を 絶し、 之 

を 拒， が〕 して、 基督に 現れた る眞 正の 我に ひたすら 歸 依し、 之に 充滿 せる 活力に 一 身を投じ、 もはや 

我に 非す、 我に 於て 活動した まふ 基督に 頼む のみと 歡 呼して、 主 耶穌を 信す る もの は、 罪の 赦 しの 

經驗 IT た ゆかに して、 新生 命の 起點 確に 定り、 一 點 I 畫も 遂行げ 盡さ では 息 まじとの 將來の 保證は 

毫も 之. ♦v 危み懼 るべき 理. E なきに 至るべし。 祌の御 赦しは 斯くての み 之 を 獲、 斯くての み 各自の 身 


に 之 を資驗 する こと を 得るな り。 然れ ども 基督の 晴罪は 主の 祈の 問題に 非す。 题目 を： 史 めて 他日. rv^ 

を說明 せんと 欲す。 

斯の 如く 箱 悔して おのが 罪惡 を吿 白し 『手に もの 有た でた、. - 十字架に 寄り！！ り』 て、 祌 のみ ゆる 

おの， つか  . 

しを受 くる もの は、 自然ら 他人に 向 ひて 寛容の 態度 を 抱く に 至るべし。 決して 人間 相互の 關係を 於 

て獨り 苛酷なる こと 能 はざる なり。 吾人 は 十字架の 下に 在りて、 眞 fi- の 愛を學 習し 體 得する こと を 

得ん。 

我ら を 試みに 遇 はせ す、 惡 より 救 ひ 出した まへ 

新たに 沐 する もの は必す 冠を彈 き、 新に 浴す る もの は必す 其の 衣 を 振 ふ。 主 耶穌を 信じ、 其の 卜 

字 架の 下に 立ちて、 罪を覺 り、 親く 赦 しの 恩寵 を驗 知え、 博愛 衆に 及ぼし、 進んで 敵 をす ら赦 すの 

心 ともなり 得た らん 人 は、 意馬心猿 狂 ひ 易く、 道德 上の 危險 世に 滿ち、 惡 きに 陷 れんと する. 惑 i 即 

後 左右に な i れるを 看破す る ものから、 世の中 氣味悪 く 感じて、 少しも 油斷 せす、 ^に 敬 •；.： 戒を 加へ 

て、 漫 りに 危 きに 近寄らざる なり。 世 は 實に斯 の 如く 危險 なりと いへ ども、 また 此れ 天父の 照^せ 

ら る-ところ なれば、 如何なる 魔力 も 其の 監視の 眼 を 掠めて、 恣に 吾人の 身に 危 を 加 ふるぶ-能 は 

ざるな り。 世界 は 敵國に 非す。 如何なる 危險 ありと も、 吾人が 祌の 領土なる を 記憶すべし。 天父 は 

吾人 を 敵の 手に 委 する ものに 非す。 必す來 り援 けらる-^ なり。 我ら を 試みに 遇せた まふ 勿れと 祈る 

は、 即ち 此の 意 を 以てする なり。 世 を 氣味悪 く感 する 一方に は. は a. 君 明主の！： に 生活して 安^す る 良 

祈りの！！ ネ  一六 七 


祈りの 11 本  一六 八  一 

民の 如き 想 ひを懷 くこと を 得べ し。 之 を基齊 者の 世界 觀 とす。 斯る 間に は 常に 戒愼 して、 敵を槊 ぐ； 

の 志 を 弛む る さなく、 隙に 乘ぜ られ ざら んと 欲する 用意周到 なり 故に 口く 我ら を 試に 遇せた まふ 祭 

かれと  . . >  一 

惡 より 拯ひ 出した ま へ  丄 

危 きを 避けん と 欲して、 我ら を 試みに 遭せ 給 ふなかれ と 祈る は、 暴虎媽 河の 勇 を 忌み、 畏れ 肅み • 

す く  >^,)  た ふと  -  >  1 

て 己が 極 救 を 全うせ んと 心懸る 基督 者の 尙ぶ ところ なれ ども、 す ベ て 祈り は 此の方の 求む るが 如 ま 一 

形式に 於ての み聽る \ ものに 非す。 我 安き を 求 むれ ども 祌は 反って 之を危 きに 追 ひ 去り 給 ふ 場合な A 

きにし も あらす。 此の 盃を 避けし めた まへ と 耶穌は ゲッセ マネに 祈られし かど、 天の 父 之 を 主の 口 j 

にさし 寄せた まひし に 非す や 戰ひは 好し き 所爲に 非す。 然れ ども 祌の聖 皆に 依り、 展戰ふ HJ を餘 M 

なくせら るべ し。 基督 者は惡 魔の 誘 ひ を 避けん と 欲すれ ども、 屡 之と 接戰 せざる を 得難き 場合に 置 

かるるな り。 斯る 折に は 挺身裔 鬪敵を 破ら すん ば 息 じとの 氣分を 保つべし。 努め EH^ 風に？ =1 はる ま 一 

じき さなり。 唯 だ 自ら 憑 ひに 過ぐ ベから す。 彼 を 知り * 我 を 知り、 叉祌 を識 るが ゆえに、 天よりの 一 

援助 を 請 ひ 求め すん ば あらす。 謙虚、 抑 損、 深 沈 自重、 倫理的 敵愾心 を發 揮し 祌に 於け る 勇 を 奴し 一 

て、 罪 惡と戰 を 交へ て 一 步も 退かす、 彼の 本 據を衝 いて、 全勝 を 獲ん こと を 期すべし。  ； 

國と權 力と 榮 光と は 汝の 世々 保有ち たま ふ 所 なれば なり  一 

此れ 後人の 揷人 せる 一 節な り。 蓋し 然 らん。 祈て まさに 終らん とする に 臨み、 神の 威光 燦然と し； 


き、 讚嘆の 聲自 から 揚り、 眞 正の 『君が代』 を i? へざる を 得す。 誠に 相應 しき 結 未なる べし ハ 

ァ、 メン 


贊 無妄、 少も 欺かざる の 意な り。 吾〃 の 祈り は 徹頭徹尾 誠實 なら すん ば 有る ベから す ( 

(一 九 一 九 年 二月) 


新り の ほ 本  一六 九 


耶穌と 疑惑 者  ,  一 七 〇 

耶穌と 疑惑 者 

『主よ 我 信す、 我が 信な きを 助けた まへ』 と は、 惡鬼 にっかれ たる 小兒の 父が、 耶 穌に對 して 發し 

た 叫びで ある。 此の 人の 如く 自分の 信仰の 不充分 なること を 省みて、 更に 善き 狀 態に 進みた きもの 

である。 今朝 此の 席に 居らる \ 人 々のうちに 種々 の 問題 や 疑の ために 心 を 痛めて 居る 方が あるなら 

ば 『我が 信な きを 助けた まへ』 と 祈るべき 心 要が ある。 

疑 は 腹の 減った やうな ものである。 其の ま \ 置いて は 身體に 危險を 及ばす。 然し 健康 なれば こそ 

腹 も 減る ので ある。 全く 虚弱な 人 は 穴 二 腹 を 感じない。 熱が 出る のも然 うで ある。 徵菌 などが 入る 

と、 身體が 之に 對抗 して 其ま& では 濟 まされぬ と意氣 張る から 熱が 出る ので ある。 疑 も 亦 それと 同 

じで ある。 煩悶す る こと は 一 方から 云へば 賀 すべき ことで ある。 更に 善き 方に 導かれる 次第で あ 

る。 然し 常態で はない。 變態 である。 空腹 や 發熱を 其の ま \ にして 置いて はならぬ と 同様、 決して 

打ち捨て 置くべき ことで はない。 

不信仰と 云 ふこと を 其の 一面から 考 へるならば、 世界の 大切な 部分 を 打ち 拾つ る ことで ある。 目 

や 耳が 役に立たぬ 場合に は、 世界の 大部分 を 失 ふと 同様で、 信仰な く、 宗敎 なきもの は 世界の 大切 

な 部分 を 失 はざる を 得ない ので ある。 實に 不信仰 は 目で！ EJT 手で 觸れる 以上の 世界、 大切なる 精神 


の 世界 を 失 ふので ある。 不信仰 はまた 己の 健全なる 部分、 深き 美しき 部分 を も 穴- • しく 塊め て 了 ふこ 

とで ある。 之 を 共の ま、 寢 かして 置いて 活用せ す、 寶の 持ち .M れに 了ら しむる ので ある。 然し 其の 

ま.^ になって 居れば まだし も、 終には全く；！^切れにな って了ふでぁらぅ。 又 不信仰 は 神の 仕事の 妨 

げ である。 世の中に 善き ことの 行 はる &を 妨げる ので ある。 此れ は 基督が 來られ て 進歩 改善の 仕事 

の 運んで 居る 世界で ある。 無 信仰なる 者 は 之が 邪魔 をす るので ある。 耶穌 が故鄉 ナザレ を訪 はれた 

とき、 村人の 不信仰で あつたが ために 善き お を 行 ふこと が出來 なかった。 i おし 彼らが 信じたならば 

大 いなる 恩の 働きが 其處 にも 現 はれた に 違 ひなかった であらう。 首 はば 不信仰の ために 神の 手 を 止 

め、 其の 卷き 働きの 邪魔 をした 狀 である。 斯る こと は 基督 傳 のうちに 屢々 記 K て ある。 否 今 も あ 

る。 我が身の 上 や 一家の こと、 國 家の ことな どを考 へる と 不信仰 や 疑が 善事の 行 はる、 を 遮り 止 

め、 之 を 抑へ 付けて 居る 場合が 頗る 多い。 實に 恐縮の 至りで ある。 

其れ故 疑 は 投げ遣り にして 其の ま ^ 晴らさす に 置くべき もので ない。 必す 適當に 之を處 置し、 解 

决を 下すべき 苦で ある。 其れ だから 耶 穌の极 はれた 疑惑 者に 就て 考 へて 見たい と 思 ふので ある。 然 

し 一 々之 を舉げ て^ 明し、 批評して 其の 敎訓を 叙べ 立つ る こと は 出来ぬ。 たに： 一： つ 叫つ に 止めて 置 

きたい。 ® 一は 

ビ  ラ  ト 

耶 麻と 疑感者  ，  一  I 


耶穌 i 疑惑 者  一 七 二  一 

である。 彼 は 耶穌を 裁判して 死刑に 處 した 羅 馬の 總督 である。 パレスチナ 一 帶の地 を 支配して 居. 

たが、 其の 評判 は おしくなかった。 朝 あたりの 日本の 總 督も然 うでなければ 結構で ある。 彼が 耶 

穌を 裁判した 右 様 は 約 翰 傅 第一 八 章に 出て 居る。 其の 時 ピラトが- 『汝は 王なる か』 と 問 ひしに 對しー 

そ は 

て 耶穌は 『汝の 言 ふ ふところの 如く 我 は 王な り、 我 これが 爲に 生れ、 これが 爲に 世に 臨れ り。 蓋 篇 

理 について 證を爲 さんため なり。 すべて 眞 理に屬 くもの は 我が 聲を 聞く』 と 首 はれた。 然るに ビラ； 

トは 『眞现 は 如何なる も のぞ』 と 云って 居る。 彼 は 政略 を 川 ひる こと や.、 人望 を 博す る ことのみ に. 一 

腐心し、 政治 術の 輕棄 g の やうな ところ はあった。 然し 正義 や 道 ゃ眞现 などに は頓 清せ ぬ。 斯るこ 

と は 擧者だ の^人の ことであって 政治家 ゃ殖 民官 などの 眼中に 置くべき もので はない と 思って 居 

た。 耶穌斯 る 人物に 向って 眞理と 云 ふこと を 詰られた ので ある。 ピラト は 之を聽 いて 櫟らる X やう 一 

な、 當て 付けられる やうな 感じ を 懐き、 『眞理 と は何ぞ や』 と 云って 其の 場 を 取り 縛 はんとし たので 一 

あらう。 彼 は 物事の 眞僞ゃ 正邪 曲直 は 解る もので ない。 た ^ 世の中 を 巧く 渡って 行けば 結構で 其れ： 

以上に 眞理 など 云 ふ 問題 を考 へる の は 馬鹿らし いと 思った ので あらう。 斯る人 は 現在と 同じく 耶穌ー 

の 時代に 多かった ので ある。 これで は 不可ぬ" ブシ ネル は 大學に 居た 頃 神の ことに 就て 疑 を 起し. 

た。 基督 敎で說 く 如き 神 あり やなし やと 频に 心を惱 した。 然し 其 時で も 彼の 心に 正義の 確信 は 依然 

として 存 して 居た。 彼は此 に 立脚して 種々 思念 を 凝らした 結果、 再び 神が 明白に なった と 云 ふ。 

正義が 明かで あり、 此の 根據 地に 腰を据 ゑて 探求 すれば 疑問 も 解ける。 神 は 人類 を賴 りない 孤兒に 


して ffi かれる もので ない。 必す 北ハ の.^ 命の 成立し 得る 道が いて 居る， ネ" だ。 之が 爲に 光明 を與 へら 

れる であらう。 北 ハれを 何も彼も^る 氣遣ひ は 無い と獨り 極め をして、 破船した 船の 船頭が nD5^ 寢を 

して 居る やうな 氣持 になる。 『眞 g.. と は何ぞ や』 と 云った の は 然んな 心 持な のであった らう。 北 ハれだ 

から 遂に 耶穌 を^す にも 至った ので ある" ffi に 物凄い 心 持で ある。 今朝 列席の 諸！ sf^ のうちに は斯る 

人 一 人 も 無き こと を 希望す る。 

バプ テス マの ヨハネ 

バプ テス マの ヨハネ は ヨルダン 河の 畔に 立ちて 天下の 人々 を 警醒した が、 後に へ 。デの 忌. t に觸 

れ てま 中に 投ぜ られ た。 ついに 耶穌を 疑 ふに 至った 一 人で ある。 ヨハネ は耶穌 もしも メシャ である 

ならば 政治 上に も社會 にも もっと 堂々 とやって 行かれ さうな もの だと 思ったら しい。 彼に は 北 ハの坤 

り 方が 餘り にしみ つたれ て ：：^ え、 物足りなく、 齒 痒く 感ぜられた。 其の 事 梁が 靜 かで、 地味で、 餘 

り S£ 神 的で、 ヨハネの 期待と は 副 はす、 隨分 懸け 隔れて 居た。 加 之 獄中の 生活 は苦勞 多く S めに^ 

々解らぬ ことが 出來、 遂に 疑 ひ を 生じ、 耶穌の 許に 人 を 遣りて、 『來 るべき 者は汝 なる か將 われら 他 

に俟 つべき か』 と はしめ たので ある。 

これ は 恰も Si 督 敎を聽 いた 人が 他に 普き 宗敎が あり はせ ぬかと 尋 ぬる やうな ものである。 敎會に 

來 て：：^ ると 械々 氣に はぬ ことが 多い。 嫌な 信者 も 居る。 此 1^ も 亦 浮世な りけ りで 感心が 出 米ぬ。 

郎穌と 疑惑 ^！?  1 七三 


郎穌と 疑惑 者  一 七 H 

これで 往 くもので あらう か。 基督 敎國 の歐羅 巴に あの 様な 大戰 も 起った。 其れで 考へ ると 督敎 

の 勢力 は 大火 事のと U の水鐵 砲く らゐの もので、 役に立ち さう もない。 ヨハネ も 丁度 然んな 心 持で 

耶穌の 許に 使者 を 送った ので あらう。 其 時の 有様が 馬太傳 第一 一章 二 節 以下に 書いて ある。 『借て 

ョ ハネ獄 にて 基督の 行し 業 を 聞き、 その 弟子 二人 を 彼に 遣 はして 曰せ ける は來 るべき 者は汝 なる か 

又 われら 他に 待つべき か。 耶穌 彼等に 答へ て 曰 ひける は汝 らが閜 くと ころ 見る ところの こと をョ 尸. 

ネに 往て吿 よ。 瞽者 はみ、 跛 者 は あゆみ 癩病 人 は 潔 まり、 S 者 はき、、 死にた る もの は 復活され、 貧者 

は 福音 を 聞かせら る。 凡そ 我た めに 躓かざる 者 は 福な り』 と。 之に 就いて 二三の こと を 述べたい。 

笫 一 ヨハネ は メシャ の 目的 を 誤解した。 あまり 政治的 社會 的に 考 へた。 故に 耶穌の やうな 精神 

的な 地味な 人 は 受け取り 難いの ひ ある。 註文が 違って 居た。 基督 敎を學 ぶに 當 つても 註文 逮ひ をせ 

ぬ 様 用心す るが 肝要で ある。 第二 彼 は 判斷の 標準が 違って 居た。 第三 燈裹下 暗し の 比 喻の如 

く、 己が 周 圍に寶 際 行れて 居る 事 實に氣 が 着かなかった。 その 周圍を 見れば 多くの 人が 慰安 を與へ 

られ、 罪より 救 ひ 出され、 日々 變 化しつ \ ある。 其ら を 見る と 世 を 救 ふ 力が 此 所に 現 はれて 居る 事 

が 判る 苦で ある。 神の 國は 旣に來 つて 居る。 其の 實現は 商賣に 手附を 取った と 同 様 確かで ある。 己 

が 身の上 友人の 間にある ことな ど を考へ て 見よ。 確かに 瞽者 はは、 跛 者 は あゆみ、 癩病 人 は 潔 ま 

り、 S 者は聽 き、 死にた る 者 は 復活され 貧者 は 福音 を聽 かせられて 居る。 そこで 耶穌は ヨハネの 使 

者に 向 ひ 註文 通り この こと を 示す こと は 不可能で あるが、 眼前の 事實 を： nj- るなら ば 世 を 救 ふ 力、 親 


るべき 力 は 此の 外に 無い、 之に 由ら ざれば 不可ぬ ことが 判る であらう、 之をョ ハネ に吿げ よと 云 は 

れ たので ある。 今日で も戰爭 のこと など を考 へる と 種々 失望す る點も ある。 然し 熟く 考 ふるなら 

ば、 其の 間に 確かに 耶穌の 言 はれた やうな ことが 現に 行 はれて 居る。 世 を 救 ふ 力 は 確に 此所 にあ 

る。 之 を 以てせ ざれば 世の中 を 救 ふこと は出來 ぬ。 獄中 ヨハネの 疑と 之に 對 する 耶穌の 答へ には大 

いに 學 ぶべき ものが ある。 

一一 コ デ モ 

一一 コ デモ は 生れ 更 るべき こと を 耶穌の 云 はれた に對 し、 『如何で この こと あらん や』 と 疑 を 挾ん 

だ。 其 所で 彼 を 如何に かれ たかを 考 へて 見たい。 一一 コ デモの 精神 問題 は 極めて 淺 it な もので あつ 

た。 耶穌は 之 を 一：^ きて 深いと ころに 連れて行かれた。 淺瀨 では.： 咼々 雜魚 を瘦る 位な ものである。 大 

きな もの は 深いと ころで なければ 得られぬ。 耶穌は 一一 コデ乇 を 深き ところに！ 3!- いて 行かれた。 罪の 

問題まで 深入りせられ たので ある。 根强く 蔓れる 罪と 之より 救 はる 、道 を 深く 立ち 人って 根本的に 

^へるならば 此 所に 入^の 力で は 不可ぬ もの あるに 氣 付く であらう。 ； S 第五 十； 篇に 現れて K る や 

うな 露 面目な 精神で 之を考 ふるならば、 如何しても 水と 靈 とに 由って 生れ 更 ると 一 K ふ 根本的の 仕事 

あっさ 0- 

が 必要になる ので ある。 淡泊と 浮 調子に 考へ るから 其れが 解らぬ の だ。 深く 徹底して 考 ふれば 問 题 

の 深さ ゃ大 さが 解る。 然 うなれば もう^め たもので ある。 共れ が 解らぬ から 困る。 問题が 解り、 仕 
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事が 解れば 疑 は樂に 解ける。 『天より 降り 天に をる 人の子の 外に 天に のぼりし ものな し』。 蒜督が 天よ 

り 降らねば 人類 は 救 はれぬ。 『モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし』。 此れ は 十字架で あ 

る。 斯 くして 喷 罪の 道が 解る やうになる ので ある。  > 

世の中に は祌は 解り、 耶穌が 聖人 中の 偉人で ある こと も 解る が、 耶穌の 祌格ゃ 其の 十字架 や、 喷 

の 解らぬ 人が ある。 此ら のこと を說き 出す ともつ と 淡泊と やって 貰 ひたいと 云 ふ。 彼ら は 問題 を 誤 

つて Ju^ る。 仕事の 性質が 解らぬ ので ある。 溫， M 場の 如き 所に ごろくして 居るならば 金 も 費らぬ 

が、 太平洋 を 渡らう とする に は 英大な 船 賞が 要る。 蟇 口で 滿足 する 人に は 銀行 は 要らぬ。 然し 我々 

の 服 前に は 太平洋 を 渡る 如き 大事 業が 横って 居る。 罪の 問題が ある。 故に 人の子が 天より 降らねば 

ならぬ ので ある。 と 云 ふ 問題の 如何に 切迫せ る もので あるかが 解れば 基督 敎の极 本義 は必 すい ャく 

解ナ る。 だから 耶穌は 一一 コ デモ を 深い 問題に 導かれた ので ある。 區々 たる 所に 止ら す、 深き 大 いな 

る 所に 眼 を 注け、 北ハの 解決 を 得ようと、 一 生 懸命に なれば 基督の こと、 十字架の こと、 總べ てが 解 

るに 相 遠ない。 

サド カイ 人 

よみが へり 

二 一 常 一 一. 三 節 以下 を兑 ると サド カイ 人が 耶穌に 雞問を 懸けて 3 る 。『役 生な しと 首 ひなせ 

る サド カイの 人、 此 の 日^ 穌に 米り 問うて 曰け る は師ょ モ一セ の 云 へる に 人 もし 子な くして 死ば、 


兄 * そ の^を 娶 りて 子 を 生み、 兄. Hi- の 後を嗣 すべし と。 玆に 我らの 中に 兄 * 七 人 ありし が兄娶 りて 

死に、 子な きが 故に 其 妻 を 次子に 遣れり。 その 二 その 三 その 七まで $1 然す。 後 遂に：^ もまた 死た 

ひ。 甦へ ると き は 此婦七 人のう ち 誰の 妻と 爲 るべき か、 是 みな 彼を娶 りし 者 なれば なり』。 彼の サド 

カイ 人 は 面白半分に 揚げ足取り を 事と し、 徒に 辯 を 好み、 一寸 困る やうな 問 题を雷 ^巧に へた。 

こんな 風に すれば 何でも！： 題になる。 理窟 は 何とで も 云へ るで あらう。 然し サド カイ 人の 捉 出した 

問题 たる や：^ だ區々 たる もので： iGf に 詰らぬ ものである。 意地惡 く、  口巧者に、 不眞 面： HI に、 た i.- 謹 

論 を 捏ね 廻す のが 目的の やうに 見える。 何も 然ぅ骨 を 折り、 力！^ を 入れ、 赤に なり、 一 生 懸命に 

なって 論す る ほどの 事で はない ので ある。 耶穌は 之に 對 して 如何なる 態度 を 取られた か。 彼に は少 

しも iit 氣が なく、 辯 を 好む 様子 も 見えぬ。 賫言 紫に 買 言 槳と云 ふ 態度に は 出て， おられぬ。 彼 は爲面 

目に 祌と 人の 讓 との 關係、 其の 菜し なく 何時までも 緩くべき 活ける 關係を 示された。 彼は如何^^^ゃ；5 

しても 構 はぬ やうな 區々 たる 問題に は 頓着せ す、 永遠の 約^ を 示された。 我々 が 四の 五のと しく 

たム ふこと は 此の サド カイ 人の 提出した 問題の 如き もの かも 知れぬ。 露に^ かしい。 斯る無 ハ：^ の穿懇 

立 は. めた ぶが お；" い。 然うして 耶稣の 示した 方に 進まねば ならぬ。 研究 仆れは 止した が 利 〔鈦 である。 

トマス 

トマ スは 耶穌の 役活を 信じなかった。 他の. S 子た ちが 集って： たと きも 孤立して 仲^外れ になつ 
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て 居た。 『我 若し 其の 手に 釘の 迹 を兒、 わが 指 を 釘の 迹に 探し、 わが 手 を北ハ 脅に 探す に 非す ば 信ぜ 

じ』 と 云って 居た ので ある。 此の 事 は 約翰傳 第二 〇 章 二 四 節 以下に 書いて ある。 全體 トマスに は 

ら 物事の 暗 黑面を 見る 傾きが ある。 不利益な 點に氣 が 着き M 勿い。 批 者の 態度 を 取って 側面 觀 をす 

る。 然ぅ云 ふ 生 質の 人であった。 また 彼 は 早く 見切り を 付ける 人であった。 餘り 早く 覺悟 をして 了 

つて は 不可ぬ ことがある。 病人な ども 餘ひ 早く 覺悟 すると 反って 死 を 促進め る やうになる。 トマス 

に は 丁度 蝸牛が 物に 觸れ て、 殼の 中に 頭 を 引き込ませ、 潜り込んで 了 ふやうな ところがあった。 然 

うなる と 他の 人た ちと 一 緖 にやって 往 けなくなる。 疑 も 起り^ くなる。 彼 は 自分で 問题を 持へ て 苦 

しんだ ので ある。 然し 彼 は 耶穌を 愛して 居た。 結構な こと だ。 如何なる 疑に 陷 つても 此 所から 行け 

ば 善き 信仰に 移る。 トマス は 復活に は躓づ いたが 耶穌を 愛して 居た。 何 所まで も 耶穌を 慕 ひ、 共の 

御供 をす る 精神が あった。 我々 も 斯う 云 ふ 精神 を 維持したい ものである。 彼 は 此の^に 極々 敎 へら 

れ、 考 へさせられ、 導かれ、 - 刺激され、 漸く 同. 志の 所へ 出て 來た。 蝸牛が 首 を 出した ので ある。 其 

れ までに は 神が 如何に 之 を 導かれた か。 祌は 其の 手 を 弛めす、 誘導 啓發 到らざる ところがなかった 

に相逮 ない。 之を考 へる と 冷えた 心も溫 つて 來 るので ある。 斯 くして トマス は 出て 來た。 然うして 

他の 弟子た ちと 共に 居った とき 耶穌に 遇 ひ 巳に 的中した 敎を 受けた。 耶穌は 彼に 『汝の 指 を 此に仲 

て 我 手 を 見、 なん ぢの手 を 仲て 我 脅に させ、 信ぜざる 勿れ、 信ぜよ』 と 云 はれた。 然し 彼 は 流石に 

耶汰の 傷に 觸^ ようと はしなかった。 彼は滿 足して 信仰した。 然うして 『我 主よ 我祌 よ』 と 叫び 出 


した。 けれども 彼は此 所まで 立ち 到らざる 先き に 何故べ テ n ゃョハ ネの 如く 信じ 得なかった か。 ；e> 

故 自分の 思想にば かり 依り 賴み、 人の 意兑を 馬鹿にして e たか。 ヨハネ は 一 を M いて 十 を 知る 性質 

の 人で、. 墓 を 兑ても ぐに 役活を 信じた。 トマス は 何故 然ぅ 出來 なかった ので あるか。 化 所 か紀? P 

が 曲って 片意地な ところがあった からで あらう。 他人 は 何と 云っても 自分 だけ は 承知 しないと 云 ふ 

ので は濟 まぬ。 もっと 遞 つて 考 へる が 好い ので ある。 トマス ももつ と 早く 信じ 得たなら * ま 幸 ひで， 

つたら う。 組み伏せられてから 降參 したので は 感心せ ぬ。 善き 馬 は 心 持で 動き、 中等の 馬 は 鞭 を 見 

て 動き、 下等の 馬 は 打 たれてから ゃッと 動く と 云 ふ。 トマス は 下等なる 馬の 部類に K する。 故に 耶 

穌は 『兑 すして 信す る もの は 幸 ひなり』 と 云 はれた ので ある。 適當 はしき 態度 さへ あらば でも 言 

じられ る。 偸 快な 信仰に 入る ことが 出來 るので ある。 

疑 ひ はま 氣の 如き ものである。 これ を 遣り 放して S くの は {且 しくない。 であるから 『主よ 我き 口 

す、 我が 信な きを 助けた まへ』 と 祈る ことが 必要で あるので ある。 

(1 九 一 九 年 五 no 
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約翰傳 第三 章 十四 節を晃 ると 『モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし』 と ある。 之 を 

改譯. M 書に 依って 見る と 『モ I セ 荒野に て 蛇を舉 げし 如く、 人の子 もまた 必す擧 げらるべし』 とな 

つて 居る。 此の 『必 す』 と 云 ふ 語が 大切で ある。 私 は改譯 聖書が 此の 語を譯 して 居る の を 喜ぶ ので 

ある。 

『人の子 もまた かや 擧 げらるべし』。 此の 『必 す』 に は 種々 の 意味が ある。 斯うな つたの は 止む を 得 

ぬ、 の勢此 所に 至った ので 仕樣がない、 止ん ぬる かな、 天の 命、 運の 盡き であると 觀 じて、 之 

を 苦痛に 思 ふ。 此れが 其の 一 つで ある。 宿命の 然 らしむ ると ころと 諭め を附 ける。 

よしや 身 は 世の 有機に 任せなん 

心の奥 を 隠れ家に して 

此は國 舉者伴 信 友の 歌で ある。 外からの li 迫 仕様 もない からと 諦めて、 我が 心の奥 を 隠れ家と して 

其 に閉ぢ 籠らう と 云 ふ 意味で ある。 ストアの 攀者ゃ liiii 者に は、 往々 此の 流義の 工夫 を 以て 安心 を 

求む る もの も ある。 此れが 世の中で は先づ 最上の 智慧な ので あらう。 


然るに 耶^ は 十字架 上に 於て 『我が 魂 を 汝に托 く』 と 一ぶ はれた。 耶穌は 前き に 述べた のと は w、 

なった 心持ち を 以て、 必、 す、 來 るべき 十字架 を迎 へられた ので ある。 吾人 は 今夜 耶稣の 十字架 を紀念 

する ために 會 したので ある。 私 は 之 -レ 就き； 三 一の こと を. 5. 上げたい。 

耶穌の 十字架 は豫て 期待せられ たもので ある。 彼が 『人の子 もまた 必す擧 げらるべし』 と 云 はれ 

たの は、 傅 道 g 始 後間 もない ことであった。 主は兩 叙の { さ. ine られ たと きから 旣に 十字架 を 期待 さ 

れ たので ある。 彼が 十一 一歳の 時 H ルサレ ム の祌 殿に ！^淺 つた HJ は { 永の ものに 现. 5= せられなかった。 

斯の 如く 彼 は 家の なかで も容 れられ なかった ので ある。 世の中に 出てから は 無論^々 反對を 受け 

たので ある。 故鄕 ナザレ にても 排斥 を 受けた。 凡て 周 園の 雲行き は 物 _s かった。 加 之； W 一 in い S の霄を 

見る と、 祌の僕 は必す 非道い 目に 合 ふさに 極って 居る 者ら しく 兑 える。 耶 穌は以 fi^. 亞齊 を愛讀 して 

居られた.，、，' ら、 此の 邊の 事情に も 通じ、 苦痛 は豫 ねて 覺 悟して 居られた ことで あらう。 であるから 

荒野で 五 千 人 を 食に 飽かしめ た 場合に も、 終の 晩餐の 時と 同じ 意味 を 聯想せられ たやう に兑 える。 

其の パ ンを； a たれた ときには 深き 感想に 充 たされて 居られた であらう とも 推 骨 一が 出來 る。 パプ テス 

マの ヨハネが マケ ラスの 獄中に 於て 死 を俟っ た 様子 や、 バウ U が 最後の 囚れ のとき 處刑 を俟っ て 居 

た冇！ 0 など を 思 ふと 實に 同情に 堪 へぬ。 然し 耶穌 は傳 道中 常に 然ぅ云 ふ 心 持 を 持って 居られた であ 

らう。 十字架 は斯 くの 如く 豫ね てより 期待 せられた 苦痛であった。 病人が 苦し さも 思 ひ 遣らる &手 

術で も 俟ち受 くる 如くに 之 を 期待 せられた。 或る人の 詩に 斯う 云 ふの が ある。 一人の 小兒が 手術 を 
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受 くる 前の 晚、 其の 苦痛 を 想 ひ 遣って 種々 心配 をして 居る と、 同じく 側に 臥し 居た 童が 之 を 兒て耶 

穌 さまに 御 祈りよ と 謂った。 小兒が 私の 此 所に る さが 耶穌の 御 目に止まる だら うかと 問 ひ 反した 

のに、 彼の 童 は 其れに は 手術 を受る 方の 手 を 出して 寢 たらよ いと 答へ たと 云 ふ 一節が ある。 資に淚 

の 出る やうな いぢら しい 話で ある。 耶穌は 必定 斯うよ と豫 ねて 十字架 を 期待して 居られた ので ある。 

然し 其う 云 ふ 風に 期待され て覺 悟の 上の ことで あっても、 また 其の 稲 類に いろく ある。 路加 傳 

笫ニ 十三 章 四十 節 以下 を 見る と 耶穌と 偕に 十字架に 懸 つた 盜贼の 一 人が、 自らの 罪 を 悔い、 耶穌 に 

願 ひ 出した ことが 書いて ある。 彼 は 先づ. 『我ら は當然 なり、 行 ことの 報 を受る なれ ど 此の 人 は 何も 

不是 isf は 行 さりし なり』 と 言って 頻りに 耶穌を 譏れる 他の 一人 を 制し、 『主 ト、 御 國に來 らん 時 我 を 憶 

え 給へ』 と 云って 居る。 『我ら は當然 なり』。 人の 苦み は 身から 出た 鍩で、 必す 受けなければ なら 

ぬ もの、 之 を 受けねば 道に 於て 相濟 まぬ ものが ある。 斯る苦 は 之を覺 悟して 受 くるが せめても の 罪 

滅ぼし だ。 耶穌は 此の 兇漢の 『我ら は當然 なり』 と 云った 心 持を嘉 せられ、 其の 願 ひ を 容れ、 『今 

日なん ぢは 我と 偕に 樂圚 にあるべし』 と 約束せられ た" 必す 受けねば ならぬ 斯 くの 如き 苦み は、 人 

間ら しく、 悔 改めた ものら しく、 健氣 に、 素直に 之 を 受けたい ものである。 然し 耶穌の 十字架 は斯 

る 意味に 於て 期待 せられた 十字架で はない。 

人の 受けなければ ならぬ 苦み に は、 今 述べた 如く 自身の 心柄に よる もの も あるが、 社 八  1: 上の 關係 

や 其の 他 靴々 の 事情から 來る もの も ある。 病氣の 傳染. の 如きが 一例で ある。 目出度い ときには 共に， 


^5^歲を1.=へるが、 苦痛の 交際 だけ は 御免 を 蒙る と 云ふ譯 には往 かぬ。 社會は f.^. に 相持ちで ある。 d 

分には^；^^任のなぃことでも難^せねばならぬ。 所謂お れ緣で 如何と も ii 樣 のない ことがある。 歐洲 

戰だ ザが 始まった 頃、 此講 培： から 紹介した と 記憶 ふが、 或る 英國の 監督が、 自分 は 地獄 を 製造す る爲 

めに 此の 戰に加 はると 云った。 結局 今日の 文明 は 間遠って 居る、 本當の 正しい 類の もので ない、 

邪 $a に陪 つて 居る。 其れ だから 災が 起る の も 仕方がない" 吾々 は 打ち 揃って 刑 g を 受け、 せめても 

の 罪滅ぼし をす るた めに 地獄 を 製造せ ねばならぬ と 謂った の ひ ある。 即ち 然 する のが 文明 を F* しく 

する 爲 めに 必要な ことで あると 云 ふ 意味で ある。 私 は 感服して 其の 言 を 31 いたので ある。 人間 社會 

は 利 S 共通で ある。 如何して 斯ん なに 難^す るか 解らない ものの なかには、 切っても 切れぬ 關係か 

ら來る ものが ある。 カイゼルの 如き 人が 戰を 起した ために、 罪 もない 無 邪氣な ものが 戰 死せ ねばな 

らぬ 様になつ たので ある。 耶穌 にも 然ぅ 云ふ關 係が あつたの である。 

耶穌の 十字架 は從 順の 態度 を 具へ た 奉仕の 精神の 充 ちた もので あった。 希伯來 書！^ 十 章の 七 i§ 

そのと き  ふみ 

『厥 時 われ 口 ける は 神よ 我なん ぢの 3曰 を 行 は ん とて 來る。 即ち 我に ついて 害に 錄 されたり』 と あ 

る 1  一一 ：！ は、 耶穌の 十字架 を 受けた 精祌 である。 『人の子 も 亦， 必す擧 げらるべし』。 止 を 得す 斯る 目に 

ふの だと 諦めた ので はない。 此は正 しく 神の愛から 起り 其 思 召に. S る さで、 我 は 肅んで 之に 從 ひた 

いと 云 ふ 意味で ある。 加 之 十字架 は 旣に祌 のうちに ある。 神 は 人類 を 愛し、 其の 罪悪に 就て 言 ふべ 

からざる 苦痛 を懷 かれる。 愛が あれば 必す 十字架 もなくて は^らぬ。 先日 も 或る 小舉 校の 生徒が 盜 
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み をした と 云 ふので、 其の 母親に 遇ったら 大層 之 を 心配して、 遠い 所へ 引き越さ うとして 居た。 ffl 

母 三 遷の敎 も 思 ひ 出さる るので ある。 神が 人 を 救 はんと せらる i にも 十字架が 如何してもなければ 

ならぬ。 耶穌は 神の 意志 兹に 在る を覺 り、 其の 必然なる を 認め 從容 として、 進んで 十字架の 苦痛 を 

受けられ たので ある。 

其の上 吾人の 罪 は 人の子が 必す擧 げられ て斯 ばかり 苦まねば ならぬ ほど 大きい ものである。 吾人 

は 魂の 不仁 身 性で、 其れ を 感じない。 けれど 耶穌の やうな 御 方なら ば、 斯る 苦痛 を 感ぜす に は 居 

られ ない。 耶穌は 『父よ 彼ら を赦し 給へ』 と 祈られる とともに、 人の 罪悪の 大 なること を 深く 感じ 

『我が 祌、 我が 神、 何 ぞ我を 捨て 給 ふや』 と 云 はれた。 實に 恐れ多い ことで ある。 然し 吾人 を 罪よ 

り 救 ふために は、 必然 此 所に 来られねば ならぬ。 人 を 救つ. U り、 惡ぃ 根性 を爝 F にしたり、 自分の 子 

供の" S を 癒したり する ために は、 種々 Icn 折が 要る。 耶穌の 十字架の やうな ことがなければ ならぬ の 

である。 今夕の 集會は 此の 志 を 固める のが I つの 趣意で ある。 

加 之 十字架 は 自身 を 修練す るた めに 必要で ある。 之に 依って 眞の 人格が 出來、 靈 魂の 灰汁 拔が出 

來る。 燃えて 將に盡 きなんと する もの を 引き出す やうな 意味で 必す 之を耍 する ので ある。 其 所に 必 

然と 云 ふ 意味が ある。 希 伯來書 第五 章の 八 節に 『彼 子 たれ ども 受る 所の 苦難に よりて 順 ふこと を效 

ひ』 と ある。 主 邪 でさへ 苦難に よりて 順 ふこと を舉 ばれた ので ある。 默示錄 第 七 十三 節 以下に 

『長老の 一人 われに p ける は 此の 白衣 を 着た る 者 は 誰か、 i 何 所より 來り しゃ。 我れ 答へ ける は 君 


ょ汝 これ を 知るべし。 彼 われに nl ける は 彼ら は大 なる 難を經 て來れ り、 曾って 主 の 血に て 其の 衣 

を. t: ひこれ を 白くな せる ものな り』 と ある。 斯る 意味で 十字架 は 必然 期待せられ たので ある。 

斯 くの 如く^々 の 方面より 耶穌は 十字架に 懸ら ねばならぬ のであった。 人の 方より、 祌の 方よ 

り、 また 耶穌 御自身の 必耍 より 考 へて、 人の子 は 必す舉 げられ なければ ならぬ。 然し 耶穌は 諦めて 

ことわけ 

之 を 受けた ので はない。 熟く 事由 を 承知せられ、 進んで、 滿 足して、 之 を 受けられ たの， である。 『そ 

は 汝らに 賜 ふ 所の 恩 は 基督の ために 唯 之 を 信す るさ而 己なら す、 亦 これが ために 苦を受 くる さも 賜 

ひたれば なり』 (Ywtf』)。 吾人 も斯る 精祌を 以て 十字架 を 受けたい ものである。 受難 11 祈禱 會の最 

初の夜司會^^は哥羅西書第三章ニ十四節 『今 われ 汝らの 爲に受 くる 苦 を 喜び、 又 わが 肉體を もて 基 

螫 の體、 すな はち 敎會 のために、 其の 患難の 缺 けたる 所 を 補 ふ』 と 云 ふ 首に つきて 話 をせられ た。 

吾人 は 自ら 十字架 を 負 ひ、 基督の 患難に 缺 けたる ところ を 補 はねば ならぬ。 其 所に 光榮が あるので 

ある U 

世に は 悲劇が 多く ある。 文舉 上の 作品に 之 を 見聞す るの みならす、 實 生活に 於て 々之 を るの 

である。 或る人が 悲劇の 効用 を 論じて、 其の 効用 は 人の 心 を 潔め、 之 を 目 S. した 結 ra:^ 自己の 小 ぼけ 

な 苦痛 を氣 にす る こと を愧 かしく 思 ふやう になり、 以前と は 違った 氣分 になり 得る と 云ふ點 にある 

と 云った。 舞襄の 上の 悲劇で すら、 其れ ほどの 効 ある。 況して や 耶穌の 十字架、 あの 立派な 

* め&か  こ、 ろばへ 

姿、 覺 悟の 前の 苦痛、 祌の 深き 思 召の 籠った 十字架、 之に 從 順にして 忠實に 奉仕 せられた 心 術な ど を 
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仰ぎ 望めば、 吾人の 心 持 も變ら なければ ならぬ 牮 "である。 先刻讀まれた以^^亞書第五十三？华には義 

人の 苦しむ を兒 て、 始めは 馬鹿にして 居った が、 渐く覺 つて、 彼 は 偉い 善き 人で あるのに 自分 ゆの た 

めに 斯く 惱んで 居る ので あると 感じ、 其の 心の ー變 した 有様が 書いて ある。 今夕 は 何卒 耶穌の 十字 

架より 受 くる 効能 を 溢る k ばかり 各自. の 心に 受ける ようにしたい。 吾人 は 基督の 爲に彼 を 信す る 事 

のみなら す、 また 彼のた めに 苦しむ 事 を も 賜って 居る ので ある。 之に 與 かる ことの 出來 るの は 幸福 

である。 吾人 各自の 身の上に 受 くる 苦痛 も、 耶穌の やうな 精神 を もって 之 を 受けた きもので ある。 

けれど 此れ 自分の 力で は 出来ぬ ことで ある。 祈りて 天よりの 力 を 受け、 耶穌の 精祌に 依りて、 少し 

なりと 之 を 受け 得る やうに なりたい ものである。 

(一九 一 .f^ 年 五 CO 


某将^^信仰生活の精髓は、 某- 督と 其の 復活の 力と を 味 ひ 知る Hi である。 『また 彼， V 北： 復活の 能力 を 

知り、 その 死の 狀に隨 ひて 彼の 苦しみに 與 か.^ 兎にも角にも 死た る 者の 甦る こと を んが はなり』 

(？§  、比 fr) 十字架 は 救の 基礎に は 相 遠ない が、 某督の 復活な くば 無意味に 歸し、 其の 活力 を？ がる 

、 に 至る であらう。 

われら 

『I ゆむべき かな、 神 吾人の 主 耶蘇 基督の 父、 彼 其の 犬なる 矜恤を 以て Ifix を 生み、 吾人 をして 耶 ii 

基督の 復活り 給 ひし HJ に 由り て 活ける 望 を 得させ』 (fff 書) たり。 吾人 天に 在る 朽ちす、 汚れす、 ^ 

まざる 嗣業 を繼 ぐに 至らん こと を 志し、 終りの 時顯 るべき 救 を^ん が S に、 宛 かも 金城？ 池の 中に 

在る 心地し つ 、祌の 力に 護ら る、 は、 一 に 某 # の 復活り に， E りて 活ける 望を懷 くこと を^せ しめら 

れ たからで ある。 常に 活々 として 日 曰 新たに 進みて 止まざる 向上心と 希 と は、 死し て^られ、 第 

三日に 墓より 復活り 出た る 主 基督の 賜で ある。 

某赞敎 の祌は 『耶穌 基督、 及び 之 を 死人のう ちょり 復 らせ給 ひし 父なる； t』(ffls} であろ。 單. 

に 造 物の 主宰、 全智 全能なる 神の みで 無い。 耶穌の 死. V 其の 復活と に 於て、 北ハの 意義 を 深く せら 
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れ、 其の 解釋を 新に せられた K 、神で ある。 默示錄 第 ra: 章に は 『天に 開けた る 門 あり』。 北 (所に 御. 座 

るの さま  ま は n-  •  • 

設け あり、 共の 御座に 座し 給 ふ もの あり、 ぉ狀 玉. 瑪琐の 如く、 ほ 御. 庵の 周圍 には綠 玉の 如き 刺 

た ふとき ►  1  1 

ありき』 云 *。 斯くて^ 世 * 限りなく 生き 給 ふ 者に 榮 光と 糞 贵. V を $1 して EE  く 『lfi:人の、H:な^c;^ょ 

榮 光と 尊贵と 能力と を 受け 給 ふは宜 なり。 汝は萬 物 を 造り 給 ひ、 萬 物 は 御 心に 巾り て存 し、 a つ 造 

られ たり』 と ある。 これ 天地. を 造られた る 主宰者の 光榮 である。 之 を拜 する こと は、 人生の 大 いな 

る 勢力た る を 疑 はぬ。 

然れども第五章を見るに世界歷.&^£^開せしむ1<:、樞機を捤>^ものは？5-に造物の、王宰と解せられた 

る祌 ではない。 e: く 『卷物 を 開き 其の 封印 を 解く に相應 しき 者 は 誰 ぞ』。 卷物は 次第に 展開す る 世 _ 

界 の歷史 である。 其の 封印 を 解く 者、 即ち 之 を 左右し 統一す ると ころの 樞機を 握る ので ある。 之に 

ふ相應 はしき もの 誰か あると 呼ば はった。 然るに.天にも地にも地の下にも此の^物を11く^<;が無ぃ。 

否 一 兑 する HJ すら 出来る ものがない。 十：： 支那の 展史、 暴力の 熾なる に 常り、 民 之 を 如何と もす るに 

なく、 喷き 哀しみて、 斯の日 いづ くんか 亡びん と、 叫んだ-^書ぃてぁ^^如ぐ、 默示錄 の荖^ は羅 

馬の 天下 を觀 小し、 共の 賴勢を 推測して、 暴君酷吏の成カ天に勝っが如き有賴なるに^^膽し何時新 

天地 を兑 るに 至らん や だ覺 束な く 感じて 居った。 何處を InJ- て も 世界 展 の 卷物を 展開す ろに 相 

ノ f ャァ 

應 しきもの を ID^ 出す こと 能 はざる にぞ、 見者 (默 示錄を 荖述 した) は 辩然， V して 泣いた。 泣いて 居 

りし 寺 長老 Q 一人 之に 云 ふ。 『泣くな、 視ょ ュダの 族の 獅子、 ダビデの 菔奠 すでに 勝 を はて 卷 物ん 其 


の 七つの 封印と を 開き^る なり』 と。 た、. る 『御」 M 及 活物と お 老 逢との 問に、 展られ たるが 如き 

の 立ちて 在せ り。 …… かれ 來 りて 御座に 坐し 給 ふ 者の 右の 手より 卷物を 受けたり』。 即ち 世界の 

歷 5,.- を展 il せし むべき^ 機を捤 るに 至られた ので ある。 彼 は 『屠られ、 その 血 を もて^ 秫の 族、 諸 

一 w、 諸 民、 諸 K の 巾より 人々 を祌 のために 買 ひ、 之 を 我らの 祌 のために M おとなし、 祭司と なし 給 

へばな り。 彼ら は 地の 上に 王と なるべし』。 此の 屠られた るが 如き 羔羊を 天の 御座に 拜し、 北 ハの榄 

能が 天地の 榧 機 を 握れる こと を 悟る に 及び、 新たなる 歌 は IS はれた。 北ハの t4 千 A 萬々 {チ帘 を S はし 

めた。 资 に歡 喜に 充ち たる 書きぶ りで ある。 

某将^<-の祌は斯くの如きものでぁる。 十字架に かけられ、 死して- 1^ られ、 第三 日に 復活 せられた 

る 某^ を拜 する に 非す して、 祌を斯 くの 如くに 解釋 する は 思 ひも .ifclE らぬ ことで ある。 

叔" の 復活と、 之に 依りて 解釋 せられた る北ハ 十字架の 死と によりて、 神の 觀念全 く 新たに なり、 

耶 を 『死人の 中より 復活ら せ 給 ひし 父なる 祌』 顯 はれ 來り、 世 觀 一 變し、 人生の 意義 根柢 

よりその 趣き を 異にする に 至る ので ある。 耶穌の 弟子ら は その 師の思 懸けな き 受難に^ 遇して、 人 

生の こと 个-然 五里霧中に 投ぜ られた 如く 覺 えた。 之が ために. 然界は 意義 を 失 ひて 宵び なきものと 

鍵 じた。 良心 は 共の 板柢を 覆へ された やうに なった。 思想 は の 淵に 沈淪 して、 總て のこと 疑惑 

に陷 るに 至った。 愛情 は s;^ も殘^ に 裏切 をせられ、 無惨に 欺かれ 了った。 殊に 祌の御 額は黑 雲のう 

ちに 1^ れ 了った。 萬 事 損失に： S して 了った。 これが金曜日主の受難後に於け>^^^-子らの胸の中の有 
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様であった。 

然れ ども 俄然 『主實 に 復活れ り』 と 云 ふ 歡聲が 彼らのう ちに 響き S つた。 過ぎ 越し 方の 疑 r?0, 解 

け、 現在 も 明らかになり、 將來も 定かに 見極め を 着く る こと を 得る に 至った。 死の 黑影も 共の 意義 

をズ. 1 く 一 變 せられて、 光榮 の機關 となり、 其の 實質 ともなる こと を 得る に 至った。 生命の^ 擧斯く 

の 如く 基督の 復活に 由り て啓發 せられた。 基督 者 は 復活 を 以て 道 德の檩 準と なし、 此 所に 其の 處世 

よ^が 4^ 針 を 見出す HJ が 出来る ので ある。 『吾人 今 神の 子たり、 後. 如何、 未だ 現 はれす』 と雖も 『死にて 

復活り 給へ る 基督 耶穌』 、神の 右に 坐して 吾人の 爲に 活動して 在 はすので ある。 斯くて 『己が 身體の 

喷 はれん こと を俟 つ』 に 至りても、 些 との 疑な きを 得る ので ある。 


今朝 は 一 「罪の 赦』 に 就いて お話しす るので あるが、 先刻 讀 まれた 約 翰 俾第八 .snf 1 節 以下 一 1 節 ま 

でと 路加 條第七 章の 三 七 節 以下の 記事と を 合せて 見られな ば、 話の 趣意が よくお 分りになる であら 

うと S=3 ふ。 

まづ廣 初に 罪の あると 云 ふこと を考 へねば ならぬ。 確かに 罪が ある。 どうしても 今の 儘で は棄て 

S かれぬ 罪が ある。 第 一 自分の こと を考 へて 見る と、 如何 も 己 を 取扱 ふこと が 間遠って 居た。 fEIt< 

自身の 如く 惡ぃ 取扱 を 受けて 居る もの は 有るまい。 自分で 自分 を：！：^ だ淺 酷に 取极 ふ) もっと 良き 有 

様で あり 得べき 害で あり、 然 なくて はならぬ 害で あるのに、 一 向 其の 通に は 行かぬ。 罪の 原. おに は 的 

,  まと  せいこ 5 

か 外れた と 云 ふ 意味が ある。 我らの 生活 は 的が 外れて ゐる。 F-t5 を 失して 居る。 考 へて r 儿 ると：. fjc 人 ほ 

ど 不幸な 者 は 外に 冇 るまい、 何が 哀れと 云っても、 自分ら 現在の 有様 ほど 哀れな もの はない。 斯 くも 

嘆か はしき 狀態 である こと を考 へて 來 ると、 己に 對 して 不取极 を： i めて 居た こと を 知る ので ある。 

已旣に 間違った 方に 行き、 不 取扱 をして 居り、 的 を 外して 居れば、 其れ は 自分 一 人 だけで 濟む Hi 

でない。 他人に 害 を 及ぼす ので ある。 性質 惡 しく 氣難 かしき 人が 一 人 あれば 家中が 難^で ある。 紛 


1?^ 力 起る。 これが 爲悲慘 な こと を 生す る。 一人の ことが 一人 だけで 濟 まぬ こと は 正に 此の 通で あつ 

て、 ^ だしく 他人にまで 影響す るので ある〕 のみなら す 我ら は 確かに 外の 者に 對 して +i に蕃 から 

ぬ こと や 有る 間 じき 事を爲 し、 爲 すべき 事 を 十分に 行って 居らぬ。 斯くて 吾人 は相濟 まぬ ことが 諸 

方面に 多く ある。 

然した.^ 自分に 對し、 他人に 對 して 此の様な 不都合 を 爲し不 取 极を爲 すの みならす、 祌に對 して 

も 同様なる こと を 行って 居る。 祌を 忘れる。 之 を 信仰せ ぬ。 有れ ども 無き が 如くに 取扱 ふ。 人の 事 

よりも 祌の事 は 疎かに なり 勝で ある。 此らは 誰も 覺 えが ある。 斯 くの 如く 神に 對 して 不都合な 善 か 

らぬ 働き をして、 直接 神に 罪 を 獲て 居る。 斯く 直接の 罪 を 犯して 居る のみなら す、 ：| ら 人が 自分の 身 

に對 して 善から ぬき を 行 ひ、 他人に 向って 不 取扱 をな すの は、 纏て 同時に 祌に對 して 不都合 を爲 

す ことになる。 馬太傳 第二 五 章の 終の 方 を 見る と 『我 まことに 爾曹に 告げん、 旣 に爾曹 わが 此の 兄 

弟の 最微者の 一 人に 行へ る は 即ち 我に 行 ひしな り』 ?i 世の中の 多くの 善き 事も惡 しき 事 

も 其れ を受 くるの は 基督で あり、 祌 であると 書いて ある。 其の 通. ^だ" 吾人が" 他と 人に 對 ぞ首 一 に 

外れた 善から ぬ 事 をした の は、 自分の 事、 きと 人 に 終らす、 同時に 祌に對 して 爲た 事になる。 人 を 

欺く は祌を 欺く こと、 人の 物 を 掠める は 神 を 掠める こと、 人 を 辱む る は祌を 辱む る ことで ある。 善 

き審に 菊いて 云 ふ も 之と 同様で ある。 思 ふこと、 爲す こと、 首 ふこと、 心の底の 秘め事に 至る まで 

も、 皆 悉く 祌に 及ぶ。 總て 祌と關 係が ある。 神と 吾人との 間柄の 事件と なる。 吾人の 一 ぼ 了：， h 盧 


と 人との 間にの み 止らない ので ある。 

斯 くお は 罪 ある もの どもで ある。 神の 御 許 を 遠く 離れ、 父の 家と 遙 かに 隔 つて 居る。 隨 つて 兄 

おから も、 平和から も、 安全の 道から も 離れ、 娥 ゑに 迫り 困 に陷 りて： S だ 恥し き狀 態で ある" 然 

し 此の様に 人 は 罪に 陷り悪 しき 方に 彷徨って 居れ ど、 困った ことに は 其れと 氣が 付かぬ。 感じな 

.  すご 3 か  • 

い。 餘り惡 いと 思 はない。 ft い 物 身 知らす の 形で、 i 莨に 困った ことで ある。 『强康 なる 者 は g 名の 助 

け を 需 めす、 唯 病 ある 者 これ を 需 む』。 病 ある を 知らぬ が 故に 醫者を 賴む氣 にもなら す 一 向平 氣で居 

る。 『主の 祈』 を 讀んで 見る と、 罪 を 感じて 祌の赦 を 求む る こと は 半ば 以下、 終から ニ桥 目に 置いて 

ある。 如何なる 现由 であるか。 其の 順序が 面. H い。 『天に 在ます 我- S の 父よ』 と云って祌の尊き聖{^| 

を 仰で、 『聖名 を 尊崇 させ 給へ』 と 云 ふ。 祌の國 に 忠勤 を 挺んで、 自分 もどん なに かしてお 役に立ち 

みく に  み こ、 ろ  たさ 

たいと 思 ふ 所から 『聖國 を 臨ら せ 給へ、 聖 3 曰の 天に 成る 如く 地に も 成せ 給へ』 と 祈る。 祌が 吾人 を 

川 ひ 給 ふに 當 つて は 無償 使 ひを爲 さる 氣遣 ひなく、 手厚い 保護が ある。 之が ために 近 を 開いて 立ち 

行く 様に して 下さる。 祿を賜 はる。 之 を 有難く 戴し、 斯の 方面に は 一 切 心配な くひた すら 精神的 

の HJ を勵 まう とする。 其處で 『我 倚の 日用の 糈を 今日 も與へ 給へ』 と 祈る ので ある" 以上の 如く 祌 

の 恩惠ゃ 其、 の 尊く 有難い 思 召 を 仰いで 拜む樣 にならねば、 罪 は 解る もので ない。 罪悪 は餘程 根深く 

心に 泌 みわたり 目 も 晦んで 居る から、 祌に 就いても 自分の 踏むべき 道に ついても、 殆んど 間違った 

ことば かりで ある。 然るに 祌の思 召の 有難 さ、 其の 保護の 行屆 ける、 實に 賜 身に 餘る狀 態で ある 
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こと を 思へば、 神に 對 して どうも 濟 まぬ〕 何の 役に立た す、 た^ 場 塞げの 人間、 穀潰し、 fi 盜 人で 

あると 云 ふ 感じが 起る。 千 相濟 まぬ 身の上、 眞に我 罪人の 首な > り である e 基督 敎は 『主の 祈』 の 

初の 部分に 心 を 用 ひ、 其處に 修養 を 精んで、 其れから 自然 罪の こと も 深く 解る 様になって 來 るので 

ある。 

二 

罪が 斯 くの 如くで あらば、 旣に祌 と 吾人との 間 W は 破れて 居る" 關係は 破れる、 交通 は 遮られ 

る、 遠ざかる、 疎くなる、 祌の 前に 出る のが 面お くな く 家 を 外にして 遊び暮す と；^ 様になる。 罪 は 

祌と 人との 交通の 斷 たれる HJ、  れる さで、 悲慘な 結果と なる。 恰も 草木なら ば 太陽の 光り を受 

得ね やうな ものである。 日蔭 者で ある。 これが 罪の 生涯で ある" 或は また 盆栽の 如く 小さく は靑っ 

であらう が、 fli の 村 木に はならぬ。 日の目 見す の 日蔭 者で 神と 離れた 生活 をして 居る 吾々 は、 ど 

うしても 神に 結び 着けられ 一 旦斷 絶した 聯絡 を 再び 回復し、 疎遠に なった ものが 近くな り、 精祌上 

の關 係が 溫 かにな り、 恰も 盆に か へらぬ と 云ふ援 水が、 盆に 返る やうに したい" 之 を. 『罪の 赦』 と 

云 ふ。 

罪の 赦とは 其の 報 や 罰 を 免れる さ でない。 是は よく 間違 ふ 所で ある" 無論 神の 許に 歸り、 神と. 親 

しくな. ^ば、 身の 狀態も 段々 都合よ くな り、 色々 苦痛な 事 も 無くなる であらう。 然し ^、れ は 神の 許 

こ歸 り.、 SS 柄が よくな り、 日 藤 者が び 太陽の 光を眞 正面に 受ける と 同様な さに なった 結 ra^ であ 


る。 の 赦とは 光 を 受ける 機になる ことで ある。 吾人が 都合よ くなる とか、 罪 を 免れる とか 謂 ふこ 

と は 比，：： =14、 の^ raf- である。 根本の 問题を 解決した 結 2^ である。 罪 を 犯す とき は 性に 傷が つく。  n§ 性 

が 毀 たれる。 意志が 簿 弱になる。 i:^ 氣づ いた 様になる。 癒っても 何處 かに 弱點が ある。 お 氣の後 は 

迀 ^出來 ぬと 同様で ある。 罪 を 犯さば ロ§ 性が 害せられ、 何處か |g 性に 惡ぃ 癖が ついて Ig る。 罪を悔 

い、. 基 によりて 其れ を赦 された 機會に 全く 誇く なられる か。 否 然 うは 行かぬ。 傷が 造って 居る。 

せ： ハの 古傷の 1$ 發 せぬ 様になり、 雨の 日に も うづく ことな どの 無い 様になる に は餘程 竹が 折れる。 罪 

の赦は 罪の^^が 忽ちの 間に 無くなる ことで ない。 HIT) き 事 をして 贫乏 になった 人 は、 基 に 柳って 

^^ぐ金持になる.か。 さう は 行かぬ。 尙 前日の 如くび いく 云って 居る かも 知らぬ。 罪の 赦と 其の 結 

を 取り除く のと は逮 ふ。 一 つ je^ でない。 此 jHil 別 を 誤って はならぬ。 赦と は祌と 人との 間が 復 晳 

し、 祌の 聖容を 仰ぎ 近づいて 溫き取 极を受 くる 様になり、 恐怖げ もな く 奉仕へ する に 至る ことで あ 

る。 然 うなれば 罪の 結果た る 貧乏、 病氣、 品性の 傷、 薄志弱行 も 好都合の 方に 向 ひ、 工合よ く述ぶ 

ことになる であらう。 然し 盡く 同時に は 行かぬ。 丁度 日 藤に あった： g 物 を 日向に 出しても^ ぐに 花 

を ゆ 、かす， W も 結ばぬ と 同じ ことで ある。 日向に 移す こと. - 罪の 赦とは 互に 似寄って 居る。 罪が 赦さ 

れ： 胪と 人との 間柄が 復 すれば 段々 悪き 癖 も脫れ るで あらう。 勉强 する から 金 も出來 るで あらう。 

酒 や 草 も 止めて 儉 約な 面目な 牛； 活 をす るから 身體も 丈夫になる であらう。 然し 此 は 精 祌上日 

當り. の 好き： 太の 父の 許に 辛抱し、 落 付いて 暮す結 である。 此の 151! 別 を 誤って はならぬ。 

罪の 赦  一九 五 


罪の 赦  一 九 六 

斯 くの 如く 罪を赦 される が 根本的の 必耍 である。 草木に 水 を 懸けたり 種々 の 工夫 を すれば、 暫く 

は 其の 生命 を 維持す る こと も 出来よう が、 根本の 處置 は 日當り の 好きと ころに 之 を 出す ことで あ 

る。 人の ie^ に は 問題が 觀 々ある。 けれども 其の 根本 は祌 との 間 を 〈丧 きに 改め、 遠ざかつ たの を 近づ 

ける ことで ある。 祌の 前へ 出る 氣 になり 得す、 祌の思 召が 心に 徹底せ す、 隔たりが ある 様に 感じて 

折 合が 付かす、 靈 性の 日 藤 者 根性の 改善らぬ 限り、 外の 事 は 少しく 好くな りたれば とて 駄目で あ 

る。 如何しても 罪を赦 される ことが 根本で ある。 馬可傳 第二？： H 節 以下に 中風 病の 事が 書いて あ 

る。 彼 は 手足が 利かない ので 友達 四 人に s: ォれて 耶穌の 所に 參 つて 來た。 彼 も 友達 もどう かして 治し 

て贳 はう と 思って 來 たので ある。 當 人に は 身體の 不自. S や 苦痛より 以上 靈 性の ことが 問題に なって 

居た であらう。 然し 表 向に 現 はれた 所では 病氣 のために 耶穌の 許に 來 たので ある。 然ると ころ 耶穌 

は 之に 向って 、『雨の 罪赦 されたり』 と 藪から 棒に 一 W はれた。 何 だか^が 合 はぬ 様に 聞え る。 彼^が 

^氣を 癒されん こと を 求めた のに 對し、 此方 は 罪の. S と 出られた。 然し 『罪赦 されたり』 と 曾 はれ 

た 後 めて また 『起きよ、 床 をと りて 歩め』 と吿 げられ た。 其 所が 面白い ので ある" 幾ら 其の 身體 

を 治して 遣ても 心が 癒 やされ て 居らす ば、 何の 効 も あるまい。 祌と 彼との 關 係が 先 づ 善くなら ねば 

ならぬ。 耶^ は 根本的に 此の 人 を 處 分され たので ある。 耶穌は 在世中 人の 身體を 大切に し、 苦疝を 

救 ひ、 ，射 を 癒 やされ たので あるが、 其の あ ひだ 少し も 事の 大小 輕重 前後の 順序 等 を 誤られな か つ 

た。 人の- 魂の こと、 祌と靈 性との 關係 を改く 善せ ねば 總て 甲斐が 無い。 耶 は斯 くの 如く 人 を取极 


はれた ので ある 

ト-、^?|?§^の汝は极本的に大切でぁることが、 お 解りに なった であらう。 くして は、 他に 何 

をしても 効が 無い。 然し 如何に すれば 罪赦 されたり とのお 識が 明かに なり、 祌の 前に 出て 平^ を 

$： ケん、 感謝に 哄 へぬ やうになる であらう か。 北 ハれに は 約 翰 傅 第 八 $M 節 以下 一 一節まで を兑 ねば 

ならぬ。 

此は^|.^耶穌の身に起た出來事に逮ぃ無からぅ。 けれど 十：： 來 から 彼處に ま：： いて あつたか 如^で あ 

るか。 後 に^き 人れ たもので は あるまい か。 何た か 後から 人れ たもの らしく 兌え る。 北 ハの脫 けて ゐ 

る 木 も ある。 文 草 は然 うで あっても 事 は實に 耶穌の 身に 起った 事に 逮ぃ 無から う。 茶^の 云 はれ 

さうな 一一 一一！： である。 さも ありさうな 話で ある。 で 有る から 此 記事 はもと， いた 人のお か 後の 附加 カ北ハ 

處が疑 ii では あらう が、 正しく 耶穌の 身に 起った 出來 事に 相逮 なから う、 よく 耶穌の 心： e を 描 i おし 

て 居る。 生お しで ある。 然し 時間が 足りない から 略して 簡 se- に 話さねば ならぬ。 姦^お 犯した 女が 

捉 つて 引 張られて 來た。 實に氣 の？， t な 有様で ある。 耶穌 深く 之 を 憐れんで 赏 に 人の ^に 出た 取扱 

をせられ た。 苛い E に, -は せて やらう、 あはよ くば 之 を 機 八 r に 耶穌を とっちめて やらう と m わって 來 

た 人々 も 『爾齊 のうち I 非な き 者 ま づ彼を 石に て 難つべし』 とさ！： はれた ので、 一人 去り 二人 去って $： 

；?」 いて 了った。 耶穌は 『46 よ、 爾を訟 へしお は 何 處へ往 きしゃ』。 女 は 『主よ、 誰も 無し』、 また 耶 

gH^ 『我 も 爾の罪 を 定めす、 往 きて 再び 罪 を 犯す 勿れ』 と 言 はれた。 n 今 心 を 改めて 斯の 如き こと 

罪の 赦  一九 七 
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の復 となき やうに と 懇に說 き 諭された ので ある。 然れ ども 『汝 の罪赦 されたり』 と は I 句 も 仰せら 

れぬ。 此の 女 は 未だ 罪の 赦を宜 言され て 居らぬ。 罪の 赦を 身にしみ，^ と 感じて、 歡 び：^ みて 今 ま 

では 始終 伏目 勝であった 頭 を も 擦げ、 祌の 子と しての 生活 を 送らん とする 場合に はま だ f^ii して ら 

ぬ。 然し 斯く 寛大に 取扱 はれた ので、 、王の 御言 葉 を 額り に 終に は 罪を 悔いて 信仰に 入り、 神の 御赦 

を 感得して 生れ 變っ たもの ともなった であらう。 けれど 耶穌 は此時 ® ちに 『雨の 罪赦 されたり』 と 

は 云 はれなかった。 『我 も 雨の 罪 を 定めす、 往 きて 1$ び 罪 を 犯す 勿れ』 丈で は 何だか 物 足りぬ 所が 

ある。 然し 共れ は 仕方がない。 眞に 悔い改め もせす、 未だ 其れ 稃ひ 信仰に 至って 居らぬ 者を捉 へ、 

漫然 之に 罪の 赦を おつ "禝 せて さあ 之 を 持って行 けと は 云 はれた もので 無い。 罪の 赦は悔 改めて 茶督 

を 信じ、 き モ ー セ 荒野で 銅の 蛇 を 旗竿の 上に 擧 げたの を 入 民が 見上げて、 成稃 斯うで あらう、 あな 

いたみ 

嬉し やと 思 ふ 途端に 疼 を 忘れて、 危害 を 免れた と誚ふ 故事と 同様、 基督の 十字架 を 見、 神の愛の 

御 心を覺 りて 感激に 堪 へす、 淚に 咽ぶ 時 神の 御赦が 手に 人る。 心に 徹底す る。 祌の與 へ 給 ふ 罪の 赦 

は 押し付けたり、 おつ！^ せたり する ことの 出來る もので ない。 悔いて、 信じて、 而 して 之を赐 はる 

ので ある。 吾人 は 約 翰 傳第八 章から 斯く敎 へらる X ので ある。 

あしき 

ところが 路加 傳第七 章 三 六 節 以下の 話 は 之と 逮 つて 居る。 『邑の 中に 惡行を 爲る婦 ありけ るが、 ィ 

ェ スが パリ サイの 人の 家に 坐せ る を 知りて 蝶 石の 盒 に,^： ：膏 を携來 り、 イエ スの 後に たち 足下に 哭き 

淚に 北ハ足 を濡し 宵の 髮を もて 之 を 拭 ひ、 rn: つ 其 足に 口 を 接け 叉 膏を 之に 抹れ り』。 此は 耶穌の S 心 


み ゆるし 

ffi を 味 ひ、 立 1: びの 淚に 咽んで 居る。 此の 女 は 御 赦を實 に 嬉しく 有難く 頂戴して 居る。 淚を 以て 足 を 

H しら 

^し 竹の 髮を 以て 之 を 拭 ひ 、『雨の 罪赦 されたり』 との 歡ば しき 宣示を 賜 はった ので ある。 罪の 赦は 

悔い改めて 仰す るに 非 ざれば、 頂 戴の 出来る もので ない。 元 來神は 赦 したいとの 思 が 切で あ 

る。 然し 罪 ある もの き 事 を 行 ひ、 其れと 引き 換 へに 罪を赦 さる- -の ではない。 洪大 無邊の 愛を以 

て 無代 惯で赦 罪を赐 はるので ある。 實に 『共生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛』 せられた。 

『世の 初より 殺され 給 ひし 羔』 が ある。 モ，' セ喊 野に 蛇を擧 げし 如き 十字架が ある。 吾人 も 之 を 兒 

て祌が 断く の 如く 人類 を 愛し、 自ら # を 負 ひて 其の 御 赦を與 へさせら る- 5 を認 むる ので ある。 神の 

御 赦しは 漫然 罪を兑 逃さる. >j ので は 無い。 た^ 大目に見て 赏 ふと 謂 ふ 様な 次第で は 無い。 例 之ば 籤 

ひろ ひ もの 

を 引いて 徴兵 を 逃れたり、 途上で 拾得物 をして 猫ば^ を 極め 込んで、 然ても 巧く 往 つたと m 心 ふやう 

な ことで はない。 其れ かと 云って 自ら 功德を 積んだり、 修行 をした 結 5^ で 罪の 赦し を赢ち 得る ので 

もない。 全く 祌 御自身の 惠み 深き 思 召から、 罪の 喷の ために 其の 一人 早を與 へ、 之 を 十字架に 死な 

しめられた 御蔽 である。 斯て已 の 罪 此れ ほどまでに 甚 しきもの であるか を 感じ、 S 悔の淚 に 搔き暮 

れ、. 改碑 41 順の 志 を 定め、 喜び勇み、 宛ら 此の 罪 を 犯した る 婦人の 如く、 祌の御 赦しを 推し 戴きて 

Ik く領 る、 天の 父の 至 愛 至情の 籠った 御 赦しを 頂戴す るので ある。 罪 ある もの \ 1 人 悔い 改 むれば 1K 

にも 喜びが あると 記載れ て 居る。 神 は 恩 溢る、 犠牲 を拂 つて 我らの 罪を赦 され、 我らのお 顺 する 

を 歡び迎 へられる。 然し 基督の 十字架 を 仰ぎて 其の 意味が 心に 徹底せ ぬと、 祌の赦 しも 馬の 耳に 念 

罪の 赦  1 九九 


佛、 猫に 小判の やうな 話で、 其れ程の 事と も 思 取れぬ であらう。 然し 基督 を 信じて 眞實に 悔い改め 

た 心に は、 道现 せめた 愛の 籠った 御赦 しが tn. 徹する。 適切に、 眞實 に、 之 を 頂戴 するとが 出 來る。 

悔 改めて 信す るの みならす、 更に 進んで 行傳 二の 三 八の 如く 『汝ら 各々 悔 改めて 罪の 赦しを 得ん 

が爲 に.' 耶穌 基督の 名に よりて バ プチ ス マ を 受けよ』 と 云 ふ 段 取に 逃まねば ならぬ。 洗 禮と云 ふ も 

のに 其れ ほどの 惯航 あり や、 形式に 過 ざぬ もので はない かと、 精神的 を氣 取りて 斯 くの 如く 洗禮を 

輕ん する 入 も ある やう だが、 大いに 問 遠って 居る。 成程 洗 禮は水 を 以て 洗 ふさで ある。 然し 『耶穌 

甚^の 名に.^ りて』 行 はる- T ものである こと を 記憶せ よ。 此 所に 意味が ある。 耶穌 基督の 十字架 は 

如何なる 車寳 であるか。 之 を 確かと 心に 収め、 其の 意義 を哝ひ 知り、 斷然志 を 決し、 祌の 前、 友人 

の 前、 敵の前に^^て、 宛 も 昔 耶稣の 弟子 馬 太が 其の 仲間 を 集めて 決心 を 披露した 如く、 北；：： 水の 陣を 

敷く 心 持で、 旣往の 生活に 暇 を 吿げ、 新たなる 進路に 就かん とする. S を 表明す るが、 卽ち 『耶穌 基 

督の 名に よりて』 バ プチ スマ を受 くる ことで ある。 其れ ほどの 大膽 なる 決定、 壯烈 なる 志 を； おわ 味す 

るが 洗禮 であるならば、 最卒罩 なる 形式で はない。 きて 居る。 之 を 輕んじ 等 叫に 附 する は大 いな 

る £1 逮 である。 11^ 仰 生活の 招失甚 しきもの である。 悔 改め、 耶穌 基督 を 信じて 其の 名に. E りて バプ 

千 ス マを受 くるならば、 祌の御 赦しは 肺腑に 徹する やうな 意味に 於て 之 を 頂戴す る ことが 出來 る。 

£ 然斯く の 如く 爲 ねば、 罪の 赦しは 我らの ものと はなり 難いので ある、 此方の 懷には 入らぬ。 齊の 

山に 入りて 贫乏 でお ると 同じ ことになる。  (一九 一九 f 六 a>- 


救 はれた る 人 

人の 救 はる-. -が傅 道の 0: 的で ある。 救 はれて 如何なるの であるか。 

第一 罪を赦 さる 

『その 慰 を ゆるされ、 その 罪 をお ほ はれし もの は： i なり』 (Iff i 一)》 ^3戴魂の最も大ぃなる^}37;荷で 

ある。 之 を 背負った にて は 精神 界の 仕事 何も 出来ない。 神と 人との 間を隔 つる I 非の 牆壁 をば、 道 

を 履み 義に 依りて 取り除か ざれば 健全に して 深き 戴 的の 生命 は 成り立ち 難い。 前日 旣に說 いた 十字 

架の 意義 を會 し、 志 を 立て.^ 之 を 信す る もの は 罪 を赦 され、 其の 靈魂輕 快に 活動す る こと を 5；： る 

に 至り、 常に； t と共に 親み て、 其の 恩寵の 下に、 々道に 進む ことが 出来る。 救 はる k と 云 ふこと 

は、 何よ ひも 先き に g: を赦 されて 神と 隔てな く 相 親しむ こと を ij! るので ある。 

第二 動力の 補給 

たと ひ 

病 は 分離しても、 衰弱の しきた めに 遂に 死亡す る 場合 も ある" 縱令 g. は赦 されても、 神の！： と 

其 教とを 志して 活力 を 恢復せ ざると き は、 も 負 债を惯 ひ たるの み-にて、 j 錢の 貯を餘 さざる と 

救 はれた る 人  二 〇一 
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き は、 更に 業を營 むこと も 出來 す、 一 家 娥死を 免れ 難き と 同じ 狀態 である。 其 所で ±^」#敎 は茶替 に- 

於け る 生命と 云 ふこと を 道す。 た^ 基督の 十字架に よ ひて、 罪を赦 された るの みならす、 基 # 魂 

ら 我がう ちに 在りて 活動 せらる るが 故に、 新たなる 生命 日々 健かに 發逹 して、 神の 子た るの 姿 愈鮮ー 

に實 現せら る k ことが 出来る。 此れが 共 +督に 於け る 生命で ある。 『我 は 葡萄 樹 なん ぢらは 其 枝な り。 一 

人 もし 我に 居り われ 亦 かれに 居らば 多くの { 莨 を 結ぶべし』 (§fl 一) と 記載れ たるが 即ち 共れ である 一 

、王 基 # のうちに ある 人と 然ら ざる 人との 間に は 天地の 相逮が ある。 前者 は 雲 を 得た 龍の 如くで あ 

る。 向上 發展 すべき 見込 だ 確で ある" 基 傅に 倚り、 其の 與 ふる 水 を 飲まば、 『共のう ちに C 水と なり i 

か ざ りなき いのち  ヽ rj、-?21' 

湧出て 永生に 至る べし』 (ff ま 0)。 


第三 救はれ^：-る人は神の子でぁる 

神の 家に は I 年 半季の 奴 僕 も あり、 の狹き 食客 も ある。 甚 しき は *g の 畜類の 如き も ある。 之 

を 共の 家の 子た る もの.^ 生活に 比すれば、 何たる 相逮 であるか。 罪 を 負 ひ、 神 を 忘れて、 た、. 心 

にの み雜 さる. \ 身 も、 一 U ー覺醒 して 基督 を 信す るに 至らば、 即座に 神の 子た る狀 態に 移さる... - ので 

ある。 『汝ら が受し 靈は 奴， f る 者の 如く 復び I 惟 を 懷く靈 に 非す、 アバ 父と よぶ 子た る 者の 戴な り』 

ff^fo と ある 如くで ある。 實に 驚くべき 變化 である。 神の 恩寵の 深く して 大 いなる HJ は 之 をお ふ 

るに 物が 無い。 『なん ぢら視 よ、 我ら 稱 へられて； t の 子た る K1 を 得、 これ 父の 吾人に ふ flip の 愛 


ぞ』 (§Jf  i) 、斯 くの 如く 『吾人 もし 子たら ば 又 後嗣に して 基 傅と 偕に 後嗣た る 者な り】 人む し 彼 

と 倍に 苦を受 なば 彼と 偕に 榮を も受 くべ し』 (？ ffA)。 

. 四 救 はれ. る 人 は 頻に榮 達す 

± ^赞を 信じて 居る 人 は 右の 如く. 旣に 神の 子と なった ものであるが、 然し 其の 敎養は 未だ 熟违 して 

居らぬ。 總て 其の 弊 を 改め、 其の 惡習を 除き、 克已 精進日に 新たなる ベく 修莠 する を 要する ので 

ある。 ^へば 商人が 約束 を 結びて 旣に手 付 金の 受渡 は 了し たれ ど、 未だ I 莨 物の 取引 を 悉く 終了せ ざ 

ると 同 じこと である" 彼が 大 なる 富 を 成す に 至るべき は 日 を^へ て俟 たる.^ 次 1^ であるに も狗ら 

t 乎 付 余-を 受取りた る だけなら ば 暫く は 依然 弱に して 不自由なる 生活 を續 けざる をお ぬで あら 

う。 然れ ども 之 を 他の， さ、 しきものに 比 ぶれば 全く^ 種類の 人で ある。 X 布 ひ； 土と 滿足 とず 1 颯とに 充 たさ 

れて： る。 者の 現在の 有様 實に斯 くの 如くで ある。 神の 子と せられた るに は 相違ない が 幼弱の 

身 何の： 出した る こと も 有り 川. 2： す、 餘り榮 えざる 生活 を 送りつつ あるので、 何の、 彼が^: かと 

讖らる k 場合 も 有る であらう。 然し これ は 前に 述べた 様な 现. ffl で、 ig 夫の 山林 未だ 多くの ^{材 を 出 

すまでに はなって 居らぬ けれど、 或る時 期を經 るに 至ら-は 必す E 富の 人と 成り^べ きと 同じ 様な 場 

合で ある" 枳殼に 蜜柑 を 接がば、 溫州を も、 ネ H ブル を も 收！^ する に 至る が定 では あれ ど、 接ぎた 

るば かりで 忽ち 良き を 手に 人れ ん とする は 遠で あらう。 暫 らく は 他の 枳殼 と異る ものな き 様に 

f はれた る 人  二 Q 三 
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見 ゆる かも 知れぬ。 然し 此れ は 時の 問題に 過ぎぬ * 基督 者 も亦斯 くの 如くで ある。 『愛する 者よ 我ら 

いま 神の 子たり、 後い かん、 未だ 露れ す、 其の 現れん 時には 必す 神に 肖ん こと を 知る、 そ は 吾人 そ 

ことの さま  /ry"s:iff* 1 \ 

の眞 狀を兑 ベければ なり』 (隱， 一一)。  . 

第五 救 はれ. る 人 は 罪 を 犯さぬ 

たと ひ 基督 者と なりたれば とて、 一 足 跳びに 聖域に 進む こと は 出来ぬ。 裔閱 努力 しても 一 進 一 

退、 富 士の砂 走り を 登る 様な 心地 もせら る k であらう。 然し 旣に 蜜柑 を 接が るれば、 未熟で も舊の 

枳殼 では 無い。 良き ms^ を 結ぶべき 木と なった ので ある。 充分な ものと なる に はま だ 多くの 手 數をも 

要する であらう。 魔手 古 招ら す 様な 場合 或は あるか も 知れぬ。 然し 種類の 變 つた Hi は 事 K である。 

极ひ 方も從 つて 變ら ねばならぬ。 救 はれた る 人の HI も.、、 道 现は之 と 同じで ある。 『凡て 祌に. E て 生 

れたる^^の罪を犯さ、^る事を我らは知る。 神 に 由て 生れた る 者 は 自ら 守る。 かの loi -』 きもの 之に 觸る 

kcj を爲 ざるな り』 (s,?fj.*)0 ここが 基督 者の 自ら 任す ると ころで ある。 共の 自信：！ * だ大 なりと 言 

はざるを5^:ぬ。 凡そ 救 はれた る もの は 罪 を 犯さ ビる 稷 類の 人と なって 居る。 銜く 信じ、 斯く 任じ、 

自ら 戒めて、 發裔働 精、 ； t の 子た る もの，^ 自由なる 境に 達せ ん さ を心懸 くるので ある。 『兄弟よ、 

我 c. から 之 を 取れり と 意 はす、 唯 この I 事を努 む。 即ち 後に 在る もの を 忘れ 前に 在る もの を sii^ み、 

神 基 藝耶穌 に. E て 上へ 召て 賜 ふ 所の 一お 美 を^ん と 標準に 向 ひて 進むな り』 (考~,1^0。 基 # 者の 戰ひ 


は 死物 狂で は 無い。 勝利の 確信 を 以て 進む ので ある。 『汝. ^の 心の中に 善ェを 始めし 者 これ を， 王 邪^ 

基^の 口までに 全うすべ しと 我 ふかく 信す jl (f^l^ 書)。 

iiS 六 救 はれた る 人 は 永遠の 生命 を 有す 

い？ ン 

『限 ひなき 生命と は 唯獨の 35： 〈の 神なる 汝と 北ハ遣 はせ し 邪 基督 を 知 る 是な ひ』 (§f  f 一) 故に！： の 子と 

せられ、 ii^: 督 のうちに 生命 を^て、 恩寵の經驗日に新なる基督^^！はゃがて不死の生活に人ったので 

ある。 死ぬべき 身 を 浮世に m はきながら 旣に 永遠の 生命 を享 けつ.、 ある。 祌は： _t ^者の 父で ある。 決 

して 死して 消滅す る もの k;t ではない。 夫れ 『1: の 世 を 愛み 給 ふさ は 北 ハの獨 子 を 賜 ふ ほどな り。 そ 

は彼を：^^する^<?は滅びすして限りなき生命を獲んがためなり』"斯くの如く基餐の十字架に出りて救 

はれ.、 H: 心寵に 恩寵 を 加へ られつ..^ 敎育を 受け、 、水 遠 を 契る の 愛 を 懐き、 天に 逑す るに 非 ざれば (i::! 現 

せられ 難き 希. け .1 に. S りて 救 はるる を 期待し、 限.^ なき 现想を 胸に 湛 へて 短き 世に 生く る： ^者が、 

.£體 の 死と もに 滅識 する に 至るべし と は、 如何しても 信じ 難き ことで ある。 者 は 此の世の も 

のでない。 天 の ものである。 天に 昇りて 其 所に 生く. るが 共の 持ち前で ある。 銜 くて 在る Si に 永遠の 

生命 を活 き、 基： のうちに 隱れ たる 其の 生命 をば、 死しての ち 寳 現せし むべき は 基督 者の 本^で あ 

る。 救 はれた る 人は實 に 永遠の 生命 を 有す。 

教. はれれ る 人  llQW- 
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第 七 別 奉仕の 生涯  - 

浙 くの 如く 恩寵の 生活に 入りた る 人 は 基赞と 同じ やうに、 『我 被らの 爲に 自已 を 潔む。 これ に 

因りて 彼らの 染められん 爲 なり』 (Iff か)、 と 云 ふ 志 を 常に 抱く。 彼 は已を 潔め て 『中：" きに W ふる 器 

となり、 潔くして 主の 用に 合 ひ 諸の 蕃事を 作す こと を 得』 3!!^fj るので ある。 北 ハの 平生の 心 懸け 

I  あ. t,*  r> み 

はパゥ ロカ 口 マ 人 に^めた ると ころと 異ら ぬ。 『然ば兄^^-ょ我祌の諸の慈悲をもって汝らに勸む。そ 

の 身 を祌の 意に 適 ふ 進き 活る祭 物と なして 神に 獻げ よ。 是常然 の 祭な り。 叉 この 世に 効 ふ 勿れ。 汝 

ら祌の 全く かつ 善に して 悅 ぶべき ほ を 知らん が 爲に心 を 化へ て 新に せよ』 (lft:=  一 y  一  y 断くて 救 はれ 

たる 人の 生活 は 奉仕 を 3!: となす ので ある。 旣に a き 血 を 以て 購 はれた る 生命、 して 已の 所.；!： でな 

ゝ 0  *  -  ；  -,  I  , ,  よろ c:.s  み 5- ゴ かへ 

い 主に 獻 けて 其の 用に 识 せらる \ を 榮 とし、 喜悅 とし、 奉仕 を樂 んで餘 念な かるべき (III.;: である。 

『勤めて 怠らす 心 を 熱く して 主に 事 ふ』 (i^ff 一) と あるが 如し。 寶に祌 は 共の 主で、 彼 は 祌の俟 で 

ある。 其 *r 者 は祌を 呼んで 『わが 屬す. る 所 わが 事 ふる 所の 祌』 (If  一^ I 一一) と 云ひ惯 はして る。 $ 

の 奴で ある。 た^ 祌に對 して 斯 くの 如くなる のみなら す、 基督の 徒 は 世の 人に 對 しても 自ら 其の 僕 

たらん こと を 志す もので ぁス。 これ 耶穌の 世に 遣し 置かれた る 模範の 如くで ある。 『蓋 人の子 來>^ も 

人 を^ ふ爲に 非す、 反って 人に 役 はれ、 且ぉ ほくの 人に 代りて その 命を予 へて，； g 、とならん 爲 なり』 

(§ー 唯 111)。 弟子の 足 をまで 洗 はれた る 耶穌を 標準と して. 世人の 僕た る を 以て 自ら 住 じ、 之 こ 蒴：： えし 


て 日 を ^ ^るの が、 總て基 # ^の 世に 處 する 道で ある" 民 本 主 薪の ぼ 〈ig は 此所 にあり。 此の 粘 神な く 

ば IB のデ モク ラ シ ィ は 成り立たぬ。 萬乘 の？^も此 の 心なく ば 其の 逬を 全う し 難い。 

第 八 祈，.^ て 止まず 

彼 は 祈りて 居る と 報告され たる は 即ち バウ 口 回心のと きの 狀態 である。 彼 は 祈 を 以て：；^ 仰の 生 ：此 

に 入り 之 を 以て 終始した ので ある。 救 はれて 其 g§ を赦 され、 神の 子た るの. ni 由に 逸み、 アバ 父よ と 

f- ば はる W わ 胸に 絕 ゆるさな く、 日に 新なる 永遠の 生命 を享 けたる もの は、 『夜 も 晝も祈 禱を斷 たす』 

(If おに 心 を 祌に通 はせ、 其の 思 を 御國と i 人の 上に 述 ぶので ある。 救 はるれば 祈の 人と な 

か. り ノー  さま-, ぐ いの リ 

る。 祈らざる は 肉體の 呼吸せ ざると 一般、 取り も ig! さす 死 を 意味す。 基督？ <f は 『恒に 各 様の 祈吿と 

祈 求 を 以て に 出て 求め、 かつ 諸の^ 徒の 爲 にも 愼 みて 此事 をな し 祈り て^ざる』 (gift) を 以て 

北ハの 木^と す。 北ハの 祈の 範圍は 『總 ての 人の ため』 である。 『王た ち 及び 總て權 を 持っ^の ため』 

即ち！； {\ おの Hi にも 心 を 用 ひて、 『おのおの 願 ひ、 祈り、 とりなし 感謝』 する Hi をなら ぬ (lftwT)。 唯 

密{ や-に 人り て II り祌と 語らう のみなら す、 信仰に 於け る 同志 兩 三人 集る ところに は 主 も 偕に 在す ベ 

しと：；：^ じ、 多 數相會 して 偕に 心 を 合せ 聲を 揚げて 祈る ので ある。 斯 くの 如く 祈る とき は 主の 名に 於 

てす ると 一： ムふ條 件に 據り、 求む ると ころ 必す 31 かれる。 『我らが 神に 向 ひて 確信す る 所 は 八ん なり、 卯 

ち 御意に かな ふ 事 を 求めば、 必す聽 き 給 ふ。 斯く 求む ると ころ、 何 151!- にて も^き 給 ふと 知れば、 求 
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めし 願 を 得た る こと も 知るな り』 (ffgi 一 ちと ある 如し。 然か のみなら す、 祈る もの は 人格に 於て 

必然 驚くべき 進歩 をな す。 龎其實 例 を 聞きす るので ある。 モ ー セの 祈の 山より 下りて 容貌の 輝け 

る、 耶穌の 變貌の 山上に 於け るな ど、 今更 肯ふ 必要 も 無い。 デモ リンゲル は 基督の 古代史 を 研究し 

て 造^ 深き 人で あるが、 初代の 基督 者の 多く は 最も 低き 社 ま 階級から 起った にも 拘ら す、 共 身分 や 

-ぉ遇 に^か 超越せ る 社會的 感化 を 及ぼす に 至った の は、 彼らが 祈りの 道 を 信じて 之 を 平素 寶 行した 

：： お 5^ であると 論：：； i して 居る。 敎 育に 於け る 祈 禱の効 に 著き もの ある は、 俗 仰 生^の 展 11 する 校 

様を觀 察した ものの 常に 證明 すると ころで ある。 上 州 安中に 新 岛襄の 傳記を 精し く 研究した 人が あ 

る。 其のず Li ると ころに 據れ ば、 彼の (¥ は板會 家の 藩 中餘程 低級で、 殆んど 士分と は 云へ ぬ ほどで あ 

つた。 之 を！！ きて 或る人 不霧を 起し、 『然るにても 彼の 人が 風 彩 典雅、 紳士の 威嚴を 具備し、 德川幕 

府の 時代なら、 大名の 御 守 格 ぐら ゐには 充分 受け取られ たる は 如何なる 次^で あるか』 と 問う 

た。 答へ て n く、 『年少の 新 島襄は 茶坊主と して 君 公の 身近く 仕 へ 、 平素 品格 高き (一り 羅對 に接觸 

し、 大名 や 上級 武士の 問に 生 立った からで あらう』 と、 實に 然も ありなん。 祈 fS が 人格に 影 饗する 

こと は 此事實 にても 判る であらう。 

第 九 新 天 新地 

に 上の 如き 精神 狀態 となりた らんに は、 天地 萬 物 悉く 其の 趣き を 改め、 花に も. ：！：？ にも、 祌を S 


ふこと が出來 る。 『造られた る ものの 今に 至る まで 偕に 慨き 偕に 苦み て、 神の 子 達の 光 榮の自 .H に 

入らん と 欲する の §H を懷』 ける に 同 する 様に もなる。 迅雷 風 烈必す 北ハの 色を變 すと ある。 自然 

ものすご  けしき  すべての こと 

のま^-き現9-は、 共 丄脊に 在る と然ら ざると に， m りて 大 いなる 相 逮を來 す。 『萬 jsf- は 汝ら の).^. とな 

* ぺ ほ！； なる めケみ  /l.r+fsAtfx.rf  \ 

れり。 此は その 鴻 恩お ほくの 人の 感謝に 由り て、 祌の 榮を顯 さんため なり/ lf3-0。 萬 物 は 汝らの 

物な り。 或は バウ 口 或は ァボ B 或は ケパ 或は 世界 或は 生 或は 死 或は 今の もの 或は 後の もの 是 みな 汝 

らの屬 なり。 汝らは 基督の 屬 基督 は 祌の屬 なり』 (Iff tr? 一一 一 1)" 基^に 於て せば、 何 ^に 枸ら す總て 

い 9 しき 

某 藥^ 中の ものと なる。 一 つと して 其の 用 を爲さ る もの は 無い。 『我貧賤に！^^ろの济ーを知り又 

と 、  ゆたかた る  ともしき 

富 厚に 居る の 道 を 知り、 飽 くこと も凯る こと も i ゾ- こと も歉 こと も 諸の 事に 於て 我 これ を 1ぉ 一 練せ り。 

我 は 我に カを予 ふる 基 普に S りて 諸の 事 を爲し 得るな り』 嗜ー！ 1)。 其れで あるから 基 螫者は 萬 物 

に 勝ち得て 餘 りが ある。 艱雞も 苦痛 も 迫害 も ^うる も 裸なる も危 きも 劍も 怖る X に 足らす となす の 

め ひみ  ゆみが どくそん 

である。 然れ ども これ 祌の 恩寵に 出づ る。 所謂 『我が 恩寵 汝に 足れり』 で、 唯 我！ i 尊なる S 肘の 

S しな  じこ  ，  じ 

氣 分と は P 泥の 相逮 である。 『善く 生 を攝ふ もの は 陸行 § ^虎に 遇 はす。 軍に 入って 巾ぶ (を. ぬけす。 ^ 

も 其の 角を投 する 所な く、 虎 も 其 爪 を 措く 所な く、 兵 も： S 刃 を 容る& 所な し。 夫れ 何が 故 ぞ北ハ の 死 

地 無き を 以てな り』 と 老子 は 云って ゐ るが、 此言^ 最も 正直に、 健實 に、 謙遜に 寶 現せら る A は、 

救 はれた る 人に 非 ざれば 出来ぬ さで ある。 基赞者 は 世の 予 ふる 如くなら ざる 深き 平和 を祌 より 予へ 

おさ  、 

られて 居る e 『神より 出て 人の 總て思 ふ 所に 過る 平安 は 汝らの 心と 意 を 基督 耶穌 に闪 りて 守らん』 

— , 救 はれた る 人  —  L  二  0 九 
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(|§^^.)。此の平和に護衞せらる、が故に有らゅる場合に於て急がす、 躁 がす、 狼^へ す、 信仰 ある 

ものの ために は 相 働きて ハ.. をな すと ころの 總 てのものに 侍 かる & 心地して、 基督と 共に 萬 物の 世嗣 

たるべき を 期待す。  , 

第 十 救 はれ. る 人と 敎會 

基督 を 信す る もの は 進んで 其の 信仰 を 公に 表明す るの 機會 を歡迎 す。 『それ 人 は 心に 信じて 義 とせ 

られ、 口に：^ IS はして 救 はる.^ なり』 (sf%) 。無 敎會 主義 を唱 へ、 洗禮を 無用の ものと なし、 唯祌 

と 我との 關係 あるの みと II り 自ら 澄し 込む 如き は、 世 を 恐れ 人 を il: り、 十字架 を 忌. 避 せんと 欲する 

ものに 取りて は 極めて 便利なる 立場で ある。 然れ ども 公然 信仰 を吿 白し、 背 水の 陣を 布き、 十字架 

を 負 ひ、 已に克 ちて 主に 從ふ ものの 享 くべき 祝福 を 取り 脫す こと ある は 免 かれ 難い。 精 祌界の 一 大 

損失で ある。 救 はれた る 人 は 兄： aj- の 交 を 重んじ、 同志 圑 結して、 活動に 必要なる 組織 を 設け、 敎會 

を 建る HJ は 其の 持ち前で ある。 奉仕の 生活 は 敎會に 於て 全うせら る \ ことが 出來 る。 基督 者 は^ 立 

を容 さぬ。 基督の 兵營に 入りて 相當の 隊伍に 編^せられ ねばならぬ 2 九 1 九 年 六 H0 


今年 も容 した ま へ 

『又 この 譬を 語りた まふ、 或 人お のが 節 i ^問に 植ゑぁ リし無 花 si^ の 樹に來 りて 果を求 むれ ども ？む ずして、 

園丁に 言 ふ 『視 よ、 われ 三年き た リて此 の 無花果の 樹に を 求 むれ ども ず、 これ を伐リ 倒せ。 何 ぞ從、 り 

に 地 を 塞ぐ か 』。 答へ て 言 ふ 『主よ、 今年 も容 した まへ、 われ その 周 園 を 堀リて 肥料 せん" その後、 果を 

結ば、 善し、 もし 紡ばず ば、 伐リ 倒した まへ』 (路加 傳 一 三の 六— 九) 

今朝 は 只今 讀ん だと ころに 基いて 御 話し をして 見ようと 思 ふ。 先づ 第一 の點 は、 

此の世界 は 葡萄 Hi 

であると 云 ふこと である。 如何にも 頼 母し いこと である。 此の世 は 決して 荒野 ゃ不 の 地で はな 

く、 寶に fl: 粮を 加へ、 充分 注意して 耕された 葡萄園で あると は、 吾人 をして 氣 丈夫に 思 はしむ る 話 

である。 

葡萄園の 無花果 

共の 先を讀 むと 葡萄園に 無花果の 樹が あると 書いて ある。 之に 注目 を 促したい。 此は Iti 々の 暗示 

を與 へる ことで ある。 神の 世界に は 様々 な ものが ある。 十人十色で、 各々 其の 持 前 を 以て 祌に事 ふ 

今年 も容 し- fii へ  二 一 1 
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るが せ； ：！ いので ある。 他人の 有様 を 見て 羨む さは 毫もない。 叉もう 一 つ 注意 を 乞 ひたい ことがある。 

即ち 此の 無 花 ra^ は E のぎに 植 ゑた 豆の 如き もので はなから うか。 の 畔の豆 は 合の 乎の t な もので 

う i は £11 に 之を播 くので ある。 此所も 同じ 意味で あらう。 葡菊 園の 中心 は 無論 葡萄で あるが、 其の 園 

の 隅 か 何 所 かに 無花果が ある、 此れ は附屬 物の 如き もの だ。 k 刺 だお 園が 敎. 4" ゃ國を 意味す るなら ば、 

fcT だは 無花果で あらう。 身の ほど を考 ふれば、 餘り 威張る こと は屮 I 來ぬ。 吾人 は m の 畔のー ゃ葡る 

園の 無花果の 如き ものであると、 身の程 を 知りて 謙遜に ならねば ならぬ。 共う いふ 意味 も あらう。 

斯 かる 敎訓 をも與 へらる.^ 様に 感 する。 各々 其の 身の 有様 を 顧み、 吾人 如き 詰らぬ ものが 今まで 斯 

く 手厚く 保護 せられて 來 たこと を考 へる と、 決して 威張れた もので はない。 感謝す る 様になる であ 

らう。 否 人 は 誰でも 無 花 栗で ある。 幅 を 利かせる こと は 出来ぬ。 I 莨に 恩典に 與り 好き 實を おぶ やう 

こ呆護 亡ら れて 居る ので ある。 この 事 を 胸に 收 めて 置きたい。 

. 園 主 樜樹の 目的に 副 はざる ベから ず 

無 花 51- の械 ゑら れ たの は、 固より 其の 目的が ある。 即ち 相 當の實 を 結ばせる ためで ある。 國 にし 

て も敎含 にしても 吾人 は 共の 分際に 應じ。 園 主の 目的に 副 ひて、 實を 結ばねば ならぬ。 此の 文窜に 

は 其の 意味が 明白に 現 はれて 居る。 相 當の實 を 結ぶ やうに 心懸 くべき であ ス。  ， 


nj^ え ざる 點檢者 

此 所に また 無 花 架 を點檢 する ものの ことが 書いて ある。 木の 格好から 葉 娠り枝 板り など を 調べ、 

實を 結んで 居る か 否か を點撿 する ものが ある。 決して 之 を 打 て. - 置かぬ。 其の校^5を兑屆ける。 

之 を 監督して 居る。 實に 吾人 は 神から 見られて 居る。 其の 狀態 は點檢 される。 iT^ が屆 いて 居る。 

此の こと を考 へる と寶に 怠慢に 流れる の は 恐るべき ことで ある。 精神 を 緊張せ しめて 資に 目も^む 

る やうな 生涯と ならざる を 得ない。 吾人の 生涯 は 神より 點檢 さる、 のみでない。 また 多くの 兑證人 

に圍 まれて 居る ので ある。 

神の 忍耐 

『視 よ、 われ 三年 来りて 此の 無花果の 樹に果 を 求む』 と ある。 神 は斯く 長き 忍んで 放って §a かれる 

ので ある。 神が 吾人の 1^ に 長く 忍び 給 ふこと を 思 はねば ならぬ。 園丁 は 『主よ、 今年 も容 せ』 と 云 

つて 居る。 去年 も 其の 前の 年も容 した 如く 今年 も 亦と 云 ふ 意味で ある。 もと 云 ふ 一字に 限りなき 慈 

愛と 忍耐と を 含んで 居る。 切り 拾 てられ、 引き 拔 かれても 仕方の無い 普の ものが、 斯うして 生きて 

られ るの が 不思議で ある。 世の中に は隨分 嫌な こと も ある。 然し 詰らぬ 身が 斯く 生活して 行かれ 

るの を兒 れば實 に勿體 なく 感ぜられる。 これが 基督 者の 考へ 方で あると 思 ふ。 た^ 感謝の あるば か 
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ゆで ある。 ぎと 人 を 見て 慢^に 羨んだり、 恨んだり、 不足 を 云ったり する こと は 有る まじき 話しで あ 

る。 我が儘 や 威張る こと は賨に 善くない 事で ある。 

『視 よ、 われ 三年き た.^ て 此の 無花果の 樹に果 を 求 むれ ども 得す、 これ を 伐り 倒せ、 何ぞ 徒に 地 

を 塞ぐ か』 と ある。 断く の 如く 長く 實を 結ばぬ もの を 何時までも 共 ま 放つ て 置かれる の ではな 

い。 氣附か 1 ぬ を #は倖 に 危うく 無事 を 得て 居る ので はない。 ちゃんと 其の 狀態 は點檢 されて るの 

である。 點檢は{||^^意味す。 何時までも 其の儘に して 長く 置かるべき ではない。 一昨日の 日刊 S 

聞に 基督 IR^ お I の 事が 載って 居った こと は 御 承知で あらう。 その 書き方 は 徹底して 居らぬ 様 であつ 

た。 稍 や 感心の 出来ぬ 節 もあった らしい。 然し 一身の ことで も、 廣 く社會 のこと を考 へて はても、 

漠然 今の ま では 濟 まぬ。 何とか 形が 附 かねば ならぬ。 必す落 1^ する 時が 來る。 

園丁の 苦衷と 其の 祈 

然るに iP が 居って 『主よ、 今年 も容 した まへ、 われ その 周圍を 掘りて 肥料 せん。 その後、 鬼 を 結 

ば^ 善し、 もし 結ばす ば 伐り 倒した まへ』 と 云って 居る。 之に 依りて 辛うじて 其の 生命が 保 たれて 

るので ある。 眞に 風前の 燈 にも 似て 居る。 旣に 宣吿を 受けて 執行 猶像 中に ある 如き もの かも 知れ 

ぬ。 斧 は旣に 木の 根に 置かれた ので ある。 園丁 は斯 くの 如く 無花果の ために 執 成しす る。 病人が あ 

^ズ 醫 者が 骨 を 折る。 また 誰かに そのために 耐り もす る。 敎會に 於ても、 國に 於ても 其の 通りで あ 


らう。 跪か ビ 傍から 心 添へ をして 居る ので ある。 或は 此れ は 基督 を 指した の だと 云 ふ。 然も ありな 

ん。 共」 IjE が c:^ に 我らの ために 心 添へ をし 給 ふこと は 明かで ある。 また 或は 此れ 蜜靈 なりと 云 ふ。 聖 

は竄に 五：： 人を剌 激し、 ：^:: 發し、 言 ひ 難き 歎き を 以て 我らの ために 祈られる。 或は 基督 者が 他の も 

のの ために 祈る ので あると 云 ふ。 如何 かして 夫 を 救 ひたいと 思って 祈る もの も あらう。 

また 國 を 愛する 者が 國 難に 際 會 して、 如何 ぞ 無事に 之 を乘 切る やうに と 祈る こと も あらう。 ま 

た 世界の 局面に 服 を 着けて、 ！i 逸 や 土 耳 古な ど を 見、 また 其の 眞似 をす る にゃあ らんと 氣遣 はるる 

我が 日本の こと を考へ て IS る 人 も あるで あらう。 我が 日本 は 日出る 國 とか 或 ひ は祌國 なぞと 云って 

大いに 威張る 人 も ある。 此れ は 一 面から 見れば 可愛らし きと ころも あるが、 また 片腹痛き 氣觸 なと 

ころも ある。 國の 歷史を 調べて 見る と 謙らねば ならぬ こと も少 くない。 然ぅ 威張れた もので はな 

い。 此の 可憐し き 日本の ために 竊に稷 々丹精 をし、 苦勞 をして 居る もの も あるで あらう。 固の 治亂 

たまし ひ 

興 魔より 我が 鍵の ことに 至る まで、 誰か 心配して 居る ので ある。 我が身の うへ も 心配 せられて S 

る。 思へば 實に 感謝に 堪 へぬ ことで ある。 

吾人 もま^ 執 成すべし 

吾人が 斯の 如く 他人の 心配 を 受けて 居る のみで はならぬ。 自ら 進んで 他人の ために 心配す べきで 

はリ  こやし 

ある。 根の 周圍を 掘って 肥料すべき 役目が ある。 創世記 一八の 二三 —— 三 三に は アブラハムが 甥の 

今年*-容し^=:ま人  ニー 五 


, ニニ ハ 

今年 も容し 4ii へ 

ロトが 住んで 居た ソ- ムとゴ モラとの 爲に 終夜 *f の f をした ことが 書いて ある： 五" 人 は 言 

之に 做 ひ、 國 のために 祈り もし 傳道 もせねば ならぬ。 

遂に また 如何と もす ベ 力らず 

150^^  5 つの i の 語りし 時、 われ 雷 記さん とせし に 天より 管り て 「セ つの 雷 

纏 りし こと は 封 じて 書 I すな」 とい ふ を聞 けり』 と ある。 之より 前に 示された こと l,u 

0.^-1 響と なって 居る ので あるが、 此の 時に 至って は tf  I せられ 

p。  ri の！ 現 I ん として、 最早 取り返し il つたの n お 1 

ま I せら t 外に 道 II た。 斯るこ と i 上に も 個 ここ 

11 『もし 結ばす ば 伐り 倒した まへ』。 國に f も，^^:^ 時 『^:u う 

と 云 ふので はない。 学 『時』 が ある。 之 を 学れば 亡びる 外 はま ft  S の あ 

ち 他人の ため 國 のために 祈りたい ものである。  (一九 一九 年 六 巧) 


tr  ち  ユー た へと- * の  ちと 

『われ 城なる 新しき エルサレム、 ^整 ひ 神の 所 を 出で 天より 降る を 見る。 その 狀は 新：^ その^ 

.Jb 迎 へ ん 爲に倐 飾た るが 如し』 3f  f 一 1)。 

此所-レは基#^^?が將來に俟ち望めるものを都に擬 へ て ある。 今朝 は ら基夥 者の 理想 は 都で ある 

と！： ムふ點 に 付て 巾 述べたい。 

暑さ も 激しくな つたので、 多くの 人 は 暑 を 避けて 海 や 山に 赴き、 自然界 を 味 ふこと であらう。 今 

朝 其 途中に ある もの も あらう。 また 此 所に 仕度 中の 人 も あらう。 主耶， 穌も田 <Sc 漢 であった。 生れた 

所 も 育った ところ も 田^であった。 其の 趣味の 田舍 的であった こと は傳 記に 表れて US る。 ？ S りの た 

めに 山に 行かれたり、 弟子 を 連れて 野に 遊ばれた こと も： S である。 元來 自然界に は 神の 榮 光が 充ち 

て 居る。 之に 接すれば； t のこと を？ S ふるやう になる。 詩篇な どに は斯る 詩が 多い。 また 之に 就いて 

文 京 を 書いた 人 も 多く ある。 自然界と 宗敎 とは關 係の 深い ものである。 

{4- せまく 見 ゆる 市路は 見る たび に 

過ぎ行く 跡の 初 瞧の聲 

閲睱 を^て 自然界に 接し、 之に 其 身 を 浸す こと は 多くの 人の 願で あらう し 斯る こと は 他の 效 ffifu と 

土 一升、 金 一升  ニー 七 


土 1 升、 金 一升  I 二八 

もに 宗敎 上の 利益 も少 くない。 之に 依って 宗敎 生活 を 深く する の は 甚だ 望ましき ことで ある。 

然し 他の 一 方よ ひ 見れば 基督 敎は都 趣味の 點も 多い。 都の 生活に 現 はる k 要素に 富める 宗敎 であ 

る。 山間の 宗敎ょ ひも 人間の 宗敎 である。 人里離れた 所に 行 ひ 澄 L 道を樂 むよりも、 人間に 在りて 

道 を 行 ふ宗敎 である。 寺な ど を 見る と 本願 寺の 様に 町の 中に 建てられ たもの も あるが、 多く は 山の 

上 か 林の 中に 人 を 避けた ところに あるの が 其の 特徴で ある。 基督 敎の會 堂 は、 。ン ドンの セント • 

バウ 口にしても、 ロマの セント • ぺテ& にしても. * 市中に 人家と I 緒に 建てられて 居る。 此は 自然 

其の 宗敎の 心 持 を 現して 居る と 思 ふ。 バウ a の傳 道はョ ー a ツバ、 アジアの 市々 を 縫って 四方に 擴 

がった ので ある。 彼の 書翰に は 天と 云 ふ 語 は 爆 見える が、 自然 を樂 L む 如き 文字 は殆ん どない。 勿 

論 彼が 天と 云 ふ 時には. * 自然の 極致なる 深い 大きい もの を 現 はして 居る けれど、 先 づ彼は 都 趣味の 

人で あると 云 ひ 得る であらう。 都の 生活に 身 を 浸し、 都に 活動した 人と 云って 好い。 基督 者 は異敎 

ちと 

徒 を 指して r ヒィゼ ン」 叉 は 「ベ H ガン」 と 云 ふ。 此らの 語 は 素 田 舍漢の 意味で ある。 基 替敎は 初 

め 都に 傳 はった から、 都の 風に 染ます、 未だ 偶像 を 捨てぬ もの を斯く 呼んだ ので ある。 基督 敎が都 

に傳 道した こと に 就いては 經濟上 及び 其の 他 種 々 の理. H も あ つ たで あらう が、 一 面に は 都 趣味の 宗 

敎 である こと を證 する もので あらう。 

耶 は 幼時 ナザレの 田舍 から 都に 上られた。 然も 親た ちゃ 鄕 里の ものが 歸路に 就いた のち も、 尙 

ほ 都に 淺 つて 居られた。 多分 都と 其の 種々 の 事柄に 心殘 ひせられ たので あらう。 其の 傳道も H ルサ 


レムの 中で せられた ことが 多い。 また 橄 I？ 山の 上から H ルサ レムの 城 中 を 見下して 深き ゆ 息 を； g 

ら された こと も ある。 此れで 觀 ると 必定 都に も宗敎 趣味が ある。 

.III: 然界と 宗教との 關係は 極めて 深い。 山に 登る は 書を讀 むに 似たり と 支那 人 は 云 ひ、 また；？^ 篇に 

は 『我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ。 我が 助け は 何 所よ ひ來る や、 我が 助け は 天地 を 造り 給へ る M ホ、 パょ 

ひ來 る』 と ある。 海 透 や 山間に 行かる る 人々 は 暫時 靜 かな 生活-に 人り て 心 を 凍り 修めたい ので あら 

う。 都 は 騒々 しくて 落ち 若かぬ と 云 ふ は 一 般の 定評ら しく 思 はれる。 たしかに 然ぅ であらう。 然し 

孤獨を 感じ、 淋し さを覺 へ、 ； t を戀 しく 思 ひ、 祈 を 促さる. こと は 田 と 都と 何れが 多いで あらう 

か。 寧ろ 都會の 方が 多く はなから うか。 都 金 C にも^い ほど 靜 かな 時が ある。 稱窓ゃ 下 is:!^ の 二階 

に 居る ときな ども 靜寂を 味 ふこと が隨分 ある。 寮 間は繁 で 人通りの 激しい 所で も、 n 十 朝 や 深夜 

は 淋しい 位靜 かで ある。 其の他心が澄み百^^、 氣の 冴へ る やうな 靜 かな 時 は 都に も 多い。 富 を兢ふ 

大 1^ の 摘 比する 都 大路 を 歩む とき、 都市の 荼 美な 生活な どが 目に 着く とき、 惑し き 方へ 誘 はれる こ 

とも あるが、 叉 一 方に は 其の 實狀 を觀 察して 人はパ ン のみ； て 生く る 者に あらす、 神の 一一 C に 依りて 

生く ると 謂 ふこと を染々 と感 する 機會も ある。 都 は 精神の 緊張し、 志の 勵 まさる- -所 である。 

平 將門は 比 叙 山の 上から 都 を 眺めて 大望 を 起した。 これ は感ぃ 方に 刺激され たので あるが、 见に 

角 都 は愚圖 くして は 居られぬ 所で ある。 志 を 立てて 力 味んだり 發 したりす るの は 田 <Jc より 都の 

方が 多い。 また 人生の 種々 なる 問題に 接し、 其の 趣味 を感 する の も 都で ある。 大1^侯1^5は大阪に堙 

土 一升： 金 一 升  L  ,  ニヌ 


土 一升、 金 一 升  ニニ C 

突の 林立す る 有様 を 見て、 これ は今始 つたこと ではない、 高き 屋に 登りて 見れば 煙たつ 云々 と 詠ま 

れ た仁德 帝の 昔から 然 うであった と 謂って、 大阪で 一場の 演説 を 試みられ たと 聞く。 流石に 侯 as は 

機敏な 人で ある。 面白く 取りな した 話 振で ある。 都 は 人 問の 趣味が 深い。 世事 人情 人の 心 を 動かす 

所 だ。 また 都 は 天下の こと や 世界の ことな ど、 大きな こと を考へ 得る ところで ある。 何 か 大きな 仕 

事 を 遣り出さう とする のが 都の 持 前で ある。 

然しながら 都 はまた 惡の 勢力、 迷信の 勢力の =® しく 跋屋 すると ころで ある。 S 督者は 之と 對抗し 

て 神の 國の 勢力、 護の 勢力 を擴張 せんとす る 敵 懷心を 誘起 せらる る さが 多い。 基督 敎は 道德 上の 敵 

慊 心に 富んだ 宗敎 である。 主の祈りに 『惡 より 救 ひ 出し 給へ』 と ある。 『彼の 悪^より 救 ひ 出し 給 

へ』 と 云 ふ 意味で ある。 S 督 敎は斯 く道德 上の 敵懷 心に 富んで 居る。 都 は 之 を 刺激す ると ころで あ 

る。 私 等が 印刷物 を 顿んで 居る 〔版 所 は 八月から 日曜日 を 休む やうに なった。 其の 他の 工場 も 追々 

日 啦日を 休日と する やうになる であらう。 世の中が 段々 變 つて 甚督敎 の 主張に 近くな つて 來る。 偸 

快な こと だ。 11^, 赞敎を 迫害し ようと 思へば、 日曜日 を 全廢 して 昔の 1^ 惯の やうに 一 六と か、 抑 日 十 

ちかみち  ろ. P 

五日と か li ふ 日 を 休日と する のが 捷徑と 私 は 思って 居る。 然 うすれば 恭督敎 の 勢 は 大いに 殺れ るに 

逮 ひない。 其 所に 1： 湫 がっかぬ は 然し も 悪魔の 目 零しで はない かと 思って 居た。 然ると ころ 思 はざる 

ときに 日曜日の 休業 を勵 行せ ねばなら なくなって 來た。 世の中の Hi、 殊に 都の こと は 面白い。 t ！々 

宗敎 上の 問題 も あれば、 又戰 ふべき 敵 も 居る。 斯く考 へて 來れば 都の 中には 吾人の 霞 魂 を 緊張 さ 


せ、 楚岡 せしめ、 信仰 や 祈 を 刺激し、 勵 ます ものが 多く ある。 都の 宗 M 味 を^ 却し ないやう にし 

たい。 

古來江 戶は土 一 升 金 一 升と 謂 はれた が、 都 は 其よ ひ 深い 意味に 於て 然ぅ である。 山 や 林 を戀 しく 

思 ふこと にも 一 现は あるが、 餘り 之に 偏し、 猥に 羨んだり する は拫 である。 都の なかには 土 も ある 

が、 精神 上の 黄金 も ある。 實に土  I 升 金 一 升で ある。 都で 我が 手に 人るべき 黄 舍- を 何卒 取り 掼 じな 

いやう にしたい。 吾人の 信仰生活 上 I 歷都 趣味 を 耕したい と 思 ふ。 I 寸 聖書 を 讀み そこ/. ヒレ 祈り 

をして 氣 休め をす る 位で はいけ ない。 十字架の 意 を 身に 體し 奉仕の 道 を 盛に 實行 せねば ならぬ。 甚 

桥敎の 終極の 理想 は、 燕 だの 面 行な どの やうに、 花の 下で 後生 を 願ったり、 華の 臺に 徒然と 坐 

したりす る やうな もので はない。 K に 都が 天降りす るので ある。 之 を 見ても 基 #敎 が 如何に 社會組 

織 や 國ゃ人 問の 生活に 重き を 置いて 居る か、. - 判る。 目を此 所に 注け て 都 趣味の 宗敎を も 高調し、 も 

つと 力 ある 生活 をしたい ものである。 

(1 九 1 九 年 八月)  I 


土 一 升、 金 一升  ニー 一 


基督 者の 生活  ニニ 二 

基督 者の 生活 

も は いく 

『我 基督と 惜に 十字架に 釘ら れ たり。 旣我 生ける に 非ず、 基贅 我に 在て 生けるな り。 今 我 肉體に 在て 生 

る は 我 を 愛して 我が^に 已を 捨てし 者、 卽ち 神の 子 を 信ずる に. S りて 生るな り』 (加 拉太書 二の 二 〇) 

矛盾 も 感謝すべし 

此 所に 揭 げた 聖書の 1 目 及び 其の 前後 を 讀んで 見る と 基督 者の 生活に は 矛质が ある やうに 見える" 

『われ 律法に 由り 律法に 向 ひて 死り』 と 云 ひ、 また 『神に 向 ひて 生ん』 と 云 ふ。 自分が 生きて る 居 

るので はなく， 基督が 我がう ちに 生きて 居る と 云. ふ。 此 所に 矛盾が ある。 基督 を 信す る ものの 生！ S 

に は 確かに 矛盾が ある。 先づ 此の 點 から 考 へたい と 思 ふ。 

1 寸考 へる と 矛盾 は 好まし からぬ ことで あり， 甚だ 不都合の やうに 見える。 然し 深く 考 ふれば 之 

あれば こそ 人生 は 頼 母し いの だ" 之な くば 寧ろ 淺 ましい ことで ある。 例へば 國 內に& ふ ものな く、 

改革 を圖る もの もな く， た V 無事で 調子よ く 治れば 好い かと 云 ふに、 然ぅ ではない。 主義に 依って 

&ふ ものが ありて 樣め るから 賴母 しいので ある。 のべつ に 調子よ く 進む 阈は危 い。 支那 人 も 朝廷に 

事 を爭ふ ものが あるから 天下 安泰 だと 云った" 人間 も 肉體が 調子 能く 行く だけで は 困った もので あ 

る。 吾人に は それ以上の ものが ある。 肉體 のみなら す靈 魂が ある。 此のニ者が相ハ^^-ってこそ賴母し 


いので ある。 た、.. -面 in いくの.. t ならばい かぬ。 現狀に 安んじて は 進歩 もない。 世に 矛 暦の ある は 

困った こと だが、 又 之 あるが ために 世の中が 頼 母し いので ある。 

肉體に 於け る 生命 

そこで 今 讀んだ 書に 『我 肉體に 在りて 生く』 と ある" 祌を 認めて 信仰に 入った 前と 後と では 總 

ベての 校様異 つて 居る が， 然し 朱 だ 何 所 かに 殘念に S 心 ふ ものが 殘 つて 居る と 謂 ふ 意味 を^ はした も 

ので あらう。 先づ 低い 方から 考へ ると， 吾人 は 動物の 生活 をして：^ る。 小兒が柬^§1の辨へもなく乳 

を强請 つたり、 物 を 弄んだり する に餘 念がない の は、 動物 的 方面で ある。 そのうちに 道念が 覺醒 

し * 是非 善 惡を辩 へ、 理想に 憧れ、 もっと 善い 高尙な 人間に なりたい と頻に 努力す る やうになる。 

然し 如何して もうまく 行かぬ" 如何に せん 人間 は 組立から 何 所 か 間遠って 居る の だ C  IS はビ -i;^ 的 

で， 罅が 入ったり， 調子が 狂ったり して 居る。 加 之 周圍の 事情 も 亦 面白くない。 造 傳ゃ敎 育な どの 

難 害 も ある。 宛 も 棘の 中に 播れた 種の 如く 發 達の 路を蔽 がれて 充分 育たぬ ので ある" 

丁年 未滿の 神の 子 . 

£ や 進む と 信仰が 起る。 神の 事が 解る。 然 うなる と 『今』 と 以前と が變 つて 來る。 餘程考 へ も變っ 

われら 

て 進歩す る。 祌を 信じて 將來を 望む やうになる。 『吾人い ま 神の 子たり。 後い かん。 未だ 露れ す、 共 
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の 現れん 時には 必す祌 に 肖ん こと を 知る』 と 云 ふやうな 調子になる" かく 變 つたこと は 感謝すべき 

ことで ある。 けれど 然 うなっても 吾人 は 未熟で ある。 旣に祌 の 子た るに は相逮 ない が、 尙ほ 丁年 未 

滿 である。 此の 年齢で は 善き 家柄に 生れて 居ても 其れ ほどの B. 勢 はない。 例へば 如何に 位高き 家に 

生れた とて， 丁年 未滿 では 學習院 や 他の 學 校に 居っても， 他の 子供と 餘 り變ら ない。 同じ 制服 を 着 

て 同じ様に 遊ぶ ので ある。 學 問の 成績 は惡 いか も 知れぬ。 これが 吾人の 有様 だ。 書に は 之 を 旅人 

や 流浪して 居る ものに 擬 へて ある。 基督 者が 世の中に あるの は I 貧に 斯う 謂 ふ 風で ある。 然 らば 此不 

自 £ な世を 振りす て- - 去るべき であるか。 または 此に 止るべき か。 一寸 板 挾みに なった 形で ある。 

一 方に は 1$ 臨 を 待つ 人 も ある" 恰も 八 r は 基督が 御 留守の やうな 形で ある (現在 せらる \ は事寳 であ 

る けれど)。 今朝 聖餐式 を 行 ふの も 主 を 記念し、 親しく 接觸 して， 疎遠に なり 勝ちな の を 防ぐ ので あ 

. る。 基督が 早く 御歸 りに なれば 好い とて， 其の 再び 御 出 ましになる の を俟ち 焦れる 意味で ある" 斯 

くの 如く 基督 者 は 不自^な 世に あって 二重の 生活 をして 居る。 富に 愧 かしく も ある。 然し 叉 感謝す 

べき ことで ある。 例へば 此處に 善くない 生活 をして 居る 人が あって， 平生 之に 安んじて 居る とすれ 

ば實に 困った ものである。 斯る 場合に は 好まし からぬ ことで は あるが 一 一重 生活の ある 方が 好い ので 

ある。 然うして 善い 方の 生活に 徹底す る やうに 努力す る。 肉に 生ける 生活、 自然 生活より 理想に 努 

力す る 生活に 移る こと を圖 る。 斯 くの 如く 其に も 敵々 と 次第 は あるが， 現在の 生活 は 決して 徹底し 

た 生活で はない。 何事に 就いても 不自由 をして 居る。 『今 われ 肉體 にあり て 生く』。 甚だ 慨か はし， 


愧 かしい が * 又 感謝して 望 を 以て 進んで 行く と 云 ふ 意味 も ある。 

甚督敎 の 本質 

1._^<は今ゃ不.1::1出な一 一重 生活で も 出來る やうに なった。 毛蟲が 蝶に 卿へ らうと して E る 有様で あ 

る。 如何して 斯く なれた か。 『我 を 愛して 我がた めに 己 を 拾て し 者 卽ち祌 の 子 を：^ する に 山り て 

なり』 で， 基督 敎を 信じた 御蔭で ある。 基督教が 我が 心に 入り 來 つた 原因で 毛蟲も 蝶に なり かけば 

たく やって！ IKI るので ある。 然 うなった の は 基督教に 由る ので ある。 此 所に は ^§1 敎を 如何に 喾 い 

て あるか。 先づ 基督の 人格の ことが 書いて ある。 基督 者 は 神 を 信す るの みならす、 耶穌に 就いても 

確と した 考へを 1^ たねば ならぬ。 即ち 之 を祌の 子と 信す るので ある。 吾人 も祌の 子で あるが、 然し 

基督 は 特殊の 意味で 神の 子で ある。 ガ ラテャ 書の 始め を 見る と 『人よりに 非す 叉 人に 出ら す 耶穌基 

督と彼 を 死より 甦らし し 父なる 祌 に^って 云々』 と 云って ある。 人には^ら ぬが 耶穌 に. a ると 

云 ふので ある。 。ハウ 口 は 基督 を 人と E 別して 格段の 御 方で あると 考 へて 居た。 I 貧に 吾人が 祌に察 へ 

る やうに 之に 事へ、 祌 に服從 する やうに 之に 服從 し， 神に 祈る やうに 之に 祈る。 然ぅ云 ふ 意味で 基 

督を 信じた ので ある。 此の 信仰な くば 基督 敎は 立たぬ、 吾人 を 救 ふの は 只今 申した やうな 意味で 基 

督を 信す る ことで ある。 次ぎに 『我がた めに 己を捨 つ』 と ある。 基督が 吾人の ために 代って 苦痛 を 

脊め、 罪の 瞻を 成就され たこと を 云 ふので ある。 卜 字 架で ある。 此の 意味が 解らぬ と 不可ぬ。 共の 

次ぎに は 『我 を 愛す』 と ある。 耶 g の 愛で ある。 彼が 死なれた と 云へば 旣に 其の 意味 を 含んで 居る 

基 s 者の 生活  ニニ 五 
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ので あるが、 此 所に は 殊更に 之 を 別項に して 云って ある。 基督 敎は我 を 愛する と 云 ふこと を 身に 染 

む やうに 心に 深く 感す るので ある。 『我 を 愛し 我がた めに 己を捨 つ』 と ある やうに， 基督 は 我 を 愛 

し， 我がた めに 死なれた ので ある。 我と 云 ふところに 力を入れて 考 へねば ならぬ。 吾人 は 宗教の 話 

を 聞いたり， 之に 承認 を 與 へたり しても， や.. - ともす ると 他人の 事の 様に 思 ひ、 自身に 關係 ある も 

の だと は考 へて 居らぬ かも 知れぬ。 罪 や 審判に 就きても 自分が 實に 其の 當の 者で あると 云 ふ感は it 

めの 

い。 餘り 自分の 4f になって 居らぬ。 然し 基督の 死なれた の は 我がた めで ある。 彼 は 我 を 愛せられる 

ので ある。 基督が 自分の ために 死なれ， 自分 を 愛せら る- f こと を 染み/^ と 感じ， 頼 母し く 思 ひ、 

感謝の念に 充 つる、 これが 信仰で ある" 

信仰生活 

もはや 

r 此の 信仰が 起り， 且つ 內に 熟して 来れば 『旣 われ 生ける に 非す， 基督 我に 在りて 生ける』 に 至つ 

たので ある。 吾人の 生活に は 尙ほ殘 念な HI が 多く ある けれども， 靈 魂の 根底の 方に 善き ものが 潜ん 

で 居る。 表面の 方は騷 立っても 下の 方 は 堅固で 動かぬ。 水 蓮の 花の 上の 方 は 浮いて ゐて も， 下の 方 

は 固い 岩の 上に 生 へ て 居る やうな ものである。 吾人 は 依然 肉體に 生きて 居る 爲に殘 り 惜しき ところ 

も 多く ある。 蝶に 成り かけた 毛蟲の 如く， 蠢き這 ひ 廻りて、 醜き 有様で ある。 けれど また 他の 方面 

が ある。 丁年未滿ではぁるが素性は(？1^.はれぬ。 祌の 子た る 素性 を 有って 居る の だ。 此の方 面 を 徹底 

させようと 努力す るの が， 信仰生活 である。 


北： ^近に は 未だ 開墾の 手入れの 出來て 居らぬ 土地が ある。 吾人の 生活に も斯る 所が 多い。 朝鮮 は 

日本 帝！： の 一 部に なって 居る が， 事實然 うなって 居らぬ ところが 多く ある。 取扱 ひ报 りの惡 いため 

に 善い 工合に 注かぬ ので ある。 見事 帝！！ の 一部分と 成り 得べき ものが 行き 艱んで 居る。 精祌 上の こ 

とも 丁度 北 ハれと 同じ ことで ある。 何故 斯くは 行き 惱 むので あるか。 或は 本 來然ぅ 云 ふ 性 1^ の もの だ 

と， 諦める もの も あらう。 また 其の 責任 を 他に 嫁 さう とする 人 も あるで あらう。 然し 朝鮮の 施政が 何 

處か 逮 つて S る ためにう まく 往か ぬと 同じく， 精神 上の こと も何處 かに 誤れる ところが あるた め 

に 今の 耿您 にある ので ある。 之が 原因 を 研究す る は 大切な ことで ある。 

吾人 は先づ 日々 の 生活 狀態を 省み、 眞に 基督に 從 つて 居る か 否や を、 兒 なければ ならぬ。 冬の 日 

窓 を 細目に 開けた 位で は 窒內に 日光 を 充分に 入れる こと は出來 ぬ。 夏の 日 戶を閉 て 切って は.； 似 風 を 

味 ふこと は 出来ぬ。 吾人 は 心 を 開いて 充分 基督 を迎 へ、 祌の 恩寵が 吾人の 精神に 徹底す る やうに せ 

ねばならぬ。 今までの 遣り方で はいかぬ。 之を變 へて 基督 を迎へ 入れ、 心の 有らゆる 部分 を 卜：：^ し 

て 戴かねば ならぬ。 斯 くして 其の 恩寵に 沐浴 すれば， よし 肉體に 在りと も 光に 輝く ことで あらう， - 

賤が 伏屋 も 行在所と なれば 光 を 放つ。 饅明寺 時 頼が 訪れた ために 賤ケ 伏屋 も 1- 卜： に 共の 名 を^む 

るに 至った。 基督う ちに 在 まさば， 我が 面目 は變 る。 基督の 德が 我が身 を 潤す。 『我らい ま祌の 子た 

り、 後い かん、 未だ 露れ す、 其の 現 はれん ときには 必す祌 に 似ん こと を 知る』 信仰 生 は 『我 を 愛 

し 我がた めに 己 を 拾て』 し 基督 を 知り。 之 を！！ E じて 生く る 生活で ある。 (一九 1 九 年 九：： O 
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品-仇 はた まし ひの 衣服で ある。 人類 は 徵の 如く 造り付けの 衣 を 着て は 居らぬ。 Q.S なる 意志の 

發動 により、 其の 好 尙に隨 ひて、 各自 思 ひ/ \ の 衣裳 を 身に 着ける。 就中 罪惡を 着る ほど 恐るべき 

る、  -,、 

こと はない。 ギリシャの 神話に、 ハ アキ ユレ ス 或る 婦人に 敎唆 のかされて  一丁 ソス ウスと なん 呼べる 

人馬 (日本人な らば 人. 5:) の 血に 浸せし 肌^ を纒 ひしに 渾身^だ しく』.^ み 出せし かば、 之 を脫ぎ 

てんと if 心れ ども、 ^方な 引き離す こと 能 はす、 竞に狂 ひ 死に 死んだ と 云 ふこと が 記て ある。 其 

れま极 もな き 神： であるが、 罪の 吾人に 於け る を 見れば、 正しく 此の 神^が 事實 となった もので、 

まね 

如何にも がき あがきても 人力に て は脫ぎ 去る に， H なく、 結局 は 之れ ある もの \ 死 を 致く に 至らねば 

止まぬ。 實に 恐ろしき 衣服で ある。 

み to  くらき  あらる ひ ねたみ • 

！^^；：人の現在の身裝は如何でぁるか。 暗黑の 業に 囚れて 宴 樂醉 酒に、 淫樂 好色に、 爭鬪 嫉妬に 歩む 

こと を! となし、 ，ぞっ曰も肉の慾(ズ>ー^) に 終され、 祌を 遠ざかり 自ら 營 みの 謀に 忙しく 利 

己の 業に のみ 耽り、 唯 物的の 生活 餘 念な き狀態 である。 神な く 望な く、 甚だ 寂寞 を 極めて 居る。 醜 

く. -む rgS しく 其の ま \ にて は 人生の 寒暑 を も 凌ぎ 難 かるべく、 精神 界の 晴れの 場所に 跼 踏し、 とて 


も 白日 靑 天 の 身で はない。 北ハれ 故に 『汝ら さきに 慣行る 舊き 人すな はち 人 を 惑 はす 慾の 爲 めに 破ら 

る-もの を脫ぎ (聽 g お § ちまた 汝らの 心の 露 を 新に し、 神に 像り て眞の 正しき と きに て 造れる 

新しき 人 を 1<5 るべ し』 31 ほ ffi の)。 此 所に 慾と ある は、 #： 通の 肉 情 獣慾の み を 謂 ふに 非す、 功名 榮利 

の 念に 驅られ 凡て を 造りし 神よりも 造られし ものに 想 を 懸けて、 世 心に 牽 かさる、 など、 it 北 ハの中 

に 含まれて 居る。 たと ひ 酒色に 溺れす とも、 慾の ために 破 衣 を 着て 居らぬ もの は あるまい。 『惑 はす 

あぶ &. A  わ ま 

慾』 の 惑す は^，、 騙 誑、 詭計 手管の 義で、 吾人と かく 其の 係 蹄に 引き か 、り、 られ もな き 不覺 

を 取りて つねに 嘆き S 、ら ねばならぬ 場合 多き を 暗示した ので ある。 從 前の 吾人 は斯の 如くで ある。 

この gl き 人 は 斷然脫 ぎ 菜て ねばならぬ。 

吾人 正義 を體 現して、 所謂 俯仰 天 地に 愧ぢ ざる 如き は、 一 向 思 ひも 寄らぬ。 n§ 性 だしく 下劣で 

ある。 然るにても、 せめて は 己の 非を識 り、 罪 を 悔み、 其の 責に 任じ、 12 順し く、 可憐し く、 恭 虎な 

る 態度に て惡 しき 結 ra^ を 身に 負 ひ、 萬 一 の 罪 亡しに もせん と心懸 くべき であるが、 僻み 拗！： ^けたる 

は 之れ にも 得 ざる. 一:^ 様で ある。 ifS 人の 徴悔慚 愧も純 粹を缺 き、 發作 的で S がま ま亂 調.：，' に おり 

易く、 改惡歸 の 誠意 見る に 足る ものが 無い。 此の方 面に 於け る g;" 魂の 扮裝目 も <：5 てられす、 襤樓 

ぼろく の 姿で ある。  . 

其れで あるから、 『基赞 を 獲、 0:^っ信仰に本きて、 神よ， 0 出づ る義、 即ち 法に 據れる 己が 義 にあら 

す、 基^ を 信す るに 據れ ると ころの 義を 有ち て 基督のう ちに 居り、 また 彼と 其の 復活り の カを識 

3 魂の 新裝  ニニ 九 
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し- -S  よみが 

り、 其の 死の 有様に 取.. ひて、 彼の 苦しみに 與 かり、 とにもかくにも 信す る 者の 復活 〈る さ を 得ん が 

つ，  やれ tl ろ 化  かな ケ 

爲め なり』 ヒ f 一一)。 約め て 首へば、 吾人 は 己の 義の 醜く、 陋き 弊衣 を脫ぎ 去り、 之 を擾投 り棄て 

て、 十字架 上なる 基督の 義の 美しき 晴 衣に 身 を 装 ひて、 精神 界に 新なる 立脚地 を 作らねば ならない 

ので ある。 此の ほかに 救 ひの 道 は 世界に 無い。 

比の 吾人が 蠶 から t% て、 紡ぎ、 織り、 裁縫して、 着用す るので はない。 神の 恩 籠に 由り 

手から 基督に 由り 且つ 之に 於て 旣に 作り 了ら れ たもので ある。 此衣は 罪 を 負 ひ、 然 かも 適切に 正 

ぬひ  ち 9- し  あ ひかな 

しく 之 を悔る K1 も 得なら ざる 吾人の 靈 魂に、 寸分の 違算 も 過不及 も脫 もな く蔡 然と 相 協うて 居る 

き 门卬は 吾人 心から 檻 樓が麼 になり 之に 愛想 を 絶せ て、 基督の 十字架の 義 に心醉 し、 其の 限りなき 

慈愛 を 此の上 もな く 頼し きものと 俯し 仰ぎ、 たに ひたすら 之に 歸 依し、 其の 救 ひの 大 能力に 身 を 全 

く， 交す る 事で ある。 斯の 如く 信仰す る 者 は 凡て 基督 を 以て 凝せられ 我に は 在らで 只 彼の 中に 在り 

て 、 罪を赦 さ； 、彼と k もに 神の 子た る こと を 得、 漸く 其の 義に 同化 せらる こ と を 得る ので ある。 

然し 此は耶 穌の寶 られし 夜、 這，^ の體で逃げた若者の亞麻布の如く、 表面 を 被覆せ るまでの もの 

では 無ハ。 決して 一時の 事で はない。 上っ張り を 着る 如きと は 事が 違 ふ。 基督 を 着る は內的 

心 ある。 外からで なく 4.、 がからで ある。 例 之、 木の葉が 內 から 發 生し、 舊き 葉に 代りて、 幹に も 枝 

にも 新たなる 装束 を與 ふるが 如くで ある。 叉 例 之、 溫泉の 下から 噴き出で、 溢れて、 汚れた る 水 を 

押し^し、 常に 之 をして 透き 徹る ごとく 淸 かなら しむる と同狀 ことで ある。 斯の 如く 基督 は內 的に 


吾人の 魂に 活動く。 我 は 彼に、 彼 は 我に 生く るので あるから、 之 を 着る と あれば 露に 之を領 得す 

こしら へ 

るので、 して 表面の 虚構 ごとで はない。 總 てが w 在の ままに 外ならぬ。 

故に コ 。サイ 害 に は、 『汝ら のなかに 傅へ し 基督な り。 彼 は 汝らの 望む ところの 榮 光の？； -r- みなり』 

と ある (一一 1§)。 改譯 は、 『此の 奥義 は 汝らの iH^ に 在す 基督に して 榮 光の 望な り』 として ある。 之れ が 適 

切な 譯し 方で あらう。 基督 は 實に！ $1 人のう ちに 在す。 信仰に 由り 基督 を靈 魂に 鍍金す る 次. おで はな 

い。 督が 新たに £K 魂の 地金と なられる ので ある。 舊の 地金 は 鉛な どの 類で あつたが、 基督 者と な 

りしより、 今 は 其が 純金と なった ので ある。 從來の 鍍金 尙ほ累 を 及ぼして か、 然し も純粹 なる 地金 

しばし  はふ 

も 少時 は 其の 光 を 放ち 得す、 或 ひは價 値な しとて 抛り 棄 てらる & かも 知れぬ。 然れ ども 露 S に は 勝 

つもの がない。 終に は 其の 價値 を發 揮して、 光輝 燦然た る を： nffiw すに 至る であらう。 

蘇國ス タウ カル 敎授に 『g 個の 人』 と 題した 書物が ある。 共の 言の 如く 吾人 は 一人して 四 個の 

人格 を冇 せる かの 如く 見える。 即ち 世間に 知られた る 我、 知己の 間に 認められ たる 我、 我の 見た る 

我、 神の 御 目に 映 じたる 我の 四つで ある。 神の 御 目に 映す る 我が 眞の 地金で ある。 共れ は 如何なる 

地金で あるか。 何等の 價値を 有して 居る か。 己が 有りの ま \ にて は、 何の 慣値 もない ので ある。 瓦 

に 鍍金した るに 過ぎぬ かも 測れぬ。 其 所で 基督 を 推戴き、 之 を 迎へ請 じて 吾人の 地金と せねば な 

らぬ。 『言海』 地金の 解に 本心 本性と ある。 信仰の 道 は 基督 を 以て 吾人が 靈 魂の 地金と 爲す ことで 

ある。 基督に 於け る 地金 を だに 發揮 さば、 即ち 靈 魂の 救は實 現せら るるので ある。 
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二 

『斯くて 一 撮の 食物 を 浸して、 シ乇 ンの子 イス カリオ テの ュ ダに與 へた まふ。 ュダー 撮の 食物 を受 

くる や、 惡麼 彼に 入りたり』 3?， 一一 li! の)。 俗に 所謂る 魔が さした ので ある。 世に は 人 を 悪に 誘 ひ、 之 

を 誑かし、 其の 心 を 占領し 盡す 勢力が 確に ある。 何人も 之 を經驗 して 居る 害で ある。 斯の 如く 惡に 

强き 力が 倒くならば、 善に 强きカ も 働き 得る に 遠 ひない。 後者の； t: 顔に 属する 最も 大 いなる 勢力 は 

活る 基督で ある。 魔が さすならば、 基督 もさす ので ある。 生物界に 於て 活力が 物 を 占めて、 之 を 同 

化する が 如く、 基督 も 吾人の 死せ る靈 魂に 入り、 之 を 占. 領し、 靈 化して、 神の 子た るの 狀を S 現せ 

しめ 得る。 彼 は 根 や 幹に 對當 たる。 吾人 は 之が 枝で ある。 吾人 は 基督の 胶體 で、 之 を 主宰す る は 基 

督 である。 『主 はすな はち 聖靈 なり』 (SJl;l^.tf) と バウ 口 は 言った。 基督 者の 生命 は資に 督 であ 

る。 基督 魂に 盡く 占領せられ、 其の 主權に 統一 せらる &に 至る が、 信仰の 道で ある。 旣にー 百へ る 如 

く、 己が ことに 愛想が 絕 きて、 一向 專心 基督に 志し、 吾が すべて を 明け わたし、 其の 爲 すが ま&に 

歡び委 する が 信仰で ある。 斯くて 主 は 吾人の 友と なられる。 此の あ ひだに 新なる も 深き 友交が 契 

られ る。 『二人 心 を 同じく すれば、 其の 利き 金 をも斷 つ』 と 支那の 古典に 記て ある。 信仰に より 

て 結ばる & 友交 は 新なる 活力で ある。 善良なる 人格と 莫逆の 交り を 結ぶ に 至らば、 共の 感化 H に 驚 

くべき 者が あるで あらう。 良き 妻に 救 はれて その 魂 を 入れ 換られ た 如くに なった 夫 も ある。 基督 者 


の 信仰 も 道理に 於て 之と 同 一 ことで ある。 『我 を强 くした まふ ものに よりて 總て のこと を 成し 得るな 

り』 (ぽ" 3 で、 實 にも 『世に 勝つ 勝利 は 我らの S 仰な り』 (p.fi)。 

之が ために は先づ 基督 を迎 へねば ならぬ。 否、 はやくより 幾冋 となく 吾人の 靈 魂の 戶を 叩た かれ 

とざし 

たる 、王の ために 心の ni を 打ち 開くべき である。 己が 薄志弱行なる、 精神的に 失敗 を 重ねた る、 身の 

あきれ か へ 

汚れた る、 北ハの 服装の In:.^ る 影 もな きな ど を 省れば、 如何しても 自己に は惘 返らざる を 得ない。 神 

界に はたし かに 我に 勝れる ものが ある。 彼ら は 我に なきもの を 有って 居る。 羨ましく 感 する。 殊に 

茶^ を 仰ぎ見る に、 其の 恩寵の 輝き 得 も 言 はれす、 十字架の 意義 骨髓 にまで 徹る やうに 覺 える。 1K 

地 胸のと き 混沌た る 中の 暗 を 破りて、 『光よ 照 出で よと 宣 ひし 神 は』 吾が 如き 死の 陰の 谷に 潔 動く 

露 魂に も、 『耶穌 基督の 額に ある 神の 榮光を 輝かし めんた めに 我らの 心 を 照した ま へり』、 と ある こと 

の、 此 所に K 現せら れんと する 場合で ある 。バウ 口 は 『母の 胎を 出で しょり 我 を 選び 刖ち、 其の 恩 ffi 

を 以て 召した まへ る もの 御子 を 吾が うちに 顯は』 せり Q づ な V しと 言った。 恩寵と 露と に充滿 せる 

恭 叙：： 彼の 心极に 隈なく 照り 亘り、 其の 人格の 力 彼 を 根本的に 搖り 動した ので、 一生の 志 全く 其の 向 

C 十ぶ う 

を 改め、 魂の すべて を 基督に 傾注す るに 至った ので ある。 基督 を識 り、 其の 愛 を 味 ひ、 其の 方針 

に隨 喜し、 其の 恩寵の 滿 潮に 乘 りて 何 所まで もと 思 ひ 込みて 進んだ ので ある。 彼 は斯く あるべく 基 

督 のために 捉 へられた もの (？lj.rf?) と自覺 して、 感激に 难 へす、 然れば 『最早 我 生く るに 非す、 0 

督 我-うちに 在りて 生く るな り』 9ー マー 書) と歡 呼す る こと を 得た • 
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If 说 魂の 新装 

二 111 四 

基督 者 は 讀んで 字の 如く、 其のう ちに 基督の 在す 人で ある。 彼 は 基督のう ちに ある。 -、 に、 

I  tn. すべての ものが 基督の 服 を 以て 見られる やうに なり、 『古き は旣に 過ぎ去り、 頃よ 新しく 

なりたり』 (itf) と ある 如く、 萬 物 維新、 基督 者 はた だ 主 耶穌の 塞 曰 を 行 ふこと を 以て 其の 切 

なる 願と 爲 すに 至る。 

人 若し 斯の 如き 簾 を 抱き、 蠢の 綱に 引かれて、 I 管 其の 心に 請じ入れ、 基き は 吾が うち 

に 我 は 基督のう ちに ^ー£ に 至らば、 此れ 基督 を 着た るに て、 其の 內 的の 妻なる よりて 

ば Litll が S 胚胎ら れて、 旣 II 生命が うの 警擧 げたので あ. る。 宛ら 基 II 

に 形 成られた ので ある。 パプ テス マが 此の 患の 披露で、 若し 僞 りなく 行 はれるならば、 その 時て 

新なる 生命 產み 出され、 頓て 基督の 袴着 を 了せ る 如き 事實を 見る ので ある。 パプ テス マ まま さしく 

斯の 如き 意味で ある。 故に 曰く 『凡そ パプ テス マに ぬりて 基督に 合 ひし 汝らは 着 を 着た るな り』 

(一一 I の 一 1$ 書)。 『汝ら すでに 舊き 人と 其の 行爲 とを脫 ぎて、 新しき 人 を 着たり』 (炉っ 一 15)。 基 f 者 は 其の 

信仰と & もに 此の 狀 態にまで 進んだ ので ある。  - 

れ >\  5 ふ ご ゑ  め  ？  L  C 

き 囊を擧 げた 子 は、 健に ま 育？ と I する。 加 之、 假令 ば 小兒の 胎毒と 同じ、 い 配 も ある。 

出 產後 注？ ねばならぬ。 義 下し Qt を も用ゐ るべき であらう。 着 者 I れ たきで はなら 

ぬ。 發 べきで ある。 其れに は餘 程の 時と 修養 鍍鍊 とが 必耍 である。 恩寵に 達せねば ならぬ。 

『わが 幼兒 よ、 汝ら のうちに 基督の 形成る 迄 は、 我 復び產 みの 苦を爲 す』 (ぼ_のフ_;^,) と あるが、 


われら 

れ はすべ ての 甚督 者に 適切なる 語で ある。 吾人 熟達 完成の 時節 を 待って 居る。 『我らい ま 神の 子たり、 

後 如何ん、 末 だ顯れ す、 主の 現 はれた まふと き 我ら 之に 肖ん こと を 知る。 我ら 其の 眞の狀 を 見る ベ 

ければ なり、 すべて 主によ る 此の 望 を懷 くもの は 其の 淸 きが 如く 己 を 潔くす』 (.t ゆ ヌ 1ー|*«)。^ 督者は 

己れ のうちに 基督 を 宿して、 『榮 光の 望』 (7  一 5 書) を 有って 居る。 榮光は 新なる 生命の 榮 行末で ある。 

之 を 衣裳の ことに 常て 上 f 一：： へば、 たと ひ 一 且 基督 を 着 たれば とて、 何時までも 着た 儘で は濟 まさ 

れぬ。 着更 へる ので ある。 吾人 は 精神 界の 時候 を 測りて、 適當 なる 着換へ を爲す 用心 を爲 ねばなら 

ぬ。 コ 口 サィまaニの九にt^!督者は、 蓋し パプ テス マの 時であった らう、 旣に 基督 を 着た ものである 

と 記いて ある。 然るに 其の 十二に 至り、 復も 『慈悲の 心、 仁慈、 謙遜、 柔和、 寬容を 清よ』 と附け 

加へ た" 此れ 着換 へに 對 する 用意 を 示した もので あらう。 H ルサ レムの 彼の 樓 上の 室に 耶 は；？ 子 

あら 

の 足を灌 はれた。 一 旦 沐浴した 者と い へど も 手足の 汚れた る を 其の儘に 棄て 置くべき ではない。 必 

す 之 を、 淨 めねば ならぬ。 此のと きも 弟子ら は 野心 や 嫉妬の 據 れを淨 めら るべき 必要が あつたの であ 

る。 货に 此の方 面に 細心の 輕戒と 努力 を懈る まじき ことで ある。 

斯くて 吾人 も 『基督に 在りて、 全くな り、 神の まへ に 立つ こと を 得』 (_!-^f;" 翁)、 『潔き^！！女とし 

て 一 人の夫なる基督に献げ』0|曰7^^3 ら る- -に 至る であらう。 

(一九 一 九 年 1 1、 一 二月) 
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基督 者の 來世觀 

現代 は 人の 心 外界の 事に 囚 はれて 鍵的內 おの： M 分に 乏しく、 淺簿 なる 生活 を營む 向が 頗る 多数で 

たから 

ある。 货の ある 所に は 心 もまた あるべく、 富^！只利违にのみカを^-ふる世界は天をゃ！^にして、 少し 

も 顧慮す ると ころの 無き やうに 兑 える。 戰 後の 成金が 唯 物的の 生：^ に沒 頭して 居る が 如く！； ：！^ を舉 

げて 現在の 世界に のみ 心 を tj: はれて 居る。 此は阈 が 成金で あるから、 また 止む を 得ざる 事で あるか 

も 知れぬ。 何故に 阈が 成金で あると IE ふか。 日本 は餘り 多くの 歳 と勞 力と を # (やすとな く、  ^れ 

手に 粟を摑 むと 同様、 西洋の 文明 を 苦も無く 占領した ので ある。 親 は 粒々 辛苦の 功 を 積み、 辛う じ 

じんろく 

て 身代 を與 したので あるに、 子 は 惣^の 順綠、 遊びながら 富彔の 家を嗣 ぐ。 之れ が爲 めに 眞面 目な 

る 勤儉の 心に 乏しく、  ^^た浮薄なる生活に陷り、 驕 安逸 を贪 りて 身 を 亡ぼす に 至る。 日本の 文明 

は价も 之れ と 同じ 事で ある。 せ：：； tal:、 舉術、 立憲の 制 皮、 れ、 他す ベて 文明の 體制典 乂 百般の 設 

じんろく 

惝、 悉く 两洋 に對 して は 物 や g の 顧 fi、 忽ちに して 强大 富裕の 身と なった ものである。 惡錢 身に：！： か 

す。 どうしても 放せ：！ 無 赖の狀 態に 陷ら すん ば 止み難き 次 15^ である。 文明の 成金なる 阔：^ は 今や 唯 物 

キ： 義の有 ほ. 天と なった。 鎮界の 事物に 無頓^なる も忏 しむに 足らぬ。 其れの みならす 佛-ォ の 後生 願 


ひに 反動し、 地 S 極樂の 火れ を -iiw 鹿に したる お 惯脫け やらす、 抹 -^. ヌ、 きこと をす ベて 嘲笑し 來 つた. 來 

^に^られ、 凡そ 死後の il: 题は之 を 口にする 事 すら If 、つるに 至った ので ある。 先人 主と なりたる 凡ん 

ら！ a::^^ 斷に對 し、 死生の 大事 魂の 問題 を 一^いても、 相當の 印象 を 刻む こと は餘 程の 難事で あ 

る、 加 ふるに 外來 m 心 想の 唯 物的 傾向 は、 其の^より： ：！：：湫 相 求む る 所、 趣味 相 投合して、 神な く-まな 

きことを誇，ひとする^<;^*だ多ぃゃぅでぁる。 或る 筋の 人た ち は 頻りに 危險 m 心 想 をお にして  一^の 恐 

怖".；^ に錢 はれ、 有らす もがな と W 心 はる &法俅 沙汰 をも兑 るに 至った。 然れ ども：；^ も. E 々しき 危險 E、o 

想 は 唯物主義 である。 國家 の 施設な る 多く の 舉 校は此 の ^^も恐 る ベ き危險 W 心 想 のために ブ a バ ガ ン 

ぼうふら 

ダの 機關に 供せられ て 居る。 孑孑 を濾 して 骼駝 を吞 むの 類、 矛 IS の 甚だしき ものである。 

是ら 種々 の 原 WI から 来世の 問题は 久しく 願ら れ ざる であった。 然るに 歐州 大戰の ：： お^、 死生 

の 题 一:i く 人心 を 刺激した ものと = ^える、 來 世の 思想 大いに 與り、 之れ に關 する 著書： g る 多く、 世 

の 風潮 を 全く 一  變し たかと 思 はる \ ほ どであった。 事 I 莨 はどうしても 此の 問題のお く 不問の ま & に 

放 せらる &を容 さない ので あらう。 先日 も 或 祈 禱會の 席上に 於て 一 :4 人 疑問 を發 して：！： く 『余 は 

敎會に 入りて 日 尙ほ淺 きもので あるが、 近. S 流行 感冒の 禍 により、 昨日 も 友の 葬式 を 送り、 明日 も 

慕 地に 行かねば ならぬ。 死の 問題の 何となく：： S に懸 りて、 心 を 暗 9: 〈に li さる & 如き H、5 なき を iJ: な 

い。 然るに 敎佥 ：！ にて 敎 へらる & 所を聽 けば、 多く は 道徳の 問題で、 精 祌# の戰 岡に 激^ を與 へらる 

、ことに 限られて 居る かの ごとき 感が ある。 今日の 如く 身の上に 不安 を感 する 場合 は、 死生の 事 を 
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5 ろな 

明らかにして、 たと ひ 一？： 一  のこと ありと も 少しも 狼 狠へ騷 ぐ ことの 無き やう 努 むべき ではなき か 云. 

々』。資に^3现なる耍求でぁる。 此處に 現代 S 督 者の 生活に 於け る 缺陷が 51^; 路し、 信仰 修養に 却せ 

られ たる 方面が 指摘 せられて 居る。 

% て はや 

1 部の 人々 から 社會の _?4？ 師國： ー德の 先達、 其の il 拓者 であるか の 如くに 持嚇 された 一 一 か；！！ si 

は、 人 は 米食 ひ蟲 であると 主張した。 人 は 唯 パンの みに て 生きす と 言 はれ、 孩捉の 頭 を 撫で &斯 

くの 如き 者 こそ 祌の國 に 入る もの なれと 敎 へ られた 耶穌と は 全く 懸け離れた 立場で ある。 人 はよ く 

繁 する 地蟲 であると 放言した 外國の 一 學者も ある。 して 斯 くの 如くならば、 一 個の 動物と して 

生れ、 たビ 其れ丈け の资 格に て 死ぬ る ものである。 其れで は來 世の 問題 を 提起す る 必要 はない。 夢 

と 生れ、 煙と 消 ゆる 他 あるまい。 

然し 人 は 動物の みで はない。 肉體を 有する のみなら す、 靈 性が ある。 肉 體と靈 魂と は 原因 結 rai^ の 

關係 であるか。 心 现學^ ジ H 1 ムス は 寧ろ 硝子 板と^と の關 係の 如き ものであると 首った。 ml^ して 

然 らばた とひ 肉體は 朽ちなん とも、 靈 性の 必然 共に 減せ ねばならぬ 道现は あるまい。 心理 學の 方面 

わ. 4,:- 

から：^ 細に これ を觀 察すれば、 蓋し 吾人が 物 體と稱 する は、 吾人の 思想 及び 感覺に 外ならぬ もので 

われら 

ある。 而 して 唯 物：^ 1 者の 諫を是 とすれば、 之と 同時に 吾人の 思想 及び 感覺は 吾人が 頭腦の 動作に 外 

ならぬ。 然るに また 吾人の 頭腦は 元來物 であるか ら頭腦 其. E 身旣 に 思想と 感覺 であると li ふ に 

なる。 世の中に 斯 くの 如く 茫漠たる 主張 怫 者の 所謂 戯： -1 はまた と 有るまい。 思想 を 以て 頭腦 の：：； is;- 


なりと 强 ゆる 唯 物說が 今日 識者の に 勢力 を 失 ふに 至った のも怿 しむに 足らぬ 道理で ある。 

心 樂 上の 徙界に は祌秘 的に して、 不思議なる 出來 事が 多く ある。 精神の 作用 は 物 13； 界 のせ、 れょ 

り も 更に 驚く 可き ものである。 精祌 治疲、 隨心 術、 生者 死者の 交通、 千 ffi- 眼、 透視な ど 隨分疑 はし 

き點も ある やうに 忍 はるれ ど、 心的 研究の 結 は 無下に 棄却すべからざる もの も： H 、のなかに ある。 

推究 討論の 末 精 祌の作 川が 物體を 支配し、 靈性 は頭腦 から 獨 立して 活動す る HJ の 出来る ものである 

と li ふ 事 iiss 々明瞭に なりつ . ^ある。 ^だしきは死者と交通するを得たりと論する謹厳なる舉^<;さ 

へ ある。 .遽 かに 斯る提  一一 一一 ：！ を 採 川す る Hi は 如何で あらう か。 i: く 之に 疑を存 する も 不可で は ある ま 

い。 然れ ども M;^ ら種々 の 研究と 之れ に 基づけ る 有力なる 幾多の 主張 あるに も拘ら す、 妄 に粮笨 なる 

唯物論 を i? へ、 三寸 息 絶 ゆると 同時に 萬 事 休す と斷言 し、 死 を 以て 靈性 滅盡の 時と なす 如き は、 識 

者の 皿ハし 難き 所で あるまい か。 

われら 

l^ih人の感情は肉體の作wに基くものでぁるとはダルゥィ ン の 面. G く 論じた 所で、 或る 心现 者 は 

わ.？  わなく  も と 

吾人 は 泣く が 故に 悲しみ、 打つ が 故に 怒り、 戰 くが 故に 恐る \も ので あると 辦 じて Dig る。 資に常 初 

は然 うで あるか も 知れぬ。 然れ ども 遂に は 感情 反って 肉體を 刺激し、 思想 反對に &を 動かす に 至 

つて ui^ る こと は 何人と 雖も之 を 疑 ふこと が出來 まい。 想像の ごとき も、 其の 作 川の 始めて 發 する 

はたらき 

や、 肉體の 刺激 や 頭腦の 作用に 起因す るので あるが、 其の 眼 未だ 見す、 耳 未だ 問 かざる h ん界に 於 

て、 天馬 {:51- を翅 ける の 勢 を 逞しう する に 至りて は、 肉體 反って 其の^ 動の 妨を爲 す Hi あらんと する 
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を ハ湫遣 ふかの 如く、 故意に 眼 を S ぢて 想像 を馳 せんと 試る に 至る。 其の 他靈性 は 勿論、 仁義の 念、 

惻隱 の；^、 奥妙なる 意識の 作用の 如き、 生理 學の 取扱 ふべき 锁 分と は 全く 懸け離れて i5 る。 醫學 

も、 生现舉 も、 轍の 鲋の 呼吸に 苦しむ と 一般、 宛然 木より 落ちた る 猿猴の 如く、 靈性^ 有の IHH 域に 

は 乎 を 延ばす K1 能 はす。 せ：： 活動 全く 杜絶す るに 至らざる を 得ない。 感 も 思想 も 肉體の 刺激と 關聯 

いんねん  もど.^、  ..  i 

して 起った ものであるが、 遂に は獨 立して お 動し、 寧ろ 從 来の WI 緣齒. S: く， 遞緩 しきに f へ f ね 

も あらば- m& を 脆し てん ものと 焦心る 様になる。 百合の 生え 出づる や、 初めは 成き と發. Si とに 於て 

全然 ま、 の 球 板に 依顿 せざる を 得 維い 關係 であるが、 漸くに して 敞れ _ 股の 如く 之 を. 脫扮 て、 U 光と ナ 

t 漱 とより 其 養分 を吸牧 して 終に 妙なる 花の 色香 を發 揮す るので ある。 戴 性の 肉體に 於け る 之と 努 诞 

る狀 態で ある。 肉體は 己が 力 を 以て 制する こと も、 理解することも得ならざるものを終に^^み出し 

て、 茫然. n 失、 後に 睦 若た る狀態 である。 

生物の 進化す る や 圾初は i^.: だ 微かな 試驗 的の 蠢動 をな すに 過ぎす。 水中に 棲みし もの 漸くに して 

や、 ひさ レ 

水^ 附 楼の稱 類と なり、 H 、うちの 一 方は舊 に復 りて 水に のみ 樓み、 他の 一 方 は 上に 落 1^ く。 良ク 

うして た を 感覺し 漸く 兑 るに 至り、 聽 くに 至り、 翅り 飛ぶ に 至る。 其 初めて 新ら たなる 境遇と 順應 

したる？ •  勿 八 1： に は、 何分に も 協調 を 缺く所 多く、 稍 之 を 棲み 悪く 感じた ので あらう。 然.^ ども ま、 の 新 

たなる 環境に 惯れて 相伴 ふ HJ 次第に 熟し 來れ ば、 悠々. E 適、 £t の 天に 舞 ひ、 负の 淵に 躍る 如き 狀態 

に违 する。 人類の 世に 於け る また 之と 頓る 相似て 居る。 键性は 志 高く、 思 ひ 矢 竹に 燥 急る にも 拘ら 


す、 所謂 『魂 は 好め ども 肉體 弱き なり』 と、 蛟龍 池 中に 伏す を餘義 なくせられ たらん も斯 くやと 思 

はさま 

はる \は かりで、 し 一つの に 介れ たる』 を. 1: ち、 頻りに 向上心 を 動かされて 居る。 鑌的. 顺應 辛う じ 

て 其 絡に 就いた るの みで あるから、 新ら たなる 生命 尙ほ 未熟 千 一 で、 神の 子た るの. に 入らん も 

のと、 頻りに もがき 足摄 いて、 晟 嘆息 を：^ ら すので ある。 祌の國 と 吾人との 問に 協調 附應 を途 ぐる 

は 永遠の 事業で ある。 人生 五十、 七十 は古來 稀な りの 世に 在りて は、 とても 志 を e;- す 機. を與 へら 

れ雞 い。 陶淵 明の 詩に、 『世 短く して 意 常に 長し』 と あるが 此れで ある。 人 は 一- =?： 物の 靄 長で あるが、 

現在の 有様 を 以てすれば、 總 てのうちで 最も 不備 未熟な ものと 言 はねば ならぬ。 若し 此の 狀態 にて 

終る ものと すれば、 苗に して 秀です、 S 乃で、 I 貪らざる ものである。 之れょり^^だしき不可解はぁる 

まい。 進化の； 瓧 冕なる 人 こそ 物の 惯： S の屮 心で ある なれ。 人 旣に其 nl 的 を^すべき 機， 5：: なしと すれ 

ば、 物の 僳彼 有耶無耶の 問に 葬り去られて、 人生 全く 夢と 化し 了る であらう。 如何しても 然る 近理 

は あるまい。 必す， 水 遠の 世界が ある。 斯くて 結お は 人 額 進化の 1. ^来世に せねば 止まない。 

然し 科舉の 方面から は 十分に 來 世の 實 在を證 明す る こと は出來 ない。 明. に 之 を反證 すべき 議論 

も 勿論 立たない。 ^極 的に 其實 在を證 明して 些の 遗憾 なから しむる 材料 も？ i 難い。 に 或は 然ら 

ん、 然 ある も 怪しむ に 足らす、 然 ある を 期待せ まほし く感 すると ふ稃の 態度に 立ちて 來 世の 信仰 
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わ t 

こ. 就き 也の 方面よ： 2>與 へらる & 材料に 好意 を 寄す る こと は出來 るで あらう。 吾人 は利舉 から は是だ 

けの 獲物の あるに 滿 足せねば ならぬ。  . 

轉 じて 倫理の 範 圍に屬 する 方面に 至れば、 來 世の 信仰 曉色も 漸く 近し と m 心しく、 其 理由 稍 明らか 

にして 其實 せこ， 足 を 踏みし むる にも、 心 强く感 する ことが 出來 る。 善悪の 應報、 義 と罪惡 との {fls 

は、 道念の 期き する 所で、 必す なかるべからざる ことで ある。 然れ ども 現在の 生活に 於て 事 實は此 

の ffl 待と 相 いて 居る。 古より 顔 回の 夭、 盜跖 の壽の 如き は 支那の 歷史 家の 疑 題で あるの みなら 

す、 2 約 聖 書の 詩人ら も 之に 躓かん としたの である。 例 すれ は 詩の 第 七三に！！： く、 『われ はわが 足つ 

まづ くば かり、 わが 歩みす ベる ばかりにて ありき、 こ は あれ 悪き もの k 榮 ゆる を 見て その 誇れる 者 

をね たみし による、 かれら は 死ぬ るに 苦み なく、 そのち かいは 反りて かたし、 かれら は 人の 如く 憂 

に をら す 人の ごとく 患難に あ ふこと なし、 こ の ゆ ゑに 傲慢 は 装飾の ごとく その 頸 を めぐりて 强暴は 

衣の 如く 彼等 をお ほへ り、 かれら 肥 ふとりて その 目と びいで 心の 欲に まさりて 物 をうる なり。 また 

§1 が をな し、 惡を もて ri 虐 のことば をいだ し、 高ぶりて ものい ふ、 その 口 を 天に おき、 その 早：！ を 地 

にあ まねく 往 かしむ。 この ゆ ゑに 彼の 民 はこ、 にかへ り、 水の みちた る 杯 を しぼりい だしてい へら 

く、 祌 いかで 知り 給 はんや、 至上 者に 知識 あらん やと。 視ょ かれら は 悪き 者なる に 常に その 富增し 

く はは り。 誡 にわに はい たづら に 心 をき よめ、 罪 を かさす して 手 を あら ひたり』。 斯 くの 如き 倫理 

上の 矛盾 を 1^ て、 詩人 は 『わが 足 躓く ばかり、 わが 歩みす ベる ばか リ にて ありき』。 と 嘆息した。 此 


の 矛 は來 世の"！：： J 在 を 以てする の 外、 之れ を 取り除く > ^は 出 來ぬ であらう。 プラト ー は 北 (の 『共和 

國』 に 於て、 此の 现. H から 來 f の實在 信すべき であると 言って 居る。 或は 個人 全く： 亡す とも 社會 

は存 し、 共 事業の 効 E^、 其 人格、 及び 言行の 影響. 水く 社會に 其の 痕跡 を. 切め、 之 を 後^に^ 核す る 

る ことが 出來る 故に、 何等の 差 支な しと 言 ふ もの も ある。 然し、 2^ して 社會其 ものが. 水久 に； 在 

し、 惯： g を 無限に 保ち 5£ るかと 言 ふこと が 第一 甚だ 疑 はしき 點 である。 二、 品性 は 人格 的の もの 

である。 罰 は 鹿く 他に も 影響を及ぼ すに は 相 遠な けれど、 其の 最も 大切なる 要點は 個人的に 行 は 

る」 ことで ある。 若し 個人的に 责 現せられ ざる ものと すれば、 赏 罰の 本質 {<r 一にな り、 其ぶ 沛 のみ 獨 

り a りて ffi だ 不徹底なる < 招^に 終らざる を 得ぬ。 之 を 罰の 方より 兄れば 理非 立處に 1^ 明す るで あら 

う。 -惡逆 無道の 人 ある も、 南ら は 其 報い を 免 かれて 跡 白波と 消え失せ、 唯 だ 後世の 他人の み 之が 爲 

おさまり 

めに 變と 苦み とに 陷る。 斯くて 善惡の 終局に 滿 足し、 正義 十分に 維持せられ たりと ， ふこと が？^ お 

るで あらう か。 罰の 方面 已に斯 くの 如くならば、 善の 終局 も 推して 知るべき である。 ^人 亡び 失せ 

て 社會北 ハ< お^ を完 うすと IS ふ も、 決して 良心 を滿 足せし むる こと は出來 ぬ" 個人：！ する も 社. &存す 

れば 可な りと^く は、 決して 正しき 解釋 でない。 來 世の 資在は 人生の 正義 公道 を 維持せ むが 爲 めに 

缺 くべ からざる 仰で ある。 前に も 言った 如く、 是は 甚だ 舊き說 であるが、 く あるが ために、 其 

の 惯値を 減す る 道理 も あるまい。 天道 是耶 非耶 の嘆聲 を. 池ら す 如き 場合に は、 來 世の S 在 倫理 上甚 

だ 切 ：3 せる 要求で、 どうしても 问避 する こと を容さ ^ る 様になって 來 る。 
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吾人 は 品性 を 全うし、 各自の 天 分 を 成就すべく 生れた ので ある。 然れ ども 現在の 世界に て は、 此 

の 目的 を逮 する ことが 出來 ない。 限りなき 理想 を 抱きて、 限り ある^ 界に 生み 寄せた ものである。 

とても 明. in に 表現し 得ざる Igiir が 胸のう ちに". K 深く 藏 せられて Ee5^。 若し 現在の 生活に て 終らば 人 

生の 拟失、 否天地の缺陷はこれを補愤^-るの途が全く杜絶せられて了ふのでぁる" ^人 たるべく 命 

ぜられ て、 ^^！人となり^！：る機會を與へられす。 ni 性の 完ぅ せられん こと は出來 ない 相談に て 終る。 

無上 大法 は：：^ を 結ぶ ことなき 無責任なる 責任 を 吾人に 負 はしめ たもので あると 謂 はねば ならぬ。 斯 

くの 如き 道理 は 斷 じて 冇る まじ き CJ である.' 共れ だから ブ ラウ 11 ン グは 『グラ ム マリ アンス *フ 

ュ ー ネ ラル』 に 於て 時^は 何で あるか。 今て ふ もの は 之 を 犬 や 猿に 與 へよ" 人 は. 水 遠を冇 するな り 

と： 一一 一 II ひ、 妻の 聖書に ダンテの 辭を 書して 來 世の 希望 を 表明した- n: く 『余 は 此の 生命から 他のより 

よき 生命に 移らん とする こと を斯 くの 如く 信じ、 斯 くの 如く 斷 言し、 斯 くの 如く 主張す る もので あ 

る。 彼處は 余が 魂の あこが る、 彼の 貴女の 住む ところで ある』 と。 

斯 くの 如く 倫理 上の 制裁、 善悪の 應 報から 見ても 叉 現世が 道德 上人の 一？ I 蓄を 表現し、 其懷 抱を披 

展す るに 足らざる より 見ても、 吾人 此の ま- - にて 終る もので はなく、 如何 かして 永遠 を 期待せ ねば 

ならぬ ことが 明らかで ある。 人格の 向上す るに 從ひ、 品性の 偎値昂 ると k もに、 永遠 世界の 必要 益 

切：^；！し來るでぁらぅ。 志^く、 望 低く、 理想 貧弱に して、 人格の 觀念微 なる 場合に は、 來 世の 必要 

を 南 s;. に 感ぜす、 醉生夢 死に 滿足 する こと 或は 出来る かも 知れぬ。 然し 生命の 內容 iMm で、 其 趣味 


もより gf く、 其 期 ひ：^ 愈 高遠なる 場合に は、 口 ングフ ェ ロウが チ アル ス，サ ムナ ァを哭 し、 大 いなる 

意匠 は 未だ 資 現せられ すして 此處に 横 はる。 吾人の 生命 は 不完全で ある。 然れ ども 吾人の 生命の 圓 

環 は 暗き 未知 界に 於て 完成 せらる- r であらう。 ^も 橋の 半 岡が 流の 底に 至りて 完 うせら る」 如くで 

もつ とも 

あらう と 一 jn つたの も、 實 に 道理な 次第で ある。 

然れど も 迸 念 の 指 t ゆに 隨ひ、 倫理 上の 要求に 應 じて、 來 世の 實在を 認め 0 るの は 、此 の 世界が 合理 

的に 支 せられて 居る と 信す るからで ある。 然ら ざれば 事 志と 全く 相逮 して、 S! 德 上の 期待 夢と 化 

する も 又 怪しむ に 足るまい。 つまり 倫理の 方面から 來 世の 實在を 推論す る さは、 結 n^: 宗敎に 共の 立 

脚點を ？a かねば ならぬ。 祌の實 在 を 認め、 共の 義と 愛と 恩寵と を 信す る ものに 在りて は、 如上の 推 

論 担 否 すべから ざる 勢 を發 St する に 至る ので ある。 來 世の 實在を 疑った サド カイ 人の 1^ バ 疑に 對し、 

耶 が 吾 は アブラハムの 祌、 イサクの 祌、 また ヤコ ブの祌 なりと ある を 捉へ來 りて、 祌は 死せ る も 

のの 祌に あらす、 生ける ものの 祌 なりと IS はれた るの が、 即ち 此處の 道理で ある。 祌の 迭られ たる 

世界に 於て、 其の 愛護 せらる- f 人の 身に、 佛 作りて 魂 を 人れ ざる 如き 道徳上の 矛 は 無るべき Jiia で 

あろ。 神に 愛せられ、 祌を 愛する と 謂 ふ 關係は 永遠の ものである。 愈 久しう して 益 其の 境に 進む 

べき^!:; の ものである。 信仰 は 永遠の 生命 を 意味す。 救 ひ は 永遠の もので なければ ならぬ。 救 はれ 

ゆめ ぼろし 

て 其 半途に 夢幻と 消^す るが 如き は斷 じて 有る まじき ことで ある。 

iffiic を兑 るに ョ ハネゃ バウ の來 世に 關 する 信念 は 彼 s.- の 信仰の 實 驗に甚 き、 其の 救 ひの 恩寵 を 

基 6 者の 來世觀  二  EI 五 
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一 

味 ひ 知った 事實 から 來た ものである。 彼等 は自已 のうちに 限りなき 生命の 力 湧き 漲る が 如くに 覺ぇ； 

た から、 其の 存在の 永遠なる を 期待した ので ある。 『是 故に 我 倚 臆せす、 我 倚が 外なる 人 は 壊る、 と 

も、 內 なる 人 は 日々 新な り』 GJS2M1t)。 『われ 意 ふに 今の 時の 苦 は 我 儕に 現 はれん 榮に 比ぶべき に 

つくられし もの のぞみ  こたち  むなしき 

非す。 それ 受逍 者の 切望 は祌の 諸子の 現 はれん を俟 てるな り。 そ は受造 者のお 空に 歸ら せらる」.. 

は 其 願 ふ 所に 非す、 即ち 之 を歸ら する 者に 因れり。 また 受造 者み づ から 敗壞の 奴た る こと を 脫れ、 二 

こたち， ，. ，  .，  もた  つくられ しもの  一 

祌の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん h; を 許されん との 望 を 有されたり。 萬の 受造者 は 今に 至る まで 共に 

歎き、 共に 勞苦 むこと を 我 倚 は 知る。 た 此 等の もの 耳なら す、 聖靈の 初めて 結べる 實を 有る 我條ー 

も、 0 ら 心の中に 歎きて 子と 成ん こと、 即ち我倚の身體の救れんことを俟っ』 (^-^.:?^„?1ー^1)。『此の世： 

と 其 愁とは 過去る ものに て 、神の 旨 を 行 ふ 者 は 永遠 存る なり』 P ハー 一)。 『祌は 翁な き 生命 を もて 我 一 

儕に 賜 ふ。 此生は 乃ち その子に あり。 これ 其證 なり』 (ft さ。 基督 者の 来世 觀は斯 くの 如く、 其の 

信仰の 實驗 により、 甚だ 熱烈で、 火の 燃え立つ 如き 狀 態となる ので ある。  ： 

永遠の 世界 は 主 耶穌に 取りて 最も 確かなる 事實 であった。 死後の 生活 は 其の 言に 輝き、 其の 祌々. 

しき 人格に 有り 有りと 顯 はれて 居た。 『汝等 心に 憂 ふる 勿れ" 祌を 信じ、 叉 吾 を 信すべし。 吾が 父の i 

家に 住居 多し。 我汝 等の 爲 めに 所 を そな. へに 行く。 もし 行きて 汝 等の 爲 めに 所 を そな へば、 また 來： 


りて 汝ゃを 吾が もとに 迎 へん" 吾が 居る 所に 汝等も 居らん 爲め なり』。 耶穌を 信じ、 其の 敎を受 く 

る もの は、 天 1=^ だ 近く、 、水 遠の 家い よく 懷 しく、 感ぜざる を 得ない ので ある。 

よみが へ  ィ-ス トル 

殊に 『ホ； K に 役 活れり JT 最初の 復活 is 日の出 來箏は 死よ.^ も强 き、 見えざる 愛の 力が.： H 出に キ山 

動して： lig る HJ を證 明し、 死の 後 また 光榮 ある 生命の 實在 せる を 疑 ふこと を^ ざら しめた。 Inl^? むべき 

かな、 我らの 生耶穌 一^の 父なる 祌、 その 犬なる 憐憫に 隨ひ、 耶穌 基督の 死人の 中よ"^ へり 給 

へる ことに 出り、 我ら を 新に 生れし めて 生ける 望を懷 かせ、 汝 らの爲 めに 天に 蓄へ ある、 朽ちす、 

汚れす、 is^ まざる 嗣業 を^が しめ 給へ り』。 基 者 は主耶 穌 の 復活せられ たるに よりて 生ける &ムを 

懷か しめられ たので ある。 實に も甚督 は 『死 を 亡ぼし、 福 昔 を もて 生命の 朽ちざる R1 を 明らかにし 

給へ り』。 『もし 恶傅醒 へり 給 は ざり しなら ば、 我らの 宣敎も 签 しく、 汝らの 信仰 もまた おしから 

ん" かつ 我ら 神の 偽證 人と 認められん。 我ら 祌は 基督 を醒 ベら せ 給へ りと 證 したれば なり。 もし 死 

人の； I:- へる ことなくば、 祌は甚 督を延 へらせ 給 は ざり しならん。 もし 死人の 甦へ る ことなくば、 港 

^も^へ り 給 は ざり しならん。 若し 基督 聽 へり 給 は ざり しなら ば、 汝らの 信仰 は i へ」 しく、 汝等 はな 

ほ 罪に 居らん。 然れば 督に 在りて 眠りた る 者 も 亡びし ならん。 我等 この 世に あり、 茶^に 頼りて 

穴し しき 望 を懷 くに 過ぎす ば、 我ら は 凡 ての 人の 中に て 最も 偶む ベ き 者な り』 U 

こなた 

主耶穌 地の 此方に 居られた 時 は 僕 の狀 態で 威容 餘り 視 るべき もの ありと しも 世人 の 目に は映ぜ 

す、 共の 勢力 を も 著しく 張られざる やうに 見 受られ たので ある。 然し 之に 反し 天の 彼方に て は大ぃ 

若の 來世觀  二 四 七 
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なる 權能 を拇 られ、 共の 民の 爲 めに 所を備 へて、 遂に 之を已 が光榮 のうちに 迎 へんと て 待ち受けて 

居られる" 恶督^^：は之とともに愛の關係を全ぅし、 之に よりて 神と 愈 親しみ、 ill 徒の 交 を 遂げ、 奉 

►  たから 

仕の を 心 ゆく ばかり 實 現せし むる HI が 出来る。 斯 くの 如く 期待して、 此の 貨の 在る 所に 心 を も 1^ 

き 健全なる 意味の 他界 的 態度 を 持す るが 基餐 者の 來世觀 である。 

使徒た ちが 此の 信仰 を 思想の 上に 發 揮し、 言語 文章に 之れ を 宣揚した 場合に は、 自ら 其の 歷史的 

に繼 承し 米った 觀念ゃ 方式に 則り、 其 時代思潮の 枠に 之 を當て 嵌めざる を 得なかった ので ある。 例 

すれば バウ 口の 如き も テサロ  -ーケ 前後 書 を 書いた 時分に は、 主として 示現 文擧の 形式 を W ひて 其の 

來世 觀を說 いたやう である。 其 後 1 一年 乃至 四 年 を經て 即ち 紀元 五 五 年頃 其の コ リント 人に 送った 前 

の 害 g に 至りて は 示現 文 擧の竊 S を稍脫 却して、 其の 來世觀 が 漸く 靈 的に 發展 しつ. - あった こと を 

示して 居る。 紀元 五 七 年 同じく 五八 年の 交に 書かれた と覺 しき コ リント 後書 及び 口 マ 書な ど を 見れ 

ば、 基督 者 は 其の 死す る 時 直ちに 復活す る ものであると 謂 ふ 思想に なって 居たら しく 解釋し 得べき 

いは 5 る ごくち 5 しょかん  しょ  しょ  しょな ど いた 

辭が ある。 所謂 獄中 書翰なる ピリ ピ ST コロ サイ *T  H ぺソ逢 ffini 至りて は、 旣に 全く 示現 文舉の 

弊 を脫 して 基督 敎の靈 的 來世觀 固有の 色彩 を 濃く 且つ 鮮 かに 發 採し 来った。 斯くの如き次|^-でぁ 

るから 文字の 末に 拘泥し、 示現 文擧の 形式に 捕 へられて、 漫 りに 極端なる 唯 物的 再臨 觀を呶 々する 

は大 いなる 誤で ある。 ，基督 者の 懷 抱すべき 來世觀 の 心 髓はリ チア ルドつ ハツ キス トルの 護美 歌の 一 

節に 示されて 居る。 


來 世に 關 する 吾が 知識 僅少に、 

信仰の：：： 微かで ある。 

され ど基伢 すべて を 知り 給 ひ 

我、 王と ともに 居る に 至る ベ しと いふに て總て 足れり。 

6： 舉 者の 有神論に 敎 へらる-" 神で はなく、 斯 くの 如く 基督と ともに ありて、 之に. E り また 共のう 

ちに、 顯彰 せらる- f 祌と 最も 深く 親しみ、 累進 的に 愈 完全に 實 現せら れんと する、 靈 的で、 倫理的 

なる 社命， 的關 係に 入り、 祌の 御國に 於て iS 者の 交 を 全うする が、 基督 者の 待ち 焦る k 來世 である。 

故に バウ Q は 言った、 『我に とり 生く る は 基督、 死ぬ る もまた 益な り。 され ど 若し 肉體に 生く る こ 

と、 わが 勤勞の EJ^ とならば、 孰 を 選むべき か 我 これ を 知らす。 我 はこの 二つ の^に 介 まれたり つ わ 

が 願 は 世 を 去りて 基督と 偕に 居らん ことなり、 これ 遙に 勝るな り』。 

死後の 生命 は 愛の 關 係の 充實 せる 所で ある。 何 4S! なれば、 『愛 は 長久まで も絕 ゆるぶ-なし。 然れど 

豫ー In は 魔れ、 異霄は 止み、 知識 もまた 廢 らん。 實に 信仰と 望みと 愛と 此の 三つの もの は 限りなく 殘 

らん。 而 して 其のう ち 最も 大 いなる は 愛な り』。 祌と 人、 神に 於け る 人と 人との 愛の 關係は 永久に 

存 する ものである。 基督 者 は 永遠に 相識り、 相愛す る こと を 期待す るので ある。 

『吾が 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ。 吾 もまた 働くな り』 とは甚 督の辭 であるが、 共の 流 を 汲める す 

つまで も はたら  ， J 

ベての 基督 者 もまた 長久 働く。 彼等の 生活 は 事業に 滿 ちて 居る。 現在の文明が天ェを赞けて^5^物を 

l^g 者の 来世 親  二  K 九 


基督 者の 來世觀  二 五 ◦ 

いのち 

化育す る 業で ある ごとく、 基督 者の 死後の 生命 は 天. 國の 事業で ある。 物界は 現在の ま- -で 止む も Q 

でな からう。 基督：^ の 死後の 生命 は 其の 驚くべき 發 達に 與 りて 大にカ あるで あらう。 殊に 祌の 恩寵 

の官； 傅と 他の 露なる 生命の 發達 とに 貢獻 する ことが 共の 最も 犬い なる 事業で あらう。 

或る 舉 者の 言った 如く 現在の 舉問は 小兒が 殼を 以て 海水 を 汲む に 異ならぬ。 思想の 大洋 は 其の 

前途 渺茫 として 際涯 を 見極め 難い。 擧問ゃ 思想 は 永遠の 事業で ある。 基督に 於け る 死後の 生活 は 思 

想の 與味愈 深く、 其の 造詣 愈 佳境に 入る が 如き 性質の ものである を 疑 はぬ。 されば 彼の 愛の 歌に も、 

『夫 我らの 知る 所 全から す、 我らの 豫首も 全から す、 全き 者來 らん 時 全から ぬ もの は廢 らん。 われ 

宽 子の時 は 語る Hi も ss- 子の 如く、 思 ふ RJ も宽 子の 如く、 論す る こと も 53- 子の ごとくな りしが、 人と 

あ +* 

なりて は宽 子の HJ を雍 てたり。 今 吾 は 鏡 を もて 見る 如く 見る 所 り。 然れ ど、 かの 時には 額を對 

せて 相 見ん。 今 わが 知， る 所 全から す、 然れど 彼 時には 我が 知 ちれた る 如く 全く 知るべし』。 來ん世 

は 思想家 も、 手 持 不沙汰で ある こと を 要せぬ であらう e 

漸く 深 からん とし、 ^の 景色、 滿 山の 花、 見 ゆる 限り 美しから ぬ もの 無き 心地 ぞ する。 來世は 

美的 趣味と 關係 のな きもので あらう か。 決して 然 うで 無から う。 耶穌と 自然美との 關係は 基督 傳の與 

味 深き 一 節で ある。 主 は 雄大 豪壯 なる 景色 を も 愛せられた であらう が、 殊に 野の 百合に 御 心 を 止め 

させられ、 其の 美 を 深く 嘆賞され たる 邊、 殊に あはれ にも 愛た くこ そ覺 ゆれ。 新たなる エルサレム 

のち 

の 天 降る を 見なば、 誰か 其の 美に 心 を 動かされざる を るで あらう。 基督に 於け る 死後の 生命 は 精 


神界は ふ も 更なり、 物界に 於ても 前人 未發の 美的 趣味 を發 抓す る 機會に 富む もので あらう と 信す 

るので ある。  - 

或る人の 來 世論に、 sls^ に 於け る 死後の 生命 は諧 誠の 興味 を 兼ね、 可笑しみ をも感 する 機會 多き 

もので あらう と說 いてあった。 耶穌物 ごとの 可笑しみ に 興ぜられ たの を觀れ ば、 吾人の 死後 も然こ 

かれた かまの にら ゆすりて 9^ をよ ろゴ のかみ ともに わら ひき 

そ あらめ と 感ぜら る」 ので ある。 古事記に 爾高 天 原動 而八百 萬 神 共唤と あるに 比 ぶれば 限りなき 髙 

尙な ものである こと は 言 ふまで もない。 (未完) 編 af/l なし 

f 1 九 二 〇 年 四 „«) 
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基 ほ 者の 環境  二 五 二 

基督 者の 環境  > 

『キリス トに 在る コ 口 サィに居るところの^^徒と忠信なる兄弟0』( コ 口 サイ 書 一の)) 

此の程 二人の 有名な 說敎 者の 講壇から 宜べ たもの を讀ん だ。 一人 を クラウと 云 ひ、 他 を マッグ リ 

ゴルと 謂 ふ。 ともに ス コッ トラ ンドの 牧師 若く は敎授 である。 コ 口 サイ 書 一 の 一 及び M ぺソ書 一 の 

一 を 題に 取って 居た。 趣意 は 略 相似て、 言 ふ 所 同じ 點に歸 着す る やうに 解せられ た。 其から 思 ひつ 

いて 此の 話 もす る やうに なった ので ある。 

I 吾人の 出處 及び 境遇  、， 

コ 口 サイ は 小アジアの 一都 市で、 特色 を 帶ぴた 土地であった。 程遠から ぬと ころに ラオ デ キヤと 

云 ふ 都市が あった。 商賫 繁盛、 日本なら ば 多分 大阪を 縮小した やうな ものであった らう。 其 外に ヒ 

H  口 ポリスと 云ふ處 もあった。 溫 泉が 湧き、 人民の 遊び場と して 出入 も繁 く、 宛も冇 Hil か 5- 香 保 

の やうな 處 であった らしい。 此 に反して コロ サイ は、 落ち 付いた 保守的の 稍 不活潑 なる 土地で、 一 

寸 京都な どに 似寄って 居た。 居 は 志 を 移す とか や。 此の 三ケ 所に 住居す る 人達 は、 所 ハれば 品異る 

で、 各々 遠った 特色 を 持って ゐた。 此に 住居す る 人民 は 其々 相異 つた 問題 を 取扱 ふべ く餘懷 なくせ 


られ、 M ハ 味を覺 ゆる 一?* 枘も 同じではなかった らう。 南洋の 孤 S に 生 ひ 立つ 人が あれば 支那の やうな 

大 ii 的の 人口 稠. おな！： に 住居す る もの も ある。 自分が 好きで 選んだ 事情で もない。 共處に 生れた の 

である。 

生れたり 存 つたり した 處 のみで はない。 或は 生れて 華族 も あり 平民の 地位に 馬す る 者 も ある。 a? 

鹿で も 名 {豕 を 相 緒し、 不肖で も 總領の 順 に はなって 居られる。 或は 誰の 親、 誰れ の 子と か 云 ふの 

も 自ら 選ばす して、 何の 僥倖 か、 不幸 か、 然ぅ云 ふ處に 生み^けられ たので ある。 斯 くの 如く 場所 

も 境遇 も、 先：. K 的の 約束事と しか 思 はれぬ ものが 隨分 ある。 此に從 つて 與味 を感 する 事 も、 爲 さね 

ばなら ぬ 仕事 も、 我と 自ら 選んだ のでな く 造化の 配劑に 出づる ものが 少ズ ない。 

然し 所く の 如く 生れ 着い た 境遇 や 場所 のみでな く、 共 上に 新に 建設し たもの がなくて は 行かな 

い。 謂 はに 場所 や 境遇 は 地盤で あるから、 其處に 大厦. 高樓 でも 建築せ ねばならぬ 事情で ある。 然ぅ 

でない と、 地盤 だけであるなら ば、 荒れ はてた 原野に 過ぎぬ かも 知れぬ。 

何. 處の 住人、 誰の 子、 誰の 妻、 何 校の 生徒な ど \ 云っても、 只然 か名吿 つた^け では 甚だつ まら 

ない。 共から して 如何なる 事に なった か、 何 を 如何した か 問題で ある。 華族の： ill 鹿 殿様 やい くら 

美人で も 人形と 同様なる 奥様で は、 何の 價値 もない。 寶の 持ち^れ、 」i£ の 1^ の mil 物 同様と 云 はねば 

ならぬ。 肩書 を 有つ も 好い が、 只コ ロザ ィの 人と か、 誰の 家の T ォ とか、 何人の 子^と か、 名吿 るの 

みで は、 甚だ 物足りない" 料现の 未だ 了まぬ 生物 同様で とても 食べられない。 コ Q サイの 人と 云 ふ 
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のみで 終って は 甚だ 殘念 である。 コ & サイに 生 ひ 立ち、 終に は 如何なる ものに なった か^ 問題で あ 

お, 

る。 吾人 は 地名 や 族籍 を 名のり、 自が 肩書と して 境遇 や、 天の 時、 地の利な ど を、 指摘し 得る の 

みで は、 決して 滿足は 出来まい。 場所 や 人に 對 して は 如何なる 關係を 有って 居る と 云 ひ 得る のみで 

は 恥 かしい。 意久 地ない 親が、 有名なる 子 を 有つ と、 誰の 父で あると 名吿る ほか は、 自ら を 推薦す 

べき 條件を 發兑し 難い。 だ氣の 毒な 話で ある。 然し 世の中に は、 斯 くの 如き 秫 類の 人が 實 際に 於 

いて 頓る 多い ので ある。 コ a サイ ものと 云 ふ ほか は 何と 名吿 るべき か 其の 術 さ へ 知らぬ 人が 夥しく 

ある。 コ 口 サイと 名吿 るなら ば、 其 次に は 如何なる 人格で あると 明白に 云って 貰 ひたい。 コ 0 サイ 

の 誰な り やと 云 ふが、 問題の 中心と ならねば ならぬ。 臺は 如何に 大きく あっても、 其 上に 超 かれた 

木の葉 や、 やっと 顯微 鏡の みに 映す る 微塵の やうな もので は 致し方がない。 また 臺 にも 色々 ある。 

十字架の やうな もの も ある。 然し 力 ルバ リイに は 三つの 十字架が あった。 一 二つと も 甚だ 相異 つて 居 

た。 十字架 上に あっても、 人格 問題が 先に 立つ。 十字架の 如く 甚だ 忌 はしき 肩書つ きで あっても、 

人格の 價値 次第で、 或 ひ は 天まで 輝く 光 も 放つ 事 も出來 る。 疾病 も、 艱難 も、 幽闪 も、 屈辱 も、 之 

を機會 として 築き あげられる 人格に 依って、 玉座と も 金冠と も rj- 立てられ るので ある。 故に 問 ひ 度 

き は 人格の 高さと 深さと である。 知りた き は其價 値で ある。 コロ サイ 人と 云 ひ 得る のみで 終らば、 

立派な 肩書 も 白紙 を 表装した 掛軸の 如くに なり、 苦痛 甚 しき 病床 も、 犬 死の 場所と なって 了 ふ。 


二 基督に在.=^ 

基督に 在る と は 基督 者と なること である。 世 或 ひ は 基督 者た る を 憚る ものが ある。 ^だしき は 之 

を 恥と する かも 知れぬ。 基督 者た るは容 の わざで ない。 何 を 苦んで 故ら に 督 者なん どに 爲 るべ 

き 必要が あらう かと 言 ふ もの も ある。 然し 之 を 使徒 バウ 口に 聽け。 彼が ァグ リッパ 王の 法廷に 立ち 

て、 熟 心に 借 仰 を 說き勵 めしとき、 王 は 否と よ、 『雨說 くこと 僅かに して 我 を 基督 者たら しめんと す 

るか』 (fff?f 一一) と 詰る が 如く^ やかに 之 を擊ち 斥けん とした。 バウ 口答へ ける に、 『説く こと 使な 

るに もせよ 多き にもせ よ、 祌に願 ふ はたに に汝 のみなら す、 すべて 今日 我に 聽 ける もの.^、 此の 線 

純な くして 我が 如き ものと ならん ことなり』 (爛 一一)。 平民と 謂 はす， 王^<;と謂はす、 何人も 共 t^*; た 

る こと を 以て 大 いなる 光榮 とし 幸福と せざる ベから すと 喝破した ので ある。 基督 者た る は然く 偉大 

なること である， 

然 らば 基督 者たり と は 如何 謂 ふこ と を 指す ので あるか。 基督に 在る が 即ち^ 者た る ことで あ 

る。 然 らば 基督に 在りと は 如何 謂 ふこと であるか。 

吾人 コ 口 サイに 生れ、 北ハ 所に 育ち、 其の 感化 を 受けて 居る と 云 ふの みで は、 肉より 出る もの は 肉 

なりで あるから、 幾ら 發逮 しても、 共れ だけで は淺 しき 凡夫の 平面 を 超 ゆる こと は出來 ない。 人 

の ものに 過ぎぬ。 此の ま. - 下界の もので 終らねば ならぬ。 然るに 基督 を視 よ。 5! ハの氣 分、 趣味、 
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かけ はな 

志、 すべて 北ハ の精祌 は、 吾人のと は 限りなく 懸隔れ て 居る。 別の 世界に 屬 する。 彼 は靈、 此は 肉で 

ある。 彼 は 天、 此は 地で ある。 全く 平面が 違 ふ。 吾人 は 神の 子た るの 心が 無い。 浮浪の 魂 世界の 寄 

食 者た るの 心 持、 糖 子 根性の み 突っ張って、 世に 疑 ひ 深く、 、王 我 的で、 不平たら-^、 厘々 邪慳な 

る 態度に も 出で、 望な く、 信仰な く、 もの^く 生活して 居る。 漸く 今までの 非を覺 りて、 祌の 子た 

らんと は 思へ ども、 容易に は 其の 氣 になり 得す、 信仰に 進む が餘程 困難で ある。 信仰に 人った と 謂 

つても、 浮浪者 ゃ繼 子であった ときの 舊病、 ともす ると 起って 來る。 基督 は 吾人と 異 りて、 一 赏に祌 の 

子で ある。 ほかに 共の 類 もない からま ことに 神の 獨り 子で ある。 共の 祌々 しき 天に 屬 する 生活の 美 

しさよ。 十字架の 恩寵に 救の 力が 溢れて 居る。 之に 感激し、 悔い改めて、 切に 歸依 するとき は、 吾 

人 も 神の 子の 流れ を 汲みて、 其の 慶福に 與 かる が出來 る。 即ち 神の 子た るの 權能を 賜 はるので あ 

る" 宛ら 殆んど 無人の境 とも 謂 ふべき、 小さな 孤島の 野蠻の 里に 生 ひ 立った ものが、 一^ 文明の 大國 

に：^ 化して、 新なる 理想 を 抱き、 规 校の 驚かる- - ほど 大 いなる 計 誉ーゃ 事業に 與 かり、 世界的 經綸の 

うちに 自己の 生命の 織り込まれ たる 如き 心地 せらる、 なかに 身 を 移す こと を て、 以前と 全然^な 

天地の 人と なった 概が ある。 基脊 のうちに 在る と 謂 ふ は 此の 驚くべき 變化を 遂げた 結^で ある e 轍 

の鲋の 水に 放 たれた る 如く、 停滞せ る 車の 電流と 接繽 した 場合の 如き ものである。 基督のう ちに 在 

る は實に 基督 五： がう ちに 在る ので ある。 我に 非す、 基督 我に 在りて 生けるな りと 謂 ひ 得る 狀態 であ 

る。 此れ 新なる 生命で ある。 感謝せ ねばならぬ ことで ある。 


此の 寐：： ^に 於け る 生命 は， ^^在の生活期に於て充分に宵現せられ難ぃ。『後如何ん尖-だ露れす』 に 

居る。 新^ その 装 ひ を 凝して 新郎に 引合せら る」 如く 吾人が 全うせられ たる 容 にて 基^の 前に 立つ 

べき 時 は 米り つ、 ある。 基^ *; の 生命 は 現今 基^のう ちに 秘め^ かれて 有る。 餘裕 限りなき もので 

ある。 救 ひ は 希-けにに：： f する 部分に 於 て^だ 偉大で ある。 

三 聖者 

コ n サイと と は、 想 も 氣分も S1 だ 懸け離れて 居た。 氷炭 相容れ すと でも 謂った 様な 狀 であ 

る。 然し 井お：： の 國に歸 化し、 其の 精神に 同化せられ たもの が、 コ サイの 如き 都市に 住む と、 北ハの 

平素の 志と 修 &i 次第で、 ：！；：- 仰 生活の 特色 をも發 採し、 .21 々w 々或 ひ は 共の 璦 境と 戰ひ、 或 ひ は 共 

の 必要に 顺應 し、 上よりの 感化と 佑助と に 由り て、 いよ， /(\- 深く li^- 域に 進む ことが 出來 るので ある 

火に 懸けられた 鐵 の精鍊 せらる、 如く、 雪中の 梅の 馨 しきが 如く、 基 者の 內 なる 生命 は 外なる 事 

情 や 境遇と 相 觸れ、 相维 ち、 或 ひ は 進み、 或 ひ は 退きて、 反應 し對戰 し、 ^ いたり、 閉ぢ たりす 

る？ i に、 世の 光、 地の たる 本領 を顯 はすに 至る ので ある。 

コ a サイに 在りて、 始めて 實 現せら るべき ものが 基督 者のう ちに 潜んで 居る。 萬 事 ：$： な 斯う だ。 

基赞 者の 住む ところ、 其の 接する 人 や 事 は 何にも あれ 皆 遂に 其の 奉仕の 機會、 靈 なる 生活の 道場、 

其の 天 に 再る 入口と なる ので ある。 コ 口 サイの 土地柄、 共の 人情 風俗 は、 基督 者の 祈りと なり、 努 
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力と なり、 種々 の 方面に 於て 改善 聖 化せられ たに 遠 ひない。 

斯て 基督 者は實 に逮 者で ある。 聖者と は 所謂 聖賢な ど 謂 ふ 如き 意味の もので ない。 少しも 疵 のな 

いものと なった と 謂 ふこと ではない。 若し 完全なる が 聖者なら ば、 ： 人と して 聖者と 謂 はれ 得る も 

の は 無から う。 バウ がコ ri サイの 基督 者 を 聖者と 稱 したの は、 彼らが 耶穌 基督に 志 を 運び、 其の 

救に 歸 依し、 其の 恩寵に 感激し、 共、 3f に與 し、 其の 事 に 味方し、 共の 道 を 舉ぴ、 ^れる 世と 戰 

ひて、 "潔なる 生活 を 修め、 祌の國 の 公民 を 標榜して、 其の 旃 幟 飽くまで 鮮明な らんこと を 期待す 

る ものと 之 を 認めた ので ある。 甚督に 於け る 共の 生命の 全部 を 神の 川に 供し、 身 を も 魂 をも献 ぐる 

の 赤誠 を懷 くも の が 違 者で ある。 己に 其の 志斯 の 如くで あるならば、 首 行 思慮 も 愈 々美しく：.^ し くな 

るべき 箸で ある。 身 を 聖別して 祌に献 げたる 人 は、 何所か此の^のものと3;^ハって居るに相遠なぃ。 

また 日 を經る ほどに 其の 特色が 益々 鮮明に なって 來る。 聖者 は 樂フラ ン シス ゃ聖べ ルナ ルド の 様に 

世 を 拾て、 { 欺 を 出で、 殊更に 修道院 生活 を營 むの 必要が 無い。 コ サイの 都市に 住み、 基 1!;: 者た る 

の 責任 を 全うせん こと を心懸 るなら ば、 俗界 即ち 修道院で ある。 五 パ蠅ぃ jef を 忍び、 浮き世と 戰っ 

て 之に 勝ち、 之 を 基督の ものと 爲す こと を 努め、 克己 鍛煉、 • ト字 架を负 ふの 修養 懈 りなく ば、 市井 

,  われわれ 

の 人と して,^: 者と なること が出來 るので ある。 コロ サイの 基督 者が^ 者で あり 得た こと は、 吾人の 

勵み である。 各自の 境遇が 好き 道場で あるから、 感謝せ ねばならぬ。  一 


四 兄  弟 

基督 敎は 孤立 を 忌む。 衆と k もに する が、 其の 持 前で ある。 兄弟 團に加 はりて 其の 靈 魂の 救 を 全 

うせんと 欲する ものである。 三人 行へば 吾が 師必す ありと 支那の 聖人 は 言った。 三人と は 誰々 であ 

るか。 一人 は 我で ある。 他の 二人の 甲 は 善人で、 北ハの 乙は惡 人で あるか も 知れぬ。 善 は 之 を び、 

： 惡は之 を ili- つる。 斯くて 三人 行へば 必す 吾が 師 ありで ある。 一 つ 葡萄の 樹の 幹に 屬 して、 互に 其 枝 

たるの 關係を 全うし、 綏^^な竹樂相扶け相慰め、 相携 へて 道に 進み、 國結 一致して 世 を 救 ひ 民 を濟ふ 

の 事業に 常る のが 基督 者の 本領で ある。 二三 人 築る ところに は 我 も 共に あると 主 は 仰せられた。 兄 

* 相 親し む^に 主に 兑 ゆるの 機 八 1: が 1;^ も 多く 兑 出される であらう。 ：；；：^ 仰の 精： t 流通し、 祌の 子た る 

の 趣味と 志と に滿 てる 兄笫團 の！^ 圍氣の 巾に、 ^I!" は： 15- 出され、 其 生命に 接觸 する 機，^:: は與 へら 

れ、 の 恩 化に 沐浴す る 事が 出來 るので ある。 ぺ ンテ コ ス テは百ニ十人の兄^^^關が耶穌の十字架 

と 北 ハの役 とに 心 を め、 祈りに 一致して 居る うちに、 天よりの 鍵 火 衆の 上に 降った 事！：； である。 

基^ 敎は架 徒の 交り をん： 1： とぶ。 基督のう ちに ffiig- るが 基叔 M 者の 生命で ある。 斯の 如き 兄^ 團の關 係 

は、 眞：. の デモ クラシ， I の S 礎で ある。 智愚賢 不肖 も、 贵きも 卑しき も、 如何なる！：： でも 人穩で 

も、 基餐に 於て は if 兄 * で、 祌の 前に 差別がない。 同じ 恩寵に 浴す る 同胞で ある。 コ ti サイの 都市 

にピ レモンと いふ 紳士が あった。 彼 は 家に 多くの 人 を 使役す る资康 家で、 基督の 道 を 信じ、 之が た 
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めに 種々 カを盡 した。 其の 家に ある 敎會 とい はれた 程で ある。 

バウ 11 が 『繭の 家に 在る 敎會』 といって、 之に 其の 書簡 を 宛てた 位で ある 妻の アビ ャも熱 信なる 

11 人であった。 其 子 アル キボも バウ ti の同勞 者と して 共に 戰に從 事した ので ある。 其の 家に ォネシ 

乇と いふ 僕が ゐた。 彼 は 不都合な を 働いて 逐電 をし、 流れ 流れて 羅 馬に 落ち行き、 測らす バウ II 

にき-^ ひ、 其の 敎訓 によりて 信仰に 人り、 以前と は 打って 變 つた 人に なった。 彼 はパゥ 口に も 便宜 

を與 へ、 舊主 にも 利益に なり 得べき 人物と なった ので ある。 信仰の 力に 依らば、 人物が 斯の 如く 變 

化. U る AAJ も 出来る。 バウ 口 は線拽 の？ i にォネ シモを 傍に 置く を 便利と した けれど、 道の ために も、 

ピ レモ ン のために も當 人の ために も 之 を 留め m はく は宜 くない。 寧ろ 彼 をして 故主の 許に 歸 らしむ る 

に 若 かすと 考 へた。 そこで 新約聖書に 存 つて 居る ピ レモン 書 を 添書と して、 ォネシ モをコ 口 サイに 

歸還 せしめた ので ある。 寶際的 基督 敎 倫理の 敎科 書と して 最も 適 當な讀 物で ある。 ォ ネシモ は奴隸 

の 如くで なく、 奴隸に 勝りて 兄弟の 如く 待遇 はれた ので ある。 ピ レモ ンは 肉に 由 りても 主により て 

も 之 を 愛すべく、 其の 恩師 バウ a を納 るべ く、 切に 勸吿 せられて 居る。 

ピ レモ ンとォ ネシモ との 關係は 基督に 於け る 同胞の 標本で ある。 無論 主 僕の 151! 別 を 無視し、 我儘 

ゃサ ボタ アジの ロ實 として ピ レ モ ン 書は讀 まるべき もので はない。 ォネシ 乇は 故主の ために 益 ある 

勤務に 從 事すべく： ICS せしめられ たので ある。 彼 は 前非 を 後悔し、 全く 改まった 人 問と なった の 

で、 =® だ 中 3g な、 信用せられ 得べき 资格 ある ものと 認められ るに 至った ので ある。 凡そ 基督 者はビ 


レ モ ンの 如き 家の 主人で あらねば ならぬ。 信仰な き は 如何に 惡 主人であって も、 基督に より 忽ち 

翻り、 宽：^！^で慈愛の深ぃ家長となる事が出來る。 ォネ シモの やうな 不忠の 僕で も 善良な 奉公人に 變 

り 得る ので ある。 語を換 へて 謂へば 主人 ピレ モン も、 僕ォネ シモも 聖者で ある。 聖者の 光は斯 くの 

如く 勤務 ゃ勞 働の にも 輝く。 此ら兩 人と も赏に 『コ 口 サイに をる 聖徒、 基督に ありて 忠實 (信用 

され 得る の 窓) なる 兄弟』 であった。 

吾人 は 基督に ありて 聖者と なり、 五に 兄弟と なり、 何事に 懸けても 當 になり、 如何なる,^ 任を托 

6 め 

せられても 差 支な き 資格 を 供へ ねばならぬ。 努 仕事に 無頓着で、 放慢 で、 怠業の^ などに 囚 はれて 

はならぬ。 

(1 九 二 〇 年 e: 、五月) 
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信仰生活の 大要 

宗敎は 神に 寧 ふる 道で ある。 ぁらぬ方に迷ひし^„打を祌の正しき？^^に返すのが共丄督敎でぁる。 此れ 

は 入 類に 取って た 必" 嬰な ことで ある。 旅人が 山路に 行き 惱んで 居る とき、 遙か 彼方に 一軒の 氷 を 

認 むるならば、 氣も ら 男み 立ち 早く 其 所へ 迎り 着いて 安心した いと 切りに m 心 ふで あらう。 これが 

人の 宗敎 に對 する 心 持で ある。 山に 行き 惱 みて、 途方に 暮れた 旅客の やうに 天 を 仰ぎ 祌を慕 ふて 救 

を 求め、 何とかして 心 を 安んじ、 カを與 へられた いと 切りに 顿ふ。 これ 人に 宗敎の 必要なる 现 出で 

ある。 然し 旅人 は 山巾遙 かに I 軒の { 豕を兑 て北ハ 所に 行きたい と つても、 共 所に 誰が ci^ るか、， 如： 1： 

いふ 待遇が 我を俟 つて 居る かと 云 ふこと が 判然らぬ とまた 一 つの； -湫懸 りで あらう。 山賊の 梭{¥ であ 

つて は： K だ 困る。 行き着きた いのは 山々 である も 先方に 何が 居る か ピ：： m 懸り である。 然し 遙か 彼方 

の 家が j: 一  1-1: らん 自分の 親の 家で、 父母が 子 を俟ち 極々 の 饗應の 準備 をして 居る ので あると 解れば、 

疲れ も 忘れ、 今まで は 息 も 絕ぇ絕 えに 歩み も 逸まなかった が、 急に 足 取 Di.  く阪ゃ 5；； を 躍り 越えて ど 

ん/ \ 駅 けて 行く であらう。 

斯 くの 如く 人に は あの 家に 迪り 着きたい、 神が 欲しい、 宗敎が 欲しい 信仰の 道 を 歩みたい と： K ふ 

願 は あるが、 たピ. 其れ だけで 亦 上の 方に 應 する もの 無くば 張り合 ひが 脫 ける。 宗敎は 人に は 必要で 


あるが 祌の 方で は 如何で あるか。 此方に は必耍 であるが 上の 方で は 何と 兌ら る、 か。 來る もの は 担 

まぬ、 去る もの は 追 はぬ と 云 ふ 位の であらう か。 IPX の：： 仰す る は祌の まる、 ことで ある や 否 

や。 之が a め 祌は何 か 特 別に 爲 された ことで も ある や や。 これ は大は 題で ある。 これが 解る と 解 

らな いのと は、 ：：： 仰 生活に 氣乘 りが するとせ ざるとの 分れ n であろ。 彼方の {, ^に 父母が 待ち 臥れ 

て 居る と 解れば 身の 疲れ を も 忘れ て どんく 行く ので あ る 。 終：： 1： 祌が人 を 如何に らる るか 必要 

であるの みならす、 亦祌の 切に 望まる \ こと、 北 ハの 深く 求めら るると ころで あると する が 共」 

である。 然 らば 如何なる 现 出で 神 は 吾人 を 迎 へられ、 吾人の 信す るに 至る を 深 くれ-.！ んで 居られる と 

云 ふか。 之に は 々^が ある。 銜く考 へねば ならぬ 理由が 數多 ある。 然し 今此 所に は 共の 幾つ， を 

^へ 上ぐ るに 止める。 

祌は ，：nl らを现 はさす に は 居られぬ 方で ある。 れん 坊 をして 鬼に：： S 出され、 ^々出て 來る やうな 

もので はい。 人に 發兑 せらる \ まで もな く 自ら 進んで 現 はる、 御 方で ある。 故に 祌は 一一 一一 〔である。 思 

ふ MJ-. ム はぬ は 股 ふくる X 業な りと は  一 適切に 神に 當て 嵌る 說 である。 神 は H に E め ふ CJ を 述べす に 

は 居られぬ 御 方で ある。 常に 種 々の 御 話が ある。 人が 信仰心 を 筋す の ももと-,^ 祌の御 fn より 起る 

ことで ある。 先づ祌 より 御聲懸 りが あって、 之に 御 挨拶 を 中 上ぐ る 様になる のが I ^仰 心で ある。 決 

して 隱 れん 坊の やうに S れて 居た まふ 祌を兑 出す ので はない。 人 は祌に 促が されて、 共の 御名 は 何 

と SI は しめられ るので ある。 之 を 問 はねば 止まれぬ やうに 仕向けられる。 約 翰 傅 ti^ 叫 を兒 ると、 
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『眞 の拜 する 者 靈と眞 を 以て 父を拜 する 時き たらん。 今 その 時に なれり。 それ 父 は是の 如く 拜 する： 

者 を 要め 給 ふ』 と ある。 祌 はた ビ 茫然 俟 つのみ ならす、 自ら 進みて 切に 求む るので ある。 神 は 實にー 

斯る御 方で ある。  .  一 

羅馬 第 八 章 を 見る と 萬 物の 成 行、 其の 現今の 有様 は廣 みの 苦 をして 居る と說 いて ある。 何 か 善 

きもの を 生 出さん として 旣 に產氣 づき、 苦しみの 最中なる が 世界で ある。 斯く考 へる と^ 界の 藤史ー 

が 頼 母し くなる。 玉の 如き 子 を 庵む 爲 めの 苦み と 云へば^ 合が ある。 世界の 勝史旣 に斯の 如き もの 一 

であれば 吾人 も 之に 對 して 何 か. (H: 獻 せねば ならぬ。 寧 自已も 如何 かならねば ならぬ ので ある。 何 を 一 

爲 すべき か、 如何にすべき か ビ問题 となる。 斯 くの 如く 吾人 は 世に 志を懷 き、 何 か 働きたい と 思 ふ 

ので ある。 此の 志 は 人の 方より 云へば 自分の 懷く 志ゃ现 想で あるが、 神の 方から： れば 人の 前に 高； 

く 目標 を 招げ て 吾人 を麾 き、 此 所に 來れ、 此 所まで 進め、 汝ら をして 斯 くなら しめんと する が 我が 一 

意志で あると 云って 吾人が 促が さるる 如き もので あらう。 志 や 理想 は祌の 方から 豫め御 示しになる 

i 

KI であると も考 へられる。 結局 神が 吾人に き 事 を 申し出さる るので、" 神の 御 提議で ある。 人の 志 一 

ゃ现想は斯く^！^？へることが出來る。 また これが 本 當の考 へ 方で あらう。 哲擧者 は 上な き 命令と 云 あ 

こと を 云 ふ。 良心の 聲は祌 の御聲 である。 結局 神より 吾人に 御 申出が ある、 御中し 聞け になった と 一 

いふ ことで あらう。 下らぬ こと をして 居る ものに 對し、 それで は 不可ぬ。 しかし 云々 の點 まで 進め 

と 云 ふ 思 召 を 降 へ ら るるので ある。 


加 之、 祌は事 へらる X 御 力で ある 宗敎は 奉仕の 道で ある。 此の 講 Wi より.^ した こと も あると 思 

ふが、 或る 佛！： の舉 は、 『自分 は人逬 を宗敎 として 人に 事へ るが 志で ある。 基 脊敎の 如き 宗敎は 信 

ぜぬ。 基督 敎の祌 は-似く、 大きく して 人の 方から 手俾 ふこと は出來 ない。 然るに 我が 宗敎は 人に 事 

ふる 道であって、 手 傅 ひの 餘地も あるから 張 合が ある』 と 云った。 然し 變な 申し分と も即 える か 知 

れ ぬが、 人は祌に^？^-へ て役に立たねばならぬ。 役に立た ぬと あれば 生き甲斐 もない。 前述の 佛！： の 

峯 者が 敎の祌 は 人の 方より 手 傅が 出來 ぬと 云った の は 誤りで ある。 共 i 督敎の 祌は實 に 御手 傅 ひ 

の 出来る 祌 である。 犬 地の 化 宵に 與 からせ、 其の 改 透に 就いても 御 奉公の 餘地 ある やうに 總て を： ii 

組んで ある。 人 をして これに 參與 せし むる が祌 の經綸 である。 

然し 神の 經綸の 巾に あって 役に立と 云 ふに も 種類が ある。 電氣 ゃ蒸氣 など は自覺 なくして 機械的 

に 役に立て 居る。 同じく 道理 を辨 へて 居る 人 問で も、 神の 經綸に 與る氣 でな く、 た^ゃって 一 山 W 

けようと か、 名き のために 戰を 起さう とか 云ふ氣 でした ことが、 毒藥 變 じて 藥 となり、 却って 祌の 

御 役に立つ ことに 至る 場合 も ある。 今回の 大戰も 世界の 進歩に 役に は 立つ であらう。 イス カリオ 千 

の ュダは 耶穌を 十字架に つけた。 然し 其の 結 は 世界の 藤史に 非常な 力と なった。 斯 くの 如く 御 役 

に 立つ にしても 種類が ある。 然し 宗敎は 今 云った やうな もので はない。 祌の思 召を畲 得し、 其の 御 

意 を 解し 得て 之と 共鳴し 同情し、 身を獻 げて盡 くす ので ある。 意識して 譯の 解った 御舉 公を爲 すの 

が宗敎 である。 
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家庭の 專に 就いて 之 を 見れば、 此の 點 がいよ./ \ ^瞭 になる であらう、 主人が 非常な 精力 家で 一 一 

から 十 迄 S 已の考 通り 切 廻 はし、 下女下男 など は 機械の 動く 如に 働いて 居る。 家事 も s、. 務も、 规則： 

正しき ii 巾の 如く、 秩序 嚴な 兵營の 如く、 寢食 ゆ-臥 萬 事 規定に 從 ばざる を 得ざる 監 S の 如くで ある 

ならば、 總 てが 主人の； お ^ 志の 儘で あるから、 心地好 さうな 苦で あるが、 然 うは 行かぬ。 其の 人格 を 

理解し、 北ハの 趣味 や 計畫に 同情し、 樂 しみ 喜んで、 其の 仕事 を g," 任す る 妻 や 子がないならば、 縱令 

何 稗 用が 足りても、 技師が 其の； 述韓 する 機械の 中に 二六時中 滿 足して 住んで 居られぬ と I 般、 §. 

生活の 寂 家 一に 堪 へす、 顿世氣 分に 襲 はれざる を 得ぬ であらう。 天地萬物は祌の^;仏志のま--に述轉し_ 

て 居る。 攝现の 妙 川 は、 終始 U 只、 豫{ 止の 目標に 向って 進みつ- - ある。 惡 人と 雖祌は 彼の 逆 を 川 ひ 一 

て、 自己の 光榮を 顕彰 せらる るので ある。 前に も 謂った 通り St 藥も藥 となる 場合が 遞々 ある。 斯 0 

如く 萬 物 は 機械的に 働いて 神の 用 をな し、 人類 は 不用意ながら、 神の 事 1.^. に 貢献し" 惡 逆の 徒 も、 一 

逆に 世 道の 發 逢に、 や：？ 與 する ことが 出來 る。 然し 斯の 如く 事 ふる 者の みに て は、 夭 地^だ 寂寞で あ： 

る。 其の 問に 祌の聖 匕 "を 理解し、 共の；^ 畫を 喜び、 其の 終局 を樂 しみ、 獻身 犧牲、 之に 從事 する がー 

卽ち 神の 子た る 者の 心得で ある。 神 はか A る 種類の 奉仕 をな さしむ るの 餘地 ある やう、 天地 を 糾織ー 

し、 人生 を經營 せられる ので ある，。 世界 をして 科 舉者ゃ 唯 物 者の 取扱 ふ 機械的の もので なく、 兵營ー 

の 如く、 監獄の 如き もので もな く、 自. S 意志に より、 樂 しんで 獻 身す る舉 仕の 行 はるる ところたら 一 

しむる が、 神の Ei3 召で ある。 是れ 即ち 宗敎 の存 する 所以で ある。 然る を强 いて 無 宗敎の 立場 を 幼 守； 


い nA 

し、 祌 なく Js-^i なき 世に 住む ことに？ i 足せん と 欲する は、 た 道理な きこと である。 おし 不 心！？^ な 子 

があって 親の 家 を 旅館 か 木賃宿の 如き ものと： S なし、 ^たしきは旅の恥は拔^^てとせ！：はんばかり の 

所業 を敢 てし、 若しくは 之 を 兵營か 監獄の やうに 心 iS: て： るなら ば、 何人も 共の 無-近 を 非難す るで 

あらう。 然し 無宗敎 が、 其の 赏 之と 異ならざる 惡事 である こと を、 る^の 少なき は t$ だ 解し 難き 

殘念千 萬なる ことで ある。 

神 はまた 吾人に！ S1 々の もの を與 へ、 ^に； H 送り をして 下さる。 五：： 人 は 35： 〈に 身に 餘る 幸福 を 受けて 

居る。 然し 祌は 物を與 ふる を 以て 滿 足せられ ない。 ，n らを捉 供 せらる るので ある。 人 は 神に 於いて 

生く る爲に 生きて 居る ので ある。 祌の 賜物の みに 滿 足し 難く、 祌 御，：： を 得て 満足す るので ある。 

神 1W: 身が 露の 食物で ある。 に 於いて 深く 味 ひ 知らる る 此の 食物 は 『汝ら の 知らざる sr』 であ 

る。 祌は 物を與 へらる るの みならす、 o らを 提供 せられて 居る。 吾人 は 物を贳 ふの みならす、 その 

W 後に S める 心 を 味 ふこと が出來 る。 否 祌を味 はふ ことが 出來 る。 祌を樂 み 有ぶ が 人 問の 口 的で 

ある。 神 を 愛して 初めて 眞の滿 足が 生す るので ある〕 祌は 吾人に. HM らを推 一 腐せら るるので ある。 こ 

は 深く 物事 をお へるならば 成程と 感ぜられ 得る 點 である。 心なき 身に も 哀れ を 催 ふし、 現在の 有様 

あこが 

に 不滿を 感じ、 料理屋な どより 運び 來る ものに 飽きながら、 尙ほ 天よりの ものに 愤れ たりす るの は、 

みな 祌が. HI 身に 提供され つ- f あるので ある。 

斯く祌 の 方より 御 申出で があって も、 詰らぬ HJ や 他の物に 屈 托して 唯 物的な 一 文 IE みの 百 S なる 
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生活 をして 居る ものが 多い。 彼等 は 下らない もの を 求めて 祌を 斥けて 居る。 物と 祌 との 兩 方から 促 

がさる る 場合 物 を 取って 祌を捨 つるが 罪で ある。 即ちた^ 世 心にば かり 縛られ、 之に 執着して 神 を 

担絕 する こと を IM: らす、 ；^其不霞なる處置をする^でぁる。 斯く無 察し 来れば 何人に も 罪が ある。 

5 つ 

即ち 路加 傅 第 十五 草に 記せる 失 はれし 羊 ゃ货， 幣ゃ 放蕩 兒の 比喩 は 能く 其の 逯の 消息 を 描して 居る。 

其 所で 人が 本心に 立ち 反りて 人生の 眞相を 悟り、 我が身の 有様 を 顧み、 情けなく なりて、 已の 

の 使命に おらん とする に 至らば、 即ち それが 戮悔、 悔 改めで ある。 此の 時 神の 求めら るる もの は碎 

けたる 心で ある。 碎 けたる 心と はく づ をれ、 哀み、 憂へ、 歎き、 身 も 世 も あらぬ やうに 感 する 心で 

ある。 然し 吾人 は 斯る碎 けたる、； 以て 祌に事 ふること が出來 ぬ。 そこで 祌の子 1*5 督を 見る と、 吾 

人の 持つ ことの 出来ぬ. 心 を 持ち、 實に 罪の ために 歎き 悲しんで 居られる。 罪に 關 して は 全然 祌の心 

を 領解し、 徹頭徹尾 之と 共，^ T して 居られる。 罪の 難題 は 基督と 其の 十字架と に 於て 完全に 處 ii^ せら. 

れ たので ある。 

吾人 はとても 斯る 心： 15； ちに はなれぬ。 i!^ら断の如く罪に處す^c、RJは出來ぬ。 斯うなる と 己が 無能 

力なる を ハ：^ 感 する ばかりで ある 然し 不思議な るかな、 此の 場合 自ら も祌の 子で あり、 罪に 勝てる と 

云 ふ 自信が 十字架の 前に 湧き出る。 其 もた^ 暢氣 な、 向不 見な、 盲 蛇に 恐ぢぬ 自信 力で は 一向つ ま 

ら ない。 唯 基督 を 凝視し、 其の 十字架の 意味に 心 を^め た 結 raK 此 所に 至る ので、 決して 無暗な 穴む 威 

張り をす るので はない。 おのが 罪 を 感じ、 旣に 奈落の底に 陷 りて、 手 も 足 も 出ぬ やうな 念 を 懷く； 


ズこ、 。 ふべ からざる-尺に 迄ます るの 確 はが 生す る 己れ の 罪と： めれ に 愛想が 盡き、 基督と 共の 十字 

f こ あこがれ、 ひたすら 之に 心暮 せ、 f 全く 之に 投 ぜんと 志 ざすに 至る が 信仰で ある。 斯て 

s§?nc. 全く 基督に 身 I ぬるに 至らば、 此 所に 强ぃ 反抗 力が 出て 罪に 勝つ 

こと も出來 るので ある。 浮 i のない ものが S によりて 浮び 上り、 天 に 上れぬ ものが 天に 上れる 

やう こなる。 其：^3敎は^に斯くの如きものでぁる 

(一 九 二 〇 年 八 H:) 


-  二 六 九 

信^生活の 大要 


往事の 贗値  二 七 〇 

往事の 價値 

一 

はたらき  むな  むく ひ 

『なん ぢら、 我等が 勤勞し ところの こと を 虚しく せず、 令： き 賞 を 得ん がた めに 自ら 愼む べし』  ； 

(ヨハネ 第二 書 八) 

はたらき  _ 

『我らが 勤勞 しと ころ を ま-しく する 勿れ』 と 言へば、 餘り 自分の 功勞を 鼻に かけ、 恩に 着せる 氣分ー 

が兑 えて、 いやに 感ぜられた かも 知れない。 共れ で 改譯の やうに 之 を 『なん ぢら が勤勞 きしと こ 一 

ろ』 とした 例 もあった であらう。 なん ぢら已 が 今までの 勞を 徒爾に はすまい ぞと言 ふと、 只 だ 親切 一 

き ざ 

に聽 ゆるの みで、 诀 して 氣 障な 感じが 起らない。 故に チヨ ッと考 ふれば 此所 は， なん ぢら と改 むる 

もっとも  くわし 

方が 道理に 兑 える。 然し 更に 精細く これ を 研究 すれば、 矢張り 前譯の 如く 『我等が』、 として &a き， 

たい 氣 にもなる。 寧ろ 然ぅ讀 むのに 道理 も 面白味 も ある やう だ。 是れは 先方の 人 を もって 已が 同一 

志、 M 勞ぃォ であると 認め、 御 互に 隨分 を 折った ことで ある。 如何 かその 徒 勞に歸 せざる やう 心懸： 

けたい ものである。 ft 方ん しっかり 遣って 下さいと 言った 意味に 解 すれば、 其の 味 ひ ー歷 深くなる 一 

やうに 忍 はれる。 此の S: 翰の 宛名の 主人 ク リアなる 女と 其の ：.^ たち は、 ヨハネと 多くの 苦 勞を分 任 一 

つた 人々 であった らう。 昔 を^びつつ 其の 心 盡しを 多と すると ころから 『なん ぢら 我等の 勤勞 きし 一 

ところ』 云々 と 言った ものら しく 見える。 友情の 深さと、 用意の 懇切なる ことと が、 一 つの 代名詞： 

のうちに 溢れて 居る。 露に 可愛た き 文字で ある。 


同志、 同勞^<;と共に難戰苦闘したとなどを思ひ出すと、 如何しても 其れ を 穴. -し うして はならぬ と 

忍 はせられ る HJ が |g 々ある。 第 一 は 我が 一 倘の 身の上に 係 はる ものである。 ： 五" 人 は 如何にして 今の 

やうに なった ので あるか。 生みの 恩、 養育の 恩、 師友の 恩な ど 思 ひ來れ ば、 ン. - くの 人の^ 勞が 我が 

I 身に 猿って 居る。 粗略 かにして はならない。 殊に 此の 感じの 深き は、 仰 生活の 發 速と 經 過と に 

ある。 吾人が 道に 志し、 疑惑の を 通り過ぎて、 多くの S: 寄 を 排除け、 一進一退、 浮きつ 沈みつ、 

辛 ふじて 現在の 信仰に 達した こと を 思へば、 其の に 友の き、 その 祈り、 ，師の 敎訓、 {ゃ挺 の 人々 

の熱淚 と共に 心盡し をして 吳れた 愛の 賜で ある。 各自の 信仰生活に は 多くの M 勞 者が ある、 今日 あ 

る は 同志の 誠 をせ した^ 晶に 外ならぬ。 寶に思 出での 深き ことよ。 何とて 『初めの 愛』 を 離れら る 

べき。 然 やうな こと は 夢にも 有る まじき！^ である。 已が 素志、 愤發、 苦戰 など を 忘れざる べきの み 

«• ぶれ ひ 0 

ならす、 幾多の问志ゃ同勞^^の淚と祈りとを穴「ーしぅしてはならなぃ道1.-でぁる。 ^仰 生活 を 敝墙の 

如く 取扱 ふ ほど けなき こと は 多く あるまい。 

第二 は、 富士兒 町敎會 のこと である。 明治 十八 年の 秋 も 末つ方、 I  ^ 町なる 或る人の {豕 に その 端 

おうま や だに 

緒 を 開き、 三郞氏 邸の 玄關に 移り、 _s 谷の ffi 家に 轉じ、 一 * 町 四 八 * 地に 小さき 會 《せ： を 建て、 

遂に 現在の 見 町の 食堂に 暫く 落 付いた 今日まで のこと を！！ 顧 すれば、 キ： にあり て 脚勞を 偕に し 

おもぶ せ 

たもの が 茶 だ 多い。 相愛し、 相扶 け、 相 祈り、 共に 倚 道の 戰 線に 立ち、 言 ふ も 面 伏ながら、 相携へ 

て權將 をも拂 ひ、 辛 ふじて 築きつつ あった 敎會 の； 歷史は 貴き 意味 を 持って 居る。 憂き も 苦勞も 2^ て 

往事の 廣値  二 七 I 


往事の iS 値  二 七 二 

は 4^ 謝の 外な き 心地 せらる るので ある。 前に 進み 後ろに 從 ひたる 多くの 新り の 友の 心盡し は、 黄金 

の 鎖 を 以てした 如く、 敎會の 歷史を 貫き その 過去と 現在と を 結び 合 はせ、 旣に 其の I 端 を 永遠の 世 

界に繁 いで 居る 在天の 戰 友も少 くない。 懷 しき 多くの 兄弟 姉妹 は、 彼方の 世界から、 尙も 我等の た 

めに 祈り 繽 けて 居られる と 思 はざる を 5^ ない。 『我らの 勤勞 きし 所 を 虚しく せす、 滿 足れる 報 を 得 

ん ために 自ら 心せよ や』 と 呼ばる 聲は、 現在の 敎會 員の 問に 交換 せらる るの みならす、 天 よりも 嗚 

り 響きて 相勵 ます ものの 如く 感ぜられ るので ある。 九 侬の功 或は 之 を 一 篑に缺 くこと もや あらん。 

i し 兄お  1 に II ぐと も；. -に足 を 洗 ひて、 長短 相補 ひ、 緩急 相應 じ、 祈りに も 努力に も 相 提携して、 

その i ち 足れる 報 を んと こそ 企つべき である。 何れの 敎會 にても 其の 會員 たる もの は、 ^この 精 

神 をお つて 居らねば ならぬ。 

第三 は、 日本 基督 敎 きのこと である。 今年 は その 創立 滿 五十 年を迎 へたる ことと て、 本敎 會も來 

る 日曜日 (一一 一一 を 以て 之が 記念 禮拜を 行 ふ 手順に なって 居る。 今 愛に そ の歷史 を縷說 する はな 

い。 然し 記憶すべき は 其の 創立が 明治 五年舊 五月べ ンテ コ ス テに關 する 説敎 と、 其れに 基いた 祈禱 

の 問に 運んだ ことで ある。 未だ 洗禮を 受けざる 多くの 靑年は 其のと き 驚くべき 靈感に 打 たれ、 吾 も 

吾 もと 祈り をした。 斯く 始まった 日本 基督 敎會 は、 信仰に 於て 福 昔 的で、 而も その 信 條は單 純で、 

寬 の 精祌に 富んで 居る。 外國の 宗派に 屬 せす。 獨立 自治なる を尙 び、 秩序 ある 代議制度に 據 つて 

^會を 組織し、 ^^^！の精祌に富み、 學を 好み、 力と 深さと に 向って 心 を W ひっつ ある 敎職を 有し、 


澄然 社.^ ie?.* に沒 頭して 共の 91〉： 的 本領 を 失 ふこと なく、 世俗的の 富ゃ權 力と 結 托したり、 官憲に 使 

役 せらる ろ こ. V を IS しとせ ざる 氣風を 重んじ、 眞 面目に して 廣吿 的なら ざらん 事 を 期す る圆髄 であ 

つら だまし ひ 

る。 默 示 錄の語 を 借りて 言へば 日本 基督 敎會の 使者、 即ち その 人格、 風釆、 その 面魂 は 資に斯 の 如 

き 者で ある。 日 木 si!^ 敎會は 多くの 短 處を冇 つて 居る。 然れ ども 斯の 如き 素質 をお する 日本^ 督敎 

舎の 使者 は、 甚だ 愛らしく m 心 はれる ので ある。 然るにても 日本 基^ 敎會に は 多くの 誘惑 や 危險が 伴 

つて： lig る。 その 解決 を 要する 難題 も少 くない。 其の 滿ち 足れる 報 を 全 ふす るが 如き は，： s^=^ の 業で な 

い。 北ハの 五十 ハ牛 の應史 を 作る に は、 多くの 兄弟 姉妹が 心血 を灑 いだから である。 みな 彼らの 镇牲と 

祈りと に充 ちた 勇 戰の結 rai^ である。 『なん ぢら 我等が 勤勞 きしと ころ を 空く するな かれ』 と 一一 H へる 

語の 最も 適切なる を覺 えざる を^ない。 來る 日曜日の 記念 禮拜 において 吾人 はこの 责 任の 感ぉを 深 

からしめ、 信仰生活 において 新たなる 鹿 島 立 をせ ねばならぬ。 

(一九二 一年 一 〇 3T) 


往事の 價値  -  二 七 一 11 


微； なる 信仰の i> にて  二 七 K 

微弱なる 信仰の ま、 にて 

『其の 子の 父た V ちに It を あげ、 淚を 流して 曰 ひける は、 主よ、 我れ 信ず 我が 信な きを 助けた まへ』 

(馬 可傳 九の 二 四) 

みすが た 

此の 章の 首に 基督、 山上に 聖容の 變られ た事寳 が 記されて 有る。 是は 海拔約 一 萬 尺の ヘル モンの 

峰 \ ^あつたで あらう。 山 高く、  t 湫淸 く、 天 近き ところ、 唯 三人の 弟子の みを携 へ、 世 離れ をして、 

其の 前途に 横 はる 受難、 ；. K の 父の 聖皆、 祌の國 のこと などに 思 を 能め、 祈に 餘念 もなかった とき、 

主の 光榮が 輝き 直った ので ある。 律法の代表^<?として、 イスラ ヱルの 逮阈？ ^モ ー セと、 豫曾 ¥ ^の 側 

から ユダヤ： トー 1： 改造の 首 i; 者 H リャ とが 現れて、 基督 は 史的 機 承の 出 緒 も 正しく、 實に 前代の 理想 

を{ 元う せらるべく、 人類の. M 史を 新なる 線路に 轉 じて、 簽 光灼然 なる 神の 榮を實 現せし むる 祌々 し 

き 人格で ある KI を 明に 顯 はした。 浙る 環境に ありて は、 信仰の 發生 する も、 せ、 の熟逮 する も、 

難 i6 であるべき 道理の なき である。 總 がすら，/ \- と 進むべき 順序で ある。 三人の 弟子 は豫 

ねての 修養 S 鍊を 積みた る 上に 此の 環境の 間に 立った ことで あ るから 其の 魂 は 雲 を 得た 龍 の 如 

く大に 飛躍すべき であった が、 H 、の 結 菜は然 ほどに は往 かな か つた。 中に もべ テロ は 三つの 廬 

を 造らせた まへ と、 頗る 脫 線した 提議 を 試みた。 彼等 は 登山の 疲勞 にも 原因した であらう が、 路加 


傅に はいたく^ つたと 記載て ある。 惚け^で 深き 仔細の 解らぬ の も 怪しむ に 足らない。 a の 山 も 

穴 r; 手で 降りる やうな ことになる。 環^と 心と 順應 せねば、 モ ー セゃ H リャ が顯 はれても 甘；、 の 甲斐が 

ない。 

其に しても 山上 は 信仰生活の 爲には 好き 環境であった。 然し 龍 は 之と 異な- 0 て、 信仰の 進みが 

順調に 述び 難い 有様であった。 耶穌 及びせ ハの 三人の * 子の 登山の 後に 淺 つた 述 中に 思 も 懸けぬ 難題 

.  ごふび？ -5 

が 湧き 卜： つた。 一 人の wfr 業病に 忠んで 居た 其の 子を携 へて やって来た。 即ち 物 首 はぬ惡 鬼に 憑れ た 

と稱 され、 發 作の 時には 倾跌 され、 沫を 吹き、 齒を 切み て 疲れ つると いふので 手の 着け やうな き 病 

人であった。 父 は 耶穌の 弟子に 何とかして 之 を 救ユ" せんこと. を 懇願した。 ところが、 * 子逮は 全く 

力 及ばす、 施すべき 術 も 知らす、 唯 面目 を 失 ひ 呆氣に 取らる k のみで 餘所 HI にも： S だ 笑止 千-成で あ 

つた。 親 は 親み の 綱 も斷れ て、 失望の 歎息 を 漏らして 居た。 周 園に 集った もの ども、 殊に 例の^ 者 

ともがら 

たち は 得たり 賢し とば かりに、 耶 穌 と 其 徒と に 冷嘲 熱 篤 を 浴せ かけ、 之 を 取り ひしがん も 此の ー擧 

や  ごまかし.？ の 

にあるべし- U 频に包 園 攻擊を 試って 居た。 彼等 は n 々に、 『常の 廣肯 にも 似ざる 欺瞞 漢ょ、 い 1" 藥の能 

害 ほど もな き 山師 かなと 叫んだ であらう。 侮蔑の 色が 其邊に 漲った。 病人の 親 は 愈々 弱り Ei^ て、 心 

を 疑 ひの 雲に 鎖され て 途方に 暮れた であらう。 斯る狀 態の もとに は 信仰の 發生 s だ覺 つかない。 霜 

害に あった 草木の t 牙と 同様にな るべき 恐れが ある。 斯る ところに 耶穌の 一行 は 山から 降って 來れ 

た。 之が ため 模様 は總て ー變 して 來た。 旭日が 照し こんで 魑魅魍魎の 消え 失すべき 場合と なった。 

微弱なる 信仰の ま、 にて  二 七 五 


微 「lf なる 信仰の i  、にて  二 七 六 

父 は 其の 子の 病 狀を陳 ベ、 且つ 謂った 『爾 若し 爲す こと を 得ば 我等 を 偶み て 助けよ』 と。 彼 は 其の 

信念 を 殺ぎ 減らされて、 僅かに 萬 一 の 僥倖 を も 頼み 難く 感 する ほどに なった ので ある。 水に 陷 つた 

もの は藻搔 けば 藻搔く 程ます く 溺れる。 全く 土左衛門 になり 了した やうに 唯 だ 靜に體 を 水に 任せ 

まさ  - 

たなら ば、 容易に 浮いて 助かる ので ある。 信仰の 必要 も 正しく 之と 同じ ことで ある。 疑 ひ 惑 ふて 

七轉八 倒し はとても 不能ぬ。 深く 信任して 懸ら ねば 何事 も 本當に は出來 ぬ。 病人の 親 は、 其の 子の 

體の 中より 悪鬼ぐ， -驅逐 せらる、 よりも、 先づ 自己が 心の中に 蟠 まった 不信仰て ふ 惡魔を 退治せ ねば 

ならない 順序であった。 

故に 耶穌は 彼に 『汝 若し 信す る こと を 得ば 信す る ものに 於て 爲し能 はざる ところな し』 と 曾 はれ 

た。 問題 は 耶穌の 方に あるので はなかった。 全く 彼の 方に あつたの である。 耶穌の 能くせ ざるので 

はなく、 彼の 信ぜざる のであった。 彼の 疑惑と 不信仰と が 子の 救 はれる 邪魔に なって 居た ので あ 

る。 恰も 神の 力が 親の 不信仰に 礙れ て、 子の 體に 及び難き 有様であった。 

親 は 之 を きて 忽ち 後悔の 淚を 流し、 聲を 放ちて、 『主よ 我れ 信す 我 信な きを 助け 給へ』 と 哀願し 

た。 彼 は 己が 不信仰に よりて 子 を 誤らん としたのに 心 付きて、 實に 恐れ入り、 誠意 を 傾け、 切に 耶 

穌に 頼り りて ま、 の 信仰 を吿 白す るに 至った ので ある。 其の 言 は 如何なる 意味で あったら うか。 彼 

は 信じて 居る と斷肯 した もの X、 自ら 省れば、 薄志弱行で、 其の 信仰の 首 ひ 甲斐な きを 覺 へて、 更 

に 其の 信仰の 强 めら れんこと を 求めた ので あるか。 其の 信仰の 强 めら る.^ にあら ざれば 愛する 子 も 


救 はれぬ であらう と 思って 斯くは 哀しみ 求めた ので あるか。 微弱なる 信仰 を强 めら れんと 欲せば、 

誰も^ 接耶， g に 顿り縱 る ほか 其の 途 がない。 或は マイヤ ァゃ ヴァイス 等の 註した 如く 我が 俗 仰 lln ふ 

に 足らす 寧ろ 不信仰で あると 4 一：； はねば ならぬ 次第で あるが、 其れに も 拘らす 我が 子の 病 を 救 ひた ま 

へと肯 つた^ 味で あるか。 何れにしても 大差 はない。 じと ころに 歸^ する であらう。 然し後^^の 

面. E 味が 優る やうに 感ぜられる。 彼 は 信仰^ 無の 献 態ではなかった。 然し 甚だ 未熟で、 ：f めて 微弱 

なること を G! 覺 して 居た。 然し 之が ために 一先 づ 退いて 其の 信仰 を埒 進す る こと を り、 而 して 後 

更に 耶 の 救 を 求むべし とい ふ に はならなかった。 1;- 仰の 微弱なる ま k で、 現在の 有り 狀で、 あ 

はれ 我が 子 を 救 ひた ま はれと 願 ひ 出で たので ある。 彼 は 其の 信仰の 天 晴れな ものになる の を 待つ ほ 

ど、 暢ん氣 になり 得なかった。 其の 子の， は餘 りに 切迫して 居た。 其、 の 救 ひ を 求む る こと 餘 りに 4. わ 

であった。 耶穌の 好意と 其の 力と を賴 もしく 思 ふ 心が 餘 りに 熱烈に なって 來た。 彼 は 不信仰と も 謂 

ひつべき K の 簿 弱なる 信仰 を 提げて 推參 し、 哀願して、 實 に 押し 强く 行っての けたので ある。 此處 

に 其の 赤誠 を 認められる。 薄弱なる ま A で 頼った 彼の 信仰 祝福され、 其の 子 は 恐るべき 業- S を も 救 

はれた。 『耶穌 其の 手 を 執て 扶 しければ 彼た てり』。 

吾人 今！ n の 場合 も 亦 之と 間 じこと である。 各自の 信仰 狀態も 傅 道の 事 梁 も、 ヘル モン 山の 麓に 於 

むかし  さながら 

ける 往昔の 此の 物語と 相似て 居る。 吾人 は 宛物赏 はぬ 惡 鬼に 憑かれた る靑 年の 如き 欽態 である。 祌 

の 一一 n について 謂へば、 啞も 同様で、 假令物 を 一一 一一 ：！ つても ®_ 魂に は 徹底し 難い。 病的なる 精 祌狀態 は 他 

微；？ S なろ 信仰の i>- にて  二 七 七 
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人に も已 にも 遞失 を與 ふるのみ である。 傅 道 を 企て、 社會 的に も 世 を 救 ふべき m: 的 を もって^々 

の 事業 を計畫 して、 奔走 盡カ 到らざる ところな く、 『遍く 水陸 を 藤 巡り 一 人 を も 已が宗 ^1曰 に 引 入れん 

とす』 と ある 如き 概が ある。 然れ ども 傳 道の 勢力 人の 心に 深く は 貫徹せ ざる やうに； 2- 受けられ、 勞 

多くして 功少 く、 自ら 省て 忸怩たる もの あり、 他所！ n にも： S だ贫 弱に 感ぜられて ili^ るで はない か。 

『夫れ 福 ー货 は 信す る もの を 救 はんとの 神の 力な o』 と あるが、 我等の 俾 ふる 福 背 ro^ して 祌の 力の 如 

く 世に 著 はれて 居る か。 あるひ は 世人の 目に は 是れ與 し 易き のみと 见 えて 居る ではなから うか。 麓 

ると 

の 失敗に 額 色 を 失 ひし 弟子 どもの 如く、 外の 批評に 避 易して 呆然 自失の 狀態 ではない か。 斯る 場合 

に 於け る 信仰生活 は 意氣： j^r た 振 はす、 僅に 其の 旣に 得た る 地歩 を 保ち 得な ば 僥 俘で ある。 恐らく は 

其れ を も 失 ふに あらす やと 氣遣 はれる。 有つ ものに は與 へられ、 冇 たぬ ものよ" は、 其の 冇 つもの 

あげ 

を も 召し 奪ら るべ しと ある 如くで ある。 麓 は 吾人の 信仰生活 にも、 敎<1:： の發 達に も 不利なる 環境 

である。 

然れ ども 此處に 於て 吾人 は 山上の 光景 を 思 ひ 遣らねば ならぬ。 其の 環境に 身 を も 敎會を も 投じた 

て— ハ たらく 

きもので ある。 幸に して 耶穌 斯る狀 態に ある 吾人 を訪 はせられ、 この 爲體 何事 ぞ やと 尋ねた まふ。 

從來の 經驗に 厩 倦みて 意氣 消沈せ る 吾人 も 彼の 麓の 父の 如く 『爾 もし 爲す こと を 得ば』 と^だ 心 も 

となげ に 一一 一一 I！ ひ 出 づる狀 態で あらす とい ふこと を 躊躇せ ねばならぬ。 吾人の 疑惑と 不信仰と が 祌のカ 

の 運^ を 妨げて 居る かも 知れない。 此處に 於て 主の 御聲が 吾人の 鏤 魂に 饗く。 『爾 もし 信す る こと を 


得ば 信す る ものに 於て 爲し能 は ざ る となし』。 其處 で 各自の 信仰 大 に $r 進し て、 るに 足 る の 狀％: 

に 遠す る を 穴 二し く 待つならば、 是れ 『直に？ i を あげ、 淚を 流して、 主よ 我 信す、 我が 信な きを 助け 給 

へ』 と 叫んだ 彼の 麓の 父のと 甚だ 懸隔した 方面 を 歩む ので ある。 人 も先づ 己が 胸の 巾より 不信仰 

の惡鬼 を驅逐 し、 謙りて 今 有る ところの 信仰 を 提げ、 只管 基督の 助 を 求めねば ならぬ。 然 すれば 各 

自の 信仰 も、 敎會の 察 業 も 全く 面目 を 一新す るで あらう。 唯だ旣に基督者となって居る^^ばかりで 

はない。 凡そ 基 たらん と 欲する 者 は 皆 其の 微弱なる 信仰の ま k で實 行に 進み、 某 傅 者た るの 生 

活 に お ^ 進す べきで ある。 決し て 信仰 に 於て 偉くな り VJ 後に て と霄 ふ 如き 消極 的 態度 に陷る まじき こ 

とで ある。 

(一九二 〇 年 九 月) 
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基督の 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な， - 

基督 敎は單 なる 觀念 ではない。 觀念 や、 辭の 上から 甘へば、 同じ やうな ものが 外に も ある。 支那 

. ゃギ リ シ ャの學 者に して 茶： 督 のと 相似た こと を ォ つた もの も少 くな い。 ュ ダャ 人の タル ムド に は、 

耶 aj の辭と 一 々對 比せられて 多くの 差異 を 出さざる 格？ n や 敎訓が 戦って 居る。 然し 耶穌. ，u 身 は 全 

く 新^で ある。 穴」 前なる こと は 勿論、 また 絶後と 謂 はねば ならぬ。 其の 人格、 北 ハの 十字架、 其の 復 

活は總 て 絶 對に新 火；^ である。 耶^^の人格の充ち足れるょり、 萬 は 恩寵に 恩 _M を 加 へらる \ の であ 

る。 願く は. rlj" らを 愛し、 北 ハの血 を もって 五 ：： らの罪 を 洗 ひ 潔め、 五 いら をして 王と なし、 祭司と なし、 

其の 父の 神に 馬け しむる も のに、 榮 光と 能力 世々 りなく あらん こと をァ、 -メ ン (f 一 Ipso 

茶督は 吾ら の 罪 を 洗ひ淸 めて 神の もとに 歸順 せしめ、 - 五リら をして： ：s! 物の W に 堂々 王者の 如く、 .1;: 

ゆる 境遇 事情、 及び 狀況、 苦 凶、 禍福、 の 上に 超然 獨立 する こと を 得 しめられた。 l^ii: ら はまた 常に 

神の 御前に 奉仕し、 北ハの 聖旨 を拜聽 し、 世の ため、 人の ため、 身の ために 祈る こと を 許されて 居 

る。 國 尺の 罪 を も 神の 前に 憐 悔し、 總 ての 人の 救 はる、 ために 努力す る こと も 出來る * 是れ 如何ば 

かりの 愛ぞ。 然し 此の 愛た f 過去の 事 K ではない。 今な ほ 吾ら に 注がれて 居る。 i< お I は 現に 吾ら を 

愛して 居られる。 主 は實に 活ける 基督で ある。 茶 齊敎は 活ける 耶 S 某： 赞敎を 其の 中心とし、 极柢 i 


し、 源と した 道で ある。 甚！！ が 即ち^ 督敎 である。 

耶穌は 古代の 世界に 一大 否め 儿 として 出現 せられた。 從來の 宗敎ゃ 近 德に對 して、 共の 眞寶 なる を 

否定 せられた。 然ら ざる も 其の 人類の 要求に 對 して は 効 徹底的で なく、 能力の 不充分なる を宜 

し、 少く とも 北 ハの充 S せる は 否定せられ たので ある。 基督の 前で は從 來の總 ての 宗敎 者、 其の gi- 

者 も、 敎 S も 自ら 安 じ 難き もの ある さ を 感ぜざる を 得なかった。 自己の 资 格に 何ら かの 缺陷を 指摘 

せられた る 如き 心地して、 或は 之 を 怒り、 或は 自ら 逡^ して、 頗る 不安の 念に 堪 へざる もの ある を 

意識した ので ある。 結局 耶 穌と兩 立し 難き もの ある を 感ぜざる を 得なかった ので ある。 斯くて 自ら 

降參 する か、： S 督を 排斥す るか、 二つに 一 つの 羽 nl に陷 つた 例が 多く ある。 背敎 者と 稱 せらる、、 n 

マ 白 1.： 帝 ユウ リア ンは、 『汝、 我れ に 勝ちたり、 嗚呼 ガリ ラャ 人よ』 と 叫ぶ 事を餘 儀な くせられ た。 i*- 

督は斯 の 如く 妥協 を容れ ざる 否定 者であった のみなら す、 世に も 類 ひなき 積極の 宜言 者であった。 

其の 宗敎 及び 道 德に對 する 宣言 は、 學者ゃ パリ サイの 講釋に 似す、 光彩燦爛として神々しき權^5ぁ 

る 肯定であった。 主の 否定せられ たの は肯 11^ を 下す ためであった。 寧ろ 肯 冗の 鐵鎚を 下された： 

に、 驚くべき 否定 を與 へられた ので ある。 1:^|督は自ら如何なる肯{.^を與へられたか。 否. n ら 如何な 

る 肯定で あつたか。 

基督の 言 說と、 其の人格とに於て^！り冗せられたるは獨 一 にして 父なる 神の實 在、 萬 民 一 系 if 神の 

裔に 出づる こと、 人類 は 現に 神の 子で あり、 また 神の 子と して 彰る、 を 待ち 受 くる ものである こ 

|<ト おの 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な り  ，  二八 I 
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と、 人み な 罪に 陷り 神よ り^き 去りて、 ^111ら救ふに.^なきこと、 基督が 人類 唯一 の 救で ある ことな 

どで ある。 

^.督 は 審判. 者で ある。 人類の 生命と 其の 歷史 との 分水嶺で ある。 總ては 基督に 接觸 する によりて 

旆ひ 分けられ、 淘汰 せられて、 宛然 火に 懸けられた 金の 如く、 其の 金 澄 を 除かれて 良き 部分 をのみ 

存 さる \ 如き 結 BJ^ になって 居る。 基督 は _ ^洋の 習俗 思想、 信仰、 禮拜 等に 對 して 審判 者で ある。 其 

の淘： ^は 吾ら の^ 前に 行 はれつ & ある。  - 

我 は 律法 を诚 却す るた めに 來 りしに あらす、 之 を 成就 せんがた めに 來れ りと 耶穌は はれた。 古 

代の 现想 及び 豫首は 基督に よりて 徹底し、 成就し、 實 現せられ、 また 充 される ので ある。 神 3 觀念 

は 基督に 於て 完成 せられた。 朱 だ 神 を兑し 者な し、 共 懐に ある 神の ひとり 子 之 をお せり。 

例 すれば 神 は 上で、 終に 至上 者の 意味に 迄 進まねば ならぬ。 祭 は 『待つ』 で、 命 を： S ち 虎んで 奉仕 

する 意味と 解せられ 得る。 罪 はつ \ ましき 身で 人格の-汚れ 神明に 對 して 恐れ多き を 謂 ふので ある。 

法と 行 ひとの 關 係で なく 神と 人との 關係 である。 何とかして 之 を 枝ひ淸 めねば ならぬ。 此ら祌 道の 

觀念 は^ 督 者に 於て 其の 足らざる を 補 はれ 其の 及ばざる 點 にまで 上達す る と を 得る ので ある。 

孝道 は 支那 道德 の眞髓 である ぼ 行の 本と 敎 へられて 居る。 然れ ども 基督の 顯彰 せられた る • 人 父 を 

奉戴す る 信仰の 道 こそ 孝道の 完成で ある。 佛の 理想 も、 『我 汝らに 平和 を與 ふ、 我が 與 ふる 平和 は 世 

の與 ふる 如きに あらす』 と 言 はれて 、神と 人との 間 を 和げ、 萬物擧 つて 之 を 試る とも 斷 じて 楚 ふこと 一 


の出來 ない 安き を せし むる 茶^に よりて 爲の 彼岸に 逑 する 事が 出來 る。 我が 法然の 如き 偉大なる 

宗敎者 をして 現在せ しめば 必す茶 骨 を歡迎 したで あらう。 此の 靴 類に IB^ する 人々 は、 アブラハムが 

はる， A 

：迥 に^ 督の日 を みて 悅 びたり と：！ r" はれて 居る と 一 般、 北ハの 待ち §1.^ める 本體 なる 邦」^ の 影に i: く滿 

足し、 悅 -•: 一： し 北ハの 典に 乘 じて は疆々 手の 舞 ひ 足の 踏む を 知らなかった ので ある。 共 土^ は斯の 如く、 

前代の 理想 や、 欲求に 對 して 總 ベて 滿足を 與へ種 を 船へ 出で しめ、 苗 を 秀でし め、 秀でて S らし 

むる ので ある。 世の 宗教の 徒にして 基督 を 排斥 せんとす る は已が 完成 者に 賺す るので ある。 れい 木の 

太陽に^^：；^^んとすると^じ^^でぁる。 

某： 督は 世界の nl である。 k:: 川の 海に 注ぐ 如く、 歴史 はみ な 流れ/ \ て、 ^^?^に入りっ、ぁる。 す 

ベて^ 督の 所. となる ので ある。 然ら ざれば、 其の 目的 を遂 ぐる ことが 出來 ない。 牛へ：^ で 終り を 

吿げ ねばならぬ- 千里の 馬 も 们樂の 手に入ら ざれば.、 {ゃ： しく 栉 機の に斃 る、 であらう。 十：： より 世 

に i^si- ん ぜられ たる 现想、 slier 及び 禮拜 など も 基督のう ちに 吸牧 せられ、 1:1： 化せら る、 に 及び、 初 

めて 駿； の惯： g を發 S: すべく、 且つ 玉 成の 機 會を與 へらる るので ある。 北^§逬がァィヌの乎ょり他 

に 移り、 初めて 良き 出 野と なり、 數 千年？？ 持ち腐れ となり 居た る 其の 懐の S 藏を くと を 得た る 如 

く、 世の 宗敎 共の 他の 史的 遣 物にして 基督の 開拓 を 待って 居る もの は少く あるまい。 耶穌拖 ^に 

占^せら る& によりて 自己の 意味 を發掷 し、 共の 形體に 生命 を與 へられ、 随を點 ぜられ たる 畫 虎の 

生動す る 如き 狀 態に 進む もの は、 海の 內 にも、 海の 外に も、 多く あるべき を^ はない。 總 ベて 良き 

おの 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な り  ， 二八 111 


t_ -督の 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な り  二八 SI 

もの k 後繼^ として、 之 を 完成すべき 使命 を 負 ひたる 基督の 手に 歸 して、 之が 藥 ii 中の ものと なら 

ざれば.、 みな 終に 滅亡す るに 至る であらう。 我が 邦人の 常に 誇と なす もの も、 この 數に洩 る \ こと. 

を 得ぬ であらう。 是れ 國粹を 維持 せんと 欲する 保守 { 鬼の 一 考を烦 はし 度い 點 である。 基督の 占領 を- 

待つ、 H 千の 雨に 於け るよりも しき、 從來の 宗敎に 如く もの は あるまい" 絕 S; 宗敎 なる 基督 敎 のう. 

かたわ もの  玄 つたう 

ちに 牧 めら れ ざれば、 iJM 不具 物で 終らねば ならぬ。 彼ら も 某： 督と 『偕なら ざれば 成 全す る こと 能 n 

ざる』 ものである。 神 は 『彼らの ために Is- に 愈れ る もの を 豫め備 へら』 れ たので ある。 

今や 世界 は 新時代に 入りたり とて 彼方此方に だ 複雜な 問題が 起って 居る。 過激 思想が 東洋に も. 

西洋に も渦卷 いて 居る デ モク ラシィの 波が 多くの M 度 や.、 法 Si の鐵壁 を摇り 動かしつ 、ある- ^界. 

の 则 の 漸次 變 化す ベ き 時勢と な つ た 0 然し 詮す る と こ ろ 人類 の 進歩 は 基督 を 標準と し て 評 {儿 せら. 

れ たる S 、格に 總て 基かねば ならぬ。 人生 ぼ般 の^ 値 は旣に 驚くべき 亂 高下 を 来した。 昨 是今非 殆ど- 

夢の やうな 感じ もせら る、 ので ある。 然し 結局 は 神と 永遠 世界との：： 地から、 乂總て を S 上. の 十 宇 

に らして、 宣吿 せらるべき 慣 値の 判 斷に歸 着せねば ならぬ) 大戰 の終媳 したと き、 或る 英！： 人が 

强カ は旣に 全く 手が 詰って 了った、 旣に 其の 大詰に 逹 したと 絶叫した。 拔山蓋 世の 勇 も 歴史 進展の 

勢 を 如何と もす る HJ が 出来ない。 彼の 國際 聯盟 は 如何にな り 行く とも 世界 は 決して 今の ま. - にて 落 

着くべく 思 はれぬ。 

ふ さ 汁 * 

基督に 於て 人生の 惯 格に 變 化を來 した 實 例の 一 つ は 日曜 學 校の 世界 大會 に相應 しき 一事で ある P 


即ち 厂 佻の 惯 格の 驚くべき ほど 昂騰した こ. とで ある" グ。 ゥバァ の 『古代 羅馬 帝國に 於け る 宗教の 

，闘』 (一- ii) に 曰く 『耶 ii は 常に 子供に 對 して 特異なる 敏感と 同情と を 有って 居られた。 其の 子供 

を I>UJ^ しまれた こと は 驚くべき ほど 切に かであった" 幼兒の 我に 來る KJ を禁 する 勿れ、 と $ 一：！ はれ 

た 車 は、 らの 熟知す る 御 首で あるが、 之 を 引 川す るに 當 りて 吾ら は、 ギリシャ .ii 『來 る』 は 任意 

を 意味す る 動詞で ある ことと、 馬 可が 耶 子供 を 抱き 緊 めら れ たと 記いた こと を 忘れ 勝で ある。 幼 

兒 ども は 自ら 好んで 耶 as の もとに 來た。 彼等 は少も 憚る 色な く ST た 心安く 感じた ものである。 …… 

は沐 には子 ル は：^ だ 重大なる 物であった。 子供 を 傷 ふこと は 言 ふべ からざる 罪惡 であった。 之に 躓 

きを 與 ふるお は、 彼が 頸に 磨石 を 結 ひ 着けて 海に 投 する を 値すとまで 極 首せられ たので ある。 斯の 

如く ：？^ ぎ つた子 供の 價 格が 日 曜擧校 を 隆盛なら しめ た 動力で ある。 其 結果 は 現今 の 分に 止 る ベ く. S 

は丄 ぬ。 尙 遠く 限りなく 延長す るで あらう。 子供の 價値 のみなら す、 國民の现想も^^^？督にょりて大 

に * 义 化しつ 、ある。 尙ほ极 本 的に 變 化せねば ならぬ。 ダ 一一 ェ ル第七 章に 曰く 『四つの 大 いなる 獸海 

より 上り 來れ り。 第一 の は 獅子の 如し ；… 第二の 獸は 熊の 如くな りき …… 其のう しろに 我兒 しに 豹 

の 如き 獸出 でたり …… 第 四の 獸出 でたり しが、 恐ろしく、 猛く 大いに 强 くして、 大 いなる 鐵の齒 あ 

り。 食 ひ 且つ t< み碎き …… 十の 角 ありき』。 此は ギリシャ、 ロマ、 メデア、 ペルシャ、 などの 强國を 

表する 象徵 である。 斯の 如き 種類の 强カ 世に 蓃 りて、 時 を 得 顔に 振舞って 居る のが 今の 形勢で あ 

る。 然し 何時までも 斯て 有るべき もので 無い。 彼ら は 默示錄 に 記した 如く、 『人の 靈魂を も 商品と 爲 

基お の 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な り  二八 五 
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す』 程の 沒 人道 を 行る が、 其の 滅亡 は 時の 問題で ある。 故に 曰く、 『我 また 夜の 異象のう ちに 觀てぁ 

りしに、 人の子の 如き 者 雲に 乘て來 り 日の 老 ひたる 者の 許に 到り たれば、 之に 權と榮 と！： と を 賜 ひ 

て、 諸：^ 諸 族 諸 一 背 をして 之に 事へ しむ。 共の 權は 永遠の 横にし で 移り 去らす 叉 其の 國は 亡ぶ ると な 

し』。 終に 生 基督の 國が 成立す るので ある。 世界の 進歩 は 此の^ 取で 行くべく (儿 まって 居る。 現在 

は 大いに 將來を 胚胎して 最と重 やかで ある。 而 うして 將來は 基^の 所領で ある。 世界の 將來は 基督 

の充ち 足れる に 頼らねば ならぬ。 所 fi る 新時代 は S 叔 W の 御世に 貢献す るに 山り て 意味 を 成す ので あ 

る。 ！ 1： じく 霄獻 するとしても、 ュ ダが^：^^-齊を资り て、 世界に 貢獻 し、 .211 らは 縦れ て. LT びた る 如き 始 

ぶと なる は 恐ろしい ことで ある。 我ら をして、 我らの 國 をして、 逆で たく 順に 斯の王 國に貢 獻 せし 

めた きもので ある。 之が ために は 茶督の 評定せられ たる 生命の 惯 格に 照して、 總てを 取 拾 按排し 

て、 時事 を處现 し、 社會の 諸問題 ゃ國 際の 案件 を 解決せ ねばならぬ。 殊に 敎 育の 如き も 唯 物的の 方 

針に のみ 從 ひ.、 服 中.！ I！ 然の ほか 一物 もな く、 唯 だ 强カを 張り、 商權 を擴大 むる を 以て 終始せば 實に 

人類の 災禍で ある。 獨 逸の 成り 行に 思 ひ 至らば 實に 身の 毛の いよ 立つ 心地 ぞ する。  、 

然し 茶-^ の 能力 は 殊に 11^: 督敎 のために 充分で ある。 基督と 練 遠なる に 流れ、 其の 恩寵の 終驗 薄く 

んば、 如何に 神舉 に；： じたり とも、 基督 敎は 岐路に 迷 ひ、 活力 を 失 ひて、 有られ もな き狀 態に 陷ら 

ざる を 得ない ので ある。 此れ 自明 眞现 である。 之を說 くの 必要 あるが 殘念 である。 恶督者 寶の持 

ち-.^ れに陷 り、 中には 我が 基督 を 措きて、. 世の 智術、 趣味、 威力、 金權、 門地 等に 阿附 し、 哀請 


し、 之を迎 八：： し、 之と 結 托して 北 ハの迸 を へ、 其の 計畫を R 現せし めんと 圖る者 も ある 如くに 受 

けらる。 而 して ルゥ テル ゃゥェ ス レイの M ハ 起せる 原因の 獨り 共」 1$： と 其の 十字架と に：：；： る こと を 知ら 

ざる かの 様で ある。 世界 n 曜 g チ校大 ^^：: が Patn ョ、 S  association  (大^、  B^. 化 ハ他ハ 人々 on 織せ 

る 愛 ra して 引 立つ る述 中い 閥^ を」 ュ总 味す) なる もの を冇 する も、 ^^^9の精神狀能.ーこ於ける何もの 

か を 暗 一-小 する の-では 冇 るまい か。 ：^1 らは獨 り^ 督で 充分な る こと を 深く 學 びたいと m:3 ふ。 

(一九二 〇 iif 十：：；！) 
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其の 十一 一歳より 三十 歲に 至る まで 

『イエ ス 答へ ける は、 何故 われ を尋る や。 我 は 我 父の 事を務 むべき を 知らざる 乎』 (路加 傳 二の 四 九) 

改 譯には 『我 はわが 父の 家に 居るべき を 知らぬ か』 となって 居る。 寧ろ 我 は 我が 父の 家の あた 

りに 居るべき なる を 知らざる かと 謂 ふ 意味で あらう。 此の 言に 表れた 神と 耶穌 との 關係 は、 『1: を識 

り祌 に識ら る&』 (§_ お^おの 間柄で、 基督 者と 基督の 間に 於け ると 同じ 極 類の もので あらう。 バウ 

口が 『1" われ 生る に 非す、 基督 我に 在りて 生るな ひ』 CTSfiS 番) と 謂った のが 其れで ある。 水と 魚と 

の關 係よりも 深く、 母と 胎兒 との 間に 於け るよ ひも 親密で ある。 

耶穌 如. 何に して、 斯の 如き 宗敎 意識に 到達した ので あるか。 宗敎 心理 § の 唱道す る 如く、 种を 

信す る こと は、 赤子の 天性で、 小 兒は總 て 食物 を 慕 ふやう に 神 を 慕 ひ、 其の 自ら 大氣を 呼吸す る や 

うに 祈禱 をな すの 傾向 を 有し、 鐵の 磁石に 吸 はる k やうに 神に 近 か 寄らねば ならない ので ある。 稍 

成長して、 氣 暴れ 心 荒む に 及び 信仰が 難 かしくな り、 宗教に 對 して は 宛ら か、 の 陸上に 打 上げられた 

る も 同 様、 語の 通せざる 土地に 流離 ふ 旅人の 如き 狀 態に 陷る。 然し 人の 天 眞爛燈 なる 性質 は 宗敎的 

である。 殊に 幼少の 耶穌は 天の 生せ る 美質、 靈活 微妙、 玲瓏と して 玉の 如く、 天上の 光 を 映して、 

宗敎 的の 意識 感想 春の 嫩 葉の 如く 夙に 其の 胸に 萌した であらう。 父ョセ フは 嚴 にして 義を 好み 方 


:k ぶい d 敬^の 德に 富んだ 人であった。 マ リャは 幽靴 高潔 深 沈に して、 に 偉大なる 理想に 心を游 

め、 以色列 族の 史的 希望に 愤憬れ 居た る^ 信の： i であった。 ユダヤ人の！： 民 意識で あり 獨 IK 神 

の ffi 在 は 1!^ も 濃く 深く 彼等の 家寇 を.！^ ざ？： いむる $ハ= &氣 であった。 イスラ H ル 族の {豕 々に は 巾 命 

や 民數 記に えた 教訓が 服 I？ せられて た。 n  く 『イスラ H ルょ、 -4^け、 我らの 种 エホバ は 唯 I の 

H ホバ なり。 汝心を fig し 精 祌を盡 し カを盡 して 汝の神 H ホバを 愛すべし。 今：=ゎが汝に命する=i^^.^ 

の 首は汝 これ を その 心に あらしめ、 ^めて 汝の 子供に 敎へ、 {\ ぶに」： .坐 する 時 も路を 歩む 時 も. おる 時 も 

しるし  しるし 

起る時もこれを；^11るべし。 汝ま たこれ を汝の 乎-レ^び て號 となし-、 汝 の：：： の に m にきて 誌と なし。 

また 汝の の 柱と 汝の 門に 書き Pi すべし』 。攀は 『代々 其の 衣服の 辦に機 をつ け 共の 「他の 

徵の 上に ホ！： き絲を ほどこし』 『之 を兑て ェ ホバ の 諸の 誠 命 を^ is しむべく 命ぜられた (喊ま fF,5,# 

Hi は斯る 敎育 の ^ に 行 は る & 家 嗟 に 成育 たれた ので ある。 

他の ユダヤ人の 衆の 如く、 耶 も 五 歳に して 村の 會 堂に 設けられ たる 察 校に EZ 人し、 ^5を"改む 

Ki を敎 へられた ものと 思れ る。 此れ は 往時の 日本に 於け る 寺小屋の 如き ものであった であらう。 小 

舉 校が 即ち 禮拜 堂であった。 其の 感化 如何なる もので あつたか は 容易に 察する さが 出来る。 

共の 幼時より 住んで 25 られた ナザレ は 薔薇に も擬 せられ、 圓 なる 狀 し.、、 靑 葉に 圍 まれた る 花の 如 

i 叫 山に 擁せられて まことに 美しき^ 靜な 土地であった。 其の： S 方に は海拔 一千 五 百 尺の 山 を 

望み、 方 H ス ドレ H  II ンの平 が 一 千 尺 上よ り^も 遙 に俯陬 さる k ので ある。 近き 丘に 登れば 地 

其、 の 十二 歳より 三十 歳に 至る まで  二八 九 


其の 十二 歳より 三十 歳に 至る まで  二 九 〇  _ 

中 海の 白波 も 見る ことが 出來 た。 ナザレの 近傍に は 昔 を^ぶ 古戰場 や、 史的 興味に ゥ W んだ 跡が 少： 

くなかった。 足下に へ く 野 邊の花 •、 空 を 凌ぐ 雲 崔の聲 は 一一 一一 口 ふ も 更なり、 ナザレ は 自然美の 感化 设もー 

儀なる 土地であった。  ： 

此の il に 在りて 靜 かに 敬虔なる 雙 親に 成育 てられし 耶 ii は、 今年 旣に 十二 歳に なられた。 所謂 法 一 

徐の 子と なるべく、 雙 親に 携 へられて 村の 都詣 うでの 一 行と ともに、 ェ ルサ レムの i^, 都に 上る こと 

としば へ 

ととな つた。 同じ年 齒の 今の 少年が 修舉 旅行 中、 新奋 なる 土地の 山水 や 名所 舊 跡に、 深き 印象 を與 

へらる k 如く、 耶穌も 此の 行 多くの 忘れ 難き 感想 を 催し 幾多の 刺激 を 受け、 種々 の 示を與 へられ 

たに 相逮 ない。 殊に H ルサ レムと 其の 聖殿 とに 如何なる こと を 感ぜられた であらう か。 詩篇に 載せ 一 

たる 都詣 での 歌を讀 みても、 其 一端 を 窺 ふこと は出來 るで あらう。 行傳 第五.； 1: 十三 十 じ； §に兑 ゆる 戶 

籍調 木： も、 其 頃の 出來 ごとで あったら うかと 思 はれる。 即ち 今日の 闕勢 調^で ある- 1 の 抑 鹏 愈 一 

緊 しく、 ユダヤが 共屬國 であると いふ 狀が 愈： in 立ち、 從 前に 比して 更に 濃厚に なりし これが 色彩 掩ー 

ひ 難くな つて 來た。 國 破れて 山河 ありの 感慨 禁 する さ 能 はす、 無念の 餘り ガリ ラャ のュダ なる もの 

亂を 企て 反 族 を 翻した が、 志 成らす、 戰 破れて 與黨誅 に 服した。 耶穌 の都詣 では 断る 物騒なる 時で 一 

あった。 同じ年 齢の 少年が 明治 戊： 前後の 時代に 遭遇したならば、 如何なる 印象 を與 へられた であ 

らう か。 勤王-; g 夷の 騒擾の 間に 出 人した 記憶 を 抱く ものに は、 耶穌の 當時思 ひ 遣られ、 らも 今昔 

の 感に堪 へざる 心地せ ざる を ない ので ある。 十一 一歳の 都詣 うで は 邪 穌の敎 育に 於け る 一 大轉 機な 一 


りし を 疑 はぬ。 IS 々の 感想 共の 胸 を 來 し.、、 阔 の 史も 新-に 讀 まれ、 列： 碰傅來 の 现想今 fs^ の 如く 

に 共の 心 を 動かし、 世 を； 翁 ふるの 赤誠 燃 ゆるが 如き もの もあった であらう" 斯くて .M 時の にか I 

行の 歸路に 就くべき 日と はなった。 都 を 出立した 夕 s^. -、 變親は 測らす も 共の チ邪 の 一 行中に 在ら 

ざる を 兌 出して に堪 へす、 ^いで 都に 取って返 へした) 彼方此方と1;^^^1:ったのち、 ^三 s に 

至り 漸く 聖殿 にて 之と 避 遇 ふこと を た" it- の 愛子 邢脉は 都に 獨り 取り 殘 された ので ある。 e 瓜 は 

何 處に夜 を 明かした か。 都の ほとり 橄 山の 斜面なる ガリ ラャ 人の 駐在所、 彼の 小 ガリ ラャと 名 付 

けたる ところに-露 {i^ したので あるか。 將た掀 山に 眠った ので あるか。 若く は 共廿餘 年の 後 m の 滴 

る 如き 汗に 1^ ぼした、 グ ッセ マ ネ！ I であった か。 先視ャ コブは ベ テ ル の 野宿の 夢に 親しく 神に 接する の 

W 驗を嘗 めた が、 H ルサ レムの 寂しき 1 夜 若く は 一 一夜に 幼き 耶穌は 如何なる 方面に 化：： 逸せられ たの 

であるか。 無論 へ^ぐ 如き さは 無かった に 相違ない。 地の 親 を 見失 ひて 天の 親の と 共の 愛 

愈 ゆに 感 せられた であらう。 耶 gj が雙 親と 紛れて 都に 取 ひ tf された の も、 ；大の 父の ことが 胸に 

滿ち 溢れて 餘 念を容 る. の出來 なかった ためで ある。 迷兒 となった 經驗は 共の 感想 をハ鈦 深から し 

め、 祌に對 する 其の 感覺と 操と を 徹底せ しめたの である。 ゆく りなき 旅の 出來泰 は、 耶 a- の-: 示敎 

を^^レ成熟せしめたらしく兑ゅる。 逾越 節の 月 白く ケデ ロンの 谷 を 一して、 木の る-お 打 仰ぎ、 

天地の 大 なる、 {H.H の 悠久なる、 人の 志の 際限な きを 想ひ來 り、 生命の 秘 義^に 胸 をと にろ かせ、 

^感 湖の 如く 漲りて、 『汝は が 子な り』 と 呼びた まふ 父の 御聲、 耶 穌の靈 魂に 饗 きて、 怖な く、 凝 

其の 十二 歳より 三十 歳に 至る まで  ニ^ 1 


其の 十二 歳より 三十 歳に 至る まで  二 九 二  - 

なく、 唯 だ歡^ うちに 滿 ちて 頭上の 滿 月に 優る 光明 遍く 照り 百： るを覺 えられた ので ある。 彼 は 比の 

ま 二と 

父の もとこ そ 共の 眞 正の 家 なれ、 其の 外に は往 くべき ところ、 在るべき ところな しと 觀 じて、 唯 だ 

何時までも、 此處に 住むべく 思 ひ 定めた ので ある。 『子よ 何 ぞ我， 等に 如此爲 したる や。 蘭の 父と 我 i 

と 一 4 ベて 爾を： 一; なね たび』 と、 母 マリヤの 詰り 問 ひたる に對 し、 耶穌 は^だ 心 5^ 難き 面色 をな し、 何故 

我を尋 ぬる や、 我 は 我が 父の {k おの あたりに 居るべき を 知らざる かと 反問せられ たのが、 即ち 此の 消 一 

さ、 やか  かひ- ゆ  一 

息 を 傅へ て、 共の 味 極 ひなき を覺 ゆ。 一句 雲の 細 小なる 絕 間よ ひ 蒼天 を 閥る 如き 心地 ぞ する。 

邪^ 十字架の 上に 息絕 えんと するとき、 『父よ 我 戴 を爾の 手に 託く』 と 祈られた。 是は詩 1^ 三十 一 ； 

の 五 を 謹せられ たので ある。 ユダヤ人の 母た ち は 夜 其の 幼兒の 就眠く とき、 此の をと もに 唱 ふる 一 

ぉ惯 であった。 、不- も 幼時から 斯の 如く 教育せられ たので、 死なれる 崎 に 於て、 #n し 此の 歌と とも 一 

ま どろ  _ 

に 母の 膝下に 交随 むだ やうに 天の 父の 御 もとに 眠られた ので ある 詩篇に は 『父よ』 と 謂 ふ .1 が 見え」 

ぬ。 唯 だ 『H ホバ露 の 神よ』 『吾が 神よ』 などとの み 一一 一 HI つて ある。 耶穌と神との關係は、 此の；！^^：^ー 

作った 人の 信仰生活に 於け ると 大いに 異 つて 居る から、 父よ と 言 ふ辭を 加へ ねば、 物 足 ひぬ と 感ぜ 一 

られ たので あらう。 其の 幼き ころよ.^ 母に 敎 へられた 父なる 神の 觀念 は、 十二 歳に 至. り、 都に 獨り 

取ひ淺 された 間に 著しく 上逑 したので ある。 之と 同時に 父に 事 ふるが： M ハの 使命で あり、 世に立ちて 

成就せ ねばならぬ 天職が あるとの 意識 も 此處に 今更の 如く 頭 を 接げ 來っ たもので あらう。 我 は 造 は 

された もので あり、 遺した もの.^ 意ビ： n を 成し 遂 ぐるが 吾が， お. な ひと 思 ふ 心、 次第に深く：！^っ^！になー 


りつ、 あった。 十 4^ 五に して 樂に 志す と 支那の 折：： 人 は 一一 n つたが、 、王 邪 S も 十二 歲 にして 卜： よりの 召 

を 蒙りた る こと を 意識せられ たので ある。 

^  一  此處に 至りて は、 神に 對 する 奉仕へ の 志 々資 現して、 驚天動地の 劇 をも演 すべく^ つ；： 

せらる.^ が 自然の 順序で あらう。 然るに re.. 料らん、 母と 子との に 起れ る 志の^; 11 もお 邪 無耶の ii 

に られ たかの 如く、 『耶穌 之と 偕に 下り、 ナザン に： t りて § に從ひ 居れり』。 初 は^^の 如く 後 

は處 女の 如しと 評せら るべき 始末に 歸し たかと 疑 はれる。 斯くて ナザレの 山 に 沈默の 十八^ を 過 

された。 十二 歳の 都^でより 三十 歳に 逹す るまで、 特に 記載す る ほどの こ ともなく、  ffl へ t: 職工と し 

て 生活せられ たので ある。 ァレキ サン ドル は 三十 年未滿 にて 旣に 世界の 半 を 征服し 了った。 ボムべ 

ィが 叛亂を 鎮定して 大名 を I に 抓 かした の も 之と 相 近き ¥齡 であった。 ナボレ オン は 三十 歲 にして 

本命 を 一蹴し 去 ひ 佛國の 政 横 を 其 手に 牧 むる こと を た。 沙 翁が 其の 劇詩の 多 數を脫 |g したの は 三 

十 歲を越 ゆる こと 数ケ月に 過ぎなかった。 諸 葛亮は 二十 叫に して 天下 三分の 謀 を 策した。 叫 治 維新 

の英 i 本 左.？： や 古 S 松 陰 は 三十 歳に 违せ すして、 其 名 を 永く s^, 上に むる ほどの 事 を 行って 去け 

たので あろ。 邪穌 の沈默 はこの 英氣 1.^ 勃た るべき 十八 年の 間であった。 臥龍と In: せられた る 孔^ も 

旣に 天下の 名士と 交りて、 其の 偉才 を 認められ、 徐. l^i をして 之 を 劉 玄德に 推^せ しめたの である。 

ナザレの 邪 穌は臥 能な. りとの 聞え もな く、 唯 だ 木工の 子、 自ら も 木工と して、 かす 閗ぇ す、 十八 

年 を 過した ので ある。 克已、 靜修、 謙遞 にして 德を養 ひ、 默々 の に 祌の召 を 待ち、 ！；；：^ じて 跺が 

其の 十二 歳より 三十 歳に 至る まで  二 九 三 


おの 十二 歳より 11 一十 歳に 至ろ まで  二 

す、 ^素 州" 懐の 歳月 を 送って 居られた。 《 に 驚くべき 忍耐 從聽 であった。 然も ナザレの 山 Gf; は エル 

サ レムに 比 ぶれば 耶穌 のために 更に 良き 祭 校であった。 ラビの 舉 校に 在らん より は、 父の 衆 を 機ぎ 

て、 に 場に^ 計 を 普み つ k、 神の 逬を修 むる が、 ^に 勝って たので ある。 ^殿に 於て # の敎ゅ 

ると ころ を ほ 聞 せらる kgl に.、 事の 眞相 を！； 1^ 破せられ たので も あらう。 沈默の 十八た 4. に滿 足せられ 

たの はせ "に不 思議なる i: 禁 であ. る。 今 rn 來 企：： せられた 靑 年のう ちに は，^ 境遇の 不利 (化なる より 共の 

志 を 仲ば すに. H なく，^ 身の 不幸 を哎 き. - 藏命を .p ち、 撼柯 不遇の 恨 を 呑む もの も あるで あらう。 然 

し 人の g い 校に も 共の 類が 多い。 神の 奥妙なる 攝现の もとに、 たと ひ 山 は 越えす とも、 海は产>^^す 

とも、 都の は 遠くと も、 博識の 士に 交る 機 合： は少 くと も、 人格 を 修め、 德を養 ひ， IS に 神 の p;;: を 

VI ち 受けて、 遂に 己が 志せる よりも 大 なる かたに 一：^ かれ^る こと を記惊 せられたい。 ナザレつ T,,., 

が 良き 乎 本で ある。 

茶： 餌， 3^ の 研究者 は 大抵 耶穌の 父ョセ フ の 早く 卅： を 去った と ふに 一 致す る。 主 は 弱冠に して ほこ 

父 を 失 はれた ので あらう。 或 ひ はより n いく 此 不^に 出で 遇 はれた かも 知れない。 其の 家庭 を 死の 

雲に 包まれた 經驗を 有する 人 は、 共 問に 受 くる 宗敎的 刺激の 深刻なる を 味 はって ci- られ るで あら 

う。 今 は 永遠の 世界 に^だ 疎く、 現在に 溺れて 他事 を 顧 る ベ i な く . 神 を も か： 上 を も 共の 念頭に 懸 

けなかった 人で も、 愛する もの を 失 ひて、 轉た 寂寞 さに 堪へ 難き とき、 一 in 中 忽ち か-を 打ち た 如き 

心地して 微に 神と 接觸 したやうな 思 を 行す ことがある。 まして 耶穌の 如き 人格 は 4^ 身の 父 を 失 ひし 


とき、 天の 父 愈々 近く、 其の 素志い よく 深く 堅くな つたで あらう と は 想像し V ぶい ことで あらう。 

ヨセフの 死 は 確かに 耶穌の 宗敎の 一進 歩で あつたに 相 遠ない。 唯だ斯 ると きに も 吾人 は、 所 三日 

坊、 王、 殊勝なる 感じ も 救 日の 問の みで、 ^しき は ST 時に 過ぎぬ のが^ 憾千 萬で ある。 

耶穌は 死の 陰の ハ 介に 祟の Gi: を 一 しほ に瞻 仰げて、 神 を 鍛練すべき 機/ t を與 へられた のみなら 

す、 ヨセフな き 後 は 一家の ilaf 荷 を はねば ならす、 母 も 弟妹 も W 之に 寄り 槌る ことと なった。 娶ら 

すして 人の 親た る 經驗を も？ ば：： めら れた であらう。 寡 に對 して 思 ひ 遺り の 深かった こと は cg^- 北 ハの言 

t おの 端に も 著 はれて 居る。 生計の 鸶 みは 耶 穌が祌 の 子と して 發 する の 機 伶と な つた も のと：：： 儿ぇ 

る。 總て Ift 人の 身に は 族の 煩 単 (が 通 精神 解放の 端 紡と なり、 に 巡む の 動機と もなる。 ヤコ ブの 

ベ テ ルは$^に斯る際に兒出される。 

断くて 耶穌は 生の 淺瀨 にも、 北ハの 深淵に も 隈なく 達する こと を 得られた であらう。 世態に 通じ、 

*  ,  5  I あまら  むらさ！ a  ！ liya ぬ ふ 

人 を 穿ち、 物 ごとの 機微 を 察 かにし、 其の $1 宿 を 看ぬ くこと を 得られた ので ある。 ^袍と 細 布 を. 

衣て 月 々齊樂 しめる 富める 人 ありて、 耶穌の 服に 觸 るれば、 彼方に はまた 物 を み 犬に 之 を^め 

その だい  く ず 

られ、 {:E ろ 人の 門に かれ 其 案より 落る 餘屑 にて 養 はれん もの をと m め ふ ほどに^ 迫せ KM7 ザ II が 居 

て、 主の CEi^ を 浴びて 居る。 社 舎の 懸隔 は旣に 耶穌の 問題であった。 唯 之 を 解：^ する に ゆ m り、 陰 W 

にての 苦 if と アブ ラハ ムの懷 に 於け る 祝福と を歸 宿と して を 下された のが、 大に wi: つた 點 であ- 

る。  稅吏ゃ 齊春婦 も 耶穌の 視線 を 其 身の. に 引いた。 實 生活 は盡く 其の 眞相 に^て はれて 25 た P 

其の 十二 歳より 一 一 一 十 歳に 至る まで  二 九 五 


其の 十二 歳より 三十 歳に 至らまで  二 九 六 

人お の は 終に 靈の問 類で ある。 へ ロデは 玉座に 在りても 野 狐であった。 最小き ものと いへ ども. 

之 を 侮って はならぬ。 『彼等の 天使 は 天に ありて 父の 額 を 《めに れば なり』。 

殊に n いくより 耶穌の 注意せられ たの は 天の 父に 對 する 關 係に 於て、 世の 人の いたく 彼と 懸け離れ 

たきであった。 《せて 聖 殿に 於て、 『何故 我 を 尊ぬ る や， 我 は 我 父の 家の あたりに 在るべき を 知らざる. 

か』 と、 怪しみて マリヤに 問 はれた の を： れば、 此の 兩 者の 問旣に 驚くべき 截 的の 相逮が あった。 

天の 父に 對 する 母子の 態度 は 非常に 隔絶して 居た ので ある。 敬虔の 念 深き マ "ャで すら， の 如くな 

らば、 他 は 推して 知るべき のみ。 祌に對 して 如何に 無頓着、 無感覺 で、 疎遠に 流れ、 不從 順、 不信 

卬 であった か。 耶穌は 之 を 如何に 恐れ多く 變 はしき ことに 感ぜられ たるよ。 みな 祌の 子た るの 心な 

,  さす ら 

く、 の 子で ある 如く 見えた。 迷へ る 羊、 失 はれた る 货幣、 親の 家 を 流 1 ひ 出で し 放蕩の 兒 であ 

つた。 凇ー へる 羊 は 其の 路草を 貪りつ \危 險に陷 る 如く、 人 も 生活 問題に 追 はれて、 神な くひ：. 一 なき 不 

-w、kf まる 狀 態に 陷 つて 居る の を 諭した 罾 である。 失 はれた る 貨幣 は IfjM 人世..^ のこと に脫け 目な き 

も、 精祌界 のこと に^だ 遞 鈍で、 天の 寶の 持ち腐れ になって 居る こと を 意味した 敎訓 である。 が 

遣 失 物と なって 了った。 放蕩なる は、 人が 神 を 離れて 遠く 迷 ひ 出で 罪 惡と慘 苦と に陷 つたこと マ 

譬 へたので、 精祌 上の S: 落 を 如何にも よく 形容して 居る。 人類 は總 ベて 斯の 如き 狀 態に 沈 淪 したの 

である。 全の 地 を 去り、 精 祌界に 於て は 何の 用 もな く、 忘恩、 悖 逆、 無道、 不孝の 子と なりて、 

^•il ひつ \ ある。 寶に 是れ失 はれた る狀 態で ある、 損害 之より しきもの はない。 


然し^1^は之を人の担{ホ：：として北ハの^_せひ、 痫 切であった のみでなかった。 寧ろ 之 を 天の 父に とり 

ての として 恐れ多く  H:;^ も悲 むべき こと-? 思 はれた ので あ K^。 子に すろ^ は、 即ち 祌の であ 

つた。 人の 現在の 狀態を fo- ひ、 何とかして 之 を 救 ひたく 心 はれた の は 一一 n ふまで ない。 然し：：；^ と！ E 時 

に 其の 志 は、 即ち 天の 父の^ 3= の反鄕 ひで、 祌の 愛が 耶穌の 胸に 鼓動す るので ある こと を、 师"明に^=^ 

識.^. 一ら れ たので あろ。 .2^ ら 『父よ 彼らの 罪を赦 した まへ』、 と 祈る に 至られた であらう。 パト 

い カリ 

リ ッ クは、 『祌ょ 我がう ちに あなたの 親ら 祈して らる、 を？^ たま へ.』 と 祈った と EW  く，  u:^ 仰の^し 

たろ SKr は然か 意識す る もので あらう。 ！^: ： 人の 哎は祌 の 嘆、 ！^^：：人の志は祌の志、 Ift 人の 八 止 は； t の 企 

であろ。 儿ハぉ で 人に 1_ ；:^ 向く ろ こと は總て 祌にハ I：：！ 向 くろこと になり、 人の 救 はる k ことに も！ i# ふので 

ある。 故に 耶穌は 次の 如く 首 はれた ので ある。 『銜 くて 王 その 右に をる^ に (H はん 我 父に 贞 すつ" およ 

來 りて 劍^ より 以來 なん ぢらの 爲に備 へられた る！： を 嗣げ、 _:.^1剂なんぢら我がへ„^し時我にへ：5{せ、 し 

とき 我に 飲せ、 旅せし 時 我 を 宿らせ、 裸な りし 時 我に 衣せ、 ^みし 時 我 をみ まひ、 獄に 在し とき 我 

に 就れば なり、 "；儿 に 於て 義者 彼に 答へ て 首 はん 主よ 何時なん ぢの <„ ^たズ 0 を はてへ k せ、 又？^ たるに 飲 

せし 乎、 何時、 王の 旅した る を r 儿て らせ义 裸なる に 衣し や、 何時、 王の 病み、 叉！ K に 在を兑 て 爾に至 

りし f、 王 答へ 首 はん、 我 誡に爾 宵に 吿ん、 旣に雨 前： r わが 此： ：=- おの 最微 の 一人に 行へ る は、 即ち 

我に：；；： ひしな り』！ ！™ ぼ Is の)。 王の 心が 即ち 天父の 心で ある。 然るから に、 人の 失 は 神の^ 失で 

ある。 其の 救 はる 上ユ 3 は 取り も 直さす、 神の 喜で ある。 或る 意味に 於て すれば、 祌の 自ら 救 はれた 

其の 十二 鼓より 一 二十 錢に 至る まで  二 九 七 


其の 十二 歲 より 三十 歳に 至る まで  二 九 八 

と 謂 ふこと にも あたる。 主耶 穌は疾 にこの 神の 心と 共鳴し、 世を礙 ひ、 人を憐 みて 共の 救 はれん AJ 

と を 切に 願 はれ、 自ら 之に つきて 贵任 ある を 感じ、 召されな ば 使命に 應 ぜんと 欲する の 志 を も 抱い 

て 居られた こと を 疑 はぬ。 

然るに 此の 任の 衝に $:E るべき 常時の 宗敎 { ^は 如何なる 状 能 ¥ あつたか。 懷疑 的で a: 而 EE なる 信 

仰 を 有せざる サド カイ、 外形に 囚 はれ 宗敎の 型を枯 守して 偽蕃に 流れ やすき パリ サイ、 ま- 默；^ 一 嬰. Hr 

ら修 むる にの み 熱心せ る エツ セネの 如き、 何れも； t の §^3n を 成就す ろに は、 全然 無能 不合格で あつ 

た。 彼ら は驟の 其の 味 を 失った ものである。 外に 扮 てられ て^まる、 ほか 役に立たぬ もの どもで あ 

つた。 世の 有様 斯の 如く、 之 を 救 はねば ならぬ 貴 任 者 また 新の 如くで あつたと f!^ ふこと は、 耶穌の 

生活に 於け る大 なる 衝動で、 其の 志 を 興す 機 八 I：： を 作った 一 つに 相 逮 ない。 は耶穌 ばかりで ない. - 

今日の 吾人 も 糈神界 の 模様 や、 現在 宗敎 の 枯死せ る 狀態を 深 く^ る と き は {in ら^ 念 を 刺激 せ られ 、 

信仰心 を發 @： す べき 機會を 見出す であらう。 

耶穌の 時代 は 人心 惝々 として、 频に 何事 を か 待ち受けつ \ あった。 阈 亡びて 唯葡の 山河の み 依然 

たる 形跡 は、 何れの 方面に も 露骨に 著 はれて 居た。 過激の M は展 無謀の 亂を企 て、 .{nl 他と もに 悲慘 

なる？^ き 目 を 見つ あった。 耶穌の 門下に さ へ激 徒の 一 人なる シ モ ン の 加 はって 居た ほどで ある。 

命の 基脊』 の f 者き コゥ ッの肯 つた 如く 『耶穌 断の 如き 雰圍氣 の 中に ありて は、 政治問題に 感興 

を 催し、 其の 成り行きに 心 を 用 ひざる こと を 得られなかった ので ある』。 天下分け目の 關ケ 原なる 默 


やち カリ 

示 錄のハ ルマゲ ドン 即ち メギドの 高地 も ナザレから 路^ 遠くなかった。 到」，^ 世の 亂れ、 1: の 成行き 

R の興體 1-^ の歸 趣に 就きて、 m 心 を； 地ば すに I!w られ なかった であらう。 卜 リト叫 口のお 紙 『共」 傅 

の 能力 は斯の 新時代に 對 して 充分な り』 の 中に も 一一 n つて ある 如く、  ^界改不^<;の！„:>^>-ろ现想はバ ビ 

n ンを 代；^ せる 獅子、 ぺ ルシャ のめ たる 熊、 メデア を晤 示す ろ 豹、 大ァ レキサ ン デル の 雄 21 を^ 

味す ろト m 錢- ほの 怪！ g の 如き、 ^權ゃ 威力 を 共」 礎と した ものに 過ぎぬ" $S 時の ユダヤ人 の^に に 

キ 張せ ろ 改革 も 此の 園 を 超^す ろ こと を 55 なかった。 彼ら は 政治 上の 改革 を 夢 W -、 此の か..^ に 於 

け,； -救^ 屮： 現す ろ を ひむ ち. ば-, I んで た。 H ルサ レムの ひ：^^、 全 ユダヤ 民族の 滅亡が 此^に れ^し、 .遂 

こ 未^. 1；：： の像禍 を〕 V ぼみ 出す に 至った ので ある。 耶 の 胸中に は 之と ハ つた 现 想が n いくより；^ 來 して 

かにち プ  . 

^^^"しっ、ぁった。 其の 特殊なる 天職と 使命と が 旣に其 胸中に 形成 くられ、 に 表現すべき 機 # 

を 待って 居た ので ある。 斯の 如く 其の 宗敎に は、 阈 isliM^g- ひて 民 をき. 炭より 救 はんと 欲すろ 志が耍 

素の 一 つと なって His たので ある。 耶穌 のお 子ども も 此の 動機から 其の 門下に 馳せ卷 じた ものと m 心 は 

れる。 八， 01 の W 年も阔 民の 精 祌的狀 態を贫 み、 現在の 宗敎 の^く 無资 格なる を 歎きて、 此の 民 を 救 

ふお：！； 處 より 出ん やと 問 ふこと 切なら ば、 ぺ テロ や ヨハネの 如く 耶穌に 師_^ ^し、 に^んで 北 (の 救 

の カを驗 し、 微知 する に 至る であらう。 

(一 九 二 〇 年 一 〇 CO 

其の 十二 歳より 三十 歳. に 至ろ まで  三 九九 
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長子の 分限 

一 

『^らく は H サゥの 如く 淫を行 ひ、 妄 なる 事 をな す 者 あらん。 彼 は 一 飯の ために 1!^ 子の 樂 を寶れ リ』 

(へ ブル 走 I  一  二の 二  0  一 

■ 一 

ヤコ ブと エサ ゥに 就いての 物語 は 創世記 绝ー五 奪に 見える。 同じ 母の 西んだ きか；^ で、 冋 じ^に， 

育った にも 拘ら す， 其の 終局に 至りて は，. 犬に 異なる ものが あった。 是れも 優勝劣敗の 法則が 遠慮 一 

なく まの 屮を 支配して 居る 證據の 一 つで ある。 靑年は 殊に 斯の 如き ieSf 賢に 注意して、 如何に 世に：^！^ 

し，：^ を 立つ べき かを學 ぶべき である。 

『長子の 業』 H チウ は 長子に 生れ 付いた〕 峰の 灌木が 谷の 松よりも 高く 兑ぇ ると ！：！： じ で、 世： 

に は斯の 如き 利害の 相逮が 多い。 露 西 亞のソ 。ビエ フは 人の 志 を 二 極に 分って 居る。 一は りで 

唯， § 承した 儘 を 守り 敢て 何らの 新機軸 を も 出す こと を 思 はない。 二 は 彼の 所謂 ァ モル ファス の 一 

類で 傳來の 模型 を 無視し， 己が 思 ふま \ に 振舞 ひ、 宛 も 天馬 を 翔ける やうな 破格の 行き方 をす る 

ので ある。 前者 は 因循姑息で 進歩が 無い。 總領の 順祿に 終る。 後者 は 勝手 氣儘、 自己の 考ー つで 一 了 一 

くこと を 好し とする。 自分 流儀で 遣る" 前車の 覆る も 意と しない。 歷 は 可ら の. 5n 直 を 有たぬ。 

が 保守で あれば 是は 過激で ある。 即ち 今日の 自然主義の 連中が 其れ だ」 處 世の 方針に 此の 二つの 1  率 


端. か あろ。 何れも 誤って： HI る。 共れ に從 つて 11;^  くもの は 危うい。 成る ほど 祌 は：，？ を も ァ ブラ ハ ムの 

裔 とせられ るから， 悔統 は餘り 《=5 てに はならない。 h:: の 人は然 か/^ と」 ョ はれた が 我が 宜曾 すると 

ころ は： ：21 對 であると 共 t 督は 主張せられ たので ある。 然し 之と M 時に 法の 一 點 一 剣 も 遂げ 盡さ では 

.n:^ むべ からすと 仰せられ たのも^^で ある〕 要するに人の生命を全ぅするの秘訣は此れら^^極端を 

協調せ しめ， 舉ん では E 心 ひ、 思 ふて は學 び、 前の 善き もの を 承け、 新たに 後の 進路 を il くこと であ 

る。 ヤコ ブの 如き は 稍 之に 近き 流 偶の 人であった。 ェ ナウ は 北ハの 反對で •  f「g 辛； 5 に 己が 思 ふま- ¥ 

ろ 感情の ま \ に 進んだ ので ある。 或は 之 を 人格主義と 稱 する であらう が、 Si は，：：： 然 主義 を 執った も 

のと 認められる。 

ヤコ ブの 乎^ 役に立た す。 ヤコ ブは イスラエル 民族の 基礎 を 据えた 偉勳 者で ある。 彼 は：： 儿に设 つ 

た 成功 を赢ち 得た ので ある 然した とひ 彼が 创世 第一 一 五 車に 記る された 如き 辛辣な 手段 を 取り、 兄 

の 弱 點を利 川して^ も 其 目的 を 遂げん と 試みす とも， 正々 《0^ 々其の 途を路 みて、 竪忍不 の 精神 だ 

に 保って K たなら ば， 其の 成功 疑 も 無かった であらう。 最も 善い 意味の 熟 怖 主義で 共の En 的 を 遠し 

^たに 相途 ない。 愁に随 劣なる 手段 を 探った がた め， 多くの 惡結 EJf. か 彼の 身に^ り 一?^ ちた" 汝に屮 I 

でて 汝 に：：^ るの WIE^ 覿面であった。 小兒の 飯事 同様の 所爲を 以て， 人生の 大審は 決せられる もので 

.  ちかみち  まわ リ みち 

無い。 化 i 〔偸の 工夫、 禍を すの みで ある。 捷徑をへ^^って反っ て 迂回に終った〕 心 へき ことで 

ある"  、 

お. f- の 分限  ；ニ 〇 I 


s  〈の 分限  三 〇 二 

5  U ども 

！ 精！： il 题 である。 エサ ゥが 長子の 植 利を鬻 つたの は 飯事に 過ぎない。 事 枘は 子：： 几 だましで 餘 

り^ 純で ある。 何でもない 一 時の 戯事で ある。 然し 其れに も 拘らす * 彼の 擧動は 恐るべき 精神 上の 

墮落を 意味した" 輕躁 な， 不謹愼 な、 不敬虔な 所 である こ， 0 を 免れ 難い。 確に 共の. IS 然 主義， 唯 

物 主義の 表現れ である。 彼が 父祖の 现 想を繼 承すべき 資格 ある もので 無い と ふこと は 之に 出って 

li^ 明せられ た 道理で ある。 斯の如く！^：人の日常生活と品性との^^には大なる關係がぁる。 苟且の 遊 

戯も， 或る 一 面から 見れば 永遠なる 分岐 點と 解せられ 得る" 恐らく は 運動場 観の 一 擧手 一 投 足が 靈 

魂の 存亡に 關 する かも 知れぬ。 臍 野に 於け る耶 ij の 試み も 皮相 だけで は 飯 isii- の やうで ある。 然し 共 

處に 精神 上の 大戰 が戰 はれた と 謂 ふこと を m わ ふ 時 は、 實 に油斷 のなら ぬ 世の中で は ある。 事も無げ 

に取极 はれる 問题も 永遠 を 意味す るので ある。 

兩 人の 品性 要するに 總ては 品性の 問題であった。 事の 成敗で は 無く， 人格の 勝 ft であった" ャ 

コ ブと ェ サゥ との 分岐 點は 品性に あった。 ェ サゥに 就きて は 希伯來 書に 淫を 行ひ妄 なる 窜を なす も 

のと 斷 案が 下されて 居る。 淫を行 ふと は 讀んで 字の 如く 解す る 外 あるまい。 ヱ ナウ は 肉愁に 耽る 性 

鍵の 人であった らう。 Ef- 女 の關 係に 於て 正しから ざる 事 多 かりし ならん と 察せられる。 彼 は _ ^んを 

迎 へて 〔キ M を 作った が， 依然 練 ill 放縦の 誇 を 免れなかった。 創世記 第二 八 章に 『ェ ナウ また 力 ナン 

の 女の 共 父 イナ クの 心に かな はぬ を兑 たり。 =1=J において ェ ナウ、 イシマエル の 所に ゆきて 共のお る 

iiz の 外に 乂ァ ブラ ハ ムの子 イシ マ ェ ルの 女ネバ ョテの 妹 マ ハ ラテを に娶れ り』 と ある。 彼 は 配偶 


を 求む るに 無頓ャ w で輕卒 であった。 人 を 人と も 思 はす， 唯 北ハの 感情に 任せて、 の 如くに 共の •  配偶 

を 探んだ ので ある" 彼 はまた 『妄 なる iaj- をな す』 もので あつたと 記 K て ある" ：jt- に妄と ある は-に？" マ W 

の 趣味な く， 精神的に は沒 分曉. ^で、 祌を 無視し， 天 を 侮りて， 極めて 敬虔の 迸に 棘き 人であった 

と， i ふ.：； 总味 である。 彼 は 宗敎 に無頓 辯で あった。 彼 は 性の 要素と して：：；^ も 根本的な る 敬虔の 念 を 

缺き、 刃 女の 道 を み 誤り、 現在の ために 永久 を 忘れ， 口 や 腹の 問题 のうちに 父祖の 现 刺、 ^ ゃ志を 忘 

却した ので ある。 所の 如く なれば， ^人 も 國民も 決して 偉大なる 位 ifil に逮 する さ は出來 ない。 生命 

の落伍^<;として終らねばならぬ。 

ダ 

然るに ヤコ ブは 思！ 深く， 理想 を 志し， 、水久 のために 現在 を 犠牲に する Hi を 惜します， 恩愛の 情 

濃 やかで， 殊に 敬 虎の 念 く， 神 を 畏れ 之 を 祭る の 精神に {=m んで E た。 彼の 行爲に 多くの 缺陷 あり 

しに も拘ら す- ^々逃 歩して、 大 なる 人物と なり、 大 なる！： 民の 创 ii 者と 爲り 得た の は， 是等极 本 

的の 俊勝點 を儿ハ へて B たためで ある。 エサ ゥの失 ひし 本と、 ヤコ ブの 得た る现， E と を 深く 共の 心に 

^めがにくことは^|5:.^^舉生の常に怠るまじきところでぁる。 

お 子の 業 は 何で あるか。 ヤコ ブ， エサ ゥの 問題 は 一に 彼らが 長子の ffis- に對 する 如何に 出つ 

て 決せられ たので ある。 靑 年に は 何れも 此の ：！：^ 子の 横 利に 關 する 题が ある。 彼らに とりて 所 li 長 

千 權とは 何で あるか" 

Si 一は 神の 子た る ことで ある。 世に 在りて 祌の 子た るの 趣味， 氣分， 志， 節操 を 保ち， 祌を受 

長子の 分限  コ一〇 三 
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け， 之に 從ひ， 之に 奉仕し、 之 を 悅び樂 しむが 人の 本領で あり， 其の 歸趣 である。 之 を 全 ふすべく 

精進 修養 鍊 努力す るが 其の 使命で ある。 之 を 一 語に 約 むれば、 人 は宗敎 的で ある。 

^一 一は 神の 園の 公 _ ^として 奉仕す るの 特 横と 共の 祝福と を 全うする さで ある。 世に は 神の 大 なる 

經綸が 1  貧 現せられ つ \ ある。 神 を 尊び， 之に 仕へ、 其の 民と して 相 敬し 相愛して 神の 光 榮を顯 > がす 

るが， 人の 设大 理想で ある。 即ち 神の 經綸が 共れ である。 之 を 神の 國と謂 ふ。 H 夜 斯の闽 isjf- に 心 を 

致し 力 を 盡し身 を 立て 人格の 光を發 輝す るが 人類た る もの \特 桃で ある。 北ハの 祝； 1 が 亦兹に 全うせ 

られ る。 其.^ 督が 山上の垂訓に 於いて 斷食， 施與、 祈禱 を經緯 として 人生の 方針 を說 かれた の は、 自 

修， 博愛， ■ 敬虔の 三德を 意味す る ものと 解せられ る。 先刻 引 S した 露 西！ oi のソ c ビエ フは纖 恥、 同 

情、 畏敬の 三つ を 以て 人生の 板 本義と 唱 へて：^:! る。 是も 基督の 山上 乖訓 と^ 結 を： Z じうす る ：！3^ 解で 

ある。 即ち 人類の 長子 權が 其れで ある。 吾人 は 此の 特權を 重んじ， 其の 祝福 を 各自の 冇と爲 すべく 

蜜. 歸 努力して， 之が ために 何らの 犧牲 を拂ふ Hi をも惜 まないだ けの 覺 悟が 無ければ ならぬ。 事： に 

至りて は 鹿 を 追 ふ もの. 山を兒 ざるの 槪き 無くん ば あらざる 害で ある。 

f  あ-じ まめ  つ 

, ^を 以て 之に 代 ふるや。 ェ ナウ は 『。ハンと 扁 豆の 囊』 に 代へ て 己が 督横を 鬻り共 の 長子の 分限 

を 手放して 了った ので ある。 現代の 多くの 青年 は 如何 なれば 北 ハの靈 的 分限 を 放棄し * 天 を 忘れ， 祌 

-に 遠ざかる ので あるか。 彼らの パ ンと扁 豆の 契 は 何で あるか。 其の 頻に 焦心ち 求めて 居る ところの 

もの は 何で あるか。 或は そこ はかと なく 漫然 心に 萌す ところの 板 もな き 疑に！^ さに て 無き" 仰に^る 


もの も ある。 人に 對す る好惡 に 山って 祌を 衆る もの も ある) 時流に 從 つて 推し 移り、 所 lis^ 代 (- 

に囚 はれて^ 魂を沒 却す る もの も ある。 或は 社 會の位 m はに 紫 がれ、 安逸 を 贫 り、 快樂に 耽りて、 全 

く 物界の 人と なって 了 ふ もの も ある。 共の 得る ところと 失 ふところと を 比較 すれば ェ サゥ の；^ i;- と 家 

督權 との 相逮 のみに 止らない。 限りなき 不 釣合で ある。 珠を 厥に 投げ 與 ふるよりも 更に 不可解な 

る所爲 である。 斯の 如き 精 祌界の 資買は 共 iira^ 遂に 如何で あるか。 『終に^ てられ』 たので ある。 

(一九二 一年 三 KT) 
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本章に は 祌の惱 める 僕の ことが 記る されて 居る。 苦疲は 何時でも 人の 問題で ある。 殊に 解し 難き 

は 善き 人の 苦しむ ことで ある。 罪 も 無き に、 何故 苦痛に 陷 るので あるか。！：；^ は ヨブ 記の 難题 であ 

る。 詩篇に も 其の 疑惑から 血 を 吐く やうな 數 節が 出て 居る。 天道 是か非かと 問 ふこと を： 餘俊 無く 

せられる 世の中で ある。 イスラエル 民族 は 内から も 外から も 憂 ふべき ことが 嵐 起り、 國歩 艱，、 名 

にし ft ふ祌の 選民た る 體面も 見る 影 も 無き 狀態 になった。 世界に 向って 一大 使命 を 果すを 以て 選： 1!^ 

の 奉仕 をした ので あるに、 ：！： 故斯 かる 非運に 陷っ たか。 神の 僕た る イスラ H ル： y 族の 斯 くも^ を受 

け、 難に 遭 ふと は實に 不思議な 出來事 だと 考 へられた。 然し イスラ H ルぉ 族と §i ふ も 玉石；；^ 淆で、 

寧ろ 多数 は祌と 其の 下し 賜った 使命と に對 して 信義 を缺 き、 節操 を 失った a. であった。 之 を 總稱し 

て 神の 僕と 謂 ふは不 似合の やうに 感ぜられざる を 得なかった。 其處で 民族 中、 よく 國の 精祌を 維持 

し、 其の 理想に 忠實 で、 志の 堅固なる 少數者 だけが、 此の 榮 ある 名 を 以て 呼ばれる に相應 しく ある や 

うに 思 はれた。 其處で 此の j 團の 人々 を 特に 神の 僕と 稱 する ことにな つた。 其れが 更に 狹く 深い 意 

味の ものに 轉 化し 行き、 終に 或る 一 侗の 義人 志士 を 見出し、 深く 其の 人格 ゃ經 膝を觀 察し、 是ぞ； 止 

しく 祌の 僕で あると 感嘆す るに いたった、 宛 も 大和魂 は國 の 共有物で あるべき； なれ ど、 花は樱 


木 人 は 武士で、 後， ォが 1;^ もよ く 此の 精祌を 代^して 居る が 如くに： 做され、 て は 武士の 中で も 赤 

il- の 士 とか、 或る 一 人と かが 武士 迸の！^ 本で あ ると 思 はれる にい たったと 同じ やうな 事枘 であ 

る。 出 鹿 * 行な どの^に 戴かれた 1^ 士は 如何に 立 •> ぬな ものであるよ。 祌の僕 も斯の 如くで；^ 人 や^ 

一一 に 依りて I- 想 化されて 行った。 事寳に 於て は 出し 難い ほどに. ：5 潔で 偉大で ni 格の {• 兀 t4.: なる 祌 

の 僕の 風貌 5^;!: 及び ni 格が^に 思に 浮び、 文 ii::} や 言， 語に 表 はれて、 慕 はしく 顿も しく 懷 はれる やう 

になり、 其の 责 現の 日 を 一 日 千秋の 思 をな しつ \ 待設けた。 2|=^^がィスラ ェ ル：}^族^メシャ|^ 

で、 神 の 僕の 出 づるを 待つ 希望であった。 其の 意味 を斯の 如く；！々 に解釋 せられた 祌の 僕が 時と 

して イスラ ヱル： ^族、 時として 其の 少數 者、 又 時として 或る ー侗 人の 形狀に 於いて、 撼 柯 不遇で 常 

に 行き 艱み、 苦境に 沈み、 =S だ憐 むべき 狀 態に 陷るは 如何なる 现 出で あるか。 "：^ が イスラ H ル K 族 

の 解 11 に 苦しんだ 問題であった。 之に 思 ひ惱ん で、 爆 疑惑の 底に 投げ 落される かの 如く！ S 悶？ 苦 

闘した！： おが、 苦痛の 意味 を 徹底的に 感得し、 終に 罪 無き ものが 罪 有る ものに 代って 苦難 を め、 身 

を 殺し、 己 を愤牲 にして、 國を 全うし 人 を 救 ふの 至 道 大義 を覺 り、 其の Ki- を^ し、 巾に 光 を 

得た らんが 如き 心地 をな しつ & 希望と 慰安と を與 へ られた 其の 鑲 的の 經驗を 述べた るが、 即ち ィザ 

ヤ^ 五三 i 举 あたりの 文で ある。 而して祌の僕と其の|3雞受苦の^^想はィスラ ^1 ル：^族の1.史、 甘 •： の 

志士 義人の 傅 記、 或る 最も 優れたる 哲人 ®^ 者の 經歷 等に 於いて、 せ、 の 端 紡 を ii いたので は あるが、 

之に全く；！^ぉ岛した實物は耶穌と其の十字架でぁる。 豫言 者の， ば i を 菜と して、 耶穌と 其の 十字架と を 
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研究し、 後^ を 本と して 豫首者 を熟讀 するならば、 ^實相 Ei: し、 理想と 現實と 相 映 じて、 妙^ f -』 き 

ざる を g}! え、 發明 すると ころ 刺激せられ ると ころ： ffi だ 多く、 信仰生活 をロ邱 進せ しむべき 機， $：： を 作り 

せ；、 の 便を與 へられる であらう。 ィザャ の 第五；.：： はまこと に 受難週の 好き 讀み 物の 一つで あろ 其の 

巾から 一：： つ つの 點を 损げて 本紙 讀者 ほら 之 を精讀 せられる 時の 一助 ともなし、 相と もに！ 難 週に 

拍雍 5 は しき；： 讽分を 養 ひ 、 オペ の 意義 に 心を隱 めて 主 の 苦難 を 味 ふ こと を 得た いと 思 ふので あ る。 


-B ぶ 


かれは、 H. "のまへ に 芽の ごとく、 燥き た る 土より 出づ る樹 株の ごとく そだちたり。 

きりあと ねつ こ 

是は樹 を 切り倒した 跡 の^げ 山、 燥き 果てた 土の 上に 所た 朽ち.^ 斷餘の 极チが 淋し さう に 出て 居 

るので ある。 少しも 生氣が 無い。 た 希る 其 所に 樹の 若い 芽が 生えて 來た。 枯れ木に 花の、 咲いた 如 

く、 死灰の-はび 燃えん とする やうに、 總べ てが M 色ばん で 来た。 一 來 i 议 出 も 漸く 靑く なろ であ 

らうとの を風ハ ふるに 至った。 、干： 耶穌の 人銷の 世に 於け る 亦 之と 同じさで ある。 魂 は 社 八！：： として 

き 0 あと  おつ こ 

も、 個人と しても、 斷餘の 根子の やうに 朽ち. M れんと しつ k ある。 生氣に 乏しい。 波す 限 o=i 山 

めばえ  つ «- 

荒凉慘 $E のた 景 である。 然し 斯る 中に、 王 耶穌は 新たなる 人類の 芽と して 滴る ばかりの た渾 とやけ と を 

はる げしき 

もって 生れ 出 でられた。 人の 世界 之が ため 俄に 氣色を 悩して、 生き返る 如き 心地 せらる. - に- S につ 


たので ある。 

われ 

主^ 穌は實 際に 於いて 兌るべき 美しき 貌が 無かった ので あらう か。 醜き 容 をして 居られた ので あ 


ナ がた  かたち  みばえ 

われらが 見るべき うる はしき 容 なく、 うつくしき 貌 はなく、 われらが した ふべき 幾 色な し 


らう か。 然ぅ では あるまい。 詩篇に も兒 ゆる 如く、  /、の HJ に 比 ぶれば 更に S< しき 容 であった であら 

う。 ； i 昔 帝 5 に は 耶穌の 風采と 相貌 ゆ ：7 に 就いて 記事が 桢 めて 少ない。 然し 乍ら 去： キの 『ヱク スボジ 

トル』 に、 或 人 福音 書の 片 11 一一：： 擎ぱ i に. H り、 其の" L "示 を迪り 行きて、 主の 身！：：^ 如何に.；：：！ く、 扪貌 如何 

に^々、 肌 光如 何に ffi しく 焚し く嚴 で、 野外に も總 ベての 群衆の 环に 其の や S 如何に 好く いたかな 

どを而，：：くー：^^！ぃた 一 文が 祸載 せられた と記惊 する。 然ば是 は耶穌 の容、 資に，醜かったと|^ふ^;总^で 

はなから う し 耶穌の H 風 や 志が 世と 懸け離れ、 趣味 も 好^も 之と 調和 を缺 いて、 到-:^ 相 副 ふさ 

の 出來ぬ 有様であった。 蘇と 蘭と は！； より 相容れ ざる 性-打の ものである。 大 K は 似； 4, に 入り 難い。 

I れ しる は パリ サイ や サド カイに 耶 穌の现 ノけ せらるべき， お：： は 無かった。 近代の 獨 逸！：： i:^ 戰 前の：. は耶 

穌と 其の 十字架と を 蔑視し、 少く とも 之 を 毛 ひせざる を 〔む ないやうな 狀 態に 在った。 名 ，好きで 

虚榮 に：^ おれ、 キ； 我心に 駆られ、 傲投を特^^として、 樓勢 にの み：^ 託する 人：^ は 何れの 枇に 於いても 

耶穌 を： M 障に 思 ひ、 ：！： となく 之 を^ 齊し、 ^しき は 之 を 敵視し、 更に 進みて は 仉に天 を くべ から 

ざる 賺 敵の 如く 待遇す に 至らざる を ない。 『十〈，^架に釘けられたる^赞は ュダャ人には躜く^^、 

ギ リシ ャ 人に は 憑なる 者な， り』。 其れ故 世界 は 将 を；！ として 嫌 ふので ある。 意 氣 如何にしても 相 

投 八；； し 難き ところが ある。 其 所で 

かれは 侮られて 人に すてられ、 悲哀の 人に して 患 を しれり、 また 面 をお ほひて 避く る こと をせ、 りる る 

者の 如く 侮られたり、 われら も 彼 をた ふと まざりき。 
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±^ 齊の苦 は 其 世と 相 北：：： いた 結お であるの みならす、 ら 進んで W の をれ ひ、 入に t つて^の 

^とおしみ とハふ t めら れ たので ある。 喷 f 北の 意呔が 含まれて おる。 あに T.  く 

まことに彼はゎれらの^^患をぉひ、 我 倚の かなしみ を 措へ り？ 然るに われら W "へらく 皮 1 せめ、， し、 .5. 

にう たれ や 竹 しめらる 、なりと。 彼 はわれら が您 のために 傷 けられ、 われらの 不義の ために 碎 か，， 、 みづ 

%  て しめ  やすき 

力ら 懲？ m をう けて われらに 平安 を あた ふ。 そのう たれし 瘦 によりて われら は 癒されたり。 -.^ わが；^ の 

とがの ためにう たれし なり 

耶穌の 側に 《殺 せられた 一 人 は 首った、 『我 儕 は常然 なり 爲せ しことの 報 ひを受 くるので ある』。 吾 

人の 苦 の 大部分 は，：：： 己の 憑なる こと や、 から 牛； する ので ある。 然し 時として は i 邦な くして ず ^ 

むこと も ある。 故に 彼 はまた 肯 つた、；. 此人は 何も 善から ぬ 事 は爲さ ざり しなり』。 殊に 無 き^が 

罪 ある 者の ために 一一 一一 c ひ 難き 苦痛 を (：i "むる 如き は、 家族 生活に 於て 爆：：： 几受 くる 悲劇で ある。 然し 之が 

ために 家族 生活の 趣味 更に 深き を覺 ゆる 心地 もす る。 iiKH の 十字架が 其の；, g も大 なる， ぽ例 である。 

彼 は 神と 一 つで 有った から に對 する； t の 態度 を €18 なく 感知し 識 得し^.^ し、 その 傷 けられた る 

愛の 贿みを 已が 身に 覺ぇ其 の 失 ひし もの を尋 ぬる 慈悲 に 同情し、 罪惡 に 對 する き 愛 の 反！^ を： c:: 列い 

に 感受した ので ある。 彼 はまた 罪 ある 人類と I 體 である。 親子 夫婦の 柄よりも 板木 的なる： おい 關 

係に 於て ー體 である。 彼 は 極めて 切なる 同情に 於いて ひ ー1- である 己が 腹を疝 めた る の. 愛き が 如 

く、 耶穌は 人を敎 え、 之 を？ いて 救 はんと せられた 心. しと 努力と に 山り て、 離るべからざる 蘭 


係 を旣に 結ばれて 居た ので ある。 其れで 彼 は 明かなる 鶴覺 と、 も 鋭敏なる ft- 心と に. S りて 人の 罪 

を 己が 罪の 如くに 感じ、 せ：： の！ Hii、 其の 耻 其の 恐懼、 ま、 の 苦痛 を 悉く 己が 身に 經驗 し、 § ^に對 する 

神の るべき 反應の 罪の 東 荷彌 がう へに 甘：： の 心 を壓 迫した。 遂に 『我が 祌ょ、 我が 神よ、 何 ぞ我を 

菜て 給 ふや』 と 哀しみ 叫ばる、 に 至った。 是れ 耶穌の 十字架と 苦痛との 意義で ある。 人 は 此の 受 

難 週に 於いて 是ら の點に 注意し、 喷 罪の 事資と 意義と に 心 を 潜め、 より 深く 其の Sif 仏に 沐浴す る こ 

と を 心 懸けたい と 思 ふ。 

われら はみ な 羊の ごとく 迷 ひて、 おのく 巳の 道に むかひ ゆけ リ 

祌の 僕が 斯の 如く 苦しめられ 艱 みに 遭 はれた るに つけても、 人の 念頭に 浮び 來る こと は、 己が 

罪惡に 沈んだ だ 悲しむべき 狀態 である。 此の 美 はしき 天地に 樓 息して 多く は 無事の 日 を 送りつ、 

あるに 反し、 何故 獨り耶 穌が斯 の 如き 屈辱と 苦 贿とを 負 はれた ので あるか。 吾人 こそ 斯る苦 疝をも 

當然嘗 むべき であるのに、 實 に勿體 なき 心地 せざるを得ない。 十字架に 於け る耶， 成の 本：： おに 對 すれ 

ば、 吾人の 罪 如何にも 怖るべき 戕 態と 程度と に 於いて 現 はれて 來る。 過ぎ 來し方 を 顧れば、 みな 羊 

の 如く 迷って 居た。 人面 徵 心なり と 謂 はれても 仕方が無い。 祌を敬 はす、 人 を 蔑視して、 、王 我 的 

で 、 己が 好みと 志と に從 ひ、 多く は 行き 懸り のま k に 生活して 居た 愚に も 物 i;H ほ し くお だ 僻みた 

る 行き方の み をして 35 たので ある。 受難週 は、 各自が 自己の 3M 相 を、 明白に 兑^ はさるべき 機.^ 

である。 
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たまし ひとが もの  一 

され どェ ホバ はかれ を碎 くこと を よろこびて、 之 をな やました まへ り。 斯て 彼の 靈魂 の 臥 物と なすに - 

いた、 しば 彼 その 末 をみ る を 得、 その 日永 からん、 かつ ェ ホ バの悅 びた まふ こと はかれの \ ^によりて 榮 ゆ- 

べし。 かれは 己が たまし ひの い 煩勞を 見て 心たら はん、 わが 義丄き 僕 は その 知識に よりて お ほくの 人 を義ー 

とし、 乂 かれらの 不義 をお はん。 ，  一 

±£^, 督の 13 難と 十字架と は 人心の 向 北：！；、 時勢の 變化、 事の成り行きから生じた^1然の5^£^で、 1  伯 Aw 

に おし、 寺 1^ しく は 偶然と 締め、 世の 闪緣總 て 約束事で あると 觀 すべき 事で ない。 人の 父の 

まみ 深き 充 ちた 經 綸に發 し、 其の^ ヒ の發現 である。 『夫れ 祌は m じめ 知り 給 ふ 所のお を W 一 

子 の て § は せんと W じめ 之 を 定む此 は 其の 子 を 多く の 兄弟の 屮に 嫡子たら せんが 〈はなり JT 十一 

字 架 は 此の 目的 を 以て 祌の创 意せられ た 計 喪の I 莨 現した ものである。 祌の最 るべ からざる 愛の 〔な 現 一 

である。 ふす 贯 徹し、 疑 もな く 完成 せらるべき 仕事 を 意味す。 故に n く 『豫 じめ 定めた る 所のお は 

之 を 招き、 招きた る 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之に 榮を 賜へ り。 然ば 此らの 事に 於い て^を か 一 

一一 一一：： ん 若し 祌 我ら を 守らば 誰か 我 儕に 敵 せんや』。 十字架の 救 は 徹頭徹 ：：^ 神の 思 ひ 立 たれた 愛の 事業 一 

であると 謂 ふ HJ が 吾人の 力で あり、 又 慰安で ある。 唯 1^- 膂の 十字架と H 、の 苦疝 のみで はない。 .^.^^.'^ 

の 苦お もせ：： の 自ら 招け ると 然ら ざると を 問 はす、 みな 祌の御 心に 從 ひて 吾人 を艱 まされる もので あ 一 

るぶ 1 を S らば 苦しみ 悶 ゆる 心に も 不思議なる 平和 を 生す るで あらう。 總べ て 苦痛の 奥に 神の愛と 知.. 一 

養と 義 との 潜んで 居る こと は、 吾人の 犬なる 慰めで ある。  (1 九 ニー  年 三 月) 一 


活ける 祭 物 

『されば 兄 m よ 我祌の もろく の 慈悲 を 以て 爾 に勸 む、 その 身 を 神の》 おに 適 ふ き ける 祭^と なして 

まに さ、 げょ。 此れ かす の 祭な り。 また 此の世に 效 ふなかれ。 爾 化サ祌 の，^. く、 ュ つぶ： にして 悅ふ べきき 

を 知らん がた めに 心 を か へ て 新に せよ』 (羅 馬赛  一二の 1、 二) 

基^ 敎 の 敎 ™t. と 道德は 離る ベ か らざ る關 係が ある。 バウ 口 は 羅馬 _齊 の 首か ら^：十を-！^；！ね て 人の 救 は 

る.. -は ； は： t の 招寵に 依る ものであると 云 ふこと を 講じた。 へ r 本牵 から はこれ に いて isM 者の 生 

活 の^を^き、 恩寵の 實驗 を、 各自の 身と 人 問 の關 係と に應 W すべき こと を 論じ、 共」^^ が 身 

を i め 世に^す るの 心懸を 懇切に 論した ので ある。 『然れ ば』 と あるが 此の. s.^ である 

『我』 此は バウ P が. R 身の 經驗 した 處にカ を 籠め た^で ある。 彼 は 茶^の 道に 反對 した こと も あ 

る。 久しく I 外惡 と戰 つた 苦い 經驗を も 有って 居る。 然る を 基督の 十字架に 依って 救 はれ 祌の 子と せ 

とき iii  I 

らる、 こと を ^：: た。 此の 深刻なる 經驗 身に 餘 りたる バウ 口が 下の 如く 說 出した ので ある 『^む』 扣 

くて 熱 燃 ゆる 様な i が 彼が コ リント 後齊 五の 二 〇 に 『我ら 召れ て 茶- 督の 使者と なれり、 即ち 祌我 

ら により 汝らを 勸め給 ふ 如し。 我ら S 督に 代りて、 汝ら が祌に 和がん さ を 汝らに 願 ふ』 と In つた 心 

持から 出て 居る。 此の 氣分を 以て 深き 刺激 を羅 馬の 基督 者に 與 へんと 試みた ので ある。 

『諸の わ を もて』 バウ 口の 勸めは 如^なる 動機に 訴 ふるので あるか。 祌の もろく の 慈悲が 共れ 

活ける 祭 物  一一 一 一 一一 一 


活ける 祭 物  三 1EJ 

である。 视の 人に 對 する 神の 慈悲 は資 に廣大 である。 救の 恩寵 は 之 を 測り 知る ことが 出來 ない。 S 

督者は 此の 恩 {m を 動機と して 世 渡 をす るが 其の 本領、 である。 生活の 動力 は共處 から 出て 來る。 基督 

の 救 は 我ら を 新なる 世界に 入らし める 總 てのものが 新しくな つ. て、 見る もの 問く もの 別世界の 心 池 

がする 過去 現在 来來 ともに 共の 趣きが 變る。 共處で 心持ち や 生活 も變ら ねばならぬ。 道 德の领 域 

が擴 げられ、 同じ 事 を 行 ふに しても. 佝處 となく 違った 優しみ や、 いみ じさ を帶 びて 來る。 感想ても 

情操に も 世 問で 見る 事の 出来ない 趣きが 現れる。 神の 諸々 の 慈悲 を 味 ひ 知る によって 生， 活の极 底 か 

ら 其の 面！： n に 至る まで 全然 I 變す るので ある。 

だから 『此 世に 效ふ 勿れ』 ュ ダャ人 は 二つの 時代 を 認めて ゐた。 現在の 時代と メシャ に關聯 した 

時 f である。 後お は 基督の 道に よって 明かに せられ、 其の. 味 も 性質 も 徹底的に なって 居る。 s 督 

者 は 現代に 支配せられ す.、 永遠の 世界に 屬 する 生命 を發 せねば ならぬ、 世間の 流 俊と は 行き方 を 

異にすべき である。 然し 『雨、 ら 曾て 此 世の^し に循ひ 彼の 愆と罪 を 行 ひて 日 を やじり 亦 空中に ある 諸 

つ ^  S 

樣 を總宰 どる 者. すな はち 信じ 從 はざる ものの 屮に今 はたらく 者の 霞に 從 へり』 (一 エー。^ 一."")、 と ある 樣 

では、 此 志を遂 ぐる ことが 出來 ない。 种 なく みなく して 罪に 囚は れ惡 魔の 蔓る 世界に 惑，：^ めする が 

自然の 成り行き である。 現代の 覊 祥を脫 して 基督 者の 理想 を實 現せし むる は 容易なる でない。 

はたらき  - 

且ハ處 が の 救の 作 W である。 之に 依りて 新なる 世界 關 係に 人らねば ならぬ。 『心 を， 上へ て 新に』 せら 

あか ら 

れる 事が、 ゼ， 要で ある。 貨の存 する 處に心 も又存 する。 吾人 は 心 を 永久 世界に 置く 事 を 心 懸く べき 苦 


である。 基^の 十字架と 共の 復 おの 力と を赏驗 すれば 鍵 魂の 居所が 變 つて 來 る。 或 小說に 次の 面白 

い  一 ^が^ まれた。 一 人の 靑年 美術 {，iH- に 漂浪して 其の 生活が た IS んで來 た。 母は亞 米？？ T 加な 

る故鄉 にあって 之が に 深き 變 ひに 沈んだ。 子の 救 はれる が爲に 己が 事 をお i 忘れて 祈り 精け た。 

終に 堪へ 切れ なくなり 遠く 海 を 越えて 羅 に 出掛けた。 母子 久し振りで 面き したき、 sl^i きいて 

『お 額の 表情が 大層 變 りました。 .1:^^がぁったのですか』。 

『何にも 變 りはありません。 只 近 來澤山 祈り をして 居ります』。 

『^だ. かお. 翎に餘 程 美しい 線が 現れて 居ります』。 a に斯 くの 如く あるべき 苦で ある。 if^- ベ-: „ ^のぶ 

來 する、 其の 居住す る 世界が 變 つて 来れば 心も變 る。 多くの場合に 於いて 顔まで が變 る。 

共で 『神の 旨 を 知る』 事が 出來 る。 知る とは驗 知の 怠 味で ある。 祌の皆 を 味 ひ 知って 之と i ソ おす 

るに 至る ので ある。 神の it と は .1: であるか。 曰く 『蕃 にして 悦ぶ ベく、  n; 全き 率』 が"；：^ である。 涛 

と は 人生の R 的を遂 ぐる 所以の 道 を 指す ので 言 ひ 換えれば 道德 生活で ある。 悅 ぶべき と は 小；！ « 生活 

を 全うし 祌と 人との に 美しき 協調 一致の 生じた る狀 態で ある。 全き ものと は、 人性の 展 して 至 

ら ざる 處 なき を 云 ふ もので 結局 现想境 を 明かに 認め、 漸く 之 を 味 ひ 知る 事で ある。 『共の 身 を 祌の心 

力な 

に 適 ふ 架 き^ける 祭 物と なして 神に 榨げ よ』。 五：： 人 は 身に 附ぃ たもの を捧 ぐるの みで は 足りない。 

己が 身を掉 ぐるに 至らねば ならぬ。 身 は 即ち 身體 である。 

之を聖 化して 神と 其の 御國 との 奉仕に 用 ゆる 器と せねば ならぬ。 基督 者 は 病床に も 臨終に も、 其 

活ける 祭 物  三 一 五 


活ける 祭 物  三 一六 

の 身 體 を 献げる ことが 出來 る。 その 死 は 1;:^ 仰、 從順、 勇氣、 忍耐、 K 布 總て高 小 M なる 精 祌の發 露す 

る機會 で、 眞の 生命の 發 抓 される 場合で ある。 某 1|1 の 十 { や 架が 其の；： も なる 實例を 示して 居 

る。 斯 くの 如き 死 は MM も カ强ぃ 生命で ある。 死が 然ぅ であるな > らば 健康 狀 態の 身 體も之 を^ 化し、 

聚 別して 神の 殿堂の 舉 仕の 器に 供せられ 得べき である。 

信仰生^が とかく 肉^にまで 及び難く、 係に 趣味 や If ハ 覺ゃ爾 的の 與に 止り て、 S 慟に堪 へたり、 

柄 苦 を 忍びたり、 金 錢の掼 失に も^へ たりす る^に も 至らす」 m 上の空 想、 一瞬 にして 乾き^つ ベ 

,  かげべんけい 

きl^{;^-の淚、 ：；：^^ の藤辨 鹿に 止って は餘 りに 不徹底で ある。 靈 的の 感覺ゃ 情操が 肉體 にまで 及び、 

卞 K に 現れ 血の 出づ るまでに 進み、 靈 魂に 添へ て肉體 をまで 神の 川に 供せ ねば 木統 でない。 ぉし^?^ 

を祌の 川に 供して ら，； -. ば 悪魔の W に俱 して 居る ので ある。 祌と货 と 孰れ ぞ やが 大 题 である。 

『當 然. の 祭』 蔡譯は 常然の 祭と して あるが 改譯 には靈 なる 祭と なって 居る。 1$- るに 之 は 論 现 的の 

意味で ある。 信仰の 意義 を 徹底し 其の 中に 含まれた 前提 を 推し 究 むれば 如何しても 身を捧 ぐるに 至 

るが 共 結論と ならねば ならぬ。 斯くて 心 を 籠め、 志 深く、 祈りに んだ祭 物み 献 ぐるに 至る ので あ 

る。 ョ ハ え 傅^の 1 1  一 11 1 一四の 眞 の禮拜 即ち 之で ある。 

i:: ヤコ ブはぺ 二  N ルに 於て 神と. f; (ポ し、 ； W 强く之 に 抵抗した が 終に 我を折り 之に 從ひ、 祌を 知り 

しぶと 

已をも 知りて、 終に 名まで イスラ H ルと變 る やうに なった。 吾人 も 彼が §强 き 力 (^ 'を _ ^て」、 彼 を 

して イスラ H ル たる 事 を 得せし めた 信仰 上 優に 柔 しき 態度に 落ちつかねば ならぬ。 二 丸 三年 Ea) 


何故に s 督は 必要で あるか 

『此の ほか 別に 救 あるぶ 一 なし そ は ： 太の -卜 に は 我^ の 依り 賴み て 救 はるべ き ほかの 名 を 賜 は ざれば なり jl 

.  (使徒 打傳 i: の \  ： し 

入の 現在の 生 は淺 く、 狹く、 不徹底で、 餘り兑 す ぼらし き狀 態で ある。 到底 之に 滿足 する こと 

が出來 ない。 、水 遠の 生命 を 求む る 必要が 生す る。 

、水 遠の 生命と は 何で あるか。 『たじ ひとりの 眞の 神なる 雨と その 遣 はし、 耶 基^ を 知る M だれな 

り』 と ある。 

、水 遠の 生命と は、 第一 に 神 を 知る ことで ある。 神 を 知りて、 より 深き 生命に 入り、 徹 K した 生活 

を 送る ことで ある。 生れた ま、、 現在の 有りの^で は、 神と 沒交涉 で、 神な く 望みな くして 生活し 

て W ろ。 何人も 然 うでない と 曾 ふこと は出來 まい。 生物が 大氣と 沒交涉 になれば、 即ち 死ぬ。 眼 あ 

りても光を：：^^\^、 耳 ありても 聲が 聞こえす、 肺 はお.^ 氣を 呼吸せ す、 心臓の鼓動 も 止む やうに なれ 

ば、 肉體と 外界との 交 涉が斷 絶した ので、 其の 結 mi- として 死なねば ならぬ。 共れ 故 外界との 交 を 

絞して、 生命 を完 ふすべく 努めねば ならぬ。 

然し 肉體が 外界との 交涉を 保ち、 其處に 生きて おる だけで は、 滿：： え は出來 ぬ。 他の 動物なら. ま、 

何故に 基督 は 必要で あるか  三 一 ヒ 


何故に 基督 は必耍 であるか  三 一 八 

然ぅ である まいが、 人 は 其 様に 行かぬ。 神に 於て 生きねば ならない。 祌の靈 を 呼吸す る ことが 必要 

ある 

である。 『：.？ill 等 は 彼に 於て 生き 動き また 存 なり』 と ある 如くで ある。 然し 神のう ちに 生く ると 曾つ 

て も、 共の 次第が ある。  . 

吹く 風 や 行く 水が、 祌に 於て 動く こと 言 ふまで もな く、 總 ての 動物 は、 神に 於て 生き また 動き ま 

た存 るので ある。 無祌者 も、 唯 物 者 も、 不信仰の 徒 も、 神の 保護と 養 ひと を 受けて 生^して 3 る。 

善人 も惡人 も 均しく 神の 恩. M に I 沾 されて； S る。 にも 『天の 父 は 其 日 を 善き 者に も lof ケき 者に も 照ら 

し 雨 を義き 者に も義 しからざる 者に も 降らせ 給 ふ』。 然し それだけの 意味なら ば、 總 ての 生物に 共 

通し、 普 悪 差別な しと 云 はねば ならぬ。 吾人が 神の 中に 生きる と 云 ふ は、 其よりも 深い 意味で あ 

る。 即ち 神の 如何なる ものである ゃを會 得し、 その 意志と 共鳴し、 その 志 を 奉じ、 充分なる 理解 を 

以て 共の 事業に 從ひ、 その 光 榮を顯 はし、 神 それ 自身 を 永久に 樂 しむ を is ふので ある。 斯の 如く 神 

みす.^^た  よろこび 

と 交 する こと を 遂げ、 其の 聖容 を拜 し、 其の 恩寵 を 味 ひ 知りて、 カ充 ち、 欣喜の 溢る、 が 永遠の 

生命で ある。 

世に は斯の 如き 现會を 以てせす して、 神の 中に 生き、 その 經 論に 參與 し、 盲動し つ、 も 其の 事業 

の 手傳ひ をな す 者が 甚だ 多い。. 石 川 五右衛門 も、 ュダ も、 ナボレ オン や カイゼル も、 然 りと は W わ ひ 

も 懸けす、 神の 經綸 を實 現すべき 仕事に 手傳 はされ て 居た。 彼等 は 毒藥の 如き ものである。 然し 神 

の攝理 は、 名 醫の處 方と 同じく、 之を變 じて 藥 とする やうに 見える。 悪事 も 神の 藥能 中の もので あ 


る。 碑- ie^ を爲 遂げ、 神の 目的 を 成就す るの 役に立つ ものにして、 全く 無我夢中、 心に もな き怀： 我の 

功名 をす る难も ある。 然し 此は 彼等が 無宗敎 だからで ある。 宗敎は 明かに 神と 共鳴し、 北 ハの 3：! を 承 

け、 共の 志に- II はんこと を 思 ひ、 喜ばしき 现會を もって、 神の 計畫 に參與 する ことで ある。 

然し 神と 名 けても 様々 ある。 似ても 似 は かぬ 神 も ある。 政府の 布： ifn 一  つで、 此は强 制せら る、 に 

あらす やと 疑 はる.^ 怀 しげな 神 も ある。 近頃 或 筋から 頻 に獎勵 せられる と 聞 ゆる、 神棚に 自ら 動き 

もなら す 安 せらる、 神た ち も ある やうで ある。 露の 宗敎 は、 然ぅ いふ 神 を 祭る ので はない。 唯獨 

りの 露の 神の s:^ 在 を 認め、 その 聖皆 を歡迎 し、 その、 水 遠なる 經綸 を理會 し、 その 事業に 與る こと を 

志と なすこと である。 は 之 をして 出ら しむ 可し、 知らし む 可ら すと 云 ふ は、 十：： 風な^ 制 的の 政治 

ひき： t- 

である。 然しき K 示敎 は、 最も惡しき意味の^?11.制政治で、 知らす して 出り、 共鳴せ すして 引 招ら れ行 

く、  だ 殺風景な、 情なき 生活 狀態 である。 

宗敎は 即ち、 水 遠の 生命であって、 神と 其の 意 皆と を 徹底的に 现<1:： し、 之と 共鳴して 動す る 神 

狀態 である。 然し 單に祌 を 知る と 云 ふの みで は、 物足りない ところが ある。 唯獨 りの 爲の 神と その 

遣し 給へ る 耶穌と を 知る と あるで はない か。 、水 遠の 生命と は、 基督 を 知る に： つて、 祌を 知る こと 

である。 此の 二つの に、 須臾 も 離る 可らざる 關 係が ある。 

まこと  いのち 

『我 は 道な り眞 なり 命な り 人 もし 我に 由ら ざれば 父の もとに 行く こと 能 はす』。 耶 を 知ら ざれば 

1： より 祌を 知る こと は出來 ぬ。 是は 吾人の W 驗に らして、 容 に 知り 得べき ことで ある。 ffix は 

何 故に 基督 は 必要で あるか  三 一九 


何故に^ 醤は必 であるか  三 二 〇 

如何にして 偽 神を棄 て」、 眞の祌 を 奉す るに 至った ので あるか。 理義 明白なる 有神論 を唱 ふるまで 

に 進んだ の は 誰の 導きで あつたか。 何人に 擧ん で、 曲り なりに も 神 を 知る ことが 出來 たので ある 

か。 此れ I に耶穌 基督の 御影で ある。 人 W は師. の關 係な しで は、 舉^ が出來 ない。 宗敎も じこ 

とで ある。 た 耶穌に 依って、 神 を 知り また 之 を 信す る ことが 出 米る。 神の こと は合點 したが、 邪 

酥に 由る と 云 ふこと が 不審で あると 謂 ふ 人が 折々 見える。 然し 神 は 如何して 解った ので あるか。 

した 

耶 Hi に 親しみ、 これと 交る こと を 得た 結 si^ に 他なら ない ので は あるまい か。 然 でない と， 止しく 神 

と は 5 

を 知る ことが 困難で ある。 神 を 認めた と 謂っても 途方もない 見 當違ひ をす るか も 知れぬ。 共れ だか 

ら 宗派 や 敎會は 選まねば ならぬ。 何んでも よいと 謂 ふ は {且 しくない。 基督の こと や 人格 を^ 逮 へて 

もと  はず 

敎 ゆる 宗派 も ある。 共れ が 原で 神の ことが 正しく 解ら す、 祈禱 など も乘 勢ます、 固より 恩 (組の 經驗 

が 未熟に 流れ = ^い。 信仰の 趣味 も 引き立たない。 餘り 基督と その 十字架と を說 かない やうで は、 神 

このごろ 

を 知る こと も 不充分に 終らねば ならぬ。 其れが 大 いなる 疑問で ある。 顷日 遠隔の 或る 地方から 來た 

手紙に 曰く、 其 所の 日本 基督 敎會に は 受難週の 祈り 會も あり、 復活 節の 說敎も あるが、 他の 或る 敎 

會に は、 斯 る厳肅 なる 集會 なく、 その 禮拜の 說敎は 道 德談に 非 ざれば、 社會 問題で 持 切って 3 る 

と。 基督な く 十字架な き敎會 は、 たと ひ 祈禱が あるに しても、 餘り熱 切な、 深い、 靈 的の もので な 

いか も 知れぬ。 

吾人 本當の 人で あると 云 ふ を 憚らぬ もの は 一 人 もない。 皆 不具な 人間の みで ある。 悉く 瑕 もの」 


-ゅ 類に： する。 k 本と なすに „ える もの は 一 人 も 兌 杯 S らな い。 然し 基督 を 見る に、 道徳上 W 然 すると 

ころの ない、 完き 人格 を 具へ 居られる。 眞の人 は耶， 脉に 於て 之を兑 出す ほか、 何處 にも wsi ら ない。 

を棄 つれば、 人 問が 影法師に なって 了 ひ、 その 正物 は 消えて 亡くなる。 

うして 斯の 如くで あるかと m 心 は^、 そ は 他に あらす、 只だ耶 によりて 腐の 神の 容が 誤りな く 

1; 小され るからで ある。 此の點旣に；^？^ぃてぁるから省略する。 

吾人 は 基督に 於て 始めて 止の 宗敎と は 如何なる もので あるか を 認める ことが 出來 る" 宗敎と は 

如何な ろ もので あるか。 神に 對 して 子た るの 態度と 氣 分と を 抱き、 孝道 を完 ふす る ことが 共れ であ 

る。 神と 人との に 成立すべき 此の 孝道 は、 如何なる もので あるか。 此 所から 宗敎の 本！：： に關 する 

硏究は 始まる。 宗敎哲 舉 の 發逹も 然る ことながら、 其れで は 宗敎を 適切に 知る ことが S 來 ない。 にけ 

聞 I 見に 如かす。 實 物が 欲しい。 然るに 獨り主 耶穌が 神の 子と して 儿全 である。 耶穌の ほかに 3 典に 

祌の 子た る ものが 何 所に あらう。 天上 天下 唯我獨 尊と 呼んだ 精神に は謙遍 がない、 ：5 仰がない、 1^ 

. 順がない、 奉仕がない。 如何して それ を 神の 子と 云 ふこと が出來 るか。 宗敎は 耶穌の 人格に 於て 造 

憾 なく 體 現せられ て をる。 共 外に 宗敎 の本鎮 を缺點 なく 現 はした もの はない。 

然れ ども 如 ：！： にせん、 吾人 は 祌の家 を 離れた 放蕩 兒で、 路加 傳第 十五 章に された 如くで ある。 

共 だ 見苦しき 狀 態に 零落した。 父の 家に は 食物 餘れる 雇 ひん も 多く あるのに、 是れは 如何に、 膝 を 

羨む ほど 浅 しき 悲境に 沈淪 した。 何う しても 歸參を 21 ら ねばならぬ。 けれども 如何 すれば 歸參が 

何故に^^^！は必耍でぁるか  三 ニー 


何故に 基督 は 必要で あるか  111 ニニ 

. 出來 る。 茶： 将に顿 る ほか 共の 道 は 見當り 難い。 

吾人 は 神に 離れ、 その 家 を 遠ざかって、 距離が 餘り 甚だしくな つてお る。 ぉ參 したく m わっても、 

しぶと 

共の 力が 出ない。 開悟 回心して 神の 子と なるべく 決定 はした もの. -繼子 根性の 頑強 さよ、 三日坊主 

しほら  ふるま  ひが くね 

に 終る のが 例で ある。 暫くの ffl は 柔順し く 行動っても、 忽ち 僻み 拗 戻りた る 本色 を 出 だし、 奴隸魂 

あけくれ おも 

や 主我 的氣 分の み增 長し、 信仰に 安す る 能 はす、 只 だ 旦暮 思 ひ 煩 ひて、 神の 家 を 砂漠で あるかの 如 

く 取り 拔ふ やうになる。 祈り も 棘 かにな り：： い。 祌 よりも 己れ の 腹 を 神に したがる。 眞 面目に 信仰 

生活 を營 みたい と 思 ふ もの は、 己が 精神 狀 態の 常に 斯の 如くで あると を 嘆く。 祌の 子た る こと 雞 

く、 北ハの 精神 を 持 結す る ことの 容：： 勿なら ぬ を 憂 ひざる を 得ない。 あ、 我れ 困苦の 人なる かな、 誰か 

みひとつ 

我 を 救 ふ も のぞと 叫ぶ を 禁じが たい。 然る を 基督 は 不必要で ある、 單 身で 足りる であらう、 基督と 

其の 十字架 さへ 除かば、 基督 者た る こと も 容易なる べしと 一 百 ひ 觸らす もの も ある。 S だしく 1! 一 t な 

言 分で ある。 神と 自己との 距離 を 知らぬ 盲人で ある。 生兵法 大.： i の 因で、 之が ため 天の 父の 恩寵 を 

味 ひ 知る こと も簿 く、 其の 信仰生活 は 常に 感興に 於て、 埶 一度に 於て ある こと を 免れない。 基督 者の 

本^ を發 gH- る ことが 難 かしい。 

むひら ち 

のみなら す 罪責の 盧荷、 魂 を^ 迫す る こと： だしければ、 神に 近づく こと を 鼷>披 の 日光 を 忌む や 

うに 憚る。 我れ 救 はれん ために 何 をな すべき かと、 叫び 呼ば はらざる を 得ない。 心の 狀態斯 の 如く 

なる に 至らば、 如何しても 一足飛びで、 神の 子に 成り 上りが たきこと を覺 るで あらう。 斯くて は 如 


何に おへても、 t^- 督無川 論 を 主張す る こと は出來 ぬ。 『手に 何もの も 持た すたに 十字架に 51 る』 と 言 

ふで あらう。  . 

『我が 活ける は 基将、 死 もまた (鈦 なり r  ss= に 於て 活き、 その 中に. iHTj を兑出 だす。 丑 X の 生へ 叩 

は、 のうちに. れて ある。 人 は 魚の 水に 於け るが 如く、  の 大氣に 於け るが 如く、 基^に 於 

て I 兆の^ 荷 を 解き、 その- 冁 絆を脫 し、 神の 子た るの 氣象を 維持し、 、水 遠 6 生命 を完ふ する ことが 出 

來る。 n 然界に t:=iH;£ せらる、 電力 を應 川して、 ェ. S の發违 を 遂げ、 驚くべき 租 度にまで 能率 を 

進せ しめ、 前代未聞の 製品 を々： t ^出す るに 至った やうに、 基督と その 十字架と に 於け る 恩寵の 無^ 藏 

を の 掀界に 輸入し 來 るに 依り、 聖靈の 結ぶ ところ の^が、 他の 場合なら ば とても 夢想 し^がたき 

ほどに 夥しき を發兑 する ことが 出來 るので ある。 魂の 能率が、 非常に 增進 する。 

几. 一 れ 基督の 大 いなる 救 ひで ある。 『我 倚 等閑に して 何で 逭る. - こと を 得ん や』 G1?f^; 

(一 九 二 一 年 0 バ) 


何故に^ おは 必要で あるか 


基督に 於け る 我らの 生命  三 二 四 

土督に 於け る 我らの 生命 

(ョ ハネ傳 一 五 の 一— 八) 

我 は 腐の 葡萄 樹 なり。 雨ら は 其の 枝な り。 人 もし 我に 居り、 我 かれに 居らば 多くの 實 を！： おぶ ベ 

し。 祌と 人と は 同より 離れが たき 柄で ある。 世に 現 はれた 神で あると ころの 條 との 關係も 隨っ 

しばらく  もとよ 

て M じく、  ：S 叟も 離る る こと は出來 ない。 此の 本來 りの 關係を 認め、 之に 共」 きて、 生活す るが 宗敎 

である。 信仰 生沾 である。 然し 『彼ら 心 1^;= きものな り、 知る ところ 無き に. H り、 .；i^^るに因りて祌 

の 生命に 遠 かれり』 ill づ? „) で、 多くの 人 は 全く 祌と 無關 係なる が 如く 生活して 居る。 ：：：；^仰なきKJ 

を 誇る もの さへ ある。 然し 實は 其れでも 基督と 全く 關係 なしと は 謂 はれない。 『すべての 人 を 照す ぼ 〈 

の 光世に 來れ り』 と あるが、 世に 來 るすべ ての 人 を 照す 異 の光是 なりと 釋 くが 正解 だと 言 ふ 說もぁ 

ると ほり、 ：；： りと.；；；： ら ゆるす ベての 人 は 基督の 光 を 受けて 居る。 吾人 は 何. れも 其の 光に 照らされ、 

共の 愛に 也 まれつ、 生き 存へ て 居る ので ある。 

たと ひ 信仰 未熟で、 未だ 公然 其の 籍を敎 會に冇 せざる 人々 の 心のう ちに も、 甚齊 は旣に 作業 せら 

れつ、 ある。 よし 不徹底な りと も、 獨ー の 眞の祌 を 知り、 その 父た るを醉 へ、 或 ひは尙 進んで 祈り 

をす ら捧 ぐるまでに は、 如何して 至った ので あるか。 基督の 感化 を 蒙り、 その 人格 を 慕 ふの 念 止み 


がた く、 共の 3^ きに 依り たれば こそ、 斷く はなり 5^ たので あらう。 3： 時の §1 にか s--^ の 精； 1:、 彼ら 

の 心 を 動かして、 その指導の結£^遂にこ\に至ったものでぁるとロ^^れる。 共」^ は 表 はに 之 を； 知 

せざる 人た ちの 胸中に も、 疾 くより 活動 かれて 居られる。 

然る を祌の 生命に 遠ざかれ りと 說 いて あるの は、 下の 如き it 一め からで ある。 彼. らは祌 と已が 身と 

の 斯の 如くなる を 理<§:2 せす、 祌の 恩寵と、 共 土^の 救 ひと を、 味 ひ 知らす して、 過ごしつ \ あ 

る。 其の 思想、 情操、 及び 志 は 未だ 祌の 生命と 人格 的の 聯絡 を 保ち、 之と 念 ひを往 き？ i はせ て、 活 

けろ：；：^ 仰と なり 得る ほどに、 結び付いて 居らぬ。 無 宗敎の 徒 は 正しく 此の 狀能 5 で存 へて 25 る。 彼ら 

は祌の 生命に 理會を 以て 與 からない。 宛 がら 幹 を 離れた 小枝の やうで ある。 其の 狀您 あはれ にも 5^1 

だ 物^い 心地 せられる。 醉生夢 死の 人 はい ざ 知らす、 ^も眞 面目なる 人なら ば、 必す 々の 恐怖に 

脅かされざる を 得ないで あらう。 

. ^づ^ を 敵 園の 如くに 感す るので ある。 これ を 深刻なる 語に 一 一 一一 I： ひ換 ふれば、 世界に は惡赚 が A 乂っ 

て る。 之が ため 常に 齊威 かされて、 屡 危ぶみ、 疑 ひ、 怖ぢ、 惑 ひて、 心細 さ 限りなく、 不安の 狀 

悠の 下に 覺束 なき 生活 をして 居る。 基督の 敎 へられた 如く、 祌を 信す る さが 出來 ねば、 之 を 一〕 呉而 ほ 

に m 心へば m 心 ふ ほど、 いよ-/ \> 魔障の 世に^り 居る こと を 感じ、 常に 胸 を g. がされる であらう。 

次に は 死に 對 する 恐怖の 念に 苦め られる ことで ある。 . 愛する もの に 死に 刖れ たる 經驗 は、 もの ズ 

き 恐怖 を 以てすべ ての 人 を 脅かす ので ある。 拔山蓋 世の 英雄 も、 心覺め 來れば 死の 前に £5 病なら ざ 

^^ぉに於ける我らの生命  三 二 五 


^® に 於け る 我らの 生命  三 二 六 

る を ない。 朝に は 紅顔 を 輝かせ ども、 夕に は旣に 白^と なる。 實に はかなき 生命で ある。 誰か こ 

の 恐怖に 脅かされざる 者が あらう。 神な く 望な きもの は、 此の 恐れ を 取り去るべき 道 を 知らない。 

最後に 祌 なく 望な き は、 宿命の 世界で ある。 只 だ 機械の 如く 運轉 する のみ。 すべての 出来事 は、 

因 雜 によって ま 配され るの みで ある。 人生 悉く 走 馬燈に 異ならない。 萬 花 鏡と 甚だ 相似て 居る。 

世の なか を 宿命と 觀 する ほど 淋しい こと は あるまい。 悲哀の 極點 である。 人生が のなかに 投げ込 

まれて 了 ふので ある" 

言 ふまで もな く、 此らの 恐 怖 は 『耶穌 の 父 を 認め、 その 祌』 を 信ぜざる より 生す る。 即ち 祌の生 

命に 遠ざかる が、 其の 原因で ある。 

とも^ら 

祌の 生命 は與味 限りなき ものである。 汲め ども 盡 きない 祝福の 泉で ある。 享樂を 事と する 徒の 夢 

にも 知り 得ざる 歡 喜が 其 所に 充ち 溢れて 居る。 飜 つて 人の 生命 を 見る に、 その £ 、； g に 茶 だしき 相違 

が ある。 大人の 生命 は 意のより も 複雑で、 且つ 深い。 欺 賢 は 匹夫 下郎よりも、 高く 且つ 大 いなる 生 

命 をお する。 祌の 生命 は これらよりも、 限りなく 大きく 高く 深い。 共の IE 慧、 その 愛、 その 志み な 

限 ひがない。 己れ のうちに 充ち 足りて、 他に 俟っ ところな き 祌の德 の 尊き ことよ。 

水の 流れ、 吹く 風、 ^く 花、 啼く^:^ 何れも 何もの かの 奇 しき 所 爲 である。 然し 力 を も いれす し 

て 天地 を 動かす とも 謂 はれる 歌の 情 を 誘 ひ 起し、 ^然 の氣 溢れて は忠 肝義膽 能く  I 世を提 動せ しむ 

る ほどの 概 きを 現 はす。 罪に 銷 された る 心の n を も 破る 恩寵の 力、 擧 げられ なば 萬 民 を 引き や！？ すべ 


しと {ir" せられた る 愛の 不思議なる 力 を よ。 また 言 ひがたき 嘆き をな す^ の 祈り も、 祌 のうち 

に 5^ き 溢れつ- f あるで はない か。 限りなき 生命 資に祌 のうちに 充 ちくて 居る。 之に 與じ、 之に 歡 

^し、 之に 參じ、 自ら も 共の 生命 を 受けて 生く るが 即ち 宗敎 である。 俗 仰で ある。 永遠の 生命 其れ 

いのち  uot  .5 のち 

である。 尤も 充 ff せる 生で ある。 生 即ち ま- 1- かなる 生と 基督の 一一 一一 " はれた ところの ものである。 人生 こ 

の 生命に 與ら ざれば、 無味乾燥 である。 舉校 生活 も 面. ins に は相逮 ない。 然し 其 所の みの 生命で 

は、 何人も へられぬ であらう。 樂校 ばっかりの 生活、 下宿屋に 键る のみの 生活、 浮きた る 遊山に 

過ぎない 生 Ji5、 蝸牛 角 上の (f- ひの ほか 他事な き 生活 は、 餘り{ゃー虚で^:^だ情なぃ生活でぁる。 祌の生 

命と 共ぬ し、 感與を 之に 寄せ、 之と 相應 じて 思 ひ、 感じ、 志し、 爲す のが、 に惯 ig ある 生命で あ 

る。 即ち 祌の 子た るの 道で ある。 路加 傅 第 十五 隶の 放蕩息子 がその 父の もとに 歸參 せる 前と 後との 

相逮如 にと 想像し 往 かば、 基^に 於け る この 生命、 即ち 限りなき 生命 を.；；： すると 然ら ざると より 

生す る 魅 隔の茶 だしき を も 稍 輝： # する ことが 出來 るで あらう。 吾人  一 n: この、 水 遠の 生命に 入るなら 

ば、 心 を 化せられ、 疑惑の 雲霧 を拂 はれて、 光風 霄 月の 思 ひ をな し、 如何なる！！^^みにも慰安を 

與 へられる。 禪 家の 大悟で もな く、 豪傑の 瘦 我慢で もな く、 ひたすら 恩寵に 感じ、 謙 適の 態度 を 持 

して、 總 ての 境遇に 安んじ、 已が身 を祌の 殿と兑 做す により 自尊 重の 精 祌をも ひ、 身 體變^ 

之 を 父母に 受く、 敢て 毀傷せ ざる は 孝の 初めな りと 言った 支那 人の 理想 をば、 もっと、 ffi^ く 『w ^し ヒ. 

意味に 於て 實現 する ことが 出來 るので ある。 

基^に 於け る 我らの 生命  三 二 七 
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然し 共 l^^I; に 於け る 生活 は、 決して 無事 を 喜び、 安き を 食る もので ない。 內. #. 外忠交 も 至りて、 油， 

い つ  すら を 

斷 しがた く、 霞戰 常も雕 で、 信仰の 勇士 も棄 闘を績 けて 居る。 

われら 

吾人 救 はれて 祌の 生命に 與る こと を 5^ たる は、 奉仕に 身を委 ぬべ く 選ばれた ので ある" 祌の {\^ の 

愛兒 たるべく 救 ひ 出 だされた のみなら す、 また 祌の國 の 公民と して 在天の 君主の 事に 鞅掌し、 神の. 

國と 共の 義と を先づ 第一 に 求め、 北：： の國を 建て、 共の 道を弘 め、 iii 名を崇 むる を 平生の 志と なし、 

その n 的 を 以て 福音の 宣 傅に 努め、 人 を 役す るた めに 來ら す、 導ろ 役 せられん ために 來れ りと 敎へ 

られた 精神 を實 現すべく、 他人に 奉仕す るの 勤めに 任じ、 殊に 祌と 人との に 平和 を來 さんため. 

に、 ら 進んで 其の 講和 使た らんこと を 志す。 是が 基督 ¥ ^の 道で ある。 信仰 生お の耍 S 、であろ。 永. 

遠の 生命 即ち こ &に現 はれる ので ある。 

所の 如く 祌の 生命に 與か りて、 その 感與餘 念な く、 活動 止まざる は、 最も 美しい ことで あるが、 

之に つきても 忘れて ならぬ は、 此の 生命 S 上督 のうちに 在りと 謂 ふ 一事で ある。 限りなき 生命と は、 

單に神 を 知る ことで はない。 唯獨 りの 虞の 神と、 其の 遺 はし 給へ る耶穌 S 奴" を 知る 事な りと 記され 

て ある。 、水 遠の 生命 は、 また 基督のう ちに 生活す る ことで ある。 吾人 は 基督 を 信す るに 由って、 祌 

の 生命に 與 かる ことが 出来る。， 基督に 居る と は 暫し其 所に 居る と い ふ 意味で な い。 哀！！ のうちに 永 

久的 居所 を 求め、 其. 所に 落 付いて 永住す る 意味で ある。 吾人 斯くて こそ 祌の 生命の 消息 を も 知り、 

その 恩寵 を 味 ひ 知る ことが 出來 るので ある。 


『脚らは死にし者にて其命は±^^傅と偕に祌の中に^れぁるなり。 我らの 生命なる is-#のg れんと き 

我ら も 之と 倍に 榮の 中に はる-なり』 (Jl?swf)o こ" に 『爾ら 死にし ものに て』 と 一 百って ある。 故 

一 にる ハ 

に き，^ 活を _ ^、てねば ならぬ。 ^て祌 の 生命に 遠ざかり.， 之と： 迥に 懸離れ、 ^！：？に充ちた牛：^^^を去 

り-. 男； ils^ 進 これと 絶緣 して、 全く 新たなる 生命に 移らねば ならぬ。 未熟で も 基 傅に 對 する^ 仰 だ 

にあら ば、 おき 我 は旣に 死んだ ので ある。 今より 以後 祌 と共^し、 志 を决 して その 生活 を 自ら も 生活 

すべく 立つ。 是が 恶督： である。 その 生命 は祌の 生命と 相聯 なって 居る。 永遠の 生侖 である。 原 こ 

れ^^に 淵. 源した ので ある。 吾人の 身に 於て 實現 せられた のよりも 深く 且つ 大 なる ものが、 旣に^ 

^のうちに 保管せられ、 秘藏 せられて 吾人の 成立す る を t:^ つて 居る。 基督に 於け る 吾人の 生命 は 限 

り もな き 可能性 を 具へ、 基赞 のうちに 實 在して をる。 基督者は現實に於て|^1だ貧弱でぁるが、 その 

あら 

可能 ^ に 於て 甚だ 偉大な もの を蕴蓄 して 居る。 右し 其の 生命の 表 はに 實現 せろ もの k みならば、 港 

^者の 志 は 徒らに 夢に 夢見る やうな 所爲に 過ぎぬ。 然し その 生命 は 共」 昏 のうちに tc^ ほ 12 れて 2S る。 

共 所が^^ 者 の 安心 と勇氣 との 生す る 根據で あ る。 

日 木 銀行に は、 小さな 銀行の 引出し 切らない 富が 積み 蓄えられて 居る。 ^好のう ちに も 亦た 斯の 

如く、 汲め ども 盡 きない 生命が 隠れて 居る。 吾人の 生命い かに 低級な りと も、 茶：^ は 此方の 信仰 進 

むに 述れ て、 其の 豊富なる 生命 を 無限に 與へ給 ふ。 甚.督^<?はその、}|-の！$び來らる」を俟ちて{兀全の 

われら 

减 に到逮 する ことが 出來 ると 確信す る ものである。 『吾人 は 時 を 知れり、 今は寢 りより { 化むべき. &な 
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り。 そ は 信仰の 初めに 比 ぶれば 吾人の 救 はさら に 近し』 (一 5;~fl 一)。 待ち設け たる 生命 は 必す完 ふせら 

れて、 吾人の 手に 歸 する WW と 確信され る。 『愛する ものよ 我ら 今祌の 子たり。 後 如何ん 未だ^ はれ 

す。 其の 現れん とき は 神に 似ん さも 知る。 そ は 彼が 有る ま、 に 彼 を 知る こと を 5£ ベければ なり』 

(一 九 二 一 年 n 


彼ら は 如何に 導かれた るか 

一 耶穌と ギリシャ 人 

もがみ  いは ひ 

『禝罕 のた め 節 筵に 上れる 者の 中に ギリ シ ャ の 人 ぁリ。 彼：^. I 寸ガ リラ ャ のべ テ サ イダの 人なる ビリポ に來 

こ ひ" いひ  ^；れら  まみ  ねが 

リ 求て 曰け る は、 君よ^ 儕ィ H スに 見えん こと を 欲 ふ』 (約 翰傳ー 二の 二 〇、 二 一 ) 

人. か祌を i: お ふの は、 その 心に 潜む 宗敎 上の 欲求からで ある。 此は 1  比の 溪水 を.^々 ふが 如き、 魂の？ g 

望で あろ。 ギ リシ ャ 人が ィ ェ ス に 接見 せんこと を ん だの もこの 宗 敎に對 する 欲求の 現 はれで あ 

る。 ； W し獨 一 の 眞の祌 を 信す る 逍も傳 はらす、 蔡約豫 4 一：： 者の 敎 にも 緣 遠き ギリシャ 人が、 ^穌 に對 

して 殊觅に 接 23- を 求めた と 謂 ふが、 先づ 一 つの 不審で ある。 彼ら は已に ユダヤ 敎に心 を.； ：^!- せて Ili^ た 

かも 知れぬ。 然し 今 冋耶穌 を 訪れた の は 何からで あつたか。 彼ら は ral- して 祌に i„ 、かれた ので ある 

か、 天よりの 幻影 を觀 たので あるか。 問 はま 欲しき 心地す。 

人の々 小敎 心の 萠す は、 千 差 萬^、 十人十色、 決して 同型で ない。 ギリシャ 人の 如く、  i 旧 一 接に 神-謳 

に？ 3" かる、 者 も あり、 敎會 によりて 導かる、 者 も あり、 ユダヤ人の 與 へられた 如き 天；^:: によりて 祌 

を 信す ろ 者 も ある。 ギリシャ 人の 祌に 導かれた の は、 祌 が人麵 を孤兒 とせられざる w„ ^據で ある。 吾 

彼ら は 如何に かれれ るか  111 三 1 


彼ら は 如何に 導かれ 4i るか  111 三 二 

等の 祖先 も、 印度人 も、 支那 人 も、 南洋 人 も、 確かに 神の 導き を 受けて ゐ たに 相 遠ない。 此 様に 祌 

は 人類の 魂に 逼 るので あるが、 人 問が 穴」 しく これ を 聞 流しに なし、 等閑に 附すろ から その 効 もな 

いので ある。 其れで^ 局 馬の 耳に 念佛に 終る。 ^だ殘 念な HJ である。 

人 は，：：： 然界の 現象、 道念の 發動、 様み なろ 人生の 出來 事、 人の 言、 夜の 夢、 不思議なる 幻影な ど 

ろる 

によりて， 祌に^^かるる場合もぁる。 此 等の 刺激に て、 熾ん に 好奇心 を 唆られ、 频 りに 性に 離涡 

を 催 ふす ので ある。 唯 だ 困った こと は、 人の 無顿 着が、 此の 聲を聞 流しに する。 浙 くて は 杖 を もつ 

て、 波 上に 字 を 書く のと 撰ばす。 何の 痕跡 をも存 さぬ であらう。 

元來 人の 性と して 祌を 信仰せ ざれば 滿 足の 出来 やう 害がない、 本 來祌を 愛し 祌に 於て 安んじ、 祌 

に 於て 滿 足すべく 造られた ので ある。 此の 宗敎を 天性と して 居る ギリシャ 人が、 宗敎 のために 耶穌 

の もとに 來 たの は、 何も 怪しむべき ことで 有るまい。 

これ ま 

その 卜. 從來 でで も 宗敎を 有って 居た し、 萬 物の 本體を 窮め、 天地の 淵源 を 尊ぬ る 折：： 舉も あった。 

ソクラテス、 プラト ー、 ァ リスト ー トルの 如き も M 出した。 ストアな どの 流れ を 汲む 一 派の 舉^<； も 

多くあった。 彼等 は |g 々な 而 から 宗敎の 問題に 觸れ、 ^！！：らも鍵知靈覺を動され、 少く とも^ 人 

をして 祌 界に對 する 興味 を增 さしめ て、 其の 生れながら の宗敎 心に 廣 さと 深さと を 加 へつ、 あつ 

た。 敎會の 初代に 有名なる 某. 叔 M 者 ジャス テ ン • マ ル トルの 如き は、 プラト ー を蔡究 し、 北ハれ から^ 

かれて、 後に は 其.^^ 敎を 信仰した 人で あるが、 希 職 の 折：： 學に 就て 斯う 一一 一一 I： つて US ろ。 『ゾ クラ テス ゃプ 


ラト1'は無祌論^<;の如くに思はれたが寘は甚1^!<?でぁったのでぁる』。ソ クラ テ スは. の 迷 IS など 

を flts^ したがた め、 祌に 不敬で あるとの の 下に、 死刑に 處 せられた。 けれども 彼 は 常時の 希瞰 

人よ，^ も宗敎 的であった。 世^で は 彼 を 無祌 論者と 云った が、 共の 〔ぼ 彼らよりも： 迥 かに 逃んだ ぉ祌 

論^^でぁった。 ァレ サン デリ ャの タレ メンス は、 希獵の 竹舉に 共^して、 その 折： ：®- と 其 敎 との 調 

和を！！った人でぁる。 彼は恰もモ ー セの^^-法が、 ユダヤ人 を 督に 導いた 如く、 ギリシャ 人の 舉 

も 彼ら を： ：！： じと ころ に^きつ、 あつたと 論じた。 要するに ギ リシ ャ 人の 折" 學は n 然ら 人の 心 を 某-科 

敎 に^く 効力が あった。 彼らの 折 n 舉は、 基 叔 H 敎に 依って 滿 足せられ ねばならぬ 運びに なって 居た の 

である。 

ギリシャ 人の 國家觀 念 亦 g ダリ 興味が 多い。 立派な g 家 を^り、 北 ハの 立派な 公： ji? となり、 以て 個人 

の 志 を 立て 共の 天分 を 全 ふすべく 試みん とした。 個人の 志に 對當 し、 之れ と 協調すべき^ 家が^ 在 

して ら ないならば、 宛 がら 畑で 水練 を 試み、 井戶の 中で 槍の 精 古 をす ると 问 様で ある。 ストア 派 

の舉？^；姊 に 北ハ哲 派に ffi す る 連中 は 個人主義 に 侃して ゐ たが ギリシャ 人の &: 想 は 火 體 に 於 て M{ 水、 淡 

が 其の 多 救 をい：： めた 様で ある。 プラト ー の 『理想的 圃家』 の 如き 考へ 方であった。 ァ リスト ー トル 

の は 政治で も^ 德 でもす ベて 阃家 の發 逢に 依て、 個人の 健全な る 成立 を遂 ぐ K> ぶー $. ^モ して 

ig た。 然し公ぉゃ個人の才能と天分とを十分に仲暢せしめ得べき稗：25:、格を4、 へた阑家が何.^|に在 

ろ。 断る 政治 は 何 處に行 はれて 居る か。 中 if とか 中！； とか 稱 する もの を 外にして は、 唯蠻爽 のみ 
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で、 とても ネ能德 器 を 成就せ しむべき 機會は あるまい と、 堯舜の 治、 文武の 政 を 夢み、 め^ 平 天下 

を 以て 理想と したの は 支那の 擧者 である。 孔子の 如き も 政 を-行って 其の、 S 德の敎 を|^ 現せん こふ-を 

期待した ので あらう。 然し斯くの如き國家は何處に11:„-ること^^出來ろでぁらぅか。 是が千 十 M の大問 

題で ある。 ところが 某 -MM 敎を 研究す ると、 ギリシャ 人の この 要求が 初めて 滿足 せらるべく 思 はれ 

る。 耶 穌の敎 へた 祌の隨 と 其の 公民の 想と は、 確かに 此の 點に 於て 吾人に 滿足 を與へ K^。 人の it 一 

想 は 結局 祌の國 に 加入し、 其の 公民と なる に 依りて、 ^現せられ る 外に 其の 途 がない ので ある。 才 

ゥ ガス チン は 世界の 都市なる 羅 馬の 減 亡と、 祌の 永遠なる 都市の 成立と を對照 比較して、 祌の阔 と 

此の世の H との 相逮を 論じた が、 法律と 劍と大 と を 以て 統：！ E される 圃と、 愛と 義を 以て 支- W さる、 

M と は 全く 其の 行き方 を 異にし、 其の 歸着點 が 相 遠して 居る。 前 では 到底 滿足を へき n=^ 込みが 

立たぬ。 故に ギリシャ 人 は 其の 國 家に 關 する 理想に つきて！ I； れ洋の を發 した 經驗、 から、 逸んで 耶穌 

の宜傳 せられた 祌の國 にまで 其の 考を 進む るに 至る ベ く、 餘辟 好い 準備 を與 へられて 居た。 

バウ ロはァ テンスに 於て 說敎 したと き (1 種 切 1)、 『識ら ざる 神と 彫りつ けた 祭壇』 、を兑 出した と 

謂 ふこと から 說き 起した。 ギリシア 人 は 何でも 不思議と 思 ふ 程の 僥倖に 出 遭った 場合、 そ は 如何な 

る 神の 佑に よるので あるか を 知り 得す、 感謝の 遣り場に 困った 結^、 無名の 神、 誰と も 明らかにし 

難き 神 あるべし と 思 ひ、 其れに 宛て、 感謝祭 を 行 ふ 様になつ たので ある。 ギリシア 國に はパゥ 口の 

見た 様な 祭壇が 各地に 在った 様で ある。 完全なる 意味の 神 を 認め 得 ざれば、 止む を 得す 知らざる 神 


でも 祭る になる。 ギリシア 人の 才能と 思想と は 哲孽ゃ 文 蘇の 方面に 於て 大いに 發逮 して： たが 宗 

敎に 至りて は^だ 幼稚なる 狀 態であった。 故に 八 f:: 萬と Si 々の 神 を 祭った 上に、 なほ •  止 體の 知れ ざ 

る 神 を 祭らざる を 得ない 様になった。 まだ 知る に 至らぬ 外の 神が,：^ 在して：^ 2 るか も 知れない と 咸んぜ 

ざる を 得なかった。 そこで なく も、 明らかな 宛の 無い のに 知らざる 神にまで 祭 igl を獻 げたので 

ある。 彼等 は從 來の宗 敎に滿 足す る ことが 出來 なかった。 北 ハの 理想す る！： 家 も、 共の sag れ る文藝 

も、 北ハの 宗教 も、 到底 彼等に 堅！： な： e 緩 的の 滿足 を與 ふること が出來 なかった。 

ァ テ ン ス に 於け るパ ゥ n の 說敎 によりて 信仰 を 起した もの うちに ダマ リスと 云 ふ M 人が あつ 

た。 ラム ゼェ の所說 によれば 彼女 は 逬 ならぬ 方法に 於て 男子に 伴 ふこと を I ぶと する；； I 人で あつたか 

も 知れぬ。 身分 高き 品格 ある： g 人が バウ n の說敎 する 公會の 席に 出 人すべし とも m め はれない 故、 M 

れ 下賤なる 51 か、 堕落した 者 かに 相 逮な いと 思 はれる。 この 推測 を 1:^, 礎と して マイ ァズ 『ii バウ 

口』 に は 彼女 は 身の上の 煩悶から 道 を 求め、 光明 を 慕 ひて、 遂に バウ 11 の 說敎に 感化せられ たので 

あらう と 謂 ふ 意味が 趣味 深く 詠 ぜられ て 居る。 身 は 浮き 川 竹の 遣る瀬なく 終に 此虚に 至る が. n 然の 

, 鎖.： i: であらう。 ダマ リスの 場合 は 特別で、 其の 求道 心 は 他と 類 を 異にした もので あらう が、 人生 何 

れも 辛が 多い。 如何にせば 共の 憂 を 解き、 北ハの g を ^ くさが 出來 よう。 枝 祈りせ でな ほ 山 深く わ 

け 入らん 愛き こと 聞かぬ ところ あり やと。 これが 多くの 人の 資驗 すると ころで ある。 月影 は 入る 山 

の 端 も つら かりき 斷 えぬ 光 を 見る よし もがな。 これ 方丈 記の 著者 其の 人の 意味せ るよりも 深き" i:- 味 

彼ら は 如何に！ 3? かれた るか  三 三 五 


彼ら は 如何に？^ かれお るか  三 三 六， . 

に 於て 基督 者に 解せられ るので ある。 

浙 くの 如く ギリシア 人 は 共の 生活 狀 態に 刺激せられ、 其の 文化に 安す る £ も 出来す、 其の 折 Hsf の 

不徹底なる を t= ^き、 其の 理想の 實 現せられ 難き に 煩悶し、 祖先の 與 へた 宗教に 滿：： えし 難く、  ，：：：.！：！ の 

想像し 假 作して 漫然 安置せ る 祭壇に も 落ち着く HJ 能 はす、 或は イスラ H ルの 宗敎に ml をャ g け、 これ 

に 心を倾 くる 様になった であらう。 其れでも 不徹底に 感ぜざる を 得す、 なほ 進んで 或 もの を 求めね 

ばなら なかった であらう。 是らの 人々 のうちに 耶穌 のこと を 聞き、 さて はこの 人に 非す やと 大いに 

期つ.！ して、 面會を 求め、 其の 敎を聽 かんと 欲して、 ピリ ボに 紹介 を 乞 ふたもの があった。 パゥロ は 

ァレ才 山に 於て ギリシア 人の 欲求に 同 し、 深く これ を憐 むの あまり、 說敎を 試みた ので ある。 之 

より 前ト 。 ァ ス にあり し 時、 或 夜 一 人の マケド 一一 ァ人 たちて、 f.w ふ マ ケド -ー ァ に涉 りて 丑 II らを拨 け 

よと きふ 幻 を 見た と 行俾第 十」 ハ 章に 書いて ある。 この 夢に 現 はれた マケドニア 人 は、 ギリシア 人の 

欲求と 渴 望と を 代表して 居た。 耶穌 のとき 已に 第一 回の 猜求を 試みた のが ヨハネ 俾に见 ゆる ギリ シ 

ァ 人の 訪問で あらう。 彼らが 耶穌に 接見 せんこと を 求めた 现 .5 と 其の とに 就きて は 睾ォの 八；！ 

iHi である。 然し 少く とも ギ リ シァ 人の 宗敎的 欲求 を 代表した ものと 解釋 する ことが 出來 る。 

彼等 は ピリ ボに 共の 紹介 を依賴 した。 何故 直ちに は 推参し なかった ので あるか。 これ は 興味深き 

研究 題 ni であるか も 知れない。 然し それから 確かに 次の 事を擧 ぶと が 出来る。 t_ ^督に 近づかん と 欲 

すれば、 これと 親しき 人に 就く のが 最初の 一 歩で ある。 師を擇 ばねば ならぬ。 ：：^ 仰に も. t^.^ の關係 


が 大切で ある。 適 (おなる 指^者 を 要する。 人を知らんと欲する者は其の眤近者に彼の首行田.％^？^^ 

ひ すが 近 である。 1^ 督敎も 熱心なる 基 ：$E 者に 接觸 し、 これと 親しみ、 これに 聽 くが. ni 然の 順 序 

である。 ：：^ 仰の^ 験 者 は 信仰の 途に 進まん と 欲する 者の^ 一 である。 共の 指南 =a だ 有効で ある。 

壁 九 3f は ：；^-n:g の 方法で は あるまい。 シ モン は アンデレに かれ、 ャ コ ブは ョ ハ ネに^^；^かれ、 ナタナ 

エル は ピリ ボに かれた。 これが の 順序で ある。 

二  ，；： H める せ 年 紳士 

ィヱス 5_ 仏に 出で ける に、 一人 はし リ來リ て 跪き 問 ひける、 ：^*師ょ我れ限リなき生命を嗣ぐた めに何をむ 

すべき か。 ィヱ ス 彼に n ける は 何 ぞ我を =® きとい ふや。 一人の 外に 善 者 はなし。 卽ち 神な り。 は- S が 

あざむきと 

識る ところな り^ 淫 する 勿れ、 殺す 勿れ、 盗む 勿れ、 妄リ の證を 立つ る 勿れ、 齲 拐る 勿，、 .站 の 父と^ 

を 敬へ、 答へ て ：！ ひける は、 師ょ： fli- みな 我が 幼き より 守れる ものな リ。 イエ ス彼を て 愛しみ HI ひける 

は爾 なほ 一 っを齠 く、 ゆきて 其の 所お をう リ贫 者に 施せ。 然 らば 天に 於て 财 あらん、 而 して 來リ个 架 

を 操りて 我に 從へ、 彼れ この 言に 2： リて哀 み 憂 ひて 去りぬ。 彼 は i€ 業 を 有て る 者 なれば なり。 

(-i;^ 可傳 一 〇 の： 七 —— ：： •：)  , 

元來耶 穌と靑 年は關 係が 深い。 自らが 旣に靑 年であった。 其の 周圍 に^った * 子ら も 悉くい- ^：ハ卜 で 

あった。 此は 注意すべき 點 である。 ユダヤ人 は、 幼 意のと きょり 四十 歳まで を、 靑 年と 稱 して ゐた 

が、 " だれ は 興味の ある 事 資 である。 今の 靑年 多く は、 舉 校を卒 衆して、 社會 的に 位- 5_ に でも 得る と、 

虹 ぐに 靑 年の 仲^外れ をす るが、 是れは 憂 ふべき 倾向 である。 

彼らは如：^に？3^?"れぉるか  三 三 七 


彼ら は 如何に 3f かれお るか  三 三 八 

耶穌に 向って 永遠の 生命の 敎へを 乞 はんがた めに 來た 此の 靑年 は、 活 澄で 勢力に 充ち たる もので 

あった。 彼 は 財， y:^ 家で あるう へ、 會 堂の 宰を 勤めて、 長老の 位置 を 得た ものであるから、 社 合の 尊 

敬 を も 受けて 居た。 彼 は ^迸の 士、 謹厳な、 着實な 紳士であった。 先 づ而然 する 所な き 君子と も稱 

すべき 人物であった らう。 

靑 年の 時代に、 着 資で押 通す もの は、 動 もす ると 因循に 流れ 易い。 毒に もなら， f 藥 にもなら す、 

人格が^ 定し、 或 ひ は 俗に 謂 ふ お人好しで 其の 一 生 を 終る 倾 きがある。 耶穌のもとに來た^.;円年は、 

總 ての 戒律 を 守る に 忠實な ものであった。 斯る靑 年 は 意 氣揚ら す、 志 §"r^ も 伸びない のが 常で あるけ 

れど、 彼 は 遠大な 志 を 抱き、 決して 現在の 位置 や、 境遇に 滿足 する ものではなかった。 年齡の 割合 

に は、 早く 社舍に 頭角 を 現 はした ので、 靑 年ながら 羽振り も 好かった が、 北ハれ には滿 足せす、 また 

都合よ く 世渡りの 出来た にも 滿 足しなかった。 彼 は學校 を卒樂 して、 社會 的の 位置 を 占めた ことに 

滿 足す る やうな 靑 年で はな か つたので ある。 

彼 は 人生 を もっと 深い 意 味に て 過ご したいと 希望し、 もっと 精祌 的に 發 逹 すべ く 試み たので あ 

る。 故に この 希望 を充 たし、 理想 を實 現す るた めに、 道德 的の 手段 を 取った ので ある。 他の ユダヤ 

人 は 政治 上の 革命 や、 圃 家の 經營 などに 沒 頭して、 外形の ことのみ に 思想が 囚 はれて り、 所謂 天 

下圃 家の ことば かりに 屈 托した ので あるが、 此の 靑年は 殊勝に も 道 德が總 ての 根本で あろと 合點 

し、 何より さきに 精神 問題に 着眼し、 自ら 品行 を 修め 德を 建て やうと 試みた ので ある。 世 問 有り 觸 


れた 一  般の 方法 だけで は 氣が濟 ます、 1^ 分 思 ひ 切りて 非常な 手段 を も 取る こと を せない 考へ 

で推參 した ものら しい。 其の 志： g る壯烈 であった。 何人も 彼の 前途に 興味 を^せ ない わけに 行かな 

いで あらう。 

此の 氣 分の 面白い、 どころ の ある 齊 年の 欲求した もの は、 永 t: 巡の 生命であった。 彼 は 如何にせ 

ば 此の 生命 を 5：： る ことが 出來 るかとの 思索 を 廻らした ので ある。 共の 求めた 永遠の 生命と は、 支那 

の 仙人の 求めた 長壽の 如き ものでなかった。 然し まだ 判然して 居らなかった らしい。 北 ハの觀 念に は 

不徹底な ところ もあった らう。 大に兑 當を逮 へ てゐ たか も 知れない。 

世の 巾に は i=5s- とその 敎會を 誤解して をる 人々 も ある。 精祌 修養の ため、 酒を廢 める ため、 子^ 

が 放蕩で 困る ためだな どと 謂って、 道を擧 びに 來る もの も ある。 基叔 H 敎な らば、 天下^ 家が 治まる 

に 相 遠ない と m 心って、 敎會に 集る もの も ある。 敎を 文化 主義の 一方 而と心 5：： て硏究 する； ii^ も あ 

る。 ^な i=:f- 叔：： 敎の 精神と nil 的と を 誤って 居る と 謂 はねば ならぬ。 

また. n らの 慰安 を 求む るた めに 敎會に 集まる 人々 も ある。 神と 人との 關係を 知り 來 世の ("は：！ S を覺 

り、 n 己の 罪惡の 恐ろしき を 思 ひ、 其の 禍ひを 免れん がた めに 來る もの も ある。 是ゃは 決して 惡ぃ 

ことで はない が、 其れで は 宗敎の 本 0、 を 全うし、 永遠の 生命 を途 ぐる 運び 方で はない。 共の 信仰が 

則に 進まない。 岐路に 脫 線て 了 ふべき ® が ある。 彼 は 漠然 何 か ある だら う 位の 所で、 永遠の 生命 

と 云 ふ 問題 を 持ち出し たので ある。 昔の 江 戶には 『地 昆』 と 云 ふ 奴が 有って、 何 か 拾 ひ 物 はない か 

彼ら は 如何に 班 かれ れ るか  三 H 九 


彼ら は 如何に 導かれた るか  三 四 0  一 

とぬ の 眼、 鷹の 眼で 町 を 所々 歩き 廻る のであった。 其れで は 中々 好い ものに 行き 當ら なかったら 

う。 逍を尋 ぬる も 同じ こと だ。 此の 青年の 永生に 於け るが 如く、 何 か あるに 逮 ひない 位の 考へを 一 

抱き、 殊に 其の 性質 を 誤解し、 a 當の逮 つた 方面 を 尋ねても、 好い 瘦 もの は 覺 束ない。 彼が 謙遞の 

度は實 に 孺子敎 うべ しで あっても、 此の ま、 では 爲 やうがない。 當て なしに 名所 を 探す やうな こ 一 

とに 陷る。 多くの 徒歩き を爲 せられる。 ^々ひま 滑し をす る だけで あらう。 耶穌は 彼 をして li: しく 一 

當を 着けて、 道 を 覚めさせ たく 思 召された ので ある。 其れ は 次の 如くであった。 

靑年は 耶穌を 呼んで、 善き 師 よと 謂った。 之に 對 する 耶穌の 答へ ぶりに は 種々 の 說明を 要する 點； 

が ある。 然し 今 は 僮 か 其の 一 つの 點 のみ を說く に滿 足せねば ならぬ。 耶穌、 善き と は 何 のさで ある 一 

か祌の 外お： き 者 はない。 實に 善き もの は祌 のみで あろと 仰せられた。 祌の外 は、 孰れ も 半端者で あ 

る、 不に (である。 『永生と は唯獨 りの 眞祌 なる 雨と 其 遣し、 耶穌 基督と を識 る是れ なり』 と あるが 此- 

の 意味で ある。  獨り祌 こそ 最も 善き ものである なれ。 人の 最大なる 目的 共の 最高の 志は祌 にある。 

之に 事 へ 、 之 を 愛し その 恩寵の 深き を 味 ひ、 その 道 を 喜びて、 之に 滿足 する のが、 其の^^大の歡喜で 

あると 說れ たものと 解釋 せられる。 斯く說 き 進めて、 靑 年に 最上の 善き もの を 求む る こと を勸 めら： 

れた 次第であった。 靑 年の 欲求 いかにも 低級で ある こと を 若 破して、 斯くは 詰られた ので あらう。 一 

靑年 は、 此の 言に 面喻ら つた。 その 魂に 探り を 入れられて、 思 はす 悸 とした でも あらう。 心に il. 

備 がなかった から、 己が き^ 所を衝 かれても 其の 意味 を理會 する ことが 出來 なかった。 呆然と して 耶 


穌 の^を 打眺 むる ばかりであった らう。 

共 所で 八， 度 は 耶穌， ：：： ら 此の 靑 年の 立 ST まで 下って 往 かれ、 宛 かも 彼の：： >^ 地 を 是認せられ たかの 如 

く 次の やうに 問 はれた。 御身 は 永遠の 生命と 逬 S と を 交換す る への やうで あるが、 づ北. 、れと し 

たと ころで、 共の 代 1^ たるべき 迸 德には 何 を 宛る つもりで あるか。 而 ふして 誠 は 御身の 知れる 如く 

あざむきと 

で、 『10^ する 勿れ、 m す 勿れ、 盜む 勿れ、 妄 りの 證を 立つ る 勿れ、 騙 拐る 勿れ、 雨の 父と 母 を 敬 

へ』 などで ある。 彼 答へ て、 『是 みな. CI 分が 幼少の から 守り 來っ たもので あると f 一：： つた。 "：，^ れは分 

り 切った 勸 お：： 徽悪の 迸 を W 行した ので ある。 若し 所謂 道 德の行 ひで 行く ものと すれば、 彼 は 旣に永 

遠の 牛： 命 を 乎に 人れ た^なの である。 疾に 幸福と 安心と を權 g: して ci^ るべき Jiic である。 逬 S を代僳 

として 人生の nn 的 を 遂げん とする も 其れ は覺 束ない。 彼の 從來の 見解 は 誤って US はしない か。 

耶穌の 問 は 彼 をして 斯 くの 如く、 叛 付かし めた であらう。 耶穌の 針 11^ がきいた ので ある。 ま、 法 翳 

の 所 る i ベ P ハ^した ので も あらう。 病 ひ 或 ひ は 癒べき 微候 かと 思 はれた かも 知れぬ。 £喑％ はかりで 

は 到底 不ゅ ない と 謂 ふこと が 解り か、 つて 来たので あらう。 

人の 生活 は 之 を 叫 つに 分ける。 一動 物的、 二 知 n 的、 三道德 的、 叫 鶴 的で ある。 g 物的と は^ 樂飮 

洒ゃ  1- に滿 足す る ¥^、 智 的と は 舉 問の 研究な どで 滿足 する 者、 道德 的と は： S 瑰 人情 を 蔑ん じ、 M さ.? .1.1} 子 

と 謂 ふ もの は 腹が減っても ひも じう 無い 的に 意地 張る 生活の 仕方、 露 的と は 永遠 を 心 懸け、 神に 於 

て 生く る を an とし 鍵 的に 歡 喜に 充 たさる、 顯 である。 此の i:E める 靑年 は、 動物 的で もな く、 知：： 的で 

彼ら は 如何に 導かれた るか  三 四 J 


彼ら は 如何に 織 かれた るか  三 四 二  一 

もなかった。 今まで はた V 道德 的で あつたが、 耶穌の 一言に 由って 宗敎の 方面に 覺醒 せんとす る K 

至り、 一 轉、 的の 境に 進むべき 順序に なった ので ある。 彼 は道德 によって、 永遠の 生命 を 所有す. 

ベく 努力した ので あるが、 其の 徒勞 であった HT か 解り かけた。 限りなき 生命 は 肘， y;^ の やうに 儲かる 一 

べき もので ない。 恩寵に 依って 與 へらるべき ものである。 要するに 從來 彼が 如何なる 道德を 身に 行 一 

はビ、 永遠の 生命 を 得る ことが 出來 るかと 寡ら 屈 托した のが、 根本の 誤りであった。 

人？！ は 物 を 以て 滿足 する さは 出来ぬ。 金 錢も、 立派な 建築 も、 器物 や „c "董 も、 決して 人 W に滿足 I 

を 與 へる もので ない。 人 は 人に 依って 滿足 を感す るので ある。 意氣の 投合した 同志なら、 深山の 奥 一 

の； e 住居しても 脈 はない のが 人淸 である。 甚督は 何もかも 投げ出して 誠意 い 心 我に 從へ、 然 らば 其； 

れが旣 に 永遠の 生命で ある、 確實 なる 滿 足が 得らる、 であらう と 言 はれた ので ある。 祌と 人と が 互； 

ひに 融合して、 同志の 如くに ならねば、 永遠の 生命 は 得られな いと 敎 えられた ので ある。 共れ であ 一 

るのに 此の』： S める 靑年 は、 奉公人の 勞 働して、 赏銀を 貰 ふやうな 調子で、 永遠の 生命 を 受取ら うと 一 

したので ある。 彼 は近德 的の 手段に より、 鶴 的の 生活に 成り 上らう と 試みた のであった" 然し 永逮 

の 生命 は、 全く 祌の 恩賜で ある。 決して 道德 によって 得られる 報酬で ない。 淫 する 勿れ、 殺す 勿 

れ、 盜む 勿れな どの 道德 のみで はなく、 祌に 愛情 を 獻げ、 これに 心からの 奉仕 をせ ねばならぬ。 然 

ら ざれば 永遠 の 生命 は 獲られな いので あ る。 

斯 く-:; 一：： つて、 耶穌 はより 深き 生命に 彼 を t ゆかんと 試みられた。 一： 儿來彼 は 問 放、 王 養で、 ^だ 無邪氣 


な、 卒^な 性 であった， - 其れ を 耶穌が 愛せられて、 物 て りたく 思 はれた ので ある。 花の 蕾 

の 問く を俟っ 如く、 彼が 魂 を 手に 取って、 その 精 祌の問 P 、すろ を俟ち まれた やうであった。 

ちち もの 

鼓に 於て f:: 尺ネ丽 更に 一 步を 進めて 耶穌は 新く ti: はれた。 『其の 所有 +て う り© しき やに 施せ、 然ら 

ば 天に 於て 財 あらん』 次の 句に、 『+ネ 架 を^り て』 と あるが これ は 除いた 方が よい。 我に 從へ 

と ちに 巾し M けられた もので あらう。 彼が よろしく 世 離れ をし、 ，俗に 拘泥せ， f 肘. yii- に ふるこ 

とを廢 め、 ^心 主に 從 ふべき を 命じ 給 ふたので あった。 是れは 神 を 代表した t::: だと 解す ろ ことが 出 

來る。 人 は 小さい 世界に 執せ，^ する から、 精神に 滿 足が 5^ られ ない の だ。 物界を 根り 梵 てて 祌に從 

ひ、 耶 穌に赛 ふる 所に 心の 滿足は ある。 最高の 善に 身 を. 獻げ、 之が ために 萬審を 投げ出す ことに 於 

て 永久の 平和と 安心と 滿足 とが らる、 ので ある。 即 はち 此れ 人の 木 m 、を 个- うし、 人格 を 成就す る 

の逬 である。 

『北ハ の 所有 をう り』 云々 と は、 神 を 信仰す る. H 常の 順序 を敎 へたので ある。 耶穌 の教へ は： g に 親 

切であった。 此の 良藥は 確かに、 _ £ める 青年の 病氣に 的. & したので あらう。 $：： てシ モン • ぺ テロ は 

舟 を ffi き、 網を棄 て、 耶 穌に從 つたが、 少しの 損失 もしなかった ので ある。 その 肘^ を 投げ jg- て 

て、 耶 穌に從 つたが ために、 永遠の 生命 を 得た ので ある。 此の 常め る 青年 も、 地位、 资ャ： T 家、 

<气 地所な ど を 放 して、 もし 祌と 其.. # の ためと あらば、 た. V ひ 水火の 中に でも 人る HJ を辭 せない 

と 謂ふ氣 分に なられたならば、 彼 もぺテ n の 如き 人物， V 爲り 得た に相逮 ない。 殘念 なる かな、 此の 

彼ら は 如何に 導かれ. <i るか  三 四三 


彼ら は 如何に？ a? かれた るか  •  二 四四 

靑 年は大 な 题 について 斷乎 たろ：^ 心が 出来なかった ので ある。 

明： _ ^維新の 際に 於て、 國 家の 存亡 を 憂 ひたる もの は、 其の 愛する 奢 子 を棄 てて、 II 方に 奔.^ し、 

或 ひ は 海外に 渡り、 ら 西洋の 文明に 接觸 して、 その 事情 を^ 分に 視察した のであった。 れは憂 

國の 至情、 已 むに 已 まれぬ 次第であった。 然し 斯る 時代に 於て、 先祖より 傳 はった、 m 灿を 後生 大 

事に 守って、 敢 へて 難局に 當ら なかった 輩 は何赛 も 仕出かさ すして 田 舍に键 ぶって 了つ たので あ 

る。 同より 彼 や.. も^ 洋の HJ は 聞き 嚼 つて は 居た が、 自ら 進んで 之 を 研究す る 稗の 意氣 も精祌 もなか 

つたから、 遂に 時代と 遠ざかつ たので ある。 財を棄 て、 妻子に 遠 かる ほどな、 思 ひ 切った 行動に 出 

たと ころに、 大なる 精祌の 展開 を 見る ので ある。 贵き 永遠の 生命 を はんとして、 耶 穌に來 りしお r ハ や 

が 肘 產に執 や； 5 して、 祌の大 なる 賜 を 受け 5^ なかった Hi は、 實に^ 憾の 極みで ある。 

人 は その 所 冇は謂 ふ も 更なり、 己が 全部 を祌 に獻げ て、 奉仕の 生 を 送るべき である。 1^: 人 もし 

この 氣 分で 居るならば、 永遠の 生命 必す 得らるべき である。 然し 財產 ゃ名譽 や 飮食ゃ 慾な どに 身 

を獻 ぐろ ならば、 途には 動物 的な 生活に 墮 落す るので ある。 

人^ は、 祌か W か、 何方 かに 決着せ ねばならぬ。 右 か 左 か 何方 かに 決り を かけねば ならぬ。 然し 

此の める^ ハ 4- は、 共れ が出來 なかった。 財. 1； を 愛する 心が 彼の 魂の 奥に こびり； |?S いて ゐ たので あ 

る。 惜しい かな， 一 ほめる 靑年を 見よ、 始めは 晩 鬼の 如く、 終り は處 女の 如くに なりこ そくと 耶穌の 

も. V を 立 去って 了った。 彼 は. CT らの 精 祌を恥 かしく 思った であらう。 心のう ちの 隅 像が 遂に 彼の.：：：^ 


、む を i£ まして、 耶 の もと を 離れさせ たので あろ。 こ、 -は 魂の 生命の 瀨卩！ ^である。 Ms も大 いなる 

悲 刺が 演ぜられた。 

修道院の 問？^ たりし、 架ァ ント 一一 1 'は、 この 靑 年と 耶穌 との 問答の 條に 感激し、 その 所. } ^物 をす 

ベて 投げ出して、 修道院の^ 立お となった。 また 架ォ ー ガス チンの. g でありし アン ゾ 。ウス も、 

此の 問答に よって、 大決 定に逹 した。 人の 生涯に は、 その 運命 を定 むる に 足る やうな 大 ii: 题に搲 

がす SHn が M- 生す る。 戴 魂の < "岐點 である。 斯る とき 思 ひ 切った 行動 を 取らなければ 救 ひ は ひられ 

ない ので あろ。 此の W 年の やうに 怕々 耶穌の もと を 立ち去る 如き は、 永遠の 失敗で あるから 構へ て 

爲す まじき ことで ある。 

一二 百 夫 長と 其の 僕 (路加 傳 七の 二— 九) 

kn 夫！：；^ は 其 僕の 爲に助 を 耶穌に 願 ひ 出で た。 彼 は 善き 人であった。 常に 愛情 く， ユダヤ人 のた 

めに.^:: 堂 を g| 築した さも ある。 耶穌 北ハの 人と 爲りを 愛し、 之に 同 して、 御 心 を 動かされ、 乞 はる 

- ままに k:: 夫 長の { 氷に 向 はれた ので ある。 然し 其の逾 中、 ぼ 夫 長 人 を 遣 はして 一一 n はせ ける は、 『我が 

J^tl に 入 るは惯 多し。 我なん ぢの 前に 出る も 亦 憐 あり。 唯 ニー 一一！！ を 發し給 は ^ 我 僕 は， 檢 えん』 と。 

彼 は 高級で はない が、 武官で、 其の 命令 は 部下に 行 はれ、 兵卒が いつも 之に 從 つて 居る" 耶穌に 於 

て も 北 ハの见 召し 一 つで、 萬 事 如何 やうに もなる であらう。 拙宅に 來 臨せられ すと も、 僕の- S は 全快 

彼らは如何に0^^れぉるか  三 四 五 


彼ら は 如 ii: に i おかれ.； i るか  三 四 六 

せんぶ 一 必定で あると 思 ふよし を 耶穌に 聞え 上げた ので ある。 耶稣 其の 篤信に 感激され た。 ra^ して 僕 

の 病 は 全快した。 『遣 はされ たる 者 家に 歸 りて 病みたり し 僕 を 毘れ ば已に 全快 をな せり』。 

こ&で 一寸 奇蹟の こと を說 明す るが 便宜で あらう。 奇蹟 は 不可能で ない。 n!^ 初から 疑って 懸 るべ 

き 道现は 無から う。 奇蹟た る 故 を 以て 漫然 之 を 排斥す るの は不當 である。 然るに 之 を 馬鹿々々 しき 

事と して、 一笑に 附し 去った 時代 もあった が、 今日で は 無下に 排斥せ ざる 傾向 を 生じて 來た。 外國 

では 近！ S 科擧 者の あ ひだに 眞 面目に 奇蹟 を 研究す る 向き も あり、 或は 大いに 之 を歡迎 し、 奇蹟に 類 

する 事柄の 世界に 行 はれて 居る Hi を、 是認す る 傾向に なって 居る。 此は擧 問 上 著しき 進歩で ある。 

人 皆な おのが 罪悪に 惱んで 居る。 それに 囚 はれて 奴 隸の狀 態に なって 居る。 おのれ 1 芈獨の 力で 此 

の 扉を脫 して、 自. W の 身と なること は 望まれ 難い。 其れ故 神 その ひとり 子 を 世に 降して、 救 はれ 

たので ある。 此の 救 ひが 旣に 超自然の 事で ある。 齊通 人間に 行 はる」 法則で はない。 救 ひ は 奇蹟と 

同じ 部類に 屬 する ものである。 有らゆる 奇蹟 を 否，： ル するとき は、 自ら 神の 救 ひ を も 否.. 冗せ ねばなら 

ぬ。 若し 茶督の 如き 人格と 目的と を冇 せられた る 人に して、 在世中 何ら 異 りたる こと を 少しも さ 

なかった とすれば、 其 こ そ 不自然な だ 奇異な 事で あらう。 

祌を 信じ、 基督の 完全なる を. 信じ、 復活 を 信じ.、 神の 親しく 人 問 に 作動 かれる と 謂 ふこと を も 信 

する： 五： 人 は、 强 ちに 奇蹟の 排斥すべき もので ない こと を旣に 認めて 居る 道理で ある。 

吾人 はまた 奇蹟 Q 別名が 休徵 であって、 みな 露 的に 深い 意味 を 抱き、 基督の 人格 やお 人の 靈 魂の 


事に 就きて 暗示に 富んだ、 K 重な 出來 事で あると： *ム ふ 事 を 記憶して 居らねば ならぬ。 其で ない と 

.E もな き 感情 か ら 精神界 の 寶物を 失 ふやう に もな るで あらう。 

とにもかくにも 無造作に 奇蹟 を 頭 ごな しに 否定したり、 排斥した りする 如き は 心 ある もの 、すま 

じき 1^ 爲 である。 もっと 愼 重な 態度 を 以て 之 を處分 ひたき ものである。 

ぽ 夫お は^ 人で ある。 來 基督と 軍人と は 深い 2： 緣が ある。 日本 降 海 では、 茶： 督敎の 人 は 受け 

が おふるい。 某-骨 を 信す る 將校は 彼らの 社. に 何ら かの 不利益 を 忍ばせられて 居る かも 知れない。 然 

し 茶- If: 敎と^ 人と は 親密なる べき^で ある。 耶 に 好意 を 寄せた 軍人が、 其の 在世中に 二人 あつ 

た。 使徒の 時代に コル ネ リオの 如きが あった。 斯 の-如く S 督敎と 軍人と は 常 初から 因緣 が：^ ばれ 

て、 龙" い 結 ra^ を顯 はして 居る。 往昔の 日本の 武士 は 信仰が あった。 信玄 にも、 謙 信に も、 n 十 JiS に 

も、 尊 氏に も、 信仰の 形跡 を 確かに 認 むる ことが 出來 る。 彼等 はむしろ 軍人なる が 故に、 •：• ポ敎を 信 

ゆけ くれ 

仰した ので ある。 武士 は 元日 一より 大晦日まで、 死 を 忘れす、 旦慕死 を 思 ふ ものであるが ゆえに、 北ハ 

の 精神 は ig 面 E であると 說 いた 武士道の 鼓吹者 も ある。 實に然 うで あるべき 道现 である。 

此の kn 夫 長 は 軍人た るの 經驗に 鑑みて 耶穌 のこ ともよく 现 解し 得た ので ある。 彼 は！ f 索ポ 人と し 

て鍛ひ 上げた 氣風 とそ の 修行と に 依りて、 宗敎 11 題 を 取扱 ふに 適 S 方法 を發は し たやう に： え 

る。 部下の 兵卒が いつも 北ハの 命令に 服從 すると 謂 ふこと から 耶穌 の權^ も 之と 異なる まじき を 推し 

景： り、 ロハ だ 一 首 を 發し給 は i -.、 吾が 僕 は， 險ぇ るで あらう.、 わざ，/ \ 御 出を烦 はす も 恐れ多し と 中 上 

彼ら は 如何に 導かれた るか  三 四 七 


彼ら は 如何に If かれ 4i るか  三 四 八 

げたので ある。 或る 求道者の 俾道 師に對 する 待遇 ひぶり と は 大分 逮 つて 居る。 ぽ 夫 長 は 軍人で ある 

から。 斯の 如き 解決が 化來 た。 自己が 經驗に 基き て、 耶穌に 於ても 斯く あるべし と絡對 の： S 赖を寄 

せた ものである。 宗敎は 人間同士の 關係 によって、 1： 斷 すれば r 解決の 容易なる 場合が 少 くない。 

宗敎も 人車 も 道现に 二つ はない。 人と 人との 關 係の 如く 平易に 考へ ると 解りが n 十から う。 然るに 宗 

敎に對 しての み 要らざる 詮議 立て をす る。 漫然 疑 ひ を 懐いて 昆る。 宗敎 を硏究 するとき の やうに、 

人 を 研究し、 宗敎を 疑 ふやう に 世 il の活 問題に つきて 事 難 かしく 疑ったならば、 人？！ 相 冗の 信 川 は 

零に なって 了 ひ、 つ ひに は商齊 も出來 なくなる であらう。 ぽ夫 長が. II" 己 經驗の 立場から 耶穌 の權威 

を 維お して、 絶對の 信顿 をな したの は、 最も 自然な 行き かたであった。 吾人 は宗 敎に對 して. n 然な 

公 平な 道 现 あ る 態度 を 取ねば ならぬ。 

『此事 を 求む る 人 は 善人な り』 と ある。 ぼ 夫 長 は 其の 僕 を 愛し、 その 人格 を 尊重して 居た。 彼 は 人 a 

の區別 をな す 如き 狹 量の 人でなかった。 彼 は 『維 馬 人で ありながら、 ユダヤ人なる 其の 僕 をば 骨肉の 

如くに 愛して 親切に 待遇した ので ある。 其の 主 從の關 係 は 眞に美 はしく 見受けられる。 彼 は 異敎徒 

の 出で あるに も拘ら す、 ユダヤの 宗敎を 尊び 之れ がた めに 其の # 堂 を も 建築した。 彼 は 志 殊勝な 善 

人であった。 悪人は宗敎に入り難ぃが、 ^^ー2,.<^は宗敎に人り易ぃ。 ぼ 夫 長 は 謙遜に して 愛情 ふかく、 

公平無私なる 人格であった。 彼 は 容易に 宗敎を 现 解し 得た ので ある。 

彼が僕のことを耶^^に願出でたのに、 また 與 味の ST た 深い 一 つの 點が ある。 五 X は 親戚の 心配 ご i 


とや、 他人の^ 悶ゃ、 社會の ii: 題な ど を は ffl するとき、 如何 かして 之 を 救助した くなる。 この 熱心 

と共に 自己の 力の 簿「；！ なる u を も 感ぜざる を 得な い。 斯くて 神 を 懷ひ道 を する やうになる 場合 も 

ある。 妻 を 失 ひ、 夫に 別れ、 子 を 喪った 人々 は、 之 を 如何にして 慰め 得べき か。 生きと し 生ける も 

の 我 も 人 も 何れ は 死ぬべき も のぞと 因 2;^ を 含めても、 諦め は出來 なから う。 kn 夫 長 も 僕の.：： につ 

きて、 分別に 餘り、 助け を 耶^に 求めた。 彼 は 常に、 2:1- 受 くる 仰の 順路 を 踏んで、 此に 至った の 

である。 

遺 はされ たる 長老た ち 曰く、 『彼 は 我 民 を 愛し 我- M のために. 堂 を 建てたり』 と。 ビ イチ ョル、 比ハ 

著 督傳に 於て、 此の 一 節から 耶穌 の愛國 心を說 いて をる。 口く、  ^^の 胸中に は 愛國の 情が あつ 

た。 主 は 祖國を 思 ふ 愛情より 發 した 長老た ちの 首に 滿 足された。 我が：^1^を愛し..ム々 の I： 諧は、 まに 

耶穌の 心 を 動かした に相逮 ない。 祖國を 愛する ところから 或 ひは國 自慢 をせられ たる かと m 心 はる 、 

例 も ある。 橄 1? 山から 都 を 望み、 其の 成 行を豫 想して、 あ、 エルサレム よと 嘆かれた の も愛國 心の 

發-弥 である。 耶穌は kii 夫 長が 其の 愛する ユダヤ人 を 愛した のが ST た氣に 入られた ので あらう と。 餘 

ほど 趣味の 深い！ 3^ 方で ある。 

日本人 は愛國 心が^い。 然し 世界主義 を 誤解して！： 有の 愛國心 を變な 調子に した 述中も ある。 從 

來 S 督敎に は愛國 心がない と 云って、 之 を 嫌 ひ、 基督 者の 精神 を 疑った 人々 も、 今や 先づ {HJ 分の 立 

場が^ しくな つて 來た かも 知れぬ。 基督 者が、 あべこべに 健全なる 愛 國心を 擁護すべき 時代に なつ 

彼ら は 如何に かれた るか  11! 四 九 
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て 居る では あるまい か。 愛國 心の 可憐 兒は必 y 基督 者の 力で 守り 育てられる やうになる であらう。 

墨 子 は 親子 兄^の 平等 を說 き、 兼 愛の 道を敎 へた。 一 極の 世界主義 見た ようで 一 同仁に 似て 非 

なる ものである。 現代 思想 を 標榜す る 或る人々 の 說く所 は 斯の. 如くで、 旣に 支那の 昔に 行 はれた 考 

である。 アリス トウ トル あたりに も、 疾 くより 同じ やうな 議論が あった。 決して 然ぅ 新しい 學： 龙で 

はない。 

ka 夫 長 は.、 親しく 耶穌の 敎を聽 いた 人と も 思 はれない。 謂 はぐ また 聽 きをして 北ハの 人格 を 敬慕し 

たので あらう。 彼 は 他人の 證曽を 信じた のであった。 北ハ 僕の こと を 耶穌に 申 上げる に 至った の も、 

長^ 逹の 椎擧に 依った かも 知れない。 信仰 は 人の 證 言に ぬって 起る 場合が 多い。 他人 が^^に 救 は 

れて、 慰安 を與 へられた 事實を 見聞し、 彼らが 信じて 罪より 救 はれた 實驗談 を 耳に する 時 は、 之に 相 

當の 敬意 を拂 ふべき である。 信仰 は獨り 天狗が 禁物で ある。 自己の 詮索 も 直接 研究 も^より 可な り 

であるが、 信仰 ある 人々 の證言 を聽き 取りて、 深く 之 を 味 ふの も 信仰の 進歩に 大 いなる 關係 ある Hi 

を 記憶せ ねばならぬ。 また 基督 者 は 基督の 活き證 文で ある。 この 自覺が 基督 者に あって、 $1 な證言 

に カを盡 すなら ば、 敎會は 立 どころ に 振起す るで あらう。 信仰 篤き 人の 證首は 精神に 徹し 魂 を 伸る 

か 反る かの 羽目に 引き出す 効力が ある。 多くの 人が 基督に 到る は 友人の 努力に 依る ので ある。 馬 可 

傳 第一 一章に 癱疯 患者 は、 四 人の 朋友に 异 かれて 来て、 耶穌に 其 痼疾 を， 1 一され た。 吾人の 信仰 生^も 斯 

くの 如くで、 友情に 負 ふ 所が 多い。 斯くて、 吾人 は 信仰の 友垣 を 造り。 冗に 切" 球 磨すべき である。 一 


四 ヤコ ブの 井に 於け る耶穌 (約 翰傳 11 の  一— 二 六) 

耶 ユダヤの 各地に 傳 道して、 到る ところ 成功 せられた。 之が 爲 遂に ユダヤ人の 憎しみ を 受け、 

パリ サイの 徒の 嫉妬 を 買 ふに 至った。 斯くて エルサレム は 勿論、 其の 地方に 至る まで ユダヤの うち 

は 身 を 安ん する に處 なき 狀 態に 陷られ たから、 止む と を 得す、 ュ ダャを 去り、 北の方 ガリ ラャに 共の 

危險を 避く る こと を餘 儀な くせられ た。 この 旅行 は サマリ ャを經 出せねば ならぬ のであった。 其の 

サ マ リャを經 由せられた ことは周圍の事情ゃ地理的の關係からでぁるが亦たしかに神のん^^^でぁ 

る。 攝现 である。 人の 生涯に は斯る ことが 多く ある。 行き 行きて サ マリヤの スカルと 謂へ ると ころ 

に 着し、 昔 懐かしき ヤコ プの 井の ほとりまで 來られ た。 * 子 は 食物 を 買 ふべき 市街に 往 つた" 斯る 

ところに 一個の サ マリヤの 婦人 水 を 汲みに 來た。 兹に 端な くも 耶穌と 彼女との Si に、 直大 なる 對話 

が 始まり、 S 督條 の與味 深き 一節 を 遣す ことにな つた。 人 SS€ 事 此の 如くで ある。 しばく 口 $e 平 

凡の 出來 事から 精神 界の 大事が 産み出 だされる。 井の ほとりの 會 話から 永遠の 生命が 湧いて 來る。 

實に 面白き 世界で は ある。 然ても 彼女 は あはれ な 身の上であった。 f 迩 くから 水 を 汲みに 來る さへ あ 

るに、 旣に五 人の 良人に 添 ひ、 今 同に 樓 して 居る は 正式の 結婚 をした もので ない。 彼女 は 好 もし か 

らぬ經 をお て 居た。 低き 生活に 沈んで 居た。 耶穌は之を如何に取り扱はれたのでぁ^?か。 _ 四 行の 

.江 口の 遊女に 於け る、 法然 上人の 窒 * のた はれ 女に 於け る 種類の 物. ば i と對？ ii し來 らば、 人.^ 觀ゃ现 

彼ら は 如何に 51^ かれた るか  三 五一 


彼ら は 如何に 導かれた るか  三 五 二 

想の 比較に 多くの 暗示 を與 へられ、 罪悪感の 異同な ども 認められる であらう。 此れら 三 個の S 人 

は、 おのく つ ひに 如何なる 神狀 態に 進んだ であらう か。 彼ら は 所謂 宗敎 家に 接觸 して 如何なる 

印象と 感化と を 受けた であらう か。 其 所に 著る しき 相違が たしかに おる。 ：H ハれは 推：： する に 餘り困 

難で なから うと 思 はれる。 

耶穌は 旅路の 疲れで、 頻りに 渴 きを 感じて 居られた から、 サ マリヤの 婦人に 向 ひて、 我に 飮 ませ 

よと 云 ひ 出 でられた。 先方 はサ マリヤ 人で ある。 然も 婦人で ある。 初めて 見た 人で ある。 無論 其の 

心 は 知り 得ない。 然れ ども 宛 がら 親しき 人に でも 言 はる \ やうに 斯く 無雜 作に 水 を 求められた。 如 

何にも 天 眞爛熳 で、 少しも 遠慮がない。 何にも 囚 はれて 居ない。 舊慣も 格式 も、 すべての 行き 懸り 

は 耶穌に 於て 然した る 問題で は 無かった。 眼中 唯 だ 人が あった。 何人に 於ても 限りなき 慣値 をお す 

る靈 魂と 其の 可能性と を 認められ たので ある。 皆 之 を 神の 子 類で 然か 達し 得べき ものである とし 

ちて， r さ 

て 待遇れ た。 是れ 本當の 一 視 同仁で ある。 

婦人 は 之に 一驚 を IK した。 ー1 來 ユダヤ人と サ マリヤ 人と は、 交際 もせす、 飮食を 共に しな かつ 

た。 然るに 此人は 何ん ぞ 『サ マリヤの 婦 なる 我に 飮 むさ を 求む るか』。 彼 は 不思議の 感に 打れ ざる 

を 得なかった。 そこで 好奇心 も 起ったら う。 何となく 嬉しく も 感じたら う。 また 半 はちよ つと 揶偷 

つて たくな つたの かも 知れぬ。 其れで 斯くは 首った ので ある。 

くだ  たち 

サ マリヤの 婦の問 ひ は 自然 下らぬ 雜談に 話 を 引き 入る、 n:::: の ものであった" その 儘 調子の 船に 乘 


って；^れ^^？を進むるは耶穌の闪ょり取らざる處でぁった" 北ハれ 故^ 頭 を實の ある 方面に 轉 すべく、 『汝 

おし 神の 賜物と 我に 飲ませよ と- ムふ ものの • なる を 知らば、 汝 我に 求めん。 然 らば 活ける 水 を汝に 

與ふ べし』 と fi はれた。 

彼女 は 此の^ 外なる {In に 驚かされ、 『主よ、 なん ぢは 汲む 物 を 持た す、 井 も 深し" 其の ける 水 は 

何虚 より ST しぞ。 汝は此 井 を 我らに 與 へし ヤコ ブ よりも 大 いなり や。 彼 も 其の 子等 もお、 の も、 

之 を 吹み たり』。 

耶 チ、： へて：：： く 『すべて 此水 を！^ 队む もの は、 また 渴 かん。 然れ ど我與 ふる 水 は 永遠に 渴 くこと な 

し。 我が與ふる水は彼の中にて^：水となり、 永遠の 生命の 水 湧き出 づ べし。』 

此 はサ マリヤの 婦には 充分 现解 せられなかった であらう。 然し 彼女の 現在の 水汲み 生活が 如何 

に不滿 足な もので あるか を 感じ、 之 をして より 好き もの を 坐に 願 はしめ、 永遠に 渴 くこと なから し 

むる 何もの か を 獲 まほし く 甘；、 の 心 を そそった らしく：：： 儿 える。 彼女 は餘稃 興^が 深くな つた。 何だか 

^もしく 感じた であらう。 故に I：： く 『主よ、 我渴 くこと なく、 又 ここに 汲みに 來ぬ ために、 その 水 

を われに 與 へよ』、 彼女 はせ： (欲求す ると ころの もの を 定かに 認めねば ならぬ。 其： S5 眼點 を、 より 

き方而 に韓ぜ ねばなら なか つた。 

其 處で耶 穌 は 彼女の 生活に 於け る齊 通の 原因に 刀 を 下して、 ハ靈 的の 要求 を 刺激すべく 『汝の 夫 

を 呼び 來れ』 と 命ぜられた。 

彼ら は 如何に 1^ かれ .Ji るか  111 五三 


彼らは如何に！^かれ^^るか  三 五 四 

ま レ もの サマリ ャの婦 も 此の 一一 In に は 額 を 赤らめた であらう。 心 を 刺された やうに 感じた であら 

う。 過去の 汚れた る、 醜き 生活の 思 ひ 起される につれ て、 兹 により 深き 問題が 湧き、 宗教の 必耍を 

も感 する に 至った であらう。 鬼せ るかな、 神の 問題 を 提起して- e: く。 『主よ、 我なん ぢを豫 一一 一一：： 者と 

認む。 f?^ らの 先祖た ちは此 山に て拜 したる に、 汝 らは拜 すべき 所 を H ルサ レムな りと 一一 r ふ r 

耶 答 ふ、 『をん なよ、 我が 一一 一一：： ふこと を！！； r せよ。 此の 山に も H ルサ レムに も あらで、 汝ら父 を拜す 

る 時き たるな り。 汝らは 知らぬ 者 を拜 し、 我ら は 知る 物を拜 す。 救 は ユダヤ人より 出づれ ばな り。 

され ど M の 禮拜？ の、 露 と 眞とを もて 父を拜 する 時き たらん。 今す でに 来れり。 父は斯 くの ごとく 

拜 する^ を 求めた まう。 祌は靈 なれば、 拜 する 者 も 露と 眞とを もて 拜 すべきな り』 

此が ヤコ ブの 井の ほとりの 對 話の 次第で ある。 今 其の 細目に 一旦り て 少しく 說 いて たい。 

サ マリヤ の婦は 神の 賜物と 耶穌の 如何なる 人で あるか を 知らな か つた。 服 前に 耶穌が 居られる。 

^辜 下晤 しで、 神の^ 物 を も耶穌 其の 人 を も 知らす に 居た。 彼女の みで はない。 世の 人 おしなべて 

听 うだ。 祌 に！^ かれ 乍ら 其に 氣が 付かぬ。 人の 生活 を 現在よりも 深く、 高く、 進ま しむべく 釋吿を も 

受け、 將} 、勵ら れても 居る ので あるが、 之 を 理解し ない。 より 好き もの を與 ふべ く、 之 を 受けに 來る 

を 待って 居られる にも 拘ら す、 此方で は 徒らに 醉生夢 死の 生活 を途 つて 居る。 若し 現在の 狀 態に 滿 

足せす、 祌の與 へらるべき 最も 好き もの を 獲ん と 欲する 心 を 生じ、 此の世の ものなら ざる 生命 を 明 

ら かに 實 現した 耶穌の 如き 人格 を 認識し、 其の 氣 高さ i!i 感激す るに 至らば、 鍵 魂の 欲求が 必す 熾烈 


になる であらう。 

然し：^、 れ でも 現在の 生活 だけで は 甚だ もの 足りない。 何程 飮ん でも また 渴く。 幾： u となく 汲みに 

來 ねばならぬ。 た不滿 足で ある。 人は此 しきの ことに 終るべく 造られた ものであるまい。 もっと 

好きものがぁるに相^！^^なぃ。 何と 云 ふ 兌 常 もま だ 着かない が、 必定 有る であらう。 せ： ハれが 獲た やと 

欲求 心が 刺り に 起って 來た" 彼女 は 初めの ほど 話が 脫線 する のみで、 問 ひも だ贫 弱であった" 然 

し耶穌の9^きで其の^^^點が渐く改^^ばされ、 其の 要求が 深き 處へ 進んで 來 たので ある。 『其の 中に 

JfS き 上る』 と 1} 一：： はれた の は 如何 云 ふ 意味なる か。 彼女に は理， $：： ら なかった であらう。 然し 何だか 現 

在の 狀 態と 全く 異 つた 類の ものが 有らねば ならぬ やうに E 心 はれて 来た。 斯う 謂 ふ 場合に 人 は频に 

尋ねる。 層々 岐路に 迷 ひ 入る。 

巾に は、 大本 敎ゃ、 天理 敎ゃ、 其 他の 淫詞 迷信に 迷 ふ。 然しな ほ 心に 渴 きを S3- える。 此らは 信仰 

の迷兒 である。 

サ マリヤの 婦の耍 求は斯 くまお 輪廓が 判然せ す 不得要領の 狀 ではあった が、 彼 は 之 を 他人に も 分 

ち與 へねば ならない と 感じた。 彼が 日 ごと 汲みに 來 るの は 飲ますべき 人が 家に 居る からで ある。 其 

人に も 之を與 へたい。 彼れ も 此の 必要が ある。 決して 己れ 限りの 問题 ではない。 斯く W 心った ところ 

に 妙味 ある。 何人に しても 然ぅ である。 靈 魂の 渴きは 己れ ひとり. のこと でない。 5,:: 同じく 其、 の必 耍 

が ある。 親戚 も 朋友 もと もに 酷く 渴 いて 居る。 病める 人た ち は 慰籍を 求めて 娘 悶 に堪 へない。 愛す 

彼ら は 如何に 導かれた るか  三 五 五 


彼ら は 如何に 導かれ 4i るか  三 五六 

る ものに 死に別れた 人々 は 一一 一一：： ひ 知れぬ 憂に 沈んで、 浮ぶ 瀨 のない やうで ある。 之 を 思 ひやる とき 

は、 宗敎 問題が 胸に 迫って 來る。 自らの 救 はる \を渴 望す る 如く、 他人の 魂 を も 救 ひたいと 感ぜ ざ 

る を 得ない。 宗敎が 自他の 必耍 となって 来れば、 信仰に 進む こどが 比較的 迅速になる。 實に 祌の國 

を距る こと 遠から ざる 程度に 達した ので ある。 

斯く 一一 一一：： ひ 出で たので、 彼女 は 確に 信仰の 端緒 を摑 まへ たので ある。 其の 簾 魂に は 信仰の 藩が 發生 

て來 た。 主 は 其の 可憐なる 狀を歡 ばれた であらう。 其處で 彼女 を 宗教の 中心に？^ き 入れん と 試み 

て、 rn く 『爾往 きて 夫 を 呼び 来れ』。 此の 一 首で 彼女 は 一 層 深く 鍵 的に 覺醒 して 來た。 其の 胸の 中 

あかるみ  ,  -V 

に濟ん でゐた 問題が、 自己の 恥ぢを 明處に 出される と 同時に、 頭 を 接げた。 E 心 は す^を 赤らめざる 

を 得なかった であらう。 先方が 一語 を發 すれば、 我 は 十 語と 首 ふ 程の 剛 かもの も、 ただ 簡單に 『我 

に 夫な し』 と 答へ るの みであった。 

耶穌： ： く、 『夫な しと 首へ るは理 なり。 汝 前に 五 人の 夫 あり。 今 ある もの は汝の 夫に あらす』。 彼女 

の靈魂 は 兜を脫 いで 降參 した。 人生の 苦痛 を 感じて、 より 好き もの を 得たい と 望んだ 念が、 页に進 

せんぞ 

ん で.： ポ敎 の必耍 となって 來た。 忽ち 宗敎 問題 を 提出して 口く、 『主よ 汝豫霄 者なる べし。 我- S の列祖 

は此 山に て拜 ししに、 爾らは 謂ふ拜 すべき 所 は H ルサレ ム なり』。 禮拜は 宗敎の 设 も道大 なる 要素 

である。 サ マリヤの 婦 此の 問題に 觸れ ては來 たが、 其の 場所に 拘泥し、 思想が 形式の 線路 をのみ 走 

つ VJ 居た と m5 はれる。 或 求道者 は 毎 も 此の やうで ある。 問 ひが 屡々 正 鶴 を 外れる。 とかく 岐路に 入 


りたがる。 ：s;:^ しないと 徒 C 力が 多い。 然し 耶穌は 彼女の if 線 を 正しい 方向に 轉ぜ しめたの である。 

z: く、 『婦 よ、 我.. V 信ぜよ。 唯に 此山 のみに あらす。 亦 ニルサ レムの みに あらす して 爾齊父 を 样 す 

る 時き たらん』。 祌は の 父で ある。 网ゃ^|:.族の異ひに制せられるものでなぃ"  一 isM 仁で ある。 

之を禮 押す るに 所 を 選ぶべき 必耍 はない。 ニルサ レムで も、 サ マリヤの 山で も 一つ ことで ある。 從 

前 は {ポ 敎の發 未熟で、 其？ f 所に 就き ti 々なる 問题 もあった が、 S 正の 宗教の； i れる時 ® 到來 し、 

；ぉ， 界の 夜の 明くる 今 は 然んな ことに 屈 托すべき でない。 〈 か：：： からすと： EJ- なば、 總 ての 格式 を 破りて、 

處 でも に禮拜 が出來 る。 宗敎が 人類 主義、 世界主義 になって 來 たので ある。 

斯 くの 如く 神の 末節に 囚 へられた 彼の 女の 形式 問题 をば、 Si を 遮 つべき 方法で 處 S して 除け、 終 

に 一一 n はれけ る は、 『爾 W の拜 する？^ を爾 W は 知らす。 我； g の拜 する ネを 我； e は 知る。 そ は 救 は ユダヤ 

人より 出づれ ばな り jj  。彼女の 知って 居る 如く、 ユダヤ人と サ マリヤ 人との 間に は、 禮萍の 場所の み 

ならす、 他の ことに 就いても、 其の 考 へが 逮 つて 居る。 世界に は ti 々の.： 〈小敎 が ある。 彼 を げ、 此 

..v^ すが^の 《：e おで ある。 日 連の やうに 四 筒 格 一一 一一！： を 振り回す 徒 も ある ほど だ。 廿： ハ處で 一方に は宗敎 

は 何でも 好い。 所 變れば ni 變る。 何れにしても 在來 のま 丄 じ：^: J し 支へ ない。 ゆ：：^ を 勸め惡 を 懲らす 

善 巧 方便で あるから、 遗俾 のま でもよ し、 好いた やうに しても よしと 肯 つた やうな 想が 起って 

來 るので ある。 即ち 宗敎 無； 別 論 を L= へる。 甚だしき は ii の 頭 も 信心から とさへ 一一 n ふ もの も ある。 

宗敎に 露现を 認めす、 何でも 御座れ 主義で ある。 斯 くの 如く 宗敎を 蔑視す る 時 は、 如何しても 深い 

彼ら は 如何に かれた るか  三 五 七 


彼ら は 如何に 導かれ. ti るか  三 五六 

る ものに 死に別れた 人々 は 首 ひ 知れぬ 憂に 沈んで、 浮ぶ 瀨の ないやう である。 之 を m わ ひやる とき 

は、 宗敎 問題が 胸に 迫って 來る。 自らの 救 はる.^ を渴望 する 如く、 他人の 魂 を も 救 ひたいと 感ぜ ざ 

る を 得ない。 宗敎が 自他の 必要と なって 来れば、 信仰に 進む こ， とが 比較的 迅速になる。 實に 神の 國 

を距る こと 遠から ざる 程度に 達した ので ある。 

斯く  一一 一一！！ ひ 出で たので、 彼女 は 確に 信仰の 端緒 を摑 まへ たので ある。 其の 簾 魂に は 信仰の 管が 發生 

て來 た。 主 は 其の 可憐なる 狀を歡 ばれた であらう。 其處で 彼女 を 宗教の 中心に き 入れん と 試み 

て、 in く 『爾往 きて 夫 を 呼び 来れ』。 此の  一 一一 一一 ：！ で 彼女 は 一 層 深く 繁 的に 覺醒 して 來た。 其の 胸の 中 

あかるみ  ,  - 

に 潜んで ゐ た問题 が、 自己の 恥ぢを 明處に 出される と 同時に、 頭 を 接げた。 E 心 はす^ を 赤らめざる 

を 得なかった であらう。 先方が 一語 を發 すれば、 我 は 十 語と 言 ふ 程の 剛 かもの も、 ただ 簡單に 『我 

に 夫な し』 と 答へ るの みであった。 

耶穌： ： く、 『夫な しと 言へ るは理 なり。 汝 前に 五 人の 夫 あり。 今 ある もの は汝の 夫に あらす』。 彼女 

の 魂 は^を 脫 いで 降 參 した。 人生の 苦痛 を 感じて、 より 好き もの を 得たい と 望んだ 念が、 更に 進 

せんぞ 

んで 宗教の 必耍 となって 來た。 忽ち 宗敎 問題 を 提出して 口く、 『主よ 汝豫肯 きなるべ し。 我- S の列祖 

は此 山に て拜 ししに、 雨ら は 謂ふ拜 すべき 所 は H ルサ レムな り』。 禮拜は 宗教の 最も ま大 なる 耍素 

である。 サ マリヤの 婦 此の 問題に 觸れ ては來 たが、 其の 場所に 拘泥し、 思想が 形式の 線路 をのみ 走 

つ て 居た と はれる。 或 求道者 は 毎 も 此の やうで ある。 問 ひが 屡々 正 tl を 外れる。 とかく 岐路に 入 


りたがる。 ：si:^ しないと 徒 K 力が 多い。 然し 耶穌は 彼女の？ W 線 を 正しい 方向に 轉ぜ しめたの である。 

n く、 『婦 よ、 我.. VCT せよ。 唯に 此出 のみに あらす" 亦 ニルサ レムの みに あらす して * 爾齊父 を拜す 

る 時き たらん』。 祌は ii! 民の 父で ある。 1： や 稀 • 族の異 ひに 制せられる もので たい" 一?^M 仁で ある。 

之 を； 1 拜す るに 所 を 選ぶべき 必要 はない。 二ルサ レムで も、 サ マリヤの 山で も 一つ ことで ある。 從 

前 は (ポ敎 の發违 未熟で、 其？ T 所に 就き 々なる 問题 もあった が、 の 宗教の！ i れる 時^ 到來 し、 

5； 畑界の 夜の 明くる 今 は 然んな ことに Cir: 托すべき でない。 〈.s からすと： ID- なば、 總 ての 格式 を 破りて、 

何虚 でも IZI 出に 禮拜 が出來 る。 宗敎が 人類 主義、 世界主義 になって 來 たので ある。 

斯 くの 如く 祌の 末節に 囚 へられた 彼の 女の 形式 問題 をば、 ^を S! つべき 方法で 虚 S して 除け、 終 

に In はれけ る は、 『爾 翁の 拜 する 者を爾 前 G! は 知らす。 我 倚の； s する 古 を 我； e は 知る。 そ は 救 は ユダヤ 

人より 出づれ ばな り』。 彼女の 知って 居る 如く、 ユダヤ人と サ マリヤ 人との 間に は、 禮摔の 所の み 

ならす、 他の ことに 就いても、 其の 考 へが 逮 つて 居る。 世界に は 々の 宗敎が ある。 彼 を 揚げ、 此 

を^す が 世の おで ある。 日蓮の やうに 叫 筒 格 一一 In を 振り回す 徒 も ある ほど だ。 ：^〈^!|で 一方に は宗敎 

は 何でも 好い。 所 變れば ロ§變 る。 何れにしても 在來 のま、 で^し 支へ ない。 比，：：^ を 勸め惡 を 懲らす 

善 巧 方便で あるから、 遣 傅の ま，^ でもよ し、 好いた やうに しても よしと 一一 一一：： つた やうな 想が 起って 

來 るので ある。 即ち 宗敎 無^別 論 を i? へる。 甚だしき は， 1 の 頭 も 信心から とさへ 肯 ふ もの も ある。 

宗敎に Bif を 認めす、 何でも 御座れ 主義で ある。 斯 くの 如く 宗教 を 蔑視す る 時 は、 如何しても 深い 

彼ら は 如何に i せかれ +1 るか  三 五 七 


彼ら は 如何に 導かれた るか  三 五八 

信仰に は 進めない。 單 なる 形式で 終って 了 ふ。 虚偽に 流れる のみで ある。 斯 かる 思想 は 宗教の 大敵 

である。 公平な やうで 決して 公平で ない。 玉 も 石 も 同一 に 扱 ふと肯 ふ は： S だしき 不公平で ある。 化， ハ 

故耶 穌はサ マリヤの 宗敎は 知識の 上に 於て 徹底し ない 所が ある。 當遠ひ をして 居る。 ユダヤ人の 

方が 寧ろ 正しい。 後者の 宗敎 思想 は穩當 で、 其の 神觀も 禮拜の 大體に 於て 方針 を 誤って 居らぬ】 彼 

よりも 此に舉 ぶべき である。 宗敎は 決して 無差別で ない。 道理 を 明かに し、 眞僞 を辨 へねば なら 

ぬ。 決して 行きが か.^ り や 趣味の ま.. I になし 置くべき 苦の もので ない。 之 を選擇 せねば ならぬ" 

耶穌 更に 語 を 縛. けて 首 はれた、.^ 『祌 は靈 なれば 拜 する もの も 靈と眞 を 以て 拜 すべきな り。 父は斯 

くの 如く 拜 する もの を 要め 給 ふ』。 此で宗 敎の根 本義なる 祌の觀 念 を 明かに し、 其に 相應 しき 禮拜 

を說き 示された ので ある。 祌は靈 である。 霄 ひ換 ふれば 人格 的で ある。 汎祌^<?の說くゃぅなもので 

ない。 吾人の 互に 相 敬し、 相 親しみて 思 を 通 はせ 一一 一一：： を 交 ふるさの 出來 ると 同じ 性 である。 基- srs 

は 此の 觀念を 基礎と し 之 を 徹底せ しむる 宗敎 である。 前に 此の 山の みに あらす、 H ルサ レムの みに 

も あらす 處 でもと 首 はれた の は、 此の 人格 的の 霞なる 神は獨 一で 二つと ない ものである とて、 多 

； i 敎を 排斥され た 意味に 當る。 我が 阈 では 其の 筋から 频 りに 神棚の こと を 彼此 說 いたり、 運動 ご) 

りして 居る やうで あるが、 此は 正しい 信仰の 對象 物が 國民の 思想に 與 へられて 居らぬ ^據 である。 

棚の 祌 では 困る ではない か。 耶 穌がサ マリヤの 婦に 神の 觀念を 明かに してやられた やうに、 の 

に 神の 觀念を 明かなら しむる のが 今日の 急務で ある。 


『le』 と は 神に 就いての 思想 を 明かに し 正しき 世界 觀に 基き、 人生の 意味に 徹底した 態度から、 總て 

物の 3 叶. 相と 離れす、 物 有りの gi の事實 と 一致した 仕方 を 意味す る。 祌 ならぬ を祌 とし、 漫然 人 

間 を^り h げ、 洋祠 迷信 に 耽り 、慈悲 尊 門 の 彌陀 を顿み 、若く は 我の 人格 の みならす 、神の 其れまで も 

如 の^に！： .沒 し 去る 如き は ss! 物の 眞 相に 適 はぬ 考へ 方で ある。 其れで露正の禮拜は成^：^立たぬ。 

『父 は斯 くの 如く 拜 する^ を 耍 めた まふ』。 基 赞敎の 世界 觀は 神に 斯 くの 如き 心の 實在 する を 信す 

ると ころに 北ハの 根據を くので ある。 祌は 人が 信仰 を發 し、 敬虔の 態度 を 整へ て、 之 を 祭り 之に 事 

ふること を 切に まれる。 親が 子供の 孝心 Ai: ぶに も 勝って 居る。 祈る こと を 歡び迎 ふる 父た る祌 

であるから、 之に 耳を倾 けざる^ がない。 約め て 一一 一一 ：！ へば 祌は 愛で ある。 3 典に 天に 在ます 我らの 父で 

ある。 其の 御 心 は 路加 懷第 十五 常の 放^息子の 霄喩の 如くで ある。 祌は不 仰な 迷へ る 人の 夢が？ 几 

めて g 順し 來るを 切に 待って 居られる。 某 J^SI 敎の 祌は斯 くの 如く 何處 にも 在す、 然も 人格 的で、 た 

^獨 一 の の祌、 人の 歸順 信仰して 孝 を fi すに If- る を 切に 待ち設けられる 愛の 父で ある" せ 人 はお 

と 3g と を 以て 之 を拜 せねば ならぬ。 

サ マリヤの 婦は 斯くて ヤコ ブの 井の ほとりに、 王 耶穌の 導き を 受け、 終に 自ら も 信仰に 入り、 村人 

を も 紹介して 茶 1：! の もとに 來 らしめ たので ある。 

五 ゼ テ と 謂 へる シ モン 

攀 

彼ら は 如何に かれ- るか  三 五 九 


彼ら は 如何に 導かれた るか  三 六 〇 

ゼ n テとは 熱心 黨と謂 ふ 意味で ある。 此の 常 派に 屬 する シ モンと いふ 人物、 耶穌 4"  二 使徒のう ち 

に 選ばれた ことが 路加 六 章に 記して ある。 此の 熱心 黨 なる ものと は ユダヤの 過激派で ある。 そ 

の 一 人が 耶穌の 弟チ になった の は、 興味深き 問題で ある。 基督の 敎 きに は、 社ノ ％ 主義者 も 出入す 

る。 中には 基齊の 感化 を 受けて、 if 想 を 善導され る もの も あり 或は 渐次敎 # を 遠ざかり、  激社& 

キ： 義 者の 群に 落ち行く もの も ある。 それで 基督 敎は 危險 だと 非難され て、 刑 leN^ どが 敎， t; に冃足 を 

附 ける やうな 場合 を も 生す るので ある。 然し 基督 敎は人 を 悪い 過激 想に 蕴 くやうな もので ない。 

熱心黨 の 一 人なる ゼ 。 テと 謂へ るシ モ ンも、 途に穩健なる最も善ぃ意味の极本的改革論^<;即はち或 

は その 极木 的なる 所から すれば、 過激 思想の 人と も稱 すべき ものと なって、 祌 の！： の寶 現に 與 かる 

人物と はなった ので ある。 

《=w 時 耶穌の もとに 寄り 集った 弟子た ちが、 元氣倚 刺た る靑 年であった こと も、 注意すべき 察寶で 

ある。 低の 人 或 ひ は 基督 者 を 病的の 人 問の 如くに 見る。 悶慎 惱 の餘り 人生 を 悲観して 敎.^ "に 入つ 

たもの の 如く 思って 居る。 中には 然ぅ IS ふ 人 も あるで あらう。 然し それが：^ 叔 者の 持 前で はない。 

寧ろ 基将の 救に よりて、 治療 を受 くべき 病人で ある。 最初の 弟子のう ちに 稅吏マ タイの 如き も あつ 

た。 サ マリヤの も耶穌 の敎を 受けた ので ある。 餘 りさ 派な ものの みの 篥團 では 無かった らう。 然 

し 全體 から はれば 何 處か兑 所の ある 靑年 有志の 徒であった。 イス カリオ テの ュダの 如きで すら、 兑 

うな， つか 

ガに 依って は、 成る ほど 耶穌の 選に 當 るべき 人物で あつたと 首肯れ るので ある。 ^ん ゃョ ハ ネゃぺ 


テ n の 如きに 至りて は、 ^だ 尊敬すべき 人格 を 具へ て 居た。 

今日の 基倂 者に も 多少の^ 級 は ある。 その 人數も 少数で ある。 然し世の^：！^のものに比ぶれば舉問 

も 深く、 研究心 も 熾んで、 事業に も 可な り 成功 をす る。 槪 して 人格が 優越して をる。 十 iff の 一 つに 

之 を 守る もの は、 チ 代に 至る まで 祝福 を受 くべ しと 〔比されて あるが、 今日の 基^^も 五 卜. t^K:^ の 

後に は、 必す總 ての 方面に 於て 優勝の 地位 をい：： むる に 至る であらう。 傅 g! の 成 IS を 兌る に、 ^^敎 

に 人ろ もの は 七 の 人が 少ない。 所 li 他！： の ものが 多數 である。 北" 門の 杉の 木と 共に 朽ちる やうな 

〔"^では、 敎を： £ する ことが W 難で ある。 總 じて 從來 のお 惯に する もの は、 = ^夥敎 を： 一:2 

する：； 湫 になり 難い。 シ モ ンが 耶^の もとに 來 つたの は 彼が 凡人でなかった 證據 である。 

常時 ユダヤ は 宛 も 今日の Igi^ 兑 たやう に、 全然り 羅馬の 嵐！： となって 了った。 初めは 牛！！ す ^ 位の 

形 を i?: つて ゐ たが、 北ハ ころ は 接に 羅 .at の 支配 を 受けて、 總 府が， 透かれ、 戶緒 調べが 行 はれ、 .3^ 

の 威 を^る 狐の やうな 稅 吏が 何 所 にも 一 5;- つて ゐた。 愿國の 厭な， ま 微が至 ると こ ろ阔： の n の： g に ブ 

ラド つて た。 共れ で 圃 民 は 之 を 殘 念に 忍 ひ、 阈勢を 恢^し、 獨. N したいと いふ 粘祌. た 常に やし 

たのであった。 就中 熱心 黨 一味の 人々 は、 频 りに 陰謀 を 回らし、 機 も あらば ri おに 叛 いて を舉げ 

んと、 川，；；： とり， <\> であった。 基督以ュ1にュダとぃふ人物が^{:::魁となって、：^:§を飜へしたが、結11：^ 

悲慘 なる 失敗に 終った。 然し 熱心 黨の徒 は、 共れ で 屏息し なかった。 禍极 〔化 深く！ せられ、 &來 

の 成 行 き Si 心に 堪 へざる もの あるべく 豫 想せ られ て 居った。 耶 も 之 に對 して 大いに S せ 傲せられ、 

彼ら は 如 5 に縹 かれ 4i るか  三 六 1 


彼ら は 如何に 導かれ. si るか  三 六 二 

『あ >-H ルサ レムよ エルサレムよ』 と 嘆かれ、 『汝 の敵汝 のま はりに 壘を 築き』 云々 と 痛哭 せられた 

た ことがある。 果せる かな 詭激の 徒、 終に 國を 誤って、 藤史 にも 類 ひ 稀なる 戰亂を 引き起し H ルサ 

レム は陷 落し、 國民は 四散して 世界に 流浪す る 民族に な つて 了つ た。 

いのち し 

常時の 藤史 を按 する に、 ユダヤの 熱心 黨は 生命 知らす である。 然し も 羅 馬の 丘 ハ士で すら 之 を^れ 

た。 彼ら は 敵に 對 して 殘 忍なる ばかりでなく、 味方の 問に も^だ 猛烈 殘 忍なる 行爲に 出づる さを禱 

^しなかった。 已が 主義 主張に 反する ものに 對 して は、 . 階？ 权も虎 殺 も 容易に 之を赏 行した ので あ 

る。 彼ら は 敵に も味ガ にも 虎狼の 如くに 危險視 せられて 居た。 彼ら は 世界主義 を 否定して、 極力 民 

挨、 王義を 唱^した。 今で いふ 民族自決の 方針 を 執った ので ある。 彼ら は； I の 外 五 n らに 王な しとの 議 

論 を 立てて、 異人 の 政府に 納稅 する ことに 極力 反對 した。 ピラトの 法廷に 於ても、 ユダヤ人が 衆 

論の 力 を 以て その 赦免 を 要求し、 遂に 目的 を 達した バ ラバ の 如き も、 蓋し 熱心 黨の 一 人で あったら 

う。 要するに ユダヤの 阈家を 亡ぼし、 その 民族 を悲慘 なる 遇に 陷れ たの は、 此の 熱心 黨の 誤れる 

半-張と 手段と に 起因した の である。 

耶穌と 熱心 黨と は、 、午- 義に 於て 极木 的に 異 つて 居る。 ^炭 相容れ ざる 立場で ある。 熱心 黨は暴 を 

以て 暴に 報 ゆる。 茶螫は 已れに 敵す る もの を 愛せよ と敎 へられた。 彼ら は羅 馬の 權勢を 打破し、 そ 

の隨 下を脫 して 立せ しめんと 圖 つた。 基赞 は專ら 人の 魂 を 救 ふべ く、 之 を 悪魔の 治下より i^"^ 

し、 之に 根 水 的の 自由 を與 ふる を 以て 其の 木 HE とせられ たので ある。 其の 王國は 此の世の！： でな 


い。 共の 想 は JH ふまで もな く 神の 固であった。 血 に^えた 熱心 黨の 主義、 王 張と、 愛に 充ち たる ±S 

^の 精神と は k: に 和容れ ざる 性；^ 1：： であった。 然るに この シモ ンが 忽ちに して 北ハの H 來^ 1： 奴と SI し 

た 世 BMf- 義 の マ タイと 同じ 門 下 牛-とな つたの は 不思議で ある。 

志士 慷慨義 に 赴け ども、 半途に して 何となく 總 てが 徒爾で ある やうに m や はれ、 ， おの 下の 力 持、 沒 

趣味に なり ra^ て、 £ 一 德に失 して、 取れば # 、し、 取らねば 人の 數 ならす、 棄 つべき もの は 弓矢な り 

けりと 詠す ろに 至る 場合 も ある。 断る 際に は 熊 谷 燕 生坊の 如き 出家 も 生す るので ある。 武士と 宗敎 

との 闪緣 f おからざる は、 十：： 來 世に 隱れ なき 事寳 である。 生死の境、 修羅の巷に 出入して、 を觀 

じ、 ザ：^: 极心 を發す の も、 富に 然 こそと 思 はれる。 シ モ ンが 志を飜 へして、 耶 穌に隨 身す るに 至り. 

しも、 或 ひ は 道德に 失望した ためで あつたか。 或 ひ は 危險に 湖して、 世の中 をゅ氣 なく 感じた 故で 

あつたか。 然る 理. S からであった としても、 其の 豹 變は餘 り 不忍議 な ことで あろまい。 

然るにても 耶 穌とシ モンと は、 問より 同氣相 求む ると ころも あつたので ある。 耶穌が 本 的の 革 

. ^^であられ たのに、 假八 p ひ 皮相に もせよ、 シ モン も i^lK 叩 的の 人であった。 ^^：に共鳴したのも偶然 

ではない。 馬 太 傅 丌-、 六、 七せ いに は、 耶 の改 の氣 分が 漲って 居る。 此れ は 熱心 黨の意 を 得た る 

やうに：： ：=- えたで あらう。 共れ で 彼らの 多く は、 風 を で耶 脉に來 つた。 けれども 遂に S 丄^ の；^ く 

ところ、 c: 分らの 主張に 反する を 發：： する や、 忽ち 失 は H して 逃げて 往 つた。 11 りシモ ンは^ 止まつ 

た。 彼 は 其 h# の 感化に 依って、 木當の 改革者と なり、 その 狼の 如き. fof^ 性 は、 羊の 如き 性に 變 へら 

彼ら は 如何に 導かれた るか  三 六 三 


彼ら は 如何に 導かれ. ti ろか  三 六 B 

れ たので ある。 

シ モ ンは埶 一心 黨の仲 ii に 入り はした が、 共の.^ 部の 模様に 餘り 感心せ す、 之に 嵐して 居る， のも颜 

になった のか も 知れぬ。 そこで 自然 耶穌 の敎 へを受 くる やうに なった であらう。 彼は埶 マむ 黨の內 部 

の 穴」 棘なる に 失 §H した ものと： 一;^ すべき 现 由が ある。 新聞 ゃ雜 誌で、 本命 的の 記事 や 論 說を讀 むと、 

非：：. C に而. く 感じて、 引 着けら るる 心地 もす るで あらう。 然し 其の 仲 問の寳 情を兑 ると、 案外に 馬 

鹿ら しくな り、 輕 侮の 念 林. A じ 難くな つて 來る。 シ モン も埶 一心 黨に對 して、 然 やうな 感想 を懷 くに 至 

つた もと 察せられる。 

モ， -セは イスラエル K 族 を 救 はんと 欲し、 埶 一心の 餘り 方針 を 誤って、 大いに 失敗した。 彼 は 兵 を 

舉げ て、 パ 口 の 王朝と 戰 はんとまで 期 したが、 北ハの 精神と 方法と 兩 ながら、 しき 缺陷 があった 

ので、 一敗 地に 塗れ、 這々 の體 で、 ァラ ビヤに 遁れ、 配所の 月を眺 むる >. ^叫 十 年、 祌の敎 育 を 受け 

て、 更に イスラ H ル民族 を救濟 する の 事業に 着手した ので ある。 シモ ンの 如き もァラ ビヤに 於け る 

モ ー セ にやしき M-i 驗を迆 りつ \眞 正なる 革命 者と なるべく、 耶 穌 の もとに. つたので あるまい か。 

頃日 ゲラ ハ ム* スチ ー ブンは 、『奴 隸の 子供』 を 著 はして、 米阔に 於け る 奴の 現狀、 依然として 

だ悲慘 なる もの ある を說 いて， 居る。 北米の 志士 は、 奴隸 解放の ために 壯烈 なる 戰爭 を敢 てした" 

然し これによ りて 未だ 奴隸は 解放され てゐ ない。 戰 (^.も なし、 "ンコ ルン も 死んだ が 奴隸は 依然と 

して 奴隸ひ ある。 戰パ ザば かりで は 奴隸に 自由 を與 へる こと は出來 ない。 米 國に行 はるる 私刑 は、 接 


忍： マ：！ ふに 忍びざる 悪弊で ある。 人逬ゃ 文明 をお りと する 合 衆阔に は、  > ぼ はれた る 奴^が、 今 もお ほ 

怨を H 文 ：大 に 1!^ へつつ 苦悶して Gi5 る。 "だに. H りて 観る も、 戰&ゃ 法 で眞 正の. C 出 は瘦ら るべき もの 

ではない。 制度 や、 法律 や、 將た戰 (伞 より 以上、 何もの か を 以てせ ざれば、 他 全なる 救^ は 決して 

成就され ない ので ある。 シ モ ンも 甚督の 敎を聽 くに 至り 初めて 此の 3 ぉ理を is: した も のと 解 せら 

れる。 

過激なる 熱心 の： 茶 力 は、 途に ユダヤ！： を 減 亡に 陷れ た。 共れ だから 腕力に！^ ふるやうな i^K ゆ 的 

の述 動に は、 何 所まで も反對 すべきで ある。 歐 洲大戰 は、 正しく 軍！： 主義 を 打破 せんた めの 錢鎚で 

はあった が、 北，、 れで禍 极の絶 減され て 居ない こと は 明白で ある。 ，軍！： 主義 を极柢 から 打ち 亡ぼす 

は戰 (今で ない。 之 を 他の 方面に 求めねば な. らぬ。 將來の 世界的 事-衆と して 繼 緩され ねばならな いの 

である 外科 乎 術 も 時に 取って は 必要で ある 如く、 戰爭 の. 避けが たき 場合 も あるで あらう。 然し 血 を 

流す ばかりで は 終結の 解決 は まれ 難い。 世界の 救 ひ は劍に 在らす。 外交の 懸 引に 在らす。 凡ュ. 刃 

を 取る もの は 刃 を 以て 亡ぶ。 人 は 政治よりも 更に 深き、 极本的 事 梁 ある こと を 忘る まじき である。 

？ 5- を. 迎 けて 西に 行けば、 地球 は圆 いから、 ； り 《 に 返らねば ならぬ。 社，^リ王^^ゃ無政府が、 (： 小敎 

を 嫌って 他の 方面へ 進んで 行く やうに 兑 ゆる けれども、 結局 は 宗敎に 立ち il ら ねばならぬ。 現今の 

！ $ 西亞も 必然 其 處へ來 るに 遠 ひない。 『先づ 神の 國と 其の 義を 求めよ』 と耶 穌は敎 へられた。 ：ん，^<は 

祌の國 の 民と ならねば、 眞 正の 意義 ある 生活 を營 むこと は出來 ぬ。 商-が、 も、 農業 も、 エ^ も、 政治 

彼ら は 如 に sl^ かれ おら か  三 六 五 
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も r 何もかも 祌を 中心として、 其の 道に 由らねば、 徹底した 解決に 達する こと を 望み 得ない ので あ 

る 0 

ウェルス は 其 著 『世界の 藤史』 に 於て、 世界 は 或る 目標に 向って 着々 迆 みっつ ある。 決して 現在 

のままで 停止す る もので ない と 論じて 居る。 神の 國は 必す實 現す るので ある。 神 を 信す る 吾人 は浙 

く 信ぜざる を 得ない。 是は バウ 口の 言った 如く、 基督の 救 ひの 力に 依って 實 現す るので ある。 断く 

て^ 築 師の棄 てた 基督の 道が、 實に 世界 改造の 隅の 首 石と なる ので ある。 

世の中に は 牛 殺し も ある。 絞首 臺に 仕事 をす る 役人 も ある。 怖るべき 丘 ハ隊も ある。 tl 々な 冒 險 

{籴 も ある。 北 ハれ/ \- 人間の 役に立って 居る。 然し 斯 やうな 人 たちのみ では、 世界 は 治まる もの 

でな からう。 シ モン は耶穌 に降參 をした。 斯くて こそ 北ハの 素志 を； 止しく^く ことが 出來 たので 

ある。 

六 税吏の 回心 (ルカ 傳 一九の 一— 一 〇) 

耶穌に 救 はれて 其の 弟子と なった 過激派の シ モンの 如き は、 毛色の 變 つた 人物であった が、， 0 

ザァ カイ も、 其 氣 風が 尋常 人と 異 つて ゐた。 或 ひ は變り もの を 好まれた と 想像され る ほど、 1^ 色の 

變っ たもの ども を 其の 弟子と なされた ので ある。 稅 吏ザァ カイの こと は、 最も 偸 快に 感 する 回心 談 

である。 世 問の 悄 まれ 者、 人 ごとに 爪彈 きされた 彼が 救 はれた こと は、 資に人 意を强 ふす る やうな 


心地が する" 

敎は世 で惯航 なきもの として 按斥 される 徒を贵 くし、 世 ii に 尊敬され る 人の IS 紘を 引下げ 

て、 ^格 を JEW 倒す るの が 共の 特色で ある。 ザァ カイの 如き は、 賤 しき 身分より 引 h げられ て、 ルバき 

人格と された 一人で ある。 先日 も賈 つた やうに、 、王耶穌がィス カリォーャ の ュ ダを^^-子に選ばれたの 

も、 其の 性！：： に長處 があって、 何 か 川に 立つべき ものと 兒 込まれた からで あらう。 彼 も 其のした た 

かもの氣象を善^^して之を正しく，銀鍊したならば、 偉い人 物に なり 得た であらう。 たしかに 毛色の 

變 つた 人物であった。 

ザァ カイ は餘稃 面白い ところが ある。 彼の 回心 は ff に 興味が 深い。 エリコ は 商^の 繁盛なる 土地 

であった。 物 资の猪 散 も 多量に 丄り、 牧稅額 も 多かった ので ある。 ザァ カイ は 共 所の 稅務 §^19 長で あ 

つた。 日本なら ば 尊 童され る 位置で あるが、 ユダヤで は 頗る 擯斥され て 居た。 外！： なる 羅 iit の 官 史 

となって、 租稅を 取 立てる の だから、 資國 奴の 如く f- 罵した ので ある。 然し ユダヤ 常時の 稅史必 す 

しも1^^<ばかりではなからぅ。 酒屋の 主人 必す悪 徒と は 決って 居らぬ。 如何 はしい 商 ^1::; をす る もの 

でも、 蕃き 性質の 人物が ある。 善くない 商 IG!; も、 本人に 取りて はいろ いろな 事情が あるで あらう。 

職黎 によって： S かに 其の 人 を 是非す る こと は出來 ぬ。 ザァ カイ も稅史 では あつたが、 H^;^ 人で はな か 

つた やう だ。 彼 は 世 並の 人で あつたと 想像され るので ある。 

彼 は^:^ の稅史 たる マ タイより^ 級が 上であった。 彼 は 多くの 下役 を從 へて IS たので ある。 ザァ 

彼ら は 如何に 導かれお るか  三 六 七 
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カイの 稅吏 となった に は、 種々 なる 動機が あったらう。 世の中から 何と 惡ロ されても、 先づ<^-を^1 

けねば ならぬ、 金 さへ あれば 結局 人生 を 愉快に、 滿 足に 送る ことが 出來 ると 信じて、 側 nz も 振らす 

熱心に 金 儲 を勵ん だの かも 知れない。 きし 德川 時代の 人物 を！ ると、 中には^ 爲の 才餘り ありて 

も、 .^i^ 水平の 世 #1 通の 行き方で は、 身 を 立て 志 を 成す ことが 難 かしい。 止む KJ を 得す、 心に なき 醫 g 

ゃ儒舉 に 身を委 ぬるに 至った 人も少 くない。 其れ なれば 天子に 近づき、 將軍 にも ゆる 機，^ C も與へ 

られ る。 其れでな いと 紀 文の やうに 巨 萬の 富 を 成して、 贵^ 大官ら と 交際 をしたい と 思 ひ 立つ もの 

もあった。 彼ら は 斯くて 僅かに 社 含に 頭角 を 表す ことが 出來 たので ある。 德川 時代 醫^ に-偉大なる 

人物の あった こと は 斯う 謂 ふ 理由で ある。 

北 ハれと は 全く 一つ ことで あるまい が、 ザァ カイの 立身の 出 發點、 幾分 か 似た 趣が あつたか も 知 

れぬ。 彼 は 社 會の攻 華 を 受けても 金儲けに 熱中した。 人 の^も 七十 五日で ある。 富 を 握って 成功 

者と なり さへ すれば、 世 ii は 却って II 歌す る やうになる であらう。 其と きこ そ 今の 恥 を： ぐ こと も 

出來 るで あらう と、 多寡 を 括って 懸 つた かも 知れない。 銜くてザァ カィは隱忍して金^^けに埶ー中し 

た。 强情、 我慢、 忍耐に も 富み、 勇氣 もあった。 北ハの 結^ 蓄財 も 相當に S: 來 富者の 仲 に 入る さ 

を 得た ので ある。 然し 彼の 富 は 慰安と 滿 足と を與へ なかった。 彼 は 北ハの 富に よって、 多年の 勞苦を 

似 ひ 得なかった。 金が m 心 ふやう になっても、 其れで 滿足は 5：: られ なかった。 大いに 失 は H した。 成金 

は-惡 錢を储 けた 後で、 口 S し をす る 積り であらう が、 然 うは 行かない。 當 てが 外れる。 ザァ カイの 


も 悉く 失收に 終った。 ff^ の 財に 滿足を 求め やうと、 目論んだ 末路 は 哀れな ものである。 

共の ころ 耶穌の 名. 錄茶だ 高く、 北ハの 聞え N リコ あたりまで i は 傅され た。 共れ がザァ カイの 耳に も 

人った であらう。 耶穌の 門 下に. 0 分より は 位，？ W1 の 低い、 稅史マ タイの ig る こと も 知れた であらう。 

.\ 一が ため 少 からす 北 ハの心 を 動かされ、 羨ましくて 堆ら す、 新たなる 现 想に 刺激され る やうに なった 

かも 知れない。 無明の 夢此 所に 覺め來 つて、 富の ほかに 世界 を il 拓す るの 必要 を感 する に 至った の 

である。 近 2^ 成金 どもが 宗教心 を 起して、 大本 敎 などに 頭 を 突っ込んで、 を！：^ る もの も ある。 

巾に は 幸 ひに して 基 敎に心 を せて、 其の 敎 きに 出入す る やうに なった もの も ある。 ザァ カイの 

^种狀 態 も、 それと 似：.^ つて ゐ たものと 思 はれる。 

ザ 了 カイ は 好奇心が 强 かった。 彼 は 驚異 の^を 以て 物事 を觀. なし、 決して 其れ を fri 藩に 扮 てお 

きがたき 性質の 人であった。 断る 人 は宗敎 にも、 舉問 にも、 よく 發 f.:^ し い。 實に 好奇心 は S. 問の 

本で ある。 折：： m の 如き は 驚異の 精祌 から 生れた ので ある。 子 俳 は 驚く ばかりに 發途が 迅速で ある。 

之に は 好奇心が 乎 怖って 居る。 ザァ カイ は 共の 好奇心に a! されて、 廣く 世に is えたる 彼の 耶穌に 遇 

つて、 親しく 共の 敎を聽 かま ほしく 感じた。 共れ が 彼れ の年來 の^ひであった。 折し も 主 N リコの 

市街 を： 過され る ことにな つた。 是非とも 之 を！ EJ- ねばなら ぬと 思 ひついた。 然し： 兀 米ザァ カイ は 身 

長の 低き ゆ ぇ耶 穌を兒 るに だ 不利 ハ佺な 位 m むに 立 つて 居た。 其れ に 彼の 職務 は 世人 の 輕蔑を 招く 媒 

介が あつたから、 耶穌の 左右の 人々 は、 之 を 近付け まいと 懸 つたで あらう。 ザァ カイの 耶穌 に接觸 

彼ら は 如何に 導かれ. るか  三 六 九 
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する こと は容： ^なる 所爲 でない。 舉 問で も宗敎 でも、 斯る 場合 は だ 不利益で ある。 其れで ザァカ 

ィの 立場 は、 吾人の 參考 になる。 敎訓に 富んで 居る。 

然し ザァ カイ は此ら 不利益の ために 屈して 了はなかった。 彼 は 暗々 と 障害に 負けて 退却す る 性： W 

でなかった。 氣カ いよいよ 加 はり 來り、 その Enlii に 向って 何 所まで も邁 逝した ので ある。 彼 はお 命 

的でなかった。 物事 をた だ 運命との み識 むる 如き w 循な 徒でなかった。 だから 如何しても 耶穌を 兑 

ねば 止まない 決心であった。 ザァ カイ は 血：； m 盛んなる 靑 年でなかった けれど、 氣カは 優に 壯者を 凌 

ひやう きん  ちいさ  からだ 

いだ。 彼 は 身き にも、 有り あ ふ桑樹 につと 攀ぢ 登った。 其の 矮小い 體ま を桑樹 で 補った ので ある。. 

何 所まで もお 、け じ 魂が 强ぃ。 彼 は 木 登り し て 到頭 耶穌 を晃る こと を 得た ので ある。 

世 11 の 憎まれ もの、 斯る 場合に 木登りしたら、 忽ち 衆人の 股を惹 くの は 必然で あるが、 彼 は 一 向 

それに 頓着し ない。 平氣で 遣って 除け た。 その 熾ん なる 好奇心と、 生活に 新たなる 境地 を il^ せん 

と 欲する 熱情と が此 所に 現 はれて 居る。 吾ら の 主 は 新る 意氣と 精神と を 好まれた ので ある。 平の 稅 

吏なる マ タイ は、 稅關に 坐して 居た とき、 耶 穌に從 つた。 稅務 署長の ザァ カイ は、 樹に 登って 耶穌 

を ん とした。 兩 人の 氣 lA の 相途が t^l だ 面白い やうで ある。 

『耶穌 ここに 來り 仰ぎて 彼 を in- いひけ る は、 ザァ カイよ 速ぎ 下れ、 我れ 今日 必す爾 の 家に {們 らん』 

と。 此の 突然の 仰せ は、 樹の 上の ザァ カイ を 見て、 孺子敎 ふべ しと 思 はれた からで あらう。 然るに 

て も 如何にして ザァ カイの 名 を 知られた ので あるか、 全智の 祌な るが ゆ ゑであった か。 必す しも 然 


う？ i ふ 風に 解！！： する にも 及ぶまい。 人. は樹の 上の 先生 を 指して、 口々 に？ ml つたで も あらう。 弟子 

の マ タイが 彼 を；^ I めて、 共の 姓名 人物 を^ 穌に 報告し たかとも {な する ことが 出來 る。 くて 邢穌ザ 

ァ カイの 境遇と tif 祌 とに 深く 同 情され、 突然 彼の 1¥ に 招かれぬ 客と なられた ので ある。 北ハの ヱ リコ 

を 通過せられ たの は、 宛 もザァ カイの { 氷に るの が、 北ハの 唯一の 目的であった かの 如くで ある。 

何に 寛大であった か、 如何に I:!: 情-法く.；^ したので あるか。 玆に 於て ザァ カイ 燊樹 より 『いそ ざ 下り 

立： びて 耶^ を迎 へ』 た。 彼の牛；>^^は此ときょり新たに：^.開して來た。 8:^に思ひ1:けなぃ出.來^-でぁ 

つた。 彼は耶 穌を迎 へて 厚く：： S 遇し、 其の 敎に 感動して、 忽ち 问 心し、 終に 神の愛と 廿： ハの救 ひと を 

徹 K 的に is: する に 至った であらう。 

もちもの  、 

ここに ザァ カイ 立ちて  一一-一 C ふ、 『主 よ、 わが 所有の 半を贫 しきものに 施さん。 おし われ 誣ひ 一:^ へ 

て 人より 取りた る， 所 あらば、 にして 之を惯 はん』 と。 此の 『立ち』 と ある は" ^^込み！^ まし 

く：： つて、 ^を报 ゑて、 など 謂った やうな 5 味が ある。 

『？ W よ』 と は、 直： びの 餘り、 .114.^ 立て、 即」 m に 決心した と 謂 ふ 意味 を 有って 25 る。 

『施さん』 と は、 id ぐ 施しに 辛：^ 乎す る。 |肚ぐその場で決行するの精神を現はした動：^1でぁる。 

『叫.：^ にして^ はん』。 ザァ カイ は 共の 所冇 物の 半ば を、 贫 者に 施さん と 巾 出で た。 斯る 場合に は .A 

分の I を贫^<^に與ふれば足るとぃふ規ぉでぁる。 また 法^に よれば、 誣ひ 訴えて 取り立て たる もの 

に對 して は、 約 そ 二倍して 之を惯 ふべき ことに 定められ てあつた。 然る を 彼 は，： ：！ ら 巡んで 共の 四 

彼ら は 如何に 導かれた るか 
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を 支拂 ふべ く 提言した。 稅史に は斯る 法外の 牧人が あるから、 世 問の 排謗を 事と もせす して、 共の 

職 を 勤めた ので ある。 ザァ カイ は 此れ 祌に對 する 罪で あると 覺り、 斯の 如く 悔 改めの 資を现 はした 

ので ある。 彼 は 神に 對 して 罪の 赦しを 乞 ふと 共に、 人に 對 しで 謝罪した。 新く する が 當然の 迸で 

ある。  ， 

ザァ カイ は斯の 如くして、 幾何の 財 魔 を殘し 得た であらう。 何人も 北ハ を！；. H 算 せま ほしく 思 ふで あ 

らう。 恐らく 彼の 財 魔 は 零に なった かも 知れない。 彼 は 生涯の 快樂 と、 子孫の 安寧 を 目的と して 蓄 

へ來 つた 金 を、 遗す ところな く 投げ出して、 無一物の 身の上に なって 了った。 然し 此れで 祌の救 ひ 

はザァ カイと、 北ハの { 咳；^ とに 及んだ ので ある。 彼 は 財產を 失って、 祌 と： 人と を 獲、 北ハの 心に 歡 方；： を 

充 たさる る ことが 出 來た。 彼と 其の 家庭 は大 いなる 祝； i を與 へられた ので ある。 佛 おは 一人 出へ 〈扒す 

れば 九： ic.K に 浮ぶ と 言 ふが、 ザァ カイの ことが 正しく 北ハれ であった。 『八/日 この すく はるる こと 

を た』 ので ある。 

< ^の識 れる 篤信の 一 婦人、 火事に 丸燒 けと なった。 明る 日敎人  13： の餘人 會に來 て、 下の やうな 感じ 

話 をした ことがある。 『今日までの 事 を 思 ひ 週せば、 吾.： 糸の 財産に は 何となく 汚れの 附着して 居た 

やうな 心地が する。 祌は 今回の 火事 を 以て、 ：：^^：れを悉く燒き拂はれたのでぁらぅとも感ぜられる。 

着て 來た燒 け 造りの 衣服 だけ は： れ ざる ものと して、 祌の 特に 賜 はった ものであると m 心 ふ。 115 心地 

の 好 さよ。 赏に 感謝に 堪えない』。 ザァ カイの ことと 思 ひな：： は せ て 深く 味 ふ ベ き 話で ある。 


『この 人 も アブラハムの 裔 なれば なり』。 人に 悄 まれ、 嫌 はれ。 ii^ された 稅 吏ザァ カイ も、 遂に 

救 は 山て 神の 子と なること を 得た。 一 竭兒も 父のへ ¥ におり、 迷 羊 も 牧人の 手に おる こと. を た。 『人 

の 子 は 4^ ひし ネを S ねて 救 はんため に來れ り』。 

七 第二の 誕生 (ヨハネ 傳 三の 丁 一 五) 

ユダヤ人の 宰 パリ サイの- コ デモ は、 身分.； ：1  く、 舉識 深く、  性 良の 紳士であった。 耶脉は Si3 

陬の ガリ ラャ 人で、 大工の 出身で、 何の 肩 Si もなくて 祌の闽 を 《一"； 傅す るので あった。 其の 1  め 子 は、 

ガリ ラャの 漁夫 どもであった。 然るに 拘らす 一一 コ デモ は、 耶穌 の敎を 受けに 來た。 此は 意外な こと 

であるが、 彼 は 耶穌の 人格と その 祌の 國 の { ー且 傅と に、 大 いなる 感激 を 他 ふし、 北ハの，：^:風をー=^|ふて、 

敎を 受けん と 思 ひ 立った ものと 思 はれる。 道の^す ると ころ 師 のおす る虑 である。 一一 コ デモ は SiM 口 

により 之に 師蔡 する にも 至るべき 精神で、 耶穌を訪問したものと推{};^ごれる。 

. ^は 夜 耶穌 こ， 來た。 畫^ は 多忙で あつたか。 炳 風に 誘 はれて か。 舉識 を. c: れし、 殊に 训 席で 

敎へ を聽 きたいと li ふ 心 S であった か。 靜 かなる 時 を 選んでの ことであった か。 將た 何の 仔細 もな 

いがた i-ES^W に 夜 來 たので あるか、 何でもな きことの 様で は あるが、 神 上 注意すべき. 消.！^ 此の 

^に^なれ るかと 感 する。 時^の 搾び 方に 志の M; 藏の 認められる 口 も ある。 或る人た ち は 近の 話 

を 31  くた めに 努めて 時 問 を 造らう と はせ す、 僅かに 時の 餘り厨 を 之に 充 つる 租度 に過ぎない。 或 ひ 

彼ら は 如何に 導かれ 4i るか  三 七三 
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は！ g 病で 世^に 氣を かね、 ： 忍びく に 道を舉 ぶ。 之が ため 遂に は 研究 を 打ち 遣って 了 ふか も 知れ 

ぬ。 一一 一一：： ふに も：： えらぬ 身分 や 富に 慢じ、 笑 ふべき 附級 根性 を 出して、 彼の やうな 身分の ものと^ 席す 

る は而. 2： くな い 、 此れ の やうな 無 舉の擎 と 肩 を扣並 ベて 敎を聽 く の は 好ましから すな ど 、 §i つて、 

近を舉 ぶのに 難 かしい 條件を 持ち出す 連中 も ある。 とても 斯る 精神で は 載 赞敎は 輝 され 難い ので 

ある。 或 ひ は 殊に 氣の 澄み わたる 最も 靜 かなる 時を擇 びて： g も 4?= 効に 近を聽 きたいと 思 ふ 人 も あら 

う。 此らは 已に祌 の阈を 去る こと 遠から ざる 秫 類の 志 M 者で ある。 だから 道 を 學ぶ時 問の 選擇 も隨 

分 大切な 問題 になる ので ある。 

一一 コ デモの 態度 は總 じて 兑 上げた ものであった らしい。 彼の 神の 阔 に關 する 觀念 は、 他の ユダヤ 

人に 比 ぶれば や、 進歩して 居った。 然し まだ 未熟 不徹底であった。 あまり 舉究的 道徳的で、 根本的 

でなかった。 彼 は. n! 分の 生活で も、 天下の ことで も、 共れ に 少しの 修正 を 加へ たなら ば、 现想 的に 

改善され 得る ものと 信じたら しく 見える。 彼 は 常な 思想家で はあった が、 とかく 舉究 的に 流れ、 

何となく {n 僚 式 じみた 氣 風を帶 びて 居たら しい。 穩當は K 循に 落ち M ノ ^ い。 餘程 注意す ベ きこと で 

ある。 

斯る淺 簿 なる 觀念 を懷 いて た 一一 コ デモ は、 耶穌の 事業に 自ら 一 臂のカ を 添へ るつ もりで 訪問し 

たのであった らう。 然し 耶穌の 理想と、 一一 コ デモの 觀 念と は、 千里の 差が あった。 祌 の！： と は 神の 

子た ちの 机 織す る社會 である。 天父に 對 して 孝道 を盡し 之に 對 して 柔順に 謙遞に 奉仕す る もの k 菜 


合する 精神的の 阔 である。 神の m; と は、 神に^^ された 公民の 糾織 する 社.^ である。 祌の 岡の.？： 容 

と， IS とが 斯る ものである 以上 は、 一一 コ デモの 期待した 社 會の緩 ひ仕蔡 が徙バ 力に 終らねば ならぬ こ 

と は 明 である。 

冲を危 みさを 信 腐せす、 rtl ら 15 起と なる のみで は、 た^勞苦を^,=すばかりで、 不安心に 陷り、 遂 

には^11:己中心、王義に流れざるを得なぃ。 斯くて は 自然界の 食客 か、 浮き世の： S り 客の 如くに なつ 

て、 ；&の 子た K>MJ は出來 ない。 孝道 を寶 現した 生活 をな す こと は 思 ひも よらぬ。 祌 なく  みなく 

f  、 人 はた i-- 法 と 形式の もとに 生 する 外 はない。 信仰な く 祈り もな くば、 如何に^ 體す とも、 

徹」. ^した 社， $ "の 改良 は覺 束ない。 况ん ゃ祌の 1： の. 建？， はな ど 思 ひも らぬ ことで ある。 

^に は 側面が ある。 饞 的の 世界と 肉的の 世界と が ある。 肉的の 世界と はお 觸れた 此の世 その ま 

まの 生 である。 並：： 通の 生活で ある。 總 ての 制度 や 禮節は 整頓して ゐて も、 共れ は 入^だ けの 禮 ffi 

である。 悲哀み も 歡菩び も、 現在の 世界、 おけに 限られて 居る。 是れが 肉に 歸 する 世界で ある。 所， i 

文化 生 >^ は" く 现想を s;^ 榜 して 居ても、 なかに 宗敎 もな く、 麄 魂に 對する 用意 も 含まれて： W ないか 

ら、 要するに 肉的 生活の 一方 面に 過ぐ る ことが 出來 ない。 ディン, チヨ ルチ は、 その 有名な^ 敎 『文 

明の 脇』 において、 文明 も IS 祌 的に 靈 的に 淺 薄な もので あり ると 論じた が、 文明と いふ 美名 を： 沘 

ひながら、 籤 的に は { 八」 疎 淺簿な 者も少 くない。 藝術は 高尙な ものに 相 遠ない が、 はなはだ 下劣な も 

のに 伴 はれる 合 も M 々兒 受けられる。 單 なる 文化 生活 は畫の 如く 面白い 點も あるが、 完全な 生活 

彼ら は 如何に かれた るか  三 七 五 
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ではない。 人間の 生活 を 徹底的に 實 現した もので ない。 肉の 生活 は 如何に 發 達しても 北 ハ のま. - 神の 

國 となる こと は出來 ぬ。 系統が 異 つて 居る。 吾人 は 文化 生活より 以上の もの を IE. 現せねば 精神 上滿 

足 は 出来ない ので ある。  * 

人に は 此の ほかに 寧ろ 此の上に 靈的 生活の 一 方面が ある。 靈 魂に 關 する ものが ある。 然るに 現在 

のと ころ 丑" 人 の 靈魂は 死灰 枯木と 等しき 狀態 になって 居る。 何れ の とき 燃え立 つ やう に 花 く に 至 

るで あらう か。 だ覺 束ない。 然し 神の 子と なり 祌の阈 の 公民と なりて、 その 遭 匕：！ を Igg: するなら 

ば、 枯木に も 花が 咬く。 吾人 は 更生す るの 必要が ある。 舉 生が 讀書 もせす して、 野球な どに 凝り^ 

まると、 擧 問が 顺 やになる。 斯くて 讀 書の 趣味 を 回復す るに は、 非常の 努力 を 要する。 ピャ 一一 スト 

がで：： 姓の 奉公で もさせられ ると 手の 筋肉が 固くなる から、 巧妙に 彈 奏する ことが 出來雞 くなる。 

がら 魚が 陸上に 揚げられ たると 同じ やうで あらう。 斯の 如く 吾人が 卑俗の 物界を 去りて、 靈 的の 生 

活に 移る に は、 難から す 努力 を 要する ので ある。 神の 子と なりて 其の ipn を體 得し、 基督 者と して 

の 生活の 趣味 を 解す るに 至る に は、 如何しても 籠 魂の 生れ 更る 必要が ある。 だから 耶穌は 第二の 誕 

生 の 必要 を說 かれた ので ある。 

一一 コ デモ 曰く、 『人 はや 老 ぬれば 如何で 復 生る. - こと を んゃ、 再び 母の 腹に 入りて 生まる 可 けん 

や』、 と 彼 は 第二の 誕生 を斯の 如く 難事で あると 考へ、 更生 を 不可能 事の やうに 兑 たので ある。 耶穌 

之に 更生の 道 を說 き、 『人 は 水と 靈 とに. H つて 生れ ざれば 祌の 國 に 入る こと 能 はざる なり』 と 答へ ら 


れた。 水 は洗禮 である。 悔い改めの 象微 である。 吾人の 靄 魂 悔い改めて 神のば S に觸れ ねばならぬ 

c 己の 努力の みで は 効^ はか-^ しく 行かない。 祌の 筵の 作 川に 依らねば たらぬ。 『風 は 己が 任に 吹 

くなん ぢ北 ハ磬を 聞け ども 何虑 より 來り何 返へ 往くを 知らす、 凡て g| に. H つて 生る k 者 も 此の 如し』。 

^^風が吹くと、 天地 新しくた つて、 笑 をロェ し、 野 も 山 も 光り^いて 綠 とたる。 、溫 至で はおの 如き 美 

|&=^1^滿山の花は哈、かなぃ。 祌の_:!^風に美はしき花も^^」出づるのでぁる。 .nl: 然界 にこの 現象 を兑る 

如くお 神界 にも 赤 を 期待す る ことが 出來 べき^で ある。 元來 g§ と 風と は 同一 なる. li:^ 味の 一 百で ある。 

ともに 『ハ 湫』 を. S 总味 する 語で ある。 

耶穌浙 く 一一 一一：； はれても、 一 I コ デモ は 共れ を 容易に is= し^ない やうに 見えた。 心に 疑惑の が懸 

つて； ：=? た。 然し 新たなる 心の 必要 は 約 を讀む ものに は、 现佥 " されべき である。 jg: 約に は 此の 一 

味の 敎 へが 疾 くに 說き 示されて あった。 舊約 のみなら す、 往昔から 精 祌界に は 何 所に もお り 觸れた 

說 である。 倫现 的に 思索す るなら ば、 必す 现會の 出来べき ことで ある。 耶穌 かく 思 はれた から 一歩 

を 進めて、 『若し 我れ 地の こと を 言 ふに 雨ら 信ぜす ば、 况て 天の HJ を 言 はんに は 如何で 信す る こと を 

爲ん や』、 と？. i る やうに 言 はれた ので ある。 天上の こと は 神秘に ffi して： S るから、 明瞭に それ を 知る 

こと は出來 ぬで あらう。 然し地上の出來1^は理會される：^^."でぁる。 然るに 共れ が旣に 了解され ない 

やうで は、 神秘的の ことの 解ら う 道理が 無い。 

たやす 、  ，、  <  1 、 ， ， ， ， 

生 の 必要 は 精神 界 の 問題 を 取り扱 ふに！^ れた 人の 輙く 認め ると ころで ある-力、 此、 必 耍を充 し 
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て 新なる 生命 を 魔み 出す の 道 は、 天に 在ます 神の ことに 精通し 之と 親しく 接觸 して， 其の 力 を惜ら 

ねば 出來 ない 所爲 である。 祌と 人の 關係を 明かに し、 其の 愛 を 體驗し • 其の 恩寵に 沐浴せ ざれば， 

更生 は 望.^ 難い。 然し 此は 天上界の 秘 義に屬 す。 たピ 天啓に 依りて 之 を 知る ことが 出來 る。 祌の慈 

愛と 恩寵と は、 全く 天啓の 事柄で ある。 故に ：！： く、 『天より 降り， 天に 居る 人の子の 外 天に 界り しも 

のな し 』。 世界 廣 しと 雖も、 ナザレの 耶穌の 外祌の 恩寵 を欣" 示し 得た^ はない。 眞 如の 现體 に通途 

した 佛者 でも 達麼 でも • 祌の 子た る 氣分を 持って 居らぬ。 如何して 天の 父の 心 其の もの を顯 はすこ 

とが 出來 やう。 之に 依って 寂 減爲樂 の 境に 達する こと は出來 やう けれど * 眞 li: なる 永遠の 生命に 達 

する こと は 思 ひも よらぬ。 祌の 父た る こと、 共の 限り無き 慈愛と を 解し， 人生の 必要に 足りて 餘り 

ある 其の 恩寵に 靈魂を 浸さ、 ^ れば， 祌の 子と なること は 出来ぬ。 永遠の 生命 を發掷 する こと を み 

難ハ。 此 はた、 ^ 天の 父の 懷に 在し、 世に 降りて， 人 に 宿られた 基督の 證首に 依って 之 を极木 的に 

现鮮し 得る ことで ある。 人の 研究 や 議論 は 管 を 以て 天 を 窺 ふ 如く， 衆 盲の 大象を 評する が 如き もの 

である。 とても 要領 を 得て 大體に 通す る こと は出來 ない。 未だ 祌を兑 しもの なし。 父の 懷 にある 共 

の獨り 子の み 能く 之 を顯す こと を 得た ので ある。 實に 基督 は 天の 父の 顯彭 者で ある。 彼を兑 る もの 

は祌を 見る ことが 出来る。 十：： へ も 今 も 同じ ことで ある。 

然 らば 某督は 如何にして 此の こと を顯 せられた ので あるか。 曰 く、 『モ ー セ 野に 蛇 を あげし 如く 

人の子 も あげら るべ し』。 即ち 十字架で ある。 神の 十字架で ある。 祌の子 世に 顯れ たりと 云 ふ 事 责だ 


けで はない。 共に 十字架 上の 死が 加 はらねば ならぬ。 天上の 秘義は 祌子降 世の 事資と 其の 人と 救 ひ 

との はに 十字架 上に 死なれた さに 依りて 顯£〉 せられる ので ある。 赏に祌 の 世 を 愛しみ 給 ふこと は 世 

に獨り 子を與 へられた 程で ある" 天父の 慈愛と 恩寵と は 人の 魂 を 鍵さん ばかりの 勢 を 以て 此處に 

燃えて る。 是 即ち 新なる 生命 を 魔， =t 出すべき 活力で ある。 人類の 救 ひで ある" 之 を 会：： S; し るな 

らば， 水と 靈 とに 依って 生る X ことが 出来、 死灰 搏^, 枯木 役 花へ くの 機 到來 する ので ある。 

八 血 漏 を 病める 女 (マル n 傳 五の 二  一二 四) 

血？ i は 業病で ある。 昔， ユダヤに て は 何分 之れ を 癒すべき 方法 を 知らなかった から、 共れ にや 公 4 ベ 

き 姑息 手段 を 施した ので ある。 此の 女 も それが ため * 多分の 金 を しく 遣った が， 如何にしても 木 

役 しないので、 煩悶して 居た。 彼は遙 に耶穌 のこと を 聞き， 、深く これに 希望 を 懸け， 一 R 千秋の 

さ た 

s ひで • その 機會を 待って 居た" すると ある 日、 彼 は 今日 をい たづら に 過ぐ して はと m わ ひ 決めて， 

耶^に 近づいた。 彼 は 群集の なかに 紛れ込んで • 共の 衣の 端に 捫っ たので ある。 その 熱心 は 然る こ 

とながら， 考へ 方が 幼稚で ある。 迷信 じみた 所爲 である。 呪 禁と紛 はしい。 然るに 拘ら す、 干： は^ん 

で. 共の .^ める^ 蝦 を 癒 やし， 遂に また 其の 魂 を も 救 はれた ので ある。 彼女 は 4^ ひの 癒た のみなら 

す， 人格 的の 關係を も 耶穌と 結ぶ に 至った ので ある。 

徙の 中には CI 分で 1^ 斷 のっき 難い ことで-^, 群集の なかへ 溝り 込んで， それに 關 係して R る やう 
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な 徒 も ある。 卽ち彌 次 馬 だ。 狂人 走れば 不 狂人 も 走る。 とかく 尻 馬に 乘 りたがる。 他人の 特許 を盜 

んで， 自ら 竹 を 折らざる 金儲け を 窃かに 試る 輩 も ある" 宗敎 にも 共の やうな 類 ひが ある。 例 すれば 

基督 敎 11 と 云っても， 其.^ 督 者の 數は 極めてき い。 けれども 旣に 二種の 氣 風が 行 はれて K る。 偶像！^ 

に は 兌ら れ ない 思想と 習惯 とが ある。 故に 共のう ちに 生活す ると， たと ひ斯の 道の 精祌 を现會 せす 

とも， .nl 然 その 感化に 浴して、 基督教の 道 德を實 行す る こと も ある. - 甚督 者の 家庭に 生れた 子供 

は、 いっとな く 基督教の 敎育を 受けつつ 成長す るので ある" 彼ら は 日曜 學 校で 宗教々 育 を 受けた 

り， 兩親ゃ 兄 „i ^たちの 信仰に 感化され て、 知らす 識らす 基督 敎 的の 精 祌を 有する やうになる。 此れ 

は 宛 かも 血 漏 を 病める 女が， 群集の なかに 潜り込んで、 利益 を 占めたと 相似た 狀態 である。 然し 幼 

少 のとき 受けた 宗敎 的の 感化く らいで は、 まだ 本當の 信仰に 人った のでない。 更に：：：：^仰の：^：^：：と洗 

禮とを 要する ので ある。 其の 時に 及んで、 子供 は 確かに 祌を 信じ、 十字架 を 負 ふて 耶穌 に從 ふこと 

を 決心す るので ある。 斯くて 獨 立した る 信仰に 入り， 責任 ある 生活に 進む Q である。 

まじな ひ 

社 <|：1 に は 迷信が 蔓 つて 居る。 血 漏 を 病める 女が、 耶穌の 衣の 端に 捫 つたの は 迷信で ある。 呪禁の 

やうな 心持ちで ある。 然し 迷信 も 場合に 依って は 効力が ある。 爪の 5^ を 練って 反 魂 丹 だと 首って 吞 

ませたら， 熱の さめた とい ふ 話 も ある。 催眠術の やうな もの も ある。 然し 何しろ 迷信 は 依然り 迷信 

で、 本 常の 信仰で はない。 

3 んち や-,.,'  しんもん 

昔の 武士 は 金 打 をし、 祌文 血判 をして 誓 ひ を 立てた。 若し 其れに 背きな ば、 神罰 を 蒙る ものと 信 


じて K た。 此れ も 迷信に 相逮 ない。 然し 此の 約^ を 守る 精神 は， 幾分 か 社 會近德 を 維持す る 助けと 

なった ので ある。 馬 太^ 五 章 三 四— 三 六の 『天 を 指して 誓 ふ 勿れ， これ 神の 座 位 なれば なり。 地 を 

指して ふ 勿れ、 これ 神の 足莞 なれば なり、 エルサレム を 指して 霄 ふこと 勿れ、 これ 大王の 京械な 

かう ベ 

れば なり、 爾 の^を 指して 誓 ふ 勿れ、 そ は 一 す ぢの髮 だに 白く し黑 くす る Hi 能 は ざれば なり』。 これ 

は、 耶穌 が無责 任なる §t 一： 約 を 戒められた 敎 である。 ユダヤ人が 天 を 指して 誓った の は， 終に は祌か 

けた 約束の 味に； g 着す る。 そ は 天と 1 目った に 過ぎす とも， 決して 輕く 見て はならぬ。 矢張り 祌か 

けて， つたのと ：！： じこと になる。 輕々 しく 扱って はならぬ。 ^を 指して 1^1: ふ も， 都 を 指して 尊： ふ も 

¥:zi: じ近现 である。 熊 野 午 王 も， ユダヤ人が 首に 賭けて 誓った の も， はする ところ 血 湿の 女の こと 

と n: じで、 i}::^ 迷：！ ：3 により， 神の 助け を？ S 取した やうな 實 際の 話で ある。 

；： とちい さ 3.? の 

兄，.； の 微 者の 一人に 食を與 へ、 水を欣 ませ， 衣服 を 着せた の は， 結局り 基督に 對 してした こと 

になる ものであると、 馬 太 iffg;  二 五 章 三 五 —四 〇 に 記して あるが、 然るに も拘ら す、 祌に 背き • 基 $1 

を 信 仰し ないならば、 事の 本末 を 誤り， 體を棄 て.^ 影を捉 ふるので ある。 里子 は 養育して CJ^^ れる人 

たま 

を， の 親と 思って 居る。 偶に 本當の 親が 行く と遁げ 廻る。 然し 遞げる 子の 養育 料 は ャ：^ ： みの 親た 

ちから 仕 送られた ので ある。 成人して 此の 事が 判る と， 子 は 之 を 恥 かしく 思 ふに 相逮 ない。 祌を知 

ら ざる もの は 里子 同様で ある。 迷信から 御幣 を擔ぐ ことの 如き は、 舍が 多い。 然し 其う ちに I 分 

の 誠 は ある。 馬鹿らしい 迷信より 本當な 信仰に 入った 例 も 無いで は あるまい。 化學 は煉金 術から 起 
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り， 天文 舉はト u:;^ 術に 起源す る。 信仰で も學 問で も * 粗より 精に 淺 きょり 深き に 進む ものである。 

血？ i をお める 女 は， 迷信に 山って 耶穌の 衣の 端に 捫 つたので あるが、 彼女の 熱誠 主の 心 を 動かし 

たものと 兑 える。 ：！： く、 『我が 衣に 捫り しもの は 誰なる か』 と。 群集の 混み合 ふなかで * 傑に 衣の 端 

に 手 を觸れ たに 過ぎぬ にも 拘ら す， 耶穌は 之 を 知って 居られた。 資に 不思議に 思 はれる。 然し 精祌 

界には 只だ淺 蹄なる 常識で 现會 されない 事 枘が少 くない。 彼女が 衣の 端に 捫り しこと は， 耶穌の 胸 

に 年 特と 感じた ので ある。 業 一：? に 惱み， 资 kli をば 傾け、 恥 かしくて 稠人 にも 額 出しが 出 米す、 身體の 

健 ますます i おへつつ あった 彼女 も、 ここに 病 ひ 立ち どころ に 愈え て" 身の 幸 ひに 感激した で 

あらう。 

彼女 は 異邦人であった とも 云 ひ * 然 うでない と 說く人 も ある。 是れは 暫く 別^ 题 として， 彼， K か 

群^^のゥちに潜り込んで_' 意外の 幸福に 有りつ いたと き， 共の 儘で に 共 所 を 立 去る こと を 許され 

なかった。 彼女の^^は本復って健全の身になったけれど、 まだ 魂の 問題が 遣って ゐた。 

主宜 ふ、 『我に 捫り しもの は 誰 ぞ』。 斯く 仰せられて 後 を 見廻 はされ た。 EEl や： を 指された る 彼女 は 止 

むこと を 得す， すべて を耶穌 のまへ に 打ち けた。 是れは 驚くべき ことで ある。 世に は 其- 督敎を 内 

證で 信す る 徒 も ある。 恰も 基 瞥敎を 内 緣の 妻の 如くに 取扱って るので ある。 血？ i の 女の 態度に 對 

しても 恥 かしき 次 である。 信仰生活 を内證 事に する は大 いなる 損失で ある) 共の W 劣なる 您， はは 

實に 見苦しい。 


此の 血； s の 女 も • 魂 を 救 はれす に 終ったならば *  s$ 督の恩 紐が 徹： M しない。 若し 此 ままに て 立 去 

つたなら ば、 衣の 端との 蘭 係 はあって も、 耶穌と 人格 的の 關係を 結ぶ こと は 出 米ない。 共れ で耶姊 

はこの 女 を. 如何しても 共の Si 手 離す ことが 出來 ないやう に S ぬ はれた であらう。 彼女 を 呼び止められ 

たの は， 精神 界の 幼稚 闺 から 大學 にまで 引き上げ やうと S 心 召された からであった U 人を兑 逃. かさぬ 

が， 耶 の 深き 恩 である。 彼女 は 怖 は 怖 はながら 耶 a- のまへ に 出た。 此れ は ユダヤのお！^ に 反き 

て， 梁. おの 身ながら 群 築の なかへ fm れ 込んだ こと を， 恐縮した に 非す やと 察せられる。 此の 女が 異 

邦人なら， 更ら鄕 に 入って 鄕に從 ふべき であるから， ユダヤの 習惯を 破った こと を 恐れた であら 

う。 * わ：！： 人も耶 穌に兑 ゆると き， 世？？ に對 して 恐れ を懷く 場合が ある。 冼禮を 一 ^{  くる 決心 をす るまで 

に は， 世 M の 手前 を 揮る こと も ある， 親類 ゃ緣 者との 柄に ついて。 不要い 心配に 耽る こと も あ 

る。 "：^ れが 信仰の：： 初に 起こる 恐怖で ある。 所が 彼女 は！^ - 直に その 顳 末を吿 白し、 耶 g の敎^ に 出 

つて， 魂の 救 ひ を 全 ふす るに 至った ので ある。 

む". め  むすめ 

『女よ 爾の 信なん ぢを 救へ り， 安然に して 往け』 と。 女と は溫 溢る る 親切な 1 一 E である。 斯 くして 

耶穌 は， 女の 窃盗 じみた 迷信 を、 本筋の 信仰に、 き 行かれた ので ある。 彼女に ついて 次の やうな 

俾 說が遗 つて 居る。 カイ ザリャ • ピリ ピに 此の 女の 家が ある。 共の 邸 前に 一つの^ 像が てて あつ 

た。 其れ は 主 耶穌の 立ち 給 ふ 足下に、 一人の 婦の 俯伏して 居る 像で ある。 共の 足 もとから 數 宽の梳 

物が 生え 出で て B た。 其れに を 癒 やす 力が あると 信ぜられ たと 謂 ふ。 血漏の女の^^にそそがれた 
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不思議なる 恩寵 を 物. ポ； i る傳說 である。 

九 救と 志 (ヨハネ 傳 五の 一— 一四)  . 

H ルナ レム にある 羊 門の ほとりに ベ テス ダと稱 する 池が あった。 其處で 三十 八 年 病 を 患って 居 

た が， 耶 に疲 された。 記事のう ちに 『"大使 時々 池に 降りて 水 を 動かす』 云々 の 文字が ある。 改 

譯 の^ま： にも 疑 を 付して ある。 十：： い 原本に も此 記事の 誌され てない もの も ある。 取 除け た 方が 善 か 

らう。 或 ひ は 甚督敎 に は斯の やうな 奇跡が あるから 信じない。 三 や 八 年も炬 つた 病人が、 二目の 下 

に 忽ち 本復す るな どと は資に 奇妙 だ。 是れ だから 嫌になる と 首 ふ 人 も ある。 然し 記憶せ ねばなら 

ぬ。 耶穌は 尋常の 人格で はない。 驚くべき 偉大なる 人であった" 人 ii の病氣 を 癒す 不思議なる 力 を 

も^って 居られた として 何の 差 支が あらう。 此の 時代 無論 多くの 病人が あった。 これが ために He 

すべき 狀 態の もの も 多 數に逮 ひない。 若し 耶穌 が斯の 如き 同情すべき 境遇 の^人 を も 顧す して、 其 

のま ま 放棄 かれたならば 其れ こそ 不思議な 話で あらう" 近頃は精祌^1+法ゃ種々なる科學的治^^^ど 

が 行 はれて 居る。 然るに 彼 ほどの 德と 不思議なる 力と を 有って 居られた 耶穌が 多くの 病人 を 癒され 

たと E ふこと は、 寧ろ 然か あるべき ことで ある。 耶穌が 若しも 病氣を 癒されなかった と 謂 はば， 其 

れこそ^&^？べき事柄でぁる。 基督に は 不思議なる 力の ほかに、 偉大なる 德が 傭って 居た。 絶倫 無 

比 Q 人格で ある。 新の 人に して 不思議なる 癒 L を 病人に 施された からと 謂って、 特？ 4 案外. る 話で 


は あるまい と m4 はれる。 

エルナ レム に は 多くの 池が あった。 中には 時折り 水の 湧き 揚がる の もあって 之を靈 C 水と 稱 したで 

あらう。 シロ アムの 池が 即ち 其れ だ。 ユダヤ人 は 其の 水の 湧き 揚がる 時 飛込んだら 病氣が 癒る もの 

と： 一:^ じたので あらう。 然 なった. W 例 もあった か 知れない" 日本で も 蓮，：： 水と へる？ j| などが あって 難 

^^さ へ も 快復る と 取沙汰 せられて g るで はない か。 ベ テス ダの池 は 之に 類した- l£ 水であった らしい。 

『三十 八 年^み たる 者 一 人 かしこに 在』 つたが， 此の 池に 集った 病人 ども は if: な 自分の ことば かり 

考 へて K たから， 一 人と して 此の 男 を 池に 入れて やる ものがなかった。 停車場の 改札口に は， 人 

の 利己主義が ri^ も 露： C りに 現 はれて 居る。 ftj に 人 を 押し 除け て 我れ 勝ちに 出 やうと して 居る。 ベ テス 

グの 池で もみな 我れ 勝ちに 飛込む か ら， この 三十 八 年の SS は 幾 回と なく 多數の もの に 押し 除 けられ 

て 失望した に逮 ひない。 然し 尙ほ 懲りす まに 每 日出 懸けて 來 たのであった。 彼 は 無駄と は 思 ひなが 

らも 共れ が I ぬ惯 になって 出 懸けて 來 たので あらう。 斯くて 三十 八 年の 歲月を 徒然に 過ごして た。 

ほと リ 

ある 日 耶穌は 此の 病人 どもの 集って 居る シ a アム の 池の 畔を 訪づ れられ た" 都に は與味 多き 場所 

も 多から うに， 何故 斯る ところへ 往 かれた ので あらう。 何となく 奥ゆかしく 意味 深き やうに 感ぜら 

れる。 八 「日 東京で も 特に 貧民窟な どに 注意して 態態 視察に 往 くもの も ある。 奇特な Hi である。 耶穌 

のシ 口 アム 池 畔 を訪 はれた の も 同じ やうな 意味の ことで， 深く 病人に 同情して 居られた 結 5^ であつ 

むか 

たらう。 断くて 耶穌 池の 畔 において 三十 八 年 病に 困んで ゐた憐 むべき 此の g| に 眼 を 注がれ、 之に 對 

彼ら は 如何に 篛 かれお るか   111 ム五 
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れが  び， くリ  一 

つて、 『癒えん こと を 欲 ふや』 と 問 はれた ので ある。 S£! は 突然 斯う 問 はれて， 一 日 一は 驚異した であら： 

う。 耶穌 のこの 同情 深き 問 ひに すら 張 合の ある 様な 返事 は爲 難く あつたか も 知れない。 gS! の 心理 狀； 

態 然もあった らう。 今日の 敎會 にも 信仰 狀態 において 此の 遊に 似通って 居る ものが 多數に 見受けら 一 

れる。 iS 書 研究 もす る。 祈禱會 にも 出席す る。 餐式も 規則正しく 守る が I 向 張 合がない。 總て がー 

形式的に 流れ， 器械 的に 陷 つて， 少しも 熱心が 伴って 居ない。 此 では 三十 八 年間の gs! と餘 りに 擇 ぶー 

所がな からう。 斯ては 信仰 も 進ます。 道 德も發 達しない。 何う かして 信仰 もよ くな りたい、 人格 も 一 

革 まりたい、 尙ー曆 神の 恩寵 を も 味 ひたいと 張 込んで 力を入れて 敎會に 米る のは賴 母し いが、 十 年 一 

一日、 宛もシ a アムの 燈見 たやうな とで は 實に張 合 ひが 拔け るので ある。 耶穌 g の 如く  it 志 弱行な 一 

る ものに 對 して は、 先づ汝 は眞實 善くな りたい か， 精神が 革 まりたい かと 御 尋ねになる であらう。 

三十 八 年の あ ひだ 足の 起たない 燈 は 見る に 忍びなかった、 實に 可愛 想であった。 故に 耶穌は 之 を 一 

救って 遣りたい と 思し 召れ たので ある。 其 所で 燈 に對 つて 癒えん こと を 欲する かと 如何にも 心 あり； 

氣 に、 賴母 しき 同情 を 之に 灑 がれた。 以心 傳心燈 は 耶穌の 同情 を 感じた であらう。 彼 は 意外なる 御 

首 を 聽 き。 服 を かして， 主の 顏を 見詰めた かも 知れない。 彼 は 長い 問の 無駄骨折り、 とても 助か 一 

る 術 も あるまい と 思った から、 『主よ 水の 動け ると き 我を扶 けて 池に 入る る 人な し * 我れ 入らん とす 一 

ると き は 他の 人 くだりて 我より 先き に 入る』 と 答へ た。 其 所で 耶穌は 聲を褂 けられた。 『起きよ 床 を 

取 牧げて 歩め』 と。 彼 は 此の 言に 勵 まされ， これまで 不可能であった こと も 出来る であらう と <^ ふ 一 


たどち ヒろ 

望が 俄に 生じ、 氣分を 確かり 引立てて， 脚に 力を入れ たので ある。 斯くて 2:」 は 立地に 癒え、 その 敷 

物 を 取り げて、 歩， t 出した のであった。 

奇蹟に は 寓意が ある。 れは 人の 魂の 救 ひの 象徴で ある。 五！： 人が 耶穌の 救 ひ を 受ける に は、 此の 

gl の やうに， 主を晃 上げて 之に 信 S 、し、 その 御 1i 一口に 從 つて 起ち 上がる ほどの esT か 必要で ある。 人 

力 車に 乘 つて 居眠り を すれば、 車夫が 鬼き 難い さう である。 単 上の 人が 眼を覺 まして ゐ て吳れ ると 

餘程樂 で 運び も LJL  くなる。 吾人の 魂 も 眠って ゐて は、 救 はれる さが 難 かしい。 精神 h の 問题に 心が 

緊張せ す， 希望 も 抱かす * 退简 さうな 顔 をして， ただ 義務的に 敎會に 集まる やうで は、 信仰が 進ま 

ない。 信仰 を 進歩させる に は、 彼の 燈が 耶穌の 二 一一 一口に 起ち 上った ほどの^ 氣を 出さねば ならぬ。 

よろ-一 

燈は 三十 八 年の 業病 を耶 に 癒されて 健全な 身體 になった。 彼 は 中心より 之を歡 喜んだ。 然し 何 

う 首 ふ もの か 遂に 耶脉を 見失って 了った。 此 所が 吾人の 篤と 考 ふべき 事柄で ある。 幸福 北ハの ものに 

は 無限の 歡喜を もす るが、 共の 幸福 を與 へて吳 れた 恩人 を懷 ふこと は 極めて 少ない。 に淺 しい 

さで、 受けた る. g 恩 を すら 忘却して 了 ふので ある。 病氣の 最中に は 頻りに 求道 心が 起る。 本 役す る 

と 一 たび 起した る 殊勝なる 志 も 消失せ て 了 ひ、 もとの 木阿彌 になり Ei- てる 場合 も少 くない。 病氣の 

本復した 當坐 は， 感謝に 充 ちて 居る から， 信仰生活に 就ても 嚴肅な 思想 を懷 いて るが、 快 氣祝ひ 

そろく 

でも^して、 徐徐 活動 を 始める やうに なると 多忙に 陷り、 病 氣の問 や 回復し た^に 起った 眞 面目な 

思 和.) は 漸く 共の 姿を消して 了 ふので ある。 是れが 多くの 人々 の宗 敎に對 する 輕 薄な 態度で ある。 彼 
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の SST か 耶穌を 見失った の も 恐らく 斯う 謂 ふ 風であった らう。 彼 は 病が 癒えた ので、 嬉し 紛れに 諸 所 

を 飛び歩いた であらう。 有 raj 、天に なって 浮れ たか も 知れない。 自分の 癒された こと を 世？！ に 吹聽し 

て 廻った かも 知れない。 此の間に 耶 穌 を 見失った ので ある。 病の 癒えた るを歡 ぶの 餘り、 友人 や 知 

己な どに 物語る のは必 すし も惡 るい ことで ない。 その 態度に は 同情すべき ところ も ある。 然し 其れ 

で 耶穌を 見失って は 不可ない。 

然しながら 幸 ひに して 耶 i5 再び 彼に 出で 會 はれた。 『そのの ち 耶穌、 殿に て 其 人に 遇 ひ 首 ひける 

は、 視ょ汝 すでに 癒えたり， 復た罪 を 犯す こと 勿れ， 恐く は 前に まさる 災禍 汝 にあらん』 と ある。 

耶穌は S2! の體の i:^ を 癒された のち 其 魂の 病 氣をも 癒されん がた め.、 搏び祌 殿に て 之に 出で 遇 はれ 

た" 彼 は病氣 本復の 感謝 をす るた め， 殿詣で をした のか も 知れない。 耶穌が 偶然な ろかの 如く 彼に 

邂 一；； i れ たの は 斯うい ふ 事情から 來た 結果であった かも 知らぬ。 幸に も S2! は 耶穌に 八  1" ふこと を 得た" 

それで 魂 も 救 はれた" 燈は體 の 病氣を 癒された。 然し まだ、 魂の 病 氣、. か 其の まま 遣って 居る" 之 を 

救 治せねば， 佛 作って 眼 を 人れ ない のと 同然で ある。 耶穌の 救 ひ は 徹底して 《^ る。 半分 だけ 人 を 救 

ふの は 耶穌の 精神でなかった。 身 を も 魂 を も 完全に 救 はれる ので ある。 花が 人 か、 いて 51^ を 結ぶ やうに 

耶穌は 彼 を 信仰^ 態に 導かれた のであった。 

救 はれた 5;- は 感謝の 志が 厚かった。 其故祌 殿に 詣 でて 耶 穌と會 する こと も 出来た ので ある。 信仰 

が 一 たび. 却しても， 復た 熟して， 淺 いところ から 深いと ころへ 導かる る こと も ある。 吾人の 信仰 


に 冷 熟が ある。 不意に 神殿に 於て 耶穌に t. ばれた ときには、 飛 立つ やうに 嬉しかった であらう。 吾. 

人 も 耶穌に t. ばる る u を斯 くの 如く 歡 喜したい ものである。 

耶穌 彼を兑 出した とき， 斯く 仰せられた、 『汝 すでに 癒えたり。 復た罪 を 犯す 勿れ。 恐く は 前に. 

勝る 災禍なん ぢに I まらん』 と" 察する 所 この 5^ は、 ： 小身 持の ために 不具の 體 になった ので あらう。 

其の 八 r 曰 ある は 全く^ 1^ ふた 酬 ひであった かも 知れない。 人は^^氣になると銜生のことに考へ深く 

なる。 身體 がき かなくな ると、 自然 不 行 もせす * 謹愼 する やうになる。 然し 病氣が 本復す ると， 

地金が 出て、 不 行に 陷る こと も ある。 贫乏 なと き は 案外に 愼み 深いが、 金が 出來 ると：： ^にな- 

る。  此れ 人 である。 ： 五：： 人 は斯る 弱點を 有って 居る から、 病後な ど は 特に^ 愼 すべきで ある。 .：：^ 氣 

が 本 i 仪し たり：^ 乏 から 金持ちに 成り 上ったり する 場合に は、 特に W 心 をな し， 勝って §- の 絡 を緊め 

ねばならぬ。 『役た 罪 を 犯す 勿れ』 の 二目 は燈の 胸に ぎつ くり 常った であらう。 復ひ 犯したら 大變 

である。 更に 大 いなる 災禍が 來 るに 定まって 居る。  - 

吾人 はシロ アムの 遊の やうに、 耶穌の 首 を聽 いて， 裔 然と 起ち 揚がる ほどの， 健氣 なる 心 を冇た 

ねばならぬ。 起ち 揚 りさへ すれば 必す 歩む とい ふ 確信 を 有つ ことが 必要で ある" 起ち 揚 つても また 

倒れる かも 知らないと いふ やうな 臆病 心が あって はならぬ。 祈禱會 などに 斯 やうな 栽 分が 折々 現れ 

る。 吾人 は斯 るかよ わい 精祌を 斥けて、 確信の.^ に 立ち， 假令ひ 百 萬の 敵で も 怖れす して 戰は うと 

いふ 豪壯な 精祌を 有たねば ならぬ"  2 九 二  0 年 五き 

彼ら は 如何に かれた ろか  三 八 九 


® 道 者と しての バウ 口  三 力 〇 

傳道 者と しての パゥロ 

しめし 

『比. 改 にァゲ リッパ 王よ、 われ は 天よりの 顯 示に 背かず して、 先づダ マ ス コ に 居る もの、 火に エル サレ 

ム 及び ュ ダャ 仝國、 また 異邦人にまで 悔 改めて、 祌に 立ち か へ り、 其の 侮改 にかな ふ 業 をな すべ きこと 

べつた 

を宣傳 へた リ』 (使徒 行傳 一一 六の 一九、 二 〇) 

『パ ゥ a 夜 幻影 を 見た るに、 一人の マケ ドー 一 ァ人 ぁリ、 立ちて 已を 招き 「マケドニア に 渡りて 多ら を g 

けよ」 と 言 ふ。 。ハウ 口 この 幻影 を 見 たれば、 我ら は 神の マケドニア 人に、 福音 を宣傳 へしむ る爲 めに^ 

らを 召し， ぬ ふこと と 思 ひ 定めて、 W ちに マケドニア に 赴かん と^り。 (使徒 行傳 一六の 九、 一 〇〕 

我 +1 福音 を 恥と せず。 この 福音 は ユダヤ人 を 始め、 ギリシャ 人に も 凡て 信ずる 者に 救 を さする 神の 力 

たれば なり ズロ マ 書 一の 一 〇) 

バウ 口 は その 人物の 廣さ 深さ 高さに 於て 偉大で ある。 その 性情 は 面白味で 滿 ちて 居る。 その 經歷. 

こは變 化と 起伏と が頓る 多い。 傳記 としても 感興が 溢る、 ばかりで ある。 彼が 世界に 成し遂げた 事 

拳と 其の 世 に與 へた 印象と に 至りて は、 古今 之と 肩 を 比べ 得る 者 を 多く 見出し 難いで あらう。 基 

督敎界 の 思想 は 彼に よりて 定められ たと m う も 過言で は あるまい。 彼 は 能く 羅馬 帝！： にも 優る 可き 

精； t. 界の 王國を 建設す る 事 を 得た ので ある。 ルゥ モル や カル ヴヰ ンの 仕事に して バウ P の 遣せ る^ 


Ig! に^. した もの も少 くない。 彼の 信仰的 宵驗、 其の 宗敎 意識、 及び 基 得；^ に關 する 其の 思想 は將 

來の 機.^：: を俟 つて W 現す 可き より 多く の餘裕 を； して 居る。 社 會ゃ闽 家の 問題に して パ ゥ n の 意 

見、 ^く は 暗示に 指 t おせらる るに 至り、 初めて 解 せらる 可き もの 頗る 多 かる 可し と 思 はれる。 彼 

は 優に 五：： 人 の 研究 を 12 し て 居る 。 

殊に 彼 は タル ソ にても、 ヱルサ レム にても 舉生 であった。 その 回心の 當時已 に 社會に 頭角 を 接げ 

て！^ て、 公人の 部類に 薦し、 世の 大事に も與 かる 稃の 人物と なって 居た ので あるが、 亦 之を蔡 生の 

仲 問と：： 几る こと も出來 る。 此夏季 コン フエ レン スに 於て パ ゥ ロの事を研究するは^：：^だ似合はしき所 

爲 であらう。 

バウ 口 は 何處へ 出しても、 平凡な 生活 を もって 終る 可き 人で ない。 ラビと しても 優に ガマ リ H ル 

の 後 g 者た るに 足る 可く、 議 青に. li^ 席 を 占ても 無論 アリマ タヤの ヨセフ や 一一 コ デモの 如き 君子 人 は 

彼の 後へ に 瞠若た るの みであった であらう。 憂國の 志士 改革 派の 激徒 としても 確かに 大將 株の 一人 

であり 得た であらう。 或 ひ は 我！： の 木 居宣長 だの 藤樹 ゃ仁齋 等より 以上に 其の 議論 德 一  世 を 風 K 

し たで あらう。 彼 は 使徒たら すと も 人 問の 王者で あつたに 相違ない。 然し 彼 をして 天下 後世に 至 

5 まれつ ま 

るまで 今日の 如く 重き をな さしめ たもの は 其の 生得の 才幹 氣 カ澳識 などではなかった。 若 t 然 うで 

あったならば 先 幾談か 殉難 志士 傳の 一章 を 占む る 位に 止まった であらう。 世紀 を 重ぬ ると ともに 

愈 新鮮に 其の 活ける が 如き 勢力 を 精神 界に 雄飛せ しむる こ と は とても 出來 なか つ たで あらう。 斯て 
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はまた ァゥ グスチ ヌス、 ルゥ テル、 カル ヴヰン 等の 思想 を 指 ^し、 百世の 下 神學の 消長の 試金石と 

なり、 カイ ザ ルゃァ レキ. サン デル をも^；^？駕すべ き 靈的 の 王 國 を 建設す る に 至らん こと 思 も よら 

ぬ。 彼 をして 精神 界の 使徒 バウ 口たら しめた もの は 其の 天禀の j 央才、 非凡なる 藥識 ゃ克已 修養の 道 

德 等ではなかった。 即ち ダ マスコに 行く 途上に 於け る 彼の 回心の 結果であった。 彼 は 水と 靈 とに. 3 

ちす V- 

つ て 生 k がた め 初めて 使徒 バウ 口た る こと を 得た ので ある 。『新る 人 は 血脈に よらす， 肉の 欲に 

よらす、 入の 1^ によらす、 た^ 祌 によりて 生れし なり』。 上よりの 威力 之に 加 はり、 天來の 感化 をノ 

被りて 回心す る こと を 得 たれば こそ、 タル ソの サゥ 口 も 使徒 バウ 口と はなり 得た ので ある。 

彼 自ら 其の 问 心の Is^ を 述べて 曰く、 『お 主の 弟子た ちに 對 してな ほ 恐喝と 殺害との f 充し、 祭 

司 長ら より 濟威を 受けて 多くの 聖徒 を獄に いれ、 彼らの 殺されし 時 これに 同， ii:^ し 諸敎ノ t! 堂に てし 

けがし こと 

ば. <\- 彼ら を 罰し、 强 ひて s 言 を 言 はし めんと し、 甚だしく 狂 ひ、 迫害して 外國の 町に まれ 至れ 

り。 此のと き 祭司 長ら より 横 威と 委任と を 受けて ダマ ス コに 赴きし が、 その 途 にて 正午 ごろ ；大 より 

の 光 を 見たり、 曰に も 勝りて |g き、 我と 伴侶と を 11 み 照せ り。 我等み な 地に 倒れた るに へ ブルの 語 

むち 

にて、 サゥ 口、 サゥ 口、 何 ぞ我を 迫害す るか、 刺 ある 策 を 蹴る は 難しと いふ K を 我き けり。 われ 言 

ふ、 「キ： よなん ぢは誰 ぞ」。 主い ひ 給 ふ、 我 は汝が 迫害す る イエスな り。 起きて 汝の 足に て 立て、 わ 

えきしゃ 

が汝に 現れし は汝 をた て て 其の 見し ことと 我が 汝に 現れて 示さん とする ことの 役者 また 設 人たら レ 

めん 爲 なり。 我なん ぢを 此の 民お よび 異邦人より 救 はん。 又なん ぢを 彼等に 遣し その e: を ひらきて 


一  1  リ より 光に ャ タンの 橫. s より 祌に 立ち 歸らせ 我に 對 する 信仰に よりて 罪の 赦と 潔め られ たるお のう 

ちの 嗣承 〔と を しめん』 と。 斯の 如く 端な くキ： 耶穌共 に 接見し、 共の 祌々 しき 榮光を 仰ぎ、 一 旦 

豁然として^^のぽ〈相に通^し、 從來の 非を覺 り、 過 を 悔いて、 北ハ のへ/まで 迫 寄し 居た る、 耶 穌を拜 

し 之に 祈り、 すべて を 之に 獻げ、 只管 其の 恩寵に 依して、 魂 を 救 はれん と 志す に 至った。 彼が 

しめし 

榮光 に^ける 主に 見えた さは、 即ち その 所謂 『天よりの 不』 である。 使徒 バウ ロは此 天よりの^ 

示から ャぽ 出された ので ある。 彼の 新なる 生命 は此 一 刹那に 其 端緒 を 開いた。 

人の 生命 は大 いなる 夢に 襲 はれ、 天来の 现 想に 刺激せられ 祌の聲 より 出で たる 顯 示に t せかれて、 

特 に 志 を 抱き、 X 布 に滿 さるる に 非 ざれば 徹底す る 程に 達する さは 出來 ない。 大 いなる 生命 は大ぃ 

なる P 示に 從ひ、 その 高遠なる 相.： を 解放す るに 至る より 生す るので ある。 ^得の ま、 で批し 移- 

り、  n 然の 成り行きに it する 生命 は 平凡で ある。 單 調に 終らねば ならぬ。 肉より 出づる もの は 肉で 

ある。 的の もの は 夭よりの 顯 示に！^ かれて 霞に 生れ 出た もので あらねば ならぬ。 生命の 大小 はこ 

し^く 

の 天よりの §; 示 を 認む ると 然ら ざると に. e りて 定まる。 吾人 は 運 次 天よりの 顯 示に 接して 靈 魂 の 覺. 

^を 促され、 新なる^ 路に飛 1> '可く その 刺激 を受 くる ことが 必要で ある。 

天よりの i: 示に 二 ^ある。 第一 は 世界の 眞相を 明かに し、 生命の 意義 を # 得せし むる に屬す 

る。 唯 物的の 天地に 跼 蹄し、 目前の 利害に 都され、 ただ 何 を *5、 何 を 食 はんとの み 思 ひ IS らひ、 富 

とカとのll!りi^?^れる世ra^に身を寄せ、 iL 生 K 夕 死の 外な しと 解す るに 過 ざなかった ところ、 -け思 ひき、 
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や、 世界の 茶 礎 は 霞 的で あり、 愛なる 神 之れ を 支配せられ、 天の 父の 家に 住居 多く、 人 は 永遠の 生 

命 を 受嗣ぐ 可き 神の 子で ある こと を發 明す るに 至る。 斯くて 天地 全く その 面目 を 一 新す る ので あ 

る。 パト モスに 流された ョハえ は、 世に：^ 水烕 のみ 時め きて 時勢 日に 非なる を 歎きつ- - ありし 際、 忽 

ち IK より 不思議なる 顯朱を 受けて 闩く、 『この 後 われ 見し に、 視ょ 天に 開けた る 門 あり。 初に 我に 語 

る を 聞きし ラッパの 如き 聲 いふ、 こ. -に 登れ、 我 この 後お こるべき 事 を汝に 示さん、 直に われ 御 if 

みくら 

に感ぜしが視ょ天には御！^設けぁり。 その 御 1； に^した まふ 者 あり』 云々。 悪 王 酷吏 践蜃 すれば と 

て 天 定まりて 人に 勝つ が 必然で ある。 世界に は義 なる 神の 支配 せらる、 あり。 その 玉 庵 は 永遠 無窮 

さい は ひ 

である、 天に 從ふ もの は榮 え、 之に 背く もの は 滅びる。 祌の實 在と その 愛と を 認め 得た もの は 福で 

.5 る ほ 

ある。 汎祌 思想の 缺陷に 伴 はれた る眞如 を覺り 得ても 一種の 歡 喜に 沾ふ ことが 出来る。 況ん ゃ此は 

耶穌 基督の 父なる 祌を認 むる に 於て を や。 バウ ロはダ マスコに 行く 途上に 於て 基督に 見えて、 前 Br 

の 非を覺 り、 十字架の 驚く 可き 光に 照され て 神の 限りなき 恩寵 を咸 (得し、 一躍して 新なる 生命に 進 

むこと を 得た ので ある。 

第二 は 使命 を 感得し 天職 を 授けら る A ので ある。 例 すれば、 ウジ ャ 王の 死にた る 年、 高く あがれ 

る 御」  115 に ホ バ の 座し 給 ふ を 見た と 云 へ る豫 一一 一一 n 者ィザ ャが 時代に 向 ひて 神の 聖旨 を官； 傳す 可く 豫 1  一一 5: 

の 大命 を 奉じた 如くで ある。 その 時 H ホバ の聲 して 曰く、 われ 誰 を か 遣 はさん、 誰か 我らの 爲に行 

く 可き か。 ィザャ 曰く われ 此 所に 在り。 我 を 遣し 給へ と。 斯くて 彼 は 起った ので ある。 斯る 機俞に 


人の. りに 向上す る 天にまで 逹 せされ ば 止まらざる 趣が ある。 ジ ョ ン* ブライトが f< を 失つ 

た 時 之 を 訪 問した 友人 コブ デンの ニー 一一 门に その 天職 を a 出し、 我 阈の或 が 三 井寺より 湖上 を 望 

み、 祌禹の 功 を 低び て 兒 常に 斯の 如くなる 可し と 叫んだ の も、 之と 稍 似た る 話で ある。 

『心の 淸 きもの は 福な り、 渐る人 は 神 を 見る WJ を 得べ ければ なり』。 吾人の 進歩に 缺 くべ からざる 

此の 天よりの 顯示を 接受 せんと 欲する もの は 心の 淸潔を 保ち、 志 を高尙 にし 氣分 を平靜 にし、 耐え 

忍びて 努力す るの 心 懸けで ありたい。 英國グ リー 丁 ソチの 氣象臺 は 世界に も 名高き ものであるが、 近 

傍の 地點 より 二百 五十 尺の 堙突錄 え 立って 居る ため、 煤煙に 累 はされ て、 天象の 觀測を 妨げら るる 

場合 も 少なくな いと 聞く。 精神 界 のこと 之と 同じで ある。 故に 『地より 生れた る 雲に 御顔の 光 を 遮 

らしめ ざる』 やう 注意すべき である。 

パゥ n は ダマ スコに 到る 途上、 彼 をして 遂に 回心せ しめた 其の 所謂 天よりの 顯示を 受けた ので あ 

にわれ  —  はや 

る。 是れ靑 天の ft 震、 突如の 出來 事で あつたが、 兹に 到る までの 經 過を磁 みれば、 神が K くより 彼 

の 魂 を 導き、 渐 くその 準備 を 熟さし めつつ 居られた とい ふ 事 實を發 見す るで あらう。 彼 は 自ら 言つ 

た 如く、 旣に 母の 胎內 より 神の 選み を 蒙って 居た ので ある。 其の 家系、 其の 生 所、 其の 攀歷、 其の 

精神 上の 修養、 其の パリ サイと しての 經驗、 其の ス テパノ との 接觸、 其の 迫害した 多くの 基督 者の 
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身に、 著る しき H< に R する 底-の 高潔なる 精 祌狀態 を 親しく 見聞した こと、 其の 反 (N;:gs^ の機會 多き 

旅行、 など 總て 彼が 回心の 機緣 となった ものと 思 はれる。 之より 先 何時の ことで あつたか、 彼 曾つ 

つ いましめ 

て 貪る 勿れと いふ 法律に 照らされて 貪愁の 罪で ある こと を 覺り？ 罪誡の 機に 乘 じて 己が 胸中 に^り 

生す る を 嘆いた 記憶が 鮮に 遣って 居た。 彼 は 自己 修養 如何に 急っても 其の 効な く、 天い よく 遠く- 

し士く 

して、 とても 義は 企て 及ぶべき もので なから うかと 疑ひ懷 るるの 念 を 抑へ かねた こと も：！^ 次で あつ 

た。 平和 は 法愤の もとに 獲られなかった ので ある。 然れ ども 共の 視 せる t^, 督者は 無 幼：^ おの * に.. 

至る まで、 旣に 罪悪の lis: 荷 を 解き 卸され、 迫害の 死 も 奪 ふことの 出来ない 平和 を その 胸中に！^ へ、 

世に 其の 比を见 るべ からざる 慈愛、 希望、 謙遞、 忍耐が 彼らの 容貌、 一 百 語、 擧動 の^に 顯 はれて 居. 

た。 バウ n の 有せざる もの を 彼ら は旣に 有して 居た。 E おに 測らん や |E むべき 異端者 は バウ ri に 取り 

あき！ らデ 

て大 いなる 優越 者であった。 彼 は 自己の 宗敎 に慊焉 感ぜざる を 得なかった。 同時に ナザレの 耶穌 の. 

人格、 其の 徒の 携退 所作に 對 して は、 好まぬな がら 何となく 敬意 を拂 ふを禁 する ことが 出來 なかつ 

た。 東京 小石 川の 切支丹 敷に 拘禁 せられて、 いと も 哀れな 幽死を 遂げた 羅 馬敎會 の宣敎 使に は、 

法律の上から彼の迫^?|1^者でぁった新井白石も、 その 人物に 感動し、 聖人 も斯 くや あらんと 稱 I？ する. 

を餘依 なく せられた 美談が ある。 パゥ 口が 耶穌と 其の 徒に 對 して 斯の如 くであった こと は怀： しむに. 

足らない。 

斯くて パゥ n の 祌的 準備 漸く 熟し 來り、 ダマ ス コ に 赴く 途上 天よりの！； 小顯 に；^ りて ，8 ち 回、 いす 


るに 至った ので ある。 彼 自身 其の 時の 經驗を 述べた. ぼ i が 其の 書翰のう ちに 遣って： W る。 基督 は 『圾 

後に：：：： たらぬ 者の 如き 我に も 現 はれ 給へ り』 (flf:J*d。 『我 は 我 S の 主耶穌 基督 を： S た (glf1)。 彼 

に 耶穌が 現 はれ、 彼 は 耶^ を 兌る HJ を 得た ので ある。 確に 活き活 きとした 耶 の 人格に 觸れ た。 こ 

の出來 察に. E り 彼 は-.^ - しく S 上 |3 に 執らへ (珊 §_fff) られ たものと 自ら 之 を 解！： した。 彼 は 此の 顯 示に 

於て 督の 奥義 を 示され (ョ Mf^) 『耶穌 1S5 面に ある 神の 榮光を 知る の 光』 ustl) を 仰ぎ見る こ 

と を 得た ので ある。 資に 『彼 (基督) を 我が 心に 示し 給へ』 (ffff) り、 で 基督の 人格 はパゥ 口の 

に 現 はれた ので ある。 彼のう ちに 住み、 其處に 活動す る 基督 に^する 實驗は 其の ダマ ス コ に 赴く 途上 

に 於て 斯う 言 ふ 風に 開始せられ たので ある 。其れ だ か ら主は 即ち 聖 -1 で あ る (sflf  『1:?^ 1 のァ ダ 

ムは生命ぁる魂となり|$ニのァダム(^^^は生命を予ふる-き』となられたとも.記ぃてぁる(^|1||)。 

バウ 。は 自己のう ちに 活動 せらる 、基督 を 認め、 その .1 活 なる 救 ひの 力 を 深く 且つ 明かに 經驗 した 

なや： QtQ 

ので ある。 そこで 基督 彼が うちに 活 きて 居らる-こと を覺 え、 罪惡 の韉絆 15 けがた く、 『噫 われ 困苦 

人なる かな、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や』 と 呼 はる 言下に、 『" だれ 我 倚の， 王耶穌 共上督 なる 

が 故に 神に 咸心 謝す』 と歡 呼す る こと を 得た。 

然し 彼は旣 にこの 救 ひ を 全 ふした と は 云はなかった。 却て 『或は 取る こと あらんと て 我た^ 之 を 

； ひ 求む、 基督 之 を 得させん とて 我 を 執へ 給へ るな り、 兄^：^ょ我みづから之を取れりと意はす、 唯 

この 一 事 を務 む、 即ち 後ろに 在る もの を 忘れ 前に ある もの を 望み 神 基督 耶穌に 山り て 上へ 召して 赐 

！^? ？ 3 若と しての バウ 口  三 九 七 
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ふところの 褒美 を 得ん と 標準に 向 ひて 進むな り』 と 一一 目って 居る。 斯くて も 決して {4! を 打つ が 如き 努 

力 を 費やす のではなかった。 故に 曰く、 『我に カを與 ふる 基督に 因りて 諸ての 事 をな し 得るな り』 (露 

ff^) 。此處 が 其の 信仰が 一 派の 神秘 者と 異なる 點 である。 彼ら は汎神 的の 兑 地に 立ちて、 漫然 自己 

と 基督と 一 なりと 主張し、 I 旦 ナザレの 耶穌と 其の 敎說と を踏臺 にして、 界天 さへ すれば、 最早 基 

督に用 はない、 祌と 我と の^に 仲保者 は 要らぬ、 寧ろ 我と 神と 一 つで あると 言 ふが 如き 氣 分に 流れ 

る。 パゥ 口の 基督 敎は然 うでない。 回心の のち 修養 を 積んだ 曉 でも、 旣に 得たり と は 決して 思 はな 

かった。 只 だ 督に 由り すべての こと をな し 得べ しと 確信し、 罪 ある 身 恩寵に 沐浴す る こと 愈 深 

く、 永遠の 世界に 人り たらん のち も 常に 其の 御 お. に 依らねば ならぬ。 基督 は 永遠の 救 者で ある。 吾 

人の 救 はるる こと は、 人の 問に 現 はれ、 十字架 上に 死なれ、 神の 右に 坐 せらる， - 活ける 基督に 於て 

なか £ 

始まり、 中し、 また 終らねば ならぬ。 基督の 福音 は 何 所まで も 差別の 信仰で ある。 異同が 明かで あ 

る。 何時までも 愛する と 同時に、 何時までも 信仰に 基づく ものである。 

或は 恩寵の 福音 を 誤解し、 恐れ 戰 きつ、 救 ひ を 全 ふす る こと を 忘却す る 人た ち も ある。 パゥ a は 

『凡そ バ プテ ス マ を 受けて 基督に 人れ る 爾曹は 基督 を 衣た る ものな り』 (§111$) と 謂って 居る。 吾 

人 は 信仰に より 基督と 一 つに なりて、 罪を赦 され、 神の 子と なること が出來 る。 然し 其れの みで は 

未だ 救 ひの 能事 畢れ りと は ー百 へない。 基督の 恩寵に 浴し、 品性 H 々に 改まりて、 ますます 聖 化せら 

ころもがえ 

； d ねばならぬ。 是れ がまた 基督 を 着る MJ である。 吾 入 は 基督 者と して n 々魂の 更衣 を 怠る まじき こ 


とで ある。 バウ a が 『唯なん ぢら 主耶穌 基督 を 衣よ』 (r^Yt と いたのが 即ち その 意味で ある。 

基督 者 は 日に日に 基督 を ねばならない。 主耶穌 弟子 どもの：： え を 洗 はれた とも 同じ 道理と 解せられ 

る。 Id-X 心なら す も 世の 風塵のう ちに 厘 次 汚される から、 ^がな 隙が な 督の 恩. M に 之 を 洗 ひ 潔め 

ねばならぬ。 然 かすれば 必す 潔め られ るので ある。 努め 自暴自棄、 惡 しきが ま、 に 吾が 魂 を 流し も 

の にして はなら な い。 あくまでも 基督に 於て 奮闘して 勝利 を 占む る やう 志す べきで ある。 

しお ほ 

總て 是れは 信仰 を 以て 爲架 せらるべき 乙と である。 『基督 耶穌に 在りて は 割 禮を受 くる も 受けざる 

も 益な く 唯 愛に 山て 行く ところの 信仰の み 益 あり』 (§1^ 書)。 基督 者道德 の根據 および 其の 特徴が 乙 

こに ある。 其の 生活の 道 は 大體に 於て 斯の 如く 活ける 基督に 接觸 し、 その 救 ひの 恩寵 を經 験す るの 

である。 

パゥ。 は ダマ ス コ に 赴く 途上、 親しく 主 耶穌に 接見し、 その 聖麄 をう ちに 宿らせ、 之に. H り、 自 

己と 神との 關係 新たに 定まりて 神の 子た るの 自由 を享 け、 信より 信に 進み、 恩寵に 恩寵 を i ね、 日 

に 新たなる 戕 態に 入る とい ふ 福音 を體驗 する ことが 3 來た。 此の 信仰と 體驗と を 有する 彼 は 旣に傳 

道 者た る ベ き 基礎が 定まった ので ある。 

パゥ。 が斯の 如くして 自 から 傳 道の 事業に 當る ことと なった の は、 漫 りに 自 から 任じた ので はな 
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い。 ？^： ： された ので ある。 總て傳 道 者の 出身 は斯く あらねば ならぬ。 パゥ n の 如き は 其の 遂に 起つ に 

至った 願 末 を 記して、 『此の 故に ァグ リッパ 王よ、 われ この 天の 顯 示に 北：：： かざりき』 と 首って：： W る。 

彼の 傳道は 已むを i5 ざる ことであった。 故に 曰く、 『われ 福音 を宜傳 ふると 雖も 誇るべき 所な し、 已 

む を 得ざる なり。 若し われ 福音 を宣傳 へす ば 實に禍 なる かな』 (Iff 3。 『我 倚 召されて 基督の 使者 

となれ り、 即ち 神 われらに 託り 汝らを 勸め給 ふが 如し、 我- M 基督に 代りて 爾 ff が 神に 和がん とを爾 

曹に願 ふ』 (gfftg 書)。 斯の 如く 彼 は 上から 派遣 を 命ぜられ たので ある。 四方に 使して 君命 を. 零め ざる 

を 常に 心 懸けた る 神の 使節であった。 神が 燃 ゆるが 如き 愛の 熱 を 以て、 宛 がら フランシス *タ 

あまつ か" いぬ 

ンプ ソンの 『天津 獵犬』 に 於る やうに、 人の 魂に 追 ひ 迫らる る聖 皆 を 體し、 人 神に 和がん こと を、 

S 督に 代りて 切に 望み、 頻りに 勸 めて 息まなかった。 共の 說敎 には必 すゥ ー イング • トゥン 即ち 戀 

人の m 心 ひ を 寄せ、 如何にもして 說き 落さん と努 むる 如き 語調が あつたで あらう。 

『斯くて パゥロ 夜に 於て 一 人の マ ケド -ー ャ人 たちて 己れ に猜 ひ、 マ ケド I 一  ャに涉 りて 我-： g を 助けよ 

と 曰 ふ を 幻に 兌たり』 (ff  (！^ 1)。 こ は 近頃の 出版物 中、 最も 快 心の 讀物 たる 『ゼ • ヒ ッデン •  ロマン 

ス.ォブっセ.ーー ユウ • テスタメント、 新約聖書の 隱れ たる 物語』 に小說 よりも 面白く 說 かれた 一節で 

ある。 ルカが パゥ n を 其の 故鄕， に 誘 ひゆき、 福音の 宣 傳に 着手せ しめんと 欲して、 頻りに 之 を說勸 

め、 旣に餘 程 其の 心 を 動かし 得た 結果、 彼 をして 夢に 一 人の マ ケド- ーャ人 (ルカなる べし)、 海の 彼 

方に 現 はれ 出で 其の 渡り 來 らんこと を 求めて 已 まざる を兑 せしめた ので ある。 パ ゥ 口 は 上よりの 


せ默 止す に. E なく、 人の 必要、 土地の 求め 坐視す るに 忍びす、 總 ての 人に 對し 21^ さねば ならぬ^ 務 

ある こと を咸^ じて 傅 道に 赴いた ので ある。 

唯ト。 ァス より 海 を 越えて 歐洲に 入りし のみなら す、 進んで 羅 馬に： も-り (fiffluf? 一一)、 遂に 大 

西洋に 而 すろ イス パ ニヤまで も (M_ff? 。赴くべく 志した。 其の 志 次第に 擴 張し、 その 傅 道の 範園愈 

愈末廣 なる を 見た ので ある。 か I 神より 招かれた 事 梁であった。 

パゥ 。は 如何なる 旅行者で あつたよ。 共の 足跡の 至る ところ 天下に 遍く、  = ^に 旅の S? 難 を めた 

ので ある。 C: ら 共の 苦心した 狀を 叙べ て 曰く、 『われ 苦勞し HJ 彼等 (使徒た ちの 如き を 言 ふ) より 多 

く、 鞭 たれし こと 彼等より 夥しく、 獄に 入れられ しこと 多く、 死に 遭 ふ KJM 々なり』 (ff?i^ff)。 支 

.那 の 地 を 旅行し、 その 旅 ii 屋に 一 一回ば かり 泊った 經驗 から 想像して 見ても パゥ n が 傅 旅行の 勞 

苦 思 ひ 遣られる。 彼 は總て 他の 使徒た ちに 勝って 活動した ので ある。 自ら 語って 曰く、 『その 赐 はり 

し 御 斑 心 は 穴」 しくなら すして、 凡ての 使徒よりも 我 は 多く 働け り』 (fltf§)。 何人も これ を 目？ 见 まし 

く 感ぜ ざ K> を 得ないで あらう。 

バウ 口の 傳道 はまた その 効 5^ に 於て 驚くべき ものであった。 シリャ の アン テオ ケを 始め、 南ガラ 

チヤの 都市より エペ ソ など、 亞細亞 の 各地 は 言 ふ も 更なり。 ギリシアの 名邑大 都、 さて は當時 天下 

の 中心 世界の 首府であった 羅 馬に 至る まで 道を傳 へ、 多くの 人 を 基督に 導き、 敎會を 建て 傅 道 者 を 

訓練し、 筆 を 執って は 不朽の 愤値を 具へ て、 常に 精神 界に 新たなる 進路 を M くの 動力 を み蒂 ふる 書 

傳道 者と しての バウ 口  er〇一 


SL〇 二 


If しての。 ハウ。  、 き 流れ を！^ みて 精 tl す ことが 

i 遣した。 ォ！" もの PP た 1""^^^^^^^^ 

飾って ，「。 『麵 f  Q 信仰の 供物と して 獻 けん r 一  じ、 D 斬た こせられ たる 魂と は 正 

I はん、 I^Hi  f 之が， ためにた t  t は？、 餘り あると ころの 

しく 狼が 祌の前 i じず 1" 其の 苦 勞をも 死 を も 償 ひ ,に め. i 

f しき f  い" らいめ た， である。 I. 『ユダヤ にも 宣 

寧 ノた奉 代と 霧 衆と をして 新の.. チ， 一， り i うべ、 狼 は 之 を 恥と せす して おおの 

窜  文よ， P との； i: の 大能』 である 

t て 信す る もの を 救 はんとの プ  , 
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『反って 已を 空う し、 僕の 貌 をと リて 人の 如くな れリ。 旣に 人の 狀 にて 現 はれ、 已を卑 うして 死に 至る 

まで、 十字架の 死に 至る まで 順ひ耠 ヘリ。 この 故に 神 は 彼 を 高く 上げて、 之に 諸々 の 名に 優る 名 を阁ひ 

たり。 これ 天に 在る もの、 地に ある もの、 地の 下に ある もの、 悉く ィ ェ ス の 名に ょリて を g6、 も 

ろ もろの 舌の、 「イエス • キリス 卜 は 主な り」、 と 言 ひ あら はして、 榮光を 父なる 神に せん 爲なリ 1- 

(ピリ ピ書 二の 七！ 一  1 ) 

『斯 く- 義と 認められた リ」 と錄 したる は、 た 彼等の 爲 のみならず、 また 我らのお なリ。 我らの、； 丄 イエ 

わ スもを 死人の 巾より 甦らせ 給 ひし 者 を 信ずる 我ら も、 その 信仰 を義と 認められん。 、王 は 我らの 3^ のために 

付され、 我らの 義 とせられん 爲 に蹈ら せられ 給へ るな り』。  (口 マ齊 h: の 二三— 二 五) 

ルカ 你の 第二 十叫牵 十九 節に ある 處を 御覽 なさい。 これ は エマオと 云 ふ 村へ 行きます る 途屮、 ィ 

エスが 復活 せられて、 二人の 弟子に ぉ會 ひに なりました、 その 時の §i 答の 巾に ある 言葉で あ，^ ま 

す lb 『如何なる 事ぞ』 とお 問 ひに なった のに 對 しまして、 答へ て 云 ひます に は 『ナザレの ィ 

エスの TrT なり、 彼 は 神と 凡ての 民との 前にて 業に も 言に も 能力 ある 豫言 者な りしに、 祭司 おら 及び 

我が 司ら は、 死罪に 定めん とて 之 を 付し 遂に 十字架に つけたり。 我等 は イスラ H ルを賴 ふべき 者 は 

この 人な りと みゐ たり』。 これ は イエ スの 弟子 共が 佝ぅ云 ふ 風に イエ スに s.ri を喊 して IH^ つた か、 

毛，^ る 現 はして 居る。 即ち 『我等 は イスラエル を聰 ふべき 者 は、 この 人な りと. き • みゐ たり』 と 云 
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ひ (^故なら ば) 『彼 は 神と 凡ての 民との 前にて 業に も 言に も 能力 ある 豫言 者な り』、 と 云 ふので あつ 

で、 おりさう 云 ふ 偉い人であった から、 大に 希望 を囑 して 居った のです。 然る 處 遂に ィ， エス は 捕 は 

れて、 あの 様な 無慘な 最後 を 遂げられた。 佝ぅ云 ふ 風に 彼等 は^ 望した か。 此問或 新 問に 前の 獨逸 

皇帝 カイゼルの 近頃の 寫 露が 出て 居た、 窶れ 鬼て た 誠に 氣の 毒な 様子です。 あれ を御覺 なさる と、 

..當 時の イエ スの 弟子の 心 持が 解る でせ う。 獨 逸の 皇帝 は 非常な 野心 を 以て 思 ふ 存分に やっての けよ 

うと 考 へたの だ。 けれども 忽ちに ああ 云 ふ 風に 失敗して しまった、 どんなに 落 噴した もの か、 赏に 

思 ふ も氣の 毒な 次第で ある。 丁度 それと 同じ 様な 心 持が イエ スの 弟子に あつたで あらう と 思 はれま 

す。 祈 Iffl 希 を 嘱 して 居った のに、 斯 かる 始末に なると は 實に殘 念な ことと 失 極め 落膽し 切つ 

たでせ う。 佝 ももう 手に 付かぬ やうで あつたで せう。 獨逸 皇帝の： 胡、 を 新聞紙の に はる やうな こと 

であった らうと 思 はれます。 處が 我々 が 今日 祝って 居る 處の 復活 架 日、 =1^:: の此 日の 後 はどうで すか 

.大 變に變 つた、 不思議に 變 つた。 彼等 は 喜びに 滿 たされた、 又 感謝した。 それに 信者 同志の 關 係が 

お 吊に 親密に なりまして、 その 變り 方と 言ったら 實に 驚く の 外 はない。 彼等 は どんなに！？^ 氣 付けら 

1- たか、 喜び勇ん だか、 滿 足した か、 感謝した か、 又 如何に 協同の 精祌、 相愛す るの 精； W か 溢れる 

铲 うにな つた か。 それ は 外で はあり ませぬ、 詰り 活ける キリスト を i^l め、 復活に 依って 活ける キリ 

スト を Pi め、 そして 又 暫くし ますと、 ペンチ コスモの 時に 御 霞が 降った、 キリストの 力が 彼等の 心 

に 著しく 現 は，：. た。 その 心の中に 盛んなる 精神が 漲ぎ り 流れて 來 たのであります。 如何しても 共處 


に 活ける キリ ス トを 認めざる を 5：： ない、 ただ 復活^ 日に 於て られ たる キリ ス トを ：n5-J けた その r お 

く氣 高い 不思 fS なる 處の御 姿が 彼等の nl に 遮へ ざったと 云 ふ 許りで はあり ませぬ。 彼等 は その 魂に 

於て 非 C おな 力 を 受けた のです。 活ける キリストの 御 乎が 彼等の 魂に 明らかに 向って るの だ。 彼等 

の 魂 は^り Si かされ、 引き h げられ て 居る ので ある。 其處 で以ュ l にも S より キリスト をハゅ 敬して 居 

つて、 是は豫 て！； 民 年來の xl^s 一 ，である 處のメ シャ其 人で あると^う 思って 居り ましたが、 然し イエ 

スの 復活され た 後に なりまして は、 ^！^ 寸の キリストに 對 する 虔の考 方が 變 つて 参りました。 是には 

； 隨分 糾" しい 舉說 もあります。 然し 或る人の 云った 通り、 當 時の イエスのお 千 共の こと は、 所 

g 叫 5^1 敎說と 云 ふよりも、 寧ろ イエスに 對 する 處の心 持、 アツ チチュ ー ド である。 即ち キリストに 

對 する 處の 一 つの 態度で ある。 それ は 何う 云 ふ 態度で あつたかと 云へば 即ち キリストに 對 して^ 依 

する、 英語で 云ふデ イヴ オシ ョ ン である。 デ イヴ オシ ョ ンと云 ふ 言葉 は 何う 詳して よい か、 .i^ は 俗 

に 巾し ます 處の信 神と 云 ふ 一一 一一 i がそれ に 常る かも 知れない。 或は 身 を 獻げる 程に 心を竭 して 之に 仕 

へる、 さう 云 ふやうな 意味が 能って 居ります。 その 歸依、 獻身、 奉仕、 信心深い 處の誡 を 之に 獻げ 

る その 次 は 服從、 キリストに 服從 する、 絕對 的の 服從、 又 何時も この キリストの 御出で を 待つ、 キ 

リスト を 寺ち 望む、 益々 新しく 益々 深く キリスト を 味 ひ 知る ことの 出来る やうに、 これ を 持ち 力け 

られる キリストに 對 して は 其 味 ひ 極まりな しと 云 ふ 處の熊 鹿 を 始終 有って 居ります。 或 人 は 巾し ま 

した、 人間が 祌に 向って W 待す る處 のさ を、 主 イエス は 我々 に與へ 得る、 祌に 向って 求む る、 祌か 
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ら どうか 得たい と 思 ふ處の その 期待す る處 のこと を イエス は 確かに 我々 に與へ 得る。 街う 「ムふ 風に 

確信す る。 さう 云 ふ 心 持 を 以て イエスに 仕へ るの が 即ち 弟子 共の 常時の 精神 狀 熊であります。 

共處で 彼等 は コ リ ント前 衆 = 第 十六 章の 終の 方に あります 處の m  、『我 バウ 口  a^f を もて： 化ら に 安否 

を 問 ふ、 もし 入、 主 を 愛せす ば詛 はるべし、 我らの 主き たり 給 ふ』 がよく 味 はれる。 丰： はいらつ し 

やる、 とほ， JT^ff ので ある。 彼等 は 只今 申 上げた やうな 意味に 於て、 イエスに g 依し、 之に 士 I 

く倾 ける、 分明に 志 を 傾けて 仕へ る。 又 キリスト を 待ち受ける 、『、王き たり 給 ふ』 と 待ち や. む、 そし 

て 常々 主の 名 を 呼ぶ ので ある。 主の 名 を 呼ぶ と 云 ふ 事、 是は彌 陀の名 號を唱 へる やうな ことの 隨分 

廣く行 はれて 居る 日本に 於て は、 幾分 その 意味が 解りよ いか も 知れぬ。 主の 名 を 呼ぶ と 云 ふの は、 

詰り、 王 イエスに 向って 神 を I？ 美したり、 神に 祈ったり する やうな 心 持、 その 熊 度 を 以て 之に 仕へ る 

の を 意味す るので あります。 まあ さう 云 ふ 意味 合であります。 ペチ 口前 霄 第二 平の 八 節に、 『汝 らィ 

エス を 見し ことな けれど、 之 を 愛し、 今昆 ざれ ども、 之 を 信じて 言 ひがたく、 かつ 光榮 ある 一^ i を 

もて 喜ぶ』 と あるが、 之が 當 時の 基督 敎 です。 ペチ "や、 ョハ え、 バウ" などの 心に きえて 居った 

信仰が これ だ、 又 これ は 復活され た キリスト を 認め 又 マての 活ける 力、 ぺ ンモ コスモ の 曰に 受けた や 

うな 活ける 力 を 身に 驗 した 宵. 驗を言 ふので あって、 さう 云 ふ舆說 を乖： れて 居る と 云 ふので はあり 

ませぬ 氛 說の极 木で ある ま-の、 其の 材料で ある 處の、 叉 其の 據り 所で ある 慮の 魂の 熊 度、 去 だ 見 

ざれ ども これ を 愛し 之 を 倩 じて、 云 ひ 難い 喜悅 を！^ 驗 して 居る、 其の 經驗 から 來 たこと であり ま 


す。 そこで 断く 活ける キリスト を 倩す る： 五 が、 今日 祝って 居る の、 そのせ- 5 味に 於て キリストの. 

復 JSHVe" じて 居る X は、 ；！^？り！ニっのことをちゃんと^驗するゃぅになる、 明らかに. H: 分の 身に 感得 

めいく 

する、 艚驗 する、 確と さう 云 ふ elM 〜んが 各. ITE の 心に 生す る、 誰 にも 其の 覺 えが ある やうになります。 

夫 は 何で あるかと っム ふと、 は祌の 力、 祌の 威力で ある。 今 曰お バ此 所に お まりました 者が I 

* 先に 思 は せらる る こと は、 どうか 御 同様 確と それ を 信じたい と 思 ふこと、 又 その 信仰に 依って 本 

常に 引付けられ たいと 思 ふこと である。 此の世 ra^ に 祌が實 在して 居られる こと、 その 神の 威力、 そ 

の 成？ 1、 その 勢力 は、 如. 1： 云 ふ 種類で、 佝れ 程の もので あるかと 一 K ふこと は、 この 復活に 於て 認めら 

い き ほひ  はたらき 

るので ある。 H べゾ， 第 I 草の 十九 iai 一十 節 を御覽 なさい、 『神の 大 能の 勢威の 活 iis; によりて 倩す る 

ちから 

我らに する 能力の 極めて 大 なる を 知らし め 給 はんこと を 願 ふ。 祌は その 大能を キリスト のうちに 

働かせて、 之 を 死人の 中より ill らせ、 天の 所に て已の 右に 一 せしめ』 とあります。 即ち この 世界に 

は、 キリスト を 死の 中から ill が へらせ 給 ふた 大 能の 勢が 働いて 居る と 云 ふので ある。 祌は その 大能 

を キリストの 中に 働かせて、 之 を 死人の 巾より らせ給 ふたので ある。 この 祌の 威力、 キリストが 

§1 ら せられた やうな^ 類の、 さう 云 ふ 性質の、 さう 云 ふ 風に 働く 處の成 力が この 世界 を 支配した な 

らば、 世上の 事 は 大に變 る ことで せう。 どうかお 互は國 のこと も 世の中の 出来事 成 行 も、 何もかも 

悉く この キリス トを 死より 鍵が へらせた 大 能の 勢の 支配す る處 であると 云 ふこと を 確と 心に 止める 

やうに したい。 この 復活^ 日に 於て、 我々 は 第 I にこの 事を攀 びたい。 

高く 上げられし 耶穌  四〇 七 


高く 上げられし 耶觫  四〇 八 

第二に 我等の 主ィ ェ ス* キリストの 現在の 光榮は 1^ であ るか、 何う 云ふ榮 ある 處の御 姿を^って- 

いらっしゃ るか、 之 を 學んで 見たい。 キリストの 光榮 ある 處の御 姿 を この 復活 聖日に 於て、 或は 遙、 

に 望む やうな 心 持、 或は 親しく その さ を 心に 經驗 する 疑ない 處ゎ 紛れ もない 處 の事實 として これ を 

確と 心に 収める。 感銘す る やうに ありたい。 キリスト は 何う 云 ふ 有様に なられた か。 ピリ ピき第 一 

章 六 節から 以下 先刻 讀 みました 處 あれ を 御覽 なさる と、 よく 其 事が 害いて あります。 バウ 口な ど. 

も 10  く 

は、 さう 云 ふ 風に キリストの 事 を 信じた のであります。 『この 故に 祌は彼 を 高く 上げて、 之に^ 般の书 

に まさる 名 を 賜 ひたり、 これ 夭 に 在る もの、 地に 在る もの、 地の 下に ある もの、 悉く イエスの 名に. 

よってお ぶ を 屈め、 a もろもろの 舌の 『イエス • キリスト は 主な り』 と 言 ひ あら はして、 榮光を 父な. 

る；^ に^せん 爲 なり』。 確かに この 復活 聖日に 於て、 吾々 は ナザレの イエス は、 現在 活々 として、 そ 

して 斯 かる 光 榮 ある 狀 態に いらっしゃる こと を 確と 認める ので ある。 バウ 口 の 言に、 『、王 ィ ェ スは 我. 

等の 義と せられん が爲 めに 醒れ り』 とあります。 我等 はた だ キリストの 十字架の 道 を 信じて 罪の 軟 

を 受け、 神の 子と 稱 へらる るに 至った ので ある。 けれども 肉體の 上に 色々 の 病氣が あり 禍が ある や 

うに、 魂に 於ても さう です 却々 險荐 だ、 之 を 憂慮せ すに は 居られない。 何う して 魂の 救を完 ふし 得 

るか、 之を眞 面目に 考 へて 御 覽 なさい。 眞 面目に この 自分の 救の 問題 を考 へて 見るならば 如何して 

も 活ける キリスト、 我等 を義 とせん 爲 めに 輕れ りと ある 處の 活ける キリストの 御手が、 常に 我， の 

上に 添 へられなければ、 片時 も 安心 出來 ませぬ。 それ 程に 我等 は 薄志弱行な ものである。 祌の阔 に 


生まれました けれども、 1=^ た繊； いもので ある、 顿り少 いもので ある。 そこで ける キリスト を耍 

する。 この 復活 i^, 曰に 於て、 ピリ ピ霄 第二 章に 喾 いて ある やうな 意^で 主 イエス を 憶 ふ、 その 光榮 

を 仰 ざ S にみ、 その 力 ある 處の 御^、  ^深い 思 召 を 深く 感^す る。 我等 は 今日の 節 曰に C "り、 この 活 

ける キリストの 光榮 ある 姿を鮮 かに 望む 心灿 が出來 るので あります。 

叉 ハ：？ ^三に は、 我々 は 遂に 死に 勝つ と 云 ふ、 この 希望 を與 へられる。 何故ならば 玆に その 約^ を與. 

へて る、 その 保 證を與 へて る。 人間と 云 ふ もの は 決して 現在の 俊で 終るべき もので ない、 我々 

の 愛する *f が 塚穴に 埋められた、 燒 場の 煙に なって しまった、 それぎ りで 去る もので ない。 人 の 

將來は 主 イエスの 復活に 於て 現 はれて 来る。 主ィ fl スの 復活が、 即ち 人の 永遠の 生命の 約束で あ 

る、 1 だ、 保證 だ。 ピリ ピ愈暴 三 章 二十 一節に、 『彼 は 萬 物 を 已に服 はせ 得る 能力に よりて、 我等の 

卑しき 狀の體 を 化へ て 已が榮 光の 體 に^らせ 給 はん』 と ある。 これが 復 沽の敎 です。 お^ 今日 歌つ 

た 『うる はしき. HTB 合の さ ふやき』 の 歌よりも つと 切なる 意味が ある。 多くのお 方 は 確かに この 慰 

めを耍 k してい らっしゃる だら うと 思 ふ。 どうぞ この 聖日に 於て、 人生の 色々 な 問題、 資に 碑；？ 瀬な 

く感 する やうな 氣分を もって 居られる お 方 も ある だら う。 この イエ スの 復活に 依て 敎 へられ 保證さ 

れた 神の 威力、 キリストの 榮 ある 處の 現在に 於け る 御榮、 叉 キリストの 復活の 中に 我等と 我等の 愛 

する 者が 死に 勝ち、 勝ち得る 處の御 約束、 この 三點 をよ く 心に めて、 そして 慰安 を も、 力 をも與 

氣をも 賜 はって、 色々 の 事 を 本當に 基督 者ら しく 處 m はしたい ものであります。 2 九 二-一年- - s) 

高く 上げられし 耶稣  .四〇 九 


言 ひ遨し 難き 神の 賜  四 一 〇 

言 ひ盡し 難き 神の 賜 

『言 ひ盡し 難き 神の 賜に つきて 感謝す』 (コ リント 後書 ルの 1 五) 

あ t 

世に は 悪事 や 偽善が 盛んに 行 はれて 居る ので、 容易に 善 を 信じない やうに なつた。 彼 は 綿羊の 1^ 

を 被った 狼で あらう と 疑 ふ。 道 德の信 W が 酷く 衰 へて 了った。 獻身 する もの も、 已を權 牲に俱 する 

如き 事實 も、 域 皮肉なる 批評の 目標に される。 實に淺 li しい ことで ある。 如何 か 他人の を 信じて 

ほどこし  と-,^ しき 

歡迎 する の 風が もっと 盛んになる やうに したい。 バウ 口が 『この 施 濟の務 はた、. -に ii^ 徒の 窮乏 を 補 

ふの みならす、 充ち 溢れて 祌に對 する 感謝 を 多から しめ、 神に 榮光 を歸 し、 且つ 神の 汝 等に 賜 ひし 

優れたる 恩 jsl 心に より 汝らを 慕 ひて 汝ら のために 祈らん』 (g ィぉ 一) とコ リント 人を稱 ij^w し、 彼らの 

に對 して 滿^ の滿足 を 表した と 同じ やうな 精神が 行 はる、 ならば 世 は 如何に 和氣 になる であらう。 

妄りに 善 を^す よりも、 之に 瞞 まされる が 優勝で ある。 

彼の 大戰に 際し、 ァ メリ 力が 蹶起して ウィルソン が 堂 々 たる 宣言 を發 表した とき、 世界 は 其の 任 快. 

の 精祌に 驚かされ、 皆 其の 道德的 颶風の 前に、 僻 易した ので ある。 主我 的の 政策に 餘念 もな く 見え. 

た 阈民は 殆んど 後に 瞠若た る狀 であった。 常々 志 を 高尙に 持って 居る さ を 努めた 人々 は、 大いに 

ほめ あ 

を黉 揚げた。 さすが は 共 敎國 よと 感じた もの も頗. る多數 であった らう。 然る 听. 忽ちに して ァメ  =v 


力の、 干： 張 は 日本に 對 して 不利で ある。 國際 聯盟に は 不忠 實 である、 食言の 謖をせ れ ない、 北ハ 排日 運 

動 は 如何なる 沒 人道で あるよ、 彼の. slln のリ. 面に は 虎狼に 等しき 惡 が^んで るで はない か、 など 

、呼ば はる ％ が 哈- すくなって 來た、 前 曰の 『ホ ザナ』 は 遠慮 もな く 『十字架に 附 けよ』 っキ奐 に早變 

りした。 其 所までに は 至らざる にせよ、 少く とも 沈 默を餘 儀な くせられ た 人 も，. v\ かつ 二で あらう。 

アメリカの 政策に 就きて は 非難すべき 點も あらう。 聯盟に 對 する 舉 動に も 不審 は あらう。 曰.：^ を 

、てな 

遇す 共の 极； J ぶりに、 七^ 難き ところ も 多から う。 アメリカ は 決して 理想的 國 おでない。 吾人の 買 

ひ 被った ところん あるに 相逮 ない。 然し！： 情 も 異なって 居り、 彼我 利害 を 同 ふせざる ところ も 多 

く、 歐 米の 外交に は 吾人の 相 (像し 得る ほかに 吾人の 同情し 得る 以上に 種々 の 人り 机んだ 察 柄が 

して！ 5 る。 此 らも， 鋭 切に 考 へて やらねば ならぬ。 彼の 政 $ ^について、 是非の 論 は 他の 機 <t を f:- つと 

して 此 所に 一 言した き は、 アメリカ にも 國際聯 に 熱心なる もの 人 頗る 多い と，.，；； ー卞 でら る。 

世界的 平和の ため、 人道の ために、 聯盟の 成立と 其發 達と を 切に 希 ふて、 之が ために 傅す る 

もの や 努力す る ものが 頓. る 多數 である、 とても 日本の 及ぶ ところで 無い。 其 効^ 何れの にまで 

逹し 居る か は 別問题 として、 世界と 人道との ため に齊〕 戰 苦闘 を 精け つ A あ る 有志 の ァ メ リ 力に 夥 

あ も 0 

しく 住んで ゐる こと は 疑 ひもな き事實 である。 囊に 懲りても 膾は 吹かぬ も のぞ。 非 を 非と し、 „: 疋を 

是 として、 自他に 對し總 て 公平なる 批！： を 下す 心 懸け を缺 くま じき ことで ある。 十月 九日の 口 ンド 

ン 『スぺ クテェ トル』 に 欧洲に 於け る アメリカと 題した 論文が 载 つて 居た。 其の ー笳に 门 く、 ァメ 

言 ひ盡し 難き 神の 賜  四 I - 


言 ひ讒し 難き 神の 賜  ral 二 

リカ は 平和 條 約の 批准 を担絕 し、 其の 必要 最も 切迫した 場合に 同盟 諸 國 を見棄 て、 世界 改造の 仕事 

から 手 を 退いた と 謂 ふ 評が 流布 せられて 居る。 然し 事實は 如何で あらう か。 アメリカ は。" mp! にて It 

羅 巴の 改築 及び 其の 救助の ために 自餘の 諸 强國を 一 つに 纏めた るよりも 多く を 現に 負擔し しつ 

つ ある。 アメリカ は國 民、 人種、 宗敎、 若く は 政策の 何で あるか を 問 ふこと 無く、 唯 だ 人類の 必要.. 

と認 むる ところから、 吹聽 もせす、 極めて 着寳 に、 甚だ 有効に、 幾多の 社會的 奉仕 を 行って 居る。 

はだか 

其の 派 遺した 事務 M は 歐洲の 各處に 殊に 婦人 や 子女の 間に、 生命 を 救 ひ、 病 者 を 癒し、 赤 n ゆなる に 

着せ、 飢えた るに 食を與 へ、 至る ところ 希 S ェ、 慰安、 及び 光明 を充 しつ X ある。 無論 アメリカの 拔 

助 も 僅 々必要の 一部分に 應 する こと を 得る のみで ある。 然し 之な くば 歐羅巴 は 如何にな り 行く であ 

らう か。 想像す る だけにても 戰慄 せざる を 得ぬ ほどで ある 云々。 領土 慾、 商業 愁、 などの ほか 餘 念 

なきが 如くに 見 ゆる 所謂 列强國 民の 間に 斯の 如き 精祌を 抱く 多數の 人た ちの 在る と 謂 ふ は^だ 赖も. 

しき ことで ある。 日本 國民 たる もの は 人類の なかに、 斯る 事實の ある こと を 認識して、 公平 を學 

ぴ、 謙 適 を敎 へられ、 內 にも、 外に も、 大いに 改善し、 ffi 與 すると ころが あらねば ならぬ。 吾人 は 

バウ n のコ リン ト 人の 善 を推獎 したやうな 氣分を 有ち たきもの である。 彼 は斯の 如き 殊勝なる 博愛 

義俠 の美舉 ある を 見て 大いに 歡ぴ、 祌を f? め稱 へて、 其の. H つて 來る ところに 溯り、 此れ 偏へ に 碁 

醤の 世界に 降下せられ たさと、 其の 十字架と に. H りて 人の 救 はれた ことの 結 である を 知った。 此 

みな 其の 言 ひ 盡し雞 き 恩寵に 感激し、 些か にても 之に 做 ひて 報恩の 志 を 表さん と 欲する の 動機から 


生じた 事實に 外なら ざる を 認めた ので ある。 

^穌基 好 は祌の 賜で ある。 祌の世 を 愛し まる X は、 北 ハの獨 生 子 を 賜 ふた ほどで ある。 『あ- -、 祌の 

S5^^i知識との富は深ぃかな。 其の 霧 判 は 測りが たく、 其の 途は 尋ねが たし』 一一  1)。 『； t は 我ら 

の 求む ろと ころ 我らの m 心 ふところよりも いたく 勝れる HJ をな し』 たま へ 「ぢ Ig) 故に 一一 一一" ひ！^ しが 

たき 賜と は 美した ので ある。 くり をます も 近い。 吾人 は 此の 言 ひ盡し 難き 祌の 賜に 深く m い： を iM め、 

其限.^なき意義の 一 端だけにても味ひ得たぃと思ふのでぁる。 此 所に 基 敎道德 の 根柢が ある。 コ 

リント 人の 慈 ま-のみなら す、 吾人 も 同じ 流 を 汲みて、 愛の 道を學 ばねば ならぬ。 

フルベッキ 博士 は ほ 原 益 軒の^ 訓を 請んで、 日本の アディソン であると {n はれた。 の 常 Kc は 

1： く  1^ き、 § 水訓は 確に 所謂 和學者 等の 見た よりも 高き 惯俯を 具へ て 居る。 西洋人の M- ッセィ と IT 、へ 

てん 餘りヶ \ く遞色 は あるまい と 思 はれる。 四季 祈々 の 眺め を 首め として 人生 は § 水 しき 事に 滿 されて 

居る。 感謝すべき 賜が 何れの 方面に も 見出される。 詩篇に は此 等の 賜 を 感謝した 一一 一一：： が， NN  く 請 まれ 

る。 此處に i^:^ 敎の 雄々 しき 晴々 とした 人生 觀が味 はれる。 生命 其 ものが 旣に 感謝で あらねば なら 

ぬ。 创世 記の 第 了 $ 十に は 萬の ものの 造られた ごとに、 祌之を 慕と 見 給 ふたと 番 いて ある。 ，に 道理 

な舰察 だ。 断く の 如く 世界 は祌の 賜で 充滿 して 居る。 感謝して 生活す るの が (：£ 然 である。 然し： 人 地 

たと 

問何處 にも 耶穌 基督に 及ぶべき 祌の賜 はない。 其 尊と さ 比うる にものがない。 。ハウ 口の つた，^ く 

11 一一 口ひ識 し 難き 賜で ある。 

言ひ^.,^し難き神の賜  e:  ニニ 
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第一 吾人の 感謝せ ねばならぬ は、 ナザレの 耶穌 である。 耶穌と は ナザレの 村に 木工の 子と して 

はら 力ら 

生 ひ 立ち、 自ら も 木工であった。 耶穌は 人類と 同胞であった。 其 天 眞爛熳 にして、 祌と 人と に 愛せ 

.  なん ぢ  まさ 

られた 品性の 氣 高く 美 はしき ことよ。 舊 約の 詩に、 爾 人の子に 較 ぶれば 最も 美 はし \ と あるの が 正 

しく ナザレの 耶穌 に相當 した 文字で ある。 近時基督條の硏究愈々精密になった結£5^^して、 邪穌の 

品性の 惯做 絶倫で ある ことが I 歷 明かに なって 來た。 全世界の 至寶 である。 精神 界に 於け る大 いな 

る 感化の 源泉で ある。 幾多の 有志 家 や 改革者 は 其 刺激 を 受けて 啻 起しつ. - ある。 ナザレの 耶 穌は哩 

想の §2： 現で ある。 

第二 然し ナザレの 耶穌は 基督で ある。 彼は歷 史的の 人格で あるの みならす、 基督 者の 信仰と 禮 

拜 との 對象、 活る 神の 子基脊 である。 單に 人^の 範圍に 於て 之を崇 むる に は餘り 大きく 祌々 しく 感 

ぜられ る。 人 を 超越した 分子が 耶穌の 人格に 現 はれて 居る。 吾人の 靈的 實驗に 於け る 邪穌は 人類 

を 超越せ る 神の ひとり 子で ある。 之に死生を託し罪の赦しと救ひとを^^ねて少しも危ぶむべき必-要 

、ゝ 、 0  U 丄， み »  e  ^.  5  -a: はだか  あやうき  つ K?  は t 

がない Bfl 苦 も 迫害 も， A 鈕饑 も、 ， 徘裎 も、 危險 も、 刀劍 も、 基叔 の 愛より 吾人 を絕ら せる ことが 

出来ない。 其 愛の 握力 は 全能で ある。 世の 與 ふる 如きに 非ざる 平安 を 常に 吾人に 與 へられる。 ，！^ を 

も 靈魂を も 獻げて 我 主よ 我 神よ と 之 を禮拜 する ので ある。 默示錄 に 次ぎの 如き 語が 兑 える。 OK に 一 

つの 寶座 設け ありて 其 上に 坐す る もの ある を 見たり。 二十 四 人の 長老 其 前に 伏し、 之 を 禅して、 已 

かん^リ  た ふとき  み 11V る 

. の 冕を投 出し！：： ひける は、 主よ 爾は榮 と 尊貴と 權 成を受 くべき 者な り、 爾は萬 物 を 造り 萬 物 は 旨 


にょり保ち且造られ.；ーり』。^^,ゎ1$::は断くの如く崇め尊まれるのでぁる。 ナザレ の耶穌 即ち 是 である。 

使徒 パ ゥ Q  I：： く T 爾舊 われらの、 王耶穌 Si 赞の恩 を 知る。 彼 は 富める なりし が 雨 W の爲に 13- しき 者 

となれ り。 是爾曹 が 彼の 乏 によりて 富める^ とならん が爲 な.^』 お 1、 

ナザレの 耶穌、 活ける 祌の子 基督 は、 言 ひ盡し 難き 神の 賜で ある。 先 づ之を 賜った 動機、 即ち 愛 

に 於いて 言ひ盡 くし 難い。 人の 心 を 以てして は 到 之 を 測り 知る ことの 出來 難き ほど 廣大な 愛で あ 

る。 恩寵 を經驗 したる 基 好-者が 之に 驚嘆す るの みならす、 天の 使 も 之を奇 しとして、 f? 美の liJ を 絕 

っ^^-が出來なぃ。 獻身 犧牲は 人間に 於け るよりも 神に 於いて、 先づ 最も 完全に 事 M となって cl^ るの 

である。 

次ぎに 茶 傅 は 祌之を # に與 へられた 方法に 於て 言 ひ 遊し 難き 賜で ある。 ユダヤの ベ ッレ ヘムの 槽 

みつ とりつみ びと 

に 生れ、 舉 問の 人で も 無く、 富 もな く、 門 地 もな く、 木工より 出身して、 稅. 肝 人の 友た るに 甘ん 

じ、 謙邁 で、 街衡に 叫ばす、 頭 を 枕す る 所 もな く、 終に 十字架に 懸けられて 死なれた。 共 一生 は認 

しかた  も 

めら れ ざる 愛、 報いられざる 犠牲であった。 もの を與 ふるの 方法、 獻 身の 態度、 之より 美 はしく， 

床しく、 祌々 しき は 他に あるまい。 吾人 は 人 を 愛し、 物を與 へ、 世の 爲に身 を 權牲に 供す るの 悠度 

しかた 

と 共 の 方法と に 於いて 耶穌に 擧 ばねば なら ぬ 。 

又4_^:1^:は其の効カと結£;^^に於てー百ひ盡すべからざる賜でぁる。 之に よりて 吾人 は 罪の 赦し を受 

け、 共の 囅紗を 脆し、 死より 生に 移り、 暗きょり 光りに 人る。 罪と 自然界との 奴隸！ 躍して 祌の 子と 

言 ひ 蠭し 難き 神の 賜  B1 五 


ーーーー11ひ^.^.>難き神の賜  in 六 

なり 得る ので ある。 『憂 ふるに 似 たれ ども 常に 喜び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富まし、 何も 有 

たざる に 似 たれ ども 凡ての もの を 有て り』 GSIi^w.ts>。 死 も 眠る が 如くで ある。 遠く 外 固に ありて 獨 

り危險 なる 手術 を 受けつ」 ある 女性 も此 賜に よりて 平和 を 保ち、. 病院に 寂しく 死を遂 ぐる 裳 婦も宛 

^親の 懷に 休息す る嬰兒 に異ら ざる 安靜を 示す さが 出来る。 此 賜の 効菜實 に 驚くべく、 言ひ盡 すべ 

い ろぁヒ 

からざる 深さ. をお つて 居る。 只 だ 現在 然るの みならす、 永久 其の 褪す、 常に 新 である。 人 をして 

#、 味 ひの 翁り なき を覺 えしむ。 基督 はいつ も 朝の 如き 感を與 へる。 旭日 を 仰ぎ見る が 如き 心地が す 

る。 吾人 は 基督の 惠を 經驗し 始めた のみで ある。 基 臀敎の 藤史は 使徒 行 傅 第一章 首 節に IE- ゆる 如く 

ゝ f  Z  すゑ ひろ  . 

(g) 邪 穌の行 ひ 始め 敎へ はじめ 給 ひし ものに 過ぎぬ。 愈末廣 である。 茶： 督は千 九 百 二十 年 前に 降 生 

せられた ので あるが、 他の 一 面より 見れば、 將に來 らんと する 榮 光の 君主で ある。 吾人 は 某 一 傅の 

臨 を 待つ ものである。 令 朝の §1 餐式 も、 『其の 来る 時までに 及ぶな り』 で、 基督！ ^ 臨の 約束と も 解せ 

られ る。 其 I 督は 永遠 を 胚胎して 蘊蓄 限りなく、 其の 効果 日々 に 新に して 叉 日に 新なる 祌の 賜で あ 

る。 實に言 ひ盡- くし 難き 神の 賜で ある。 

(一九二 〇JiH  二月) 


彼等 を 赦し給 へ 

(路加 傳 ニニの 二 六— 三 八) 

耶 卜卞 架に 釘 けられた 時、 卒は 葡萄 1^ に 沒藥を MM 和た 飮料を 之に 飲ませ やうと した。 然し 邪 

^はこれ をお 受けに ならなかった。 どう 云ふ譯 であらう。 一 體 此の^ 料 は 所 お 上の 御 慈悲と 云つ 

たやうな. 譯で、 -;^刑に處せらるるものの苦-:^を幾分か緩和すべく麻.|^藥として與ふるのでぁった。 

然し 邪穌は それ をお 斷り になった。 その 譯は 何で あらう。 

^  _ 耶穌 はへ は^ 雄々 しい 人です。 此 1^ 或少： やが u 曜 校に 來る， A に 就て 批. ばした と Si ふの を き 

ますと：どぅも：^曜s:5校と云ふ所は何だか^^bしぃ：淑分に乏しぃので嫌だ』 と 1:.:: つた さう だ。 督 

敎の. 5::^ に 出入りす る靑 年を兑 ると、 ^々とした 雄雄しい 様 が 乏しい。 それが； t に <：5{ は ぬと In ふ 

人が 時に 或は あるか も 知れぬ。 この 批？^ の^ 速て 居らぬ 場合 も 或は ある だら う。 敎八 n に は 色， な 人 

も來 るの だから 不幸に して 此の 批：^ に相當 する 人 を 懸 くる こと も あらう。 本 〈：E に 雄々 しい/、 物と 

はどう §;i ふ 人で あるか。 どんなの が 本 常に 弱々 しいので あるか。 之 を；.^ 定 する 標準が^^ つて： める 

と： Si 論 も にならぬ。 隨分 飛んでも ない 批評 を 誤解から 下す 場合 も あるで あらう。 然し 何れに して 

も斯 やうな 批_ ^は 敎， _t に 入す る 人の 大いに 心すべき 點 である。 

彼等 も赦し 給へ  四 一七 


彼等 も赦し 給へ 

けれども 吾ら の！^^ する、 王 耶穌を 御 なさい。 寶に 雄々 しい 氣 分のお 方であった。 せ、 の 十字架に 

釘 けられた 時 は、 大變 疲れて ゐ らしった のみなら す、 寰弱も^^！しく、 苦疲露に恐しく^^しかったの 

である。 然し それでも 麻痺 藥に掛 つて 前後 不覺 な肷 態の 下に 十字架に 懸けられ ると 云 ふこと をお 望 

みに ならなかった。 寧ろ 明らかな 意識 を 有って、 専 常に 雄々 しく、 その 苦痛 を 受けら るべ く覺 悟の 

^を 固めて 居られた ので ある。 如何にも 雄々 しい 氣 分が 其處に 漲って 居る。 耶穌の 倚 記 をお 讀 みに 

なると、 ，艇， 々同じ やうな 例が ある。 此所 ばかりで はない。 確かに 主 耶穌は 非常に 雄々 しい 氣 分のお 

方であった から、 此際 麻^ 藥を お受けに ならなかった ので ある。 又 其れの みならす 如何 か 明瞭な 意 

識を 有って 苦 疝を味 ひたいと 思 はれる 點 があった であらう。 爲 たいと 思 ふ 仕事 もあった ので あら 

みむね 

う。 爲 たいと 思 ふ 仕事 もま だ 遣って 居た。 言 ひのこしたい 言葉 もあった ので ある。 祌の g£:n や 人の 

上 を 深く 味 ふべき 機 會を與 へられても、 前後 不覺、 醉ぱら ひの やうな 有様で は 役に立たない。 どう 

か 明瞭な 意識で 精確と 其 を 味 ひたいと 思 召された ので ある。 十字架 上、 祌の 思お を 熟く 味 ひ、 卯の 

意味 や、 之に 伴 ふ 苦痛 を も 十分に 味 はねば ならぬ。 味 はるべき こと、 深く 經驗 すべき ことが 尙澤山 

あった。 人心地 もな き狀 態で は 其れ も 役に立たない。 其れで 與 へられた 麻 、を 拒絶され たので あ 

る。 人間 は 老衰しても、 货 乏しても、 或は 非常な 苦痛に 陷 つても、 境遇 や 事情が 色々 變る il に、 尙 

； に 仕へ、 人の 爲 めに 心 命； _i し をすべき ものが ある。 確り やらなければ ならぬ。 それ を 好い加減に 切 

り 上げて 夢路 を迪る やうな 狀態 になり、 心 や 魂の 睡眠 狀 態に 陷るを 僥倖して、 それで 聊か 苦 疝を免 


れ やうと 云 ふやうな 考へを 懐いて は、 神の 與へ 給ふ敎 訓を受 くる こと も 出来す、 その 意： 0：! を- ni- しく 

味 ふこと も出來 ない。 罪に 對 する 神の 淸き 愛の 反應を 十分に 感受すべき 必要が ある。 それ を 夢心地 

のうちに 葬って 終 ひたくない。 其 所 を 充分に 徹底した いと 思 召された もので あらう。 人 問 はた だ 得 

お：^ な 時 や 他 S 、な 時に 仕事が あるので はない。 耶穌の やうな 悲慘な 境遇 に^ち、 所 ii 未路と is つた や 

うな 場合に も 尙ほ爲 2^ せねば ならぬ ものが ある。 耶穌は 十字架 上 是非 其 を 仕遂げた いとい ふ ズ门で 

あった。 夢屮 では 出來 ない。 明らかな 意識が 必要であった。 それから 仕事ば かりで はない。 首 ひ遗 

さるべ キヌ I もあった。 耶穌 十字架の 上から 言 ひ^された 言葉 はま、 價値 現に 洪大で ある。 ！^：らはケ日 

その 一 つ を 研究して 居る ので ある。 若し その 時 麻埤藥 をお 飲みに なったならば、 引かれ 者の 小 ゆで 

どんな 熱 を 吹いても、 囈言 交りの 言 ST それ は 何の 役に も 立たぬ。 明瞭した 意識 を 持って 15 られた 

からこ そ £!: 首隻. 甜ー 々後世の 人 を 感ぜし めて 居る ので ある。 最後まで K 任 を さねば ならぬ と 云 ふ 

思 召であった ので ある。 我々 がその 御霄葉 を 味 ひ 知る HJ を 得る だけで も、 耶穌 が沒藥 の； ^化 和った 葡 

萄^ をお 飲みに ならなかった の は I 赏に 有難い Hi である。 

斯う r ムふ 風に 考 へて 来る と實に 耶穌の 人品の 氣高 いこと、 有難い こと、 美しい こと、 如： 1： にも 深 

いもので ある ことが 解る。 我ら も 世に 在りて は 色々 な 目に 遇 はねば ならぬ。 生身 を 有って おる。 士 口 

凶；^ 福變り 易い 人の 世で ある。 いつ 如何 云 ふこと になる かも 知れない。 どうか 狼狠 へたり なんかし 

て い、 臆^ な、 ただただ 苦しい ti いと 云 ふ ばかりに 捉 へられたくない ものである。 吾ら は此所 
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に 身の 嗜みを 深く 學び たいと 思 ふ。 

十字架 上 耶穌の 語られた お 首 葉 は 前後 七つ 程 ある。 その 一 つ は 先刻 請んだ 『父よ 彼 や を赦し 給へ 

其の 爲す ところ を 知らざる が 故な り』 である 彼等と は 誰 を 指した ので あるか。 赦し 給へ と は賺の HI 

であるか。 H ッケ • ホウ モと云 ふ 書物が ある。 基督 敎を本 當には 信仰し ない 或る 英國 の舉 おが 主耶 

ひととな 

を 批評して、 その 爲 人り、 その 人 問と して 如何に 尊く 魔し ぃ氣 高い 方で あるかと 云 ふこと を 書き著 

した 害 物で、 正しい 信仰の ない 人の 筆に なった ものと して は 實に贵 いもので ある。 その 巾に、 どう 

も 耶穌が パリ サイ 人 や、 サド カイ 人 やその 時事 件の！ 15 に當 り、 之 を 死刑に 處 せしめた 首 はば 發頭 

人、 その 悪事の 張本人な どの 爲 めに まさか 斯く 祈られた ので はなから う。 もはや 祈っても 役に立た 

ない、 彼等 は 絶望で ある。 絕 望なる 述 中の 爲め 故ら お祈りに ならう i$I がない。 これ はた だ 級 馬の 丘ハ 

卒の爲 めに 祈った ので あらう。 他の 猶太 人 は その 爲す ところ を 知らす と は 云へ ない。 彼ら は i=; 、の爲 

す 所 を 知って 居た。 故ら に捻ぢ くれた 量 見 を 以て 耶穌 に敵對 したので ある。 だから 彼^ は爲す 所 を 

知らざる もので ない。 爲す所を知らざればなりと云ふのは羅馬の！！^ハ隊ばかりだ。 この 祈 は羅： iiil のお ハ 

隊の爲 めに した ものに 相逮 あるまい と 論じて 居る。 この 說に 同意す る 入も少 くない。 然し ペンテ コ 

ステの 日、 ぺテ a が 猶太 人に 向って 罪の 悔 改め を勸 めた 一一 一一 1： 葉が 遣って 居る が、 それ を讀 むと、 こ は 

羅： it の 兄 (隊 ばかりで はない、 矢 張 祭司の 爲め にも、 パリ サイの 爲め にも、 總て耶 穌を慘 酷に 取扱つ 

た 猶太 人の 爲 めに、 默 げられ た昕 であった と 思 はれる。 然 ぅ解釋 する が本當 であらう。 耶^ は * た 


だ sfiil のに： ハ隊 —— ヒ から， ゆせられ たやう に、 土偶の 動く が 如き 仕事 を やった 兵隊の 爲 めに、 その 赦 

を 求められ たので はなから う。 i 非の 赦と云 ふの は -ら、 王 耶穌を 十字架に 釘け たと 云 ふ 罪の ぶーで 他の 

HJ では 無い。 他の ならば 誰に でも ある。 けれど 耶穌を 十字架に 釘け た 罪 を 指した のなら ば、 それ 

は 彼， 兵卒の 罪と は 一一 一一：： へまい。 彼 や ふ は 己む こと を 得す、 上から 命ぜられた やうに 行った ので ある。 

彼等 は. Gi: 分から 事 を 企らん だので ない。 彼等に 责任 はない。 K 任^ は猶な 人であった。 故に この 

『彼^』 は羅 -=,1 のに (隊 でな く、  ^太 人 を 指した ものと 解釋 される。 

耶 穌 は 現に 御 n 分 を この 慘 な 死刑に 處 しつ つ ある^ 太 人、 惡 事の 張本人ら の爲 めに この 析をさ 

れ たものと すれば、 どうも 不思議な ことで ある。 確に 世の 人の^ 迎の と は^ふ。 其所に^な^^种 

が 漲り 溢れ て おる。 迚も 齊通 の考 では 了解が 出來な い 。 

それにもう ； っ此 所に： び 意すべき 點が ある。 人 はたと ひ 自分で は 何の こ ともなく、  ^に 罪と も 思 

はす、 神 の 前に 恐 する やうな 感じ を 有って c めらぬ にせよ、 それだけ では： おまない ので ある。 自分 

さへ 意識せ すば、 それで. ：儿 しい。 問題 はない、 事 は 全然^ん で 〔$ る。 心. g する に 及ばない、 と 云 ふ 

なす 

風に へる 人 も あるら しい。 斯る 人が 多い かも 知れない。 然し 此所 を御覽 なさい 。『彼で は その 爲と 

ころ を 知らざる が 故な り』 で、 .s: 分 は 知らない。 氣が 付かない。 無感覺 である。 然し 無感 登、 無意 

識、 斷然 知らぬ と 云 ふ さ は 問題 を 取消す ことに ならない。 無意識で も 問 题は存 る。 多くの ユダヤ人 

の 無^識であった 週に 就て 耶穌 は赦 した まへ と 祈られた ので ある。 十字架 上 苦疝を 忍びて 故ら に 
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此の 祈 をされ ねばならぬ 程の 必要が 其 所に あつたの である。 

赦 罪の 必要 は 人の 罪に 對 する 神の ®^ なる 態度 條 かで はおるべき ものが あるより 牛-する ので ある。 まで 

書に は 之れ を祌の 怒と 呼んで ある。 此れ 神の g わなる 愛の 反應 である。 なる 愛 は 罪 惡に對 して 平 か 

であり 得ない。 快く あり 得ない 道现 である。 耶穌の 十字架 は 人類の 罪恶が 设も物 スく現 はれて、 其 

の 極 皮に 逹 した 場合であった。 祌の §^ なる 愛 は 之に 對 して 如何なる 反應を 示して 居た であらう か。 

極めて 深刻に SI だ 恐るべき ものが あつたに 違 ひない。 然し その 罪悪 を 犯しつつ あった 人た ち は 一向 

之 を 感じない。 全く 知らぬ 額であった。 その あ ひだに 獨り耶 穌之を 深く 感ぜられ たので ある。 どう 

しても、 其れ を その 儘に 過す KI を 得られなかった どれ 程の 苦痛が 御身に あつ て も 其の 感 切で 止む 

に 止まれない やうに 思 召された の は 主として 此の 事であった、 御. E 身の 苦痛よりか、 世の 罪と 祌の 

愛との 關係 とに 思 ひ 至り 其 所に 生じた 恐ろしい 破綻 を 嘆き悲し まるる ことの^だ 痛切で あつたから 

聲を發 つて 『父よ 彼等 を赦 した まへ』 と 祈られた ので ある。 此のお 祈りから へて 見る と、 罪と 云 

ひど 

ふ もの は 吾ら が 自ら 思って 居る よりも、 .Gn ら 感じて 居る よりも、 各 n が 意 謁する よりも、 もっと 15 

いこと である。 新約 §で書 に敎 へられて ある やうな 意味に 於て、 その 程度まで、 その 深さまで、 罪 を 

知り、 それ を 感じて 居られる 人が この 會衆中 幾人 あるで あらう か。 餘り 多くない かも 知れぬ。 講擅 

の.： q から 斯く赏 ふ もの も、 罪と いふ もの を どれ 程 知って 居る か、 どれ 程 深く 經驗 して 居る か、 新く 

問 はれる と 實に耻 しい 听が澤 山 ある。 すべて 吾ら は 自分の 感 する 所 を 標準と して、 罪 を lisr- つて はな 


らぬ。 .c: 分で は 感じない、 知って らなぃ 罪が 多く あるで あらう。 たと ひ 知って 居る と肯 つても、 

その 程^が だ^い。 s: だ淺 い。 、王 耶穌が 『父よ 彼 ォを赦 し 給へ』 とお 祈りに なった 程に はとても 

達って ほらぬ。 ，てれ 程に 魂 は 鈍った？ 化^な ものである。 

祈られた その また 不思議で ある。 曰く 『その S すと ころ を 知らざる が 故な"』。 一 ^、 人 は 

他人の 我に 對 する 辛 さや 不條 輝-な 仕 打に 對 して 專ぉを 煮やす が 常で ある。 此方から は 斯う もして やつ 

た、 ああ もして やった のに、 何故かく も 情けない 仕 打 をす るので あるか。 此方の 心 ま-し は 疾うに 解 

つて る^だ。 何の 位 感謝すべき i^ic であるか。 先づ 斯う 云 ふやうな 方面にば かり； がけき い。 そ 

れ ら首ひ 立てて 先方 を^め、 怨み、 £、 る ことが 我々 に は 有 勝ちで ある。 然し^ 穌 のは逮 つて 居 

なす 

た。 『彼等 は その Q ところ を 知ら ざれば なり』。 彼等 は 未だ 知識の 徹底せ ぬ 所が ある。 若し 本 常に 解 

つて たなら ば、 まさか 斯んな HJ をす るので 無かった らう。 ぼ動して居るのだから：1-の^§でぁる、 

と耶穌 はお 考 へに なった ので ある。 吾ら と は 非常な 逮ひ である。 成る たけ 彼^の した こと を符 くお 

取りに な つた。 成る たけ その 悪事 を輕 減す る 方に 目 をお 付けに なった。 I 莨に 不思議で ある。 本 常に 此 

れが 愛で ある。 寬大で 情け深く 少しも 作爲 とらし い 所がない。 斯う 云 ふ 場合に 吾ら は？ 5^ 角 わざとら 

しくな りたがる。 聞き 覺 えに、 鄉の ほ、 似す る 烏 同 立 i ぬな こと を 一一 一一 ：！ ふこと が 時々 ある。 殊に 共」 者 

はさう：； n ふこと がお り 勝ちで ある。 これに 氣を 付けなければ ならぬ。 他の 人た ちの 有って らぬ罪 

で、 多く は 信者に ある である。 主 耶穌は 少しも わざとら しく 挤 へて、 帝强 けて、 無^ 矢 现に 斯う 
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ぉづし >p 

仰お つたと は 更に 思へ ない。 猶太 人 は 何故 耶穌を 殺す に 至った のかと 云へば、 责^ 耶穌 がどう 云う 

方で あるか、 祌の獨 子、 ，の 罪 を 背 魚 はれて 之 を 救ぶべく 來られ たと 云 ふこと は 一向 解らない、 解 

つたならば、 まさか 彼の やうな こと は爲 まい。 彼 や. -は 解ら なか 0 た。 兑て も： ^えす、 て も 聞え す 

で、 赏に 知れ 切った こと を 知らす におった と 云 ふに ついては、 责任を 免れない ので ある。 知らぬ か 

ら とて 全く 贵仵を 免れ 得る もので ない。 多くの場合に は 知るべき i^ic のこと を 知らないの だ。 解る ベ 

くして 解らない ので ある。 ユダヤ人の 耶穌を 諒解し なかった こと も、 勿論 彼らの 责 任に 觸 する もの 

である。 けれども それ は 別と して、 その 原 1; はどうで あらう とも 鬼に 彼等は 耶穌 のこと を 木 (：£ に 

諒解して おらぬ。 解らなかった 非難 は 免れない にせよ、 ^^に^^彼,は本<:3に邪穌のことが解らなか 

つた。 その/、 格に 就て 解らなかった。 寧ろ 誤解した 所があった らう。 まさか 知りつつ： t に敵對 し、 

祌の御 に敵對 する 積り ではなかった らう。 矢 張 待い 事 をして 居る、 これ は！： の爲 めで あると,， 'へ 

て 居た かも 知れぬ。 無 依估地に なり、 騎 虎の 勢で、 つ ひに 斯る慘 酷な、 不條现 な HI を やった ので 

ある。 決して 然ぅ 知りつつ 爲 たので は 無かったら う。 耶穌 は！：；.. くも 此點に 眼 を 御 翁け になり、 宽大 

に 彼らの 罪 を 幾分.；！： 減す る 意味で 『父よ 彼等 を赦し 給へ、 其爲 すと ころ を 知らざる が 故な り』 と 祈 

られ たので ある。 

路加 傅の 記事 をお M みになる と、 後の方に 一人の 恶^ が 耶穌の 様子 をに：、 殊にお 祈を聽 いて 大ぃ 

に 悟り、 前非 を 後悔し、 せ；： 心に 立ち 反って、 殊勝な 可愛らしい 祈 をした ことが 戟 つて 居る。 彼は耶 


穌の 祈り 求められた 赦しを 確に 哝ひ 知りつつ あつたの である。 乂もっと深く甘；、れを味ひ知るに1^.-っ 

たに^ ひない。 確かに 耶穌の 祈 は SI かれた ので ある。 其れが 人の 救 はるる 力であった。 使徒 行 傅 を 

請んで 御 itiJ;? さ. い。 tJJ^ 一一； の 十八 節邊 りに 『神 は、 ィ H ス キリストの 苦を受 くると を豫め 1; 小し 化；、 の 

n 一一：： を 如 i かな はせ 給へ り。 "： 儿 故に 爾曹罪 をく い、 心 を 改めて 其 § 非を抹 るる HJ を爲 よ。 おや 王の 前より 

It ナオ ひ 

安 舒ロ來 り、 つ あらかじめ』 云々。 これ はぺテ a が 猶太 人に. 2 つて 罪の 赦を {-れ 一一 一：： し、 彼 やが 罪 を 

悔いて 神に H る やう 勸吿 した 首 獎 である。 ぺテ が この 日斯く $1 敎し、 新く 官： 言す るに 至った の 

は、 ^に 邪穌の 祈の 聽 かれた 證據 であらう。 約 翰 i 卞 SJ^ 二 t い を 御 i はなさい。 比 〔の 二 節に 『彼 は 我 

倚の 罪の 挽 M の 祭 物な り 啻に 我らの 爲め のみなら す-; II く 世の s の S^M の 祭 物な り』 と あろ。 この 挽 

ど  * さ 

问 の 祭 物に 就て は 色々 や M 明 を 要する。 然しへ マは！^ 、の 暇がない。 何の 泣耶穌 のお 祈 は しく 神に 向 ひ 

て 人の？^ の 挽 M の 祭 物で ある。 『父よ 彼， を赦し 給へ 其の 爲す ところ を 知ら ざれば なり』。 i^iaらはi^: 

罪人で ある。 n ら fi すと ころ を 知らざる ほど 哀れな ものである。 これが 爲 めに、： 十： 邪穌は 十字架の 上 

からこのお： 翁 をな さらなければ ならなかった。 然ら ざれば 仕方がない。 この 耶穌 のお 祈、 十字架 上 

の御經 驗、 そのお 心 力 i しに 救の 力が 能り 充分 滿 ちて 居る こと は、 兌 〔のかた はらに 十字架に 懸けられ 

た 兇^の 祈と 其の 答へ とに 於て 明白で ある。 ぺテ P もこれ を會 得して 說敎 した。 ヨハネ も 了解して 

居た。 これに關する祌舉の問題は训として新約^^^の救の觀念は實に斯くの如くでぁる。 

(一九二  二 年 1 1 巧) 
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『1||の末のぉ|:ひ21るにィ H ス 立て t 'はり 曰け る は、 人 もし 渴 かば 我に 來 つて 飮め、 我 を 信ずる 者 は 梨 書 

に. 5 しし 如く 其 腹より 活ける 水 川の 如く 流出べ し。 いへ る は 彼 を 信ずる 者の 受ん とする 靈を 

指+ 一るな り。 イエ ス 未だ 榮を受 ざるに 因て 靈 いまだ 降、 り ざれば なり。』 (約 翰傳 七の 三 七 I 一一 一九) 

キリスト を 信す る もの は、 その 腹より 活ける 水 川と なって 流れ出 づ とあります。 耶穌 がサ マリヤ 

の 婦人に 語られし 言 (S 一 T1) も此と 同意義です。 此は 非常に 大きな 特權 であります。 S 土督 者の 德 

の 及ぶ 所、 荒野 も 靑ぃ畑 ゃ綠の 林と なる。 第一 良い 品性の 感化 を 隣人に 及ぼし、 之を兑 て祌を 崇め 

主ィ ェ スに 心を倾 くる 者が 出づ るので ある。 

次 こ 基督 者 ま. 人と して 其の 職分 を 全うし、 世の 人に 道を傳 へて 信仰に 進ませる £ が出來 る。 第三 

に ま 基督 者の 奉仕の 精神が 廣く 周圍に 行渡る やうになる。 『我 は 人 を 役 ふ 爲には 非す、 反って 人に 役 

はれ、 乂ぉ ほくの 人に 代りて 生命 を與 へ、 その 贈と ならん 爲 なり』 (C^M?tf 一) と 仰せられた 御言 を 

體.^ して 總 ての 人の 利益に なるやう 心盡し をす る £ が 出来る。 第 四 は代禱 である。 某督 者が 家の 者 

や 友達 は 素より、 社會 の爲、 國 民の 爲、 否 世界の 爲に迄 密かに 之に 代って 憐 悔したり、 赦罪を 求め 

たり つたり する さは、 廣く他 入の 祝福 を增す さになる。 基督 者が 靈を 受けて 信仰生活が 盛んにな 


れば 活ける 水が 川と なって 流れ 溢れる。 ^^督者はその信仰次第でかくの如きことが出來るのでぁる 

から 從 つて ^任が： S だ, S い。 怠って 北ハ 本領 を發 揮す る ことが 出來 ないならば、 取り も S さす 祝 Si の 

源 を^ぎ、 川の 流を堰 止める ので ある。 

上 こしま 

故に 我 これ を 甘 ひ、 、H- に 在て 爾 普 を戒 む。 ^前 "今よ リ のち 異邦人の 如く、 其 心の 邪曲なる に 任せて 行 ふべ か 

(0  .5 のち 

らず。 かれら 心 li^ き 者な り。 乂知 ところ 無き によ リ 頑なる に 因て 祌の 生に fi^J かれ リ。 彼等 は 恥 を. g らず、 好て 

凡ての 汚 を 行 はん 1^ に 己 を 放蕩に 付せ リ。 (H ぺ ソ書 四の ーヒ— 一九) 

これが 基 を 知らざる 者 どもの 精祌狀 態で ある。 キリス トを 信じないでも 隨分 善い 人が あるに は 

ある。 

然し 之に 反して、 『爾 iic: は 此の 如く 行 はん 爲に キリスト を舉 ベる に 非す。 雨曹 彼に 問き 彼の 敎を 

受けて イエスに ある 眞理を 知りし ならん。 なん ぢら 夙に 習へ る舊 人、 すな はち 入 を 惑 はす 慾の 爲に 

壊ら るる もの を脫 ぎ、 また 爾曹の 心の 靈を 新に し、 神に 象りて 眞理 の義と 潔に て^れる 靳んを 衣 

るべ し』" 

是れが1^-^^^<;修養の方針と志とを言ひ表したものでぁる。 さき 程 讀んだ 約 翰 傅の 言 $?は、 茶将者 

が 感化、 立 傅、 奉仕、 代 1!3 などの 淸き流 を廣く 世に 及ぼすべき 本領 を說 いた ものである。 これに 對 

して 有難く も 思 ひ 怖し くも 感 する。 何う かして これ を 全うしたい。 これが 爲に {n: 分 を 修め 良き 品性 

に 進まねば ならぬ。 
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これは^ 骨^ 信仰生活 の 舉問 である。 即ち 德を立 て 愛を增 し 信仰 を 全 う す ベ く 努力す る ことで あ： 

る。 この ことが それで 卩の 如く 誌され たので ある 1 爾曹は 彼に 聞く …… 』(^^fi さ、 本 を讀ん だり 基， 

督に 就ての 講釋 を聽 くば かりで はない。 基督 者の 本領 は 基督 か >ら 直接に 敎へ て 戴く こ とで ある。 

吾等 の ：：：：，" 仰 は おける 督が 現在して 吾等の 中に 働き 給 ふこと を 確信し、 親しく 之 に 接しい にに その 霄 

薬を聽 くと 云 ふが 如き 心 持で 行かねば ならぬ。 これ は问 心して 救に 入った 後の ことで ある。 ：！：：^ 仰 生 

活に這 人った ばかりで その 儘 抛って 置いて はいけ ない。 、王 耶穌 から 段々 敎 へられねば ならない。 耶 

穌 にある 露 を舉 ばねば ならぬ。 耶穌の 人格 や 精神に 現 はれた 露现、 即ち 祌は 何う いふ 者、 人 は 何う 

いふ：^、  ^の 中 は 如何にな り 行くな どと いふ 事柄が、 耶穌 基： 督に 於て 現 はれて ゐる、 そっくり その 

儘の！！ は 〈^を 學 ぶので ある。 

『彼 (共 ま！；) に 在りて』 と あるが、 これ は 主 耶穌と 吾等との 關係 は、 葡萄の 樹と 枝との それ、 乂胎 

內 にある：： 几と 母との それと 同じ やうな ものである こと を 言った ので ある。 此の 關係を 愈々 深から し 

め、 この 妝 態の 下に 基督に ある 爲を學 び、 學び 緩け て 行く こと も 大切で ある。 かくの 如く 舉 ぶこと 

は 末に 行けば 行く 程廣く 且つ 深くなら ねばならぬ、 最初 信仰に 入った 時の 儘で 緒いて はならない。 

そこで 『；^ を 受けて …… 』 とは學 ぶこと を續 けさ まに 努めて ゐる 意味で ある。 進んで 止まざる 勢 を 

以て 居らねば ならぬ。 基督 者 若し 然ぅ 行って ゐ るかと、 他から 問 はれたならば、 行って ゐ ると 答へ 

る ことの 出來る やうに したい。 


約ド树^！^の竹ル七^-に活ける水、 川と なって： ^€れ ると あるが、 この 資任を 全うする には修 が 必_„§!- で 

ある。 督に聽 き、 基督に ある 35? 理を^ 督に 於て 持 si- して" i5 らね ばなら ない。 勿論"！^ は の 問 

とは逮 ふ。 一冊の 本な くしても 出來 る。 そこで 二十 節の 終りに 甚 督を學 ぶ- ム々 とおいて ある。 is- 督 

を舉 ぶと は 只 これに 就ての 說明 や、 講 釋を聽 かされる 意味で はない。 乂 形式的に 其 行爲を 似る 意 

味で もない。 の 人 3 典 似す る やうに 其 言葉 をお ひ惊 える ので もない。 キリスト E 身 を學 ぶこと で 

ある。 これ は トマス *ァ* ケン ビスの 『基 脊に倣 ひて』 に 現 はれて ゐる 如くで あ： る。 キリストの 精神 

やその 趣味 を 受け、 その 氣 分に 染まり、 基督の様子をょく\1^1み込んで、 その 風に 化せられる やう： 

めて：；；： くの が キリスト を學 ぶこと である。 斯ぅして！^！！等は良ぃ信仰に進みたぃ。 これ は 常 ：；1 の^で 

あるが、 鬼 角 忘れ勝ち になって ゐる。 よく 努める やうに したい。 

北ハ 天國 は^を 執りて 新郎 を迎へ に 出 づる十 人の 童女に 比 ふべ し、 その 巾の 人 は §：： く- ハ： 人 は 3^ なリ- 3^ な 

るお は 其燈 をと るに 油 を携へ ざり しが、 智き者 は 其燈と 兼に 油 を 器に 携 へた リ。 新郎；； I- かりければ 假-; ^して 

眠れり。 •： 仪中 ばに 叫びて、 新 郞來リ ぬ 出で て迎 へよ と 呼？ t ありければ、 此の 衆， 女 ども ル：： おきて 其^ を 整へ たる 

に s』 なる 者 者に 臼 ひける は、 我 倚の 燈媳ん とす、 願く ば爾？ "の 油 を 我 俯に 分け 予 へよ。 ，1" き 者！^" へて 曰 ひけ 

る は 我 W と 爾？： とに 恐らく は 足る まじ。 爾曹賣 る 者に 行きて 已が爲 に n へ C かれら 買 はんとて 行きし とき 新郎 

來リ ければ 旣に備 へたる 者 は 之と 惜に婚 筵に 入リ しかば、 門 は 閉ぢ、 りれ たリ czi^ 太傳ニ 五の 一- 10) 

此の 十 入の 童女 は i^n 燈の 用意 をして その 受 持った 仕事に とりかか つたので ある。 然し 餘り迎 くな 

つたので 惰： S を 生じて、 ついう とうとと 眠に 落ちた。 智ぃ五 人の 意 女 も 同様であった。 してみ ると 何 
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うい ふ 信者で もお 眠 をせ ぬと は 限らぬ。 油斷 は出來 ない。 今 は 眠から 醒 むべき 機會 であると m 心 ふ。 

中には 油盡 きて 祈禱も 出来ない 感じの 人 も あらう。 いざ 人 を 救 はねば ならない と 云 ふ 場合に まご 

つく 人 も ある だら う。 信仰生活 は 始め 善くして 終り を 良くし な： S 氣 遣が ある。 燈を つけて 新郎 來れ 

りと 云 ふ 時 は 何時でも 之 を歡迎 する やうに して ゐ たい。 

日常生活 の^に 祌 と共に ある こと を 銀 練し、 ^督の 現在 せられる こと を經驗 して 祈り 深く やって 

行かねば ならない。 

先刻 歌った 十番の 讃美歌 の 意味 を 記憶して ゐ たい。 

主來 りた ま はん 

まつ もの は 誰ぞ 

そな へ はなり ぬ 

わが 備 へ はなり ぬ 

主に 返さん とき 

うる もの は誰ぞ 

ちから をつ くし 

いふ もの は誰ぞ 

主 をむ か へ つ > - 

いるもの は誰ぞ 


一 夜晝 いっと しらず 

燈を 手に とりて 

^  生 よ 主よ 速くき ませ 

g  、王よ 主よ 速くき ませ 

二 ゆだねられし 黄金 を 

よきし もべ の nil を 

つとめ 

三 義務 を はたす ために 

こ 、 ろ， 1^ しからず と 

H 思 はぬ をり きた まふ 

さかえ 

あまつく にの 榮 光に 


秋の 感謝 

詩篇 第 HD 十六 

『われ ェ ホバを 愛しむ、 そ はわが 聲 とわが 願 gv; と をき 、たま へばな り。 ヱ ホバみ 、を 我に かたぶけ たま ひ 

しが 故に、 われ^に あ、 りんかぎ リ エホバ を t- び まつらむ。 死の 繩ゎれ を まと ひ 陰府の くるしみ 我に のぞめ 

り。 われ は 55! 難と うれへ とに あ ヘリ、 エホバよ 願く はわが 靈魂 をす くひた まへ と。 M ホバ は：： 恩 isis. ゆ 

たかに して 公乂 おまし ませ リ。 ： ： われ 救の さか づき をと リて ヱホバ の^>;!をょびま っらむ。 我す ベ ての；！^ 

のまへ にて エホバに わが 桥 ^ をつ ぐの はん： エホバの 犁 徒の 死 は そのみ まへ にて 小： 只し。 エホバよ 誠に われ 

はなん ぢの 僕な リ。 われ はなん ぢの I- 女の子に して 汝の しもべな リ、 なん ぢ わが li 紗を ときたまへ"。 

われ 感 を そな へ ものと して 汝 にさ、 げん。 われ エホバの み 名 をよ ばん。 我す ベ ての：；^ のまへ にて ヱホ 

バ にわが ちか ひ を 憤 はん、 エルサレムよ、 汝 のなかに て、 エホ、. ハの いへの 大". ^のなかに て此 をつ ぐの 

ふべ し、 エホバ を 讚め まつれ。』 

路加 傳第 十二 章 

ひと.^  5 ゐ あつ  つげ  た ひ" 

『来 人の 巾より 一 人 耶穌に 曰け る は師ょ 我が 兄弟に 遣 簾 を 我に 分て よと 命た まへ。 耶穌 E ける は 入よ 誰 

われ を 立て- m 滞" の 裁判人、 乂物を 分つ 者と 爲し ぞ。 耶穌 衆人に 曰け る は 戒心して な 心を愼 めよ 夫人の 生 

命 は 所 蓄の饒 なる に は ざる 也。 乂譬を 彼等に 語て 日け る は、 或 富 人 その 田畑よ く 豊 ければ、 .u. り忖ひ 

いひけ る はわが 作物 を る听 なき を 如何に せん。 乂曰 ける は 我 かく おん 我 食 を 毀ち. 史に大 なる を^て 凡 

おはく たから  •> 

て我作物と^：；^ど其所に藏むべし。 斯て靈 魂に 對ひ、 靈魂ょ冬年を過す5^の許多の^?:;物を^たれば.，女心し 

秋の 感謝  2" 三 一 


< ひのみた のし  おろか  , 

て 食飲樂 めよ と 言 ん とす、 然るに 祌 これに：！ I ひける は 無知なる 者よ 今夜 なん ぢが靈 魂と ら るると^べし。 一 

然ば爾 の備へ し 物 は 誰が 有になる 乎。 凡そ 已の爲 に财を 積へ 祌に 就て 富ざる 者 は 此の 如きな り。』  一 

路加 傅！ S 十一 一章の 愚かなる 富める 人に 關 する 記事 をお 讀み になる と、 彼 は 祝に 大變 な兑 常逾 

をして、 反って 身に^ 吼を來 した ことが lie; いて ある。 彼 は 平素に 勝った 收瘦 があった ので、 新たに； 

とり .5 れ もの 

大きな含ゃ納：！^^を建てて、 收權物 を そこに； み蓄 へ、 顿る 安心して 魂に 向 ひ、 心安 かれ ^{ ひ 飲み 樂： 

めよ と 言った。 

けれども 神 は 彼に 向って 『無知なる 者よ 今夜なん ぢが靈 魂 とらる る ことおべ し。 然ば 爾の備 へし， 

もの  .  _ 

物 は 誰が おになる や』 と 言 はれた。  一 

彼 は 穀物の 澤 山に 收 られて 嬉し さの 餘り、 輕ぃ御 祝 ひ 機嫌に 充 されて ゐる。 その 態" はは t も 一 全然 

無宗敎 である。 神ぬ きの チ祝 をし. U ので ある。 第二 唯 物的で ある。 物 以上 何物 もない.^ 様 だ。 一 

第三 不合理で ある。 何故かと 言へば 彼が 靈 魂に 向って 食 ひ 飮み樂 めよ と 一一；.：： つたの は、 山に 舟より 酷： 

ぃ毘當 違な 推. g をした ものである。 第 四、 凡てが 野卑 だ。 唯 だ 食へ ょ飮 めよ と 首 ふの み。 甚だ 低い 一 

狹 ぃ生沾 振で ある。 第五 また 實に 愚かで ある。 彼が 靈魂 其の 夕 取り去られるならば 倉に 蓄 へた 物す 

ベて 誰が ものと なる か。 彼の 強の 土 舟の 話よりも 愚で ある。 

次に 宗敎 的な 祝 ひ 方 も ある。 何 か 祭って 禮拜 しゃう とする。 前の 『愚かなる 者』 に比べる と 少し 

く昆 上げた g: 類で あるが、 此れに も 段と 階級が ある。 低 いのも 高 いのも ある。 或 ひ は 日本の 稻荷祭 


の やうな の も ある。 ユダヤ人ん：^^；!、 迷t^ 偶像 禮拜. に 惑？^ した ことがあった。 取り わけ バ アル 

の に： i< 迷 はされ た。 これ は 生成 を 好むな ど 一一 一一 n つて CI 然界の 生 力 を： t として 邦む 類の 禮狎で 

：^^^^！：的な宗敎でぁった。 ぶ：： が！： にも それに 額した ウル ^やうの ものが あつたか もしれ ない。 .ー" 小^的 

に iX や 祝 を するとしても かくの 如き 禮 拜 をす るの みの 狀 では 如何に ん tf 念な ことで あ ろ。 五：： が H 

にん 新 $ ；:: ^が 行 はれて ゐ るが、 その 宗； g 思想が 如何なる 度まで 建して ゐ るか、 如何なる.！ §,ゾ 素 を そ 

の 意味に 含んで ゐ るか。 これは心ぁる^<;の硏究を要する事がらでぁる。 然し ユダヤ人の 巾に は 他 仝 

な.：：： 小；^ m 心 想が 流れて^:^ の SI 神 を， X 體に 於て 支配して ゐた。 巾へ叩記^八^：十に記^されてぁる。 

汝の神 エホバ 汝 をして 美 地に 到、 りしめ たま ふ、 是は 谷に も 山に も 水の 流 ぁリ， M あり 浙水 ある 地. $.、 

人麥、 1. 無花果、 および 石榲 ある 地、 橄揽. i および. の ある 地。 汝の众 ふ众 物に 缺る ところな く汝 

に 何も 乏しき ところ あ、 りざる 地な り。 その 地の 石 はすな はち 鐵、 その 山よ リは， 1 を 掘 とるべし つ 汝は 众 

ひ て 飽き 汝 の神ェ ホバに その^ 地を已 にた まひし 事 を 謝すべ し。 ク屮命 記 八-は ト) 

ユダヤ！： は 土 肥え、 赏 りょく、 小麥、 大麥、 葡萄な ど を かに 産し、 山に は 鐵ゃ銅 を 出 だして^ 

に iX 一な ど に は 民 $： 祌 の 恩 恋 を 感じ、 ，.：1 尙 なる 意味 の 祝 や 祭 を 行 つたので ある。 

新約で はシ モン、 ぺ テロに 敎 へて 網 をおう たせに なった 記 itr が ある。 ところが m 心 ひの 外 夥しい 拙 

瘦 があった ので シ モン、 べテ は 吃驚して 『主よ 我 を はなれ 去りた まへ 我 は 卵 人な り』 と 一 jn つた。 

網から ひきあげた 山な す负 の？ として 光 に^くの を 見て 靈 魂の 度 を 失 はす、 それにの み： 湫を奪 

はるる KJ なく これ を 機 會に已 が 精神 問題に 考へ いたり、 5^ み 畏れて 禮拜氣 分に 心 を 緊張せ しめたの 
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である。 昨夜 蓮く ビショップ、 アンド リュ ー ス の祈禱 文を讀 んでゐ た。 種々 祈 禱の榮 とすべき こと 

を；^ I した 冇 名な である。 その 中に 今日の やうな 場合に 適當な 次の 句 を 見いだ した 

『前に は價 俯な きもの、 後に 恩 知らす であらし めた まふ 勿れ』。 これ は 其 身 甚だ 惯俯 なきもの であり 

ながら、 如何 なれば かく も 祝福され たので あるかと 勿體 ない こと \ 感じて、 いざ この 上 は 恩 知らす 

でありた くないと いふ 意味で ある。 ぺ テ a がわれ を 離り たま へ と 言った のもァ ン ドリ ュ ー ス が祈禱 

の 精神と 一致して ゐる。 自分の 値な きを 感じて 恐れい つたので ある。 海の幸 を 得て 唯 仕 合せよ し 

と感 する のみで 終らす、 その 精神 は宗敎 的な 祝 をな さ ざれば やみがたかった ので ある。 その 態度が 

頗る 宗敎 的で 且 倫理的で ある。 この 邊稻荷 祭ゃバ アル 禮拜 などと 大に異 つて ゐる。 

創世記 第一 二十 二 章 

我 はなん ぢが 僕に ほどこした まひし 恩 惠と眞 實を 一 も受 くるに たらざる なり、 我 わが 杖の み を 持ちて こ 

わた  ふたくみ  ， 1 

の ョルダ ン を濟リ しが 今 はニ隊 とも 成る にい たれり 

こ の眞實 とい ふ は祌が 約束の 如くす ベて を果 された こと を 指す ので ある。 彼が 國を 出て 遠方に 行 

つた 時 は 杖 一 本で あつたが 今 は 一 行が 一 一隊に 分 たれる ほど 繁榮の 身と なって ゐる。 實に 今昔の 感に 

堆 へない。 思へば これ 神の 恩惠 であるが、 彼 自身に は それ を受 くる だけの 資格な きを 認めて、 そ 

の惯 せざる 恩寵に 感激した ので ある。 

賜 を 得て これ を 喜ぶ のみなら す、 緊張した 態度 を 整へ、 高尙な 見地から すべての 事象 を觀 察し、 


敬 虎. S 念 を 他 ほし 己が n§$l を も； g みて 謙り、 感激の 溢れる やうになる が 基；^ 者の 心がけで ある。 

吾ら はた だ 賜 を 5£ たことの みを考 へす、 その 出 所 を 思 はねば ならぬ。 丁度^ 餐の時 食 やの 麵飽ゃ 

杯 を 受けて、 耶穌を m 心ひ祌 を- =S めて 感謝す るが 如く、  1^ 年の 祭 や 牧權の 祝に 於ても ±i い^ 者 はすべ て 

の 源なる 祌の 恩寵 を 記惊す る やう 心すべ きで あ る。 

Ifin ら の 感謝 は 新 (七 感謝祭 の 如く 秋 の 收權物 の 事ば かりに 限らるべき もので ない。 神の 恩 思 ふ 

べき 方而は 他に も 多く あろ。 人生 は 甚だ 複雜 で、 闹 つの 時の 移り 變る 如く 變 化が 頗る 多い。 生活の 

浮沈、 疾病、 忠難、 誘惑、 罪惡、 榮枯、 得失、 霞 的寂赛 などに 神の 恩 如何に $ ^きか を 哝ふ機 含が 

常に 與 へられて ゐる。 恩 惑 を 思 はねば ならない。 

詩篇 竹 十六に は 危難に 遇 ひて 逸 退^ まり、 或 ひ は 病みて 九死に I 生 を^た 經驗 から 神の W お を 

咸』 じて 謝恩の 念 溢れ 來 つた 心 持 を 歌 ふて ゐる。 詩人 は 精神 上の 賜に 對 して 感謝す る さ を 忘れな かつ 

たので ある。 彼. は祌の 恩恵 を 感謝す るに もた だ獨 りで これ を 行 ふに 止まらなかった。 第 十四 is を は 

ると 『我す ベての 民の まへ にて』、 云々 第 十八 節に も 同様の 言葉が あり、 お 十九 に は 『N ホバ のい 

への 大庭 のなかに て 云々』 と ある。 彼の 感謝 は 内所 窜 でなかった。 公に 行 はれた。 敎は 『尸 を 

W ぢて 祈るべし』 とも 敎へ るが 他の I 面に 於て は 大いに 社交的な 宗敎 である。 こうい ふ i>. 年の 祭 や 

ヤコ ブの 感謝、 又 詩篇 第 百 十六の 如き 人生の 出來 事に 就て 感謝の念 を 催 ほす 時 は 勿論、 お ^ 魂の 救に 

就ても M ホバ の大 庭に 出で、 衆と 共に 公然 之 を 行 ふべき である。 これ 基督教の 精神で ある。 

秋の 感謝  四 三 五 


秋の ほ 謝  四 一二 六 

詩篇 第 fn 卜 六に は尙ー つ 心に 刻んで おきたい ことがある。 その 第 十三 節に、 『われ 救の さか づき を 

とりて エホバの 名 を よびまつらん』 と ある。 これ は旣に 幸福 を 得て ゐる こと を 感謝し、 近に 進んで 

それより 深い も の を 賜 は らんと 欲する 氣分 である。 祌の 恩寵 溢る るば かりなる に 浴した ので ある 

が、 その 欲 が昂 まり、 もっと 進んだ 方面 を 希望して やまない やうに なった。 祌の 恩寵に 感激し. U 

身 は 有び 勇んで それより 大 いなる もの を 賜 はらんと 欲する やうになる。 、 〕れ 信仰生活に 於け る 自然 

の 順序で ある。 吾ら は病氣 全快 や 安産 を 真び、 これ を 祝して 感謝す るの みならす、 尙 進みて それよ 

り大 ひなる 賜を與 へられん と、 H ホバの 名 を 呼びて 救の 杯 を E 戴 せんと 志す 如き 灭 3 は 燜漫、 信仰 深 

い 態度 を 有って ゐ たい。 それに は尙ー 展 精祌 修養 を 必要と する ので ある。 

この；^ W の 第 十八 節に 『我が 霄を憤 はん』 と ある。 これ は祌の 恩寵 を 感謝す る 時 ひ W て祌 のみ まへ に 

理想 を， 问く 揭げ てこれ に從 事して あはれ 仕遂げば やと 思った 事 ども を m 心 ひ 起し、 宿 の 志 を！： め、 

年來 の 理 想 を 高く！！ 榜し て 必す之 を 成就した いとい ふ 欲望が 熾 に 興って くる。 そ れ， で 已が荷 Slil な る 

請願 を したいと 频 りに m 心 ひたち、 それ を祌の 前に 祈り 求む るに いたった ので ある。 基赞 者の 感謝 

は 大要 かくの 如き ものである。 然して 今日の 新眷 祭の 如き 祈に 觸れ、 感謝の 精神 を 押し 擴め、 身に 

も、 にも、 社俞 にも、 同家に も敎會 にも これ を 及ぼし 充分に 徹底せ しめたい ものである。 

(一九二  二 年  一二  no  . 


今日なん ぢは我 と^に バ ラ ダ ィ ス に 在る ベ し 

(路加 傅：：：：； の 三 九— H! 三) 

耶^ 十字架に 懸けられた 時、 二人の 悪漢が 共に #、 粒せられ た。 此の 三つの 十字架に 就て は、 誰も 

敎 訓を與 へられる に 相 遠ない。 g 非 無き 耶 の 精神 狀 態が、 他の 二人と 逮 つて as る こと は 無論で ある 

が、 彼等 二人の 苦 疝に處 した 仕方 や、 其の 心 持に も kr: ひに 大 いなる 相違が ある。 馬 太 傅 や Hill 可 傅 を 

：：ル ると、 ：；：^仞はニ人とも耶穌に向って惡ロ雜肯を吐き妝したゃぅに|$:ぃてぁる) 然し 路加の 方が 事 

K であった と m 心 はれる。 彼等のう ち- 人 は 初めから 耶穌の 様子に 注目して、 く敎 へられつつ あつ 

たに 相逮 無い。 彼 は 袋 前から 其の 友が、 耶穌に 向って 無禮な こと を 首 ふの を最と 苦々 しく 感じて 居 

^ まし  さ V 

たらしく、 遂に 之 を叱责 めた。 其れの みか 主に 殊勝なる 祈 を 奉ぐ るに If.- つた。 H に 彼の 死なん とす 

る や：； n ふこと 苦しで ある。 此の 人の こと は 『それ 神に したが ふ 憂 は、 悔 なき 救 を 得る の 悔改を 生 

じ、 ^の 裂 は 死 を 生す』 と ある バウ 口の 肯の W 例で ある。 一人の 十字架 は 『世の 憂 を』 

催す のみで、 共の 結 ras^ は 死 を 生す るの みであった。 然し 他の 一人 は 遂に 『悔 なき 救 を 得る の悔改 

め』 を^ ぜ しめたの である。 人 W は 憂 ひたり、 苦んだり する こと は $： 免れない が、 北ハ れに虑 する S 

を ，％、 ら ないやう にしたい" 

今：：： なん ぢは我 と^に パラダイスに 在るべし  ETJl 七 


今： n な んぢは 我と ffi にパ ラダ イス に 在る べし  e: 三 八 

彼 は 何う して 斯の 如く 善い 心と 成る ことが 出來 たで あらう か、 或は 嘗 つて 何處 かで 耶^ を かけ 

たり、 北 ハのぜ を 聞いたり した ことがあって、， *, 豫々 幾分 その 志 を 之に 寄せて 居た のか も 知れない。 殊 

に 法廷で は 耶^と 共に-〕" ー吿を 受けた ので あるから、 其の 際に 於け る耶 の擧 動に も 深く 北 ハの心 を 動 

かされざる を 得なかった であらう〕 ともに 十字架 を 北 負 ひっつ 髑^が 丘に 至る 途問 のこと にも、 

はっとめ て 注意 を拂 つたで あらう。 途に 刑場に 到着され た 後の 有様 を たり.、 .耶^^ 十字架の 上から 

『父よ、 彼ら を赦し 給へ』 と 祈られた の を 聞いた 彼 は 更に 深く、  ^に强 く 其の 感 や 意志 を 動かさ 

れ たので あらう。 ，：：： 分ら は 素より、 他の 人々 と耶 の 人格との 相違が 明白に 顯 はれて、 其の 淸. 浮 

く.， 氣ー い n§ 生に いたく 敬服し、 其の 神々 しき 人格の-威力 を 感じた であらう- 主が 悲慘 なる 境遇に 

置かれながら 『父よ 彼ら を赦し 給へ』 と 祈られ、 本來 ならば 憎みても 餘 ある もの どもの ために 哀み 

を 乞 ひ、 赦罪を 求められた とき、 彼 は 神の K 在と 其の 憐 みに 滿 ちて 居られた る こ-と を 想 はせられ、 

已 の 如き も の の爲め にも 尙ほ 神に は憐み の 存す る こ と を覺り 得た であらう" 

そこで 彼 は 先刻から 耶 穌 に惡篤 を 浴せ かけつつ あった 其の 友に 向って つた。 『汝 同じく 罪に. e ん 

めら れ ながら 神 を 畏れぬ か。 我ら は爲し 事の 報を受 くる なれば 然 なり ^ 然れど 此の 人 は 何の 不ぶ！ T 

を も爲さ りき』。 これ は 次の 如き 意味と 解せられ る。 『此 所に 居る 羅 馬の 兵隊 や は 物 人なら ばと も あ 

れ、 お前 は 現在 死刑に 處 せられつ つあって、 間も無く 神の 裏 前に 立たねば ならない 身で ありな が 

ら、 尙大罰 を 思 ひ 知って、 神を畏 るる 心に も なれない ので あるか。 さても 情無い ことで ある。 我 は 


然らす 行 未の こと を考 へさせられて 虔 みと £1!^れ とに 滿 されて 居る。 吾ら が斯 くな つたの はル ：！ これ 惡 

事 結 で 常然な 報で ある、 誰 をも怨 むべき 道现は 無い、 ただ 神の 前に 恐縮す るの みで あるお 前 も 

切め て 今^き 道に 立ち 歸 るが 好い 北ハの やうな 惡ロを 吐く もので ない ぞ。 此の 耶^ は 五：々 と は 全く 逮 

つて る。 我 は 其の 人格の-尊く、 氣高 く、  . -^. しく、 .淨 く ある Q に 心 を 動かされて る。 此の 人 は 何 

の不稗 (不都 八 U と 一一 口 ふ ほどの 意味) を も爲 された ので はない。 一；1：1 々の やうな 惡寨 なき は 無論、 世の 

人と 1:!: じ やうな 罪 を つて 居られぬ のみなら す、 何ら 不都合と か不 常と か 首 ふ ほどの こと を爲 され 

たと も！！ えぬ。 全く 無罪の 人で ある。 之に 對 して. > 、？ 前の やうな 惡 たれ 口 を 叩く と は 何 こと ぞ。 1；3： に 

勿 li 無い ではない か』。 斯の 如く 彼 は 北 ハの友 を 戒めた ので ある。 

彼 は 耶穌の 人格に 感激し、 神の實 在 を 愈よ 明かに し、 其の限り無き愛と憐とを顿^-しく感するゃ 

うな 氣分 になり、 且つ 露命 幾 時 も あらぬ 身 を 以て、 尙 他に 望を懸 くべき 餘地 あるべし と 感じた。 

斯くて 耶穌に 向って 『耶 よ、 御國に 入り 給 ふとき、 我 を 憶えた まへ』 と 祈った。 彼 QIE 心の^ 

1 歩 は 祈りの？ 贤を發 する ことであった。 凡て 道念 を 萌し、 心を回して神に^！る人は斯くぁるべきで 

ある。 祈りから 進む が 順序で ある" 耶穌御在世中死者を生に歸らしめた^5^!^:^もぉるが、 然し 之れ を 

lE:^ て も 信じ 得ぬ 人が 多くあった。 然し 此の 人 は 死に 垂 たる 耶穌 を： て 之れ を 信じた。 不 m 心 11 な こと 

である。 it 此れ 耶， 麻の 人格の 勝利で ある。 其の 精神の 力 能く 此處に 到ら しめたので ある。 彼 は 耶^ 

と 苦しみ を 共に しつつ あるので 此の 繁 結ばれ、 相 冗 問の 同情の 深さが 必定 永逮 迄も^ 间 ならん と感 

今日なん ぢは 我と 倍に パラダイスに 在る ベ し  enii 九 


今：：； なん ぢは 我と 他に パラダイスに 在るべし  uglo  一 

じた もので あらう。 『旅 は 道行 者 世 は 情と 言 ふが、 彼 は 十字架の 同行者と して 耶穌 の！： 情 を 世に も稱； 

母し く E 心った ので ある。 耶 と 吾ら との 關係 は、 何時も 此の やうな 點 から 堅く 引き締められ るので. 一 

ある。 彼が 首った こと を 敷衍 すれば 蓋し 斯うであった らう。 『我 は 問 も 無く 死なねば ならぬ。 此の # 一 

に は 何の §.r^ を も 懸ける さが 出来ない。 世に 拾 てられ、 人の 憎悪 を 受けて、 斯 くな つたので ある。 た 

e 賴む 所はル t 〈方で ある。 確に 贵方は 威力 神々 しき 王者、 イスラ H ル 民族の 待ち設けた メシャ に 相靠ー 

ない。 決して 今の 如く 死なれる ままで 了るべき お 方で はない。 必す大 いなる 將來 をお せらる る こと-一 

疑 ひなし。 そ は 如何なる 狀態 であるべ きか、 我に は 知るべき. S もない が、 共の 榮光は 全く 想像し がー 

たきこと のみで は あるまい。 我らの 如き 失望の 生涯で も、 おし 其の 光榮の 端に 速る こと を S: るなら 一 

ば、 现 在の 損失 を 俗 ひ 得て 餘り ある ことと 思 ふ。 斯く考 へて 往 くと 實に 希望と 慰安と に滿 される。 

我 は 罪に 穢れた 取る に 足らない ものであるが、 十字架 を 偕に せられた 好 を 以て、 何 か 死後の 恥に 於 一 

てお n に 懸けさせられる やうに 願 ひたい』。 實に 好い 祈であった。 

彼 は^かの 時 問に 斯の 如く 罪が 解り、 人生の 意味 を 悟り、 神の 資在を 認め、 主 耶穌の 人格 を 信 

じ、 永遠の 世 を も 望みて 此の 祈り を爲 すに 至った ので ある。 ！：：：^仰は決して多くの時を錄^-にぁらざ 

きま リ  I  _ 

れば 起らぬ ものと 決 {ル を 付けて、 漫然 永 引かすべき もので ない。 隨分 即決 も出來 る。 端的の に ffj 

仰に 入った こと も 珍ら しく 無い。 志 だに あるならば、 何人で も然 うやれ る。 殊： おらに 永 引く を 得 ま 黍」 

がる は大 なる 問逮 である。 理性 を 重ん する もの だな どと c: ら容 して 妙に 氣 取る ベ きこと でない。 j 


彼の^り は 其の 期 つ：： したよりも 完全に 聽 かれた。 n く  ； 「われ 誠に 汝に吿 ぐ， 今日なん ぢは 我と 偕 

にパ ラダ イス に.；^ るべ し』。 パ ラダ イスと ひ：： ふと はちよ つと 込み入つ た硏究 にもなる が、 ここで は 

略す。 ：„§ 女す るに 死後の 祝福 ある 狀態を 意味した ものである。 斯くて 彼の 祈り は 遠き 將來を 期した も 

のの やうで あつたが、 耶％ あお 答で は、 然 やうに 永く：：：；： つと は 決して 必要で ない。 『今 曰 陽の 沒る 

前に、 汝 はきれ と異 つた ま _〔 ばし き光榮 ある 狀 態に 入る とが 出來 る。 それ は 如何なる t^、 如何なるお 

様で あるか をい ま此 處に說 明し ない。 けれど 『パラダイス は 我と 偕に 在る』 こと を 以て その^ 1 If 

とす。 此れ だけ は 確で 明かで ある。 『十字架の 同行者なる 汝は今 in 我と 永遠の 光 榮と歡 い： 一: と を 共に 

f る R- が出來 る』。 誠 に お 難き 仰 せで ある。 資に 耶脉は 五 いら の 救 者で ある 救の 力が 此の 時 §_」 者 にな 

つたので ある。 世の 暗 il を iii らす 光、 罪 を 救 ふ 力が 耶穌と 其の 十字^と に^する こと を 認め る。 

終に 二 n したい。 來世は 如何なる 所で あるか、 救 はれた る 魂 は 如何なる 狀 態に 移る ので あるか 

此 r-n 然 起ら • ねばならぬ 問題で ある。 成 可く 之れ を 知りたい と 思 ふが 人情で ある。 然し" ：=i れに つい 

て 我ら の^が iJM 答 へられ やうと は E 心 はれない。 問題と して 遣る 點の 多い ことで あらう。 然し 確 S で 

少しも^ 無き こと は、 基督に 於け る 死者 は 基督と 偕に 在る とい ふこと である。 ^^と 惜 にと U ふう 

ちに、 凡ての きと 凡ての 光榮、 凡ての 祝福が 含まれて 居る。 茶 ー督と 偕に 生活す ると 1  一一 2 ふ KI が來^ 

の歡^ の屮 心で ある。 此れが 確實 ならば、 他 は 問題と して S いても 何の 差 支が 無い。 之れ を 解決せ 

ねばなら ぬと m わ ふべき 现.^ がない。 ^^?$-と偕にと言ふので旣に充分でぁる。 (一 九 二  二  ^ 一 一一  ") 

今 H なんお は 我と 怙に パラダイスに 在るべし  5：£ 1 


耶蘇の 祈禱訓  ra 四 二 

耶穌の 祈禱訓 

(詩篇 第 八十 四) . 

ベ は 祈 力 に 就て 主耶穌 の御敎 にな つたこ と を說く ので ある。 

先刻 讀んだ 詩篇 第 八十 四 は 祈り をす ると 首 ふこと は、 如何に 幸な ことで あるか を說 き、 祈り をす 

る 人の ゆたかに 祌の 祝福 を 受く る こと を述 ベ た 歌で あ る。 

祈りと 宗敎と は 離れない もので、 宗敎 あれば 必す 祈りが ある。 祈り を If 、勵 しない 宗敎 があって 

も、 佝時か 信者の 中に 祈りが 始る。 むやみに 之 を： i: へ 付ける ため 反って 嘘の 祈りが 起る やうに な 

る。 眞 の 祈りで 無い 迷信 的な 祈りに 陷る。 宗敎は 世界 何 所に も存 する 人？？ 共通の isH&J である やう 

に 祈り も然 うで ある。  . 

其れ も その 害で ある。 先日から 說 いたやう に 神が 天の 父であるなら ば、 その子た る 人の、 神に 向 

つて 祈りす る HJ は當然 である。 ョ ハネ傳 四 章 二三、 二 四に 『父は斯の如く拜する^<;を求めたまふ、 

祌は頸なれば拜する^^^霞と眞とをもて拜すべきなり』 と ある。 これ を 今日の 問題に 當 て-: 欣め ると 

祌は 吾ら の 祈る と を 切に お望みに なつて ゐ ると 言 ふこと になる。 親が、 その子が 話の 出來る やうに 


なること を 待ち設けて ゐる やうに、 祌は 吾ら の 祈る こと を频 りに 待ち設けて 居られる ので ある。 

祌は 在る、 其れが また 父で あると しても }w る ことが 出來 ない と 言へ ば^だ 不思議で ある。 IP::: らは 

祌 のこ とに 就て 深く m や はせられ る 多くの こ と を冇て 居る" は 神の 洪大 無 .sia なる こ と を i? めた た へ 

ねばたら ぬ。 或は 心の中に 起る 色々 な 感じ をせ 〈のま ま 放って くこと が出來 ない。 之 を 述べす に 居 

つて は 物足りない。 『思 ふこと 一一 n はざる は 腹 ふくる る わざな り』 と 或る 十：： い g: 物に ま 门 いて ある。 S -々 

1ー 一一：： はざる を 得ない 感想が 群り 起って 來 るので ある。 

吾ら に は 第 一 感謝すべき 惠が ある" 英國の 人 バイ" ンの長 詩に 力 インと 一. ムふ のが ある。 其の 

頭に 下の 如 き^しが 請 まれる。 大昔 アダム、 ヱバ、 力 イン、 及び アベルの 人が 野に 居る" 所が 長 

子の カイ ン は 何時もの やうに 靴 かしい 顔 をして 05 るので、 母の H バ が らは 今种に 感謝し やうと 

して ゐる。 アベル は 彼ん なにし ほらし く 神に 感謝の 祭 を-して ゐ るのに、 お前 は 何故 そんな 難 かしい 

額 をして 居る か』 と 言 ふ。 力 イン 答 ふ、 『私 は 感謝すべき もの を 有て 居らぬ』。 

H バは ：} 一：： ふ 『然し 断く 生きて 居る ことが 己に 大 いなる 御 束^で はない か」，； K"、 虫き てゐ るが また 必 

す 死たねば ならぬ』。 物事 斯く 横の 方からば かり^ へ ると は 情無い ことで ある" 人間 は： んな 僻み 极 

性., V 出さす、 素 K になりたい ものである】 いくら 冬が 來 ると 首っても 紅葉 は 美しい。 若し 紅葉が 

つて 冬 枯が來 たら 其 時 泣く が 好い。 其れ を 弟： 引 勘定して ゼ n にす る やうな 僻んだ 根性 を 敎は黉 

成しない ので ある。 世に は 貝 原 (#• 軒が 樂訓に 書いた やうな 樂 みが 確に ある" 家庭 あり、 友 あり 嬉し 
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いこと、 樂 しい ことが 澤 山 ある。 何故 其れ を 感謝 しないの であるか。  一 

又祌は 人に 奉仕の 機會 を與 へられる。 其の 責任と ともに、 兵隊の吹く喇叭を聽て^：：然足が輕くな： 

る やうに、 仕 寧 をす るう ちに 樂ゃ 利益 を與 へて 下さる。 飯 食 ふ Hi は烦 いが 之が ために 科學が 開け. K 

明 も 巡 歩す るので ある。 祌の御 川 を 勤めながら 吾ら は 〈か：： くなる。 五 いらの 靈性は 成長す る。 誠に 好い 

奉公 n である。 

吾ら が 此の 好い 寧 公 口 を 無にし、 .011 分の 義務 を 怠り、 责任を 忘れ、 爲て はならぬ こと を爲す を 坪 

とい ふ。 そこで 之を祌 に徴悔 せねば ならぬ。 

身に 節が あると 赤坊 はむ づ かって、 母の 助 を 求める。 それが 人の 然 である。 斯の 如く 人に は 苦； 

痛 や 煩悶が あ つ て 、 何う して も祌に 之を訴 へ て 其 の 助 を 求めざる を 得な いので ある。 

然し 何でも 祌 をして 此方の；^ 文通り に 行 はしめ やうと するならば、 間遠で ある。 寧ろ 茶^ 敎は祌 一 

に從 ふこと を獎勵 する ので ある。 例へば 肪を 岸に 紫いで、 船頭が 其の 舫 から 紡 繁を引 張る と 同じで 一 

岸 を 手前に 引き寄せる やうに 兒ぇ るが、 資は舫 が 岸に 向って 行く ので ある。 その やうに、 祈り も种ー 

を 此方へ 引き寄せる やうに えて 人が 祌に 近づいて 行く ので ある。 そこが 眞 個の 信仰と 迷 ！！：！ との 違 

ひで ある。 

或人は一ーーー11ふ、『そんなことは^11:分の腹の中で思って居たら宜ぃではなぃか、 敎 會^、 人の 居る 所で 

聲 や-揚げて 祈る のが 氣に食 はぬ』 と 然し 其 所が 間遠って ゐる。  . 


仇 故 なれば 心に 形 は 必す作 ふの ものである。 心が あれば 何う して も =5< 、れを 形 か、 歌 か、 樂 かに 現 は 

さねば？： g 底し ない。 心に m 心 ふこと は 神に 通す る道现 であるが、 其れ を 明瞭に する が， y いで あらう。 

淺 きょり は 深き が 優って ゐる こと は 論がない。 胸に m 心つ て も n に 出さぬ とお， くなら すまた S 然し 

ない。 臟が 好い、 不徹底が 好い と： 一一 n ふ道现 は ^ るまい。 一一 一一！： は 思に 必要 だ。 ゃ啞 でない 限り n を 

利いた が 好い。 M も 不具者の 3g 似 をし なくても 好いで はない か。 詰り 祈り は、 天 の 父、 ： 五 〔らの 祈り 

をお 求めになる 神が ある。 そこで 祈らざる を 得ぬ。 即ち 心に m 心 ひ、 之 を 111 一 n に 現 はすので ある。 

.^ に 逃ん で 祈りに は 進歩が ある" 例 へ ば觀昔 ゃ久米 の 平 内 等 を拜む の は 誠に 幼稚で 取る に 足らな 

いので ある。 俳人： ^〈角が：： 千 魃に雨 を 祈った の は t„ ？」 だ 淺ぃ。 然し 漸々 深い 所へ 逃んで 行く と 主の祈り 

が ある。 御 なさい、 祈りに は 進歩が あるで あらう。 Ifj" らは 好く、 正しく、  ？ ^ く析 りたい もので あ 

る。 人間の 首 葉に は赤坊 の片肯 交りから 進 ん だ文舉 的の もの も ある。 £4:: 交りの 赤坊の In で滿 足し 

て はならぬ" 進歩すべき である。 進歩が あれば 敎 育が耍 る" だから 析 りに は 敎 育が 必要で ある" 

何故 耶 は 祈り を敎 へられた ので あるか。 『ィ H ス或處 にて 祈り 居 給 ひしが、 その 終りし とき、 * 

子の 一 人い ふ 『、下； ょョ ハネ のま、 の 弟子に 敎 へし 如く、 祈る こと を 我らに 敎へ 給へ』 (Iff 1) 。此れ は 

お 子ども 今まで 祈って 居らなかった ので は 無い が、 耶穌の 祈り を 聽 き、 其の 御 様子 を：： て rt! 分の： 脚 

り の 劣等な、 淺簿な も ので ある こ と を 感じ、 何う かして 良い 祈り がしたい と in ふべ Is ビを 起し て 、 『：悱 

る こと を 我らに 敎へ 給へ』 と In つたので ある。 

耶駄の 祈 ^謂  五 


耶穌の 祈禱訓  Is 六 

吾ら 若し 祈れなかったら 殘 念な ことで ある。 華の 宗匠の 處へ 行って 華の 出来ない の を 恥し く、 き 

まり 悪く 思 ふ 人が ある。 然ん なら 何故 祈りの 出来ない こと を 恥し く 思 はない か。 自分の 不手際、 無 

趣味な こと を 恥る が常然 である。 だから 主 耶穌の 前に 出て 『我らに！^ る こと を敎へ 給へ』 と， ふ必 

要が ある。 

耶穌は 祈り を敎 へられた が、 その 敎へ方 は 種々 あった。 吾ら は 信仰が 不徹底で 無 首 の敎 lir: は： ST た 

不得手で ある。 其れに 反して 耶穌は 無 一一 一一：： の 敎育を 善せられ た。 主の 人格に 觸れ、 せ、 の擧 4- を觀る 

と、 祈りの 氣 分に 滿 ちて 居られる こと を 感ぜざる を 得ない。 丁度 爐の邊 りに 行く と 暖く感 する やう 

に、 耶^の 所に 行く と 祈りに 滿 ちて 居られる こと を感 する のであった。 

耶穌は 常に 祈られた。 第一、 公の 席で 祈られた。 ナザレから H ルサ レム は靜 岡から 京に 來る位 

の 距離で あるが、 耶穌は 度々 H ルサ レムに 上って 一 ぎら れた。 叉 村の #堂 でも 祈られた。 或 時 は 食事 

させる とて 五 千 人 を 野に 坐ら せ、 其の 中で 祈られた こと も ある。 ギリ 、ンャ 人が 來訪 したと きも、 大 

いに 感動して 祈られた。 老練の 信者で も 人の 前で 祈る こと を 嫌がる ものが ある。 然し 其れ は，：；^ しく 

ない。 他の 人と 一所に 祈る こと は獎勵 すべきで ある。 人の 贊 成しない 祈り は考へ もので あらう" す 

ベて 他聞き の 悪い こと を 祈る の は 問題 だ。 現今 は 民衆の 時代で あるが、 せ ハれが 祈りに も 必要で あら 


う。 無論た だ獨 りして 祈るべき こと も ある。 ただ 祌 とのみ 相 語るべき こと も ある。 他人と ともに 祈 

り 得る ことであるなら ば、 祈る にも 餘 ほど 張 合 ひが ある。 何となく 顿 もしく 思 はれる に相逮 なから 

う。 また 自然ら 自分勝手な 了簡 を嬌め 正し、 同情 を も 成め る さが 出来る。 提携 は 祈りの 力で ある。 

1ー1  一 z ふまで もな く 耶穌に は 私の 祈り もあった。 現に 『なん ぢらは 祈る とき は、 己が 部 星に いり、 戶 

を閉ぢ て隱れ たるに 在す 汝の 父に 祈れ』 と 首 はれて 居る。 主 耶穌は 人格が 深かった から、 其、 の 祈り 

にも 他人と ともに 爲し 得ない 方面が あ つたで • あらう。 叉 他に も その ft- 由 はあった であらう が耶 as に 

はた だ獨り 祈らねば ならぬ ことがあ つたと 推測され る。 吾ら と 耶穌と は 遠って 居る が、 然し 其れで 

も 苦勞、 煩悶 單獨 して 祌に訴 へたい と m 心 ふこと は、 吾ら にも 常に ある。 

何も 家屋の みが 祈りの 場所で はない。 靑 天井の 野 も 祈りの 部 星と なる" 耶 a5 も 或 時 は 山、 或 時 は 

荒野に てと 一一 一一：： ふ 具合に、 祈りの ために 好んで 靜 かな 場所 をお 求めに なった ので ある。 昔からの 偉い 

宗教家、 アブ ラ ハム、 モ ー セ の 如き も、 矢張り 然ぅ言 ふ 風に 獨り I まかな 所で 祈った。 ぺ テ 口 は皮ェ 、ン 

乇 ン が { 豕の屋 根の 上で、 バウ J- はァラビ ャの荒^^で 祈り をした。 基督 信者に は 然んな ことが 祈 

に ふれて 4^ るべき 答で ある。 人知れ す 祈っても 知れす に は 居らぬ。 耶 穌 が 人な き 所で 祈って られ 

るの を * 子 はつひに 見出した と 聖書に 記いて ある。 最初 は 『や あ、 先生 此 所に 居られた か』 と 首 ふ 

やうな 風で、 其の 靜 かな IS り を 驚かした こと もあった やう だが、 後に は肅 然として： H 、の 祈り 了ら れ 

るの を 待つ やうに なった ものと 思 はれる。 餘程 主の祈りと 其の 假 かなる 敬虚の 風に 感化せられ たの 
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であらう。 敵 を 案内した ュダに は、 先生い つもの 如く ゲッセ マネの 木 藤に 祈って 居られる であらう 

と、 〈芥 易に 推測す る ことが 出來 た。 こんな 樣に耶 #1 に は 祈りの 習惯が 熟して 居た。 せ、 の 短い 傅 記 巾 

P..InI 身で 祈ら たこと が 明かに ^ト回 ほど 記いて ある。 或は 四 十五 人 回と 言っても よいで あらう。 

寶に 耶^ は 祈りの 人で あ つた。 

化、 L ならば 何ん な 祈り をな された ので あるか。 聖書に 記いて あるよりも ^き、 深い ものであった 

こ 相」 もな ハ。 然 ) せ、 の槪耍 は 略 ぼ 分って 居る。 加 ふるに 主の 析 りと 稱 する もの カ^って 居る (だの ル 

：：.  一， T 此， L ほ 耶穌の 遣し S かれた 祈りの 型で ある。 之 を熟讀 すれば 如何に 祈るべき かを敎 へらる る 

であらう。 

肝り は絕 えす、 また 熱心に 信仰 を もってせ ねばならぬ とお 敎へ になった。 熱心と tn つても 謙遥ぷ 

なけ， e ばなら ぬ。 吾ら は 罪の 赦を 得る KJ が 必要で あると 謂 ふ 意識 を^ちつつ 祈らねば ならぬ (ffli 

一 5 ほ 一 の、 皮の &蕩 息子 は 家に 歸 つた 時 父の 前に 何と 首 はう かと 豫 めせ、 の 心 構へ をして、 『起ちて 吾 

が 父に ゆき …… と 首 はん』 彼 は斯く 準備して 出かけた。 吾ら も 祈る とき は 彼の やうな 心 構へ を爲す 

が肝耍 であらう" 

何ん なさ を 祈ったら 好い ので あるか。 吾ら は 此の 問題に も展々 迷 ふ。 耶脉 の敎訓 によれば. ft^ 性の 

S を 祈らねば ならぬ (i さ i 匿；？ 一一 iT 譲と 戰ふ 場合に 於ても 

これに 隙つべく 熟 心に 祈るべき である。 (If JJg ねま g 。人の 身に は 病 や 苦痛が ある。 此れ を^ か 


んが爲 めに 祌に訴 ふる は 亦 祈りの 正當な M 分で ある (isKS ま 如) (fRrr 迷信 や 唯物論 や 罪 

10^ の i^i つて 居る 世の中で あるから 福 昔の 道の 行 はれる こと を？^^ して、 傅 迅の爲 めに 祈る ベ きで あ 

？ J  收 a はお ほく 穷 SA- はすくな し。 この 故に 收》!!の 主) へ 馬. f^iw.f^5T 叩^ ま 敬の め こさへ^ る こと を- rf^:: らに敎 へら 

る (に 勞粗人 も その 收後 5^ に 造 はし 給 はんこと も 求めよ」 Ul 七丄 二八、 グ 5r<-tf  I さハす スミさ II" 

1 ご ISKnz され ど 我は汝 らに告 ぐ、 汝らの 仇 も Y 馬 太 „w 五 

れて る I 愛し 汝らを 資 むる 者の 4i めに 祈れ の 四 四 」 

<:r へる こと や、 - おる こと も 祈りの 题 目に 加 へられて 差 支 はない。 然し これが ため 餘り 思ひ烦 つて 

5 すり 

はならぬ。 断る iel:- 柄に つきて は 何う しても 吾望 をと 言った やうな 態度 は 善くない。 決して^に 强づ _ 化 

を 吹 懸けて はならぬ。 すべて を 深き 聖旨に 任せた 身で は あるが、 其の 何れに ある や も 判然せ す、 苦 

さに 迫り、 聖旨なら ばと 服從の 信仰 を 持して 其れ を 祈る ので ある。 

も 一 っ大切なことは、^^耶穌其&叔^:の蛮名に於て祈ることでぁる。 名 は 青-の 賓と謂 ふ 支那 人の 1  一 n も あ 

ろ。 殊に ユダヤ人の へに 據れ ば、 其の 所有 主の 精祌ゃ 品性 を 表 はす ものと なって 居た。 共で 吾ら 

の 祈りす る 場合に も、 耶穌 の精祌 想 は 斯う、 其の 行かろ べき 途、 十字架の 意味 は 云. -、 『人 を 畏れ 

ろより、 寧ろ 祌を E ズれ よ』 の 意 氣込は 如何と、 深く 了解す る こと を 心がけ、 すべての こと 北.、 の^ 祌、 

门 i 性、 方針、 趣味、 計 霄と伴 ふやう に 努め、 それと 共鳴して 行く  HJ を 平生 考 へて 居らねば ならぬ。 

それで主耶穌^：^督の名に於て祈るとは、 今斯の 如く 祈る の も、 みな 其 所から 湧き出る もの ゆ ゑ、 如 

何 か聽き 人た まへ、 と 謂 ふ 意味で ある。 だから 若しも 耶穌の 精神 や、 方針と 一 致しない さが あるな 

おの ゴか 

らば、 敢て然 あらせた ま へと は 願 ふま じと 謂 ふ 心 もち も &: 然ら つて 居る 
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斯く 1^ り 得る のに は 平素 耶穌と 偕に 生活し、 之れ と 進退 を 同 ふすべく いつも 修行して ゐる ことが 

必要で ある。 其の結果、 主 の氣 合 を ¥i¥ のみ 込んで 了 ひ、 耶穌 I の 通人と なり、 何 を 祈っても 餘 

り 見 當逮ひ をす る氣遣 ひの 無き までに 銀鍊を 積み 『基督に 倣 ひて』 に 於て 攀 ぶが 如き 習が 此方の 性 

となって 居る やうに 熟達したい。 實に 『基督 我に 在りて 生けるな り』 と 言 ひ 5 おる やうに なりたい。 

斯く 祈るならば、 何でも 聽 かれる に 相違ない Gi の IS  .)。 

以上 は 祈 禱に關 する 耶穌の 教訓の 概略で あるが、. 尙ほ 精細な こと は 四 福音書に ついて 舉 ばれた 

い。 使徒 行傳ゃ 使徒の 書簡の なかに も 多くの 優れた 基督 者の 祈りが 記載され て ある。 其れら をも參 

考し、 舊 約の 詩篇 を 讀み味 ひ、 讚美歌な ども 唱 へつ ク 祈りの 精神 を擧. ぶなら ば、 漸く 聖靈の 首 ひ 力 

たき 嘆に も 取 S をして 善き 祈りが 出来、 其の 形式 も 整 ふやう になる であらう。 


基督 は 誰で あるか 

『來 りて r 儿ょ』 これ は ピリ ボが ナタナ エルに 吿 げた 首で ある。 耶穌の isiil. は その 近くに 寄って、 熟々 

わか 

と！：： 儿た 方が 解る。 ただ 遠くから 批評しても 解らない。 とても 話で は 解らない。 <K 物の 味 も 話で は 解 

ら ない。 紛の 美し さも 側へ 寄って 見ぬ と 其の 趣味 を 味 ふこと は^ 來 ない。 耶 のこと も然 うだらう 

と 思 ふ。 いくら 議論 をしても、 說明 をしても、 それだけで 分明と 解ら うと は 思へ ない。 矢張输 やな 

どと 同じ様に、 親しく 近寄って それ を 見る ことが 必耍 であらう。 耶穌 のこと を此 所に 說 きたいと 思 

ふので あるが、 . ^京で ヴァチ カンの 綺の 講釋 をす る やうな 感 がする。 どうも S- い 所へ 乎が 屆 かな 

,  あなたがた 

い。 到底 一 百に も 维 にも 盡 せる もので ない。 これ は 諸君が 自ら 架 翁 を讀 み、 親しく 耶穌に 近付いて 渐 

く 經驗を まぬ と本當 のと ころが 解り難いだ らう。 けれど 唯今 は 外に 致し方な いから、 お 互に 不便 

«,  あなたがた 

利 を 忍びつつ、 出来るだけ のこと を 行って 兒 やう。 或は 諸君が 親しく 耶穌の を經驗 せられる 突に 

なる かも 知れぬ。 

常に 活 問題で ある 

第一 耶穌の 事 は 何時も 活 きて 居る 問題で ある。 問題に は 死んだ もの も ある。 時候 迎 れで今 はも 
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う 問題に ならない もの も ある。 主 耶穌は 昔 問題であった ばかりでなく、 今 も尙 問題で ある。 いよい 

よ 成 M んに 研究され る。 二 千年 前の 耶 穌 が 何時も 新たに 問題と なって 活 きて 居、 其の 興味が 盡 きない 

と is ふと は 不思議で ある。 其の 人格の 大 いなる こと も 想像され る。 

耶穌 のこと を硏究 する に は、 何う しても 此方の 心 持から して 準備して 懸ら ねばならぬ。 其 研究に 

必 な 精祌狀 態が ある。 それ を 有って 居ない と、 幾ら 議論 をしても、 何にも ならぬ かも 知れない。 

此のゃぅな^^！は外にもぁる。 例へば 有祌 論、 即 はち 神 は あるか 否かと 首 ふこと や、 一 1, 不滅 論、 來 

世論な どで も然 うだ。 た^ 議論しても 餘り 〔化がない。 其の 像備條 件と して、 精祌狀 態が 良くな つて 

居ない と、 何時も 空 を 攫む やうな 心 持で 終る であらう。 先 づ此ら のこと に 深い 輿 味 を 有って かかる 

ことが 必耍 である。 叉 その 基礎に なって 居る 事柄 を も 幾分 味って 居らねば ならぬ。 然 うでない と、 議 

たまし ひ 

論 も說明 も、 餘り 力がない。 言の 意味 だけ は 解っても、 靈 魂に は 何の 印： 9- も與 へまい。 或は 入 格の 

惯； を 重んじて 居る とか、 或は 平素 道德 上の 問題に 心 を 用 ひて 居る とか、 或は 深く 人 を 愛する と 

か、 或は 人生の 問 題に 深い 興味 を 有って 居る とか 1  一一 II ふこと がない と、 有祌 論も來 世論 も 一 向 解ら な 

い。 何だか 淺、 滞な、 取り得の ない 議論との み 聞え るか も 知れぬ。 然し 今數へ 上げた 事項が 各自 ども 

の 心に 儲って 居る と祌 のこと も、 來 世の 話し も、 解り 易くなる であらう。 基督の 研究が 矢張り 同じ 

ことで ある。 それに 必要な 精神 狀態を 具へ て 居ろ と 早 解りが する。 精神 問題に 無頓着な、 冷淡な 心 

を 以て、 之に 臨むならば、 如何に 道理の ある 話で も、 それ 程に 受けない かも 知れぬ。 であるから 基 


傅の こと を 研究す るに は、 先づ それに 必要な 心 持 を 耕して 置く ことが 大切で ある。 餘稃 向上心に 富. 

み、 精祌 上に 趣味 fw- かな 心 持 を 有って 居らぬ と、 餘り その 効がない かも 知れない。 

第二  、王 耶穌 S 督は碗 かに 藤 史上の 人物で ある。 その 一代の 出来事 一 々詳しく 甞き 遣され て ある. 

ので はない が、 其の s: 福音書に 載って 居る だけ は、 大體に 於て 確かな もので、 決して 作り話で はな 

い。 JK*: な 藤史 であ ス.。 この こと は 近頃 高等 批評な どが 行 はれて 研究 や 議論 を 重ねた 結 鬼、 今日で 

は 明かに 證據立 一 てられて 居る。 基臀は 確かに 藤 史上の 人物で、 如何なる こと を 爲られ たか、 如何な 

る こと を赏 はれた か、 如何 やうに 生き、 また 如何 やうに 死なれた か。 その 弟子 ども は 如何なる 人た 

ちで あつたか。 耶穌の もとにあって 如何い ふ 風に 變っ たか。 彼ら は 耶穌の 人格から 如何なる 印：^ と 

感化と を 受けた か。 基 齊敎と 謂 ふ 宗敎は 如何にして 成立した か。 此れら は 藤 史上 確かに 認められる 

事寳 で、 疑 ひない 所の 話で ある。 决 して 作り話の 類で はない。 其れから また 此の 耶穌と 曾 ふ 人格が 

.5 き ほひ 

1 一千 年の 藤史に 於て 何れ ほどの 勢 を 有って 居た か。 彼 は 藤 史上の 最も 大 なる 力 であると |g ふこと- 

も、 明. {I である。 签督の 研究 は堅闹 なる 事寶を 基礎と して 行 はれ 得べき 仕事で ある。 

耶穌 人を顯 はす  . 
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ャ.^ 三 人 眞 相は耶 a- に. B つて 明かに されて 居る。 吾ら は 自分 を 本當に 知って 居ない。 己れ 0 

ノ.， ノ  ね 5 ち  ， し 

價俯を 知らない。 喪が 持ち腐れ になって 居る。 人 問と 實ふ もの はー體 何れ だけの 値お カぁス a 力 ル 

の 天地^ こ 於て 如何なる 地位 を 占めて 居る もので あるか。 その 行 先 は何處 であるか 叉ス 5^ は 現在. 

おちぶれ  -  IT 1 1 » 

のと ころ 共の 當然 あるべき 狀 態に 居る か。 或は ある まじき 方に 零落て 居る か 人間の 罪 は 如何 言 ふ 

もので あるか。 吾ら は此ら のと ころに つきて 理會が 出来て 居ない。 けれど 主 耶穌は その 霄 により、 

御自身の 人格に 於て 此ら のこと を に 示された。 擧 者の 書いた 書物 や、 自分の^11=|-ゃ、 或は 內省 

的の？^ 究ゃ 或は 志 などに. m つて、 我と 言 ふ ものが どれ だけ、 叉 如何なる もので あるかと 首 ふと を. 

； m 知り 得ないで はない。 けれど S1 だ 不徹底で ある。 是は 耶穌に 由って 解ら せられる ほかに 其途が 

無い。 ^の やうに 人 問 を 明らかにした 例がない。 人間 は本來 神の 子 たるべく、 永遠の 生命 を 承け 

sl ぐべき ものである。 然れど 現在 は 神に 離れて 罪が 其のう ちに 根深く 螨 まって 居る。 然し 如何なる 

稅吏ゃ 罪人で も 天の 父の 力で 救 はれ 得る ものである。 此は みな 耶穌に 由て 初めて 明らかになった 9 

んの 模範た る耶穌 

* お 、王 耶穌は 人の 樽範 である。 人 は 如何に 身 を 持つべき であるか。 如何 謂 ふ 風に 品性 を 修めて 

吁 つたら よいので あるか。 に その 標準が ある。 それ は國に 由って 違 ひ、 時代に 由っても 異な 

る。 すべて ゥ寺 代、 すべての 國に 通用す る 完全な 模範 は 耶穌の 外 何 所に も 見出されない。 耶穌 はた 


だに 西洋人の 樽範 である のみでな く、 束洋に 於け る 人格 修養の 標準で ある。 世界に 斯んな 人 はまた 

と 有るまい。 それが また 不思議な ことに は 男の みならす 女の 模範で ある。 更に 深く 此 こと を 研究す 

ると、 耶穌 は元來 罪のない 人で ある。 其の 品性 は 完全で ある。 何 所に も缺陷 がない。 圖滿な 人格で 

ある。 これ は 耶穌の 一 百行 を 戴へ、 その 精神 狀態を 窺 ひ、 殊に 神の 前に 於る 其の 態度 を視 ると、 疑 ひ 

を容 るべき 餘 地が 無い。 耶穌 は祌の 前に 少しの 恐れ 氣も 無く、 心 に^しい 點は 全く 無 か つた やうで あ 

54! ぼれ 

る。 此れ は齊 通の 人 問なら ば、 自： P と 言へ るの が あるし、 自ら を 欺む いて 獨 り 天狗で あると 首 ふ 場 

合 も あるが、 耶穌の 如く 謙遜 聰明で、 思慮深い、 全く 正直な 人格に して、 斯の 如き は實に 驚くべき 事實 

と はざる を 得ない。 共の 行に、 心の底に 至る まで、 若しも 一 點毫ー fej: の疵 でもあった ならば、 忽ち 心 

づ かるべき 害で ある。 必 すそれ を 感ぜら る A に 相違ない。 然るに 耶穌は 心中、 而 かも 神の 前に 於て 

少しも 過失 や g§ を 有って 居られる と 首 ふ 意識が 無かった。 人に 對 して 罪 を 明らかに 敎へ、 此れ を 痛 

かんじ も と 

切に 感ぜ しめたの が耶穌 で、 之 を 罪の 感の 源泉と 名くべき である。 其れに も枸ら す耶穌 御自身に は 

罪 ありとの 感が 少しもなかった。 實に 不思議 だ。 此の 點 から 考 へても 主 耶穌は 確に 罪のない 人で あ 

る と斷  一 W す る を S: ら ない。 

神の 子 

i9; 五 主耶穌 は實に 神の 子で ある。 人間 は 神の 子と なる のが その 目的で、 神の 子 たるべく 造られ 
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たので ある。 然し 吾ら は 鬼 角 その 心 持に なれない。 罪に 陷り、 神から 離れた。 神の 子な りと 自ら 稱 

すなほ  - „、、 

する やうに なっても、 繼子 根性が 晩け きらす に 居る。 素直に 神の 子た る 心 持に はなれない ％ "るに 

耶穌 のみが 能く 祌 の 子た るの 本領 を 全 ふせられ たので ある。 支那の 孔子の 如き は祌 の 子で あらう 

か。 彼の 人 如何に 德 があった にせよ、 其の 敬 ひ^んじた 天に 對 して、 眞に 子が 親 を 慕って 懷 しがる 

やうな 態度の 精神 を 具備して 居た と は 思 はれ 無い。 父 は叔梁 i^、 母は麵 氏、 此の 兩 親に 對 して は 孝 

行であった かと 問へば、 誰も 然 うだと は 答へ まい。 寧ろ 祌には 疎遠で 專ら 現世 的であった。 だから 

孔子に 神の 子た るの 精祌狀 態、 その 心 持が 備 つて 居た と は 思 はれない。 それなら 印度の 禪迦は 如何 

であらう。 元來彼 は祌を 信じて 居た か此が 第一 疑 はしい。 人格 的の 愛に 充 ちた 父なる 神 を 認めた も 

のと は 思 はれない。 多分 天の 父 を 否定した であらう。 此れ は 彼 自身が 然ぅー 百った もので あるか 如何 

か 判然らない が、 確かに 其の 心 持、 取り も 直さす、 最も 進んだ と 自任す る佛^ の 心 持 を 適切に 言 ひ 

表 はした の は、 『天上 天下 唯 我 11 尊』 の 語で あらう。 此處に 神の 子た る 氣分を 微藤も 見出す こと は 出 

來 まい。 印度 の^人 も 支那の 聖人 も斯 くの 如くならば、 他 は 推して 知るべし だ。 何處に 神の 子た る 

の 心 持が 阒滿に 現 はれて 居る か。 たと ひ あるに しても、 餘释 萎縮け た、 ほんの 印ば りの ものが 遣つ 

て ただけ である。 然るに li り 耶穌は 最も 完備した 意味で、 祌の 子で ある。 斯くて 自ら も 次の やう 

に 貢 はれた。 『H. ての 物 は 我が 父より 委ねられたり。 子 を 知る 者 は 父の 外にな く、 父 をし る 者 は 子 

また 子の 欲する ままに 顯す ところの 外にな し』 cf^l お。 不思議に も祌と 耶穌の 間柄 は 新る 狀 態で 


あった。 即ち 之 は 神の 子で ある。 賨に、 王 耶穌は 神の 子であった。 此裹は 何人も、 然 うでない とは霄 

たケひ  ひと り ご 

へないで あらう。 t^T た 不&: 議 な事資 である。 他に は 其の 類がない から 彼 を 神の 獨 子と赏 へる。 II 子 

と 首 ふ 意味 は 他 に說 明を耍 す る 點もぁ るが , 耶穌は 少 くと も今說 い た 意味で 神の 獨 子で ある。 

絕 對の宗 敎 

^六 、王 耶穌 は絕對 の宗敎 である。 完全な 宗敎が 耶穌の 心に 實 現されて 居た。 耶穌の 人格に 於 

て、 祌に對 する 其の 態度に 於て、 宗 敎の實 質、 其の 本體が 認められる、 同じく 宗敎と 謂っても、 淫祠. 

迷信、 邪祌を 祭る もの も ある。 稍 進んで は 猶太 宗敎ゃ マホメット 敎の 如き 信仰 も ある。 然し 宗敎の 

最も 進んだ、 最も 熟達した 意味 を 言 ひ 表せば 即ち 祌の 子た るの 態度、 其 心 を 以て 神に 仕へ る さで あ. 

ろと 首へば 適當 であらう。 此れ は 最も 深く 最も 徹底した 宗敎 の解釋 である。 神の 子と して 孝順なる 

能-一度 を 保つ HI が宗 敎の實 貝で、 一 百 はば 其の 滿月 である。 他の 信仰な ど は 或 ひ は片破 月ぐ らゐの もの 

も あらう。 其 所まで 行かない もの すら ある。 それで 宗敎と 首 ふ もの は、 耶穌 基督に 於て：^ 滿に、 虧. 

なく、 絕對 的に、 表現 せられて 居る と 首 ふ HJ が 出来る。 耶穌は 即ち 絶對の 宗敎を 自ら 有って 居ら 

れ、 叉 其れ を 人類に 示された ので ある。 今日に なっても、 吾ら は 未だ 耶穌の 有って 居られた 絕對圓 

滿の 宗敎を 受け 了ろ ことが 出来ない。 あだか も 寫眞師 如何に 上 乎で も、 月 を 本 當に寫 す HJ が 出来な- 

い  如く、  吾ら は 如何に 骨 を 折て 宗敎 哲舉を 研究したり、 系統 祌舉 など を 組織した りしても、 到底 耶. 
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穌の 宗敎、 滿 月の 如き 宗教の 木體其 もの を 本 常に 寫し 出す さ 思 ひも 寄らぬ。 ？ れんや それ を 悉く 各自. 

の靈 魂に 體驗 せんと 欲する に 於て を や。 み も 及ばぬ 行爲 である。 I 莨に 耶穌 基督 は絕對 的宗敎 であ- 

る。  靈界の 最高 權咸 者で ある。 宗 敎の携 歩の 歸着點 である。 

耶棘 如何なる 地位に 自ら 任ぜられ しゃ 

第 七 耶穌は 御自身の 爲 めに 種々 の 要求 を 爲られ て 居る。 人間が 餘り自 已の權 利ば かり、 王 張す る 

の は 困る ことで ある。 義務と 一一 目 ふこと をも考 へねば ならぬ" 各自が 唯權利 腰になる のが 今日の 通弊. 

である。 トルストイ など は 之に つきて 餘り偏 倚った 考へ方 をして 居る が、 主耶穌 は實に 愛と 謙 遮- 

と に滿 ち、  犠牲の 精神 を F 、いたお 方であった。 『我 は 他人 を 役 ふために 來 りしに 非す、 役 はれん ため 

に來 ひしな り』 と 仰せられた。 その 位 己れ を 忘れて 居られた。 愛の 人で ある。 『我 は 心 柔和に して 謙 

卑れる も 0, なり』 と 言 はれた。 決して 今日の 法捸家 見た やうに 無暗に 植利 張る 人ではなかった。 然 

るに 此の 人に して 實に 驚くべき 不思議なる 要求 を自已 のために 爲て 居られる。 其れ を ここに 一 々歡 

へト； ぐるべき？ 3 はない が、 4«1 ハの 目立って 見 ゆる 或る もの を擧げ ようならば、 第 1、 メシアで あると 

仰せられた。 メシア 即ち 基督で ある。 邪穌は 自ら メシアで あると 公一 一一 一口され、 然か 見られる やうに、 

然 か解釋 せられる やうに、 然 か取极 はれる やうに 弟子ら を敎 育し、 之 を 導いて 行かれた。 彼ら も漸 

く然 かすべく 敎 へられて、 遂に 『雨 は 活ける 神の 子 基督な り』 と 明言す るに 至った ので ある。 結局 


耶穌は その * 子ら を 訓練 指！ =ぉ して 自ら メシアと 見られる やうに、 彼らが、 然か考 へねば ならぬ や 

う、 平素 仕向けて 居られた に 相 遠ない。 此は叫 福音書 を讀 むと 何人に も 分る。 一度に、 王 は メシアで あ 

るとの 主張 を 抱いて 居られた ので ある。 詰り 精祌 5^ に 於る 此の 位置 を 自己の ため 其の 弟子ら に 要求 

された。 メシアと して-まに 立つ と 言 ふの が 本 來の御 志であった。 ところで この メシアと は 如何なる 

もので あるか。 ユダヤ人の メシア 思想 は I 様でなかった。 說が K 々になって 居る けれども 主 耶穌の 

自ら 有って n5 られ たメ シァ觀 は、 要するに 次の 如くであった らう。 

抑メ シァは 猶太 民族の 大 理想で ある。 其の 應 史の歸 着す ると ころ その 進歩 發展の 51： 合する ところ 

で、 人類 全 體に係 はる 祝福の 源で ある。 諸々 の 河水 流れ 流れて 大海に 人る 如く、 人間の 進歩 や 其の 

凡ての 勝史は 悉く メシアに 集って 大成す るので ある。 で、 主 耶穌は 我 は 即ち 此の メシア 共の 人で あ 

ると 謂 ふ 自任 を 以て 居られ、 =S れを 他人に 向って 言し、 然か思 はれる やうに 爲 向けられ たので あ 

る。 柔和 謙！ f 耶穌の 如き 人に して 此の こと ある は實に 不思議で ある。 自ら 耶穌 と稱 する が 先年 遣. 

つて 來て亂 暴 を 働いた ことがあった。 斯る氣 狂 ひ 染みた ものが 折々 出る。 頭が 如何 かなって ゐ るの 

だから 仕方がない。 然し 耶穌の 如き 人格に して 彼の やうに 言 はれた とあって は、 1  莨に 不思議で あ 

5 ぬ ぼれ  きちが  じ  とて 

る。 自ら 欺いた、 妄想に 驅られ た、 自 惚の强 い、 氣狂ひ 染みた 人であった らう か。 そんな こと は迎 

も 想像され ない。 

耶穌 はまた 人に 向って 絕對 的の 服從を 要求され た。 絕對的 忠義 を 命ぜられた。 曰く 『人 もし 我に 
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ち- -は、  つまこ  いのち 

來 りて、 その 父母、 妻子、 V ノ弟 姉妹、 己が 生命まで も 憎ます ば、 我が 弟子と なる を 得す。 また 己が， 

十字架 を 負 ひて 我に 從ふ 者なら では、 我が 弟子と 爲るを 得す』 (If 鳩 一一 一 I の)。 これ 非常な ことで ある。 

神に あら ざれば 出來 ない 卵爲 である" 

馬可傳 第一 一章 五が § 以下に は 中風 病 者の 天井から 吊 ひ 卸されて、 耶穌の 前に 出た 話が 書いて ある。 そ. 

の 信仰 を 見られ 之に 向 ひて  一一 一一 n へ らく、 『爾の 罪赦 されたり』。 傍の 人々 吃驚して、 如何にして 彼 は 人間， 

であるのに 人の 罪を赦 すので あるか。 神に あらす して 誰か 罪 を赦す こと を 得ん〕 非道い こと を 一 百 ふ 

Ef^ だと 喰って かかった。 路加 傅 第 七草 三十 六 節 以下 を讀 まれよ" 或る 罪 ある 婦、 その 罪を赦 され 身 

に 新たなる 生命 を與 へられた 恩に 感じ、 如何 かして 報恩 感謝の 意志 を 萬 分の 一で も 表 はしたい と 思" 

つて、 人り 來り、 その 足に 淚を 注ぎ、 おのが 髮の毛 を 以て 之 を 拭 ひ 去った。 

    ほし，^ ま、 

人 間 でも 特赦、 大赦と 言 ふこと は、 一！；、 王權 者に のみ 有る 横 能の 發動 である。 人間の 搜に爲 し 得. 

る ことで ない。 耶 穌の赦 罪は國 の法雜 なんかで 行 はるる 特赦ぐ らゐの もので ない、 本當に 魂の どん； 

^まで 徹底し、 人 をして 神 を 知らし め、 罪の 重荷 を 取り除 けられた と 謂 ふ、 明かな 意識 を與 ふるこ 

とが 出來 た。 罪の 赦を极 深く、 確實 に、 人の 心に 植付けて ぉ與 りに なった" 驚くべき 威力で ある。 

之に 赖^? もの に は 皆な 新たなる 生命 を與 へ られ る。 神 々 しき 不思議な 所作で ある〕 

、王 耶穌は 凡ての 方面に 於て 捷ち 誇って 居られた ので ある。 何の 點に 於ても 耶穌は 勝利者であっ- 

た。  づ 見られよ。 自然界に 於て 何れ 程の 威力 を 有 たれて 居た か。 之に 超越した 其の 威力が 遞 現れ. 


て 居る。 はつ 世 は 苦^ や、 嘆 や、 惱 みが ある。 これ 等に 對 しても たしかに 耶穌は 勝利者であった。 

此の 點. 何人も 疑 はないで あらう。 邪穌が 苦痛 や 串^ 難に 負けた と 謂 ふ 例 はない。 どんな W 難で も 之に 

勝ち Ei- せられた。 悉く 之 を 支配して 進まれた。 然か のみなら す 罪に 勝って 居られる。 此は 十字架の 

さから 考 へて 兑ても 解る。 .M もの も耶 の 魂 を壓 倒す る ことが 出来なかった。 凡ての 害 物、 凡ての 

凡ての 誘惑、 凡ての 苦痛、 生命に も 死に も 打ち勝 たれた ので ある。 生命に 打ち勝つ と は. 何で 

あるか。 これ は バウ 口の 言に も旣に 『或は 生命 或 ひ は 死』 と あるが 如く、 生命と 雷 ふ もの は 隨分重 

荷で ある。 如何にして 生活し ようか、 如. 何に して 世 渡が 出來 やう か。 此らは 常に 人 の 問題と なつ 

て ：5 る。 生きて 行く と 謂 ふが { 莨 は 大變な 問題で ある。 これが ため 人 は 常 に^められて 居る。 現在の 

生命が しき 壓迫 である。 此の 爾 迫に 耶穌は 打ち勝 たれた = 死に 打ち勝 たれた。 十字架 上 邪 穌の御 

様子 を 見るならば 確かに 死と 言 ふ大 敬に 打ち勝 たれた に 相違ない。 死 も 邪穌に 向って は 其の 齒が立 

たなかった。 死 も、 生 も、 何もかも、 有 ゆる 勢力に 對 して 主 耶穌の 勝ち誇って 居られた と は、 最早 

疑 を 挾む 餘地は あるまい と 信ぜられる" 諸！ S に 於ても 少しく ぉ考へ になる と 確かに 然 うだと 額 かれ 

るに 相逮 ない。 

又耶 穌は豫 てから 御 自分の 死、 其の 死の 狀態、 及び 其れが 即ち 人の 罪 を 救 ふべき ためで あると 言 

ふこと を、 初めから 知って 居られた ので ある。 曰く 『人の子の 來れる も、 事 へらる る爲 にあら す、 

反って 事 ふること をな し、 叉お ほくの 人の 臉償 として 已が 生命 を與 へん 爲な ひ』 (giffjj 『これ は 
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i の 我が 血、 お ほくの 人の 爲に 流す 所の ものな り』 (fl ま)。 主は疾 くよ ひ然 やうお 考へ になって 

居られた ので ある。 豫て 死なねば ならない、 然 かも 誠に 悲慘な 恐るべき 死 を 遂げねば ならない と 言； 

ふこと を豫朋 して 居られた。 其れの みか、 その 死 は 人の 救 はるる こと を その 目的と して 居る。 斯るー 

意味に 於て、 斯る 最後 を 遂げねば ならない と 言 ふこと を豫 てから 考 へて 居られた ので ある。 一 

主耶穌 は斯の 如き 人物であった。 其の 在世中の こと、 其の 生活ぶ りに ついては、 以上 未だ 言 ひ盡： 

して は 居らない が、 旣に 略述した 此らの 諸點を 約め て 言へば、 耶穌は 自ら 人類の 救 者と して 其の 身 

を 世に 提供され たので ある" 即ち 我 こそ は 基督で ある、 救 主で あると 名乘 つて 出られた ので ある。 ， 

實驗に 於る 基督  vi 

第 八 耶穌が 斯く宣 言して、 手 を 着けられた 其の 仕事 は 終に 如何な つた か。 5^ して 其れ を 仕遂げ 

られ たか。 其の 弟子ら、 後の 基督 者、 凡て その 流 を 汲む 人た ちの 實驗に 於て、 耶穌は 如何なる こと 

を 仕遂げられ たか。 その 在世中の 官； 一一 一一 II 果して 實 現せられ て 居る か。 自ら 名乘ひ 懸けて 出られた 計畫ー 

や 志 は 遂げられて 居る か。 

先づ 其の 弟子ら の 經驗は 斯うで あ る。 

『汝を 離れて 我等 何處へ 行かん や、 ただ 汝 のみ 限りなき 永遠の 生命の 一一 目 を 有つ ものな り』。 此れ は 

ベ テ 口が 他の 弟子ら を 代表して 明言した ことばで ある。 吾ら は實に 基督が 永遠なる 生 命 の 言 の 所 一 


有 者で ある こと を驗 知した。 之 を 離れて は. IE 處へも 行くべき 目的がない。 ただ 基督に 頼り 緒る のみ 

である。 此ぞ 唯一 の 救 者で ある。 當 時の 弟子ら 其の實 驗 から 斯の 如く 答へ たので ある。 

常に 現在す る 基督 

第 九 それで 弟子ら は 此の 耶穌 常に 現在して 居られる と 信仰した。 彼らの 信じた の は 常に 現在す る 

基督であった。 世に は 亡友、 亡父 母な ど 謂 ふ 語が 用 ひられる。 主 耶穌は 之と 同じ やうに 亡き人で 

あつたか。 耶 穌基螫 について は 如何しても 然んな こと を 思へ ない。 毛頭 思へ ない。 前の 政 友 會の總 

裁 原 敬と 一一 一一 口 ふ 人が 東京 if で 殺された。 實に氣 の 毒な ことで ある。 彼の 人格 は 所謂 偉大であった。 け 

れど 死後に 於け る 其の 勢力 は 何の 位の もので あらう か。 其の 現在の 活動 はとても 認められない。 彼 

まぬ 

の榮 if は 夢であった" 與黨の 人た ち も 掌中の 珠脫 けて 跡 かた も 無き に 至った が 感慨 無 EiB^ であらう。 

人間と 一一 一一 c ふ もの は 大抵 斯んな 工合 だ。 豪傑で も然 うだ。 聖人で も 矢張り 然 うだ。 高が 知れて 居る。 

1 口 一世 を 去れば 後 白浪と 消え 失する ので ある。 何だか 呆氣 無い。 其の 遣した 功績 を 維持す るの が旣 

ふた 

に 難 かしい。 共の 直接の 威力 は 墓の 蓋で 塞がれて 了 ふ。 唯歷 史上の 人物と して 其の 名前 さへ 蠢に蝕 

はれつつ ある。 然し 耶穌は 如何で あるか。 實に 活ける 基督で、 今尙ほ 活動して 居られる。 ただ 昔な 

がらの 耶穌 ではない。 神の 右方に 座して 居られる" 即ち 其の 主權 能く 世界 萬 物 を 知ろし召し、 之 を 

掌握して 居られる ので ある。 基督 はこの 祌々 しき 狀 態に 於て、 世界に 現在 活動して 居られる。 『我 は 
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世の 終まで 常に 汝らと 偕に 在るな り』。 『二三 人 集る 處には 我 も 偕に 居る』。 『我 は 葡萄の 樹、 汝らは 

枝な り』。 斯く官 はれた 如く、 基督 は 常に 基督 者と ともに また 其の 衷に、 活動 を續 けて 居られる。 

或 ひ は 基督 信者の 中に でも 信仰 未熟な 人 も ある。 其れで 『私 は 何年 前に 洗禮を 受けた が 未だ si 

の やうな 經驗 はない、 基督の こと を然ぅ 近く、  a つ 明らかに 經驗 した 覺 がない』。 或 ひは斯 やう-レー 百 

はれる 人 も あるで あらう。 然 らば 上に 說ぃ たこと は當 にならない 話に 過ぎぬ ので あらう か。 效し此 

れは华 功 を 積んだ、 經驗に 富んだ、 基督 者の 話を聽 くの が 寧ろ 當然 であらう。 繪の 話で も、 歌の 

でも、 然ぅ ではない か。 門外漢 を 相手に する は&勞 である。 其 道に 堪能な 人の 話 を 聞くべき であ 

る。 11 いや 未熟な 人の 話 は 役に立つまい。 基督の こと も 信仰の 薄い 人た ちの 經驗を 標準と する こと 

ま EH 違って る。 むしろ. $1 に 信仰に 深く 人った 人の 實驗談 に 重き を 置かねば ならぬ" ^美 歌に は 

斯 っ^き 經驗が 満ちて 居る。 其れと 同じ やうな こと は 基督 者の 傅 記 や、 現に 生きて 居る 人の 實驗に 

幾つ も ある。 その 一 例を擧 ぐれば、 彼の リビングストン のこと である。 暗黑 大陸の 探險を 成しと 

げ、 新たなる 世 # を 人類に 紹介した リビングストン は、 七 年 振りで 本 國に歸 来し、 グラス ゴ ゥ大學 

に 於て、 演說 をす ると 謂 ふこと になった。 彼 は 今法舉 博士の 名 t 虫 キ位を 授けられ、 其の 授與式 か 行 

はるる ので、 雲の 如く 集った 名流 大家 や 多くの 舉 生の 前に 立って 演說 する ことにな つた。 其 時舉生 

らは 『何 だ、 あの 田 4: もの、 外國 宣敎師 めが、 時代 遞れの 人間 何が 出來 るか、 落^い』 と、 何 力 

§ を 寅すべく 待ち 構へ て 居た。 彼ら は彌 次って やらう と 手ぐ すね 引いて 居た ので ある。 中には 豆 


, ^砲な ど を 用意した もの もあった。 つ ひに リビングストン は 起った。 悪戯して やらう と 思った 人た 

ち も 次笫に n 呉 照 目に 耳 を倾 くる やうに なって 来た。 彼 は 語 を繽 けて 『斯く 種 々の. 條牲ゃ 苦しみ ゃ淋 

しさの il に、 何もの が 能く < 水 を 維持して 居た かと 謂 ふこと を 諸 IS に 話したい と 思 ふ。 それ は 外で も 

ない。 即ち 『視 よ、 我は世の終まで^^に汝らと偕に在るなり』 と 言 はれた 耶穌 のお 約.^ である。 其 

のとき 余 は 此の 紳士の 一一 目 を 信じ、 其れに 依って；. ni 難 を 事な く 通過す る こと を^た ので ある』 と 一一 目つ 

た。 之に 滿堂水 を 打った 如くに なった と 彼の 傳記に 書いて あった。 リビングストン は 『我 は 世の 終 

まで に 汝らと 偕に 在るな り』 との 耶穌の 二目 を 叙し く實驗 したので ある。 彼の 偉功 は、 此の 約來 

の 力に， H つて 成就 せられた も の であ ると 首 つて 差 支がない。 

ともがら  かねぐ 

ところで 此の 何時までも 其の 徒と ともに 現在す べしと 言 ふこと は、 耶穌豫 々のお 約 j:^ である。 資 

に 不思議な 豫約も ある もの かな。 我ら は必す 何時もお 前ら と 偕に 居て やらう と、 耶穌が 確と 共の 一 百 

を 相 契れた ので ある。 而 して 約の 如く 之を實 行して 居られる。 其れが 一::- 氣の 沙汰であるなら ば、 約 

束が 旣に常 ごとで ない。 其の 實行 いよく 不思議で ある。 此は 如何なる 人格で あるか。 

罪の 赦 

第 十 旣に 申し述べた HJ であるが、 此の 耶穌は 吾ら の 罪 を赦 される。 吾ら は その 十字架に 依て 罪 

を赦 される。 神 自らの 赦罪 を靈魂 深く 經驗 する ことが 出来る。 耶穌は 其の 十字架の 上から、 りに 
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I？ つた 吾ら の 罪の 赦 される こと を 宣言し、 吾ら をして 其の 確實 なること を實驗 せし むる ので ある。 

比の 赦罪 はた だ 大目に見る とか 好い加減に 彌 縫して 置く とか、 臭い ものに 蓋 をして、 知らぬ顔 をす る 

と 一一！ 一 I： つた やうな 話で はない。 基督の 十字架 は 人間の 罪の 上に 下された、 徹底的の 審判で ある。 罪に 

對 する 徹底的な 宣言で ある。 且つ 其 所に 神 自らの 愛が 表 はれて 居る。 耶穌の 十字架 を 仰がば 何人も 

.GI: 然と これ 祌の 愛な りと 感ぜざる を 得な い。 神の 愛正 しく 其 所に 現 はれて 居る と 思 はせられ るので 

. ある。 十字架が 1 して 神の愛 を 現 はすので あるか。 然ても 不思議で ある。 IS 日の 新聞紙 第三 面に は 

隨分 悲慘な 出来事が 記載され て 居る。 其れ を 讀んで 天道 是か非か、 祌も佛 もない もので あるか、 と 

一一！  一  I： はんと 欲する やうな 感じ を 有つ 人 も少く あるまい、 然るに 耶穌の 十字架 は 最も 悲慘 な、 無理 非道 

な、 事實 であるに も拘ら す、 之に 對 して 誰か 敢て 天道 是か非かと 言 ふか。 此 所に は 一人 も 冇るま 

(。其れ は 何故で あらう か。 此れ 外で はない。 何 さま 耶穌の 十字架 は 神 御自身の 愛の 表現、 神の 意 

志つ 發揚 である。 神が 人の 罪 を 背 食 はれし 事實 其の ものである。 十字架 は實に 神の 限 無き 慈愛と 憐 

偶との 現 はれた ところで ある。 靜 かに 耶穌の 十字架に 對 すれば、 如何しても 然か思 はざる を 得ない 

やうな 感じが 起る。 それ だから 天道 是か非かと 叫ぶ ことが 出来ない ので ある。 十字架 即ち 神の愛で 

ある。 宛 かも 母親の 苦 がその 子 を 愛する 心 を 表 はす やうに、 十字架 も 神の愛 を 明ら 力に 表 はして 

居る。 祌 自らが 愛に よって 斯る 苦痛 を經驗 せられた ので ある。 斯く 思へば こそ 天道 是か非か などと 

疑 ふべき 餘 地が 耶穌の 十字架に は 見出されな いので ある。 其れで あるから、 吾ら は 耶穌の 十字架に 


-對 し" 此の 祌々 しき、 否祌 身の 愛 を 表現す る 十字架に 向って、 あな あはれ！ ああ 慯 はしゃ、 な 

どと 感 する ことが 出來 ない ので ある。 北ハれ には餘 りに： しく、 氣 高く、 神の愛が 共 所に 現 はれて 23 

る。 ，：：： らは fi. 美 せざるを得ない、 喜びが 自ら 生じ 來 〈なので ある。 

勢力と して 罪惡を も 制す 

^十 一 吾ら は 耶穌の 十字架に 於て、 罪を赦されるとを經驗する^が出來る。 共れ は 人 の，. 惡 

が 遗憾な く 充分 北 ハ 所に 聰 はれて 居る からで ある。 然し 十 字 架 は また 人の 心に 蟠 つて 居る 罪惡に 打ち 

勝つ 力で ある。 吾ら の 身に 负 へる 罪の 處 m51 のみでな く、 吾ら.^ して 赦罪を 得さす る のみでな く、 吾 

らの心 に^り、 な义 り、 威張り 返って 居る ところの 罪惡を 制し、 其の 執念き 力 を 打ち 碎く 威力が 十字 

架から 發揚 される。 十字架 は 人の 心を淨 化する 活ける 勢力で ある。 この こと も 基督 を 信す る もの は 

經驗 する の で ある 。 、王 耶穌は 罪に 打ち勝た しむ る 威力 を 確かに 有つ て 居られ る 。 

耶穌の 十字架 神 を 顯彰す 

|5;1十 二 以上 說き來 つた 如く、 耶穌 在世中の ことより、 その 死、 及び 死後に 於る 其の 活動に 至る 

まで 之 を 精し く 考 へて 見るならば、 其 所に 神の 有りのままが 表 はれて 居る。 祌は 如何なる もので あ 

るか。 假令 祌の實 在が 分っても、 それの みで は 物足りない。 如何なる 祌 であるかが 問题 である。 北ハ 

の 人 の 罪 惡を憐 む、 路加 傳第 十五 章に 街いて ある 如くで あるか。 其 所に 出て ゐる 放蕩 兒の 親の 如 

く、 苹 一 頭 を 失った 牧羊者の 如く、 一  枚の 貨幣 を 失った 婦の 如く、 手 を 代へ 品 を 代へ て、 其の 失った も 
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,0 を 尊ね、 尋ねて 之 を 獲れば 非常な 喜び をす る やうな もので あるか。 あの 心が 眞實 神に あるので あ 

るか。 吾ら は實 に祌は 愛な りと 言 ふ 明白な リ！ 的確な 據を與 へられたい。 此方の 主 觀的耿 態 如何に 

變 つても 決して 變る ことのない、 動かざる 事實に 信仰の 根底 を 求めたい。 それ は 如何して、 乂何所 

みすが た 

にある か。 た 、王 邪穌の 人格、 其の 品性、 其の 行動 擧止 など を 見よ、 祌 の架容 を： るが 如く 感ぜ ざ 

る を 得ない。 耶穌に 於て 祌を見 £ す ことが 出来る。 神 は 耶穌の 翻に 輝いて 居る。 耶穌の 心 は 即ち 神 

の 心、 耶穌の 十字架 は 即ち 祌の 十字架で ある。 

華 歌 第 八十 叫 は 『^の 君』 と 言 ふ 歌で ある。 何時も 言 ふとで あるが、 翻譯が 不十分な ので 困 

. る。 其の 第二 節の 原文 は、 『我 をして 我が 神なる 基督の 死に 於ての 外 誇る ことな からしめ 給へ. - ああ 

主よ』 である。 僅か 二 行で ある けれど、 其が 日本の 譜美 歌に 見出されな いのは 殘念 である。 基督 敎 

は 邢穌の 十字架に 神の 心 を 認 むる 信仰で ある。 十字架 は 神の 苦錄を 意味す る。 『我が 祌 なる 基督の 死 

の 外 は』 と は、 實に大 瞻な首 ひ 分で ある。 然し それが 基督 敎 である。 斯の 如く 基 臀を考 へ 得る やう 

次第に かれて、 本 當に之 を 信じ、 之 を 味 ふなら ば、. 其 所に 救の 經驗が 熟して 來る。 

耶 は 誰で あるか。 吾ら は 基督の 前に 絕對の 服從を 捧げる。 基督 は 吾ら の 良心よりも 確かで あ 

あて 

る。 良心 は 時として 問 遠 ふ tj が ある。 良心 は 履當 にならぬ。 飛んでも 無い 見當逮 ひもす る。 然るに 

主 基督 は 吾ら の 良心より 確かで ある。 最も 確かな 良心で ある。 基督 は 吾ら のために 良心よりも 確か 

な 良心で ある。 其の 曾って 弟子ら に 向って 要求せられ たやうな 服從を 吾ら にも 要求 せられる。 然し 


て 共れ に應 する のが 當然 であると 思 は ざる を 得ない。 吾ら は 恐れ 氣も なく、 その！ 1 魂 を 基督に ァ 

し、 永遠の 救 を 之に 委 ぬる ことが 出來 る。 旣に 此の 大 いなる 救 を 吾ら に與 へられた 祌は、 などて^} 

に 添へ て 萬 物 を も與へ ざらん や。 世界の こと を 凡て 此の 見地から 解釋 する。 斯くて 世界 は 新たに な 

る。 新； 大 新地に 化する ので ある。 

此れ 人 il に 現 はれし 祌に 非す や。 『汝 ら、 キリスト ，ィ1.| スの心 を 心と せよ。 即ち 彼 は 祌の貌 にて 

居 給 ひしが、 种 と 等しく ある 事 を间く 保たん と は 思 はす、 反っ て「匚を穴^.:ぅし、 僕の 貌を とりて 人の 

如く なれり』 一一 r これが 基督 敎 である。 

『汝ら は 我らの 主 イエス、 キリストの 恩 .Iss を 知る。 即ち 富める 者に て 在した れど汝 等の ために 貧 

しき， おとなり 給へ り』 (gffg) 。これに は 幾多の 問題が 附着して 居る。 其の 解 釋は難 かしい。 然し 世 

に は 解釋の 付かない ことが 幾ら も ある。 例 すれば 人間の 意士、 ぼ 自由で ある。 其れ は 自然界の 法則、 

萬 物 逸 化の 秩序と 如何にして 調和す る や。 理化舉 にも 解 釋 の 出来ない ことが 澤山 ある。 解 棒が 出來 

ないから と 一一 一一：： つて、 否定すべき ではない。 然 うでな くば 何も 信ぜられない ことにな つて 了 ふ。 幾多 

不可解の 問題 はあって も、 信ぜねば ならぬ ことが 少 くない。 基督の こと も 其れ だ。 之に 關 する 問題 

は盡 きまい。 然し 不十分ながら 以上 列擧 した 點 や、， 多くの 高尙 なる 人た ちの 經驗 した 材料に 吾ら 自 

身の 分 を も 加へ て、 之を觀 るなら ば、 ナザレの 耶 穌に對 して、 『吾が 主よ、 吾が 神よ』 と 叫ばねば な 

らぬ やうな 心地す るに 至る であらう。  (一 九 二三 年 一 月) 
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賢母の おもかげ 

今日は 聖母 マ リャの 話 をす る 積り である、 次 の 日曜日に は 耶穌が 十字架の 上から その 母に 告げら 

れた 一一 目 を說 くべき、 順序に なって 居る。 今日の 話が 其 準備に なれば よいが と 思 ふので ある。 

女擧 校の 中には 良妻賢母 主義と やら を 標榜して 居る もの も ある 樣 だが、 只 だお かみさん やお 袋 さ 

んを. 作る だけで、 女子 敎 育の 目的 を 達した とあって は 困る。 もっと 廣ぃ點 にまで 注意し、 すべて 人 

格 を發揚 する 敎育を も 施さ ねばなる まい。 

然し 良き 母の 惯値 甚だ 大 なること は 云 ふまで もない。 ナボレ オン 大帝 は 『フランスの 最も 切に 耍 

求す る もの は 母で ある』 と 言った と 聞く。 家族 生活の 基礎 は 母で、 敎 育の 柱. あ もまた 其處 にある。 

我等 は 基督 敎の 家庭に、 多くの 良き 母の 與 へられる やうに 祈らねば ならぬ。 

昨日 廿术 姉妹が 來訪 して、 其 娘の 餘り自 な 寧ろ 放縱な 生活に 陷 つた 校 様 を 語って、 泣いて 歸られ 

た。 私 も 深く 同^して、 何とか！ sl^ の 道 を 立てたい と 思って 居る。 基督 者 は 自分 一 個の 信仰 を 修養 

する こと も 大切で あるが、 家族の 信仰生活 を 向上せ しめて、 その 改善 進歩 を！： ら ねばならぬ。 耶穌 

の 母 マ リャ のこと は 此の方 面に 於て、 大いに 參考 になる であらう。 

マリヤ は實に 好い子 を 有った ので ある。 この 好い とい ふに も 種々 ある。 偉い と 一 百 ふ 意味 も あり、 


善良で 神に 喜ばれる 種類な の も ある。 英傑 や 天才 は 人の 望みの 如くに 出來る もので ない が、 信仰と- 

祈りと で敎育 すれば、 善良な 子 を 育てる 事 は出來 るで あらう。 ブ ウス 大將 夫人 カセリ イン は 『.：i^, し 

て 不信仰な 子 は 持つまい』 と 決心して 居た さう だ。 好い 親に も惡ぃ 子の 出 來た例 も 無いで はない。 

堯の やうな 聖人に も、 不肖な 子が あつたで はない か。 然し 大體は 祈り 深い、 信仰の 好い 親に は、 好. 

い 子が 出來 る。 母た る もの は、 敬虔の 德を養 ひ、 祈り 深く して、 好い子の 母で あり 得る やうに 心が 

けたい ものである。 

元 來耶穌 の 母 は 聖靈に 感じて 懷胎 したので あるから、 凡てが 祌爲 であ-つた。 然し 彼女が 神の 子の 

母と なった と 云 ふ、 またとな き 恩寵 を 蒙った の は、 全く 篇で はなかった。 それだけ 德を 保ち、 人 

格が 之に 相當 して 居った からで ある。 英 國のガ アビ ィは、 その 『耶穌 の內的 生活』 に 於て 此の 母に 

して 此の 子 ありと 云 ふ 意味 を 明に する 事 を 試みた。 故に 好き 子 を 見ん と 欲する 母 は、 好き 品性 を 有 

つて IH? ら ねばならぬ。 聖母 マリヤの 人と 爲りを 見る に、 實 にも 氣 高い 品性 を 具へ て 居た。 ラフ ァェ 

ル などが 其の 畫にマ リア の氣 高さ を 表 はさんと 試みて、 尙ほ 及び難き を 感じた のも怪 むに 足らぬ。 

第一 彼女 は 淸淨な 婦人であった。 心に 少しの 僞り 無く、 神の 前に 出ても^ 段 怖ろ しと も 感ぜす、 

敬虔の 念 を 抱く とともに、 憚らす 能く 神に 近づく こと を 得る ほどに、 心の 純潔 を 保ち 得た ものと 思 

はれる。 恰も 生みの親の 前にで も 出る が 如き 心持ちで、 親しく 神に 接し、 腔に. M もつ ものの 如き 感 

じ は 少しも 無かった やうに 見える。 これ は 彼女が 僞 りの 無い 正しき 精神の 人であった 證據 である。 
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次に 彼女 は 謙遞な 人であった。 神の 卑しき 婢と云 ふ 意識 を 以て 滿 され、 喜んで 神に 從ひ、 其の 命- 

ぜら るる ままに 進退す る こと を 心掛けて 居った。  少しも 出しゃばったり、 差 出たり する やう， な處 が- 

無かった。 自ら 顯 はれる よりも 其の 子の 顯 れん 事 を、 最も 望ましい 事と 思って ゐ たらしく 見える。 

隱れ たる 仕事に 滿 足して 居た。 婦人の 手本と なる 可き 品性 を 充分に 僮へ て 居た ので ある。 

路加 傳 二の 一八、 一九の 兩 節を讀 まれよ。 彼女 は 其の 懷に 抱いて 居る 幼子の 事に 就いて、 奇 しき- 

目 出たい 話 を 聞かされし 時、 『凡て 此ら のこと を 心に 止めて 思 ひ 回せり』 と 記して ある。 決してみ だ 

りに 其ら のこと を吹聽 しなかった。 只 胸中に 秘め 藏 めて 深く 之 を 思 ひ 回らす だけに 止めた。 親にな^ 

ると 共 子の 好い 辜 をみ だ ひに 吹聽 し、 これが 爲 めに 鼻 を 高う して、 世間に 誇る やうな 弊が 生じ^. 

い。 聽く人 をして 甚だ 片腹痛く 感ぜし むる のみなら す、 敎育上 出々 しき 大事で、 恐ろしい 結 を も < 

伴 ふこと になる ので ある。 

レ ー 一一，' と 一一 目へば スコットランド 有名の 大家で あつたが、 小擧 校に 居る 頃、 世^に 神童の やうに 

言 はれ、 天才 だとの 1- が 高かった。 其れと 聞いた 彼の 母 は 『彼 は 憐れな 奴で ある。 若しも 神が 彼に. 

恩寵 をお 與へ になるなら、 彼の 才能 も 危惧 まれる 必要 もなから うが 如何 も』 と、 一一 目った さう だ。 子- 

供が 木登りな どして 猿に も 勝る 身の 輕さを 見て は、  親 は 之 を 嬉しく も 思 はう が、 また 之が ため 危險 

を も 感ぜざる を 得ぬ であらう。 それで レ ー 一一. ー の 母 は 祌の御 恩寵に 依りす がらねば ならぬ と窃に 考- 

へたので ある。 彼女 は 己が 子の 稱赘 せられる とき、 調子に 乘り 出る やうな 質でなかった。 此れ は iy.: 


頃 讀んだ マ カイと 謂 ふ 人の 著書に 出て 居る 話で ある。 親た る もの は 平生 此所を 心 て 居らねば 

ならぬ。 

マ リア はまた 共のお 持ち 申した 聖 子の 理想と 使命と に 深き 同情 を 有つ. て 居た。 彼女 は 早くより ィ 

ス ラエル 民族の 理想に 熱情 を 寄せて 居た から、 之に ついて 種々 な 夢 を も 見た であらう。 殊に 耶穌御 

誕生 前後に 伴な つた 奇 しき ことども もあった ので、 此の 熱 S ます^ \.昂 めら れた であらう。 彼女の 

危な n4 は 比 所に 伏在して 居た。 聖 兒の榮 ゆく 末 を 思 ふに つけ、 その後 見に 立った かの やうな 氣 取りに 

なり、 時として はおせ つかいに 過ぎた こと もあった らしい。 牝 §1 は s^i の 卵 を" S し^とき、 雛が 大き 

くな つて 水に： 冰ぎ 出す の を 見て 大變 心配す る。 親と 子の 間に も 然ぅ謂 ふ 事情の 起る こと も あらう。 

マ リャも 此の 老婆心から 耶 穌に對 して 行り 過ぎた こと や 仕損じた ところがあった らしく 兌え る。 然 

し 彼女 は 自分の 與 へられた 程度に 於て、 耶穌の 理想と 志と を 理解し、 之に 同情し、 己れ を犧牲 にす 

るまで も、 北 ハの赏 現 を 祈った に 違 ひない。 此も 前に 引いた 著書に 見た ことで あるが、 英國の ある 有 

名な 小説家が 年少の ころから 天才の-藤が 現れて 居た。 然ると ころ 母 は 之 を 解し す、 或る 工場に 働 

か t て ffi かば かりの 貸錢を 儲けさせ ねばなら ぬと 言 ひ 張った さう だ。 此 では 困る。 親 は 子た る もの 

の 長所 を 何 所まで も 仲して やる やう. に 心掛けねば ならぬ。 

殊に 子供の 有って 居る、 人類と しての 天分と 本質と を 十分に 成就 させて 與る やうに 努 むべき であ. 

る。 分けても 大切な の は、 天から 賦與 された 其の 靈 性を發 達せし むる やう 注意す る ことで ある。 入 
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間 は いづれ も祌の 子供で ある。 『幼子 を 我に 来らせよ。 彼ら を禁 むる 勿れ、 祌の阈 に 居る 者 は 渐の如 

きものな り』 と 耶穌は 言 はれた。 いくら 稚 くても 皆 神の 聖國を 受け 嗣ぐ 可き 使命 を帶 びて ゐる。 ^ 

に 國民敎 育 も でんだ、 糊口の 途 にも ありついた、 家業 も 繁昌 だと あっても、 北ハれ だけで は 人^と し- 

て 滿 足が出 來 ない。  斯う 言って 濟す親 は その 愛する 子の 天性 を 未だ 解して 居らない。 その 本領に 對 

する 同情がない。 決して 親た る ものの 責任 を 全うした ものと は 云へ まい。 先刻の 小說 家の 母より 甚： 

しい 不 了見で ある。 只 だ 子供の 試驗 の點數 ばかり を 心配したり、 舉位ゃ 资產を 當に緣 付けたり など 

する こと を 以て 足れり とする は 虚榮の S1 しきもの である。 旣にマ リャ もこの 種類の 間違から 三度 も- 

失欧 して ゐる。 普通の 人 はもつ と 醜い 失 欧に陷 り；^ タぃ。 區々 たる 小事に のみ mi をつ け、 虚榮 に.！ ii! つ. 

て、 子の 人格の 發達 を礙 ぐる こと は、 實 に罪惡 であるの みならす、 甚だ 愚かな 話で ある。 先頃 八！ f 

になる 或る 男の子の 葬式 を 行った 時、 牧師 は その 父に 向って 贵郞 のお 子 は小舉 校と 日曜 擧 校と 何れ 

に 入られた のが 先であった かと 問 ふた。 彼の 父 は小擧 校より 餘程 前から 日曜 舉 校に 通って ゐ たと 答. 

へた。 凡て 此の 順で 行きたい ものである。 愛する 子 を 日曜 舉 校に 遣る だけでなく、 常に 之が 爲 めに 

1^ ら ねばならぬ。 精神 敎 育に は、 社 會の關 係より 種々 な 不便 も 起る。 之が ため： ij 々多大の 犧牲を も 

拂 はねば ならぬ。 餘 程奮發 しないと 下らぬ 事に のみ 力が 入って 最も 大切な 方面 を 怠る やうになる で 

あらう。  . 

ここに また チヤ ー ル ス • キング スレ ー の 逸事が 出て 居る。 其の 母 或る 友人に 告げて 曰く、 『私 は胎 


內に子 を 有って ゐる ころ デボ ン シャァ の 美しい 自然界の 中に 住って 居た が、 共の 美し さ を 自らよ く 

眛 つたならば、 胎內の 子に も 自ら 赛き 印象 を與へ 得る であらう と 思って、 常々 心行く ばかりに 共の 

景色 を樂 しむ こと を勉 めた』。 彼女の 心 懸け は 徒 勞に歸 さなかった。 其の 子 後に は 詩 や 文に. おじた 賢 

明な 人物に 成った ので ある。 まして や 靈界の 事物に 心 を 用 ひ、 氣 高く、 美 はしく、 奥深い 神の こと 

ども を 想ひ績 くるなら ば、 どれ だけの 良い 感化 を 子に 與へ 得る であらう か。 耶 穌 の 家庭に は 確に こ 

の 類の ことが 多かった であらう。 今や 世に は惡ぃ 感化が 横流して 居る。 故に 取り分け 此の やうな 注 

意 を 深く したい ものと 思 ふ。 (マ カイ 氏の 著書に 負 ふところ 多し) 

(一九二 三年 二  Ho  .. 
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婦ょ汝 の 子 を視ょ 

きた 

さて 耶穌の 母と 母の 姉妹 及ぴク パの妻 マリア 並マグ ダラの マ リア その 十字架の 旁に 立り。 邪穌 

母と 愛する 所の， ゆ 子と 旁に 立る を 見て、 母に 曰 ひける は 婦ょ此 なん ぢの 子な り。 また 弟子に 曰 ひけ 

るは此 なん ぢの 母な り。 是時 その 弟子 彼. を已が 家に 携往 けり (^« ，一一：^ の )o 

耶穌 十字架 上の 御言に 就て 二度 ほど 話 をした が、 今日は その 第三の マ リアに 向って 仰せられ たも 

の に 就て； を爲 よう。 

馬可傳 一 五の 四 〇 に 『また 遙に 望み ゐ たる 婦 ありし が 云々』。 即ち 遠くから 望んで ゐ たと 書いて あ 

る。 多くの ども やって 來 はした がその 物 i^x い 有樣を 恐る恐る 遠方から 見て ゐた。 先刻 請んだ 約 翰 

傳 一 九の 一 一 五に は 『耶穌 の 母と 母の 姉妹お よび ク ロパ の 妻の マ リア また マグ ダラの マ リア その 十 宇 

架の 旁に 立てり と』 ある。 以上 四 人 は、 他の 齒 どもが 何んだ か 氣味悪 るげ に 遠方から 見て ゐ たのと 

離れて、 邪 g の 十字架 近く 進み 寄って 立って ゐ たので ある。 これ は 彼らの 志 如何に 深く、 其の 同情 

如何に 切で あつたか を 示す に 足る 事實 である。 弟子た ち は、 耶 ，姊 の 捕 はれた とき！ i 病 風に 吹かれて 

逃げた。 然し 少しく 氣の 鎮まる に 及び 耶穌の 5^ かれて 行く 後に 踉き、 終に その 十字架に 釘 けられた 

るせ 勿 1^ まで やって きた。 6， ども は此際 殊に 確乎した 大瞻な 精祌を 表して ゐた。 これ は婦 どもなら ば 


然 う^い 目に 遇 はされ まい、 先づ 安全で あらう と 思った からで も あらう が、 また I つに は 同情の 深 

かった がた め斯 くも 大膽 になった ので あらう。 

J 路加 傅 一 一の 三 五に シメォ ンと 謂へ る もの マ リ ァの 前途 を豫 言して 『剑 ^ なん ぢの 心 を も 刺 透す ベ 

し』 と 言った と あるが、 まさしく その やうに 母 は その 胸 を 刺さる ごとく 感じて ゐた であらう】 然し 

通例なら ば 腰の 脫け もすべき 此の 場合に、 なほ 十字架 近くに ちゃんと 立って ゐ たと 書いて ある。 如 

何にも 魂の 据 つた 度胸の よい 婦人であった ことが 分る。 これ 婦人 は 素より 男子で も學 びたいと ころ 

である。 

舞、 外^ 害 と 謂 ふ ものの ある こと は 御存じで あらう が、 餘り當 にならぬ こと も 書いて あって 書と 

して は取极 はれて ゐな いもので ある〕 そのうちの 或る 蚩 曰に、 マリアが 泣き叫んで ユダヤ人の 非道 を 

罵ったり、 怨の數 々を 並べたり した ことが 書いて ある" 然し それ は 誤った 記事で あらう。 實際 はこ 

の 福音書に ある 如く、 マリア は 頗る 落つ いて、 沈默を 守り、 よく 耶穌の 様子 をう ち 守って ゐ たので 

ある。 此は 昔の ことで あるが、 彼女 は 人々 がその 兒を 褒めそやし などした とき も、 密かに 之 を 胸の 

うちに 禱 めて 深く 思 ひ 廻らした と 特に 記されて ある。 彼女が 十字架の 傍に 立って ゐた祈 も、 靜 かに 

つ 、まし 5 い  まも 

一 百 紫 もな く、 肅然 にう ち 戌って ゐ たものと 見 ゆる。 その 人格の 氣 高く、 靜 かに、 奥床しく、 考深 

く、 敬虔の 您度篤 きを 保って ゐ たこと は 吾ら の 心に 刻み付けて 匿きたい。 實に 婦人の 鑑 である。 

彼 得 前書 三の 六に 『汝ら 善 を 行 ひて 何 ごとに も戰 き懼れ す』 云々 と ある。 これ は悲 みや 恐怖に 遇 

婦ょ 汝のチ も視ょ  四 七 七 
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、つたと き、 吾 を 忘れ、 度 を 失 ひて、 思 ひも 懸けざる こと を 言って 了ったり、 醜態 を 演じたり する や 

うな ことの 有 勝な の を 戒めた 言葉で ある。 マリアの 場合な ど は、 然 うあって も無现 ならす と 何人も 

-t 容す であらう のに、 彼女 は然 うでなかった。 恐怖の ために すこしも 度 を 失 はす。 能く 自已を 守り、 

節 的 を 保ちて、 靜 かに 事の なりゆき を 見と どけた ので ある。 手 も 足 も 出です、 言 ふべき こと を さへ 

^り 得ざる 場合であった にも 拘 はらす、 其の 愛する 子と ともに 苦痛 を 忍びたい ばっかりに、 其 處に 

立ち止まって ゐた。 吾ら は 彼女の 恐怖 や 驚愕に 捉 はれなかった こと を學 びたい。 某- #敎 の 信仰 は、 

「非常なる 場合に も かくの 如く 落つ いた 態度 を 維持す る こと を敎へ る ものである。 

耶穌、 十字架の 上から この 體を 御覽 になり、 其の 母に 向 ひて、 ヨハネ を 指 ざし もした き 態で 『婦 

よこになん ぢの 子な り』 と 仰せられ、 其の 愛する nil^ 子ョ ハネに 向 ひて は 『なん ぢの 母な り』 と 仰せ 

られ た。 

家に 困った ことが 出来たり、 身に 苦痛で も あると、 我儘 勝手にな り、 自己中心に 陷 るが 人 であ 

-る。 然し 耶穌 はこの 時 少しも 利己的でなかった。 世 を も 人 を も 怨みた くなる やうな、 あれ F£ の 苦痛 

にも、 そんな 氣 ぶり を 些も表 はされ なかった。 唯 だ 親の こと を 專ら考 へて 居られた ので ある。 彼女 

比れ まから 如何に 寂し かるべき、 あな あはれ とそれ のみ を 思 はれた やうに 兒 える。 そこで 彼女が 身 

の 上に つき、 いかにも 考へ 深い、 適當な 方法 をた てられ、 此の 目的の ため 特に ヨハネ を 選ばれた の 

である。 彼 は 此の 任務に 最も 適當 した 人で ある。 孝心の 如何に 深く あらせられ たかが 判る。 まこと 


に 美しき ことで ある。 之 を 味 はば 誰でも 親 を もっと 大切に する 氣 になる であらう。 愛する ものに^ 

れて 寂しい 人な どが 親 成のう ちに ありで もす ると、 出来るだけ 行屆 いた 處 §s をして やらねば ならぬ 

と 謂 ふ 心 持 も 之が ため 自然と 起る であらう。 耶穌の 十字架 は 孝の 道の 敎場 である。 子と して 親の 愛 

を 忘れ、 その 責任 を 感じない やうに なると は 實に淺 ましい ことで ある。 母に 對 する 耶穌の 話 を讀ん 

で擧 ばねば ならぬ。 

さて 此 問から 之で 三回 ほど 耶穌の 十字架に 就いて 學ん だが、 何人も その 苦痛 を實に 憐れな 氣の毒 

な 斷末魔 だとい ふ考を 持つ ことが 出来ぬ であらう。 其の 胸 も 張り裂けん ばかりと 想像され る こ の 苦 

M に對 し、 何故に マリア は斯く 落つ きと 沈 默とを 保って ゐ たので あるか。 其れ は 勿論 彼女の 口  i 性の 

うる は 

美歷 しい 所から も來 たこと に 遠 ひない。 然し 他の 一面に 於て は、 耶穌 其のと きの 態度から 出た 大ぃ 

なる 感化が 然 かせし めた ものと 思 はれる。 其で はしたなく 叫喚いたり 騷 いだり する 氣 にも なれす、 

何う しても 沈默を 守らざる を 得なかった であらう。 當 時の マリアに 比 ぶれば、 もっとよ く耶 穌を理 

解して 居るべき Slja なる 今日の 我らが、 然 あるべき は 勿論で ある。 十字架 上なる 耶 穌の氣 高さ を 想 ひ、 

その 奥床しき 精神に 接する 時 は、 餘り 尊くて、 之に 對 して、 あな 傷 はし、 あな 可愛 さう だな どい ふ 

やうな 考は 毛頭 持てない ので ある。 

耶穌 御自身が 如何にも 不思議なる 沈默を 守って 居られた ので、 弟子た ち も、 耶穌の 母 も、 自然 落 

つかせられ、 祈り 深くなる の 外なかった ものと 思 はれる  二 九 11 1 一一 年 一 1 月) 

婦ょ^«のチを視ょ  ei 七 九 
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わが 神、 わが 神、 なん ぞ我を 見 棄て給 ひし 

『畫 十二時に 地の 上遍く 暗くな りて、 三時に 及ぶ。 三時に ィ H ス大聲 に rn  n ィ、 H  n ィ、 ラ マ、 サバク 

タ 一 こ と 呼 リ給ふ 之を譯 けば、 わが 祌、 わが 祌 なん ぞ 我を兑 棄て耠 ひし、 との 意な リ』 

(馬. T 傳ー 五の 三 三— 三 四) 

十字架 上に 於け る 耶穌御 苦難の こと を考 へる と萬感 交々 至る と 首 ふ 次第で あるが， それに 就て 一 

つ 不思議な ことがある。 始めから 終りまで 故意ら しい 强 がり を 二目 も 口から 御 出しに ならな かつ 

た。 すべて 自然で、 有りの ま k で * 何處も 彼處も 至誠で ある。 

邪 穌の御 首が 然ぅ であった ばかりでなく， その 記事 も亦單 純で * 少しの 飾りた てた 所がない" 豫 

て 尊敬して 居た 人 や， 愛して ゐ たもの、 死んだ 後で、 彼 は 何う いふ 事 を 首った とか、 如何なる 歌 を 

作った とか、 や， -も すれば 鬼 角 潤飾に 過ぐ る 弊が ある。 然し 耶穌の 最後の 御 首と して 書き 遣され た 

ところに は、 共の やうな 形跡が 少しも 見えない。 主の 二目 一行に 信仰 を 置き， すべて 其の ま k で 差 

支がない ものと 思ったら しく， 正直に、 單 純に， 艷も 飾り もな く 記して ある。 記事の^ 實 さも 此所 

. に 認められる。 文學 上の 偉觀、 甚だ 奥床しく 讀 まれる ので ある。 

耶 の 十字架に 釘 けられた の は 朝の 九 時 頃であった。 それから 約 三時 間 を經る 問に， 先日の 講壇 


から 說明を 試みた 御 首が あり， 斯て 4" 二 時に 及んだ、 この 時 地が 暗くな つたと 記いて ある。 路加 傳 

こと さ 

に は 太陽光 を 失 ふとして ある。 これ は § の 出来事で あつたか， 故ら 然ぅ言 ふ 現象が 起つ -た もので 

あらう か。 何れと も判斷 する こと は出來 ない。 然し 其の 光 を 失って 地が 暗くな り、 その 邊り 一 面 闇 

夜の 如くな つた. は， 其の 場合の 光景と 心 持と を 適切に 表 はして e る事實 とその 象徵 とがよ く 協調 

を 保って 居る。 目 に 党 ゆる 日の 光が 掩 はれて そこら 一面 暗くな つたと 同じ やうに， 此の 場合 耶穌は 

愛に 滿 つる 祌の 御顔の 光に 照らされる ことの 暫く 杜絶え たやう に 感ぜられ， さながら 黑 雲が 舞 ひ 下 

つて、 全く その 魂 を 包んで 了った かの 如き 心地せられ たので あらう、 心なき 自然界 も 人 の 罪惡と 

祌の 子の 苦痛と を 見る に堪 へす して、 其の 顔 を 反け ざる を 得なかった であらう" 如何にも 詩的で あ 

ると ともに， 其の 場面の 眞 相と 意味と を寫生 的に 書き表 はした 記事で ある。 

十二時から 約 三時 問， 4- 字 架に 釘 けられてから 旣に六 時間に もなる。 此の間 主 は 十字架 ヒ 如何な 

るお 心 持で 過され たで あらう か。 殊に 終りの 三時 間 は， 日 も 光 を 失って、 世が 常喑 になった かと 疑 

はれ、 すべてが- M 朧 として 來た。 此の際に 於け る 耶穌の 御 胸中 は 吾ら の 推測に も 及ばない 所で ある 

が、 遂に 『わが 祌、 わが 神， なん ぞ我を 見 棄て給 ひし』 と 叫ばれた。 沈默 三時 Si に 一旦る。 耶穌の 御 

胸中の 一端 は、 之に. W つて 窺 はれる ので ある。 雲間に 月を覘 くが 如き 心地が する。 

『わが 祌、 わが 祌、 何 ぞ我を 見 棄て給 ひし』 の 『し』 は 過去 動詞で ある。 それから 如何なる K1 を 擧び得 

やう か。 或 ひ は 謂 ふ。 此の 時まで も祌は 不思議なる 助け を 下して 救 ひ 出される ので あらう と 期待し 
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て 居られた が、 到； 败然 うは 行かす、 此の ま \ 死なねば ならない ことにな つたので、 成 行の 案外なる 一 

あき  _ 

に 呆れ， 悔恨の 念堪へ 難く， 此は何 ごと ぞと怨 を 述べられ たものと 解釋 する 人が ある。 宛 も 病める 一 

い けな  がっかり 

人が 必す癒 ゆべき ものと 信じて 祈りつ 、あつたの に、 結局 不治い と 宣告され て落膽 すると 同じ こと 一 

. の やうに、 耶 穌の譜 を解釋 する。 然し 此は 甚だしい誤解 である。 耶穌の 死 は 決して 案外なる 出 來事ー 

ではなかった。 其の エルサレムに 登られた ときの 有様 を 見られよ。 『耶穌 天に 擧 げられ る時滿 ちん 一 

としたれば、 御 M を 堅く  H ルナ レム に 向けて 進まん とじ 云々』 (f§f 九 )o 死の 影暗 憎た る ヱ ルサ レム 一 

おもて  ，  ，  ： 

に往 かる、 とき 斯の 如ぐ 毅然として 面 も 振らす 金鐵の 如き 精；！： と 志と を 有って 進まれた ので ある。 

わるび 

大 節に 臨んで 從容 自若、 少しも 臆れ る 様子が なかつ， た。 皆覺 悟の ：|1 であった。 先日 も 主が 十字架の 

上に 於て 魔醉 藥を辭 退され たこと を 述べた が、 其れで 考 へても 死期 切迫した とて 令 さらの 如く 驚き 

噪が >0 べき 苦な きを 知る ことが 出来る。 に 此の 場に 及んで 詰 腹 を 切らせられる 人の やうに、 淺念ー 

がって 恨み かこつな どの ことな かるべき は 明で ある。  ， 

共れ ならば その 肉體に 及ぶ 4. 字 架の 苦痛 堪 へられす， ぁな苦しゃと悶へられた結^^として、 心に 一 

よま ひごと  I 

も 無き 迷 1 目 を 列べ られ たので あるか。 何う しても 然 うは 取れない。 先日 も 1 一 曰った 如く 吾ら は 耶穌の 

十字架に 對し、 何としても 共れ を 傷 はしゃ 不便 やな ど感 する さが 出 來ぬ。 其の 餘 りに 堂々 として； 11 

た ち ゐ ふるま ひ  かはい 25  •  ^ 

神し き擧止 動作 は 吾ら か 愁然 だと 感じ 得る 種類 や 程度 を遙に 超越して 居る， 主は決してts^の苦^^ 

に 1^ 倒される やうな 人格で な， い。 此は 吾ら の學 ぶべき 所で ある。 


然 うで 無くば 此は死 を 怖れた ものと 解釋 すべきで あらう か， 元 來死は 最も 「おはしい 怖ろ しい もの 

である" 人 問の 禁物 だ。 耶穌 もや 字 架上 引かれ もの、 小喂 で、 いざ 死なねば ならぬ と 謂 ふ 場合に な 

ると， 到頭 本 昔 を 吐いて 死の 壓 迫に 降 參 したので あらう と 解！^ する 向 も ある。 耶穌の 人格 を 蔑視ん 

だ 意味で 斯く 論す るので あるが， また 幾分 か穏 常な 氣分を 含めて， 同じ 様な 意見 を 抱く もの も あら 

fee; し 

う、 隨分： 一;^ 仰の 篤い 人で も 十字架 上の 此の 御 首 を斯 くの 如く 說明 せんと 試 ..t た 例 も ある。 人 の靈 

魂は簽 だしく 荒れて 居る から， 生く る 死ぬ ると 謂 ふこと に 就いて 適 常なる^ 會と 有り難い 感覺が 鈍 

つて 居る。 少く とも 病的で ある。 野 蠻人は 死 を餘り 怖ろ しく 思 はない" 日本人 は S ノ武 の氣 象に 富ん 

で 死 を 怖れぬ と 1  一一 II つて 威張る 徒 も あるが、 文化 S£ 度の 低い 民族の 方が 之に も 勝って 死ぬ こと をギ氣 

で 扱って 居る。 吾ら の 死 を兑 ると 耶 の 其れに 對 するとの 差 は野蠻 人と 日本人との 間隔よりも 更に 

簽し いものが ある。 凡そ 生きる とい ふ 意味が 淺 ければ 死ぬ る こと も淺 薄な 意味に なって くる。 或は 

狂犬が 犬 殺に 殺ら れる 位の 心 持で た 吠え 猛 りつ k 幾れ る ほどの 場合 も あら ふ。 けれど、 王 耶穌の こ 

,ハ ゥち 

と は 全然 此れと 相逮 して 居る。 吾 は 生命な りと 仰せられた 彼の 生きる と 謂 ふ 意味 も 死ぬ ると is ふ 意 

ぶ ももつ と 深く あるべき 道现 である。 耶 にと つて 死の 怖し さ 物凄 さは 如何なる ものであった か。 

吾ら の 想像 も 及ばぬ 種類 また 程度であった らう。 其 所で 『わが 祌， わが 神、 何 ぞ我を 見 棄て給 ひ 

し』 と 叫ばれた の は， 最も 正しく 死 を解釋 して 居られた 結 架で、 最も 人間ら しい 立派な 態度で ある 

と辨 する ので ある。 此れら 兩 様の 首 ひ 分は耶 穌に對 する 能？ 度に 於て 甚だ 異 つて E るが、 此の 首を以 
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て 死 を 怖 にられた 意味と 解す る點に 於て 一致して 居る， 然しながら 吾ら は 此の 意見に 賛同す る こと 

が 出来ない。 ラザロの 死んだ i;. 耶穌の 首 はれた 御 語から 之 を： ると， 其の 死を斯 くの 如く 解せられ 

たと は a はれない。 曰く 『ラ ザ 口 は寢 ねたり』。 w く 『我 は復 生な り、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ 

ると も活 きん』。 ラザ a の 死にし 時 マ ルタと マリ ャを 慰めて 之に カを與 へたの は耶穌 である" 弟子 

たちが 師 まに 死なん とすと 聞いて 憂 ひに 沈みし とき、 『汝ら 心に 爱 ふる 勿れ， 神 を 信じ また 我 を 信す 

べし， 吾が 父の 家に は 住家 多し』 と， 之 を 慰撫 獎勵 せられた ので ある。 加 ふるに パゥ 口の 1 目った 如 

く 『死の g は 罪な り』 であるから、 罪 無き 耶穌の 死 は 吾ら の 死の 如き ものであるべ からざる 道理で 

ある。 此 らの點 から 考 へて 見る と， 或 人々 の說 くやう に 耶穌は 死 を 恐怖せられ たる ものと 考へ ると 

が出來 ぬ。 『わが 祌， わが 祌 云々』 と 1 目 はれた こと を斯 くの 如く 說 くに 滿足を 表する 譯に 行かない。 

こ- -に また 或る人 逹は說 明して 首 ふ 『わが 神、 わが 神 云々』 は、 詩篇 第二 十二の 首 節で ある。 此の 

詩. H 苦痛^だ しき 場合に 祌の 助け を 得、 力付けられ、 暗黑 のうちに 光明 を 認めて、 氣勢を 引き立つ 

る こと を 得た 意味 を 歌って 居る。 すべて 耶穌當 時の 事情と 境遇と に 一致して、 其の 自ら 詠まれた 歌 

とも 見る ことが 出来る ほどで ある。 吾ら 時として 物に 觸れ 事に 當 りて、 自己の 意中 を 友人の 詩ゃ歜 

に 寄せ、 其れ を 朗吟して 思 を 遣る ことがある。 其れと 同じ やうに 耶穌は 十字架の 上から 其の 信念と 

希望と を 一一 一一：！ ひ 表 はすべく、 詩篇 第二 十二 を唱へ んと 試みられ たので ある。 其れで 詩の 起句なる 『わ 

あず 

が祌、 わが 神』 と 首 ひ 出された ので あらう か、 其の 氣カ旣 に 衰へ聲 も 微かに なって、 邊の 人に は 聞 


き 取り 難き 程であった であらう。 其れ故た^ 詩の 起句の みが 明かに 聞え たので ある。 斯ふ 一一 一一！： ふ 風に 

說明 する 人 も ある。 稍 や 面白い 解釋 だ。 必 すし も然 うでない とは斷 一一 一一：： し 難い。 然し 全く 確と した 根 

據の ある 考へ でない。 然りも 否 も 之に 對 して は水掛 論に 過ぎぬ 『わが 祌、 わが 神なん ぞ我 を： G-s- て 

4i ひし』 は 意味の ある 言で あるから、 他に 之 を 否定すべき 明白なる 现. S なくば、 其の ま-! 之 を 解釋 

して 耶穌當 時の 意中 を 表 はした ものと 考 ふるが、 書物の 讀み 方と して 最も 穩當 では あるまい か。 然 

うでない と餘り 穿ち 過ぎた 華 强附會 の說を 立てざる を 得ない やうになる。 然ん な無现 をす るに も 及 

ばぬ であらう。 また 斯ふ謂 ふ 際どい 場合に 詩な ど を 長々 と 朗吟せられ やうと も 思 はれぬ。 疲勞 し 

かった 爲、 始の 一 句 だけで 後が 續か なかった と 首 ふが、 耶穌が 其れ程 弱って 居られた と は m 心 はれ 

たい 。海綿に^ を 浸して 飲ま しめたと 同に 勢 付きて、 に大 聲を發 せられた とも 思 はれない。 未 

だ 時 高 紫に 呼ばれる だけの 氣カを 保って 居られた らうと 思 はれる。 耶穌は 決して 氣 cl^ 々聲も 絶 

え/^ に、 蟲 のお、 U ほどに なられた と は 見えない。 盛んな 氣分 を. 有ち 核け て 居られ、 の 根 を 止めら 

れ たと lln ふよりも、 寧ろ 自ら 進んで 息 を 引き取った と解釋 する の穩當 であらう。 故に 『わが 祌、 わ 

が 神』 の 一 語 は 或る人々 の やうに 强 いて 附會 した 說明を 下す に 及ぶまい。 語 其の もの K 自然の 意味 

に 取った 方が 適當 であらう。 主 耶穌の 御言に 對し餘 り 老婆心に 過ぎて、 最食の 引き倒しに なるやう 

な M 論 を なすこと は愼 むべき である。 反って 耶穌の 體面を 傷け るに 陷る 虞が ある。 何故かと 謂 ふに 

耶穌の 道 を 信じて 其の 理想 や 精神の 流れ を 汲んで 居る 人た ち は、 或る人々 の 想像す る 耶穌の 死 際よ 

わが 神" わが 神、， なん ぞ 我.,^ 見 棄て給 ひし  四 八 五 


わが 神， わが 神、 なん ぞ我を 見 棄て給 ひし  四 八 六 

り も、 遙に 立派な 死に 方 をして 居る。 天草 騒動の 時に 殺された カトリック 敎徒 や、 其の 他 何れの 時 

代の 人達で も、 基银 者は實 に 死 を 見る こと 歸 るが 如く、 不思議なる 平和 を 心に 湛へ、 口に 凱歌 を唱 

へながら、 歸^ する 如く、 榮轉 する 如く、 進級す る 如く、 奴 韓の釋 放せられ た 如く、 一陽 來復の 如 

くに 死ぬ ことが 出来た" 吾ら の 熟. f する うちに も斯の 如き 例は數 多く ある。 皆 此れ 主に 在りて 陲ひ 

した ガど もで ある。 

、王 耶穌 基督 はこの 死に 對 する 氣分ゃ 精神の 本源で、 吾ら も 其の 御影で 從容 として 死ぬ ことが 出来 

る。 然るに 何故 耶穌は 死なん とするとき 『わが 神、 わが 神なん ぞ我を 兒雍て 給 ひし」 と 叫ばれた ので 

あるか。 初の 三時 間に 一一 一一 C はれた 三つの 御言 は、 旣に說 明 を 試みた やうに、 如何にも 奥床しく 堂々 と 

して 居る が、 第 の 御 1 一一：： に 至り 俄然 其の 調子が 變 つて、 其れが 歌なら ば^ 折に なった やうに も 感ぜ 

られ る。 初めは 脫 鬼の 如く 後は處 女の 如しで、 前後 不揃 ひの 狀 である" どうして 斯 くな つたので あ 

これき は窜 

らう か、 耶穌は 神に 對 して 信仰 を 失 はれた ので あらう か、 懷疑 的に なられた ので あらう か 進退 維 谷 

ると 謂 ふやうな 次第で あったら うか。 如何して 斯 かる 肯 葉が 耶穌の n から 出た ので あらう か。 第 子 

たち はよ くも 其れ や-其 の 儘 遠慮なく 書き 遗し たも ので ある。 何 か 世の 人の 容易 に 想像し 得な い 深い 

意味が、 其のう ちに 含まれて 居る の を 肴 取した からで あらう" 其れ は 如何なる ことであろう か。 

ルゥ テルな ど は 此れ fi- しく 神の 怒が 翁々 と 耶穌の 胸に 迫り 來り、 其の 鹏迫を 感ぜられ たもので あ 

きつ .H り  ,  • , 

ると 斷然霄 つて 居る。 此の 說に 同意す る 人 も 決して 少 くない。 つまり 此時 人間の 罪惡 絶頂に 逹し 1 


て、 (の 恐ろしい^い 姿が 無遠慮に 露れ 出で たので ある。 而 して 主 はこの 罪に 對 する 神の 思 召 を 思 

ひ 遣り、 恐懶抬 くと ころ を 知らす、 その ま k に 過ぐ ベから すと 感ぜられた ゆへ、 Ij, 父よ 彼等 を 赦し袷 

へ』 とお 叫びに なった。 此點は 先日 申 上げた 通りで ある。 こ、 に 容易なら ざる 態度の 祌の 方に ある 

MJ が 認められた 次第で、 身 も 世 も あられす 斷暢の 思に 胸 も 塞がれて、 沈默の 三時 間を經 過され た あ 

ひだに、 人の を 思 ひ 世の 樣を觀 るに つけ、 祌の 御意 如何にと 推し. 測ら^たならば、 其の 聖 なる 愛 

が 如何に 人間の 罪に 由り. て 傷 けられた かに 想到せ ざる を 得られな か つたで あらう。 人間の 罪悪 は祌 

の 愛に 恐るべき 反應を 生じて 限りなき 苦痛 を與 へ、 極めて 深き 變を 引き起さ しむる ものである。 抑 

々人間の 死 は、 動物が その 生？^ の 期間 を 過ぎて 息 絶えて 了 ふと 謂 ふだけ の生现 上の 現象ば かりで は 

*y ゴな 

ない。 恩愛の 繁が斷 ち 切られる と 謂 ふ、 人情 堪 へがたい 意味 を 有つ のみで はない。 基 脊敎の r=- 地 か 

ら すると 死と 謂 ふことの うちに は、 もっと 嚴 かな 意味が ある。 其れ は 罪に 對 する 祌の 愛の 反應 とし 

て、 其の 態度 まことに 恐るべき もの ある を 看取す るより 生す る 方面の ことども である。 罪 は 祌と人 

とがつ ひに 斷絶 する ことで ある。 而 して 死 はこの 事實 の象微 である。 否な 其の 宣吿 とも 兑られ ねば 

ならぬ。 人の 死ぬ ると きに 親しき 人の 顏ゃ 住み 馴れた 故鄕が 見えすな つて、 今までの 世界と <王 く 緣 

の 切れる のみでない、 罪の ま k で 死なば 祌と緣 切りになる ので ある、 其れで は 神と 全く 離れ ズ了は 

ねばならない、 バウ 口が 『死の 刺 は 罪な り』 と 一一 一一 c つたの も 此の 意味から である。 ，と 謂 ふ 刺の 生え 

て ある ま、 の 死 は 手の 付けられぬ 恐ろしい ものである。 そ. Q 刺さへ 取り除くな ちば、 死 は. 然 ほど 恐 
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ろしい もので はなから う。 之 を 見る こと 歸 るが 如く、 眠る が 如くで あり 得る ので ある。 然し 刺の 有 

る ままの 死 ほど 世に 怖ろ しい もの はなから う。 大抵 其の 意味が 判らぬ ゆえ 平氣で 死ぬ。 時として は 

好きな 熱 を 吹く もの も ある。 死の 刺 は 罪な りと 言 ふやうな 點 など を 考 へ て 行く と 死ぬ ほど 難 かしい 

こと はない。 此らの 意味から 死 は 耶穌に 取って 大 いなる 難題であった。 其の 刺で あると ころの 罪の 

あるべき 害 はない が、 世の 人の 罪の 痛み を 感ぜられ たので ある。 宛 も 親族な どに 悪き こと を 行った 

もの. f ある 場合に、 此方が 自ら 之 を 行った かの 如く 恥し く 感じて、 世の中が 眞 暗闇に なった やうな 

氣も する であらう。 妻 は 夫の ために、 親 は 子の ために、 或は 兄弟 同士の 關 係から、 自ら 犯さぬ 罪の 

, で C  ^  はたらき 

結果 を^く の 如く 經驗 する ので ある。 此は 人情で 愛の 所作で ある。 人間 は 決して 絶體 的に 侗人 主義 

を 立て 徹す ことの 出来る もので ない。 社會は 連帶關 係で ある。 此の 原則から 主 耶穌も 人間の 罪の 重 

さ、 深さ、 すべて 其の 甚だし さ を 感ぜられた。 他の 語 を 用 ふれば 其の 刺の 尖 頭が 深く 其の 鎮魂 を 貫 

いたので ある。 罪に 對 する 神の愛の 反應 を眞疋 面から 最も 深刻に 感受され たので あるが ため、 暫く 

の 間、 天の 父の 御 額 を 仰ぐ HJ も出來 難き に 至った。 人間同士なら 差し 俯いて 語 も 出し 得ぬ と 同じ や 

うに、 神の 前に 居た、 まらない 如き 感じ を もせられ たので あらう。 其れで 暫くの 間 は 神の 御 額 を 打 

ち 目 守る こと も出來 す、 身 を 陰府に 落された かと 覺 えて 苦痛 を 極めた る壓 迫が 其の 靈 魂に 加 へられ 

たので あらう。 

吾々 に は 其れ ほどの 感じがない、 此は 第一 精神 上 甚た無 感覺で 靈魂か 麻痺して 居る からで ある。 


第二、 よし 死の 刺なる 罪 を 深く 感じて 居ても、 其の 問題が 旣に主 耶穌の 救に 依って 解決せられ、 今 

は 神と 和ぐ ことが 出來、 心に 罪の 救 を實驗 し、 むしろ 雲 晴れ 月 輝き 出で たやうな 氣 八" になり 得る の 

である、 然し 耶穌の 場合 は 之と 異 つて 居た。 其の 十字架 は 吾ら のために、 罪の 救 を赢ち 得べ く、 徹 

底 的に 死の 刺の 痛 さ 苦しき を感覺 する 際であった。 耶穌 のお 影で 罪の 重荷 を 卸され、 死の 「の 尖 頭 

全く 鈍った 吾ら の 死と は 全然 遠った 性質で ある。 其 所で わが 祌、 わが 祌何ぞ 我 を E ^衆て 給 ひしと 絶 

叫せられ、 くの 問 は 神の愛の 御顔 を も 仰ぎ見る ことの 出來 ない 狀 態に 陷られ たので ある。 御 胸の 

うち は 宛 も 路加 俾に 『日 その 光 を 失った』 と 記した やうであった らう。 ® 、悶と 寂莫、 言語に も、 相 

像に も、 及び難い ほどで ある。 然し その 際な ほ 神に あこがれて いよ./ \ わが 神、 わが 祌 よと 之に lg 

り 付かん す 有様で、 少しも 之 を 疑 はない。 いよく 之を蔬 ふ。 とても 11 れ 難く 見えた。 神が ます ま 

す懷 しい、 ますく 慕し い。 何 所まで もと 之に 鎚 りつく、 資に祌 の 子た る 孝道の 極致が 此 所に 顯は 

れて、 如何にも 美 はしく 拜 せられる。 

て ゲッセ マネ 閬に 於て 『若し 御意に 適 はば、. この 杯 を 我より 離ら せ 給へ』 と 祈られた。 之 を 見 

ると 非常なる 苦痛 は 像て 期した る ことながら、 目前に 迫り つ X ありと 兑 ゆる やうな isli- に 至らす と 

も、 世 を 救 ふべき 逬 あり はせ ぬかと、 考 へられた も ひと 察せられる。 十字架 上に 於け ろ 此の わが 祌、 

わが 祌、 何ぞ 云々 と 言 はれた の も、 同じ やうな 疑問から 起った 祈りで ある。 何故 斯く^ だしき 苦疝 

を 味 はねば ならない ので あるか。 神に 離れて 陰府に 落される やうな 物凄い 經驗 は、 何故 叉 何のた め 

が 神、 わが 神、 なん ぞ. 我 も 見 棄て給 ひし  四 八 九 
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であった か。 其の 理由 も 目的 も 明瞭で ない。 寶に 不可解で ある。 凡て 此れ 何故 ぞと。 天の 父に 其の 

かな  T 

解決 を 哀しみ 請 はれた ので ある。 

無論 隨由ゃ 目的の 明瞭なら ぬ 場合に も、 神に 任せる のが 人の 道で ある。 信仰 は然ゔ なくて はかな 

はない。 耶穌も 神に 任せて 居られた ので ある。 決して 祌を疑 はれた 现由 ではない。 信仰 は 少しも 動 

V け  ゆきかた  , 

いて 居らぬ、 然し それにしても 理由 を 知りたい。 何 か 意味が あらう。 他に 行方 も あらう のに、 ^く 

行かねば ならない と 謂 ふ は 如何なる 仔細で あるか。 此の 問題が 明かに なったならば、 胸の 雲 も晴々 

する に 相違ない。 然て こそ 主 は斯の 如く 叫ばれた ので あらう。 決して 不平 や 怨みで はない、 疑 ひで 

はない。 反抗 心を懷 いて、 妄りに 拗くれた 意味で ない。 『祌ょ 我爾の を爲 さんが 爲に 行く』 と 希 伯 

來赛に 翁いて あるが、 主 耶稣の 御 志で ある。 すべて 祌 のまに く 進むべき で、 何 ごと も 腿 はざる 御 

決、 いであった。 然し 主 は 『若し 御意に 適 ふなら ば この 杯 を 我より 離ら せ 給へ』 と、 如何 なれば 斯ふ 

赏ふ 風に 進まねば ならない ので あるか。 其れ を 知りたい と 思 召された ので ある。 

斯ふ謂 ふこと は 誰に も ある。 各自 色々 辛い ことがある。 其の 理由が 何 ほど 解ら なくと も 好い とて 

平 氣を裝 ふの は 蒲 である。 たと ひ 解らぬ ことで も 信じて 靜 かに 解決 を 待ち、 祌が必 す 之を說 明せ 

らる であらう と 思へば こそ、 幾らかで も 慰められ るので ある。 其れ をた^ 放って ^5; けがしに 取り扱 

ふの は 人お W ではない。 餘 り不眞 面目で ある。 愛する ものな どの 身に 悲慘な 事の あった 場合 は 其れ を 

問 ひたくて 堪らない。 決して 神に 反抗す る譯 ではない。 無論 神の愛 を 信じて 居る。 けれど 如何なる 


思 f^z で斯 くせられ たので あるか。 この 出來事 は 何 を 意味す ろか。 其れ を 知りたい と 忍 ふ。 北ハの 解：.^ 

を むの が當然 である。 たしかに 不可解 は 苦痛の 一 つで 吾ら の鍛鍊 にもなる。 神が 暫く 不可解の 苦 

痛 を 以て 我ら を 鍛練せられ る 場合 も 多い。 鍛鍊が 終了して、 もはや 卒業す ろと 謂 ふ 時期 至らば 不可 

ナ つかり  それ 

解の 雲 も 晴れて、 苦痫は 全然 取 去られる であらう。 然し 其までに 達しない うち も、 1: りに 知りた 

い。 耶 穌が然 うであった、 其の 叫ばれた 『何 ぞ』 は祌を 信じて 其の 解：^ を 期待 せられた 意味で あ 

る、 決して 絶望した 怨み Si ではなかった。 沈默 三時 間、 王 耶穌は 文字の やうに 神に 棄 てられた 如き 思 

ひさせられ たので ある。 然し fns-s- 給 ひし』 だから、 其 は 過去の KJ であ ス、。 苦痛の 峠已に 越え 來っ 

て、 胸も張り裂けんばかりの^^せ悶渐く解け初めたとき、 ie?- の經 5? を 顧みて、 何故 断く はと 問 题を提 

出せられ たので あらう。 

確かに 祌 はこの 信仰深い、 最も 健 氣な從 順な 熊 度を嘉 みせられ、 十字架の 上から 天と地と に 投げ 

懸けられ たやうな 此の 『何故』 ぞを お解きに なった ものと 思 はれる。 之に 對 して 心行く ばかりの 解 

決が ヒ から 與 へられた であらう。 決して 神 はこの 『何 ぞ』 を 無碍に お \1^:け にならなかった。 『何 

ぞ』 が 十分に 解き 示されて 白日 靑天、 心の 雲. 界  1 も 全く 晴れて、 宛 も 詩 i 力 ニニの 七 『地の はて は 想 

.  ゆから  みまへ A し をが ひ 

出して エホバ に f、 もろく の 國の族 はみ な に伏拜 べし』 と ある 如く、 十字架の 苦痛 はすべ て 

此の 詩の 如き 結 を If らす ために 止むべからざる、 當然の 順序、 理義の 極致、 祌の 恩寵の 絕^£ であ 

つて、 人類の 救 はる A 唯 一 の道此 所に 在りと 謂 ふこと が 明 臉に會 得せられ たので あらう。 

A が 紳、 力が 脚 、なんお 我 も Dell てお ひレ  ,  « 九 1_  .— ト 
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S:  i:  II  5 わが 神、 何. I  i は>  心 の 苦痛 を 意 味 

f で 『我れ 渴^』 P ふ ptjr てた 居る。 r 時間の 精神的苦霞に過ぎ、 之に 就き て^ 

し t であるが、 此は肉 slilsfe  中-す やうに、 初めて I の 苦痛に 氣 付れ 

たかの 如く 『我お く』 tlt。£ ほ！ つて、 『％れ り』 と 叫ばれた。 

It ある 逸 『に！：： 愁し！ られ てから、 此 J い 

iliHH0^.  I の 功 成り、 其 I 義も解 5 られ て、 S 

餘り 共の 間がない。 .if  -.^1 化、., S の數 ともせられ す、 SIS したる 

が 晴れ渡った。 IIIUH^PiMfi 斯く 

ff したと き 『事" れリ』 ^^UVHUI 吾 i か 

て 『II を汝 t に rur こ ki か rl い。 

ながら 之を老 へる と、 然も ありなん 梦そ  . (一九二 ミ年ミ 月) 


耶穌の 上京 

『彼ら エルサレムに 近づき、 ォ リブ 山の 麓な る ベ テ バゲ 及び ベタ-一 ャ に 到りし 時、 耶穌 二人の 弟 子 を 

遣さん として 言 ひ 給 ふ、 『向 ひの 村に ゆけ、 其處に 人ら ば頓て 人の 未だ 乘 りたる ことなき 驢馬の 子の 繁 

ぎ ある を 見ん、 それ を 解きて 牵き 來れ。 誰か もし 汝らに 「なに ゅゑ然 する か」 と 言 はば 「、王 の^な 

り、 彼た だち に 返さん」 といへ』 弟子た ち往 きて、 門の 外の 路に 驢馬の 子の 紫ぎ ある を兑て 解き たれ 

ば、 其 魔に 立つ 人々 のうちの 或 者 『なん ぢ 驢馬の 子 を 解きて 何とす るか』 と 言 ふ。 弟子た ち耶 穌の吿 

げ給 ひし 如く 言 ひしに、 彼ら 許せり  斯て 弟子た ち 驢馬の 子 を 耶稣の 許に 牵き きたり、 已が衣 を 

其の上に 置きければ、 耶穌 之に 乘り給 ふ。 多くの 人 は 己が 衣 を、 或 人 は 野より 伐り 取りた る 樹の枝 を 

途に 敷く、 かつ 前に 往き 後に 從ふ者 ども 呼 はりて 言 ふ、 『ホ ザナ讃 むべき かな。 主の御名 によ リて來 

る 者、 譜 むべき かな、 今し 來る 我らの 父 ダビデの 國。 いと 高き 處 にて ホザナ よ』 遂に H ルサ レムに 至 

りて 宫に 入り、 凡ての 物 を 見 IS し、 時 はや 暮に 及び たれば、 十二 弟子 と共にべ タ ニヤに 出で 往 きた 

まふ。  .  (マルコ 傳 一一の  一 —— 二) 

■  、H- 邪穌 はべ ッレ ヘムの 旅先で お生れに なった。 實に 旅の 子であった。 永い 間 ナザレに 落 付いて 居 

られ はした が、 全體 から 言 ふと、 隨分 多くの 月日 を 諸方の 巡回に 費やされ、 波 疊々 の 御 生涯で あ 

つた。 

御 生れに なつてから 八日 目の も 了み、 潔め の 日も滿 ちて、 兩親之 をせ ：！ に携へ 行き、 富まざる 

耶穌の 上京  RI 九 一 11 
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家の ことと て 僅かば かり ひ獻物 をした。 此れ は耶穌 自ら それ を 意識し 記憶して 居られなかった らう 

が、 最初の 上京で ある。  ， 

今日の 禮拜に は 幼い とき 洗禮を 受けた 人で 信仰 を 告白した 者の ある は 喜ばしい HI である。 或 ひ は 

； のころ 洗禮を 受けた ままで 打ち過ぎて 居られる 方 も あるで あらう。 然る 人た ち は耶穌 最初の 上 

京を考 へて いた、， - きたい。 シメ オン や アンナと 謂 ふ 年老いた 人達が 來て 母の 抱いて 居る 邪穌を 祝し 

たこと など も 興味が ある。 幼時の 洗禮の 記憶 を もって 居る 人 や、 子どもの ときには 斯る 事寳も あつ 

たと 親から 聞かされた 方々 は、 親の 志 や 祈り を 思 ひ 出される やうに したい。 

其のの ち耶穌 十一 一歳の ころ 都に 上られた HI も 聖書に 記されて ある。 其のと き 何ん な 印象 を 受けら 

れた であらう か。 同じ 經驗 をした 人た ちも此 所に 居られる か 知らん、 或 ひ は 年少の 邪穌 一日 一 兩親を 

見失った 結 菜、 端な く 天の 父 を 見出す に 至り、 少く とも 之 を 思 ふこと が 前よりも 深く かつ 明かに な 

り、 祌 のために 盡 したいと 謂 ふ 志 もー曆 盛んになられた であらう。 昔し ヤコ ブが 遠く パダン ァ ラム 

に 往く途 間、 ベ テルに 野宿した 間に I つの 夢を見て、 其の 信仰生活に 進歩の 機 食 を與 へられた こと 

など も 思 ひ 出される。 斯の 如く 青年時代に は 折に 觸れて 信仰 を 刺激され、 靈魂覺 配して、 新たなる 

方面に 進む 機會 がしば く 與 へられる。 此の 點 において は 主耶穌 十一 一歳に なられた ときの 上京 は 如 

何 にも 意味 深く 感ぜられ るの であ る。 

十二 歳の 御上 京に 引きつぐ きて、 幾 回 か 逾越祭 もあった であらう。 然し 其の 記事 は存 つて 居な 


い。 そこで 三十 歳に 達せられた ころから 其の 公の 傳道は 始まった ので ある。 ヨルダン 河に ヨハネ か 

ら洗 t 一 を 受けられてから、 何回 都に 上られた であらう か、 定かに は 知り 難い。 聖書に 載って 居る だ 

け を 計算す ると、 確に 五 回 ほど はあった であらう。 其の 公の 生涯に 入られた 最初の 逾越 祭に H ルサ 

レムに 往 かれた こと は 約翰傳 第三 章に 出て 居る。 記事 は 一一 コ デモとの 問答で ある" 第五^！：：十には短ぃ 

I  .  I  >  かりほず まひ. 5 は ひ 

期 M であるが、 都に 上られた と 記いて ある。 構 魔 a (十月 ごろ) にも 宮潔 祭に も 上京され たやう で 

ある。 共の 祈々 に 如何な 事が あつたか、 其れ を 一 々調べる と、 確に 興味 も 利益 も あらう が 略せねば 

ならぬ。 

旣に 最後に 近づき、 十字架が ちらちら 服 前に 見 ゆる やうに なった ときの 都人り は、 殊に 注意して 

研究せ ねばなる まい。 

『耶穌 天に 擧 げらる、 時滿 ちんと したれば、 聖顔を 堅く ェ ルサ レムに 向けて 進む 云々』 (Issf^) 。主 

が I 行と ともに、 最後の 都人り をせられ たと き、 何う 謂 ふ si 子で あつたか、 之に よって 窥 ふこと 

が 出来る。 エルサレムに は 如何なる ものが 耶穌を 待ちつつ あつたか。 其れ を豫 想せられ た 主 は 深く 

思 ひ 込んで、 決心の 臍 を 固められ たる 儼 かな 態度で お進みに なった" た^ならぬ 様子が、 御^に も 

表 はれ、 余 * 剛心を 勵 まし、 側 目 も ふらす、 慨然と して、 一行の 先頭に 歩まれた ので ある W  jfiR 子ら は 

隙 若と して、 恐る く 後に 附 いて 行った。 彼ら は氣 味わる さうな 面色 をして 居た であらう。 

耶穌の 都 上り は 今日 多くの 靑年舉 生た ちが 靑 雲の 志 を拘 き、 喜び勇み、 浮き立つ やうな 氣 分で、 

耶 麻の 上京  H 九 五 
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上京す るのと は 大分 遠って 居た。 其の 前に は 重大な 任務、 苦痛、 及び 死が 横って 居る。 之と 靑 年た 

ちの 心 持と は 同日の 論で ない。 然し 折角 志 を 立てて 来られた 都に は、 實に 物^く 恐し い 何もの 力 力 

之 を 待って るか も 知れぬ。 うつか ひ 出来ない。 耶穌 のお 供 をして 來た 弟子た ち は、 師の樣 子 を 見 

て、 何听 となく 緊張した 氣分 になり、 自然 何 を か 省みさせられる やうな 心 持に なり、 其の 態度 も頗 

る 面目に なった であらう。 ここに 吾々 の舉 ぶべき ところが ある やう だ。 然 あって こそ 善い $14 と 

もな り、 素志 を 徹底す る こと も出來 るで あらう。 如何なる 危險に 臨んでも、 戰 ひに 勝てる であら 

ぽん やり  •  - 

う。 ただ 餘り 暢氣な 然した 態度で は 行かない。 

^^ic 跨り、 悠然うた せられて、 都 間近に 來ら るれば、 送 ひつ 迎へ つ 集った 民衆 夥 だしく みな 

ホザナ よくと 歡 呼した。 然し 此の 勢 ひに 浮かれ 立つ 氣色も 見せられす、 やがて ォ リブの 山の端 を 

回って、 服 前 ヱ ルサ レム を 望む 邊 りに 着かれし とき、 『都 を 見やり、. 之が ために 泣きて 言 ひた まふ、 

あ k なん ぢ、 なん ぢも 若し 此の 日の 間に 平和に 係る と を 知りた らんに は —— 然れど 今汝の 目に 隱れ 

たり。 なん ぢ！ a のとき を 知ら ざり しに 由る』 (i^lj はの)。 實に 都のう ちに は耶穌 の斯く 泣かれねば 

ならぬ 多くの 事實 があった。 人の 心 を 察し、 社 會の內 部に 立ち 人り て 見れば、 とても 心安ん じがた 

き 事情が 充ち滿 ちて 居た。 社 會には 底知れぬ 恐し く 深いと ころが ある。 人生の 淵に 臨めば そのもの 

凄 さ 目 も 眩る る ほどで ある。 眞 面目に 之を考 ベて 行けば、 誠意 を 披瀝し、 夭 を 仰いで 祈らねば なら 

a。 又 f ^り を も 顧， = ^す、 何 ごと か 行ら すに は 居られない やうになる であらう。 無論 自らの ために も 


饕戒 する こと を 促され、 『吾ら を 試みに 遭 はせ す、 惡ょひ 救 ひ 出した まへ』 と 祈るべく 勸 めら れ るで 

あらう。 皮相の みの ホザナ に 迷 はされ て、 都の 眞相を 打ち 忘れ、 新たなる 環境の 危險 にう かう か 足 

を g み 人れ て はならぬ。 少 でも、 共の 年齢に 勝る 色々 な 苦勞^ 難の あった もの も あるで あらう。 

かって ディツゲン スの 小 說を讀 み、 小 畢生に も 大人の 能く 考 へ 及ばな い 苦勞の ある こと を 感じ さ せ 

しゅん かう 乃ら 

られ た。 然し それ は 比 絞 的に 少ぃ であらう。 あだか も 春 候 野 I 面の 菜の 花の 上 を 蝶が 面白さう に 舞 

つて 居る やうな 生！ g を 送られた 記憶 を 有つ 人 も多數 であらう。 それに 孤 身で 都に 上った ので あるか 

ら、 戀鄉 病の 氣味は 勿論. * 生活の 變化、 友と 雜 S と、 不案內 なる 學科 のこと、 種々 の氣兼 苦勞、 さ 

ては堪 へがたい 淋しみ を感 する に 遠 ひない。 人の 心、 世の中、 都 はすべ て、 思へば 思 ふ ほど、 耶穌 

の 嘆かれた のも實 にもと 思 はれる 點を 種々 發見 する さで あらう。 斯くて 人生の 樣々 な 苦 酸 を 味 は ざ 

る を^ぬ 場合になる であらう。 斯る 機會に 昔し 耶穌の 都に 上られた こと を 懐 ひいでられるならば、 

確に 何物 か 暗示 を與 へられる であらう。 眞 面目に 神の 導き、 戒め、 慰めな ど を 深く 味 ひ、 經驗 し、 

其れ を 戴 魂の 底に 徹せし むる さが 心 要で ある。 ことによると、 其れが 舉 校の 人 奉よりも つと よい こ 

とで あらう。 將來に 取って は 卒業 證 書よ.^ もっと 關 係の 深い もので あり る。 

斯くて 邪穌は 都に ぉ乘ひ 込みに なった が、 物凄い、 修羅の 百鬼夜行の 中 を 往来す る 心地で あ 

られ たらう。 共の 間の 出來 ごと は I 々敎 訓、 戒吿、 また 暗示に 富んで 居る が、 ここに そのな かの 一 

つ だけ を拔き 出して 考 へ て 見たい。 
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遂に H ルサ レムに 到. り宮に 人. り、 すべての もの を 見回』 (一 一) された。 僅か I 節、 ® だ 簡單で 

あるから、 何ん の氣 もな く 浮々 と 讀んで 了 ふか も 知れない。 けれど 其の 時の 模様 を 仔細に 考へ. て 見 

ると、 暗淚に 咽ばざる を ない。 耶穌は 都の 大路 小路 を 段々 宫に往 かれる 間色々 見聞き された であ 

らう。 折から 逾越 祭で、. 世界の 國々 から 集った 民衆 雲 ® の. 如く 、殊に ナザレの 耶穌に 人氣が 起ち、 

其の 取りく であった。 懔悍 な、.. はやり 雄の ガリ ラャ 人疾 くよ b 耶穌 に. 望を屬 し、 此の 人 を大將 

しでか  はち さ 

として、 何事 か I っ爲 出さう と氣 構へ、 其の 勢 ひ 撥 切れん ばかりに 見受けられた。 風雲 甚だ 4 穴 耶 

穌 ひとたび 號令 すれば、 何 ごと も 成 ひさう である。 敵 は 之に 應す ベく 謀議 を 凝して 居る。 此方から 

逆 r おして、 目に もの 見せて 吳 れんと する が、 人情と して 誰も 考へ 易い ことで ある。 然し 主耶 穌は宫 

に 人って、 此の様 子 を 精し く 見回された。 いつでも 耶穌の 眼光 餘程 力が あって、 通々 非常に 深い 印 

象 を 側の ものに 與へ たこと は 福音書の 記事に 見えて 居る。 此と きも、 物の どん底まで 徹する やうな 

目 ざしで あたり を 見回され たので ある。 時の 趨勢、 人の 心の 向 北：：：、. 社 會の雲 行. 看破 せられた。 何 

がそ こに 胚胎して 居る か、 雨 か 風 か、 何が 起らん として 居る か。 すべて は朗 かに 耶穌 の^に 映 じて 

來た。 誰し も 此の 禍に卷 き 込まれ さうな 場合で ある。 騎 虎の 勢、 或 ひ は 商 鄕 隆盛が 鹿兒 島の 健兒ら 

に 捲 がれた やうな 汐合 である。 然し 耶穌 はた だ 一 筋に 其の 主義に 據 られ、 •.. 神. の 思 召 を 受けて、 思 ひ 

立 たれた 御園の 大目 的の ため、 人の 救の ために 世人の 好まざる 道 を g み、 死に 甘ん ぜ ねばならない 

と 堅く 決心せられ たので ある。 事が 斯く 切迫しても.、 尙ほ 逃れ 路は 幾ら も ある やうに 晃 えたで あら 


う。 彼 か 此れ かと 迷 ふが 人情で ある。 『世の もろく の國と 其の 榮 華と を 示して、 汝も しひれ 伏して 

我を拜 せば 此 らもみ な 汝に與 へん』 と；：^ 語く 聲も 響いた であらう。 然し 主耶 穌は斷 乎と して、 断る 

なかより 身 を 返 かれた ので ある。 驚 破と いふ 號 令で も懸る ことかと 思の 外、 主 は 忽ち すげ なく 身 を 

退かれて 了った。 弟子た ち は 一一 目 ふまで もな く、 民衆 宛 も その 掌中の玉 を 奪 はれで もした やうで、 耶 

穌の人 翁 は 落ちて 了った。 全く 拍子 脫 けの 氣分 になった。 其れ を ものと もせす、 耶穌は 多分 ベタ-一 

ャ であった らう、 都の 外に 逸して、 少しも 之 を 願み ざる 如く 見えた。 

、王 は斯の 如く 出 處進返 I 歩 も 曲ぐ る u なく、 目前に 如何なる 危險が 横 はって 居ても、 少しも 榜ま 

す、 其の 理想に 向 ひ、 斷々 乎と して、 進んで 行かれた。 眞の智 養、 眞の 勇氣、 其 所に 溢れて 居る。 

獻身犧 牲の誡 が 天地 を贯、 ぬく やうで ある。 其の 氣 高さ 比 ふるに 物がない。 際どい 場合、 人の 迷 ひ 易 

きと ころに 迷 はす、 湧く が 如き 人氣 にも 乘ぜ す、 群衆 心理 を 利用す る こと を 爲られ なかった。 と 

十字架の 途を g んで往 かれた。 庭球の 選手と して 昨今の 新聞に 其の 名 を 見る 令媲の 母親から いた 

ことで あるが、 彼女の 敗因 は 球を綺 龍に 打つ さばかり 考 へたから である。 此 は道德 問題まで 往 かな 

い 話しで ある けれど、 其れでも 然んな ことに § 着な く 行ったら 勝てた でも あらう と 言 はれた。 品格 

や 趣味の 上から 球の 打ち方が 氣 になる ものと 見える。 次第によ つて は 人格の 問題になる かも 知れな 

い。 ^^^でさへ然ぅでぁる。 まして 人生の 競走 場裡に 立って 志 を 遂げ やうと する にあたり、 如何す 

れば いので あるか。 出處進 返が 餘程難 かしい。 唯 卒業し、 成功し、 職に 有りつ く、 採用され る、 

耶稣の t 京  四 九九 


耶 嫁の 上京  五 00  . 

儲かる と 言 ふだけ で滿 足が出 來 ない。 庭球 どころ でな く、 もっと 眞 面目に 考 へねば ならぬ。 人格 を 一 

全うする やうに 注意すべき であらう。 ァラ マイ ック語 を硏究 すると、 福音書に 見 ゆる 靈魂ゃ 生命 を」 

入え うする となって 居る の は、 己 を 全うする と 謂 ふ 意味.^ と說く 人が ある。 『人、 全世界 を 贏く とも、 一 

己が 生命 を 損せば、 何の 益 あらん』 (. ^サ" で、 已 を眞實 に 全うし、 生き 3. 斐の ある やうに 爲 たい ■ 

ものである。  一 

邪 穌は斯 の 如く 『宮に 人り、 すべての 物 を 見回し』、 勢 ひの 趨 くと ころも 看破し、 其の 意味 を 解 釋： 

して、 心に. 節 かれ、 ただ K しき 道 を^み、 側 目 も ふらす に 進まれた ので ある。 前日 『御颜 を 堅く ェ i 

ルサ レムに むけ』 て 上京され た 素志 を斯る 間に 遣憾 なくず、 徹せられた。 實に氣 高くて、 贵ぃ。 其の 

愛と 犧牲の 精神と に 至りて はもと よりの 事で あるが、 叉 そこに 何れ ほどの 智讓 があった か 計り 知れ 

ない。 何故 なれば、 邪穌が 若し 此のと き 時勢に 乘 ぜられ たなら ば、 I 文！^ みの 百损に 終った であら 

う。 其の K 際に 取られた 行き方 は、 世の 人から 見る と、 迂遠 極まる ものであった かも 知れぬ。 然し 

其れが むしろ 驚くべき 大 いなる、 祌々 しい 智 であった。 吾ら の智藤 もこの 種類に 屬 する やうに 心 一 

懸けたい もの だ。 

斯くて 邪穌は 都に 於て 十字架 上に 死なれた。 今日は 其れに 說き 及ぼす 豫定 でない から 略す るが、 一 

耶穌の 十字架 は 何 を 意味す るか 綿密なる 御 研究 をお 勸 めする。 

『a その 名に よりて 罪の 赦を 3^ さする 改め は エル サレ ム より 始まりて、 もろもろの 國 人に 寅 傅へ; 


らろ べしと。 汝 らは此 等の ことの 證人 なり。 視ょ、 我 は 父の 約し 給へ る もの を 汝らに 贈る。 汝ら上 

より， g が を せらる-ま では 都に 留れ』 (お？ 。の) 此れが 最後に 申 上げたい ことで ある。 耶穌は 弟 

子た ちに、 上よ ひ カを與 へらる るまで 都に 止れ、 汝らは 斯の道 を 天下に 傅 ふる 責任が ある、 と！ 百 は 

れた。 

以上 耶穌都 上 ひの 話で ある。 都 を 悪い 所とば かり 思って は 間違 ひで ある。 また 戴 的の 大 なる 『力 

を， おろ』 ことの 出來る 所で ある。 然して 都に 人り、 堅固なる 決心 を 以て 祈り 深く 行かれるならば、 

必す カを與 へられる であらう。 今まで られ なかった 何もの かが 獲られる であらう。 基督の 道 は H 

ルサ レムの 都から 弘 布され た。 都 は 天下 を 支配す る键を 握って 居る のかと も 思 はれる。 ここに 來て 

初めて 解り、 氣 付き、 敎 へられ、 また 力付けられる ことがある。 靈 魂が 充分 養 はれる やうに したい。 

(1 九 二三 年 五 月) 
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先日の 地 霧 及び 火事 は 世に も 稀なる 災害で、 東京 橫濱を はじめ 慘 鼻の 出来事が 充滿 し、 聞く も 仰 

たまげ 

天、 見れば 尙 さら 文字の ごとく 魂消ざる を 得ない。 紀元 j 七 五 五 年 十 一 月 一日 リスボンの 地 露 は 三 

萬 か ra: 萬の 死. L 一と 約 二 億圓の 損失 を 引き起し たがために、 全 歐洲の 人心 を 震撼し、 遂に 天道 是か非 

4 一の 問題が R だ 埶一烈 に 討論 さる、 に 至った。 其れと 較 ぶれば この度の は 幾 倍 かの 災害で あ ス、。 其の 

結艰 して^ 民 は 多方面に 直った 雑 題 を 投げ 懸 けられて 居る。 思想の 上、 および 寳 際に 於て 善き 解 

決 を 下し^る や 否やに より、 民族の 將來も 決定せられ るで あらう。 此れ 實に圃 民 生活の 分水嶺で 

ある, 

『彼 は 淚の谷 を 過 ぐれ ども、 其處を多くの^^水ぁるところとなす』 (If じ。 震災地の 民は曾 ふ も更な 

り，. 舉阈今 まさに 同情の 聯 鎖に 由り、 ともに 最も 苦き 經驗を $1^ めつ、 ある。 彼ら は 實に淚 の 谷 を 經 

過す る 最中で. ある。 然れ ども 此の 艱難の 間に 處す るの 能^ 度 I つで、 淚の 谷に も、 多くの^3^?|^き出づ.. 

る を 見出し、 新たなる 勢力 を發揚 して、 ^に 世界 を 開拓す る こと も出來 るで あらう。 utivt 、じて 藥 

ともな. o<5 ^るので ある。 要は 精神 上の 運 m 如何の 問題で. ある。 霞 的 化合の 機微に 投じ、 其の 妙 S に 一 


4^^すると.きは、 朱 # 有の 災禍、 豈 測らん や 歡天喜 地の 祝 幅 ともなり 得べき. を 疑 はぬ。 

. 《化て > リシ ャ 人の 来って 面 命 を 求めた とき、 耶穌 時運の 趨勢 を 想 ひやり、 然として 父よ このと 

き，. H り 我 を 救 ひた まへ。.. され ど 我 このため にこの 時に 到れり。 父よ、 御名の 榮光を あら はした ま 

へる、 祈られた。 忽ち 天より I 贤出 でて、 我す でに 榮光を あら はしたり、 また さらに あら はさんと 

いか ゴち 

あった。 傍らに 立てる 群衆 之 をき、 て |£ 露 鳴れり と 一一 r ひ、 ある 人々 は 御 使， るな りと 一一 m つ- <^。  ■ 之 

に對 して 耶穌、 この 聲來 りし は 汝らの ためなり、 と 論され. U と ある。 げに 此の 天來 のさ、 やき は、 

いか ゴち 

北ハ 所に. 居 合せた る 人， -の ためであった。 然れ ども 彼らの 一部分 は、 此れ 雷霆に 過ぎす、 ほんの 物理 

界. に 生じた る 稀 有の 出來蔡 であると 解した。 他の もの ども は、 こ は 深い 意味の 有り 氣な聲 に は相逮 

ない. が、 分らに は 何ら 直接の 關係も あるまい、 いづれ 他人の 身の上な るべ しとて、 其れ を氣 にも 

とめす 過ぎた ので あらう。 斯くて」 つの K に 三 様の 解 釋が與 へられた。 即ち 第 一, はすべ て 物理に 終 

パ, i  , 

始 する ポ W のみと 解した。 第二の 見解 は 之と 異 つて、 思へ らく 此れ もとより 物辆 の 事で あるが、 

世界 は 9r 物 HJG-i^ に 親密なる 關 係が ある。 內外 表裏 交感 錯綜し、 物と- ir 有形無形 照し 合って パ象 

徴の妙 掬すべく 味 ふべき ものが ある。 ， 雲 の. うち. に はためき 满 くもの は 電力の 作 川で あると 同時 

に、. 亦之を に祌 鳴で あると 解す る こと も 出来る。 今し も 五：： 人の 鼓膜に 感 覺を與 へたの は 物理 界の 

银な. る 現象 ではない。 そ の， 意味 神妙な 聲で. あ る。 單な る JR 饗 でな く 意味深長 であり 5| ると ころの 脊 

と聽 き： 取られた。 . 然し 此の 第二 種の， 聽者 も、 未だ 之 を 己、 ぶ 身の上と は. 感じな. かった。 其の 適用に 心 

神の 業め 籤. れんお. めな り  ：ls:-l 
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を 止めす、 あは や 徒らに 之れ を 聞き流さん としたの である。 第三 は # 意 得心、 其の 適 S の 道 を辨へ 

た耶 L 、の 人の 如きで ある。 雷 震が 神 鳴りで あろなら ば、 地震 は祌 ゆりと も DB- られ る。 科 事 者の 說 

明 もさろ ことながら このたびの 地震 を この 第二 種の やうに、 進んで 第三 稀 の やうに 解釋 して、 其の 

微 3：： を 問發 し、 其の 深意 を 味 ひ 得て 之 を國、 家、 及び 人の 身に 適闲 し、 或 ひ は 長れ 愼み、 或 ひ は 憤 

り、 或 ひは^き、 或 ひ は 改め、 或 ひ は 進む こと を 心 懸けな ば、 淚の谷 も歡喜 の 衆に 變る であらう。 

地&" と，^ 事と に 困め られ たる 吾が 同胞 は、 此の 三つの 種類の 何れに 腾 する であらう。 此 所が 人格の 

試 会-石で ある。 また 自然 國 民の 品位 を も 定め、 其の 消長 を も 支配す る關 鍵で ある。 

めレひ  》<ら 

耶^ 途往 くと き 生れな がらの 盲人 を 見た まひ たれば、 弟子た ち 問 ひて 言 ふ、 ラビ この 人の 盲目に 

て 生れし は 誰の 罪に. a るぞ。 己れ のか、 親の か。 耶穌 答へ たま ふ、 この 人の 罪に も 親の 罪に も あら 

や .0 た^ 彼の 上に 神の 業の 顯 れんた めな り。 我. 遣 はした まひし もの 、業. を 我ら 晝の うちにな さ、 乂 

はたら 

るべ から， f。 夜來 らん。 そのと き はたれ も 作動く こと 能 は. f。 われ 世に "ろ は 枕の 光な り 云. -。 

禍{ 小： に 遭 ふ もの あれば、 之 を 天罰で あると 考へ、 或る 罪悪の 結艰 であらう. V 推測す るの が It 常事で 

ある。 罪と 禍 ひとの 問、 實に raroi^ の關係 明かなる 場合 も 決して 稀で ない。 惡の 報いし ばく 身の 毛 

もい よ 立つ ばかりで ある。 然し 世の中の 事 は 甚だ 複雜 で、 餘 込み入って 居る。 總 ての 災害 を罪惡 

に歸 する は 逮ひ である。 禍 ひのう ちに も 他の 原因から 來る もの も少 くない。 或 ひ は 人 を 救 ふため 

の 苦 耶^の 十字架の やうな の も ある。 苦痛 0 原因 調べ は 終極がない。 議論 何時 結局つべく も 見え 


ぬ。 然し 其 所に 一 つ 辰 も 明白な ことがある。 禍齊は 神の 業の 顯 はれろ 機 を與 へる。 それが 禍害の 

世に^す ろ 一 つの 瑰. m であらう と 思 はれる。 車 寳 上 禍害 は 善き 事の 計賽 され、 ST 行され る 機 # であ 

ろ。 このたびの 震 害 火災に 由り、 多くの 善い 仕事が 行 はれて 居る。 世 問 は 幾らか 眞 面目に なって 來 

た。 E に r ル えて t-: 朴？ 小 純に なった 様で ある。 謙 Sf 忍耐 慈愛お よび 獻 身の 道 を 苦舉 しつ、 ある 人も少 

く あるまい。 永遠に 關 すろ 想 を 催 ふし、 旣に心 を 神の 方に. n: けさせられた 人 も 多い Hi であらう。 

我 を S3 はした まひし もの/ -粱 を、 我晝 のうちに なさ ビる ベから すと ある 如く、 今 11 の やうな 天災 

地變に かされて 道念 を贿 し、 天職 を 感じ、 使命に 目覺 めて、 其の 生活の 理想 は從 來の暢 氣無责 任 

であった に 引き かへ、 餘 稃向ヒ して 來、 頻りに 奉仕 を 志す に 至った もの も少 くない やうで ある。 九 

n 一日の 災 S: は 徒らに E 心 辦 に 耽り、 其の 原因 を 討論す るに £ ゆべき 機會 ではない。 之 を 端 絡と し、 

之 を M 機と して、 祌と 歩調 を 整 人、 其の 愛の 業に 參 加し、 退いて 精祌を 鍛練し、 敬虔の 氣風を 養 

はたら 

ひ、 信仰の 生活 を 修養すべき 機. である。 誰れ も 作動く ことの 出来ない 夜來 らんで、 日暮れて 途ぃ 

よいよ 遠く、 摔 きことの W 現される の を 待ち 焦る、 やうな 心 持に なり、 壯烈な 志 を 抱く に 至った 人 

も必す 有る であらう。 災害 は 天 を 怨み 人を尤 め、 餘 力の 生. f るを俟 つて 差 支な き 思 辯 なぞに 囚 へら 

るべき 機 含で はない、 寧ろ 進んで 善き こと を爲 し、 世の 發達、 人の 改善 進歩に 貢獻 する こと を 志と 

すべき や：： である。 この 盲人の 斯 く 生れつ いた 一 つの 理由 は、 明らかに 此 所に あると、 斷 1W する を^ 

ら ない。 
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然 しす ベ て の 災害 必. f しも 何れ か の點に 於て g 非惡 と 無關係 である と斷 一一 目す る ことに 出來 ない。 S 

人の S 非の 結んだ 某なる も あり。 社會の 罪から 生じた もの も あらう。 共れ で 恐ろしい 禍 寄 などに 遭>3 

へば、 此れ は 何故， であるか、 何の 罪で あるかと 問 はせられ る。 無罪 を 意識す る もの は 天道 是か 非と 

怨嗟の. 美 を も 放つ の-である。 此のた びの 出來 事に ついても、 天罰で あらう、 天認 であらう と 畏れお!^ 

み、 SS 政^ 下の 御 一一： n として 公に せられた 中に 然か 解釋の 出来る 文字が 見えて 居る。 成金 圃民、 奢侈 

は縱に 流れつ、 あった 社 會が思 はざる ときに ぉ灸 をす ゑら れた 意味で はなから うか。 この頃の 騷ぎ 

に乘 じて 利 を ft つた 奴ら が、 惡錢 身に 着かす、 遂に 其れ を 取り上げられて 了 ふやうな 次第で は あ 

るまい か。 結局 餘り 睡眠 を 貪り、 世 ご、 ろに のみ 囚 へられて 居る の を 鞭 縫され たやうな 道瑰と InJ- る 

ことが 出来よう ではない か。 此 所に 心 付いて、 恐懼 身 を 措く に 所な く、 反省 戒愼 して、 稍 敬虔の 念 

を 生す る ことが 出来れば、 地震 も 火事 も 苦い 良藥 で、 國 民の 眞 生命 を發 揮す る 外科 療治と なる で 

あらう。 ■  —— 

此の 點 についても 某- 番 傅の 一 節が よい 參考 材料で ある。 或る人々 來 りて ピラトが ガリ ラャ 人の， 血 

を 彼らの 犠牲に まじへ たりし こと を 吿 げたれば 答へ てきひ 給 ふ、 かの ガリ ラャ 人、 斯る ことに 遭 ひ 

たる ゆ ゑ. にす ベての ガリ ラャ 人に まされる 罪人な りしと 思 ふか。 われ 汝ら に吿 ぐ、 然ら す、 汝 らも 

悔い改め すば 皆 同じく 亡ぶべし。 ガリ ラャ. 入の 慘 殺された の は 時の 社會 を覺醍 し、 其の 悔い改め を 

促すべき^^3でぁった。 と 耶穌は 解せられ たので ある。 ガリ ラャ 人必ら すし も 自らに. 大 なる 扉が ぁづ 


たので 断う fi ふ： ni に 遭 はせられ た譯 ではない。 寧ろ 世 を i-I 戒 すべく 、共の 犧牲 になった ものである。 

生き？ a つて Gi^ る ガリ ラャ 人、 或 ひ は 彼らより 悪い かも 知れない。 彼ら は 民族の 身代りに 鈴 玉 に 上 

げられ たので 無い にも 限らぬ。 世に は ガリ ラャ 人の 虐殺 事件の みで は 無い。 耶穌の 同情と 憂愁と は 

旣に 人の 忘れて liw た 他の 不、； g 事に も 延長して 居た。 決して 然 たる 樂天 家ではなかった ので ある。 

f 一 上の 禍 寄に 對し 造ち もな く 同情 を 注いで 居られた。 故に 自ら 進んで 次の 事實 を， Si られ た。 叉シロ 

ァ ムの柁 倒れて！. -し 殺されし 十八 人 は。 エルサレム に 住め K? 凡ての 人に 勝りて 罪の 負^ ある ものな 

b しと m 心 ふか。 われ 汝ら に吿 ぐ、 然ら. f 汝 らも 悔い改め すば みな 斯 くの 如く 亡ぶべし と。 此れ 東京 

山の手の 人 や 他. 5- 縣 民の 記憶すべき 重要な 點 では あるまい か。 ィザャ 書 第五 三 章 は 或る人の 身に 起 

った不？；^^:^*^^」傍|£して居たものが遂にぉのれの罪を覺ゅるに至り、 彼が 實に世 を 救 ふべ く 自ら を犧 

牲に 供した ものである ことに 心 付いた と 謂 ふ、 あはれ 微妙き 深刻な 文字で ある。 今 n 吾ら H 民が 斯 

の 如き 觀念ゃ 情操に 出るならば、 幾 萬の 死者 も 犬 死 をした ので はない。 幾 億の 損 宵 決して 浪费に は 

ならぬ。 みな しい 犠牲の 意味に 生き 復 つてく るので ある。 

さる にても 災 後に 於る 吾ら 同胞の 精神 狀態 こそ 氣遣 はしけれ。 その. 昔ノ ァ は 洪水の 難 を 免れて 最 

初 感謝に 充 たされ、 最も 緊張した 態度で、 新たなる 世界 を 開拓すべく 出 懸けた が、 共の のちの 記事 

か た ち 

を れば酒 を し、 自ら 之に 醉 ふて 醜き 容を暴 露す るに 至った ことが 書いて ある。 ゾ ドム、 ゴでフ 

が 天火 を 被ぶ りて 亡びた とき、 之に 對 する アブ ラハ ムの 態度 は 敬虔の 念、 慈愛の 情と もに 溢れて 如 
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何にも 立派で あつたが、 辛くも 災害 を脫 却した 彼が 甥 B トは、 之に も 反して 讀むも 忌 はしき 狀 態に 

陷 つた。 兩 者の 相違が n!^ も 善い 敎訓 である。 『それ 神に したが ふ 憂は悔 なきの 救 を 得る の 悔改を 生 

じ、 世の 憂 は 死 を 生す』 cl5M.t§)。. 

•  (1 九 二三 年 1 0  3) 


災後 の 新甞 感謝 禮拜に 於 て 

『ダビデ 王 入りて エホバの 前に 座して いひけ る は 主 エホバよ、 我 は 誰、 わが 家 は 何 なれば か 爾此ま 

で 我 を 導きた まひし や』 。此は 王が 神の 惠に 感じ、 自分 は それ 程の 價値 もな く、 其れ だけ 

の 家柄で もない のに、 斯 ばかりの 祝福 を受 くるので あるか、 と 言った 語で ある。 

『かれ 拜 して 言け る は 僕 何 なれば か汝 死た る 犬の ごとき 我 を 回顧た まふ』 (針お $ 後)。 サゥ 口の 孫 は 

ダビ デ の 親切に 感じ ， 身 の ほど を 顧み て 斯く首 つたので ある。 

ふさ は 

このと き は ダビデに 吿 げた 語で あるが、 神に！ 一 する 吾ら の 想 ひを述 ぶる にも 相應 しく 思 はれる。 

『汝の 地に 初に 結べる 實の初 を、 汝の神 H ホバの 室に 持き たるべし』 (t 一 fff 一)。 

荒れた 都に 於て 今朝 新 t 感謝 禮拜を 行 ふこと は 誠に 意味 深く 感 する。 如何して 此れが 出來 るので 

あるか。 多くの 財産が 失 はれ、 多くの 人が 死んだ 種々 悲慘な ことがあった。 會堂 もやつ と 此の頃に 

出來 たと ころで ある。 斯る 間に 感謝 讃美が 如何して 出來 るか。 荒れた 都に 於け る新蒈 感謝 は 暗 一： 小 や 

感謝に 富んで ゐ る " 何れ の 方面から も 深く 考 へさせる やうな 氣 がする y 

通で も然 うで あるが、 殊に 今日の 如き 場合の 感謝 は廣く 深く 考へ すに は出來 ない KJ であらう。 

世の中が 唯 快樂を 以て 目的と する ものなら ば 今年の 新昏 祭に 感謝 は： S る雞 かしい。 然し人生は快樂 
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のみが 目的で なく、 そこに 尙ほ 深い 意味 あると を 胸に 藏め、 傍ら H< 地の 美しく- # ぃた景 ^ など を も 

考 へて 行きたい。 昨朝 来明國 分寺邊 で武藏 野に 朝日の 登る の を 見て、 其の 美し さと 莊嚴 とに いたく 

感じさせられた。 嬉しく 思った。 おの づ から 人生の 意味 を考 へさせられ たので ある- 唯 だ，： ：！已 の 利 

害の みに 囚 はれす、 廣く 人のう へ、 天 下の- Ai を も 熟慮せ ねばならぬ。 世の中に は 現に どうい ふ 仕事 

が 渉りつつ あるか。 神の 經綸が 如何に 回轉 しつつ あるか、 精神 上の 敎 育が 如何に 行 はれつつ ある 

か.、 人 は 如何に 慰められつつ あるかな ど 思 ひつに くれば、 善い 志し を 立て、 善い 仕事 を 計 誓す る.^ 

の も 多く 出て 居る KJ が 胸に 浮んで 來る。 斯て 人の 生命 を 深く 思ひ囘 らし、 世界が 神に 支. g され 導か 

れつつ ある を 顧みる と、 自分の HT はかりに 心 を 占領 させ、 ただ 泣いたり、 腹 立たり する のみで は 

濟 まない。 此に對 して 相當 感謝し 譜美 せねば ならぬ とい ふ 一 念が 起る であらう』 

自分の ことば かり 考へ、 自分が 世界で 一番 不幸で あるかの 如く 思 ふの は 間遠 ひで あらう。 愛する 

人が 死んだ。 或 ひ は. 其れ も 一 人なら す 重ね/^ の 不幸に 遭った 人 も あらう〕 然し 死んだ の は 彼 若し 

く は 彼らの ために 最も 悪. $ さであった であらう か。 何う しても 吾が 傍らに 置かねば ならな い 道理で 

あらう か。 慰めたり 待いたり しても らう HJ が 一番 大切な Hi であったら うか。 吾ら はと かく 了  35- 逮ひ 

をす る。 成程 辛い 悲しい 思 は 胸 一 杯で あらう が、 其 所が 考へ ものである。 一方 自分のと ばかり 考へ 

て は {HI しく あるまい。 とかく 吾ら は餘り 利己主義 である。 利己主義に は 感謝がない』 自己と 謂 ふ 見 

地から すれば 身のう へに 好い Ki が あり、 他人から も 親切に され、 事業 も 都合よ く、 子供 も 皆 健^で 


成功して 居る ときに 限って 感謝 も出來 やう けれど、 他の 場合に は 難 かしい。 基督 を 信す る 吾ら が 己 

を 中心として 感謝の 出來る 位で なく、 他の 場合に も 神の 惠を思 ひ、 讚美の 出來 るの は資 にお 難い KI 

である。 何う か 此の 特權を 重んじ、 辛い 苦しい KJ の あるとき や 其の 特權の 持： Mr. になりさぅな：；湫遣 

ひの ある 場合 は、 特に 祈りして 氣を 取り直し、 感謝の 出來る やうに したい ものである。 

感謝と 譜 美は附 きもので ある。 神 は 如何なるお 方で あるか を 思 ひ、 吾 身 人のう へに 神の 爲さ つ 

つ ある KJ を 深く 顧みて 讃美す る。 基督 敎の 他の 宗敎と 最も 多く 違 ふところ は 此の 一 點の 深さに 於て 

である。 基督 者 は 何 こと も先づ ひたすら 祌を思 ふやう に 心 懸ける。 地震 や 火事が あっても 神 は M 然 

として 存在して 居られる。 神の 力 も ある。 其の 御 經綸の 行 はれて 居る Ki も 忘れて はならぬ) 十字架 

によって 人 を 救 ひ、 之 を^ 化されつつ ある 神の 深き 愛 を 念 すれば 譜 美が 出來 ねばならぬ * 大切な 物 

を 失って 嘆いて 居られる 方 は 此の 小さい 敎會の 中に も澤山 ある。 誠に 同 淸に墦 へない。 此は然 うい 

ふ 人の 身の上ば かりで はなから う。 其れに 同情 を 寄せる その 人、 身に も旣 に！ 1： じ やうな 經驗 を； g々 

おって 居る かも 知れない" 斯る 場合 何 かして 神 を 思 ひ、 これに 安んじ、 之を樂 しむと がより 多くな 

る やうに したい。 自分 は ともあれ 凡て 悲しんで 居る もの を 救 はれる 神の愛 を もっと 嬉しく 感じ、 之 

に滿 足す る さを擧 ばねば ならぬ。 友と 一 緒に 物語して 居る とき 『誰某が 外國に 行って 此 所に 居らぬ 

ゆ ゑ 御 互に 寂しく 思 ふ』 と 曾へば、 彼 も 『大 變懷 しい』 と 答へ るで あらう。 然し 話が M に 進んでも 

はや-吾が 力と なり、 喜びと なり、 話し相手 となる ものが 全く なくなって 了った と 首ったならば、 如 

$ ベ. 後の 新墦 感謝 糠拜ね 於て  五 J  .1. 
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何で あらう。 對 話して 居る 友 は 自分が 全く 當に されす、 友情 を 嬉しがられす、 彼に 取りて 我 は 右れ： 

ども 無き に 異ならな いので、 ぁ&殘 念、 自分 は 見捨てられ たかと ST た 口惜しく 感 する であらう。 然ー 

し 吾々 はつね 日來 神に 對 しても つと 甚だしい 愛想 づ かし を 行って 居る ので は あるまい か。 住む 家が 一 

なくなった、 誰が 傍に 居 なくなった といって、 宛 も 神 も 無くなられ たかの 如く 弱り込んで 了 ふこと 一 

も ある。 神 は それほど 當 になら す、 力に もなら ない ので あらう か。 勿體 ない Hi である。 外國に 在る 一 

友の かた へ に 居らぬ K1 を殘 念に 思 ふと 同時に、 今 側に 居て くれる 友 や 親兄弟の ある a- を 嬉しく 思 ふ！ 

べきで あらう。 斯の 如く 物 を 失 ひ、 人間の 哀別 離苦に 泣く とも、 神を賴 もしく 感じ、 之 を 嬉しく 思 一 

ふべき 害で ある。 彼 を 失った が爲 めに 此の 有難 さが 一 しほ 加 はるべき 普で あらう。 殊に 大切な こと； 

は 基督 を 愛して 其の 恩寵 を 喜ぶ ことで ある C 要するに 吾ら は ぼ 五十 番の やうな 讚美歌が 自分の 志で 

ある やうに 心 懸けたい。 もっと 神 自身 を樂 しみたい。 自分の 計畫 でな く、 神の 犬なる 御 計 畫に滿 足： 

する ことの 出來る やうに したい。 お 互に 此の 點を もっとよ く 修養せ ねばならない" 

斯く考 へて 行く と、 荒れた 都で 新嘗 感謝 禮拜を 行 ふ 意味が 次第に 深くな つて 來る。 単 穀物が 良く 

出來、 平和な 歲 であると 謂 ふだけ でな く、 深い 所に 思 ひ 運ばせられる やうになる。 神 は 穀物 を與へ らー 

れ るの みならす、 『その 獨子を 賜 ふ ほどに 世 を 愛し 給へ り』 01- な I) である。 吾ら 皆 神の 限りなき M 

寵 に 包まれて る。 泣いたり、 怨 むだり、 永い 間菀結 ぼれ た 生活 をして 來た とが あ、 實に濟 まなか 一 

つたと 出 心って、 氣分を 取り直す >t も出來 る。 何う か 此の 感謝 禮拜に 於て 鬼 角 菀結ぼ れんと する：：^ を 一 


取り y して 咸心 謝したい。 諧 美したい。 

如何したら 此の やうな 感謝 や 讃美が 出來 るで あらう か。 讚轰は 無理で ない。 爲ねばならぬとロ.^ 

ふ。 北ハれ であるのに 吾ら は 何故に たピ 弱り込んで、 喜び もな く、 平和 もない ので あるか。 なるほど 

一方に は K に {叔 し くも ある。 然し 他の 一 方に は、 人の ：21： 意 も 嬉しく、 積 る^に 興が * つて 夜の 更く 

る を も 忘る、 ごとき 場合 も あるで はない か。 共れ よりもつ と 深い 好い MJ も あるで あらう。 者に 

は 必定 あらねば ならぬ。 然ら ざれば 信仰 は^で ある。 

斯の 如き 次 tj^ であるから、 餘り を 無視せ す、 成るべく 無现 のない 生活 を爲 たい。 無理して は 

いけない。 然し ：吾 らは 無理 を 首 ひつ. - ある。 餘り 頑是ない。 腕白で ある。 もっと 順し くせねば な 

らぬ。 货も 失せ、 人 も 死んで、 遺憾 千 萬で は あるが、 r;^ も 好き 神の 實 は 無視 せらるべき もので な 

い。 もっとお 順し く 之を當 にす るが 當然 である。 然るに 餘り 利己主義で 淺雜 ではない か。 神 も あ 

り、 人 も ある 世界に 自分の 身に 起った 利害が 一番 大きな とで ある 様に H 心 ひ 詰る の は、 餘 りお 然な舉 

ひ 

動で はない。 斯んな 無理 を棄 て-、 たと ひ 悲しくて 淚堰き あへ すと も、 たと ひ瘦 せ我投 にもせ よ、 

しい 现に 適った 方面に 氣を轉 じて、 信者ら しくしたい 者で ある。 故に 聖書に は 神 を讃卖 すると 

は 聖者に 適當な ことで あると 記いて ある。 

八， 朝へ エス チン ダスの 聖 辭典 を WJ- ると、 讚美の 條に、 此の 語 は元來 命令法で あると 說ぃ てあつ 

た。 大變丽 白く 讀 まれた。 聯想から 聯想 を 生. じて、 精神的 興味 湧き 返る を覺 えた。 讃美歌 四ぼ 六レ 
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薪 は 英^で 『すべての^5^の流れ出る神を譜美せょ』 と ある。 基督 者の 讚美 は 一 人で は濟 まない。 い 

ざ もろともに 譜美 せよ 感謝せ よの 氣分 である。 世界 だけで は 足らす、 天まで も 其の 仲 ^をき ひたく 

なって 來る のみなら す、 1? 美せ よと 謂 ふ 下知の 語意から すれば、 其 は 吾ら の 責任な ので ある。 神の 

命じ 給 ふとで ある。 ：，；^11らには祌に對して譜美の债務がぁる。 讃美 を徵發 される。 催促され る。 祌は 

泣き 貌の人 や、 频 りに 減り込で おる 人に も、 讃美せ よと 聲を御 かけになる。 信仰の 友 も 讃美せ よと 

頻りに 誘って 1:^ る。 何う しても 纏 魂の 坐容を 正して、 感謝 讃美の 氣分 にならねば ならぬ。 瘦我投 を 

せねば なるまい。 然し 北ハ氣 にさへ なれば 喜び 溢れる ばかりに も なれる であらう。 讃美せ よの 聲は天 

はて  はゴ  > 

地の 極から も 此方から も 其 反響が ある。 妄りに 此莊嚴 なる 調子に 外れて 其の 邪魔 をして はならぬ。 

斯く考 へて 來 ると 感謝 讃美 は、 思 ひ を 深め 志 を 高く 抱ねば 出来ない とで ある。 心 を 取り i はし、 高 

ぬな 立場から、 深い 所に 思 ひ を， 潜め、 物事 を ほんとうに 味 はねば 出来ない とで ある。 何う かして 然 

うしたい もの だ。 

斯くて 五" らも ダビデの 如く 『我 は 誰、 わが 家 は 何 なれば か爾此 まで 我 を t 塔き たま ひしゃ』、 或 ひ 

はサ ウルの 孫の 如く 『何 なれば か汝 死た る 犬の ごとき 我 を眷 顧た まふ』 と 思 ひっ^ける とが 出來る 

やうになる であらう。 不幸の ある 場合に も、 己に 何れ ほどの 價値 あるか を考 へ、 或 ひ は 無益の 僕で 

^ある 身 を、 自分の 現在が 餘り 結構 過ぎて 勿體 ない とな ど を考へ ると 签恐 しくな つて 有難 淚 にもく 

れる であらう。 身に あまる 神の 惠をも 漫然 當り まへ などと 思 ひ 僻めて、 飛んでも ない 不了兑 も 出：： J^l 


いから 注意 を 要する。 

新嘗 感謝 禮拜に 際し 一 桥 大切なる は、 穀物のと から 推し 及ぼして 神の 赐物を W 心 ふとで ある。 『汝 

若し 神の 赐物を 知り、 また 『我に 飮 ませよ』 とい ふ 者の 誰なる を 知りた らんに は、 之 を 求めし なら 

ん、 然ら ば^ける 水を與 へし もの を』 (S 一、 f§) 。同時に 己 を 神に 差し上げ、 感謝 報恩の 生活 を營 むべ 

く 志が^ かれて 行かねば ならぬ。 

此の. ぽを 了る 前に 先刻の 出 埃 及 記を讀 みたい。 『汝の 地に 初に 結べる 實の初 を 汝の神 H ホバ の窒 

に持來 るべ し』 (一一 一！；! の) 子供の 時分の は 忘れがち であるが、 此の 場合 思 ひ 出す の は、 朝お 根から 僅 

かば かりの 版 粒 を 小さな 三齊の 如き ものに 載せて 神棚に 持って行 くと を 命ぜられたり、 或 ひ は 食事 

すこし 

を するとき 先づ共 所に 居 合さない 親の ために 小：； ei! の 飯 を 茶碗に 盛り、 而 しての ちに 一 同 食し 始めた 

ことな どで ある。 子供のと きさう 謂 ふ MJ を 見習 ひ、 或 ひ は 其より もっとよ い 祈りな どを敎 へられる 

ならば、 今の 若い者の やうに、 我儘に ならす 濟む かも 知れない。 その 形 は ともあれ、 此れ は 丑 C らの 

びたいと である。 北 ハれで 此の 新嘗 感謝 禮拜 にもす ベて なりもののお 初、 所有物の：；^も：2{ぃ部分を 

神に li ぐるが 大切で ある。 例へば 殘 つた 冷 飯で なく、 移し 立ての I 番 よいと ころ を. 左し 上げねば な 

らぬ。 すべて 身 を 以て 神に 仕へ ると を蔡 びたい。 感謝 讃美 も此 所までに おらない と、 始 あって 終な 

く、 花あって を^ばぬ ものである。 此の 場合 身 を獻納 し、 手に ある 设も 好き もの を獻 ぐると を ；宵 

行したい。 もろともに 祈り 互に 勵み 合って、 之 を K 行す る やうに したい。 (1 九 二三 年 1 二 巧) 

災 後の 新 眷感 蹴禮 邦に 於て  五一 五 


篩 はれて 大命 も泰ゃ  五一 六 

篩 はれて 大命 を 奉ず 

(路加 傳 ニニの 二 四 I；  二 11) 

此れ は 耶穌將 に 世 を 去られん とする 5? 際であった。 其れに 弟子た ち は 地位 を爭 はんとす るので あ 

る。 主我 的な 心が 盛んに 起りつつ あつたの である。 其 所に 不調和が あった。 精神 上の 益々 危險が 加 

つた。 其の^に 乘 じて 惡 嫌がつ けこむ ので ある。 常時で も然 うで あるが、 何 ごと か 起らん とする 場 

合 は 誘惑が ひどくなる ものである。 迂濶 りする と 酷い目に遭 はされ る。 

『シ モン、 シ モン、 視ょ、 サタン 汝ら を麥の 如く 篩 はんとて 請 ひ 得たり』 (ミー ヮと耶 穌は言 はれた。 

シ モン、 シ モンと 重ねて 言 はれた のに 如何にも 懇ろな 氣 分が 表 はれて 居る。 また 思 ひ 遺り. の 深い 親 

しみの 厚い こと を も 窺 ふこと が 出来る であらう。 耶穌と 弟子 どもとの ii に 於る 友情 を 察する ことが 

出來 る。 

サタンと は. 怒の 勢力の 一番 强 いもの を 意味す る。 世の中に は惡の 勢力が 確かに 蔓 つて 居る。 信仰 

厚き 人 や 善い こと を 一 生 懸命 行らん と 心 懸る人 は、 必 すその 心 を惡の 方に 引 張りつ ける 力の 强 いこ 

とを感 する。 共れ が 盲 なぐりに 劍術を 使 ふ 如き もので なく、 始終 此方の 隙 を 狙って やって 來る。 汕 

斷も隙 もなら ない。 も 生きた ものが 深く 計 畫んで 我 を附け 狙って 居る ものと しか 感ぜられない。 


巧い 拔 n なき 乎 段 を 川 ひて、 ^だ IS 味の 惡ぃ 相手で ある。 言ひ換 ふれば 惡の 勢力 は それが 恰も 人格 

の 所 と 見 ゆ る や う に 働 い て 35 る 。 これが 悪 .1 である。 

邪 穌の御 生涯 を 見ろ と、 魔々 惡魔を 相 乎に せられた ので ある。 * づ 荒野で 惡 麼と戰 はれた。 其の 

おり：， 1^9 の あ ひだに f ^ぶい 太刀 打の あった こと は 福 靑害 の 記 車中 殊に 目立って： li^ る。 誘惑の 何の 場面 

でも 相手 は 頗る 敏腕であった。 活 きて 居る 奴が 如柯 しても 始終 我 を附け 狙って 015 るの だと 耶穌 n 身 

も^ 5- に 感ぜられ たに 逮 ひない。 に靈 魂の 大敵 を n の 前に 毘て 居られた らうと E 心 はれる。 前後 左 

. ^に： 浙を附 け、 八方に 目 を 配って 居られた やうに： える。 邪^^のみならす、 吾ら も 誘惑に ついては 

然 うおへ ざる を 得ない。 摩 問 上の 說明 はとに かく、 實際 は然ぅ 感じさせられる。 此の サタンの 一語 

i『l 观 の 敵が 何 ん なに 恐し いもので ある か を 思 は せる ので ある。 

『汝ら を麥の 如く 飾 はんとて 請 ひ 得たり』 (一一 ニヾ 此の 場合 汝らと はべ テ 口 一人でな く、 おで ども 全 

體を 指した ので ある。 旆 はんと 謂 ふの は、 精 米屋が 糠と 米と を 分ける やうな こと を 一一 一 •：： ふ。 そこで 飾 

ふに も s:々n 的が ある。 洗禮者 ヨハネの 倚 道の 場合に は、 『手に は 焚 を 持ちて 禾場 をき よめ、 その 麥 

は A おに 納め、 殼は 消えぬ 火に て燒 きつく さん』 (ffl 一一) と 言って ある。 其れ は 霧 l^z ために 飾 ふの 

である。 近 來半捣 米と か 玄米と かお 米と か 食物の 撰び 方に 種々 議論が ある。 みな SK むと ころ は仆ぃ 

米 を 食べたい からで あらう。 米 をよ くす る 目的で 蹄 ふので ある。 悪魔 は然 うでな く。 ら祖が 其の 

n あてで ある。 いつも 善に 疑 ひ を 懸ける。 彼奴 巧い こと を 言って 居る が 實は眞 實 である まいと ii つ 

^はれて 大命 も 奉 や  五一 七 
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たやうな 風に すべて 善い こと、 高尙 なさ、 熱 信な 擧動 など 疑 ひ、 それ を輕ん する のが 其の 持 前で あ 

る。 ヨブ 記 を 見る と、 悪魔が ヨブの 信仰 厚き を 見て、 何 か 仔細あって 信仰 厚さうな こと を 行って 居 

るに 相逮 ない。 決して 虞 心で は あるまい。 何れに か爲 にす る 所が 存在して をら うと 言 ひ 張った。 其 

れ から ヨブの 信仰 は雜 ばかりで 實 のない ものであると 謂 ふこと を證據 立て んと 目論み、 之に 難儀 

を與 へる K- になった ので ある。 實 はなく、 形が 立派で も、 何だか 輕さ うで、 中に それほど 實を 持つ 

て 居ない 奴と 同様、 人間に も 其の 種類が 少く あるまい。 サタン は 此奴す つかり 殼 にして 見せう と 一一 一一" 

つて、 共の 意の 手段 を ffl ふるので ある。 彼に はすべ ての 善人 や 信者が 殼 ばっかりに 見 ゆるら し 

い。 义 その 手に 懸 ると、 殼 のみであった 已が 正體を 暴露す るに 至る 者 も 無いで はなから う。 耶穌の 

弟子 ども 或 ひは然 うで あるまい か。 健氣 な、 しほら しい 顔 をして 居る けれど、 其の 實 役に立たぬ 奴 

かも 知れない。 少し 位 中に 實が あっても、 造作なく 其れ を 取り除け て、 みな 雜殼 にして 了 ふこと も 

出來 やうと 思 ふので、 サタン は频 りに 其の 機會を 求めて 居た であらう。 今 弟子た ち は 誘惑ら れつつ 

あった。 其れで 旆 ふと 謂っても 新の 如く 見方に よって 種々 な 意味になる。 審判の 意味 も あれば、 精 

ける ためな の も、 それ を 皆雜殼 にしゃう と 試みる 目的の も ある。 此所は 結局 弟子 どもの 信仰 をば 機 

殼 同様にして 吳れ うと 謂って 取り 懸 つた 仕事 を 指した もので あらう。 

吾ら はみ な 粗 鼓に され ん としつつ ある。 うっかり すると 少しば かり 附 いて 居る ものまで はねられ 

て 了 ふ。 ^の 中 は 少しも 油斷 のなら ぬと ころで ある。 下の 方へ 下の 方、 へと 墮 落させ やうと 働く 惡ぃ 


みたさん 

勢力の 誘惑 が^って 居る。 此は諸 も 一： 熟 味 悪く 感じて られ るで あら. う。 餘 ほど 氣を附 けねば なら 

ははた さ 

ぬ。 ，：r が 始終 羽维 せす に は、 穴 中に 位 K:.! を 保つ さも 飛ぶ こと も出來 ないやうな 工合で ある。 jijz らも 

卜： の 方に 好り に 昇って、 信仰 生、 活を 健全に 保つ こと は 容易な 仕事で ない。 下の 方へ 引き付ける 力 

が 5^ 强く、 意地悪く 働いて 居る。 

然るに これに 就て 顿 もしい こと は 『請 ひ 得たり』 である。 これ は 神のお 許 を 5£ たこと である。 惡 

.1 が 人の 魂に 向って 働く にも 矢 張.； -祌の 御 許可 を るので ある。 大變な ことで はない か。 何う し 

て 断の 如き こと を 祌が爲 さるので あるか。 一寸 疑 はしい。 然し 今更ら 疑 ふ 必要 はないで あらう。 先- 

刻 も旣に  『我ら を 試みに 遇せす、 悪より 救 ひ 出した まへ』 と 祈った。 斯く 祈る の は祌も 我ら を 試み 

に 遇せる こと も あらう と 謂 ふ 意味で ないか。 惡 魔が 如何に 執念深く、 極めて 强 太く、 叉 K に 巧妙に 

隙 叫な くやって 來る にしても、 神の 支配の 下に あるから 勝手 氣 儘に 出 來 ない。 共の 勢力 は 何 所 か 制 

限され て る。 糊 子 も 銷に繁 がれて れば 或る 距離まで は 大丈夫で ある。 若し 悪の 勢力が 節に が 

れて： S らす、 然 かも 物凄い 腕 を もって 居られて は 堪らない。 安心して 居られぬ。 始終 びく/,^ して 

なければ ならぬ。 其れで は 人^ 甚だ 心細くて とても 精神の 仲び やうが あるまい。 いつも 縮こまつ 

て I1W なければ ならぬ。 然し 祌は 全體を 管理して 善い 方に 導いて 居られる ので ある。 人に して 若し 种 

の i-^ に 通じ、 これに 賴 つて、 其の 方から 來る 助勢 拔け 目な く應 用され るなら ば惡. 賦は 終に 负け 

じ-ろ まう 

る。 . 恐の 勢力 は祌の 上に 出づる もので はない。 祌が之 を 支配して 居る。 盜坊も 白 賽： は 11： おい、 夜で な 
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ければ その 仕事が 出来ない ので ある。 だから 夜警で も S けばよ いこと になる。 惡麼は 制限され て 居 

る ゆ ゑ 勝乎氣 儘に 働け る もので はない。 それが 基傅敎 の 世界 觀 である。 

然 らば 何故 惡の 勢力 を 其 ままに さし かれる ので あるか。 何故 直に 彼奴の 息の 板 を 止めない ので. 

あるか。 ^界 經綸の 大計から 觀 察し、 人の 進歩 を 全 ふす る 目的から 言へば、 恐く 然うして は爲 になら 

ない ので あらう。 斯る 場合に は漫 りに 好きな 熱 を 吹いて、 あまり 無理な 註文 をす る もので ない。 事 

資を 認め、 正義の 本なる 祌の所 爲をも 尊 まし、 虔ん で實生 Jig を處理 して 行く が常然 であらう。 急に 

始宋 して は 害になる ので、 暫 らく は 其 ままに して g くべき 場合で も あらう。 人に は 藤史が ある。 進- 

歩が ある。  悪魔 を 一時に 除いて 了へば 歷. も 發達も 進歩 もな く、 終に 精神が 健全に 進まない ので あ. 

る。 無现 をず はすに 事 實を言 つたが よい。 事實 のま ま 我が 進退 を 定めて 差 支へ も あるまい。 地 を }K 

でなければ ならぬ と 謂って、 空想に 走り、 途方もない 圖案を 造って、 彼此す るは损 であるの みなら 

す、 ^だ 危險 である。 とにかく 祌は 然んな 風に 世の中の こと を 行って 居られる ので ある。 惡も 相 當. 

に 働け る。 然し その 勢力 はちゃん と 制限され て 居る。 加減され て： g る。 此 所と IS ふ 場合に は 差し 止 

めら れ るに 遠 ひない。 斯る 方針で 世の中の こと は 支配され て る。 それが 『請 ひ 5!：:: たり』 と 謂..^ 

味で ある。 事 實が然 うで ある。 人 は祌樣 照覽の 場で 惡 麼 に 試みられつつ あるので ある" 大變顿 も 

しい ことで ある。 大丈夫で ある。 視られ よ 講談の 敵 打で は 何う しても 打れ たる 方が 损 である。 危く 

なると 助けて 遺ら うと 謂 ふ意氣 込で 控 へて 居る 速 中が ある。 、打 たれる 方 は氣が 引ける。 打つ 方 は：^ 


所 かに K?; みが ある。 惡 .1 は 『飾』 はんとす る。 然し 祌 がそれ を： て 居られる。 lig 黨 太刀 拔 いて 切り 

かけ ん とする の を 正義に 同 する 檢 死が て 居る やうな 意.^ である。 彼奴 何ん な 行り 方 をす るか。 

^：^ な 行り 方 をす るか。 然る 場合に は 何とかして やらう、 と 一一 一 n はぬ ばかりに a 張って る。 此方 は 

其れで！^: sfH 倍す るを覺 え、 日頃 乎 練の 腕前 を 振 はんとして る。 精祌界 には此 所の 呼吸が 火 切 

である。  . 

『然れ ど 我なん ぢの S に その 信仰の 失せぬ やうに 新り たり』 (一一 三)。 悪. 1 はュダ 一人 を陷 いれた、. -け 

で. Hiw 足出來 す、 みな やっつけて 了 はんとす るので ある。 ュ ダは眞 物の 扱殼 であった。 他の もの も 

みな 十 把 一 からげ に扱殼 にして やらう とする が 悪魔で ある。 され ど 耶穌^ 代って 祈って お遣りに な 

る。 これ Intercession である。 斯くて 親 は 子の ため 、夫き 互 ひに、 敎會 員相誡 めて 祈る ので ある。 遠 

く 離れて 05 る ものの ために も IS る。 この敎#の兄^^-姉妹の圑結は祈にょって速終された祈の友烦で 

な ナ，； ^，よ., H らぬ。 士 合の 時に も 傍から 掛聲 など をす ると 非常な 力になる さう である。 吾ら は少 くと 

まよ 

も掛 fiS を 要する。 殊に 吾ら の 意を强 うする は 基督の 應援 である。 遙か 彼方の 岡の 上に 耶耐 i は 今夜 を 

^めて！^ つて 居られる。 弟子た ち は 湖水の 上に 舟 を 操って 居る。 かに K.I 模様が 惡く なり 波が 高く 

なって 來て危 險の狀 態に 陷 つた。 耶 は 岡の 上から これ を 見て、 救 ひに 来られた。 斯の 通りの こと 

が^きと 吾ら との 間に 今日 も あるので ある 〔『聖 靈みづ から 言 ひ 難き 嘆 を もて 執 成し 給 ふ』 (？ー マ if ノ/ 

『請 ひ はたり』 と 謂 ふ 語と 照し 合して 之を考 へられよ。 祌は决 して 高見の E 物 をして 居られる ので 
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ない。 恰も 吾ら が 小さい 子供 を 始めて 歩せ ると き、 凝と それ を 打 見守り、 決して 轉ば せぬ やうに す 

ると；；！； じこと であらう。 

『サタン汝らを麥の如く飾はんとて^^^-1ひ5^たり』 とあって 亦 『我なん ぢの爲 に その 信仰の 失せぬ や 

うに 祈りたり』 とも ある。 汝と はぺテ 口 を 指す ので ある。 弟子ら は 一 同 試みられ たので あるが、 主 

は 特にべ テロの ために 祈りされ たので ある。 然しべ テロの ために 特に 就る 必要 を 感ぜられた。 何故 

をと こ  .V とこや を こな 

なれば、 彼 は 善い 漢 であるが また 危険な 性質 を も 有って 居た からで ある。 のみなら， f 此の 漢 行り 損 

へば 仝體が ぐらつく 虞が ある。 短所 は あるが、 實に 此の 團體の 柱石で ある。 人 は 各々 持 前が ある。 

^人 は 泣 ごと を 一一 一一；： ふの がっき ものである。 其 所 を 見込んで 惡 魔が 之 を 試みる。 或 人 は 不幸に 出 あ ひ 

神 も顿 もしから す悲觀 する やうな 心 持に なって 居る。 特に 其の 場合 は 1^ り を 要する ので ある。 人に 

は^ 々 危險が あ る。 差し迫った ことが 起って 來る 場合 も あ る。 

それだけ でない。 一身 は 他に 關 係が ある。 彼が 行き ついては 大變 だと 謂 ふやうな 事情 も ある。 お 

互に 氣を つけたい。 傅敎は 自分の ことば かりで はいけ ない。 鹿く 深い 關 係が ある。 親 や 妻 や 夫の 

俗 仰 は 家庭 全 體に關 係が ある。 或 ひ は 敎會の 役員、 他人から 當 にされ て 居る もの、 責任 ある 人、 そ 

れが 生れつきからの も あれば 人に 立てられて 然 うなって 居る の も ある。 自重すべき である。 决 して 

自ら 輕ん すべから す。 『汝 のために 祈りたり』 - 漠然と 彼らと 言 はす、 ぺテ 0 のた めと 言 はれた。 

I 人々々 の狀 態に 當て 山欣 めて 祈られた。 此れ 善き 祈の 秘訣で あらう。 十 把 一 からげ でな く、 適切に 


行き H つた 侗 人的な 祈 をせ ねばならぬ 

『なん ぢ 立ち；！ りての ち：： も 弟た ちを^う せよ』 01 三 )0 先日 濱 寺に 於る 犬.^;; のとき、 一夜 懇談 祈 fg 會 

が-似 ふされた が、 何う も 都合よ く述 ばなかった。 ー體 その 大會は 精神的 方面に 造 憾な點 があった" 

特に 精神的で お：： い 方に 向 ふために，： き 入れ どきの 祈 ie^al が脫 線の 氣味 合であった。 ^中から 共の 投 

様を變 へても らふべ く 私 は 英闽の 一新 聞 を 請み 上げる ぶー を 或る人に 赖んで 見た。 然し 時 問の 都ん：： で 

出來 なかった。 北 ハれは 或る镇 會の 席で、 たと ひ 如何に 相談し ェ 風しても、 回心せ ねば 何にも ならぬ 

と ふ 痛快で 乂 適切で 誡を 能め た^ 說 であった。 『立ち^る』 とは冋 心する CJ である。 be  cdnverted 

M 心せよ である。 或 ひ は 回心とまで 行かない 意味 だと 此所 を說く 入 も ある。 とにかくい ままでの 過 

失 を 改めて、 善き 方に 向へ と！^ ふさで あらう。 學 おの 說は！ g 々あれ ど、 とにかく ペチ Q は  一 n: 過失 

に， S つても 遂に 悔い改め、 その 心が 變 つて、 兄弟 達 を 堅う する.^ が出來 たので ある。 結局お，： き HJ を 

す る 必 I 女な 條 件と し て {HI 分が 先づ 靈魂 の 正 则狀態 に 立ち 歸 つたので ある。 * 吾ら も 他人の ために ^^！！き 

事 をす るに は先づ 自分の 信仰 狀 態が 改まらねば ならぬ。 罪 を 悔いて 祌の 前に 謝罪し、 精祌を 立て； 阯 

し、 正しい 方に もどって 來 たト： にせねば ならぬ。 そこで 始めて 『汝の 兄弟 を 堅う せよ』 である。 

化^に 顺 序が ある。 ほ分が葡の木1,彌で善ぃ^を爲ゃぅとするのは順序が^^^^って居る。 ペチ P 

は、 耶穌 此の 漢は 大切な 人物で あると して、 特に 祈られた だけ 何 所 か 見所が あった。 然し 彼が よく 

共の 仕事 を 成し遂げ 得る は 『なん ぢ 立ち 歸 りての ち』 でなければ ならぬ。 

はれて 大命 も 奉ず  五 二三 
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今 帝都の 復興 問题 のみなら す、 五；： らの 敎會は 於ても 断ん なバ ラ ックの 會《^- で禮拜 する やうな 次^ 

である。 確かに 復興 問題が ある。 然し 此の 復興 事^に 精一杯 力 を盡す こと は 『立ち^りて のち』 で 

あらねば ならぬ。 其れが 條件 である。 各自 悔い改める 必要が ある。 问 心の 必要が ある。 求道者 洗禮 

志願お 丈け でな く.' 古參 は古參 だけに 同心の 必要が 益 多く ある。 

(1 九 二三 年 一 二  E;) 


災 後の 生活と ベ ッレ ヘム の馬槽 

くりす ますが 近づいた から 化： ハれ について 舉び、 1: 民と しても ー侗 人と しても、 また {卒：^ も敎へ I：： も 

んな HJ を考 へ、 且つ 祈るべき であるか を 研究しょう。 今 は 其れに 就て 八筒條 だけ を 擧げ る。 

一 ナザレ からべ ッレ へ ムに 行かれた の は 何ん な现. H であった か。 鼓で ナザレの 景色 やべ ッレ へ 

ムの 地勢な ど をお Si すると 面白い ので あるが、 今 は 略す。 何故 住み なれた 靜 かな ナザレの 村 を 出て 

商 方べ ッレ ヘムに 旅せられ たので あるか。 また 耶 穌 の 誕生が 如何に： nj- 苦しい 狀 態であった か。 また 

當時 幾人 かの 小 兒が慘 殺された.^ も 御 記憶で あらう。 

『聲 ラマに ありと 聞 ゆ、 慟哭な り、 いと^しき 悲哀な り、 ラケル 己が 子ら を 歎き、 子^の なき 故に 

,M めら る k を： g ふ』 (一 マー- 齒) 悲慘 なさで ないか。 先日の 災害 も 思 ひ 出 でられる。 今日は 九月  一 n 友 

人 小 林 誠 さ んの 家族に 起った HJ の 記念 會が兩 國敎會 に 行 はれて 居る。 考 へる も悲慘 極まる ことで あ 

る。 その 妻と 五 人の子 供が 地震に 伴った 火事で、 同時に 燒 かれて 了った ので ある。 

耶 の 雨 叙 はべ ッレ ヘムに 落 付いて 居られなかった。 所謂 避難民で ある。 慘 殺と いひ、 エジプト 

の 避難と いひ、 すべて 如何なる 意味で あるか。 私 は 九月 三日 横 濱に艄 が 着いた ので、 そこから とぼ 

, (、歩いて JS つて 來た。 おの 途中の 苦し さ、 辛 さ、 すべてが るに 忍びない さ だらけで、 今 も ii か 

後の 生活と べッレ ヘムの 馬糟 II  (   五 1L 五 
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に 思 ひ 出される。 ェ ジ ブトに 避難した 一 家の 苦境 察する に餘り ある。 

馬 太 傅 耶穌の 誕生に 關聯 した 記事に 何々 豫 首の 成就した ので あると 謂 ふこと が 何回 か 出て 居る。 

H ジ ブトに 避難され たにつ いても 『我 ュジ ブトより 我が 子 を 呼び出せり』 と 謂 ふ豫言 が 引 川され て 

ある。 此れ は 厳密に 研究す ると 附會に 過ぎた ものの 如く 思 はれて、 何だか 首货し 難く 感ぜられる。 

然しせ： ハの 根本の 意味に 至りて は 頗る 適切で、 みな 神の 攝理、 其の 按排から 出た ことで あると fi ふ點 

を 暗示した ものと 解せられ るので ある。 變事 も、 災害 も、 すべてその間に祌が作用ぃて„^_^^れる。 

何 一 つと して 神の 攝现に 凰せ ざる はない。 何れも 偶然に 起った 出来事で はない。 これが 第一 に考へ 

たい HJ である。 此點 私に は隨分 興味が 深い。 諸君に も それ を 面白く 考 へて 戴きたい。 

一一 ベ ッレ ヘム の馬槽 のなかで、 世界の 新しい 紀元が 開かれた。 それから 世界の 新しい 藤 史が始 

まった。 ここに 新しい 生命が 產み 出された。 人類の 藤史に 改造が 始まった ので ある。 嬰兒 耶^が ベ 

ッレ ヘム の 馬槽に 產聲を 揚げられ たのが やがて 新たなる 世界の 誕生と なった。 九月 一 日の 大 火 

災 及び 引き Si いた 出來 事の 間に も、 矢張り 改造の 合圆が 響き わたり、 世界 は 新たなる 紀元に 進む ベ 

く 促されて 居る。 くりす ます は 古へ も 今 も 常に 改造と 其、 の 責任と を 感じさせられる 機會 である。 改 

造の 力 も其處 から 生れて 來る。 

三 故 鄕と謂 ふさを 考 へさせられる" 故 鄕と謂 ふとから、 先祖、 家、 遠くに 居る 親しき もの ども 

の HJ など も 思 はせられ る。 また 自然 それから それと 幾多の 問題 も 生す るで あらう"  一 


ナザレ は 邪 穌の兩 叙の 住み 馴れた { 氷の ある 所 だが、 彼ら は 今 其の 原籍地な るべ ッレ へ ムに 旅行す 

せんぞ！^ V？ 

ぺく餘 ^なく せられた。 それでく りすます と故鄕 との 聯想が 甚だ 面白い。 私の 家に 先祖 書と いふ も 

は,：： もと 

のが ちて oi^ る。 此れ は^ 川 旅 下の 武士の { 永から 或る時 期に ザ W に 提出せ ねばならぬ 規 おであった 

さう だ。 それ を：：： 儿 ると 代々 の 氏名の 上に 必す 本國三 河、 生 國武藏 と 記して ある。 そこに 何 か扮て 難い 

意哝 でもあった ものと： nj- える。 耶穌の 兩親も 本國 ユダヤの べッレ ヘム、 生國は ナザレであった。 或 

ひ は旣に 本！： を 忘れて^ i 一の 故鄕 なる ナザ レ の 方が 好くな つて 居た かも 知れない。 ところで 餘 な 

い の もとに 身^の 妻 をも携 へて、 隨分不 1^ な 旅行 を 緩け つつ、 故鄕 べッレ へ ムに ル V せざる を 

得ない Hi になった。 サム エル 後書 笫サ 三せ i に は、 ダビデが 戰爭 最中、 しきりに 懷鄕の 念に 襲 はれて、 

ベ ッレ ヘム の 井の 水が 砍 みたい と 首った 一 條が讀 まれる。 斯 くと 聞いた 部下の 勇士 は 危險を 犯し、 

べッレ ヘムの 水 を 汲んで 來て ダビ テに 薦めた。 實 に異俠 の 氣で充 たされた 物. 語で ある〕 斯う 謂 ふ 

:i 史 づきで、 然も ヨセフ 夫婦の 故鄕 であった べッレ ヘムに 於け る 最初の くりす ますの 思 ひ 出 は、 今 

も柯 となく 懷鄕心 を そそり 出す ので ある。 くりす ます は 親類 ゃ故鄕 のさ、 或 ひ はま 先の さまで へ 

させられる 時 ffl であらう。 平素 無沙汰 勝ちで も、 歳 慕 年頭に は 自然 誰れ が 彼れ がと 思 ひ 出す もので 

ある。 基：$:^^:に取りては、 くりすますが：^4、の機會でぁらぅ" 家族制度 や 其れに 關 する 問题、 . ^ひ は 

子供の 敎育 など 注意すべき 點が 幾何 も ある。 殊にく りすます に は、 子供の 行 先な ど 思 はせられ、 S 

敎 n リを祌 より 托された 貴 任 を も 今：. 5- の やうに 感じさせられる。 耶穌の 兩親は 其の 初 兒を產 むべ くナ 

災 後の 生活と べッレ ヘムの 馬橹  五二七 


災 後の 生活と べッレ ヘムの 馬槽  五 二八 

ザ レ からべ ッレ ヘム に 旅行 させられ、 又 之が ために H ジプト へ も 避難民と して 旅行せ ねばなら なか 

つた。 H ジプト からまた 北に 歸 つて 來 ると、 生憎 都 近くに 住居す る ことが 出来す、 終に ナザレの.^:: 

ぷ に 1:^ ら ざる を 得ぬ 事 となった。 孟母 三： t 一 を も ひ 出される" 何れの 父母 もくりす ます には子 供 

への 愛 胸に 溢れ、 其れに 對 して 赏 任を考 へさせられる であらう。 子供の 方で も：！ Z じ やうで あらう。 

兄、 ゆ 姉妹 相 な つかしむ 情が 《1E よりも 深くなる。 くりす ます はや A 庭の 溫度を 加 へ る^で ある。 

先. 1^ 歐洲 から 歸る途 すがら、 パレスチナに 旅行し、 一日 ヱルサ レムから サ マリヤ を 通過して ナ， ザ 

レに 行った さが ある) H ルサ レム を 離れて 幾 哩か來 ると、 一つの 小さい 村が ある。 此 所は耶 十二 

歳のと きか：： 參の歸 る さ、 その 一行のう ちに 儿 えすな つたの を 親が 初めて 氣 付いた と 言 ひ傳 ふる 所で 

ある。 今米國 人が 其 所に 舉校を 建て. - 子供の 敎育 をして 居る。 此の.^ 緒 ある 村 を 離 校の 所.^ 地に 選 

ぶに 至った が 面白. い。 耶穌 十一 一歳の 當時 を^ば ば 子供の 敎育も 大いに 獎勵 せらる る 道理で あらう。 

する にくり. すます と故鄕 のこと、 家族 生活、 子供の 問題な どの 間に は 深い 關 係が ある。 

四 幼 兒の氣 分" それ を 耶穌は 基督 者の 標本と してし ばく 說 かれた。 吾ら はべ ッレ ヘム の践の 

邊で幼 兒の氣 分 を もつ べき こと を敎 へ られ る。 皆さんの なかに 或 ひ は餘程 老人に な つたと 謂 ふ感を 

抱いて 居られる の も あらう。 然し 何時までも 幼兒の 如き 氣 分が 欲しい。 人の 生涯 は徽の 生えた やう 

なと ではい けない。 何時も 新しい 出 發點を 見出で て、 新鮮な 氣分を 有つ ことにしたい。 『人 新たに 

生れす ば、 祌の國 を 見る HJ 能 はす』 (一 ^  一； tl®)。 基督 者と 謂 ふ もの は 結局 古い 生涯 を 葬って 新しい の 


に 入る ことで ある e 國{ 永 も、 社會 も、 家庭 も、 吾 身 も， みな 新規 播 き^しで、 改造 氣 分が 盛んで な 

ければ ならぬ。 これが 幼 兒の狀 態で 生れられ たこと を 實に面 .01  く 思 ふ。 神に は 何 所 か 幼兒の 如き 所 

が あるので あらう。 祌に 於け る 人間味 Humanity  in  Gcd と はブ、 、て 不ルら のさ 一：： つたこと であるが、 

それにもう 一歩 を 進めて、 神の 中には 幼 兒の氣 分 ありと 言 ふこと も 出来る。 祌は 《：e に壯々 しい、 い 

す は 

つも 新鮮な、 ra 创氣 分に 漲って 居られる。 日來 心配 ゃ苦勞 のために 氣も T ぺ处 結れ、 とかく 引 込み 思案 

になって、 もう 駄 nz だ、 切め て 子供 をな どと 考 へる のが 世の常で ある。 然し 典れ は 基 $ ！敎の 神で 

ない。 基 $E 敎の人 は録年 極月に、 日の 詰った ころ、 くりす ます を迎 へて、 1E2 來復 若い 氣 分になる 

ので ある。 

くりす ます は；^ うかす ると 戯！！ 氣分 になり い。 敎會 で戯譃 をす るの は 好ましくない。 然し 或る 

程度に 於て はみ な 幼 兒の心 持に なりたい。 老人 も 若 やぐ やうに したい。 生活に 一 轉機を 得て その：：： 

而を 改める やうに したい。 改造 氣分 になりたい e た^ 呆然 死 を 待つ のみで、 子供の 榮 行く末 を樂し 

みに する だけで は濟 まされない。 震災 後の 基督 者 はもつ と 改造 氣 分に 充 ちて 居るべき 害で ある。 く 

りすます に は 『幼兒 の 如くに 祌の國 をう くる 者なら すば、 之に 入る こと 能 はす』 (|ハ|^-§ー)と謂ふ耶 

穌の 御言 を眞實 に 味 ひ、 新に された 氣 分で 何事 か 行り 出す やうに したい。 

五 くりす ます は 平民主義 を 鼓吹す る。 其 だからへ 口 デ王は 心配した。 役人 ども も 心 を 痛めた。 

エルサレムの 都 は動搖 した。 今日の 普選 問題、 復興 問題 は 何う すれば よい かと 謂 ふ KI について は餘 
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り 貧 ひたく はない が、 其の 根本 は 人格 を 重ん する ことで あらう と 思 ふ。 贵族 主義 はよ くない。 もつ 

と 人 問 的で、 人間が 人間と して 幅 を 利かす 時代に ならねば ならぬ。 

王 心配し、 役人 心配し、 七十 人議會 心配し、 古い 本 を 引 張り出し などして 議論 をした。 然し 牧羊 

者の 如き 平民 ども はくりす ます を歡迎 した。 くりす ます は 寧ろ 人間と 謂 ふ もの.^ 値 打 を 揚げて、 平 

民の 氣分を 皺 吹す る機會 である。  - 

六 單，^ 生活。 震災 當時 は單純 生活が 流行った。 先づ 臨時 議會の 開かれた とき、 議員た ち は どん 

くちさ *ぃ キ. よう わらん ベ うわさ 

な 服装 をして 居た か。 新聞紙に も 種々 な 批評が 見えた。 ロ惡 ない 京 童の 嚼 話に は 厭いて 居る 力、 其 

れを 請んで 行く と 災後俄 式が 簡單 になった こと は 明かで、 單純 生活の 進歩と して 面 まく 考 へ させら 

れ たので ある。 

震災の 當時 は、 燒け 出された 人 や、 燒け 出されな くと も、 不安の 念 を 抱きつ..^ 野宿した 人な ど 

は、 燈 火に 不自由したり、 僅かの 米 を 買 ひ 歩いたり、 三つ 四つの 馬 鈴薯を 有難く 思ったり したと き 

のこと を 思 ふと、 これまでの 赞澤 が勿體 ないやう に 思 はれて、 これから は 生活 を もっと 單純 にせね 

ばなら ぬと 考 へさせられた であらう。 ナザレの 大工の 家、 それ は 間數も 極く 少なかった であら 

う。 ナザレに はい まも 一 つの 泉が ある。 多分 マリヤ は 頭に 幾を乘 せて 彼 所に 水 を 汲みに 行った であ 

らう。 耶穌の 誕生 はべ ッレ ヘムの 践の 馬糟の 中であった。 それに 比べる と 吾ら の 生活が 餘 り费澤 

で、 勿體 なく、 實に濟 まない と 謂 ふ氣が 起って 來る であらう。 


英國に ピウ ゼィと 謂 ふ 人が あった。 彼 は 職工に 遭 ふと 近ぐ、 『彼 は 大工の 子に あらす や』 と 謂 ふ 語 

を E 心 ひ 出して、 自然ら 之 を 尊 lis; する 念 を 起さ^る を ない と： W つた さう だ。 彼 は英國 の宗敎 史に關 

係 多く、 殊に オック スフ ォド に は 深い 印象 を 遣した。 此の 事 1 莨 は近來 出た "Holy  Grm 三 (r とい 

ふ 書物に 載って 居る。 

七 献身 奉仕。 くりす ますに は • 仕 や 人 を 愛する ことな どを敎 へられる。 震災 や 火事に ふて 贪 

物 や 物に 不自由 をし、 紙 厨 買 ひに 與る やうな もので も 非常に 調法が つた 時期 は旣に 過ぎた。 襤碟 

など を维 める こと は 不必要に なった かも 知れない。 然し まだ 種々 な 仕事が 殘 つて 居る。 露に 踏，^ の 

心 を 心と して 行らねば ならぬ 仕事が 澤山 にある。 先刻 司會者 は、 この 聯合 婦人 會で は靈 の， お を與へ 

る こと を i^i マら 努める の だと 一一 一一 口 はれた。 誠に 然も あらう。 其れが すべての 根本で ある。 然し 吾ら の 奉 

仕 は 共れ だけで は濟 むまい。 なるほど 永遠の 生命に 人 を 導く ことが il^ も 大切な 衛生で あ らう けれ 

ど、 、王が 多くの 病める 人 や， さ、 しい 人 を 救 はれた こと を も 記憶せ ねばなる まい。 耶穌 また 子供 を も 可 

愛 がられた ではない か。 吾ら の爲 すべき Hi は 勿論 傳 道が 第一で あるに 相 遠ない。 それと 同時に、 他 

にも^ 却すべからざる ことが 多く ある。 主 耶穌は 『富める 者に て 在し たれ ど、 汝等 のために， しき 

まづし .^J 

者と なり 給へ り。 これ 汝らが 彼の 貧 によりて 富める 者と ならん 爲 なり』 (iM^S 後)。 馬 槽の事 【貧、 

くりす ますの 意義が 傳道 はもと よ ひ、 すべての 奉仕、 社會 事業な どの 基礎 また 動機で ある。 其れが 

1^ 準で ある。 基督 者 は 主 耶穌の 此の 御 精神 を I 莨 現す るた めに 努力せ ねばならぬ。 

. 災 後の 生活と べッレ ヘムの 馬權  五三 一 


災 後の 生活と べッレ ヘムの 馬槽  五三 二 

八 平和。 くりす ますに は 平和と 謂 ふこと を 思 はせられ る。 『いと 高き 處に は榮 光、 神に あれ。 地 一 

に は 平和、 主の 悅び給 ふ 人に あれ』 「1.^1 一一)。 吾ら は 平和なら しむる HJ を 心 懸けねば ならぬ、 平和と 謂; 

ふ 語 を 動詞に 使って 戴きたい。 『平和なら しむる もの』 (^- 傳) でありたい。 

此の 平和 は 何から 來 るので あらう か。 その 根本 は 神と 人との 間に 於け る 平和で ある。 元 來人は wi^ 一 

によって 神と 遠ざかって 居る。 悔い改めて 神の 子た る 心 持に 立ち 歸ら ねばならない。 斯くて 初めて- 

眞の 平和が 生やる。 基督 敎は 此の 平和から 着手す るので ある。 然もな くば 家庭の 安き も、 國 際の 平 

和 も、 望まれない。 『人の 思 ひに 過ぐ る 神の 平和』 を 各自 體 得せねば、 すべて 平和 を」 ゅュ- むさ は出來 な： 

い。 然し 根本的 治療に 要する 病氣 にも 應急 手當を 施す 必要 も ある。 姑息 手段 もい る。 ゆ ゑに 法律の 一 

制定 や、 政治的 取締 ひも 大切に なって 來る。 友と 友との 仲直り、 さて は 犬 も 食 はぬ 夫婦 喧 t- の 和睦 一 

など を 始めと して、 國 際の 平和 會議 ゃ條約 もみな 基督 者の 心 懸けねば ならぬ ことで ある。 くりす ま： 

すに は、 平和 を 動詞に 使って 活動すべき 仕事の 澤山 ある こと を敎 へられる。  一 

基督 敎は 決して 樂な もので ない。 基督 者 は 大變な 仕事 を 引き受けさせられる。 だから 山上の垂訓 一 

に 『幸福なる かな、 義 のために 迫め られ たる 者。 天國は その 人の ものな り。 我がた めに、 人なん ぢ_ 

らを篤 り また 迫め、 詐 ひて 各 様の 悪しき こと を 一一 一一 口 ふとき は、 汝ら 幸福な り』 ィ の) と ある。 これ 

は 基督 を 信す る ものが 奮發 して、 其の 責任 を盡 さんと して 仕事に 取り か、 ると、 忽ち 反對 者の 出て： 

來る HJ を 一一 一一 n つたので ある。 平和なら しめんと して 活動 すれば、 迫害が 起って 來る。 基督 者 は 其の 迫； 


害 をも歡迎 する ほどの 氣分 でなければ ならぬ。 斯る機 富 はむし I ぶべ し。 それ こ i の同勞 者 

で 5 る。 しっかり やるべし。 それが 基督 敎 である。 

. 今年の くりす ます は 殊に 意味が 深い。 K に SI 覺 しい 生活の 出發點 である。 生活の 改革 期で ある。 

もろともに くりす ますの If 霧 し、 それ を Eli 徹せし め、 それから 起 象 分と、 そこで 與 

へらる. - 力と を もって 眞に 平和なら しむる ものと なりたい。 
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基督 者の 生活 豐 なり 

ョ ハ ネ傅第 十 章 九、 一 〇 に 次の 如く 讀 まれる。 

『我 は 門な り、 ぉほょそ我にょりて入る^9は救はれ、 かつ 出入 をな し、 草 を 得べ し。 盜 人の きたる 

は盜 み、 殺し、 亡さん とする の 他な し。 わが 來るは 羊に 生命 を 得しめ、 かつ 豐に 得しめ ん爲 なり』。 

人 は- J ^羊に 比蛟 されて „ ^る。 稷々 の點に 於て 兩^ の W に 相似た ところの あるから であらう。 群居 

する こと を 好み、 .11:1らカなくて只背牧^<;に依らねばならす、 同情 深き 助けの もとに 保議 される 必要 

が ある。 .： ポ敎 から 觀た 人の 狀 態が これと 似通って 居る 。『H ホバ はわが 牧者な り、 われ 乏しき こと あ 

らじ。 N ホバは 我 を綠の 野に 臥させ、 憩の 水 溶に 伴 ひた まふ。 N ホバ はわが 靈魂を し、 名の ゆ ゑ 

たと ひ 

を もて 我 を 正しき 路に き 給 ふ。 縱 われ 死の 蔭の： へ：： を 歩む とも 禍 害 を 恐れ じ、 なん ぢ 我と 偕に 在せ 

ばな り。 汝の笞 なん ぢの杖 われ を 慰む』 (If 1! 一  1)。 

然し 羊 は 危險狀 態に 陷 つて：！^ る。 迷った 羊で ある。 牧者の 手 を 離れ、 その 保護され る 構内 を默 

し、 有らぬ 方に 流離 出た。 g ち 失せた ぎと なった、 („-J5 傳)。 

『われら はみ な 羊の ごとく 迷 ひて おのおの 己が 道に むかひ ゆけ り』 (； ssfjlf)。 

斯くて 牧者 は 九十 九 頭 を 野に 置き 『往 きて 失せた る 者 を 見出す まで は 尋ね ざらん や。 塗に r=- 出さ 


ば、 喜びて 之 を 己が- il^: にかけ、 家に： t りて』 (^151511^3 と ある やうに 救 ひ 出された のが ^であ 

る。 失せた 羊と は ちて、 『救 はれ、 かつ 出入 をな し、 萆を 得べ し』 0 か =) の狀 態となる。 救 はれ 

たから 安全で ある。 草を與 へらる、 が 故に 營養缺 くると ころな く 活力 旺盛で ある。 出 人 をな すと は 

自. H 行動 を爲 すの 餘裕 あって、 思 ふま.^ に 其の 志 を 仲べ 得る ので ある。 救 はれた 露 魂 は斯の 如く、 

完全の 地に m51 かれ、 抉 持せられ、 .CII.E を 享有して 居る。 

かたち かたど 

此の 狀 態が 祌の子 や 女と せられる MJ である。 『神 は豫 じめ 知りた まふ 者 を 御子の 像 に 象らせん と 

豫 じめ 定め 給へ り。 これ 多くの 兄弟のう ちに 御子 を购 子たら せんが 爲 なり。 又 その 豫 じめ 定めた る 

^<;を；^=し、 "：：したる-^^を義とし、 養と したる 者に は 光榮を 得させ 給 ふ』 (1 。一れ ぼ J?l§)。 

祌の 子女た るの 生活が 卽ち 永遠の 生命で ある。 『永遠の 生命 は、 唯一 の 露の 祌に 在す 汝と汝 の 造 

し 給 ひし 耶 asi^sM と を 知る にあり』 (^-か、|ザー)。唯獨りの眞の祌と耶穌港督とを知ると謂ふは、 これと 

はたらき 

もに^i,Mき、 精神に 於ても、 行動に 於ても、 これと  一 する ことで ある。 『我活 くれば 汝 らも 活 きん』 

で、 新の 如き 生命 は 永遠に 一 且る もので なければ ならぬ。 

ョ ハネ傅 ti^ 十  一 に はこの こと を 『生命 を 得しめ、 かつ 豐に 得しめ』 んと說 かれた ので ある。 祌 

とこし へ 

の 子女と して 永遠の 生命 を 全うする が豐 なる 生活で ある。 永遠の 生命 は單 なる 長さの 意味で ない。 

i>- お、 徹底、 滿 具足な どの 意味で、 人 か祌の 生活 をす る ことで ある。 

のぞみ  しれもの 

祌なく希§ェなき生^^は^^だ貧弱なるを免れ難ぃ。 其の 一例 は ルカ 傅 第 十二 隶 富める 痴^の 話で あ 

者の 生活 靉 なり  五三 五 
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る。 『ある 富める 人、 その 畑 豐に實 りたれば、 心の中に 議 りて 言 ふ 「我 如何に せん、 我が 作物 を藏 めお 

く處 なし」、 遂に 言 ふ 「われ 斯く爲 さん、 わが <!5 を 毀ち 更に 犬なる もの を^て &、 其處 にわが 穀物 

、 D 1  たまし ひ  たまし ひ 

および 待。 き 物 を ことごとく 藏 めん。 斯て わが 靈 魂に 言 はん、 靈 魂よ、 多年 を 過す に 足る 多くの き 

物を貯 へたれば、 安ん ぜょ、 飮 食せ ょ樂 しめよ」。 然るに 祌 かれに 「愚なる およ、 今 { 竹なん ぢの靈 魂 

とらるべし、 然 らば 汝の備 へたる もの は、 誰が ものと なるべき ぞ」 と 首 ひ 給へ り。 己の ために 財を貯 

へ、 祌に對 して 富まぬ 者 は斯の 如し』 (一 y;,l)。 

ほどこし  ちまた 

.E 上 垂訓に 施 i£ を爲 すに あたり、 會堂ゃ 街頭に て 人目に 立つ やう、 ラッパな どを旷 T したり、 ^る 

とて 大路 の^や 公舎の 席で 聞え よがし に 其れ を爲 るなら ば 『旣に その 報 を 得たり』 と 耶穌は 一一 一一！： はれ 

た。 斯の 如き 慈 ゃ宗敎 は、 其の 視界 や 動機 を 現在の 生活に のみ 限り、 凡ての 收支 決算が 浮世 限り 

で 纏って 了 ふので ある。 後に は 何も 遣らない。 如何に 騒いでも" 何 ほど 勞 しても、 みなお. -に 流れ 

る。 全く 夢で ある。 實に 貧弱な 生 であると 言 はねば ならぬ。 これと 比 ぶれば、 富める 人の e: 邊に 

乞食した ラザ c の 生命が 遙 かに 豐 である。 

ギリシャ 人の 生 ^理想 は 天眞爛 なる を尙 ぶと て、 .DT 然^ 界に餘 念な く、 其の 而. {n 味に 與 じて、 

かんながら 

く 一  一  一一！： へば 吾が 邦で 所謂 隨祌、 現代的に もっと 露骨に 換言すれば、 肖 然 主義 を 尙び、 大 化のう ちに 

のん び  とら 

逍遙し、 た 2> -暢 りと 活き、 道に も 法に も拘 はれる ことなく、 蝶に 舞 ひ、 花に 踊り、 鳥に：^ ふが 如き 

いき 方であった。 加 茂 M 淵の 『闽 意考』 などの 趣意 も 其れであった らう。 凡そ 大和 ほ 族の 忽 とし 


て來 たの も 或 ひ は 同じ もので はなから うか。 敷 i::^ の 大和心 を 人 問 は^、 朝日に. 3- ふ山樱 花の 窓 も、 C 

、に^|^するものらしく2心はれる。 これが へ レネ、 王義ゃ 日本 心の 長所で も あり、 また 恐るべき 短所 

でも あらう。 c 然 界に始 つて、 其 虚に終 する 生活が、 やがて 異敎、 干： 養の 骨髓 である。 其の 趣 ほに 

顺 つて 生活す るが 幸福 を 全うする に ni^ も 適し て 、 人 の n 的を遂 ぐる Eg 碑-の S 一 だと 考 へ る 人 も少く 

なから う。 

然し 此の 流 俊で 祝福 を 全うし、 ^同な 平和 を 保ち 了せ る こと は、 ^^た難かしき紫でぁらぅ。 朝日 

に 句 ふ 山樱の やうに 散り 3^ いもの はない。 色 は 句 ひて 餘念 なくう ち舰ハ する ほど も あらせす、 我が 世 

たれか^^ならむと嘆息して、 厩 世 味 を 漏す に 至らざる を 得ない。 それで ギリシャ 人 も 生れぬ が 最も 

よき ことで ある。 生れても いちはやく 去つ て 還ー兀 する が 次の よき ことで あると 詠 じたので あらう。 

何う して 然 うなる ので あるか。 ；g する 所 其 生活の 何 所 かに： r 弱な ところがあって、 i^:^^ の $ 一：： はれた 

な 生 5^ めで あり 得ない からで あらう。 漫然 天 35： 爛漫な ど 一 百つ て も 人の 靈魂 木來の 面目 を 悉く 敬 し 

て、 .^^體も魂も震もすべて其の所^VSL、 心が 超 然の あたりまで 仲び て 行く ことが 出來 す祌の 像の 

そむ 

ま、 を 意^すべき 人の 本然に 乖き、 其の I  W 部に 偏り、 贫弱 にもた^ 甘：： の：^ 隅 を 護らん とする から 

でな からう か。 肉然、 H.: 義の 生活 は 人 の も将き 要素 を涸. ぬせ しめる のが、 (の詛 である。 これと 

反對 に、 大は小を翁ぬるの道^^で、 永遠の 生命 を 得さへ すれば、 自餘の もの は みなこれ に 添へ て與 

へられる であらう。 た i-c 然 世界に 活 きんと すと も、 せ；： の 生命 を 保たん と 欲する もの は 給 W これ を 

基 S 者の 生活 なり  五三 七 


基督 者の 生活 is なり  五三 八 

失 ふべ しと ある やうに、 遂に 其の 柱と 顿 める 現在の 歡樂ゃ 平和に も 破産して、 虻 峰 とらす になって 

了 ふ ほかな からう。 

だから 人 は 现在を 超越し、 &: 然 以上の 方面に 目 をせ ：5 け、 生れつ いた 宗敎味 を 耕 やし、 先づ 第一 

に祌 の！： と： H 、の 義とを 求め、 信仰 を 修めて、 靈的 生^ を il 柘 せねば ならぬ。 祌を享 け、 之 を 喜び、 

之に 安ん すべく 造られた 人で ある 故に、 遂に 神 を 見出す に 至ら ざれば 落 翁く ことが 出來 ない。 何 を 

しても 物 足りぬ 心地して、 常に いら-^ する であらう。 若し 幾分で も滿 足の 出來る 生活ぶ りが ある 

ならば、 其れ は. n 己 中心の 荒 地から 方針 を轉 じても つと 大きな 一： 尙な ものに 志 を 向け、 文、 美、 道 

理 などの 趣味 を 耕 やし、 王 陽 明の 所謂 門 を 過れ ども 入らす、 憂勞 己が 爲 にせす の 境に 遊び、 終世 濟 

民の 謀に 沒 頭し、 老子 節婦の 行を爲 すの ほか 他事な くんば、 たと ひ 形に 於て 宗敎 無くと も、 事 I 莨に 

於て は旣に 信仰 まが ひの 道を寶 行して 居る ので ある。 之が 爲 一種の 平和 を 保つ こと を 得、 爆歡 喜に 

も滿 たされる ので ある。 斯る人 或 ひ は 無 宗敎を 標榜す るか も 知れぬ が實際 は、 これに 模擬した 一種 

の 不全 信仰のお 藤 を 被つ て 居る ので ある。 何う しても 其のお 藤で なければ 人生が やり切れぬ ほど 宗 

敎は缺 くべ からざる ものである、 敵 も 味方 も 其の ほ澤に 沐浴す る。 

然し 同 じく 宗敎と 首っても、 其の 秫 類が 多い。 其の 中で も 道に 據 つて. 正しく 靈 魂の 救 を 全うし、 

其の 活力 を 充分に 供給し、 之 を 信す る もの をして 活動 自. E ならしむ る もの を 選ばねば ならぬ。 ！ H 、れ 

が 『我に よりて 入る 者 は 救 はれ、 かつ 出入 をな し、 草 を 得べ し』 で、 1^ 督 敎が卽 ち 其の 道で ある。 


之に 據 つて な る 生命 を 全うす る ことが 出來 るで あらう。 

吾ら は 廊の ffi い、 內容 の充實 した、 なる 生活 を營 みたい。 サム ソン は 誓願 を 立てた 持戒 者 

で、 或る 方 而には 操守^ 固な 人で あつたが、 其の ほかの さに は 隨分亂 2^ ホ 放縦な 生活 をした。 或 ひ は 

禁 洞したり、 朝起きしたり、 物事 を 几帳面に したり、 社會 事業に 盡 力したり する こと を^ 一  に心懸 

けて、 宗敎 生活の 能事 兹に 終れり と 思って るかの 如く、 宛 も 彼の 放蕩息子の 兄が、 勤儉 素 諸事 

規則-.^ しく あっても、 £S 叙の 苦 I； 力の 種に なった 様な MJ では 役に立たない。 彼 が^は 一た び^^も し 

たけれ ど、 其の 祌が 根本的に 革り、 孝子の 魂 深く 植え 附 けられて、 遂に 其の 中心から^ 廓に 14.- る 

まで、 內容 の充赏 した 豐な 生命 を 全うする とが 出來 たので ある。 兩者^$1だ扪逮して0_5る。 

拔， 督者は 健全なる 信仰 を拔 礎と し、 根本的に 養成 せられる 腐5: なる 生命 を營 むべき である。 ni 性の 

修養に 就て. お 一 に 注意すべき は 此の 點 である。 吾ら は |3i に活 きたい。 

(一 九 二 四 年 二月) 


—し：；： 者の 生活 1.』 なり  五三九 


天 ic か 作 h- と收稅 五 四〇 

天幕 作りと 收稅吏 

天幕 作りと は アクラ、 プリ スカ 夫婦の ことで ある。 聖書 を讀 むと 或る 所に は、 プ リス キラと も 記 

いて ある。 これ は の 名に すると 日本で 源 三郞を 源 ざぶ と 呼ぶ やう にプ リス キラ をプ リ ス 力と 言つ 

たもので あらう。 

アクラの 方 を 前に 記いた ところ も あるが、 大抵 はプ リス 力が 前にな つて 居る。 アクラ は 夫で プリ 

スカは 妻で ある。 何故 斯の 如き 順序に した もので あらう。 多分 妻の 方が 偉かった ためで あらう と說 

明す る。 或 ひ は 家柄の 良い 婦人で、 夫 アクラ は奴隸 上りの 新 平民で、 兩人緣 があって 夫婦に なった 

もので あらう。 名の 順序が 常と 異 つて 居る の は 其れが ためで あらう と解釋 する。 何方が 正當 である 

か 判然した こと は 首へ ない。 何れも 推測に 止まる。 然し プリ ス 力の 方が 身分 も 良かった やうに 思 は 

れる。 また 氺 能に 於ても、 人格に 於ても、 夫 を 凌ぐ 所があった らしい。 なかく 立ち勝った 婦人で 

は た ら 

あったらう。 斯う 謂 ふ 人が 敎會に 人って、 夫婦 もろともに 活動いた ので ある。 

夫婦 は羅 馬で 信者に なった ので あらう。 此のと き 旣に羅 馬に も敎會 があった の だから、 アクラ、 

プリ スカは 其 所の 含 員で あつたと 思 はれる。 ところが 皇帝 クロ ォデォ 時代に、 羅馬 在留の ユダヤ人 

が 政府の 嫌疑 を 受け 危險 人物と 兒 做されて、 皆 羅馬を 追放され た。 そこで アクラ 夫婦 も 止む こと を 


得す、 往み 馴れた 羅馬を 立ち去って コ リントに 移り 住む ことにな つた。 およそ 基督 者の 旅行 は餘程 

の^ 心 をせ ぬと 甚だ 危險な ものである。 松な ど を 植ゑ更 ゆると き餘程 注意 しないと 枯れ 易い と 同じ 

现. E であらう。 然し 此の 夫婦 は、 住所の 變 つたに も拘 はらす、 至る ところ 基督 者と しての 生活 を 全 

うした。 追放され た、 不利益の 多い 身の上で、 尙斯の 如き は 甘： ハの 信仰 厚く、  i§ 操の 堅^な 證據 で、 

夫婦の 身の上 は禍 寧ろ 幸に 變 じた 最も 好い 實例 でも あ つたら う。 彼ら は コ リント に 行く こ とに な つ 

たが 爲、 大人物 パゥ 口に 含って、 親しく 其の 感化 を 受ける 機 會を與 へられた。 其れで 靈 魂に も大ぃ 

ほか 

なる 變化 を來 し、 品性 著しく 進歩す る こと を 得た であらう。 一 兄 失望の 他な きこと も、 後日 板り：^ 

つて 23- ると 祌の 恩寵で あ つたこと が 厦發： される。 

精密に 研究した 人の 計算に よれば 夫婦 コリ ントに 移って より 約 そ 六 ヶ月 を經 て、 バウ 口が コ リン 

トに來 たもので あらう。 に 好い 時期であった。 彼らが やっと 落ち 附き、 生活 も 整ったと ころで あ 

つた。 昨今 やって 來た バウ 口 は、 天幕 作りなる プリ スカ、 アクラ 夫婦の 基督 者で ある こと を 知り、 

訪ねて 行って、 共に 同じ 職業 を營 むこと になった。 其の 間に バウ 口の 靈的敎 育 を 受けて、 自己の 人 

格 を も 作り上げ、 他の 人 を も 感化す るの 资格を 漸く 具備す るに 至った ので ある。 人間の 生 沾斯く 行 

けば寶 に 面. S いこと であらう。 

斯う 謂 ふ |ejH 莨 を 見聞きす るた び ごとに、 屡々 思 ひ 出す は片 岡健吉 のこと である。 彼 は元來 陸軍の 

人で あつたが、 後に 海軍 少佐に 轉じ、 征韓 論の 沸騰した とき、 職を辭 して 民選 議院の 設立 を 期す る 

天 作りと 收稅吏  五 四ー 


天幕 作りと 収稅吏  五 四 二 

運動に 參 加し、 自由 黨員 として、 其の 聲望 天下に 高く、 國 事犯の 嫌疑に て 獄に投 せられた さも あり、 

遂に 志 を 得て、 第 一 回 帝 國議會 衆議院議員に 選ばれ、 其の 議長と して 令名 を 博す るに 至 つた。 此れよ 

り 先 彼 は 基督 敎 信者と な つ て 高 知縣下 の傳 道に 大ぃ なる 功績 を 擧げ、 敎會 の 長老と して 貢獻 頗る 多 

く、 或る 期間 日本 基督 敎會傅 道 局の 總 裁に 擧られ 、自ら も 凰々 直接 傳 道の 衝に當 り.、 其の 力 を 鏤的事 

業にまで 延ばした ことがある。 のみなら す、 のち 京都 同志 社總 長に 推されて 、教育界に も 幾分 か 効 菜 

を牧め 得た と 認められて 居る。 片岡 健吉は 天資英邁と 謂 ふ ほどの 人で なく、 むき 出しに 言へば、 寧 

ろ 平凡な 質で あつたが、 斯の 如く 武辯、 政治、 宗敎、 教育. 等 重要なる 諸方 面に 發展 し、 其の 活動 隨 

分； 1:=- るべき 成 鑌を擧 ぐる こと を 得た ので ある。 人間の 生活 は、 祌の 導きに. S り、 思 ひの ほか 成く 又 深 

く 延長して 行く ことが 出来る。 プ リス 力と アクラとの ことが 然 うであった W 彼ら はコ リントに お 二 

年間滞在して後ヱ ぺソ に移った(||ー^^鳩ー)。 彼ら は パゥ。 と邂 返して より 以來 生活 を 偕に し、 志 を も 

同じう する に 至った が、 H ぺソに 於ても 天幕 を 作る 傍ら、 常に 熱心 傳 道に 從 事して 居た ので ある。 

使徒行^^第十八掌卄四以下に、 ァボ a の^AJが出て居る。 彼 は 非常な 雄 辯 家であって、 折し も エペ 

ソに 於て 熱心に 共 上督敎 を宜傳 する 最中であった。 プリ スカ 夫婦 は 其れ を聽 聞して、 何 處か物 足らぬ 

感 があった ので 之 をして 一 1^ 良き 信仰の 傳道 者たら しむべく 懇ろに 導いた。 然して 其の 目的 を 達し 

得た ので ある。 傳 道は必 すし も 學問ゃ 雄 辯の みで 行く もので ない。 其の 他に 大切な ものが ある。 灭 

幕^り 夫 は俾道 上の 决 $S を 充 すべく アポ n の如き擧者をもょく導く^^}が出來た。 又羅馬 書に パ ゥ 


。はプ リス 力 及び アクラの こと を 指して、 『彼ら は 茶： 督耶穌 に 在る 我が 同勞 者に して、 我が 生命の 爲 

に 己の 首を惜 まざりき』 ("？ l^il 六 じと 記した。 實に 友情と 信義と に 富んだ 人達で あつたに 相違ない。 

な- ゥは し 

夫婦の 家 は 敎會の 爲に使 川せられ た。 當時は 何 所で も ユダヤ人の 會 堂を傳 道に 使 W する 惯例 であ 

つたが、 然 ぅ出來 ない 場合 も あるので、 普通の 家に 集會を 催す こと も艇 あった。 多くの 敎會は 普通 

の 住宅から 生れ 出で たので ある。 『彼らに 感謝す る はた だ 我の みならす 異邦人の 諸敎會 もまた 然り』 

G 口 ハ^ー)。 夫婦が 個人に も敎會 にも 如何に 親切で あつたかが 察せられる。 

此れ は. Hi:: な ことで はない が、 へ ブル 書 は 夫婦の 合作に なった もので あらう と 謂 ふ說も ある。 旣 

に ハルナック、 レンデル • ハリス、 マル カス • ドッヅ など も 此の 說に 同意で ある。 其れ は 见もぁ 

れ、 マ ギフ H ルトは 其の 『使徒 時代の 歷史』 に 於て、 プリ スカ、 アクラ は、 使徒 時代に 於て、 夫婦 

心 を 合せて 福音 宜 條の爲 に 善き こと を爲す 力の、 最も 美しき 實例 であると 稱贊 した。 ハルナック は 

北ハの 『其 丄督敎 の 使命と 延長』 第二 卷にプ リス 力 を稱贊 して、 女 使徒と 謂 ふ も 可な りとまで 言って 

る。 (へ H ス チン グス 『使徒 敎會 辭典』 第 一 卷 アクラの 條を 看よ)。 

基督の 敎會が 創立され た 時代に は、 斯 くの 如く 天幕 作りの 職人 や、 他の 業務に 從 事しつつ 傳 道に 

助勢した 人が 多くあった ので ある。 プリ スカ 及び アクラの 話 は、 日本に 於て 素人 傳道、 職员外 

道、 言 ひ 方が 或 ひ は穩當 でない かも 知れぬ が、 平信徒 傳道、 レイ メン俥 道の 好き 手本で も あり、 ま 

た 其の 獎勵 でも ある。 夫婦 は羅 馬から コ リント、 コ リントから H ぺソ、 再び 羅 馬に つて また エペ 
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ソと謂 ふやうな 工合に、 北ハの 住居 を 移した ので あるが、 多く は バウ の 依賴に .5 り わざく 傅 道 準 

備 のために 派 遺された もので あらう。 吾ら の敎會 でも、 先日 或る 鑛業 家が 十日 餘り傳 道の ため 鳥 取 

にまで 出かけて、 餘程 有益な 奉仕 をした 事實が ある。 遠から す 貴族院 議員せ 木 も 同様 山陰 道に 傳道さ 

れる ことにな つて 居る。 斯る ことが 今 曰の 敎會 に數 多く 見られる やうに したい。 

『耶 穌此虑 より 進みて、 マ タイと いふ 人の 牧稅 所に 坐し 居る を 見て、 「我に 從へ」 と 言 ひ 給へば、 立 

ちて 從 へり』 (か r®)。 マ タイ は カペナ クンの 稅關 吏であった。 ザァ カイが エリコの 牧稅 長であった 

のと は異 つて、 彼は稅 關の屬 僚であった らしい。 當時斯 る 職に ギリシャ. 語 は 必要であった。 橫濱ゃ 

神戶 の稅關 吏が 少し は 英語 を 知らねば ならぬ やうな 次第で. あらう。 豫 て耶穌 のこと を傳 聞して 13 か 

かなへ ぎ 

に 心 を 寄せて 居た かも 知れない。 最近 耶穌 の說敎 を傍聽 きした こと もあった らう。 兕に 角、 今し も 

耶穌 役所の 前 を 通過され ると き、 彼 は 思 ひ あり 氣な顏 をして 見て 居た でも あらう。 主旣に 其の 心 を 

御讀 みに なり、 例の 腹の 底まで 徹する やうな 視線 を 此れに 向け、 『我に 從へ』 と 言 はれた。 マ タイ は 

『 一 切を棄 て』 (IjIS) て從 つた。 或 ひ はザァ カイの やうに 家 は 富んでも 居 や、 斯く 決心した 後、 

行く先の ， ^に 就ても 隨分 判然し ない 點 もあった らうに、 『 一 切を棄 て』 たと 謂 ふは餘 程の 奮發 である 

のみなら す 從前職 を 共に した もの ども を 自宅に 集めて、 一 つの 宴 會を 催した。 此れ は 今回の 決心 を 

披露し、 今後の 方針 を吹聽 し、 乂 二に は、 彼ら を 耶穌に 紹介して、 其の 感化に 觸れ させたい と 謂 ふ 

心底で もあった らう。 彼の 岡 心 は. e: 證 ごとでなかった。 信仰の人となると同時に身近ぃものから^^ 


道す る こと を始 c;!- た" 實に 目の 覺 める やうな 囘 心の 爲 方で ある。 バウ 口、 ベ テロ、 ヨハネな どに 比 

ベる と、 寧ろ 平凡で！ K 才 など は 認められなかった らう。 然し 忠實で 仕事に 斑の ない、 几^. e な 人で 

あつたに 相 逮 ない。 稅關の 勤務が 彼 をして 傳道 者た るの 準備と 修養と を 積まし め. たので あらう。 マ 

タイが 耶穌の 『語録』 なる もの を 作り 得た の も 其の 結 2^ と 見る ことが 出來 る。 此の 『語 錄』 は 現在 

の マ タイ 傅、 マルコ 傳 などの 材料と なった ものと 考 へられて 居る。 此の 人に 就て は 面白い 逸事 も 遣 

つて 居らす、 又 派手な 仕事 をす る 質で もなかった。 然し 其れに 拘 はら や 道の 爲大ほ 役に立つ こと を 

得た。 精神 界に 於て は、 口 も 八丁 手 も 八丁の 人 たちのみが 役に立つ のでない。 

道界に は神舉 を專攻 した 人物と ともに、 アクラ 夫婦 や マ ダイの やうな 人が 必要で ある。 後者の 

如き 種類の 人た ちが 道の 爲 大功 を 立てた 例 も 決して 少 くない。 近 では ム ウディの 如きが 其の 一 人 

である。 餘り 深い 敎育 もな く、 靴.： ：5 を 開いて 居た 實業 家で あつたが、 大いに 感 する 所あって 傳 道に 

從 察した。 洗禮ゃ 晚餐を 司った ことはなかった らうが、 彼れ ほど 偉大な 傳道 を爲す ことが 出來 た。 

明 ュ巾火 年頃 横濱に 四囘の 英語 講演が あった。 其の 第三 回 は スコットランドの 人で、 マクラレンと ii 

ふ { け； 敎 使の 講演で あつたが、 當時 英語 を 解す るに 未熟な 悲し さに、 充分に は聽き 取れなかった けれ 

ど、 其の 大意 はム ウディの 傳 道に 於る 勢力 を 材料 及び 理由と して、 神の 聖靈の 活動 を證明 せんと 試 

みた ものであった。 ム ウディの レイ メン傳 道 は、 其れ ほど 力の あった ものである。 

n ボルト *ス ピィァ は、 一 1 ュ ゥ ョ ル クに於る北長老會の傳道局の當事者として勢望_:$1だ：^:き人で 
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ある。 辯 も 文 も 頗る 達者で、 說敎も すれば 著述 もす る。 先日 ちょっと 見た 彼の バウ 。の 批評 ゃョ ハー 

ネ傳 註解 は 何 所 か 素人 離れの せぬ ところ あるに も拘 はらす、 面白い 有益な 著述で ある。 當敎會 員で 一 

米國に 客死した 植村惠 子の 葬式に、 會葬者 を 大いに 感動せ しめた 演說 をした の は。 ボルト • スピィ 一 

ァ であった。. 

^近 來は讀 書 界 から 幾分 忘れられた やうで あるが、 スコットランドに ヒュウ * ミラ ァと謂 ふ 人が あ 一 

つた。 彼 は 地質 學の 研究者で、 其の 方の 著述 も ある。 殊に 其の 『我が 學校 と 敎師』 は 興味 甚だ 深 一 

. い 讀み 物の 一 つと して 忘れる ことが 出來 ない。 此の 人はス コ ッ トラ ンド 自由 敎會 (自. H とは國 立、 一 

官立な どに 反對 なる 意味で ある) 創立のと き、 チャル モル ズ などと ともに 其の 首領 株と して、 多大 一 

の 功績 を擧 げた。 彼 は 自由 敎會 の機關 たる 週刊 雜 誌の 爲 にも 筆を揮って、 萬 丈の 氣焰を 揚げた。 彼 一 

の 人物と 文章と が、 明治の 初年 横濱の 或る 小さな 私塾 や.、 築地の 一 致神學 校の 生徒に 淺 からぬ 印象 一 

を與 へた こと は事實 である。 其の 感化 を 受けた もの は 其れ のみでな からう。 殊に 外國に は. 甚だ 多大； 

であった こと を 疑 はぬ。  ： 

いくたり 

日本に も 此れに 類した 人が 幾 名 か 出て 居る。 片岡 健吉、 世 良 W 亮、 江 原素 六、 安藤 太郞の 如き. 丼 一 

れ である。 亩 岡弘毅 は本鄕 日本 基督 敎會、 大阪北 日本 基督 敎會、 高 知日 本 基督 敎會 などの 設立 及び i 

發 達に、 多くの 貢獻 をした 人で あるが、 一 個の 素人 傳道 者と して 身 を 起した 人で ある。 明治の 初年 一 

に 於る 彼の 履歷を 熟知す る 人た ち は、 此の 偉大なる レイ メン の、 斯 くな つたの を異 とし、 且つ 其の 


信仰 ある もの は 之が 爲に 神に 感謝した であらう c 

れ， ：o 

主 耶穌も 職人であった。 學 問專攻 の經歷 もなかつ たので ある。 其の 弟 > ^たち も 多く は 漁夫で あつ 

た。 今日の 敎食 も學. 校 出身の 人の みを專 ら當. にすべき ことで はなから う。 初代の 茶 督の敎 會と同 

様、 實業家 も 職人 も、 道の 爲に大 いなる 仕事が 出來 る。 天幕 を 作りながら バウ。 とともに、 或 ひ は 

羅 馬に、 或 ひはコ リントに、 或 ひ は M ベ ソに傳 道して 力の あった プリ スカ、 アクラ 夭： g の 如き 人 

が、 今日の 敎會に 輩出せ ねば 困る。 現今 漸く 盛んになりつつ ある 日曜 學校 は、 實 際に 於て 殆 んどレ 

ィ メン獨 占の 道で はない か。 靑年會 も レイ メンの 仕事で ある。 其れら の 他、 敎， $1 に 於て レイ メン 

の 勤務と 條道 とが 存外 多く 行 はれて 居る。 其れら の 人々 が もっと 徹底的に、 もっと 力 ある 奉仕の 出 

來る やうになる が 目下の 急務で ある。 其れが 神學 社の 夜學 部の 起った 现由 である。 

今朝 接 手した j 外國 新聞に 次の 話が 載って 居た。 其れ は カナダ 長老 敎會 總會の 席上に 於る 或る 長 

老の吿 白で ある。 

『私が 實 業に 從 事した 最初の 十 年間 は餘程 骨が折れた。 其の 間 は^に 使用され て 居る ものよりも、 

主人た る 私の 勞が 最も 多かった。 私の 手に入る 金額 は 使用人の 或る ものよりも 餘稷少 かった。 其れ 

で § ^苦しんだ ので ある。 然し 其の 十 年間 或る 曰曜舉 校の 校長であった ので、 其 準備の 爲に 多くの 

力と 時と を 費さなければ ならなかった。 事務所 を 退いて 家に 歸 ると、 夜間 は晝の 事務な ど を 悉く 措 

いて、 日曜 學 校の 仕度 や 其の 事務に 費す ことにして 居た。 ちょっと 見る と 損失であった やうに 見え 
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るか も 知れぬ、 實は 其れが 私の 利益であった。 若し 日曜 學 校の 仕事がなかったならば、 私 は 苦勞甚 

だ 多き 十 年 1? の戰に 鬼ても 堪へ 得なかった であらう。 夜に 入って 畫と 全く 異 つた 精神 界 のこと に 心 

を 傾く る こと を 習慣と した 結果、 § も 靈魂も 二つながら 健康 を 保ち 得て、 漸く 今日.. の 成功 を 見る 

に 至った ので ある』。 

斯の 如き 人が 一 人で も 多く 增加 する やうに したい。 多くの レイ メ ンは 其の 商賣ゃ 勤務に 捉 はれ、 

其の 他 は 神の 國 にも 少しの 餘 念を與 へす に 生活して 居る。 ロハ 忙しい 忙しいで、 一 文惜 みの 百 損 をし 

て 居る。 昔の 天 幕 作りと 牧稅 吏の ことに 鑑みて いただきたい ものである。 

. (レイマンの 傳 道に 關 する 說教ン (一 九 二  S. 年 二  g) 
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『パゥ 。、 アテネに て 彼ら を！；.：；： ち をる ほどに、 町に 偶像の 滿 ちた るを兑 て、 その 心に W 慨を懷 く』 

(ffff 一) この 一 節に 於て バウ 。の 心事が 察 しられる。 彼 は 市中に 偶像 禮拜の だ 盛なる を兑 て、 こ 

れを 無 頓着に 見過す とが 出來 なかった。 問逮 つた 信仰 や 迷信の 行 はれて g るの を 唯一 笑に 附 して、 

何でもない HJ の 如く 待 ふ 人 も 多い やうで ある。 其れ は f,: く あるまい。 宗敎は 大切な ものである。 共 

の屮 心た る 神が 何であって もよ いと は考 へられない。 阔：^-に^違った信仰がぁると其の！：家に非^^ 

な ijfi: を 及ぼす ことになる。 心 ある もの は 之 を 不問に 附 する わけに 行かない。 當時 ギリシャ は 世界 文 

化の 中心で あるに も拘ら す、 迷信 は 盛んに 行 はれて ゐた。 今日の 日本 も 同じ ことで、 文化と 迷信と 

が 並び 行 はれて 3 る。 これ は 注意すべき 事體 である。 た i.- 嘲笑したり、 愤慨 する ばかりでなく、 何 

とかして Iw^wt- の 近 を 講ぜねば ならぬ 場合で ある。 

『されば 會堂 にて は ュ ダャ 人お よび 敬虔なる 人 々 と 論じ、 市場に て は B タ 逢 ふところの ものと 論じ 

たり』 C1 七)。 共の！ airan ゥ 口 は 遂に 斯の 如く 活動す るに 至った。 

『斯て ェ-ビ クロス 派、 並に ストア 派の 舉者數 人 /0 れと 論じ あ ひ、 或 者ら は 一 1 一一：： ふ 「この 囀る 者な に 
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を 言 ふか」、 或 者ら は 言 ふ、 . 「かれは 異る 神々 を傳 ふる 者な り」。 是は バウ 0 が イエ スと 復活と を 宣： 

ベた る 故な り』 (一 6" 

常時 ギリシャに は ェピク a ス 派と ストア 派との 哲舉 者が つて 居た。 H ピク。 ス派 は快樂 主義 

で、 ストア 派 は 恰も 日本の 武士 や 儒者の 如き 倾向 であった。 中に も ストア 派の 人た ち は 自ら，； 咼 しと 

し、 何れ かと 謂 ふと 先づ 傲慢な 種類で、 ユダヤ人の パリ サイの 如き 氣 分であった。 此らの f バウ 

B を 指し 、『乙の 囀る もの 云々』 と 言って 嘲った ので ある。 『囀る もの』 と は 『拾 ひ 貪 ひする もの』 と 

謂 ふ 意味で ある。 丁度 淺 草の 観音で 鳩が 參詣 人の 與 ふる 豆 を 拾って 食べて：： 15 る やうな 事 をす る 奴 だ 

と 言った やうな 意味に 常る。 彼らの 眼に は バウ n がた 斷片 的な、 取り止めのない こと を 囀り 廻つ 

て る ものと 兑 えたので あらう。 

『彼 は 異なる 神々 を 傅 ふる 者な り、 是は バウ。 が イエ スと 復活と を宣べ たる 故な り』。 役活 のこと は 

力い もく 

皆 f: 彼らに は 解ら す、 神の 名で でも あらう かと 誤解した。 彼ら は バウ 。を 異なる 神々 を宣傳 する 變 

な Ef- だと 思った。 今まで 拜んで 居た 神と は 全く 異なった もの を 頻りに 說 くやうな ので、 何事 かと 例 

の 好奇心 を そそら， れ、 『遂に バウ a をァ レオ パゴ スに 連れ 往 きて 一一 一一 II ふ T なん ぢが 語る この 新しき 敎の 

如何なる ものた-る を、 我ら 知り 得べき か。 なん ぢ 異なる 事 を 我らの 耳に 入る るが 故に、 我ら その 何 

享 たる を 知らん と 思 ふなり」。 アテネ 人 も、 彼處に 住む 旅人 も 皆お 新しき 事 を 或は 語り、 或は 聞き 

ての み 日 を 送り ゐ たり』 21)。 ァ レオ パゴス と は 何處を 指す ので あるか。 擧 者の 考へは まちまちで 


あるが、 大切な 事な ど を 評定す る 機會に 使用され た、 厳かな 場所が ァ レオ 山の 上に あった。 多分 其 

所であった らう。 とにかく 此國の 歷史に 因緣の 深い 名所で ある。 彼らがパゥ 。 の^^を聞かぅと言ひ 

出した の は あまり 善い 動機からで はなかった。 ほんの 好奇心に 過ぎなかった。 物見高い 都 人士、 面 

白 半分に バウ 0 の 話 を © くべ く、 浮泰々 々と 出 懸けて 來た。 とても 深い 話しの 解ら う 道理がない。 

彼ら は餘 り、 不眞 面目であった。 其れでも、 

『パ ゥ。、 ァ レオ パゴス の 中に 立ちて 言 ふ』 S5。 パゥ ri は 機 會の與 へられた tj を 喜んで 一 生 懸命 

に^し をした。 その C€ 時の 光景 を 想像して 見たい。 

『アテネ 人よ、 我す ベての 事に 就きて 汝らが 神々 を 敬 ふ 心の 篤き を 見る。 われ 汝ら が拜む もの を 見 

つつ 道 を 過ぐ る ほどに 「知らざる 神に」 と 記した る 一 つの 祭壇 を 見出したり。 然れば 我なん ぢらが 

知らす して 拜む 所の もの を 汝らに 示さん』 2 一 一一)。 

パゥ n は道往 くと きどう 謂 ふ もの に 目 を 着けた であらう か。 都の こと だから 種々 な ものが 目に 映 

つたで あらう。 然し その 注意した の は アテネ 人の 宗敎狀 態であった。 彼らの 拜みを 研究して、 其の 

精神 狀態を 明かに すべき 機會を 執へ んと 試みた ので ある。 ただう かう かと 見物す るので はな かつ 

た。 信仰 篤き 彼は眞 面目な 見物人であった。 旅 も 斯うい ふ 風に すると、 之が ため 少 からす 利ハ發 せら 

れる であらう。 

二 
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『識ら ざる 祌に』 と ある は、 如何なる 意味で あるか。 目 出たい こと や、 地震の やうな 災害な どの 起 

つた 場合に、 此れ はた だ 事で ない。 神 わざで あらう。 天祐に 異 ひない。 然し 其れ は 如何なる 神の 所 

爲 であらう か。 今までの 祌 より 他に 何 か あらう も 知れぬ。 從來の もので は 何となく 足らない やうに 

も 感ぜられる。 此の まま 棄て 置いて は 善く あるまい。 或 ひ はより 大 いなる 利 谷： を 獲べき 機會を 逸す 

るか も 知れない。 拜 ますして 祝福に 漏れる も 遺憾で ある。 祭らす して 其の 祟り を受 くる も 恐し い。 

おもわく 

斯 やうな 思惑から アテネ 人 は 現在の 禮拜を 物 足らす 感じて、 遂に 『識ら ざる 祌』 のために、 祭壇 を 

設けた ので あらう。 幼稚な 考 へで、 其の 迷信 憐 むべき では あるが、 其 所に 一 面 誠意が 表 はれて 居 

る。 現在の 宗敎に 飽き 足らす、 より 善き もの を 求めす して、 止み難き 共の 心 もちに は 同情せ ねばな 

らぬ。 

不意の 出来事に 出あって、 途方に暮れる とき は、 人の 心に 宗教の 念が 萌して 來る。 浮世の 夢は覺 

める。 永遠が 頻りに 胸に 往來 する。 神 を 慕 ふやう になる。 今 は 時代 遲れ でも あるが、 數年前 隨分多 

くの 人に 讀 まれた "The  ^00^^  GOCT  (神 を 求む る もの) と 謂 ふファ ラルの 著書の 一 冊が あ 

る。 ギリシャ ゃ羅 馬の R^n で 異敎の 思想 や 信仰の 間から、 漸次より 深い 信仰の 方へ 導かれて、 微か 

ながら 眞の祌 を 認めつつ あった 人た ちのと を說 いた ものである。 支那に 『搜神 記』 と 謂 ふ 書物が あ 

る。 ファ ラルの 著述と 同じ 題目で は あるが、 內容は 甚だしい 相逮 で、 根 も 無い 神 怀： の 話 や、 化物の 

傅 說で充 ちて 居る。 題目に 引かされて 買った 人の 失望 思 ひ 遣られる。 『搜神 記』 は セネカ や マル 力 


ス*才 ウレ リウス、 無論 プラト ォ などの 搜 神と は 較べ ものに ならない。 然し 此れら 兩者を 通じて、 

人生 止む に 止まれざる 搜 神の 衷情が 流れて 居る。 哲舉 者の 思想より、 搜祌 記の やうな 妖怀談 の 迷信 

がた ち 

に 至る まで、 有り 狀の 生活 や、 今までの 宗 敎に滿 足す る ことが 出来す、 共の 未だ 識り はなかった、 

より 善き 神 を 尋ねて 居た ので ある。 其の 心根 を 推し れば 同情の 淚 をも禁 14 難く 感す るで あらう。 

無下に 棄 つべき もので ない。 其れで バウ 。も アテネん の 迷信 を 活用して、 其の 大 いなる 說敎の 端 絡 

としたの である。 其の 雅き -、 鑑識 貴むべく、 其の 應 用の 才 驚くべき である。 すべて 此の 手心で 行き 

たい。 

『識ら ざる 神に』 と 彫り 附 けた 祭壇 は 此の ほどの 震災に 遭った 朿 京人の 胸に 今日 (去ハ 牛 十一 ：：：：) 築 

かれて ある。 彼らの 多く は 此れまでの ものに 滿 足が出 來す、 より 深い 生命 を 求め、 變 つた 方面に 志 

を 向けて 居る。 其の g 識ら す/ \祌 を 求め、 永遠の 何もの か を 尋ね あぐんで 居る 人 も あらう。 .GI 然 

かたむき  る、 

其れと はなしに 宗敎 的の 倾 向に 進むべく 唆られて 居る。 大震 大火に 際し 人の 心 は 如何に 動いて； H$ た 

か。 一 っ不£心議なのは、 護ー人天道是か非かと謂ったゃぅなロ調で^しかけた人に5^ぁはなぃこと 

である。 多い 中には 天 を 怨み、 入を尤 める もの もあった らうが、 未だ 然 やうな ものに 接した とがな 

い。 みな素^^ーに己を省みさせられ、 天詭 であった などと 謹愼 する 人 さへ ある。 贵きも賤きも兄^^-同 

士 だと 謂 ふ 心 もちが 湧いて 居た。 心の 土が 柔 げられ て、 良い 種 を 播き附 けられる に相應 しき 態度が 

多く 見受けられた。 確かに 『識ら ざる 神に』 と 彫刻した 祭壇が 多くの 人の 心に 築かれて 居た に異ひ 
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なハ。 其れ を 出發點 とし、 やう やく 深く 進み 行けば、 基督 敎 によって 滿足を 求む る ほか 其の 道の 無 

(/0 と は、 パゥ 口と 同じ やうに 吾ら の說 かねば ならぬ ところで ある。 

『識ら ざる 祌』 は、 文法から 言 ふと 單數 である。 然し 十 ：！ い ギリシャ のこと を 調べた 人の 說に 據れ 

ズ、 ^^ら 祭壇に は 『識ら ざる 祌々 に』 となって 居た やうで ある。 若し 然 うならば 何故 バウ 口 は 之 

を 單數に 引き直し たので あるか。 斯く考 へて 行く といよ/ \ 面白くな つて 來る。 彼 は 多分 AH 萬、 

神 は 多く あれ ども、 遂にた t.- ひとりの 眞の 神に 歸 着せねば ならぬ と 謂 ふ 意味 を 暗ー不 せんと 試みた の 

で.^ らう。 た 2.- 一  はしらで 足りる 神に 到達せ ねば、 何時まで 經 過ても 未だ 識ら ざる 神の 柯れ にか^ 

在す る こと もやと 思 ふところから、 決して 滿足 する こと は 出来ぬ であらう。 其れ故 パゥロ は 複數の 

祌を 去って、 單數の 神 を 明らかに したいと 思った ので あらう。 

或る人 嘗 つて 伊勢神宮に 行った ときの 所感 を 語って 曰く、 『なにごとの 在し ます か は 知らね ども、 

，. ^なさに 淚 こぼる る』。 さぞ 祌々 しいと だら うと 期待して 行った。 然し 昔 は 知らぬ が、 今 は祌苑 

3 人口 何となくお 茶 匿の 庭で も あらう かと 思 はるる やうな 狀態 なので やや 失望した タ m し 其 _k より 

進み 行く と 木立 やう やく 儆 かに、 五十鈴川の 淸き 流に 添うて 歩み 行く ほどに、 人口 は狹 いが 奥行の 

深い 光景に、 さて こそと 興味 を 動かされ、 好奇心に 驅られ て、 足 も 自然ら 進む やうに 感じつつ、 遂 

に^  Q 建てられて 居る ところに 着いた。 古代 式の 建物 潇洒 たる 趣味 愛すべき もの は あるが、 若し 之 

を 宗敎の 表 鬼と すれば 何となく あっけなく 感ぜざる を 得なかった。 此れで お 了 ひかと 甚だ 物 足りす 


思った ので ある。 共の 人口に は餘り 感心せ す、 中に 入って 進む 問に や、 趣 ある やうに 覺 えて、 霧 美 

的の ものながら 幾分の 宗敎味 を 看取した が、 其の 終極に 至りて は 百 尺 竿頭 尙ほ 一 歩 を 逃 めんと する 

おの プ か 

意氣 込み を 挫かれた やうに 感じて、 自然ら 更に 『識ら ざる 祌に』 の 祭 擅 を 築きた くなる であらう と 

感じさせられた。 浙の 如く 絡對の 宗敎に 達し、 茶督に 於て 限り無き 慈愛の 神に 接する までの. 1 魂の 

歷 は、 多分 勢の 神宮に 詣 でた 或る人の 所感と 一 致す るで あらう。 

『然れ ば 我なん ぢら が識ら すして 拜 むと ころもの を 汝らに 示さん』。 耶穌サ マリヤの 女に 向って 『汝 

らは 識らぬ もの を拜 し、 我ら は識る もの を拜 す』 と 言 はれた。 其れで バウ 口 も 此の 『我』 と 謂 ふ I 

語に 2g る 力を入れた かも 知れない。 之 をパゥ 口の 廣 言と 解すべき でない。 其のと きの 事情に： 過 切な 

言 ひ 分であった らう。 『君た ち は 余 を 取り止めのない こと を 言 ひふら す ものの やうに 考へ て：^ る やう 

であるが、 まんざら 然ぅ でも あるまい。 眞に 徹底した、 圓滿な 宗敎を 余 は 有って S る。 其れ を 此れ 

から 說 きたいと m 心 ふので ある』。 

ァ テ ネ人は バウ 口 の宣 傅す る 神と 自分ら と 何らの 緣故 もない やうに 考 へ 、 宛 も 木に 竹 を 接いだ も 

のの 如に 見做し、 彼が 宗敎は 結局 國库 でない、 舶來 もので、 外國 品で あると 斷定 して 居た であら 

う。 然し バウ ロは肯 ふ、 決して 然 うでない。 我が 說く ところの 宗敎は 諸君に 取って E 緣 の^だ 深い 

ものである。 諸君の 胸中 其の 下地が 充分に ある。 凡て ギリシャ 人は疾 くの 昔から 我が 今說 かんとす 

る祌を 求めて 居た。 木に 竹 どころ か 落花 流水、 魚 心 水心の 關係 t$l だ 深い。 ギリシャ 人 古 來の忍 想 を 
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徹底せ しめ、 其の 要求 を滿 足せし め、 之 をして 花 も實も あらしむ る やうに したいと 思 ふの が 我が 目 

的で ある。 此 所に 至りて は內 外の 別 有り やうがない。 人間の 心根 共通で、 一つの 宗敎に 到達せ ねば 

ならぬ 道理で ある。 。ハウ 。は斯 く 注意 を 喚起しつつ 次第に 其の 話頭 を 進めた。 

バウ 口が 『識ら ざる 神』 と 首った の は 苗 だ 面 由く 感ぜられる。 若し 其れが 旣に識 られた 神なら ば 

だつ まらない。 未. だ識ら すと 謂 ふところが 價値 である。 子供が 金魚 を 硝子 壜に 人れ て 傍から 見て 

居る やうに 神の ことす ベて 開放で、 みな 見 徹しに as^、 何れの 點 も講釋 自在であるなら ば、 其れ こ 

そ 神の 蟹 物で ある。 神に 就て は 幾多の 問題が 尙ほ盡 きすに あるから 好い ので ある。 議論 をして 神の 

こと を 悉く 識り辨 へやう と 思 ふの は 間違 ひで あるで 昔 江戶に 流行った 草双紙の 因 菜 話 はすつ かり 其 

の講 It が 出來て 居る。 馬 琴の 小說は 謂れ 因 緣餘り 明細で ある。 簿記なら いざ しらす、 小說 として は 

上乘の もので ない。 人間の 世界 は 奥行が もっと 深い。 簿記の やうで はない。 生命の 簿記 极ひ は出來 

ど こ まとま リ 

ぬ。 宗敎談 は 其の 間に 何 所 か 終結の 附 かぬ 听が あるので 好い ので ある 神秘 不可思議 のない 宗敎は 

眞資 の宗敎 でない。 然し 何も彼も 判らす 了 ひで はまた 困る。 たと ひ 識り盡 す ことが 出来ぬ にせよ、 

信仰 も 出來、 心の 行く だけに 判って 居ない と 宗敎は 成す" ち 難いで あらう。 信仰 上 相 當な毘 當を附 

けて Ili^らねばならぬ。 そこで バウ 口 は アテネ 人の 識ら すして 拜んで 居た 祌 のこと を 說き聽 かせて 之 

を 信仰に 導きたい と 志した ので ある。 行傳の 記事 は 短い が資 際の 話 はすつ と 長い もの であったら 

う。 意味 は尙 ほ更ら 深長であった らう。 北 ハれは 次の 日曜日に 說 かう。 


-I 

ぼんて いすと 

基 條敎に 於て 極めて 大切な 简條の 一 つ は、 神と 世界との 關係 である。 神 は 所 is 汎祌 者の 稱 へる 如 

きで あらう か。 或 ひ は S 将敎の 有神論に 於け る やうで あらう か。 世界 は 神から 獨 立して、 自ら^ 在 

する もので あらう か。 ただ 大工が 檢を 使って 家 を 作る 如き もので あるか。 或 ひ は 其の 材料まで も 神 

の 乎から^ る もので あるか。 能書 筆 を 選ばす と 謂 ふが、 然し维 や 墨が あまり 悪くて は 困る であら 

う。 世界 は 不良な 材料で 辛くも 經營 されて 居る ので あるか。 否 悉く 神の 御 乎から 出て、 その 全能力 

で 支配され て るので あるか。 此 らは大 問題で ある。 

世界に 對 する 祌の關 係 を 明らかに 說く Hi は 困難な 仕事で ある。 然し 眞の 宗敎、 健全な 信仰 は 吾ら 

が W ふる 使徒 信條に 於る 如く 『われ は 天地の つくりぬ し 能 はざる ところな き 父の 祌を 信す』 るので 

あらう。 此は 神と 天地との 關 係に 就いて 最も 明らかな 見解で ある。 すべてが 神の 手 か. few り、 何 所 

まで も 北 ハの m わと 能力の 及ばざる 隈 なしと 謂 ふこと が 明瞭に 認められねば ならぬ。 然ら ざれば 他 全な 

信仰 は 成立 しないの である。 

±<」 ^敎の 一 つの 主張 は 『祌は 天 地の 主に 在せば 手に て 造れる 宫に 住み 給 はす』 (一一 S である。 バウ 

口 は アテネ 人に 向って 此事を 第一 に宣傳 した。 ェピク n ス擧 派に 疆 する 人た ち は 世界に そんな 神の 

ある こと を 認めす 物事 は 皆 奇遇に 過ぎない と考 へて 居た。 バウ a は 其の 間遠 ひ を 正した ので ある。 

.  P  かんがへ 

；！: は 『手に て 造れる 宮に 住み 給 はす』 210 『神 を 金、 銀、 石な ど 人の ェと 思考と にて 刻める 物と 
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等しく 思 ふべ からす』 (一 5)。 神が 人と 同様、 何 所 か 家 を 定めて そこに 住ま はれる と 思 ひ 僻めて、 之が 

こんり 5  おもね 

ために 祠を 建立したり、 物 を 獻げて 之を勵 まし、 或 ひ は 之に 阿ったり する やうな ことの 行 はれて 居 

る は、 神社な どに 行けば 直ぐ 見あたる 事實 である。 恰も 神が 『物に 乏しき 所 あるが 如く』、 施 娥鬼ゃ 

御 神洒を 必要と して 居る。 實に 子供の 戯れで ある。 木像 ゃ畫 像に 力が あるので ない と 一 百 ひ 分け もす 

るが、 事實 上然 うなって 居る。 斯の 如き ことで は祌の 性質 をい よく 誤解せ しむる 氣遣 ひが ある。 

其れで は 祌の德 を 明らかにす も 難 かしくなる。 子供な どに は 飛んでも ない 考へを 起させる であ 

らう。 無闇に 得 を it 火 かせても、 御幣 を 振らせても、 其ん な ことで は、 神 を 敬 ひ 畏れる 徹底した 態度 

を 養 ひ 得る こと は 出来ない。 基督 敎は 神の ことに 就いて 間違った 考へを 持つ こと を 物にする 宗敎 

である。 何んでも 凝り 间 まって 信じさへ すれば よいと は 決して 首 はない。 何 所まで も 健全な 思想 を 

保つ やうに 務 むる 流儀で ある。 神に 就て はすべ て 誤った 考へを 取り除き、 純粹 で、 しく、 眞に人 

の靈 魂の 爲 めになる やうに 考 へさせる ので ある。 正しく 解し、 正しく 信じさせる やうに 爲 向ける。 

祌の德 を 傷け る 如き、 叉 神と 人との iHi 別 を 無視して、 ごち や./ \ に する やうな こと は 一 切 その 禁物 

である。 ユダヤ人が 年の 或る時 期に パン を 家から 悉く 摇除 したやう に、 凡そ 偶像 禮拜 じみた もの 

や、 淫祠 迷信 は 之 を极だ やしに する やうに 心 懸けねば ならぬ。 此の 心 持が 今日の 基督 者 間に 稍綏ん 

で 居らう も 知れぬ。 吾ら は 何う か 耶穌が 井戶の 傍で サ マ リャの 女に 向って 說 かれた 如く、 『神 は 露な 

； e /ま、 拜 する 者 も 露と 眞とを もて 拜 すべきな り』 と敎 へ、 叉 自ら 然か 努めたい ものである。 神は斯 


く拜 する もの を嘉 せられる。 實に 不思議な ほど 有難い ことで あるが、 吾ら 如き もので すら 靈と眞 と 

を もて 拜 すれば 祌は お喜びになる。 其れに 對 し我關 せす の 態度 は 持って 居られない。 宛ら.^ 供の 

しほら しく 挨拶 するとき、 その 親淚を 流して 之 を 喜ぶ 如き 心 持が 神に も あるので ある。 故に 子が 親 

を 思 ふやうな 心 持で、 露の 禮拜 を爲 なければ ならぬ。 基督 敎は 健全な 眞の 禮拜を 重ん する。 

ちろ く  と き  ナ * ろ 

『 一 人より して 諸 t: の！： 人 を 造りいだ し、 之 を 地の 全面に 住まし め、 時期の 限と 住居の 界とを 定め 

給へ り。 これ 人 をして 祌を尋 ねし め、 或 ひ は 探りて 兒 出す 事 あらしめ ん爲 なり』 (1ーー$ の)。 『一人より』 

は 『一 つより』 とした 方が よい かも 知れない。 人 は 誰でも 同じ やうに 皆 ひとりの 神の 子どもで ある。 

『天 は 人の 上人に を 造らす、 人の 下に 人 を 造らす』 と 明治の 初年 福澤 先生 は 『舉 問の す、 め』 に說 

かれた。 實に然 う 謂 ふ 風に 神 は 諸の 國人を 造られた ので ある。 朝鮮人で あれ、 大^民族 であれ、 何 

の 阔の人 も 、顔色の 異 ひや、 國 語の 異なる に枸 はらす、 愈 々神の 家の 子供で、 ^しく 兄" Hi^ の關係 

を 有って 居る。 ギリシャ 人 は 他の 國人 を！： 蔑した。 恰も 支那の 人が 自ら 中華 民族と 言 ふが 如きで あ 

つた。 すべて 斯の 如き は 基督 敎の 精神で ない。 事によると 今尙 ほ我國 にも、 斯んな 妙ち きりんな 考 

へを懷 いて 居る ものが 見出される であらう。 基督 敎は 其れに 大反對 である。 

『地の 全面に ましめ』。 神 は 人の 住 ひ をお 與へ になった。 人 問の 政府で も、 震災に は 人民の 路頭に 

迷 はぬ やう バ ラック を 造って 之に 宛が つた。 祌 はもつ と 徹底した 行き 屈いた 方法で 此の世 を 造り 

設け、 それ を 人の 家と せられた ので ある。 世舆 至る ところ、 人と 謂 ふ 人、 みな 神の 眷屬 で、 其の 御 
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設 になった 家に 住って 居る。 然し 世界 は 茶屋 や 料理屋に 行って やうな 心 持で 募すべき 所でない。 或 

時 は 塞 稽古 も ある。 多くの 點に 於て 攀 校の 如くに も 感ぜられる。 難 かしい コルセットの やうな 機械 

など を篏 めら れて寢 床に じっとして 居らねば ならぬ 場合 も あらう。 即ち 病院で も ある。 時として は 

地震 や 火事が あ る。 人生 は 安逸 を 貪 るべき ところでない。 神の 目的 は 安樂 を與 へられる だけで ない。 

より 深い 目的 を もって 此の世界 を 造られた ものの 如く 見える。 溫 C 水 場 や 茶屋 を 見る やうな 心 持で 暮 

すから？ 1 逮 ひきって 居る。 もっと 緊張した 態度で 暮 さねば ならぬ。 - 

『時期の 限と 住居と を 定め 給へ り』 と は 面白い 語で ある。 我 日本で も 何故 基督 敎が やっと 維新 後に 

至って 行 はれ 初めた ので あるか。 西洋文明 や 科擧の 開け 方 は 何故 斯 くも 遞れ たので あるか。 これら 

は 難 かしい 問題で ある。 然し 世の中に は 藤. が あり、 物に は 順序が あり、 進歩 發 達の 次第が ある。 

の 明ける 如く、 花の 開く 如きで ある。 此の 富士見 町の バラック 會堂 でも、 順序 を 追 はねば 出來る 

もので ない。 世界に は 神の 經綸が ある。 藤史は 次第 を 追って 神の 思 召の 存 する 方面に 進みつつ あ 

る。 すべて 偶然に 成る もので はない。 まだ 西洋風の 藤 史を讀 まない さきに、 新 井 白 石の 『請. &-餘 

論』 を： て、 成程 人の 藤 史には  一 ti の理 致が あって、 今日の 話で 言へば 其 所に 折门舉 やうの 意味の あ 

る こと を 者へ させられた 人 も あらう。 『國史 募 論』 『日本 政 記』 など を讀ん でも 然 うだ。 平家物語 や 源 

平 盛衰 記が 旣に 同じ 意味 を 語 つ て 居る。 殊に スコ ッ ト ラ ン ド の硕舉 フリント の歷 史哲擧 でも はたな 

ら、 此の 感じが 更、 に 深くな つて 來る。 世界にば 神の 大 いなる 御 經綸が 行 はれて 居る。 祌は 確かに 時 


期の 限り を 定めて^ かれた。 物の 順序、 事の 次第、 天下の 大勢 は 誰が 何と 首っても、 必す 進む とこ 

ろに 進み、 往 くと ころまで 往 くもので、 坊主で も、 神主で も、 之 を^ 止す る こと は出來 ない。 

『住居と 界とを 定め 給へ り』。 國は 大切で ある。 東洋？ I 洋の iBil 別 も 無意味で ない。 民族 ゃ國土 はこれ 

神が 或る 深い 意味 を もって 立て 11^ かれた ものである。 羅 馬に 如何なる 使命が あつたか。 ギリシャ は 

世界の ために 何ん な 仕事 を爲 たか。 ュ ダャは 人類の ために 如何なる 役目 を 仰せ付けられ たので ある 

か。 其れ は Si 々であらう。 決して 國の 差別、 民族の 特徴 を 無視す る わけに は 行かない。 それ を 無閱 

に破壞 せんとす るは大 いなる 過誤で ある。 臺 -灣、 朝鮮な どの 問題に ついても、 大いに 者へ なければ 

なるまい。 民族 や 其の 歷史を 尊 ® して、 之が 意味 を 成さし むる やうに 爲 ねばならぬ。 要するに 世界 

は 神の {氷 である。 それに は餘程 深い 意味が ある。 ただ 眠り を 貪り、 逸に 耽るべき ところではな 

い。 みな 神の 制定 さ れた 方針と 順序と に從 つて 之 を經營 せねば ならぬ。 その 行きな りし だいに 委 

せ、 ただ 偶然 その 成る がま まに 捨て置くべからざる 害で ある。 凡そ 人た る もの は 何とかして 祌の思 

召 を赏 徹すべ く 心 懸けねば ならぬ。 然れば 『御 國の來 らんこと を』 祈る ので ある。 

四 

『これ 人 をして 神 を 尋ねし め、 或 ひ は 探りて 見出す 事 あらしめ ん爲 なり』 2 さと ある やうな 點にま 

でつ いに は歸着 する 様 導かれつつ あるが 歷 史の眞 相で ある。 世界 はた だ 走 馬燈の 如き もので ない。 

必す 或る 歸 結に 達すべく 述 びつつ ある。 基督 者が 神の 國を 終局の 目的と なし、 主の W 臨 や 終末の 審 
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判 を 唱道す るの も、 要は 人 問 世界の 結 如何ん と 問 ふべ く餘镜 なくされる 結果で ある。 然ぅ でもな 

いと 人生が 馬鹿々々 しくなる。 感史は 痴人の 夢と なって 了 ふ。 世界 は 神の 造り、 經營 し、 攝理 せら 

れる處 で、 述び 述んで 共の 的の 資 現せられ る！！： 臺 である。 然か信 すれば こそ 御阈を 臨ら せた まへ 

と 祈る こと も出來 るので ある， 

就^ 最も 大切なる は、 人 をして 祌を 求めし め、 或 ひ は 探りて 見出す こと あらし めんとの 期待で あ 

る。 人 問の 目的 は 神 を 見出し、 其の 子た るの 道 を 行 ひ、 『御子 を 嫡子』 として 『多くの 兄弟』 もろと 

もに、 愛の 關係を 全うせる 家 を 組織し、， 天國 を經營 するとに ある。 然して 世界 は 々の 方面に 於 

て、 冲と 人との 接 觸を執 持ちつつ ある やうに 見える。 心なき物質界もィリ ングォル スの所！^阴 『..ぉ敎 

的 印象』 を以 つて 充滿 して 居る。 况んゃ 波^ 曲折に 富んだ 人の 生命に は、 信仰心 を 唆る もの 頗る 多 

いので ある。 『人のお は 祌の榮 光を顯 はす』 と 聖書に も 記して あるが、 人の 身の上、 國の 成り行き、 

紛々 たる 治亂 M ハ i?^ や、 ただ 打ち：！^ たるの みで は、 夭 道 是か非かと 疑 はれる 一 個人の 利害 榮肆 も、 凡 

て靈魂 を！ K に 向 はしむ る 導師と なる 。『天網 恢 々棘に して 漏 さす』。 善惡の 應報 覿面な るに 驚かされ 

て、 祌を畏 るるの I 念 を？ 1 す もの も ある。 『謀 を 行 ふ は 我に あり、 之 を 成す は 天に あり/其れで 祌の 

攝理に E4 ひ 至る もの も あるで あらう。 明治 十 年 西南 戰 〈f の 了った とき、 東京の 基督 者數 名が 銀」 他の 

『幸福 安全 社』 と 謂 ふ 家屋に 集って 感謝 會を 開いた ことがあった。 席上 中 村 敬 字 起って 演說 して 曰 

く、 『今回の 戰爭で つく-^ 考へ たこと は 1K 道 様の 恐し いもので あると 謂 ふ眞现 である』。 彼 は 德川幕 


府を 打ち 慨 した. 鄕らの 末路 に^て、 斯く 感じた のか も 知れない。 其の 見解の 當 否 は i: く 指き、 人 

,  おの ゴ 

の 世の 成收、 浮沈な どを觀 やれば、 自然と 氣 味の 惡ぃ、 油斷 のなら ぬ、 長るべき ものの M 在が.！ i» ぜ 

, J  ナゑ 

られる 迂濶な こと をす ると 灸を 點られ さうな 氣 がする。 斯くて 種 々の 注意、 t: 吿、 暗示 やが 與へ 

られ る。 ^り を 摘ぶ り覺 まされる。 あな K とや、 忝け なや、 勿體 なや、 此れで は濟 まない と 謂 ふや 

うな 舰念ゃ 感$- が 頻りに 起って 來る。 前の 日曜日に 漢文の 『搜祌 記』 と 謂 ふ 書物に 就て， 詰った が、 

此のお = 名の やうに 吾ら の 種々 の 事 g や、 刺激から 祌を 尊ねば ならない やうに^ かれる。 『1^ りて』 と 

は. 階 Mi の 中を覺 束 なげに」：：： 人 探りに 搜し 廻る やうな 味で ある。 斯くて 搜し當 てた 人も少 くない。 

『：：J- 出す こと あらん 爲』 と ある 此の 『爲』 と 謂 ふが 面白い。 世の中の こと は 決して f; ぶ；；、 ^ 味で ない。 

必す 『15- 出さん が爲 なり』 に^ 着すべき ものである。 

常時 バウ 口 の^を 聽 いた ァチ ネ人 も、 W 際に 於て は斯く かれて 居た ので あるが、 彼ら は 折 m 與 

へられた！： 激を ものにする 氣 になれ なかった。 ただ 『然 うか』 と 言った やうな 工合で 輕く 受け 义輕 

く 忘れて 了った であらう。 ffi に t? 念で ある。 

『探りて IJ^ 出す こと あらん 爲 なり』 と 言へば、 何だか 神が 天 の岩戶 にで も 隱れて 居られる かの 如 

く、  1^ すの が 難 かしい やうに 感ぜられる。 祌は 遠く 人 を 避け、 き 深く して なかなか 近づく ベから ざ 

る 超越した 御 方なん であらう か。 否然 うで はない。 . 

『神 は 我らお のおの を 離れ 給 ふさ〕 からす』 三 さ。 世界に は 人間の 聽き 取り得ない、 微妙な 昔が！ J 
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いて 居る。 然し 其れ を聽き 取る だけの 仕掛けが 此方 にないので、 遂に 聞え すに 了る。 電 氣は疾 くの 

昔に 世界に 漲り 流れて 居た ので ある。 然し 近年に 至り 漸く 之を發 見して 人間の 便利に 佻 川せられ る 

ことにな つた。 其れよりも 深き 意味で 吾ら は 『神の 中に 生き、 動き、 また 在るな り』 (一一 A) であら 

う。 動く と は 寧ろ 動かされ るので ある。 刺激され る ことで ある。 インス ピ レエ シ ヨンで ある 『在 

るな り』. は 人格 的に 生、 活 する ことで ある。 神の 中に 生活す る ことで ある。 神の 中に 生活して 居る の 

で、 良心が 目覺 めたり、 是非 を 識別した りする。  ： 

然ぅ 一一！ III つても、 祌は 全然 人の 中に 內 在せられ るに 止まる ので はない。 神と 人と 決して 同一 の もの 

で. H な (。 其の 問こ^ 別が ある。 內 在の 神 はまた 天地に も、 人間に も、 超越して 居られる。 寧ろ 父 

とでとの 關係 である。 だから 『汝ら の 詩人の 中に 或る もの ども も、 我ら はまた 其の 裔 なりと 言へ る 

如し』 (ll_o と ある。 然るに 何ぞ や。 木に て 刻んだ ものな どと 同じ やうに 祌 のこと を考 へる と 謂 ふ は 

_ ^だ 長れ 多い ことで ある。 『識ら ざる 神へ』 の 祭壇 一 を 築いて 拜んで 居た 時代なら ばい ざ 知らす、 世は大 

いに 開けて 來た。 時代が 異 つて 來た。 人 は 何時までも 子供で ない。 幼稚園に 遊ぶ こと をのみ 考 へて 

居た 時代 は疾 くに 過ぎた。 地震 直ぐ 後の 市中 は ごた ついて 隨分 亂雜を 極めて 居た。 途中 自動車で も 

やって来 ると、 遠慮なくつ 静 つて 其れに 乘 つても 咎められなかった。 然し 漸く 秩序が 立って 來 ると 何 

時まで も然 うは 行かぬ。 先日 此の 會 堂に 行 はれた 新 嘗禮拜 と 他の 新嘗 祭と を 較べるならば、 兩 者の 

間に 多少の 相逮を in^ 出す であらう。 其の 相 遠が 時代 進歩の 結报 である。 昔 は ともあれ 其の まま 容認 


し 難き もの も ある。 『神 は斯る 無知の 時代 を 見過しに 爲給 ひしが』 0119、 稍 敕§ の つ いた 今 は 依然 昔の 

板 合 ひ を 適 W する こと を容 さぬ。 今 は何處 にても 凡ての 人に 悔改 むべき こと を吿 げた まふ』 01190 

斯くて E が覺 める と、 ただつ まらない と § 则ふ點 に氣附 くの みならす、 渐次精 祌界の 深みに _i ^かれ 

て、， 遂に 罪の こと も 解って 來る。 悔 改めの 必要 をも感 する。 そこで 。ハウ！！ は 基 幣敎の 深いせ 5 義にま 

で說き 進んだ ので ある。 然ら ざれば 某 上^ 敎の木 一-;^: は 出ない。 其の 門口の 摄に 行き 迷 ふの みで、 堂に 

逸 みん る こと は出來 ぬ。 

今は改 t ぬの 時期で ある。 凡て 維新 を 要する。 萬 率 やり直しの 時代が 来た。 バウ：！ の 說敎は 漸次 佳 

境に 人り、 今や 何う しても 基督の 十字架にまで 說き 及ぼさねば ならぬ 場合と なった。 そこで 『： 痰に 

立て 給 ひし I 人に よりて、 義をもて世界を{称，^^、んために日をさだめ、 彼 を 死ん の 中より §1 へらせ 

て、 保！ 萬 入に 與へ 給へ り』 さ 二)。 實に然 うだ。 先づ 心に 留 むべき は 神の { 称 判で ある。 世 3^ は 海 

水浴 場 だの、 又は 料 现屋の やうに、 造られた もので はない。 緊張した 精神 を 以て 生活せ ねばなら 

ぬ。 そこに 善悪の 差^が 確かに 認められる。 而 して 悪に 對 する 神の 態度 た畏 るべき もの ある を 

感 する。 或る 宗 3：： の 阿 彌陀の やうに 祌は 決して 與 し：：^ いもので ない。 彼のお びん づる 様の やうに、 

撫でられても 全く そ 知らぬ顔 をして 居る もので はなから う。 今日の 日本で は祌と 其の * 判と をカ說 

せねば ならない ことと 思 ふ。 富士昆 町の Isi^; は 华ク、 しく 此の 點に心 を 用 ひて 來 たが、 震災 後 はます 

く 共の 必要 を感 する。 バウ 口が 判の 問题 を^げ、 ァ  一！' え 人に： 9 つて、 彼らの 急所 を 術いた 如 
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く、 吾ら も 現代に 向って、 此の 假 かなる 題目 を 提供せ ねばならぬ。  一 

斯く說 き 立てて 『死人の 中より 輕 へらせて 保 を 萬 人に 與へ 給へ り』 311) と 言 ふに 至り、 今まで 一 

は 興味 を 以て 倾聽 し、 又 稍 解す ると ころも ある やうに 見えた が 地曳き網で 引き上げられん とする 魚 一 

••  _  あざわら  _ 

の 暴れ出す やうに、 聽衆は 遂に ざ わつ いて 來た。 或 ひ は 嘲笑った。 或 ひ は 『われら 復 この 事 を 聞か 一 

ん』 と 曾って 席 を 退いた。 さしも偉大なる^^^敎も餘り多くの効鬼なしに了った。 大山鳴動して 僅か： 

に でも 出た やうな 氣 もす る。 

凡そ 傳 道と 謂 ふ もの は、 冬數の 所謂 決心 者 を 確た からと言って 成功した と は 曾へ まい。 ァー i- えに 一 

於け る バウ 口の 傅 道 は Ei- して 不成功であった か。 然か思 ふ 人 も ある やう だ。 然し バウ a の 說敎は 其 一 

の 組み立てが 堂々 として 其の 規模 も 偉大であった。 初めは 處 女の 如く、 後 E  く脫 鬼た らんす る 意氣ー 

込みで、 實に莊 犬な 演說 であった が、 其の 終り 際が 甚だしい 失 耽の やうに 見えた。 今日 も 斷る例 は少ー 

くない。 然し 神 は 決して 斯る眞 面目な 傳道を 全く 無効に 終らし めなかった。 三 三 節 以下が 其の 證據ー 

である。 『爱に パゥ& 人々 のなか を 出で 去る。 されば 彼に 附隨ひ 信じた る もの、 數 人あった 其の 中に 一 

ァ レ ォパ 、、コ ス の 裁判人 デ ォ ヌ シォ 及び ダマ リスと 名づ くる 女 あり。 尙 その他に も ありき』。 此むダ 一 

マリスの こと は、 マイ エル ズの 『聖 バウ 0』 にも 記載 せられて、 幾多の 翳 魂 を覺醒 せしめた であらう 

此の 說敎も バウ の を 取り次い、 だ だけで ある。 彼の ァチ えの 說敎は 決して 無効でなかった。 祌は正 

^^な仕事の無効に了ることを許されなぃのでぁる。 永遠に 効 晃 ある 說敎は 實に贵 い。 (一丸 一 SSS 一 
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あはれ. *- 

『されば 兄弟よ、 われ 神の もろ- の 慈悲に よりて 汝 らに勸 む、 己が 身 を 祌の悅 びた まふ 潔き 活ける 供 

物と して 献 けよ、 これ 靈の 祭な り』 (a マ 書  一 二の 1 ) 

敎 は事赏 である。 然し 事 實には 解 釋を耍 する。 其れが 無ければ 事實も 効力が 薄い。 た ピ祌有 

りと 謂 ふだけ でな く、 其の. 如何なる もので あるか を 知らねば ならぬ。 解釋 にも 淺 深が ある。 例 すれ 

ば 救， の 問題に しても、 其の 解釋 如何ん によって、 救 はるる ものの 意氣 込みが 異 つて 来る。 救の 手順 

何ん な もので あるか。 共れ 次第で 意味 も 餘程變 つて 來 るし、 其の 印象 や 効力 も 一様に 行かない。 故 

に s_ お：： 敎の事 H は 適當な 解釋を 要する。 其の ーま蓄 を開發 し、 其の 意義 を 明らかにせねば ならぬ。 そ 

れが所 敎 である。 明白な、 徹底した 敎理を 以て 其の 基礎と し、 事の 內容に 就て 相當の 了解が 出來 

て 居^ない と、 耶穌の 人格 や 十字架の 如き も、 其の 効力 を 十分に 發揮 する ことが 難 かしい ので ある。 

.1 ^上^ 敎は 力で ある。 單 なる 事 實を認 むる だけ， の擧 問で はない。 生活で ある。 然し 生活に も祌 のこ 

もと 

と、 人 i§ のこと、 此れら 兩 者の 關係、 及び 救な どに 就て 意味深長な 知識、 解釋、 思想な どが 其の 本 

になって 之に 特色 を與 へて 居る。 基替 者の 生活 は 特殊の 世界 觀、 有 神觀、 救の 解釋 などに 基礎 附け 

られた 生活で ある。 信仰の 內容と 離るべからざる 生活 振りで ある。 
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同じく 菩 とか 義 とか、 或 ひ は道德 などと 稱 しても、 信仰の あると 無き とに 由って 非常な 差が 生す 

る。 例へば 勤儉節 « にしても、 信仰に 基いて 1K に寶を 積みつつ ある ものと、 然ら ざる 人た ちの 所爲 

と は 同日の 論で ない。 人 を 愛する にしても、 禮を重 んじ、 信義 を 守る にしても、 基督の 十字架の 意 

義を覺 り、 之に 對 する 感激の 心 を 抱いて 居る もの は、 他に 見る ことの 出来ない 特色 を 何 所 かに 帶び 

て 居る であらう。 同一の 行 爲を爲 すので も、 風韻、 趣、 或 ひ は 香が 異 つて 居る であらう。 例 すれ 

ば、 ， 藥屋で 買 つ て 来た 村 料 を 用 ひ て 化擊的 に 製造し た欧 料と、 純 粹の茶 物から 造った ものとの に.： 

は、 たと ひ 分析の 結 菜 は 同じで あらう とも、 其の^に 何 所 か (？ 'はれぬ 相違 を昆 出す であらう。 基督 

者の 行爲 は. S 的の 氣 分に 富んで 居る。 單に人 問 を 相手に せす、 祌 と關聯 した 交涉 事件で ある。 常に 

其の 心盡 しの 不徹底なる さ を 歎き、 善き こと を 行 ふ 他の 半面に は、 懺悔 吿白が 之に 伴って 居る。 謙. 

遞の 態度、 厚き 感謝が 凡ての 善行の 底に 流れて 居る。. 実は 同じで も その 趣が 異ふ。 天来の 風致、 と 

C のよ 

て も 現世の ものと は 思 はれない。  - 

斯の 如く S 土督 者の 道德 は、 敎理と 最も 密 なる 關係を 有って 居て、 ただ 倫理 學 上の 法則と 人 問との 

關係 でない。 寧ろ 神との 關係 である。 基督に 於て 現 はれた 神と 人との 問に 生す る交涉 事件で あ： 

る。 凡て 天の 父に 對 する 人 の 姿勢、 心の 持ち やう、 靈 魂の 置き所、 人格の 態度 を專ら 重ん する。 

其れが 土臺 になり、 根に なって 善き 行爲 ともなる ので ある。 之 を 一語に 約 むれば、 卽ち 祭で ある。 

常に 祭の 姿勢 を 整へ、 其の 心 持で 神の 前に 立ち、 諸事 其れに 相應 しかる やう 心懸 くるが 基督 者の 平 


u のみち 

生の 本領で ある。 故に 凡そ 斯道 を 信す る もの はみ な 祭司で ある。 男 も 女 も、 老も 若き も、 祭司の 職 

を 負 せねば ならぬ。  ■ 

祭と は 何んで あるか。 先づ まつろ ひ 仕 ふる 意味で ある。 に 神に 服 從し强 いて 己が 好き 嫌 ひ を 主 

張す る こと をし ない。 何 ごと も ii.: 慮と 共鳴す る こと を 志す。 至誡を 柚んで てまつ ろ ひ 仕 ふるが 祭の 

本 ia である。 鍵 魂の 此の 姿勢から 凡ての 方面に 應 用の 妙 を 極めん とする が S 螫 者の 道德 である。 

し うたい 

又 一 說に從 へば、 祭 は 待つ と 謂 ふ^、 請 待で あると 謂 ふ。 斯の 如く 解釋 すれば、 祌に まつろ ひ 仕 

へんと 欲する 志 ある ものが、 肅ん で祌の 前に 侍し、 恭敬 _^愼 の 態度で、 何 を 命ぜられ るか、 何 ごと 

を 仰せ 聞 けられる かと、 心 を 澄し、 耳を倾 けて 居る 心 懸けが 祭で ある。 十：： への 武士 は の 轡の音 

たしな み 

にも 眼 を醒 す、 と 謂 ふ 用意 を 有って 居た。 基督 者 も斯の 如き 意味で 常に 油斷 なく 注意す る。 只管に 

祌の 命令 を 待って 居る。 何に つけても 祌を請 待し、 其の &: 召に 適 ふやう 之 を 待遇すべく 心 を 細かに 

用 ひ、 吝 みなく 力 を 致して、 少しも 怠慢の-; i なき を 努める。 まつろ ひ 仕へ る 意味と しても、 之 を 待 

つと 解し、 或 ひ は 請 待す る義 とする も、 みないと ど 趣味 深き 話で、 f 美 はしい、 だ 奥 il£ しい、 

氣 分の 極めて  < 緊張した 精祌狀 態で ある。 然し 凡て は 其の 祭る 神の 性質 次 15^ で、 淺 くもなり 深く もな 

る。 恶将 T ォの神 は、 其 丄将と 其の 十字架に 於いて 彰 はれた 天の 父で ある。 此の 祌に對 して 祭の 姿勢 を 

救-へ、 自ら 共の 祭司と して まつろ ひ 仕 ふるの 態度 t 一の 弛みな く、 恭順 敬虔 以て 奉仕の 道に 巾 わ 勤を勵 

むが 基き 者の 特色で あらねば ならぬ。 
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.こ& に 鍵の 祭と あるが、 ヨハネ 傲 四の 二 四の 『鍵と 眞を もて 拜 すべし』 と 同じ 意味で ある。 神 

.  はたら  てな  まつろ 

を 祭る もの は 形の 上で 祌の爲 めに 作動き、 之 を 好く 待遇す と 謂 ふだけ では 足らない。 祭 は 服 ひ 仕 

へ、 んで命 を 待つ 心 持で あるから、 何 所まで も 精神的で、 靈 的に 行 はねば ならない ものである。 

改譯の 『鍵の 祭』 は、 蔡譯に 『當然 の 祭』 となって 居た。 確かに 然か譯 する ことが 出来る。 きして 

何れも 同じ 意味に 歸着 する。 靈の祭 は實に 當然の 祭、 心 ある もの， の 必す行 はねば ならぬ、 道现 至極 

の： i4 事で ある。 之 を 怠る の は 甚だ 無理で ある。 祌の 前に 出で て、 た 無茶苦茶に、 或 ひ は 機械的 

に、 本能 的の 勤め を ra^ すので は 祭の 惯、 値がない。 . ことの 次第、 其の 意味に 通じて、 思想、 趣味、 志、 

^力 之に 伴 ふが 露の 祭で ある。 其れが 道理 責めた 仕事で あるから、 祭を爲 さに る は不當 である。 有 

る まじき ことで ある。 其の 怠慢 は 罪で ある。 行っても 行らなくても、 此方の 氣 任せで、 單 なる 氣分 

の 問題で あると 强 いて 辨 ぜんとす る 人 も ある。 決して 然ぅ ではない。 斯く 主張す る は大變 な^ 逮ひ 

である。 否 罪で ある。 之 を 怠る もの は 責任 を 問 はれす には濟 まぬ。 靈の祭 は 當然の 祭に 相違ない。 

斯の 如く 祭の 勤め を ral- しつ， -、 其の 氣 分で 不斷 生活して 行く が、 基督 敎道德 の 出發點 である。 ま 

た 共 土 礎で ある。 バウ a は羅馬 書の 第一章から、 神と 人との 關 係を說 き、 罪の 問題に 論及し、 其の 救 

ひ. の 方法 は、 人 自らの 行爲 によらす、 ただ 基督の.. 十字架の 意味 をき 得し、 其の 躜に賴 むの 他な きこ 

と を 認め、 信仰に 由って 義 とせら るべき ものである こと を 高調して、 懇切 を 極めた。 耍す るに 救 ひ 

に彰 はれた 祌の. 恩寵 充ち 溢れて 居る こと を 論じて 殆ん ど餘蘊 なしと 思 はるる ほどで ある。 そこで 第 


はじめ 

十ニ^：+の首に 『さらば』 と 4t き 出し、 斯う 謂 ふ 次第で 祌に救 はれ、 其の 恩 {i, 一一 一一：： にも 筆に も 及び難い 

ほどで あるが 故に、 祌の 御前に 仕 ふる 祭司と して 祭 を爲 ねばならぬ。 また 祭と 謂 ふこと から 割り出 

して 家庭に も、 网家 にも、 凡て 他の 關係 にも 責任 を 全うせねば ならぬ/ J と を說 いたので ある。 斯く 

て 第 十五 *：： 卜に 至る まで 方面に 百ー り 某 .#敎 の道德 は、 之 を 約す ると 祭の 一事に 歸結 すと 論じた。 

之に 對 して は 何人も 異論の あらう 道理 はない。 身 を 以て 神 を 祭る が當然 の责仵 である。 然し 11: の 

祭と 言 ふところに 一 つの 危險 が、 伏在して は 居らぬ か。 霞 的に 爲 ると 謂 ふので、 或 ひ は 自分勝手の 

解 It^v- 下して、 ム：： へ慢に 流れる 氣遺 ひも 起る であらう。 霞の 祭 は 心 を 以てする ことで あ ス.。 其れで 

『心 だに 露の 道に 適 ひなば、 祈らす とても 祌ゃ 護らん』 と 一 百って 妙な ところに 悟 を 開き、 心 だに あ 

らば、 s:^ 際 何う でもよ いと 言 はぬ ばかりに 無責任 極まる 横着 者の 出ない にも 限らぬ。 芝居 を 觀て舞 

察の 裹詞ゃ 立ち 廻りに 感淚を 催す だけで 一向 忠臣に も 義士に もなら ぬ 人が 頗る 多い。 たぐ 感じた だ 

けで は 役に立たぬ。 感激に 伴って 寳 行が 生れて、 場合によって は 切腹で も 出來る ほどで なければ な 

らな い。 感 極って 淚を 流す だけで お 了 ひになる 宗敎 ほど 卑 むべき もの はない、 1*： だ 淺？§ しい ことで 

ある。 其れ故 バウ B は 其 所 を 用心して 『己が 身 を 祌の悅 びた まふ 潔き 活ける 供物と して 献げ よ』 と 

勸め たので あらう。 心 だに 駕の 道に 適った のみでな く、 其れに 身 體 を 添へ て 差し出さねば ならぬ。 

身^ は 露 魂の 機 關で祌 に 仕へ、 世の 利益に 貢献すべき 手段で ある。 立往生 をして 居る 電車と 同じ や 

4 運轉 しなければ 其 の 目的 を 達す る わけに 行かない。 其の 機關 であると ころの 身體 を運轉 させ 
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す、 何の 爲 出す こ ともなく、 た^ 心 だに 萬の 道に 適 ひなば と 謂 ふこと は 茶 だ 樂な言 ひ 分で ある。 苦 

のない 話で、 何人に も 出来る。 隨分 横着な ことで ある。 心 あれば 其れが 何 か 形に 現 はれねば なら 

ぬ。 今朝 執行され る聖變 の パンと 杯と を 象徴と した 基督の 身 體は人 を 救 ふ機關 であった。 救 ひに 缺 

くべ からざる 手段であった。 主 は 心 だに 眞の 道に 適 ひなば と 言 はれる のみで 共の 御身 を 安逸の 中に 

きょ 

！^！かれなかった。 之 を 十字架の 上に 潔き 活ける 供物と して 献 げられ たので ある。 祭 は 凡て 斯く爲 す 

べき ことで ある。 心と 身體、 思と 形が 一致して 相伴 はねば ならぬ。 『世の 創より 殺され 給 ひし 羔』 

(f 一一？ if) は 時期 至りて 事實 上の 十字架と なった。 基督の 身體と 人の 救 ひとの 關係、 止む に 止まれぬ も： 

のであった 如く、 吾ら も 心 だに と 首 ふに 止ら す、 進んで 身體を 祭の やうに 提供すべき である。 鬼 角 

『心 だに』 が 病み 附 きになり、 精神的 を 標榜す るに 過ぎ、 高尙 振る の 結 茶、 だ 好まし からぬ 性質 

の、 心ば かりなる 基 酱敎が 多く 出来て は爲 方がない。 『心 だに』 で蒸發 し、 何時しか 消えて 失くなる 種 

類の 信仰 は 有れ ども 無き に異ら ぬ。 寧ろ 無き が 優で ある。 故に 基 叔：： 者 は 身體、 生活、 位置、 特權、 

m^^> 藝術、 機き、 金錢 など 何 にても 分 相應な もの を 提供して 祌を 祭らねば ならぬ。 靈 的に 爲るを 

口！^ として、 寶行を 怠る こと は 甚だ 危險 である。 

『潔き 活ける 供物』、 潔き と は 專ら祌 の. 用に 提供され た、 卽ち 聖別され たと 謂 ふ 意味で ある。. た 

共の 一部分で はなく 全體に 提供せ ねばならぬ。 其れ は 『活ける』 と 謂 ふから 機械的 や 形式 だけで は 

採用され ない。 力が 入り、 一から 十まで 鍵 的に 活動して 居る 供物で ある こと を 要する。 又 こ、 に 


『供物』 と あるの は 感謝の 供物で、 祌の恩 ffi に銷 する 感恩 報謝の 意味 を 旨 とした ものである。 

さて 斯の 如く 身 を 活ける 供物と して 献げ ねばなら ぬので. あるが、 此れ は 容易な 仕事で ない。 隨分 

苦しい 場合 も ある。 靈魂は 好め ども 肉體 弱し で、 屢 二の足を踏む 場合 も あらう。 如何に すれば 果斷 

決行、 思 ひ 切って 其れが 行れる であらう か。 其 所が 『われ 神の もろく の 慈悲に よりて 汝 らに勸 

む』 と 言った 理由で あらう。 過ぎ去し 方 を 顧る と 決して 一 つや 二つで はない。 重ねく の 慈悲に 沐 

浴して 居る。 何の 惯他 なきもの 斯くて 在る のみなら す、 導かれ、 戒められ、 呼ぴ醒 され、 癒され、 

救 はれて 今日に 至った こと を 思へば、 實に 『もろく の 慈悲』 數へ盡 し 難き ほどで ある。 其れ を 思 

ふと 自然 心に 勵みを 生す る。 簿志 弱行な もの も目覺 むる 心地す る。 維れ 卽ち 基督 敎 道^の 原動力で 

ある。 靈魂も身體も之にょって動かされる。『汝らの父の慈悲なるが如く汝らも慈悲なれ』(^^^|山ハ)。 

今朝の 聖餐式に 臨み、 各自 確かに 神の もろく の 慈悲に よれる 勸めを 受けて 居る。 人^の 譜 でな 

はたら 

く、 基督の 殘 された 其 味の 極り なき 象徴に よって、 神の 慈悲の 原動力が 此 所に 作動いて 居る。 吾ら 

は 『己が 身 を 祌の悅 び 給 ふ 潔き 活ける 供物』 として 献げ ねばならぬ。 

(一 九 二 四 年 五 Ho 
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子 を その 道に 從 ひて 敎 へよ、 然 らば 老いた る 時 も 離れ じ Gf^y)。 

現 時 も 生物 舉 では 遣 傅の 研究が 盛んで ある 然し 親讓 りの 氣分ゃ 祖先 傳來の 性質 其の ま，， で 如何と 

もす る ことの 出來 ぬと すれば 困った もの だ。 又 ある 宗敎 の說く 如く、 すべてが 前世の 因緣 であった 

ら それ も爲 やうがない。 然し 入 は 惡ぃ所 を 善い 方に 導き、 之 を 感化す る こと は必 すし も 不可能で な 

い。 何な に惡ぃ 血統で も それに 打ち勝ち、 此方の 考へ 一 つで 變 化する ことが ffi^ る。 そこで 各々 の 

責任が 重くなる。 

然か のみなら す 人に は 環境が ある。 其の 大切な もの、 一 つ は 神で ある。 之 を 基督 敎 では 恩寵と 1 目 

ひ、 また 救と も稱 する。 人 問 は 逢 書で 舉ぶ やうに 祖先の 罪から 惡 いところ を 承け 繼 いで 來た。 けれ 

でも 境 環が 善く なれば、 他の 方に 向 ふこと も出來 る。 即ち 主耶穌 基督の 十字架に よって 救 はれる。 

此れが 基督教で ある。 

そこで 親の 贲 任^だ 威い。 家庭の 敎 宵が 大切に なって くる。 昔 支那の ある 入は路 の^れ EZ に 立つ 

て 泣き、 .S 紙を兑 て も淚を 流した と 謂 ふこと である。 路の 別れ目に 立てば 何方に 行く こと も 出來る 

し、 ，：11 粗 はこれ を黑 くす る こと も 白く する こと も自. S で、 危機 一 髮其處 が 容易なら ぬ 機. §1： である。 


それ だから 親た る もの はせ：： の 子の 敎胄に 就て 深く 考へ ねばならぬ。 

『あ、 エルサレム、 エルサレム、 ：织赏 者た ち を 殺し、 遣され たる 入々 を 石に て 整つ ものよ、 此 鶴の 

その 雛 を の 下に むる 如く われ 汝の子 洪を藥 めんと せし ぶー 幾度 ぞゃ』 ナザレに 住んで； 

られ たと きのぶ 一で もあった らう、 耶穌牝 ir かせ： (の 雛に 害 を 加 へんと する もの-あるとき、 ぎ 立て 

k 之 を 保護す る 様子 を 兌て 興味 を 呼び 起された の を宗敎 のこと に應 W された ものと 兌え る。 燒 W の 

雉 チ 夜の^ 云々 の： おも ある。 禽徵で すら 子 を 保護す る、 人 1? は 子供の 敎 育に 就て 深く 心 を 用 ふべき 

こと は ぜロ ふ も 心で ある。 

敎 へ おきて 入りに し： ：！： のなかり せば 

如何で 心 を 西に 向け まし 

此の 欲 を 詠んだ 佛敎徒 は、 せ、 子 を 感化して 斯の 如く 道心 を萌 さしめ た。 ましてゃ±^.^^<;:は此の心 

0 1 切で なければ ならぬ。 

先日 出. f 一： 《に 行った とき、 或る 齒科醫 の 家に：^ つた。 、王/、 は 土地で 可な. = 成功して 15 る。 . ^だ 洗 禮 

を t.- けない が 世 では 之 を おと 看做して 居る ほど 斯 Q 道に m マむ である。 彼の 身の上^ はな かな 

か與 味が 深かった。 現在の S 住 地に il 紫して から 二十 幾年 目 かになる さう だが、 從 來の經 を考へ 

て、 今昔の 感に 堪えす、 緣故. 淺 からぬ. <r 々に 感謝の 意 を：！^ する が適當 であると 考 へて、 或る時 之 を 

： en- に會 して 懇ろに 感謝の 詞を 述べた。 就中： 牛來 非常に 親切に して 吳れた 藥屋廿 水に 向 ひて は n を 
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して 謝意 を 表して、 次の 如く 一一 一一 n つた。 

『贵殿 は 開業 以來 非常に 親切 にして 下さつ たが、 何故 斯く爲 られる の か^^た不思議に 思 つ て 居り ま 

す、 せ、 の理. S を 承知したい』。 

藥屋 『君が 初めて 開業した の は 小さい 家で あつたが、 折々 訪問した とき 目に 附 いたの は、 外に 出 

られ ると き必す 火鉢の 火に 灰 を 掛けたり、 乂は ランプの 心 を 細く するな ど、 細かに 用心して 居られ 

たこと であった。 これほど 着 實に愼 み 深く 行ら れる 以上 將來必 す 成功すべき 人で、 確かに 世話の 爲 

甲斐 も あらう と兑 込んだ からで ある』。 

齒科醫 『然ぅ 謂 ふ 次第で あるか 其れ は 全た く 世に なき 母のお 蔭に 過ぎない。 私 はせ つて 肋 膜 炎に 

褪 つたと き 駕籠に 乘ら なければ ならない ほどの 狀 態で 京都から 丹 波の 故 鄕に歸 つた。 ：H 、のとき 信心 

深い 母の 言 ふのに は、 『病氣 のた め 駕籠に 乘 つて 歸 ると 謂 ふの も 何 か 深い 意味の あるに 相違ない。 必 

す學 ぶべき 敎訓も あるで あらう。 之に 就けても お前 は 常に 勿體 なや、 有難 や、 罰が 當る、 南無 阿彌 

陀怫と 謂 ふこと を 忘れぬ やうに 心懸 くるが よい。 何でも もの を 粗末に して はならぬ ぞ よ』。 斯 くくれ 

ひ附 けられた のが 心に 徹して 遂に 何 ごと ももの を 徒然に しないと を 心 懸ける やうに なった。 

其れで 此の 土地に 開業した とき も、 *1 貝 殿の 目に 附 くやうな 習慣に もな つて 居た ので ある。 私の 成功 

に は 貴殿の 御 親切 も與 つて 餘程 力が あった。 然して 其れ は 結局 母の 信仰のお 蔭で ある』。 

a> の 信仰と 其の 子の 敎育 及び 成功との 間に 斯の 如き 密接な 關 係が ある。 


現代 敎^ の 欠陷は 人の 心に 有難い、 勿體 ない と 謂 ふ 感の少 くな つたこと である。 敎胄 のこと に關 

係す る 人た ち は、 如何にして 之 を 補 ふかと 苦心して、 神社に 對 する 敬禮を 獎勵 するな ど、 稲 々努 

力して 居る やう だ。 然し れ で眞實 の 有難 さが 了解せられ るので あらう か。 先刻 申し上げた 齒科醫 

が 敬虔の 念 を 養 はれた の も、 日來：！：^心深ぃ母の薰陶にょった事實でも知られるゃぅに、 信念の 深い 

親の 敎 がお もカ强 いもので あらう。 然し 子供 も 進歩す るから 何程 熱心に 昔 流の 拜 みな どを獎 めて 

も、 た^ 親の 威た ばかりで は 効 raK も簿 いこと であらう。 進歩に 伴った 道理 ある 宗敎を 以て 爲 ねば 家 

庭の 敎^ も 十分に 成 g を舉 ぐる こと は出來 まい。 親の 方に 堅 同なる 信仰と 篤い 敬虔の 念が あって、 

、れが 時代 迎れの ものでないなら ば、 家庭の 宗敎々 育 は 非常に 力 ある もので あらう。 

戰 前の 獨 逸に 於け る敎^ はお、 の 全部 所謂 軍國 主義の 精神に 支配 せられて 居た。 凡ての こと を戰爭 

-  け H 

本位で 計 &; もし 乂實行 もした。 盛んに 國家 主義、 團體 主義 を獎勵 して あまりに 個人主義 を 貶す やう 

な倾 向であった。 齊通敎 宵の 唱歌にまで 軍國 主義が 行 はれる と 謂ふ狀 態であった。 支那の 人 は 詩に 

興り、 禮に 立ち、 樂に 成る と 一一 111： つた。 音 樂の社 #； 秩序 や 家庭の 調和に 大 いなる 影響を及ぼす こと は 

想像 以上に^る であらう。 そこで i? 歌に は齊唱 合唱の 二 稲 類が ある さう だ。 合唱 は 多 稀 異樣の 音 を 

桀 めて 一 つの 謂べ とする ので、 侗 人的の 態度 を 振り 週す こと を控へ 目に し、 すべて 衆と & もに 協調 

して 進退す る こと を尙 ぶ。 叉 多數の 中に 混和って 居る ので あるから、 幾分 誤魔化し も 利く であら 

う。 此れ は 戰爭の 場合な どに 有利な 方法で ある。 個人と して は餘 り意氣 地の ない W でも、 大將の 命 
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令に 從 つて 衆と k もに 動く 場合に は、 隨分 役に立つ であらう。 戰爭は 合唱の 行り 方 を 用 ひねば なら 

ぬ。 其の 爲め であらう、 獨 逸の 小學校 では 合唱ば かり を 行ら せた。 戰 場に 有利な 習慣 を 作る に は、 

確かに 賢い 方法で あらう。 然し 萬 事 合唱 的に 偏して 進む と， 國が 遂に 滅亡に 導かれて 了 ふ。 齊唱で 

は 萬 事 個人的に 行る ので あるから 其 所に 不利益 も、 弊害 も 伴 はれる であらう。 然し 乂大 いなる 

長所 も あり、 人格の 發逹に は 一 に 於て 好い 結 3^ を も齎す ことが 出來 る。 例 すれば 齊唱 ならば 下手 

を 行る と、 直ぐ 露 はれる から 赤面せ ねばならぬ。 合唱 は 西洋の 諺に も 『群衆 は顏を 赤め ぬ』 と 言 ふ 

やうに、 無責任に 流れ：：：^ い。 ® だしき は 誤魔化しの 氣 分に も陷る であらう。 齊唱 合唱、 一長 一 短、 

せ、 の 感化 ©大 である。 其の 一 方に 偏す る 敎胄の 結 ra^ 寶に 恐るべき ものが ある。 ，獨 逸の 失敗が 心 ある 

もの  > 深く 慮るべき 其の 資例 であらう。 

學 校に 行 はれる こと は音樂 のみでない。 凡て 生徒の 氣風ゃ 品性に 甚大の 影響を及ぼす から、 其の 

敎師 や、 や！？ 宿舍の 監督な どの 責任 容易なら ぬ ものが ある。 其れに も 勝って 家庭の 敎 育の 中心た る 親 

の 责任大 いなる こと は 言 ふまで もない。 

斯の 如く 人の 親た る もの は 素より 擧 校に 從事 する もの は、 敎育上 感化 力 甚だ 大 にして、 順って 責 

任が 非常に 重い。 何れも 眞の愛 を 以て 其の 責任 を 全うせねば ならぬ。 此の 愛と 謂 ふに も 本能 的 自然 

的な のが 一方に あれば、 他の 方に は 合理的な ものが ある。 血統と 謂 ふ 理由で 愛する は 自然 的 本能 的 

である。 單 なる 血統に よらないで、 合理的 理智 的の 關 係から、 其の 責任 を負擔 する 愛の 作用 も あ 


る。 蓠の 親子 のみでな く、 義の關 係で も、 師 * の 問 柄で も、 敎育ゃ 感化に、 愛の 勢力 を 十分に 應 

川す る ことが 出來 る。 たと ひ 獨身ネ で、 己が 子 を 有った 經驗 のな くと も、 洗練した 愛 を 以てすれ 

ば、 H 责の 親子 ほどな、 或 ひ は Kff:: れ にも 勝る ほどの 感化 を 及ぼす こと も出來 るで あらう。 オウル 

ド，メ イドで も 此の方 而に 於け る 勢力と して は 支へ はない。 親に も 勝る 什 車 も出來 るで あらう。 

ひきうす 

『また 我 を 俗す る 此の 小さき もの、 一人 を 躓かす る もの は、 寧ろ 大 いなる 碾曰を 頭に 懸けられて 海 

に 投げ入れら れんかた 勝れり』 (fM?3 で、 若し 親が 子供の 敎 t を 誤り、 悪い 氣風 を傳 へる やうな 

ことがあったら、 碾臼 を^に 懸けられて 海の 深みに 投げ入れられた 方が 勝って 居る と 邪 穌は首 はれ 

た。 資に 恐ろしき 責任で ある。 吾ら の 勢力 範圍、 感化の 圈. 2： に屬 する もの、 爲 めに 如何なる こと を 

してお るか が^だ 重大な 問題に なって 來る。 ^!1然的關係、 義理の 關係 何れに もせよ 祌に對 する 責任 

として 爲 ねばならぬ 仕事が ある。 其の 成繽 如何ん。 何う 謂 ふ 感化 を 年少き 人た ちに 及ぼしつ、 ある 

か。 或 ひ は！ y: の兒 どもが； 小 行儀で あると 言って 心配 をして 居る。 然し 何 所から 斯る惡 結 ra^ は 出て 來 

たか。 51 から 無 花 2;- は 採れない。 何 か 仔細が あらう。 自分 は^に 惡 感化 を 及. ぼした 記憶がない。 た 

ビ f,;. 守 任せ、 幼稚園の 保姆 任せ、 家の tja 生や、 學 校の 先生の みに 托して 居た ので ある。 せ：： れで 責任 

力ない と考 へて る 人 も ある だら う。 叉 或 ひ は 毒に もなら す藥 にもなら す、 惡 いこと を敎 へす、 良 

いこと をも敎 へない と ふ 親 も ある やう だ。 殊に 宗敎に 就て は 全く 無 方針で、 何れの 宗敎 にも f;^ い 

て 居らぬ。 行くな りに 任せて 置く、 人生の 大方 針、 處 世の 道、 世界の 意味、 天の 父、 主 基督の 人格 
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などに 就きても、 何ら 意見 を も 趣味 を も 示さない。 此れら のこと に は無關 心で ある やうに 兒 どもに 

は 見える であらう。 病人 や 哀れな 人た ちに 對 して 何ん な氣 分を兒 どもの 前に 見せ 附 けて 居る か、 一 

向 頓着 をし ない。 惡 いこと を爲て 見せない 代りに、 良い R- をしても 見せぬ。 馬 太 傳第廿 五 章 一一： 十一 

以下 耶穌の 御言に 見 ゆる 厳しい 宜吿は 如何なる 人に 與 へられた ので あるか。 別段 惡し きこと を 行つ 

たもの どもで はない。 『食 はせ す、 飮 ませす、 宿らせす、 訪 はす』 の 種類に 屬 する 方針で、 結局 進ん 

で 積極的に 良い こと を爲 なかった もの どもで ある。 『誠になん ぢ らに吿 ぐ、 此 等の いと 小さき 一 人に 

爲さ ざり し は、 即ち 我に なさ 5>- りしな り』、 即ち 彼ら は爲 ざり し 人々 である。 彼ら は 横着であった。 

不注意であった。 怠慢であった。  . 

我 は 一粒で も惡ぃ 種を播 いた 覺 がない と斷言 する ことの 出來る 人が 世に あったならば、 其れ は實 

に 偉い 話で ある。 然し 一歩 を 讓り然 うだと しても、 若し 疊 みかけて、 然 らば 其の 代りに 如何なる 種 

を播 いたかと 質問され ると き、 答に 窮 しない 人 はよ も あるまい。 兒 どもの 敎育 をば ただ 舉校、 幼稚 

園、 敎會の 日曜 擧 校に 任せ 置き、 自ら は 何の 手出し もせす、 た 行くな りに 捨て置くならば、 之れ 

は 耶穌の 御言の 何 ごと も爲 ない ま， しで 了る 部類に 屬 する もので なから うか。 資に 恐るべき ことで あ 

る。 今朝 此 所に 日曜 舉校 生徒た ちの 家庭の 方々 をお 招きして、 ともに 學 びたいと 思 ふさが 即ち こ-' 

である。 兒 どもら を 日ぼ舉 校に 出される こと は である。 然し 進んで 自ら 信仰の 道に 入り 率先し 

て 敬虔の 德を實 現せられ、 其の 好い 感化 を 之に 與 へられる は 更に 結構な、 又 だ 大切な 責任で あら 


うと 忍 はれる。 現在 信仰 を 有って 居られる 方々 は 家庭に 於け る 言語 擧 動の 間に、 .m: 然 良い 種 を、 兒 

どもらの 心に 播き附 けられる やう 心 懸けられたい。 

或る人：！ I く 『私 は祌 のさ を兩 親の 口から は閲 かせられなかった けれど、 其の 日々 の 生活 振りに 於 

て、 親た ちが 確かに 耶穌と 篤い 關係を 有って 居る と 謂 ふこと を 認めざる を 得なかった』。 斯の 如く 親 

がサ 右し アブ ラ ハ ム の やうに 祌の 友で あると 謂 ふこと を 常に 感じさせられて 居た 子供 は、 たと ひ 成人 

の 後、 或は 1- 性的！ に陷 つたり、 人 も 無げ なる 擧動 を爲す やうに 至っても、 時として 父 や 母が 祌 

の 友であった こと を 思 ひ 出して、 道念 を 萌し、 心 を 神の 方に 向けさせられる 場合 も あるで あらう。 

であるから 惡ぃ 械を掭 かぬ だけに 滿 足せす、 進んで 良い 種を播 くやう にしたい。 然し 其の 方法 は 

llil と 注意 を 要する。 ^を 矯めて 牛 を 殺す 類の、 餘り 乙 せついて 機械的に 流れる 方 注 はよ くない。 無 

論 丁 ネ末滿 の 子供に 禁煙 を敎 へながら、 自ら は 少しも それ を寶 行し ない 敎 員の 如くであって はなら 

5 らお もて 

ない。 表 奥の ない 徹底した 良い 敎育 を實際 生活の 間に 施さねば ならぬ。 殊に 宗敎に 就て は 凡ゆる 良 

い 方法に より、 兒 どもらが 祌ゃ 基督と 近づきに なれる やうに 爲 向ける ことが 大切 だ。 書の 言 を 暗 

誦させ、 美 歌 を 歌 はせ るな ど 何れも 良い ことに 相違ない。 然し 事實に 於て 祌を 畏れ、 基督 を 愛し 

て、 ^界 何もの よりも 之 を 大切に 取り扱って 居る こと を、 自己の 生活に 於て 例證 し、 永遠の 生命 を 

C 几 どもらの 心に 萌 させ、 秀でさせ、 實ら せる ことが 最も 大切で ある。 一家 團築 和樂 して、 祌の 愛、 

人の 愛 を 基調に 合 する 家庭 や、 日曜 舉校 ほど 有力な 敎存 機關は あるまい。 2 九 Is 年 五月) 
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『あ X エホバよ、 顧く はわが 祈 をき  >-、 わが 號 呼に 耳 を かたぶけ たまへ。 わが 淚 をみ て默し たま 

-  たびびと  を S- ちち 

ふなかれ。 われ はなん ぢに 寄る 旅-おすべて わが 列 訊の ごとく 宿れる ものな り。 (詩 三 九の 1 二) 

主よ、 なん ぢ nz を さまして かれらが 像 を かろし めた ま はんとき は、 夢み し 人の E さめた るが ご 

とし。』 (同 七三の 二 〇) 

みか は  さむ  みん たち  .  . , 

『され ど われ は義 にあり て犁類 をみ、 目 覺る時 は 容光を もて 飽 足る こと をえん。』 (同 一七の  一 H0 

現 なし、 夢の やうで ある。 適此の^！ぉ味を悟って、 覺 めた 月日 を 送る もの も ある。 然し 多數は 

夢心地で、 所 IESe 生 夢 死の 境 にさ 迷って； 1_ ^る。 然し 何時までも 然 うは 行かぬ。 花の 散る. を 兑て驚 

かされ、 .11: ら 病に 照り 死に 近づく に 及びて、 何時までも 斯くて あると は出來 ぬ。 煙の やうに 消えね 

ばなら ぬと 觀 念し、 はじめて 夢の 覺 めた 心地になる もの も ある。 或は 人生の 出來 事に 觸れ、 測らす 

も祌 €{貧 在に 接する の 思が 起って、 IT 絶えぬ 光』 を 尋ねる やうな 氣 分になる もの も あちん 何れに して 

も 夢 を醒 される 機 會が來 るので ある。 此れ は 現在の 世界での であるが、 場合によって は 夢心地の 

ま、 で 死ぬ る もの も ある やう だ。 然し 枯木の 倒れる やうに 感覺 無く、 煩悶 もな しに 死んでも、 其れ 

限りで 了む もので はない。 然ぅ 行けば 心安く 死ぬ る fAi も 出来る であらう が、 然ぅ 巧く は 行かない。 

死んで から 目 を覺 されて 狼狠 へろ K1 も あらう。 然 うなろ と 幾ら 騷ぃ でも 間に合 はない。 卽 『、王よ な！ 


かたち 

んぢ目 を さまして かれらが 像 を かろし めた ま はんとき は 夢み し 人の 目 さめた るが 如し』。 之に 反し 世 

に 在って は 義に勵 み、 善に 努めた る 甲斐 もな く、 たビ 憂き 月日 を 送り、 時として 一大 道 是か非かと^ 

息 せざるをえない やうな HJ であった もの は、 恐ろしい 夢が 醒めて 見る と 豈-に 計らん 『され ど 我は義 

^ たち 

にあり て 架， 顔 をみ、 目 さむる とき 容光を もて 飽き 足る をえん』 で、 ^一  1 の 中に 目の さむる 場合 も 

あるで あらう。 斯の 如く 人の 覺醒 にも 其の 秫 類が ある。 少く とも 三 通りに 之 を 分つ ことが 出來 る。 

今！！：此の^^を試むべく思ひ着ぃたのは、 昨今の 新聞紙の (六月 上句) 記事 を娠 はして 居る 松 方 公 

の 死なれた ことから である。 彼 は 九十 歳の 長命 者であった。 また 子福者で もあった。 家門 繁昌、 身 

は 榮逮を 思 ふま- -に 遂げ 得た 人であった。 世間で は 福 德壽を 全うした 偉人 だと 稱讃 して 居る。 寳に 

目 出たい 生涯で あらう。 福 德壽を 全うした と 言 ふに も强 ひて 反對 をす る 必要がない。 然し 之と 同時 

に 人生 夢の 如しと 謂 ふ感を 促されざる を 得ない。 眞 面目な 人 は 誰でも、 此の 目 出たい 生涯の 終焉に 

對 して は、 泡沫 夢幻 の 感を禁 す る ことが 出來ぬ であらう。 

先 n 和歌 山城 內で五 百年 を經 過した と 謂 はれる 楠の 大木 を 見た。 其の 幹の 大きさと 言 ひ、 枝の 繁り 

と 一一 一一 ：！ ひ 1^3: に 盛んな ものである。 それ を 眺めて 深い 思 を 促された。 木 は靑々 として 五 百年の 間榮 えて 

來 たが、 酋て その 下 を 通った 城主 德川 賴宜を はじめ 其の 他の 人々 や、 歷史に 名 を 遣した 安藤 冗 次、 由 

井： 止 gl など は 何うな つた か。 傳 道の 書に は 『世 は 去り 世は來 る』 と ある。 人 は 生れて 死ぬ る。 斯くて 

世 は 新陳代謝す るので ある。 然し 彼が 踏んだ 地面の みは 永く 變ら ない。 此の 點に 於て は 萬 物の 靈長 
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たる.^ ま、 路傍の 石ころに も 及ばない。 實に 夢の 世の中で ある。 人生の はかな さ を 感ぜざる を 得ない。 

ー體 人の 死に は 何ん な 意味が あるで あらう。 死 は 永眠で あると も 首 はれて 居る。 永眠と ふ詞は 

基 赞敎が 日本に 入って 來 てから 流行した ものの やうに 思 はれる。 然し 基督教の 信仰から 言へば 永眠 

は餘り 好ましくない。 束の間の 眠りなら ばい ざ 知らす、 永き 眠りで は 困った ものである。 故に 吾ら 

は 此の 詞を 忌まねば ならぬ。 永の 字 を 除いて 眠りの 一字 だけ 用 ふるならば 逮書 にも 適って 居る。 然 

し單に 死と 謂 ふと 當 りが 酷くて、 何となく 氣味 惡く感 する ので、 もっと 柔 かい 言 ひ 方 を 望む 氣持も 

ある やう だ。 中には 活動の 世界に 厭き、 佛 者の 所謂 涅槃の 如き を 理想と して、 人の 死 を 安眠に 等し 

ハ ものであると 觀じ、 之に 眠の 語 を 適用す るに 至った もの も あらう。 然し 何れにしても 眠り だから 

と つて、 餘り 安心 は出來 ない。 時として は惡 夢に 襲 はれて 冷汗 を 流す.^ も ある。 たと ひ 睡眠 中で 

あっても 人の 靈魂は 其の 活動 を 止めない。 近來 心理 擧者は 夢 に 就いて 面白い 說 を 立て.^ 居る やうで 

ある。 昔し も 司. 馬 溫公は 夢で 自己の 品性-の 進歩 を 量った と 聞く。 夢 は 五 職の 疲勞 とも 一一 目 はれて 居た 

が、 心现舉 上の 所謂 潜在意識が 夢と なって 現 はれる J も繼 ある。 睡眠 中に 心は不 m 心議な 活動 を爲す 

ので あるから、 眠り も餘り 安心 は出來 ない。 よく 考 へて 見たら、 其の 中には 反って 恐し. S 意味 さへ 

含まれて 居る K1 を 認 める であらう。 

殊に 祌が 眠りから 醒められ ると は實に 不思議な 話で ある。 然し そこに 語弊 も あるが、 支那 人の 所 

謂 『人 鋭って 天に 勝ち、 天 定まって 人に 勝つ』 と 謂 ふ 意味に もなる であらう。 實に 浮世 は 玉石 混合 


がた ち 

である。 在り 狀 のま \ で 居られる ところ を觀 ると 宛 も祌が 眠り 酣で 居られる では あるまい かと 怪し 

まれる。 人間 は 共れ を 好い さに し、 隙に 乘 じて 勝手 氣ま& に 振舞って 居る。 誰 憚らす 惡事を 行って 

平氣 である。 天國は 、王 人の 旅行 中に 於け る やうな ものであると 耶穌は 一 百 はれた。 留守して 居る 連中 

は 所謂 鬼の 居ない 內の洗 滞で、 好い 氣 になって 居る。 宛 も 神が 不在 中で あるかの 如く、 人 勝乎氣 

ままに 行って 居る。 然し 其れ は 犬い なろ 問逮 ひで ある。 祌は陲 み 給 ふこと なく、 萬 事 をよ く 見て 居 

られ る。 成程 形の 上で は 然ぅも 見えぬ であらう が、 所謂 『天 定まって』 必す 物事の 黑 白の 判然る と 

きが 來る。 無暗な tj を 行って 平 氣な顔 をして ゐる 連中 も、 終に 浮世の 夢 さめ、 居ても 立っても 居ら 

かたち 

れ ない ほどの 恐し いとき が來 る。 祌 『目 を さまして 彼らが 像 を かろし めた ま はんとき、 夢み し 人の 

目 さめた るが ごとし』。 卽ち 此れで ある。 

『像』 と 謂 ふ 意味 を 或る 解釋者 は、 た^ 幻を畫 いて 醉生夢 死に 世 を 過す 人が、 その 化の 皮 を剝が 

まどろ 

れ、 ：4=- 體を 暴露され る KJ だと 說 いて 居る。 人の 世の 歷史に は、 形の 上に 於て は祌が 睡んで 居られる 

やうに も 思 はれる 場面 も あらう が、 宛 も 神が 俄然と 起き 上られた かの 如く、 忽ち 萬 事が 定まって、 

事の 落着 を 告げる 結 菜になる ので ある。 此れ は 決して な 話で はない。 歷史 を讀ん でも、 己が 經驗 

きまり 

に訴 へても、 神 は必す 物事の 結末 を 着けられ ると 謂 ふこと を覺ら される。 國の與 亡 も、 人の 身の上 

の ti 々な 出來 事も然 うだが、 就中 最も 適切な 場合 は 死で ある。 現世で 馬鹿 を盡 した こと も、 勝手 氣 

ま、 に 行った こと も、 死後 必， f 隱す ところな く 暴露され るに 決って 居る。 昨年 九月 三日 船で 横濱に 
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着き、 其れから 隨分難 儘して 東京に 迎り 着いた。 燒け 跡の 狀態 は、 今 之 を 口にする も 苦しい ほどで 

まるはだか  そ 

あった。 横 はって 居る 多くの 死骸 は、 悉く 赤裸で、 二目と は 見られぬ 悲 慘な狀 態であった。 然んな 

人た ち は 平常 何ん な 着物 を 着て 居た であらう か。 隨分 立派に 着飾って 居た もの もあった に 違 ひない 

が、 今 は 銜る醜 顺ぃ容 子で 横 はって 居る。 然し 大震 大火に 遭って 死んだ 人の みで はなから う。 人の 

成り行き はみ な 斯うなければ ならぬ。 其れが この 詩の 意味で ある。 

人 死 すれば， 誰も 一 一目と 見られない 狀 態に 陷ら ねばならぬ。 生きて 居る とき 馬鹿 を盡 した こと も、 

穴 H: 中に 樓閣. V 築いた こと も、 汚れた 生活 を爲 した Hi も、 悉く 暴露され る。 貪り は 偶像 を拜 むこと で 

あろと バウ 0 は 言った。 吾ら は眞の 神を拜 むと 謂 ひながら、 案外 偶像 禮拜 者で あつたの を 露され 

るか も 知れない。 人の 死は祌 のめさめ で、 物事の 眞 相が 露 はされ る 時で ある。 人の 死は然 うい ふ 結 

果を齎 すで あらう。 吾ら は 死の 意味 を 了解し、 之に 對 して 世間の 人と 逮 つた 考を 持ちたい。 ^間の 

しに はぢ 

人の 言 ふの は 極く 淺薄 であるが、 もっと 深い 意味に 於て 死^ を 曝さぬ やうに 爲 ねばならぬ。 神が 

め さめられ、 浮世の 夢 もさめ 來る とき、 てんて こ 舞 ひを爲 ないやう 今にお いて 用心す るが 大切で あ 

る。 松 方 公が 福 德壽を 全うされ たこと を、 齊 通の 意味で 目 出たがって 居る とき、 また 此の 一大事の 

あ る こと を 忘れて はなら な い 0 

人生 は 無常迅速、 宛 も 旅人が 山川 を 通過す るが 如く、 陽炎 か稻妻 か、 或 ひ は 草葉の 露の 如く 情無 

い 心地が する。 常な き 夢の 世に 在りても、 良い 種類の 醒め かた も ある。 『され ど われ は義 によりて 聖 


みん たち 

n ざむ ろと き 容光を もて 飽き：： 止ろ こと ヒ えん』。 『目 さめる とき』 と 謂 ふ 意味 は精祌 上の s^:: 

^にも 取れる。 n 己の 死に 面したり、 或 ひ は 親しき もの、 世 を 去る に 遭 ひ、 はじめて 夢心地 覺 めて 

神 を識り 其の 在 を 認める やうに なろ 人 も ある。 

或 ひ は 之 を 死後の 經驗と 解す ろ こと も出來 やう。 成 人に 取って は 死 ほど tf 念な こと はない。 悔 

もっとも  まビろ 

むの も 道 である。 誰でも 死 を 悲しまざる. V 得ない。 然し 死は暫 らくの 睡み である。 覺 むれば 今まで 

まさ  みすが た  よろこび 

に 勝って 祌. のこと がよく 1- るので ある。 祌の美 はしき 容 光に 飽き 足る こと を 得て、 りの ない ま"" 悦 

に 入ろ ことが 出來 る。 眞の 信仰 を 有ち、 虔み 深く 暮 して 行く ものに は 必す斯 の 如く 目 さむる ときが 

あるに 相逮 ない。 

自分の 死 も 他人の 死 も、 之^v信仰にょって解釋すろと、 一 つに は 歎く が、 二つに は 大いに 慰められ 

る K 一が 出來 る。 死 は 一面 顿も しいと ころも ある。 頼もしき 死に 方が 出来れば 實に 結構で ある。 此の 

幸福 はた ビ死 ぬろ 場合に のみ 與 へられる ので はない。 健 魔に 暮す 間に も與 へられる。 『われ は 汝に寄 

たびびと  もや たち  か- * り <\ ど 

る 旅客す ベて 列祖の 如く 宿れる ものな り』。 寄る と は 寄留す K>KJ であ ス。 揭人 となって 居ろ Hi であ 

る。 人生 は不 な 旅の {4- である。 何だか 物足りない。 心細くて 何事に も氣を 置く やうな 心地 もす 

る。 このま- r の萬歲 では 困る であらう。 人生 決してい つまで も 此の ま& ではない。 指して 行く 故鄕 

が ある。 とぼ- と 歩く 不自. H な 旅で は あるが、 吾 を 助く る 保護者 も ある。 凡て を贿 つて 下さる 誇き 

どうざよ- 5 

主人 も ある。 ！^^：らは斯ろ善き主人の家に逗留して居るのでぁる。 之 を 國巡禮 に 常て 5^ むれば 同行 

如何に！： 覺 むる や  五八 七 


如何に In 覺む もや  五八 八 

！ bf や 


二人の 意味に もなる。 神に 寄り、 之と 伴れ 立って 旅行して 居る ので ある。 實に 天地 は 逆旅で ある。 

然し われ は祌に 寄る 『旅客』 である。 旅行 も 安心で ある。 終に は 吾を迎 ふべき 故鄕の 家が ある。 

讚美歌 第二 百 二十 一の 最後の 一節、  - 

とこし への あけぼのと なりな ば 

世に て なごりおし くも わかれし 

ともの かビ やく かほ は ゑみつ \ 

. われ をむ かへん 

此れ 卽ち 基督 敎の 死の 觀 かたで ある。 死 は 其れ ほど 深： S 意味の ものである。 目 さめ 方 一 つで は 先 

1  刻說 いたやうな 恐し いこと にもなる し、 他の 一方 信仰の 方面から 解釋 すれば、 斯の 歌の 如く 輝かし 

い 王に 充ち たもので ある。 夢の 世に も 利益になる ことが 多く ある。 其れで 覺醒を 促される。 若し 

死が 無くて、 みなこの ま \ 萬 歳であった ならば 何う であらう か。 之を眞 面目に 考へ ると、 萬 歳な ど 

おとこ 

と は なかなか 言 へ ろ ものであるまい。 成程 生命 長ければ 恥 多し と 11 目った 漢の考 へ 方は淺 薄で あ つ 

た。 然し 最も 眞 面目な、 虔み 深い 考へ 方から しても 同じ やうに も 1! 一一 口 ふこと が 出来よう。 是が 吾ら の 

死生 觀 である。 何う か斯 くの 如く 死 を 解したい。 武士道の 極意 は 常に 死 を 忘れぬ ことで ある。 吾ら 

は 武士道 以上の 深い 意味に 於て 常に 死を考 へねば ならぬ。 之に 暗示され、 警告され、 慰められ、 勵 

されて、 健全な 良い 生活 を 送りたい ものである。  (一九二  s 年 八 S 
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咋夜靑 年會の 集りに 活ける 基督の 話が 出た。 事柄が 重大で も あり， 話 も 有益であった やうに 思 は 

れる。 今朝の 說敎 にも、 同じ 題目 を 選ぶ ことにした。 

此れ は 曾つ て此 の It 壇から 紹介した ことの ある 話 だが， リビ ング ス ト ン暗黑 大陸の 探險 旅行 中， 

危難と 困苦と に陷り * 進退 谷って、 折角 志して 來た 旅行の 方針 を此 所に 全く 放棄せ ねばなる まい か 

と 思案に 暮れて I® た。 其のと き 測らす も 『我れ 世の 終まで 汝らと 偕に 在るな り』 と 耶穌の 仰せられ 

た tj を 憶 ひ 出した" 此れ は少 くと も 紳士の 一 首で ある。 其の 反古になる 氣遣ひ は あるまい と 思 はれ 

ると 首って、 忽ち 心 を 取り直し、 大膽に 旅行 を績 けて 終に 目的地に 達する こと を 得た。. また 或ると 

き^だしく 行き 惱んで 途方に 暮れた 場合に、 彼 は 讃美歌 三 〇 二の 數節を 口吟んで 慰安と sir 氣 とを與 

ル へられた と 謂 ふこと が 其の 紀行に 出で 居る。 此の 讚美歌 は 中 世紀の 神秘 者で 信仰の 德 甚だ 高き 聖 

べナ ルドの 作で ある。 

I 心に 思 ふさへ たのしき 主の みか ほ あ ふぎ 見ば いかに あるらん 

, ■ 直面す る 基 S  五八 九 
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二 わ 力す くひぬ しの 御名に まさる うる はしき うた を たれ かうた はし 

三 くやめる こ \ ろの のぞみに して したが ひゆく 身の よろこび なり 

四 そのいつ くしみ を しれる ものの いみ じき さい は ひなに \ たと へし 

五 主 こそ ならびなき わがた のしみ とこ 世に さか ゆる さかえ なれ fc^ 

『みか ほ を あ ふぎ 兑ば いかに あるらん』 では まだ 其 所まで 進んで 居らない 意味と なるやう である。 

然しべ ルナ ル ドの原 歌 は 確かに 直面して 主 耶穌を 見上げた 寳驗を 詠 じたので ある。 耶穌の こと を 念 

する だけで も樂 しさが 胸 一 杯で ある もの を、 目の あたり 見上げる 段になる と 其の 嬉し さ實に 名狀す 

ベから ざる ものが ある。 今朝 或る人に 相談した ところ， 此所は 寧ろ 『心に 思 ふさへ 樂 しき 主の， み 

かほ あ ふぎ 見て 嬉しき かな』 とした 方が 宜 からう と 首 は た。 

『くやめる こ、 ろの、 のぞみに してした が ひゆく 身の よろこび なり』 罪 を 感じて 良心の 呵責に 苦し 

む 者に は 唯 主耶穌 のみが 希望の 綱で ある。 『したが ひ 行く 身』 と ある は 主 耶穌の 恩寵に つ いて 其の 實 

驗 未だ 深い 所まで 到って ない ときの 心 持で あらう〕 斯の 如く、 干： 耶穌を 慕 ひつ V 焦れ 行く もの は、 ふ 

すお 棄 てに はならない。 1 莨に 頼もしい さ である。 然し 親しく 耶穌に 接觸し * 其の 救 を 身に 經驗 した 

ときの 喜び は 筆に も 舌に も 表 はすこと が 出来ない。 身に 泌々 と 耶穌の 愛 を實驗 して 居る もので ない 

と 之 を 知る さ が 出来ない ので ある。 四 節の 『そのいつ くしみ を、 しれる ものの 云々』 は 此の 童ぶ 

である。 三 節と 對 照して 感輿愈 深き を覺 える。 とにかく 日本 譯 では 物足りない。 ベレナ レドの 歌 は 


き は， の斯 如き カを與 へられ、 人に も大 いなる 感化 を 及ばす ことが 出來 る。 バウ a の やうな 迫害 

其れ どころ でな く， もっと 意味の 深い 適切な ものである。 

次に 紹介す るの は ステパ ノの 臨終の 實驗 である 『人々 此れら の 1 目 を 聞きて 心 怒に 充ち 切齒 しつ 、 

ステ。 ハノに 向 ふ。 ステ パノは 靈 にて 滿 され 天に 目 を 注ぎ • 祌の榮 光 i  、び 耶穌の 神の 右に 立ちた ま 

ふ を 兑て首 ふ， 視ょ、 われ 天 II けて 人の子の 祌の 右に 立ち 給 ふを晃 る。 爲に 彼ら 大聲に 叫びつ.， 耳 

を 掩ひ心 を 一つに して 驅け火 5 り * ステ。 ハノを 町より 逐 ひいだ し， 石に て擊 てり。 證 人ら 衣 を ナウ 口 

と 謂 ふ S 者の 足下に： ぬけり 斯て 彼らが ステ。 ハノを 石に て擊 てると き、 ス テパノ 叫びて 11  一口 ふ、 主耶穌 

よ 我が 鶴 を 受けた まへ， また、 跪きて 聲大 に、 主よ この 罪 を 彼らに 負 はせ 給 ふな， と 呼 はる- 斯く 

首 ひて 眠に 就けり』 (Mf^fs の)。 

石维 ちの 刑 を 行 ふとき は， 先づ 城外に 引き出し， 人の 丈 約 二倍 高さの 岩の ヒ から 之 を 突き落し、 

一 一人して 抱へ 得る 位の 石 を 其の上に 轉 し 落し、 其れ を 合圖に 手に/ i\ 石 を 投げて 擊ち 殺す のが 常習 

であった と 11  一口 ふ。 今し も ステ。 ハノは 上から 突き落された 瞬間で あつたか， 或 ひ は 大きな 石が 其の 身 

體の 上に 轉 された 途端であった か， 何れと も 1 目へ ない が、 彼 は 『主 耶穌 よ， 我が 靈を 受けた まへ』 

と 祈った。 此れより 前 法廷に 於て 『天 開け 人の子 祌の 右に 立ち 給 ふ を 見』 たので ある。 此の ±^ 督に 

向って 斯る極 どい に、 あの 祈 を 捧げて 死も實 に 眠る やうであった。 此れ は 先日の 震災 紀念 禮拜に 

も說 いた Hi である。 彼が 臨終に 斯く 祈った 結艰 であった らう。 ，i> ゥ： 1、 後の。 ハウ 。は 終に 心 を飜し 
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て 基督 を 信すべく 導かる- r に 至った。 基督の 現在 せられる HJ* 其の 感化、 其の 恩寵な ど を經驗 する 

者 も 此れが 爲 めに 基督 ひ 弟子と なる に 至った。 不思議な ことで ある。 

斯く 導かれた パゥ nl, 後年 羅 馬に 囚れの 身と なり， 彼が 獅子とまで 批評した 暴君 ネロの 命令の 下 

に 殺さるべき 日 も 間近 かにな つて 居た。 此のと き 彼 は 『我 始の辯 明のと き • 誰も 我 を 助けす、 みな 

我を棄 てたり， 願く はこの 罪の 彼 < ^に歸 せ ざらん こと をい され ど 主 われと 偕に 在して 我を强 めた ま 

へり。 これ 我に よりて 宣教の 全うせられ， 凡ての 異邦人の これ を 聞かん 爲 なり。 而 して 我 は 獅子の. 

口-より 救 ひ 出されたり』 ハ 1?|)。 昨夜 青年 |l の 人た ちと 共に 歌った やうに、 『友と いふ 友 はなき に 

たケひ  /  ともしび 

あらね ど， 類 も あらぬ は 主なる 耶穌 きみ』 である。 故に 其の 生命 宛 も 風前の 燈 火に 等しき パゥ n は 

主 耶穌の 偕に います こと を覺 えて 力付けられ たので ある。 

斯の やうな 信仰 上の 經驗 は惡 くす ると 雲 を撊む やうな 話と も 聞え るで あらう。 痴人 夢を談 する に 

あらす やと 疑 ふ もの も あるか 知れない。 活ける 基督 を經驗 する さ は 決して 樂 でない。 然し 其の 樂で 

ない 所に 妙味 も ある。 心此 所に 在ら ざれば 見れ ども 見えす。 聞け ども 聞え す. の 道理で、 味の 深い/ a 

とになる と 必す然 うだ。 心無く しても 見える やうな もの は 碌な ものであるまい。 大自然の 妙味が 同 

じこと で 心無き もの に は 到底 是に氣 付く こと も出來 ない。 『自然界 を 見る は舊き 友の 顏を 見る やうな 

心地す』 と 或る人 は 1 目った。， 人間 至る所 自然の 妙味に 接する 機 會が與 へられて 居る。 郊外の 天地の 

みで はない。 城內， にも 其れが ある。 然し 其の 妙味 を 知って 居る 人 は 甚だ 少ぃ。 詩人の 句 や 畫ェの 刷 


毛 や 第の 跡に やっと 共の 妙味に 氣 付く のが 並 H 通で、 ： 牛 生 は 何の 氣 なしに 之 を 看過し にして IH? る。 此 

の 根 失 を 免れる には餘 程の 修養 を 要する。 のない 沒 趣味 漢は 到底 共れ に氣 付く さも 出來 ないで あ 

らう。 或 ひ は定り 文句の 辦令 ではなく、 本當に 『何にも 有りません』 と §ii ふ 御 馳定に 招かれた やう 

な氣 もす るで あらう。 靈界に 於け るべ ル ナ ルド ゃパ ゥ D は 自然界に 於け る 文 藝の逹 人と 同様な 什^ 

をして CJ^ れる。 #1： 通の 人が 詩ゃ畫 によって 自然界の 妙味に 氣 付かされて 今更の やうに 感 する 如く、 

吾ら もべ ルナ ルドの 歌 や。 ハウ 口の 首な ど を 讀んで i 莨に もと 首肯き、 や \ 其の 御 惠の 一端 を 味 ふこと 

も出來 るので ある。 信仰の 精練 を經、 體驗が 熟して 翳 的 趣味の 深くな つた 場合 始めて 其い 督の 活ける 

-wi 在と 共の 恩 IB とが 鮮明に なって 來る。 從 來の經 驗に訴 へ、 とても 出來 ない 相談で あると して 之 を 

m 心 ひ 衆 てること は 大變な 逮ひ である。 せめて は iS ベ ルナ ルドの 所謂 『くやめる 心の のぞみに し 

て、 したが ひ 行く 身の よろこび なり』 と 謂 ふ ほどの 仲 に はなりたい ものである。 たと ひ 自然界の 

に 就い て 詩人 ゃ畫 ェ の やうに 妙味 を 解す る こ と は 得す とも、 彼ら の 歌 ゃ畫を 味 ふぶ； を 學ば ん と 

心 懸け、 時として は 何 所が 面白い ので あるかと 恥し さう に 質問したり、 上野の 展覽 余：： などに 幾度 か 

足 を 運ぶ やうに なって 居る 人た ち は、 耶穌 のお 首に 『神の！： を 去る こと 遠から す』 と ある 種類に^ 

する ものである" 未だ 共の 堂に は 入らす ともまん 更らの 門外漢と は 遠 ふところが ある。 『求めよ 

さらば 與 へられ、 尋ねよ さらば 見出さん、 門 を 叩け よさら ば 開かれん』 と 首 はれた お 約^ は 確 〔れで 

ある。 志 を 保って、 修養 一 りなく ば 何人も 必す 活ける 甚督に 直面す るの 歡 喜に 充 される であらう。 
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此の ことに 就いて 此 所に 二つの こと を 述べて 置きたい。 

第 一 主耶穌 基督 は 吾ら の 密室に 於て、 事務室に 於て、 病床に 於いて 其 他 如何なる ところ にても 

吾ら と 偕に 現在して 居らるべき 普の 御 方で ある。 本 來然か あるべき 道理の 御 方で ある。 古しへの 聖 

扱！： や 英雄、 例 すれば 支那の 孔子、 或 ひは餘 りと 思 ふ ほど、 或る 方面の 人た ちに 偉がられて 居る 乃 木 

希 典の やうな 人物に 對 して は、 とても 彼らが 何 所に も 現在して 居る ものと 考 へる 譯に 行かない。 法 

身、 化身、 應身 などと 一 W つて、 釋迴 ならば 然ぅ謂 ふこと も あり 得る やうに 怫 者のお 經 には說 いて あ 

る， E だが 此れ も沾 きた 信仰と して 資際行 はれて 居る か覺 束ない。 況ん ゃ釋遞 にも 及ばぬ 聖賢 や 俊傑 

は 後世の すべての 人と 偕に 現在し 得る ものと は 想像す る ことが 難 かしから う。 然んな こと を 3 妈顏で 

言 ふの も 妙に 聞 ゆる かも 知れない。 野暮な こと をと 笑 ふ 人 も あるで あらう。 若し 耶穌が 此れら と 同 

じ やうな 人物であった とすれば、 リビ ング スト ンゃ聖 ベ ルナ ルドの やうに 之 を 取り扱 ふこと を 躊路 

す K> であらう。 然し 若し 本當に 基督が. 聖書に 說 かれ、 確かな 根據を 有す >0 信仰に よって 認められて 

居る やうな 御 方であった とするならば、 斯の 如く 現在せられ るの が常然 で、 豫 てより 然か 期待 せら 

るべき はすで あらう。 だから 吾ら は 先 づ耶穌 の 人格から 考 へて 行かなければ ならぬ。 此の 席に 居ら 

れる詣 ifp は 旣に之 を 祌の獨 り 子で 普通の 人 ではない と 信じて 居られる。 十字架 上 一度 は 死なれた 


が 墓の e: を 破って、 死？ 9 の 巾より 起ち 上り、 新たなる、 眞に祌 * しき 狀 態の 生活に 進まれた と 認め 

て 居られる。 キ： はすべ て 之 を 信す る ものと m 《-を 通 はせ、 喜 戚を 共に して 居られ ものと E 心 ひ 込んで 

nig ろに 遠 ひない。 之に 向って 祈 を もす る ほどで ある。 若し 主耶穌 が斯く 認められ、 斯く It" 仰せられ 

ズ っ御 方であるなら ば 活ける ル i 赞 として 吾ら. V： 偕に 現在して 居られる と 一一 n つても 別段 怪しむ ところ は 

なから う。 此の 人に して 此の 事 ありで、 何の 不 E 心議も 無い 迸理 である。 通常の 人に 就いて 然んな こ 

と を (H へばと て、 誰も 眞に 受ける もの は 無から. う。 なか，^ 眞實と は m 心 はれまい。 然し 歴 おに 現 は 

れた 耶穌、 信仰の 對 照と なられて 居る 主 基督に 就いては 本 來然か あるべき 道理と 解して、 吾ら が實 

^其 の 經 驗を有 つて 居らぬ のが 不思議になる であらう。 

一 一  所で^„!^;:^<;の體驗に於ては北ハが如何なる事實になって居るか。 昔から 彼らの 體驗は 此の 期 

ひ：：をー^^-切って居らぬ。 i#: 督者は 一 人々 々多少 此の 經驗を 有って 居らねば ならぬ。 事！： ：3： に 於て 之を體 

驗 したと 意識 せられる 場合 も 各自の 身の上に 於て 決して 少く あるまい。 其れに バウ, - や ベルナル ド 

.の如き聖^<?のぎ.驗ゃ、 謂 美 歌に 表 はれて 居る 信仰生活の 事實 などと 對 照し 来らば、 彼れ 此れ 相俟っ 

てまに もと m.- はせられ ざる を^ない やう になる。 

如何なる 場合に 斯の 如く 活ける 基督に 接觸 すると 謂ふ體 驗を爲 すので あるか。 卯の 淵に 沈んだ 身 

が 愛の 架 手に 引き上げられた 經驗が かで ある 場合 や、 巳が 口 £ 性の 下劣なる を^み て、 鷄 の^かぬ 

前に 三た び、 を 知ら やとき "つた シ モン • ぺテ n が 耶穌の 一 顧に 胸 を 1： された やうに、 悔改の 涙に 咽 
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び、 或 ひ は 誘惑 や 苦痛と 戰 つて 意 氣銷 沈して 居る の を、 『勇め、 心安 かれ』 と 呼び 給 ふ 主の 御 聲に勵 

まされた ときの 如き、 吾ら は 親しく 某督キ 接觸 する こと を 感得 させられる。 バウ 0 は 我 つて 某督 

に捉 へられた ので あると 首って 居る。 斯る 機會は 基督が 問 近に 現在して 居られる。 顔と 額と 相 見、 

身と 身と が觸れ 合って 居る やうな 氣 がする。 斯る場 八！： 某： 督は 吾ら の 鍵 魂の 底まで も 見 透して 居られ i 

る やうな 氣 がする。 其の 御 批評 心の 機微 を 穿つ。 人格が 赤裸に された 心地す る。 ぺテ。 の やうに 『汝ー 

我 を 愛する か』 と 問 ふ 御聲を 聞きて 『汝 知らざる なし』 と 言 ふ ほか 無き やうに 感する 。『汝 の 罪 赦さー 

れ たり、 安らかに 行け』 と 仰せられる 御 首 骨髓に 徹し、 主の 御手の 旣に 此の 靈 魂に 觸れ、 親しく 重 

荷 を 取り除かれ たと 覺 えて 感淚に 咽ぶ。 ラザ ti の 死んだ とき、 マルタと マリヤと をべ ター ーャに 訪れ 一 

られ たやう に、 今 も 主 耶穌は 愛する ものに 死なれて 悲哀に 沈. み 居る もの を惠み 深く 取り扱 はれる。 

先日の 祈り 会 n にも 報告した ことで あるが、 此の 稗 其の 愛する 妻 を 失って 重ねく の 不幸に、 寂し さ 

遣 方な からう と 思 ひ 遣られる 細合吉 次郞 氏、 今 大森 敎龠々 堂に 於て 其の 葬式 を營 まれる 芳尾里 一 

能 子の 母 刀自、 其の 他 去年の 今ごろ 愛する ものに 死なれた 記憶 を 有って 居る 人た ちの 如き、 ベター 一 

ャ の 家庭と 同じ やうに 主を迎 へた 體驗 切なる ものが あらう。  ，  一 

活ける 基督の こと は斯の 如く 道理と 實驗と 照し 合って だ確實 な信樂 である。 念す るの みで もい： 

み かほ  „ 

と樂 しき を 主と 直面して 親しく 其の 聖顏を 仰ぐ 嬉し さ 如何ば かりで あるか。 2 九 11 四 年 1 0  Ho 


. s 督のス ティ グマタ 

『今よ リ のち 誰も 我を烦 はすな、 我は耶穌の印を身にぉびたるなw^』(ガラテャ書六の 一 七) 

バウ n が 断う 云った の は 多分 紀元 五十六 七 年の 頃で、 年齢 は 五十二 三位であった であらう。 甫め 

て基^^を信じてから旣にニ十幾年、 激戰 奪閱、 共の 生活に 波 湖 も 多かった。 彼 は元來 パリ サイで、 

終サ^^の中に^^ばェも高く、 闽會に 議席 を も 有して. 居たら しく、 其の 志 を 成す に 於て、 最も 利益 ある 地 

位 をい：： め 5；：： て、 隨分 1^ まれる ほどであった らう。 其れが 飜 つて かに 基督 者と なった 爲め從 來の履 

膀を すべて 枠に 振った のみなら す、 上からの 情み を 受け、 周圍 から は壓 迫され る やうに なり、 キリ 

キヤの タル ソに 於て 家柄であった 實 家との. 關係も ^だ 都合 悪くな つて 來た。 之に 加へ、 同じ 道の 人 

たちとの 關係も 冏！^ に 行かなかった。 其れは彼が^^；^ら基督と其の十字架とにょって救はれると謂ふ 

福 一： 竹 を， 泡まで、 干" 張し、 ユダヤ人の 满 文ゃ禮 式に 重き を 置かなかった ので I 部 i< 上督 者から 非常なる 反 

對を受 けた わけで ある。 彼が 世界的の 基督教 をカ說 し、 恩寵の 福 一 背 を 高調した のが 憎まれる 原因と 

. なった ので ある。 反 對者は 彼の 說く ところ を 非難し、 人身 攻乘を も 放てす る やうに なり、 桥幼 こく 

その 仕赛の 邪魔 をした。 其の 至る所に 網 を 張り、 彼 を 引つ 懸けて K れんと 試みて 居た。 バウ a の 方 
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でも 默 つて は 居す、 口に 筆に 論戰に 心， i を 注い. だので ある。 ガ ラテャ 書の 書かれた の も 之が 爲め 

で、 彼が 如何に 正しき 信仰の 爲 めに 岡つ たかを 見る ことが 出來 る。 

斯の 如く 內憂 外患 交々 至る と 謂 ふ 事情で あつたが、 外部からの 迫害 は ユダヤ人の 方面から 來 たの 

みならす、 異邦人の 手に よって 齊 めら れ たこと も 頗る 多く、 殘 酷に 取り扱 はれた こと も 決して 稀で 

なかった。 

断の 如くして 二十 幾年の 久しき を經 たが、 反對者 はな かく 手を綏 めない。 人れ かへ 人れ かへ 乎 

段 を l^ii して 執念く 之 を攻擊 して 居た。 それで バウ II は 『今よ ひの ち 誰も 我 を 煩 はすな。 我 は 耶穌の 

印 を 身に 佩びたり』 とま を 吐く やうな 一語. >y 漏す に 至った ので ある。 其の 意味 を 察する に、 蓋し 次 

の 如くで あらう。 旣に 今迄 種々 な 目に も 遭った。 もう 澤山 であらう。 好い加減に 休めて 吳れ ぬかと 

言った 意味と 稱 せられる。 其の 胸中 同情に 堪 ベない ものが ある。 

明治 十 年、 西南 戰爭に 際し、 赏 時の 東京 日 々新聞の 紙上で 讀ん だと 記憶す る 一 つ の 記事が パ ゥ a 

の 此の 語に ついて 聯想され る。 其のと き西鄕 隆盛 日薩 隅の 健兒を 率ゐて 九州の 野に 轉戰 し、 勢 遊 だ 

55 獗 であった。 木 戶孝允 大元帥に 扈從 し、 京都の 行在所に あって 征討の 謀議に 參じ、 西南の 戰 報に 

群臣と k もに 心 を 痛めつ.^ あつたが、 終に 病氣づ いて 旅 中 客死す るに 至った。 日來の 煩悶 憂慮から 

來 たもので あらう、 病中 彼は囈 首の ように 『西鄕 もう 好い加減 にしない か』 と 一一 一一 口 つた さう である。 

If" 直なる 忠臣の 志 甚だ 氣の 毒で ある。 其れと 此れと は 事柄に 於て 異 つて は 居る が、 兩 者の 苦 爽何處 


か 似通った ところ も 認められる。 二十 幾年の 久しき に！ U. り、 悪 戰苦 關を繽 けて 来たが、 敵 は 尙ほ執 

念く も その 手 を 弛めす、 追 擊も墙 急で ある。 其れで 戰閱氣 分に は敢 へて 引け を 取らぬ 彼 も 今 は n 十 脈 

倦んだ 氣味 合に なり 相手をす るの も 好 もしくない。 もう 好い加減 にして 休して くれない かと 言 は ざ 

る を なかった ので あらう。 宛 も 其の 身に 負って 居る 疵の 跡な ど を 示して、 此れ だからもう 休めて 

くれよ。 此の上 何う されても 爲 方がない。 志 は 決して 變ら ない ので あるから と 云った やうな ことで 

あった。 

バウ 口 は 旣に基 # 者 として 其の 印 を 身に 佩びて 居る。 疾に基 脊に屬 して 居る 身の上で、 今更ら 其 

の 志 を裘 切る こと は 出来ない。 其處 にちやん と 腰を据 ゑた ので ある。 一度 決心した こと は、 誰が 何 

と！ 一一 一：： つても、 動く もので ない。 『我心 巖 にあら す、 然れ ど、 轉 すべから す。 我心 席に あらす、 然れど 

格く ベから す』。 余 城鐵 壁の 中に あって 敵 を 睥睨して 居る と 同様、 勝算 々、終局の 結 ml- に 至って 

は 何等 心 に 懸る雲 もな い 。 安 心と 勇氣と に充 たされて 居る。 

S ズ へば 街 年舉に 志し、 其の 方面で 身 を 立てよう として 居る のに、 自 などが 舉 問よりも 金儲けの 

方 を^りに 勸 める。 だしき は强 もてに るか も 知れない。 之が 爲め心 を 動かされて、 彼方此方 行 

り 散す やうな ことで は 終に 虻 蜂 取らす になる であらう。 然し 若し 彼が 何處 まで も 舉問を 菜て す、 & 

髮. C くなる まで 研究 を繽 けて 居、 良い 結 菜 を も 示す ことが 出来るならば、 今まで 邪魔 をした 人 も 終 

に 年 を かねば なるまい。 彼が 其の 白髮を 指して 『余 は 旣に舉 問に 身 を 委ねてから 此の ^齢に なつ 
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た。 もう 他の 勸吿は 休めて 貰 ひない。 到底 無益で ある』 と 言 ふなら ば、 何人も 之と 爭 はない やう IX 

する であらう。 バウ a のこと が 其れと 同じ やうであった。 

二 

世に は 下手の横好き を 行 ひ 通さう として I 生の 損失 を 醯す人 も少く あるまい。 然し バウ 口の は然ー 

んな jffis でなかった、 意地 張り や 行き 懸 ひで 今更ら 休める こと もなら す、 毒 を 食 は^ 皿まで もと、 

驗€ ^の 勢、 岩に 咬み 附 いてで も 行らねば ならぬ と 一一 目った やうな ことではなかった。 確信と 希望と に. 

充 ちて 居た。 『今よりの ち 誰も 我 を 煩 はすな』、 もうこ のま.^ おいて 吳れ ろ。 ぃくら騷ぃでも役には^;=|- 

たぬ。 我は此 所に 腰を据 ゑ、 安心して 喜んで 居る。 勝利 も 確信して 居る。 何と 云って 止めても 駄 HT 

である。 然う然う！；^ めない やうに 頼む ぞ よと、 かごとの やうに 一一 目った 文意で も あらう。 

.  いれせ み 

さて バウ 口の 所謂 『印』 と は 何で あるか、 此は 古俗 人の 身に 燒鏝 か、 黥 かで 附 けたので ある。 共 

の 印に は 二 極 類あった。 一つ は 奴 棘ので ある。 宛 も 頼 政の 子が 馬に 燒鏝 を當 てて 平家の 邸に 追 ひ 遺 

つた やうな ので ある。 或 ひ は 所有物に 印を附 ける と 同様な の もあった。 昔 ギリシャ や ロマの 祌の； 

に 使 はれて 居る もの は 物品で あれ、 人で あれ、 履々 其のから だに 印を附 けられた。 斯る 費と い 用に 

供せられ て 居る うへ は、 他の 用途に 其れ を 使って いけない と 謂 ふ 意味で、 印を附 けた 次第で ある。 

日本なら ば 寶の春 日の 鹿の やうな もので あらう。 眞偽は 知らないが、 新聞な どに 出て 居る 講談 梁 

川 注 八の はなしの 中に 春 日の 石 子 詰と 謂 ふ ことがある。 或る 小僧が 鹿 を 殺した と 謂ふ宽 罪の ため- レ 


其の 石 子 詰の 刑に 處 せられん としたの を 皮 八が 救った 物語で ある。 また ャ时 時代に 役人が 或る もの 

を 召 捕た ところ 羽織の したに 葵の 紋服 を 着て 居た ので 大騒ぎに なった と 謂 ふ事資 など もあった。 紋 

服が 一身 を 保護す る 手段に なった ので ある。 ガ ラテャ 書に 記された 印 も 之と 相似た 或る キ； 人の i3 マ 用 

しんめ 

に する もの、 或 ひ は 或る 神の 僕と か、 神馬 神 鹿な ど 言った と 同じ やうな 意味 を 表 はすので ある。 

ダ マスコへ の 途上に 於る 回心 以來、 彼 は 基督に 屬 して 全身 全力 を 其の 爲 めに 用 ひる tj になって 居 

た。 結局 主 基督に 奉仕の 身の上で ある。 勿論 其れで 滿 足し 感謝して 居る。 隨分裔 闘 激戰を も 重ねて 

來 たが、 終局 は 必勝 を 疑 はない、 必す 此の 福音に 限る ものと 確信して 居る。 身に は 耶穌の i^" 屬 物た 

る 明らかな 印が 着いて 居る。 反對 者た ち も 何う か 考へ逮 ひ をして くれるな。 これから 先 はもう 邪魔 

をし ない 事に して 欲しい、 好い加減に 休して くれと 言った ので ある。 成る ほど 誰が 身に も 『一つの 

^は ある もの を、 我に は 容せ敷 島の 道』。 まして 此の 吾が 志 は、 何う か容 して 吳れと 1 目った ので ある 

共の 心中 W に 同情に 堪 へない。 

そこで バウ 口の 佩びて 居た 此の 印と 謂 ふの は 何ん な もので あらう。 其れ は 耶穌の 印で ある。 バウ 

ロはダ マ ス コ に 行く 途中、 大 いなる 光に 眼 を 射られ、 I 日 一は 眼 もつ ぶれた とも 言 はれて 居た。 かれ 

の^から 鱗の やうな ものが 落ちた とも 書いて ある。 然んな ことの 結 衆で バウ a の 額に は 何 か 異狀も 

あつたで あらう。 其れ を 印と 言った ので あらう か。 ピリ ピ 書に は 『我 はわが 耶穌 基督 を 知る ことの 

俊れ たるた めに、 凡ての 物を掼 なりと 思 ひ、 彼のた めに 旣に 凡ての 物 を 損せし が、 之 を 塵芥の ごと 
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く 思. ふ』 (一. li の) と ある。 バウ 口 は 基督 を 信す るた めに 財產 も、 名き： もす ベて を 失った。 其れまで 彼 

は總 て. とんく 拍子で 好い 地位に 上られる 順序に なって 居た。 然し 其れ も 基督 を 信す るが ために 全 

く 根 失に なって 了った。 其れでも 志 を 挽かれす して、 終始 U ほ 傅 道に 從 事して 休まない。 此の 漢は 

たしかに 基督の 僕に なりすまし たものと 見える。 否彼が自らも遞々！ー目ったゃぅ_レ基督の奴隸その^^1す 

物 だと は、 誰が 見ても 明らかであった。 或 ひはコ リント 後書 十 j 章 二三 以下の 如く 困苦した 結 ra^ 

で 未だ 五十二 歲、 さほどの 老人で はない が、 彼の 額に は その 齢に 似合 はしくない 皺が 寄って 居た か 

も 知れない。 身に は笞、 足枷、 太刀 瘡の もあった であらう。 戰場を往來した武士の節に慯の^^の 

あると 同じ やうで、 其れ を 見れば 確かに 君ゃ師 のために は 死 を だも辭 さない 基眷の 僕、 其の 弟子で 

ある ことが 判る。 彼 は. 一生懸命、 眞 面目に 正直に 基督の ために 働いて 居た。 其れ は單 なる 出来心 か 

ら ではなく、  二十 幾年 も續 いて. 居た ので ある。 此れが バウ 口の 身に 佩びて 居る 印で ある。 

然も 共れ を 耶穌の 印 だと！ 一目つ である。 面白い 一 百 ひ 方で ある。 聖書 を讀 まる k とき 名稱 として 耶穌 

と si 傅との 使 ひ 分けに 注意され たい、 耶穌と 云. ふとき は その 在世中の こと、 應史に 現 はれた 方面に 

m: きを 置く ので ある。 斯の 意味での 耶 穌に從 ひ、 其のお 伴 をして 行く ので ある。 勇將の 下に 弱卒 無 

し。 邪穌の 旗の 下に 戰 つて 居る と 謂 ふ 明白な 印が 其の 麾下の 將パゥ 口の 身に 附 いて 居た。 耶 穌が復 

せられた とき、 トマ スに向 ひ、 『なん ぢの指 を ここに 伸べ て、 わが 手 を 見よ、 汝の手 をのべ て 我が 脅 

にさ. しいれよ、 信ぜぬ ものと ならで 信す る 者と なれ』 (_f 【； "^德 一一) と 言 はれた こと、 その 意味が 關聯し 


て 居る かも 知れない。 耶穌は 確かに 多くの 人の 患難 や 病 を 身に 負 はれて 居た。 斯の 耶穌の 印が バウ 

口の 身に も附 いて 居た。 之 を 見れば、 バウ 口 は、 王 耶穌に 奉仕して 二心な き 人で ある ことが I： る。 其 

れ に拘ら す、 尙ほ 懲りす まに 奉仕の 邪魔 を せんと みられる のが 嫌で 堪らなかった。 二十 幾年^も 

此の 類の 邪魔者と 戰 つて は 来たが、 もう 休して くれぬ か、 到 無駄 だ、 好い加減に して 休めよ か 

し、 『今よりの ち 我を烦 はすな』 と！ 百った ので ある。 

一 體人は 耶穌の 一 百 はれた 如く 二人の 主に 仕へ る ことが 出來 ない。 神 か、 財 か いづれ か 一 つ を擇ば 

ねばならぬ。 パゥ 。は 現に 主君 を 擇んで 之に 奉仕して 居る。 耶 as 曾って マルタと マリヤとの ハ亲 論に 

ついて 一 「マリヤ は 善き かた を擇 びたり』 (^^11 一 1) と 首 はれた 如く、 バウ 口 は 最も 良い もの を擇ん で 

US たので ある。 基督 ほど 善い 主人 はない。 基督 を擇ぶ ほど 善い 事 はない。 バウ は寶に 『善き かた 

を 樺』 ん だのであった。 然し 其の 問に 隨分 苦しい 經驗 もした ので ある。 篤信の 基督 者 はいつ も然ぅ 

である。 敎會 史を讀 むと スム ルナの ボリ カルプの が ある。 彼が 信仰の ために 今や 殺されん とする 

とき、 役人 之 を 憐れんで、 たと ひ 形式で もよ いから 一 言 基督に 對 して 其の 志を變 へた やうな 意味の 

こと を 言へ、 さらば 死刑 はおれる であらう と 頼む やうに 勸吿 した" 然し 彼 は 『八十 幾年の 間 基督 我 

に 反いた ことがない のに、 今更 何う して 基督に 反く ことが 出來 よう』 と 言 つて 從容 死に 就いた ので 

ある" 基督に 仕へ て 如何に 苦い 經驗を #1 める とも、 其 所に 却って 蜜よりも 甘い 恩惠が ある。 必す勝 

利 を 獲ら るべき を 疑 はない。 羅音は 信 やる 凡ての 人 を 救 ふ 神の 力で ある。 加 ふるに 道の ため 旣に種 
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々な 苦勞 もして 來た。 多大の 損失 もあった。 其れ を 今更 退く の、 止す のと 言 ふやう では、 年 來の苦 

勞. 艱難 何になる であらう。 斯の 如く、 靈魂も 何もかも 入れ 上げた 此の 信仰が、 如何して 止められる 

もの か。 • 

1, ュ：： らの 信仰生活に 於ても 斯の やうな 體驗が あらねば ならぬ。 吾ら の 靈魂ゃ 身に は 何 か 新 ふ 謂 ふ 印 

が 着いて 居る か。 基督 者の 有って 居る 此の 印 は 十 人 十 種で あらう。 或る人た ち は洗禮 がすで に 其の 

印で あらう。 隨分 安らかに 洗禮を 受ける もの も あるが、 中には 容易なら ぬ 戰を經 て 其の 決、， ：3 に 至つ 

たもの も ある。 其の 人に 取りて は 洗禮が 忘れる HJ の出來 ない 印で ある。 例へば マ タイが 耶穌の 弟子 

となった とき、 非常な 裔發 をして、 自分の 家に 舊の 仲間な ど を 集めて、 自分 は 基督の 弟子に なつ 

た、 昔の 我で はない。 何う か然ぅ 思って くれよ と 言って 披露の 宴 を 張った" また バウ 口の 回心 は 勿 

il のこと である。 今日まで 吾ら 各自の 信仰生活に 於ても、 種々 な經 験が あった。 病 を 救 は 化た 經驗 

も ある。 家庭の 中の 苦しい 經験 もあった。 或 ひ は 何 かの 疑惑と 戰 つたこと も ある。 烦 もあった。 

愛する 人に 死なれた こと も ある。 昔ャ コ ブ はャボ クの 渡りに 神と 相撲 を 取って 胗跛を 引く やうに な 

つた。 吾ら の靈 魂の 經 験に 於ても 之と 同じ やうに 忘れる ことの 出來 ない 何もの か を 持って ゐる であ 

ちんば 

らう。 ^跛 は 不便で ある。 然し 其れが ヤコ ブ をして 神の 恩 惠を思 はしむ る 良い 敎訓、 戒め、 獎勖、 - 

また 忘れられぬ 記念物であった。 正しく 彼のた めに はス ティ グマタ であった らう。 

時の 政府に 納稅 すべき や 否やと 謂 ふ 問題で パリ サイの 人た ち貨 |e を 持って来た とき、 ^穌は 『こ 


.6 なち  しるし 

れは 誰の 像、 たれの 號な るか』 (ジ； 一一) と 問 はれた。 彼らが 『カイ ザルの ものな り』 と 答へ たに 

對 して 耶穌 更に 『カイ ザ ルの物 は カイ ザルに 神の 物 は 神に 納めよ』 と 首 はれた。 實に 面白い 話で あ 

る。 五 いらの 靈 魂に は 誰の 像が 付いて 居る か。 まことの 基督 者の 靈魂は 基督に 救 はれた ものである。 

基脊の 流れ を 汲んで 居る。 共の 感化 を 蒙って 居る 其の 恩寵の 痕跡 は である。 此れ 誰の 像で ある 

か。 信仰の 厚い 人なら ば、 基督の KI を經驗 した 人なら ば、 鎮魂に も 身に も 何ら か 耶穌の 印の；：^ して 

居る はすで ある。 此 所に 腰を据 ゑて、 それ を何處 まで も 徹底 させねば ならぬ" 決して 後へ は 一 歩 も 

退くまい。 苦しく とも、 其 所に また 嬉しい ものが ある。 此れに 限る。 吾 は 基督の ものである。 今 ま 

での 經過ゃ 順序 を考 へる と、 後に 退く との 出來ぬ 何もの かが ある。 若し 基督の ために 何の 損 をした 

ともなく、 ただ 戯れ ごとの やうに 基督の 弟子に なった 人が あらば、 ぁ&禍 なる かな。 形が 變 るが パ 

ゥ n の 如く 此 所に 吾が 基督の 印が ある。 たしかに 救 はれて 居る。 基， 督の惠 の， 手堅く 吾が^ 魂に か、 

つて ゐる。 己れ は 信仰の 爲 幾分の 苦しい 體驗も 有って 居る。 旣に退 引の ならぬ 關 係が 緊と締 ばれて 

あるの だ。 基督の 吾ら を-欺く 氣遣 はたし かに 無い。 吾ら も パゥ。 の 如く 何う か 明瞭と それ を斷 首し 

たい。 『今よりの ち 誰も 我 を 煩すな、 我 は 耶穌の 印 を 身に 佩びた るな り』 と- 實に 勇ましい。 其の 心 

を 思 ひ 遣って は 泣かざる を 得ない ので ある。 

(1 九 二  0 年 1 - 3 
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議論の 必要 

12 ホバ言 ひ 給 はく、 いざ 吾ら ともに 論ら はん』 (11  一 g 

いざ、 と餘 S 熱した 態度 を もって 神 は 決 論し やうと 言 はれた ので ある。 法廷に 於て 撿 事の 論：？ 

る やうで あり、 判事の 言の やうに も 聞え る。 『天よ 聞け、 地よ 耳 を 傾けよ』。 天地が 宛 も 陪審 役に 見 

立てられて 居る。 何れにしても 人間の 黑ぉが 定まるべき 場合で ある。 

.ぉ 信仰 は现^ ではない。 感 的の もの だから 議論 は 無益で あると 謂 ふ 人 も あらう。 然し 爱には 其の 

反對に 議論 を獎勵 して 居る やう だ。 世に は 議論で は 迚も 行かない から 他の 方面より 信仰に 進みたい 

と 言 ふ 人 も ある。 けれども 神 は それと 違って、 いざ 來れ、 議論 を戰 はせ ようと 言 はれる。 

信仰に 進みたい 氣分 はあって も、 何 か 思想 上の 問題に 引つ 懸 つて 決心の つき 兼る の は 如何なる 理 

巾で あるか。 其れ は先づ 議論の 材料が 不十分で、 一方に la り 過ぎ、 見當が 甚だ 遠って ci^ るからで あ 

らう。 良い 材料 を 集め、 順序 正しく 進むならば、 必す 信ぜねば ならぬ 道理 を發 見す るに t 一 ひない。 

だから S 督敎は 決して 議論 を 避けない。 道理 を 重ん する。 ただ 不精 確な、 ！！ 颇 なお 料 を rs 避す る。 


公 平な 判斷な らば 必 す歡迎 される。 

或 ひ は 久しく 敎. に 05 ながら 信仰の 逃 歩の 茶だ遲 いのは 多分 共の 態度に 問逮 つたと ころが あるか 

ら であらう。 然し 此の 點に はと かく 氣が附 かない。 或は 稍 之に 氣附 いても、 餘り 深く も 意に 介せ 

す、 平；^ で 過す 場合 も ある。 ii:! 仰 は 人る にも 巡む にも、 もっと 道现を んぜ ねばならぬ。 決して 質 

問 を 恐れる 必要 はない。 伋し 断る 折に は已 をよ く 吟味して 掛ら ねばならぬ。 それに 又 議論の 相 乎 を 選 

ぶこと が 大切 だ。 議論の 相 乎 はまこと 祌 である。 之 を 相手に して 議論 を戰 はさねば 埒は あかない。 

『エホバ 霄ひ給 はく、 いざ 五：： ら とも 論ら はん』。 吾ら と は祌と 人と を 指す。 結局は求道^<;ゃ信者が 

祌を 相手に 議論 を爲 ると ii ふ ^：? 味で ある。 凡そ 宗敎 論に は 祌を拔 きにして はならない。 然ぅ曾 ふと 或 

る 人 は、 いや 北 ハの祌 が 判らぬ から 困る と 答へ るで あらう。 然し；. K 地 や 人生の 神秘な こと はま さに Kn 

{儿 はすまい。 罪の ある K1 も むげ. に 打ち消す 道理に は 行くまい。 無論 北ハの 責任 をも感 する であらう。 

確かに 永遠と IS ふ 、题に 襲 はれる 時 も あるに 逮 ひない。 此れら を眞面 cz に考 へるならば、. たと ひ祌 

と li ふ 名を附 けす とも、 何か嚴 かな 大きな W 在が 服 前に 横た はって、 避ける もなら す、 逃げる こと 

も 出來す 執^く 北ハ れに捉 へられて 居る やうな 心地が する であらう。 斯る ことども を 心 に^めて、 萬 

事き へて 行く こと は 何人に も出來 ねばならぬ。 まして 基督 者なら ば耶穌 のこと や、 救の ことな ども 

疾 くに 幾分 か 判って 居る 道理 だから、 其れら を 材料に し、 起點 にし、 相手に して 議論 をす る こと は 

決して 不可能で ない。  . 

磁 論の 必耍  .  i<〇 七 
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こちら 

また 自分から ばかり 疑問 を 持ち出さす、 屡々 質問 を 投げ 與へ られ てる 此方から も 相當な 答へ をせ 

ねばなら ぬので ある。 此方から 答 辯すべき と を 棚に 上げて 置いて、 ただ 先方ば かり 困らせて やらう 

と i;i ふ氣 分が 勝って 居る やうで は 甚だ. S しくない。 それ だから ST も あかぬ の だ。 いざと もに 論ら は 

んで、 祌の提 俳せられ る 條现を も考へ 、此方の 疑ったり、 信す る こと を禱躇 したりす る 熊 度の 现. S に 

就ても、 相 常の 辨 明の あるべき 害で ある。 信仰せ ざる 點は 何で あるか。 決心し 難いのに 如何なる 道 

现が あるか。 ，可 故に 現在よりも 良い 態度 を 取る やうに ならない ので あらう かと、 斯く 自ら 贫 みる 間 

に、 相 當の现 由を發 見し ないならば、 信じない のが 旣に 不條理 になる。 改めねば ならなら ぬ 間逮ひ 

が 此の方に あるに 相逮 ない。 此 所が 刺然す るに 至るならば もっと 良い 信仰 狀態 にも 進み、 熱心に も 

な.. "るに 相逮 ない。 要するに 正々 堂々 議論す る こと を 避けて 居る から ST が あかない ので あらう。 そ 

こで 今 耶穌の 御 一一 一一 c に 就いて 一 體 信仰 を 担絕 する 人た ちの 方に 何う 謂 ふ 種類の 理. H が あるか、 其の 不 

信仰 を 如何に 說明 する やと 研究して 見たい。 馬太傳 第二 十一 章 三十 三 節 以下の 如き は、 世の中に あ 

らし もない 話で、 J¥ &で噓 の やうに、 感ぜられる。 斯 やうな 無理な 曾 ひ 分 や、 爲 方が とても 有り得 

やうと は 思 はれない。 然し 神の こと や、 宗敎の問題に就て吾らの今日まで行ひ來った^は、 實 際に 

於て 耶穌の 臀 に 見える 無法者の 行り 口と 餘り 遠って は 居ない やうで ある。 そこへ 行く と、 信仰せ ざ 

る 吾ら に 道 が あるか、 信仰され ない 宗敎ゃ 神が 無理で あるか 容易に 判斷 される だら う。 


二 

今日に 至る まで 吾ら は菩ぃ HJ を爲 し、 眞 面目に なり、 正しい 信仰に 至る やう、 神の 方から 如何ば 

かり！ S かれて 居た であらう か。 身の上の 出 來事は 露覺を 喚起すべき 向の ものが 多かった。 神 は旣に 

しひ  ひし く 

吾ら に 向って 論じ かけて 居られる ので ある。 人の 靈 魂に 向って 犇々 と 詰め掛け、 直接 間接 懇ろに 其 

の 信仰 を 促されて 居る。 祌の言 は 人の 話に も、 書物の 上に も 聞 ゆるので ある。 良心 や 理性の 刺激 も 

祌 の-藤と 解釋 して 無理 は あるまい。 殊に 明白なる は、 主 耶穌の 如き 人格に 接觸 し、 其の 生活の 狀を 

兑、 共の 言 を聽 くに 及びて、 祌の惠 と 其の 恩寵と を 感じ 得る ことで ある。 

單 なる 言 を 以て 斯 くせられ るば かりで はない。 祌 また 事 を 以て、 吾ら の靈 魂に 迫って 来られる。 

悲直： 哀歡、 波, 多き 人の 靈 魂に 消息 を 通じ、 其の 返答 を 促し、 其の 去就 を定 むる こと を勸吿 して 休 

まない。 みな 吾ら の 靈魂を 道理 責めに して 居られる ものと 解釋 される。 

斯う ii ふ 場合 を 吾等 は 如何に 取り扱って 来たので あるか。 宛ら 先に 揭 げた 聖書に 載って 居る 農夫 

と 同じ やうで はなから うか。 主人が 正當な 牧瘦を 納めさすべく 使の 者 を 遣 はせ しと ころ、 『 一 人 を 打 

ちた たき、 一人 を ころし、 一人 を 石に て 打てり』 と あるが、 吾ら の 厘々 行って 居る こと も餘り 多く 

之と 相違がない。 實に 無理な 爲方 である。 自ら は 天晴れ 思想家 氣 取りで 居る かも 知れない が、 事赏 

に 於て は 非常なる 無理 をして ゐる。 
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『また 或 人と ほく 旅立 せんとして 其の 僕 ども を 呼び、 之に 己が 所有 を预 、くるが 如し。 各人の 能力に 

應 じて 或 者に は 五 タラ ント、 或 者に は 一 一 タラント、 或 者に は 一 タラ ン トを與 へ！^」 きて 旅立せ り。 五， 

タラント を 受けし 者 は、 直ちに 往き、 之 を はたらかせて 他に 五 タラント を 儲け、 二 タラント を 受け 

し 者 も 同じく 他に 二 タラント を 儲く。 然るに 一 タラント を 受けし 者 は、 往 きて 地 を 堀り、 その 主人 

の 銀 を かくし st」 けり』 a.ts? 一に 一 §)。 

1 一 タラ ント五 タラ ント受 たもの は 各自 之に 倍跑 して 恩賞に も與 つた。 然るに 『 一 タラ ントを 受け 

し 者 はきたり て 言 ふ 『主よ、 我 はなん ぢの嚴 しき 人に して、 播 かぬ 所より 刈り 散さぬ 所より 敛 むる 

こと を 知る ゆ ゑに、 權れ ゆき 汝の タラント を 地に 藏 しおけり。 視ょ、 汝 はなん ぢの物 を 得たり 云 

云』 (5iil)。 彼 は 大いに 不平であった。 主人 は 無理 だ、 出来ない 相談 を 持ち 懸ける、 どうして 蒔か 

ぬ 種が 生える もの かと 言った ので ある。 斯の 如く 祌 のとに ついても 疑問 を 抱き、 禍ゃ 苦勞の ある こ 

と を 不信仰の ロ實 として、 汝は嚴 しき 人に て播 かぬ ところより 刈り、 散さぬ ところより 敛 むる こと 

を 知る と 言 ひ 張らう とする ものが ある やう だ。 然し 同じ 人間で も 一 一 タラ ン ト五 タラ ン トを裕 に i^- 加 

した もの も ある。 加 ふるに 一 タラント は 決して 少額な 金で はない。 約 六 萬 圓に價 す。 之に 滿 足して 

利殖 するならば 如何よう にも 手 を 仲す ことが 出來 べき 害で ある。 此れ ほどの もの を 授けられ、 然も 

之 を 自由に 運轉 する ことの 出来る やうに し、 頗る 人格 を 重んじた 扱 ひ 振りで ある。 然るに 彼 は 性質 

僻み、 物事 を 正しく 解釋 する こと をせ す、 脇 病で、 怠け者であった。 奮發 すべき 場合に 妙な 理窟 を 


= ^難 も 無から うと 謂 ふ 權幕を 見せた。 人間の 不信仰 も 先づ 之に 好く 似寄って 居る。 宛然ら 其の 寫 a; 

とも 見られよう。 

措ね ま はし、 何も *ffi に 行らなかった。 然して 自分の 言 ふこと を 然も 道理ら しく、 此れで は 一一 頁の 

ゆうげ 

『或 人、 盛んなる 夕餐を 設けて、 多くの 人 を 招く、 夕餐の 時いたり て 招きお きたる 者の 許に 僕 を 遣 

して T 來れ、 旣に備 はりたり」 と 言 はしめ たるに、 皆 ひとしく 辭り はじむ。 初の 者い ふ 「われ 田地 

を 買へ り、 往 きて 見ざる を 得す、 請 ふ、 許されん HJ を _r 他の^^ぃふ「ゎれ五耦の牛を買へり、 之 を 

驗 すため に往 くな り、 請 ふ、 許されん ぶー を」。 他の 者い ふ 「われ 妻 を^れ り、 此の 故に 往 くこと 能 

はす」 僕 かへ りて 此事を その 主人に 吿 ぐ、. 家主い かりて 僕に 言 ふ 「とく 町の 大路と 小路と に 注き 

かたわ めし ひ あしなへ  ， . '- 1 ] 1 

て 貧しき 者、 不具者、 盲人、 跛 者な ど を兹に 速れ 來れ. r 僕い ふ 「主よ、 仰せの 如くな したれ. ど、 

尙ほ餘 の 席 あり」 主人、 僕に 言 ふ 「道 や IS の邊に ゆき、 人々 を强 いて 速れ 來り、 我が家に 充 たしめ 

よ、 われ 汝ら に吿ぐ かの 招きお きたる 者のう ち 一 人 だに 我が 夕 餐を味 ひ 得る 者な し」』 (tis ，一 li の)。 

斯ん な禮傣 作法 は 何 所に も あるまい。 少しも 條理が 立って 居らぬ。 宗敎論 も 屡々 之と 同じようで 

ある。 祌が 種々 の 方面から 道理せ めて 論じ 懸けて 居られる にも 拘ら す、 之に 反對 する のに 愚に も附 

かぬ こと をロ實 とする。 たと ひ祌 のこと が悉 ijn 判り 切らす とも、 信仰の 理由 は 幾ら も ある。 神秘的 

な寶 在の 世界、 何う しても 信仰に 進まねば ならぬ 道理が 澤山 ある。 人生の 靴 かしい 問题 に接觸 し、 

® 面目に 其の 解 决に從 事ても、 深き 責任感 を 抱いて、 緊張した 態度に 出づ るなら ば、 自分が 祌と 議論 

議論の 必耍  六 二 
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をして 居る 氣分 になら すに は必す 居られまい。 斯くて 吾ら の 所行 は 屡々 彼の 一 タラント を 受けた 拗 

け 者 同様な 狀 態に 陷る ことがある かも 知れない。 祌の 前に 彼と 同様 赤面 せざるを得ない であらう C 

『牛 は 其の 主 を 知り、 驢馬 は 其の あるじの _s を 知る、 然れ ども イスラ H ル は識ら す、 わが 民 はさ 

とらす』 。宗敎 は 議論で 判る もので ない と餘り 早く 定め 込む の は 間違 ひで ある。 寧ろ 不信仰 

ほど 論に も談 にもなら ぬ もの は 無ら う。 隨分 無理が 多い。 若し 正直な 態度で 議論 を するならば もつ 

と はやく 了解すべき 苦で ある。 議論の 行り 方が 惡ぃ のみなら す。 餘 りひね くれて 居る。 其れで は 何 

時まで 經 つても 無益で あらう。 

『いざ 吾ら ともに 論ら はん』 人間 は 何時も 神の 方から 道理 を 推して 迫られて 居る。 有て る 人 は、 與 

へられて 愈よ 臀： ならん。 然れど 有たぬ 者 は、 其の 有て る 物 を も 奪ら るべ し。 而 して 此の 無益なる 俟 

を 外の 晴黑 に逐 ひいだ せ 『其 所に て 哀哭、 切齒 すると あらんと』 G^^nig 一一) 謂 ふやうな 結 衆に なら 

う も 知れない。 

(1 九 二 四 年 一 一 Ho 


基督の 十字架と われら の 十字架 

『主よ みもとに ちかづかん』 は 詞も譜 も餘程 美しい。 た^ 譯し 方に 靴 を 隔てて 痒を擾 くやうな 感の 

あるが t? 念で ある。 然し 大體に 於て は 原詞の 意味 を 表 はして 居る。 元來 向上心 を 歌った もので、 北ハ 

のプか 

れを If ふ も の 自然ら 高 尙な氣 分 を 起す やう になる で あらう。 

人 は祌に 遠ざかって 居る。 之に 離反して 居る。 多く は祌を 忘れ、 世 心に 囚 はれる。 たと ひ祌 在り 

と ふに しても、 之に 對 して 冷淡に 流れる。 斯る 精神 狀態 である 結 raT 氣も 荒れ、 苦痫も 多く、 寂寥 さ 

造る 方な きに 至る ので ある。 斯て祌 に 近づく のが 人^の 必要で、 其の 心の底に は 誰し も 希 はざる も 

の は あるまい。 

如何に すれば 向上す る ことが 出來 るか。 其れが 爲 めの 工夫、 努力、 修行が 必要で あらう。 或 ひ は 

苦痛に s!^ かれて 向上す る 場合 も ある。 そこで 『のぼるみ ち は 十字架に ありと も、 など かなしむべき』 

と 謂 ふこと になる、 十字架が 向上の 路 になる。 辛い 思 をしても 向上す る ことが 出來 さへ すれば 何 所 

まで も 辛抱せ ねばならぬ。 讃美歌 第五 四の 『わが 行く みち、 いつい かに、 なるべき か はつゆ しらね 

基督の 十字架と われらの 十字架  六 1 一 11 
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ど、 主 はみ 心なした ま はん』 で、 向上の 路が 十字架で ある やうな 場合に も、 其れ を颇 はない ほどの 

志 を つて 居たい。 

然し 十字架 は であるか。 苦痛と あらば 何でも 十字架で あるか。 然ぅ 妄りに 此の 名 稱を用 ひて は 

だ勿體 ない。 祌の爲 め 世の 爲め、 自ら 進んで 危難 や 苦痛に 臨む のが 十字架で あらう。 或 ひ は 己が 

罪 や 過失から 苦痛と 謂 ふ 結 鬼 を牧穫 する こと も 多い。 行き 懸りゃ 腐れ 緣 から 苦しむ こと も ある。 無 

舉 無智で あるが 爲め、 禍害に 遭 ふ 場合 も あらう。 不養生から 生す る もの も あらう。 此れら 單 なる 苦 

窗を 十字架と は 言へ まい。 如何に 自ら 作せ る 禍害で も、 神の こと、 關聯 した 意味 を 有つ 場合にば 之 

を 十字架と 稱 する こと も 出来 やう。 たと ひ 不心得 や 罪， 惡の 結果で あっても、 其れが. ほ 翁、 徴悔、 立 

志、 訢念 などの t 會 となって、 信仰に 進む 便りと もなる に 至らば、 十字架と 名附 けられて 差 支へ あ 

るまい。 苦痛 を 神の； 0 とと 結び 附 けて 思 ひ 直し、 新たに 道 を 悟って、 上からの 力と 慰めと を與 へら 

る、 ならば、 其れが 取り も 直さす 十字架と なる ので ある。 自暴 ゃ瘦 我慢 は 言 ふまで もない、 たビ苦 

痛 だけで は 之 を 十字架と 名附 くべき 道理がない。 神の 道と 關聯 した 意味に 解釋 せら るれば こそ 『の 

ぼる みち は 十字架に ありと もな どかな しむべき』 である。 苦痛 も 向上の 道程、 妄 ひに 忌避すべき も 

のでな からう。 

然し 此の 讃美歌 は 今より 約 百年 前 アダム スと謂 ふ 婦人の 作った ものであるが、 十字架の ことに 就 

て 其の 意味が 基督 敎 的に 徹底して 居ない。 アダム スはュ - テリアンの 徒であった から、 基督の 十字 


架 を 巾 心と し、 福 昔 的の 精神に 基いて、 之 を 歌って 居ない。 たぐ 人^の 苦痛、 自己の 十字架 を 観察 

し、 其れ を自ぉ 修養の 手段と したのに 過ぎない。 素より 雞 は：： 取 善の 校で、 苦痛 は爲 现を现 はす 

機 厶：： となる こと も ある。 ^督 者なら ば 無論 然ぅ謂 ふ 場合が 多く あらねば ならぬ。 然し 基督 者の 十ギ 

架 は 此れ だけの 意味で は ST た 言 ひ 足りない。 成程 世の中の 行き 懸り や、 共の 郞惡 から 米る 十字架、 

だしき は 手作りの 十字架で も、 其れに 刺激され て 神の 方に 向上す る氣 分で あれば、 確かに 尊敬 を 

伙 する。 斯 て禍變 じて； i ともなる ので あるが、 共れ は 通人^の 十字架 や 自ら 作った もの 以外の 十 

字 架の あれば こそ、 之 を 神と 結び 附 ける こと も 出來： ^くなる。 主 基督の 十字架 を 仰ぎ、 共れ に 信顿 

する やうに なれば、 人^の 苦痛 も聖 化せられる さが 出来る。 『わざ は ひさい は ひ、 よしあし 共に、 

たビ 十字架に こそき よく せら るれ』 (I 賴 f) が卽ち 共れ で、 言 ふ を またす 基督の 十字架で ある。 自己 

の 苦 疝 だけで は 之を聖 化する ことが 難 かしい。 基督の 十字架と 結び 附け、 其の 救に 感泣す る 體驗が 

あると、 身の 苦痛 を； ：！^ も 精神的に 味 ひ 知って、 總 てが 所謂 『のぼるみ ち』 となる ので ある。 だから 

茈-督 の 十字架に よって 向上し、 其の 意義 を 深く 體驗 した 見地から、 總て 人の 身に 起る ところの 苦疝 

を解釋 して、 正しく 主 耶穌の 十字架に 伴 ふ 心 持 ともなり 得るならば、 共れ こそ 『のぼるみ ち は 十字 

架に ありと も、 など かなしむべき』 の 精祌を 最もよ く 徹底せ しめたの であらう。 

た^の 布祌説 や、 倫理的 基督 敎の 立場から すると、 瘦 我慢の 武士道 や、 菜 极譚の 修養 位に 止つ 

て、 高の 知れた； に 過ぎまい。 基督 敎が 若し 讃美歌 第二 四 九番の 程度の ものなら ば.： 其の 此れら 
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と の^は 五十 歩 歩の 問の みで、 萬 民 を 引き 寄す る ほどの カを發 揮す る こと も出來 す、 結局 は 『主 

よ み も とに ちかづかん』 を 思 ふさ ま 高ら か に 歌 ふ こ とも 出來難 いで あ らう。 

そこで 基督の 十字架が 問題になる。 此れ は 讃美歌 第二 一  五番に 最もよ く 現 はれて 居る。 第二 四 九 

が.！：！ 己の 十字架な らば 第二 一  五 は 基督の 十字架で ある。 後者 は 言 ふまで もな く 人の 罪の 爲 めに 血 を 

流された 主 耶穌の 十字架 を 意味す。 其のお マお で 罪 も 潔め られ、 總 ての 苦痛 も淨 化される。 

『ちとせの いはよ、 わが 身 を かこめ、 さかれし わきの、 ちし ほと みづ に、 罪 もけ がれ も あら ひきよ 

めよ』、 此は 現在の 世に 於て、 人の 罪が た^ S 督の 十字架に よって 潔 めら る、 ほかな しと 謂 ふ 意味， 

である。 而 して 其の 終の 一節の. T 挽に あるう ち も、 世 を さる 時 も、 しらぬ よみに も、 さばきの 日に 

5 は  やすき 

も、 ちとせの 磐よ、 わがみ を かこめ』 に 至りて は、 死後の 末まで も 結 十字架のお 薩 ならでは 平安 

を 得ない、 何處 まで も 之に 顿ら ねばならぬ こと を 歌って 居る。 督 者の 顿 みとす る もの は 徹頭徹 

十字架で ある。 此の 欲 は 約 百 五十 年 まへ、 英 國のト プラデ H 純正の 福 昔を宣 傅して 些の遗 憾が無 

い。 共」 赞の 十字架の ft さ を 讚美して ゐる。 其の 意味の 如くん ば 人間の 十字架 も 惯：！ g:« だ 高くなる。 

然し： H 、れは 寐督の 十字架 を 標本と して y 淨 化せられる 結 菜で ある。 『わざ は ひさい は ひ、 よしあし 共 

^> た 十字架に よりて きょく せら るれ』 と ある 如し。 凡そ 吾ら の 十字架の 標本た る 基督の 十字架 


は 神の 十字架で ある。 罪の 赦を 得さす る 十字架で ある。 決して 人間 自己の 十字架で はない。 『世の 罪 

を 負 ふ 神の =sy の 十字架で ある。 極言 すれば 人の 罪 を 自ら 背負 はれた 祌の 十字架に 外なら ない。 

此れに よって 人間 は 罪 を も 機 を も 洗 ひ 潔め られ る。 『つみ もけ がれ も あら ひきよ めよ』 と ある j 句 

は 英語の 原詩 を 請む と、 意味が 一 暦 適切に 現 はれて 居る。 ^譯 すると 、『罪 は ニ审： の 癒し を 受けたい 

ものである。 『罪の 罪責と 其の 力と より 吾 を 潔め たまへ。 斯く歌 ふ 人 は 罪の 責任 を 感じて せの ま.. 祌 

の 前に 立つ こと も出來 す、 常闇の なかに 投げ込まれた 草木の やうに、 た 枯れ 果てる を 待つ ほかな 

み ゆるし 

きを 思 ひ、 何とかして 神の 御赦を 蒙り、 呵責の 重荷 を 下された いと 頻りに 煩悶す る。 然 うする が 罪 

に關 する 眞 面目な 態度で あらう。 旣往 は^めす、 過ぎ去つ たこと を 苦にしても 詮 がない。 昔 は 昔、 

今 は 今と 言った やうな 番だ輕 薄な 考へ 方で はない。 罪に 對 しての 責任感が 痛切で ：！： の 前に 御 赦を乞 

ひ 求む る。 然し 漫に 見遁 される こと を 僥倖す る ほどの ことで 滿足は 51 來 ない。 ^道理せ めた 方法 

で、 罪が 根本的に 赦 された こと を 認め 得て、 靑天 白日の 思 をな し 得る やうに、 罪の 問題 を 解決した 

いと 思 ふので ある。 狐 鼠々. V、 氣味 悪さう に、 天國に 密輸 人され るので は 決して 心 を 安ん する こと 

が 出来ない。 罪の 處置は 何とかして 明らかに つけたい。 H 、所に 基督の 十字架の 効力が ある。 i=-: の 前に 

はいじ 8-5 

立ち、 其の 意義 を 感得し、 其の 効力 を體驗 するとき は、 背 上. E なす 罪の 重荷 全く 奈落の底に 埋沒し 

去って、 跡 を 留めぬ やうになる。 其れが バ ン ヤンの g わ 都參詣 者の 實験 であらう。 

然し 吾ら の 罪 はた 赦 される だけで は、 未だ 睛を點 じない 虎の 繒の やうで、 甚だ- 个 徹底で ある。 
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如何 ほど 立派に 罪の 處置 がつ いても 其れ を 繰り返す やうで は 何にも ならない。 神の 御赦は 人間の 善 

くなる 爲 である。 心 を 潔め られ て、 胸中に 践蜃 して 居る 罪惡の 勢力 を拔き 去って 了 はねば 赦 された 

甲斐が 無い。 全く 變 つた 人間に ならねば ならぬ。 新たなる 生 の 出 發點を 見出し、 辛 ：5々g で 域に 進む 

やうになる のが 肝要で ある。 然し 其 所が 難 かしい。 人間の 力で は 到底 覺 束ない。 何故ならば 靈 魂が 

罪に 囚 はれて 居る からで ある。 其の I 肉れ 緣を 斷絕 する こと は 至極の 難事、 病旣に 齊肓に 人った 人間 

の 業で は 及ぶ ことが 出來 ない。 悪の 称 は 其れ ほど 緊 しいので ある。 然し 『t^, 督の血 凡ての 罪より 吾 

らを 潔む』 (I: 一 fin で 誠意 を 以て 基督の 十字架に 顿り縱 ると き は 此の 罪惡 の^を 斷 つて 新たなる 力 

を與 へられ、 前日と 異 つた 生 ^^^を營 み 得る やうになる。 

斯の 如く 赦 されて 罪の 責任 も 解除され、 吾が うちに 蔓 つて 居る 其の 顯をも 解かれ る 順序 に な 

は、 此れら 二通りの 救 を 全うさせる のが 某， 督の 十字架で ある。 此の Sli 寵に 感激し、 神の 慈愛、 骨髓 

にまで 徹する やうに なると、 人 問の 十字架、 各自の 苦痛 も輕 くな り、 負 ひ 易くな り、 寧ろ 修養 改善 

の 半 段と もなる に 至る。 この場合に 於て は 決して 無理な 力み 方 をす るので なく、 瘦我漫 を 搾り 出す 

ので もな く、  © 寵の赛 風 騎蕩の 間に 『主よ みもとに 近づかん』 と耿 ふこと が出來 るので ある。 まこ 

とに 『の. ぼる みち は.. K 子 架に ありと も、 など かなしむべき』 と！^ み 立つ こと も出來 る。 

此の 話 を 終る 前に 尙ほー つの こと を 首って 置きたい。 第二  一  の 終の 一節 『世に あるう ち も、 

を さると きも、 しらぬ よみに も、 さばきの 日に も、 ちとせの いはよ、 わがみ を かこめ』 と ある 


が、 i^,^ の 十字架 は 現世の 生活に 必要で ある けれど、 啦元過 ぐれば 熱さ 忘れる で、 其の後 は W の 無 

いもので あらう か。 救の 出 發點が 十字架で ある のみでな く、 其の 經 過の も、 ：^4、 の 終お もす ベて 十 

字 架のお 蔭に よらなければ ならぬ。 『我 は 葡萄 樹、 汝らは その 枝な り』 G お §)。 此の 關係は 何 所まで 進 

ん でも 絶れ る もので ない。 絕れて は 霞 魂の 滅亡で ある。 盖未來 際まで： 五 I： らの靈 魂 は 枝で、 ：K 、の：^ で 

あると ころの 督に 固く 結ばれす に は 存在す る もので ない。 死後 靈 魂の：！ 澄で 罪の 記憶な ども 

ほか 

S だ鮮 かで あるべき 人間の 平和 は 督の 十字架に よって 保た る&他 其の 道が 無 い。 終始 一 貫た ビ 

ちとせ 

4. 半 架で ある。 ； 1： 所まで 行っても 千歳の 磐なる 共 丄督に 救 はれねば ならぬ。 此の 信仰 を 以て 現在に 生 

し、 向ヒ し、 〔i^ 々將來 に發展 する やうに したい。 

(一九二  0 年  一二： 《) 
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